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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校則法

第二百七条

・聖せい譜ふ記き述じゆつの再現において、それを行っている国は、他国からの介かい入にゆうから保ほ護ごされる。

第二百七条一いち文ぶん

・聖譜記述の再現において、それを行っている国は、再現を目的とした介入、補助を受けることが可能である。
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　マクデブルクの中央。マウリトス大だい聖せい堂どうの前の広場にて、正まさ純ずみは遅めの昼食を摂とっていた。

　……ようやく食事かあ。

　大きめの石を土に置き、その上部だけを切り落としたベンチで、自分は今、二ふた代よが貰もらってきたメンチの揚あげ物をパンに載のせて食べている。付け合わせは、キャベツの漬つけ物であるザウアークラウトとソーセージを茹ゆでたもので、これもまた一いつ緒しよにパンに載せて横に置いてある。

「塩しお味あじばっかだなー……」

　……煮に物ものか何か食べたいなあ……。あと、支し給きゆうされた瓶びん入いりのビールはホップなしだが、子供扱いなのかなあ、やっぱ。

　だがここは戦せん場じようで、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側の都市だ。歴史再さい現げんで重要な役割を持つことから、様よう式しきは西せい洋ようのもので統一されている。そして今は戦時中で、食糧配はい給きゆうがあるだけましな状況なのだろう。塩しお気け中心の味付けに対し、文もん句くを言っていても仕方がない。

　二代が向こうの配給幕ばく舎しやの下で、調ちよう理り直後の物を直接食くう状態を続けているが、やはり和わし食よく派の中にも濃いめの味付けが好きな者がいるということか。幕舎で調理している女じよ装そう達も、

「まあ、この子ったら出した物全ぜん部ぶ食う勢いで素す敵てき……！」

「お姉ねえちゃん、御料理頑がん張ばっちゃう……！」

『御感謝──』

　ペット共々国際交こう流りゆう熱心で有あり難がたい。

　だが、朝の内、武蔵むさしにマクデブルク市民を避ひ難なんさせた時に、市民が配給されている食事に安あん堵どしていたことを思い出す。やはり食は落ち着きの要素だよな、と正純は考えつつ、

　……あ、でもこのメンチとソーセージ、パンと一緒だと美味うまい……。

　肉をあまり好まない自分がそう思うのだから、相当なのだろう。周囲を見ると、地元の戦せん士し団だんは普通に食事していて、自分だけが貴き重ちような体験をしている気にもなる。と、その時、

「副ふく会長本ほん多だ君くん、K. P. A. Italiaの方、やはり連れん絡らくがとれなくなってる。何かあったらしい」

　大聖堂の方から、ネシンバラがやってきた。やや大きめサイズの、サンドイエロー主体の私服を着た彼は、いつものように表示枠サインフレームを多量に出しており、

「まあ、流れ的には村むら上かみ水すい軍ぐんを中心としたK. P. A. Italiaがかなり良い勝負をすると思っているんだが……、国こつ境きよう付近に各国が送ってる広こう報ほう委員からも連絡がないらしい。

　通つう神しん系けいの寸すん断だんとなると、地ち域いき単位でのジャミングか何かなのかな」

「K. P. A. Italiaが勝つと思うか？」

「護まもり切る、と、僕は思う」

　言われた内容に、正純は首を傾かしげた。ザウアークラウトとソーセージを載せたパンに、女じよ装そうコックからつけてもらった粒つぶマスタードをなすりつけながら、

「それ、歴史再さい現げんを無む視ししてないか？　史し実じつでは、鉄てつ甲こう船せんは六ろつ艦かん全部帰き投とうする筈はずだ」

「──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側も鈴すず木き・孫まご一いちを投入したりでかなり違い反はんしているからね。だから、とりあえず村むら上かみ水すい軍ぐんは壊かい滅めつする。しかし、鉄甲船の歴史再現にK. P. A. Italiaは関係がない、とするつもりだろう。つまり、鉄甲船が沈んだのはM. H. R. R. 側のミス」

「教きよう皇こう総そう長ちよう、口が立つからそのくらいは平気で言うかあ……。だがそうなると、村上水軍？　それも決けつ死しだな。──ああ、村上水軍について説明しなくて良いから。長いだろうし」

「……面白いよ!?　長いけど!!」

　ネシンバラの顔かお横よこに、表示枠サインフレームが新しく出る。それを読んだネシンバラは「だから何で盗とう聴ちようしてんだよ！」などと言っているが、要するにアレか、

「イチャつき過ぎだろうネシンバラ」

「くっそ、どいつもこいつも女の味み方かただね！」

「ああ、今、独逸ドイツだしな」

　何もかもが沈ちん黙もつした。
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　正まさ純ずみの周囲、ネシンバラのみならず、広場の誰だれもが動きと言葉を止めていた。大だい聖せい堂どうの上、尖せん塔とう上にて通つう神しん関係の仕事をしていた浅あさ間まが、

「あ、うわ、落ちそうになりましたよ！　落ちちゃ駄だ目め私！　落ちちゃいけませんったら！」

　ああ、と正純はつぶやいた。

「オチがないもんなあ」

　浅間が落ちた。尖塔の下の窓から外を眺ながめていた葵あおい姉あねが、

「フフ、人々がまるで市民のようだわ！　この両腕の中に、今まさに庶しよ民みんワールドよね!!」

　広げた両腕に浅間が降ってきた。葵姉は自動的に彼女を受け止める形となり、

「──っと空から巨きよ乳にゆうが落ちてきたあ──！　……って何よ浅間、私に全部プレゼント!?」

　それを見た正純は、また何かを言おうとする。が、ネシンバラが、

「ちょ、ちょっと副ふく会長本ほん多だ君くん！　今いま何か言うと下に支えがないからヤバイ！」

「何で全部私わたしのせいになってるんだ」

「ククク、浅間！　言ってやんなさい真実を……！　ってかアンタマジで重いってか、ちょ、アンタ、開いた袷あわせにハナミが埋まって、ぷ、は、はははは！　朝のアレとか、はははは！」

「喜き美みは変なツボをクセにしないで下さい──!!」

　バランスを崩くずして二人が落ちた。

　と、ショートジャンプで慌あわてて飛んできた武ぶ神しん〝義ぎ〟が、二人を手で拾って地面に下ろす。

　やれやれ、と正純は思い、そちらから視し線せんを外すと、

「で、ネシンバラ、K. P. A. Italiaはどんな状況になると思う？」

「え？　あ、ああ、副ふく会長本ほん多だ君くん、──うちのクラスに随ずい分ぶんと慣なれたね？」

「人の人生を勝かつ手てに終わりにするな。──話の方を頼む」

　そうだね、とネシンバラが言った。彼は、上うわ着ぎのポケットから符ふ入いりの瓶びんを出して口に傾ける。そして喉のどを湿しめした後で、

「如何いかなる結果になろうと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側は次の動きを出してくる。

　たとえば、現在ステルス状態で行方ゆくえ知れずとなっているM. H. R. R.の航こう空くう戦せん艦かん〝白しら鷺さぎ〟。つまりは姫ひめ路じ城じようだって、まだ出てきてないんだ。恐らくは鉄てつ甲こう船せんの戦せん闘とうが終了次し第だい出てくるだろうけどね」

　それに、と彼は言った。

「あと、今、M. H. R. R.と組んでるP. A. Odaがきな臭い。何しろP. A. Odaは主しゆ街かい道どう以外、他ほか教きよう導どう院いんの人間が入ってはならないし、琵び琶わ湖こなんか全体が関係者でなければ出入り出来ないような大型ステルス空間に包まれていて詳しよう細さい不明なんだけど、……どうもその中から、羽は柴しばに縁えんある城が、同じようにステルス状態で飛び立っているらしい」

「長なが浜はまと、墨すの俣またか？」

　だろうね、とネシンバラが頷うなずいた。しかし、

「そうは言っても、K. P. A. Italiaの本ほん拠きよがある安あ芸きの厳いつく島しまはちょっとやそっとじゃ陥かん落らくしない。どっちかと言えば、教きよう皇こう総そう長ちようが有利になるんじゃないかな、これ」

「？　何でそんな風ふうに言えるんだ？」

「占せん領りようするには、上陸しなければならないからさ。町の建物の制せい圧あつ。重じゆう要よう人物や資し産さんの確かく保ほや、隠かくれた抵てい抗こう者しや達の掃そう討とうなども含め、都市に対しては人間が入らなければ出来ないことばかりだ。野や戦せんに対し、市し街がい戦せんが面めん倒どうなのはそこだね。──聞いてる？」

「あ、うん、間違いない。Ｊｕｄジヤツジ．」

「……聞いてないね。──でまあ、そういう部分で考えると、教皇総長は〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟も持っているし、本拠は市街戦の準備をしっかりやっていることだろう。K. P. A. Italiaからすれば、この侵しん攻こうが急きゆう激げきなことであっても、鉄甲船の危険を排はい除じよし、あとは数日を耐えれば他国からの干かん渉しようも入ると、そう思っているんじゃないかな。

　K. P. A. Italiaとしては、勝つのではなく、護まもり切ればいいわけだから」

「護り切る、ってのは、そういうことか……」

　成なる程ほど、と正まさ純ずみは頷いた。ザウアークラウトのパンを折って、口にする。

　……あ、マスタードの辛からいのキャベツの酸すっぱいのとで、パンの味が結けつ構こういいかも……。

　濃いからすぐに飽きそうだな、とは思うが、パンをもっと焼いて貰もらえば香ばしさが増して良かっただろうか。今度、家でやってみようと思い、一ひと息いきをつく。

「──だとすると、M. H. R. R.はどう動く？」

「羽柴が堅けん実じつならば、各国に大たい使しを派は遣けんする。K. P. A. Italiaへの救きゆう援えんを送らぬよう、また、そのための時間を稼かせぐ交こう渉しようなどをしに。それも、──ここにも、ね」

「ここにも？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが頷うなずいた。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、三征西班牙トレス・エスパニアにも送っていることだろう。だけど、ここには六護式仏蘭西の総そう長ちよう達に意見を通すことの出来るアンヌ・ドートリッシュがいて、彼女はK. P. A. Italiaとは昨さつ今こん付き合いを持っていない。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 としては、マクデブルクの掠りやく奪だつを交こう渉しよう材料に、有利に話を進めることが出来るだろう。だからこそ、マザランがここに来たんだろうしね。

　そしてルターがいるならば、M. H. R. R.内部の改派プロテスタントから背後を突かれないようにすることも可能だ。ここに来る意味は充分だよ」

　それに、

「どんな状況に、どんな結果になろうとも、やはり闘とう争そうの後は姿し勢せいを建て直す必要がある。その意味では、勝敗などに関係なく、大たい使しがやってくるだろうね」

「それは、誰だれだと思う？」

「政せい治じ関係は、君の方が詳しいと思うけど？」

　そうだな、と正まさ純ずみはつぶやいた。また、パンを囓かじり、

　……気に入った味を見つければ、そこもまた気に入るものか。

「少し、この状況に寄り添っていろいろ考えてみよう。あとは、──瀬せ戸と内うちの戦せん闘とうが一体どのように進行し、終しゆう結けつするか、だな」
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　風が吹き、荒れていた。

　空に浮かぶ大地は、その東側を大きく上から抉えぐられ、本来ならば保たれている周囲の海を空へと散らせ続けていた。

　海の散る空は、粉ふん塵じんと海水の霧きり、そして爆ばく発はつによって生じた大気の温度差さが作った蒸気や風によって、今や暗く、薄うす闇やみに満ちたものとなっていた。

　暗い空の色は、朱しゆと黒の渦うず巻まくものだ。粉塵と霧が作る嵐あらしの向こう、空は夕の色に沈みつつある。が、風と、砂とも言えぬ塵ちりが叩たたきつける浮ふ上じよう島とうは、その表面、東側にあるものをほぼ全て倒とう壊かいされ、山やま肌はだは木々の群ごとめくり上げられている状態だ。

　東南側沿えん岸がんは粗あらく刻まれたかのように崩くずれた上、朱の嵐に吹かれることで、その基き部ぶを宙へと落とし続けている。

　そして東側沿岸、荒れながら空へと引かれ落ちていく海の上に、白と黒の制服姿すがたがあった。斜めに傾かしいだ大おお鳥とり居いの両横に立つのは、

「ガリレオ！　──無事だな!?」

「無事を前ぜん提ていとして問うのが君の悪いところだ。元もと少年」

　ハ、と笑って、教皇総長パパ・スコウラインノケンティウスは両の手を左右に構えた。

　そこに現れる表示枠カデナフイルマは、厳いつく島しまの現状を知らせていた。ほぼ全ぜん域いきに渡って赤の色に染そまり、一部は不ふ明めいの白になっている厳島を、だ。赤の色は今も増え続け、各地から被ひ害がいを知らせるグラフや数字が計上され、止まらない。

　だが、インノケンティウスは、正面の空から視し線せんを外していなかった。

　同じように、ガリレオも、空から目を逸そらしていない。

　風が吹き、粉ふん塵じんが人を打つような音をたてて、二人の周囲を吹きすさぶ。

　不ふ意いに、遠くから轟ごう音おんが響ひびいた。何かが割れ、後に小さな欠片かけらが続く音だ。その鳴り音に重なるようにして、地面が揺れ、流れ落ちるだけの海が全面的に跳ね上がり、飛沫しぶきとなった。

「南東側がわが落ちたか」

　ガリレオの言葉に、インノケンティウスは振り向かない。ただ、

「聞こえているか。ガリレオ」

「何がかね？　正確に頼む。元もと少年」

「──航こう空くう艦かんの音がする」

「同意だな、元少年。──それも、先ほどの鉄てつ甲こう船せんどころではない。大おお物ものだ。大物が、この荒れた空の中にやってきたと言うことだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、とインノケンティウスは答えた。

「加速路ろは、幸運なことに七割生きている。副ふく路ろを利用して、……出現と同時に叩たたき込む」

「鉄甲船の後に来るはずだった羽は柴しばの二に陣じん。〝白しら鷺さぎ〟か」

「解わからぬ。だが、どちらにしろ向こうはこちらを即そく座ざに視し認にん出来まい。しかしこちらは逆だ。だから──」

　と、そこまでインノケンティウスが言った時だった。不意に、空が暗くなった。

　正面にある朱と黒の渦うず巻まきが、何かによって向こうから押されてくる。それも、莫ばく大だいな量だ。こちらから見ると、まるで空そら全体が向こうから生まれ、湧わき上がって来るようだ。

「来たかあ──！」

　インノケンティウスは、厳島型がた加速砲ほうに、弾だん丸がんをぶち込んだ。
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　加速路は、弾丸の入口と出口を等しくする。大おお鳥とり居いを潜くぐらせるように投じる弾丸は、インノケンティウスが両の手に展開した防ぼう護ご障しよう壁へきだ。

　敵の攻こう撃げきを弾はじく防御障壁は、対たい抗こう術じゆつ式しきや神しん格かく武ぶ装そう、または圧あつ倒とう的な打だ撃げき力でなければ破られることがないものだ。それを重ねた両手の中に生み、圧あつ縮しゆく専用の術式をもって一つにまとめる。

　枚数は、枢すう要よう徳とくの七しち徳とくに準じ、七の七乗じようである八十二万三千五百四十三枚。この数の加か護ごにより、一枚一枚が七しち徳とくを受け、その防ぼう御ぎよ力を更さらに上げていく。

　そして固められた拳こぶし大だいの光の球たまは、加速路ろに投じられると厳いつく島しま外周を囲む鳥とり居い型がた十字加速術じゆつ式しきの中央を突っ走っていった。それは初め、落ちてしまいそうな速度から、段だん々だんと浮き上がりそうなものとなり、まるで弾はじかれたかのような速度から更さらに突き抜けていき、

「調ちよう整せい良好だ、元もと少年！」

　厳島の各地に仕掛けられた巨きよ大だいな天てん球きゆう儀ぎが、ガリレオの制せい御ぎよ術式に応じて動き出す。各かく惑わく星せいの公こう転てんと自じ転てん、そして軌き道どうの正確性は、直径十メートル超の天球儀九個から加速路を通して弾だん丸がんに伝でん達たつされる。

　最終的に生まれるのは、天球の運うん行こうと速度、そして七徳の加か護ごを受けられた弾丸だ。

　そして、

「来たか……！」

　雲を割って、それが来た。
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　インノケンティウスが嵐あらしの中で見たのは、影だった。

　朱しゆと黒の渦うず巻まく嵐を纏まとって、巨きよ大だいな影が来る。それに対し、インノケンティウスは、背に担になっていた〝淫蕩の御身ステイソス・ポルネイア〟を構えた。

　……近くに来れば、〝淫蕩の御身〟で武ぶ装そうを解かい除じよ出来る。

　そして、遠くにいるならば、いくら大型艦かんとは言え、厳島に有効的な打だ撃げきを与えることは出来ない。よくて表ひよう層そうの町を破は壊かいするくらいだろうが、既すでに町などは薙なぎ払われているのだ。だから、

「撃うち合いならば、こちらの勝ちだなあ、おい……！」

　言った瞬しゆん間かん。加速路から砲ほう撃げきが走った。海を吹き飛ばし、海底を抉えぐって、一いつ直線に力が正面の影へと飛ぶ。

　行った。

　その時だった。嵐の直ま上うえで、雲が割れた。正面から来る影が押し込んだ大気によって、嵐の渦に乱れが生じたのだ。

　朱の光、夕の明かりが細く差し込み、しかし、正面に見える影の艦かん首しゆ部ぶを指し示す。

　そこに見えたものを確かく認にんしたインノケンティウスは、ガリレオ共とも々ども目を見開いた。

　こちらへ、空と嵐を割り押す轟ごう音おんと共にやってくるのは、ガリレオの見立てでは、

「……〝白しら鷺さぎ〟ではないぞ、元少年！」

　あれは、

「……貴き様さまあ──!!」

　インノケンティウスは叫んだ。

「既すでに天てん下かをとったつもりか!?」

　その言葉と同時に、打だ撃げきが生じた。

　轟ごう音おんだった。

　そして再び、厳いつく島しまが闇やみに飲み込まれた。

　巨きよ大だいな、強大な影によって、K. P. A. Italiaが光を失ったのだ。
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「……地ち脈みやく炉ろの暴ぼう走そう？」

　夕に染そまりつつある空の上、更さらに高い位置にある奥おく多た摩まの教きよう導どう院いん屋上にて、長なが椅い子すに寝ていた酒さか井いは問いかけの言葉を作っていた。

　疑ぎ問もん詞しの行き先は、右に立っている〝武蔵むさし〟だ。

　今、彼女は大おお鍋なべ用ようの長ちよう大だいな杓しや文も字じを携たずさえたまま、

「Ｊｕｄジヤツジ．、検けん知ちが入りました。武蔵艦かん上じようでは、一部の自じ動どう人形と酒井様のみの情報です。武蔵王おうのヨシナオ様には〝武蔵むさし野の〟が──、届きました。──以上」

　面めん倒どうだねえ、と酒井はつぶやいた。そして、ふと気付いたように、

「検知って言ったよね？〝武蔵〟さん」

「Ｊｕｄ．、よくお気付きですね酒井様。やれば出来るではありませんか。──以前の三み河かわで私どもが受けたノイズなどと、似たものが検知されました。照しよう合ごうの結果、威い力りよくは弱めですが、間違いなく地脈炉の爆ばく発はつパターンだと言えると判はん断だんしております。──以上」

　成なる程ほどねえ、と酒井は懐ふところから煙管キセルを取り出した。横、〝武蔵〟が使い捨て用の火ひ種だね符ふを爪つま先さきで弾はじくのに煙管を差し出し、

「Ｊｕｄ．、有あり難がとね。優しいなあ〝武蔵〟さん」

「酒井様が考え事をする時に煙管を取り出すと、大体それは深しん刻こくだと統とう計けいしております。教きよう皇こう総そう長ちよう様が心配ですか？　──以上」

「そう言われてどう答えりゃいいのよ？　──って御ご免めん、気き遣づかってくれてんだよね？」

「いえ、気遣いという行為は感情のない自動人形にはあり得ませんので。酒井様の錯さつ覚かくかと。しかし、酒井様、私わたし共どもの検知に間違いがなければ、これは現実です。──以上」

　火のついた煙管を酒井は受け取る。そして吸い口を口にくわえ、

「K. P. A. Italiaの方は？」

　言った時だった。不ふ意いに、

「来ます。──以上」

　波は紋もんのような大気の動きが、背後、南側から来た。

　空の色は夕になっているが、先ほどまで浮いていた薄うす雲ぐもが全て消えていた。代わりに、

「南の空……」

　遠く、見える山の稜りよう線せんの向こうに、暗あん雲うんが湧わいている。
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　酒さか井いと〝武蔵むさし〟が見る南の空にて、黒の雲が今まさに生まれ広がりつつあった。

　夏に出る積せき乱らん雲うんに似ているが、その雲は初めは細く立ち上り、そして空の天てん井じように引っかかって広がり、下へと降りてくる。

　そして、遠えん雷らいに似た音が、一つ、長く長く伸びて聞こえてきた。

　背後側がわに教きよう導どう院いんや暴ぼう風ふう壁へきがあるため、各かく艦かんの上にいる人々は南側をすぐには確かく認にん出来ない。ただ、聞こえた音と、風の動きなどから、

「……？」

　まるで天候を不安に思うような、そんなざわめきが生じていた。それを聞きながら、酒井は唇くちびるの横から煙を口に含んだ。

「さてねえ……、あれ、何かって言われたら、〝武蔵〟さん、どうする？」

「自じ動どう人形は噓うそをつけません。──以上」

「厳きびしいねえ」

「何がですか？　──以上」

「もし隠かくしておきたいなら、俺おれかヨシナオさんにそういう命令を出させろ、ってことだよね」

　その物もの言いいに、〝武蔵〟は、首を傾かしげた。

「知っているのは私と、一部の者だけですが？　──以上」

　言われた台詞せりふに、酒井は、あ、と頷うなずきを作る。

「じゃ、俺、ここで一いつ服ぷくしたいなあ、〝武蔵〟さん」

「Ｊｕｄジヤツジ．、お茶のセットを持ってきておりますのでごゆっくりと。──そうやって無む言ごんを保つのも良い判はん断だんかと判断出来ます、酒井様。何も出来ない状況の人々に不安を与えても、致いたし方かたありませんので。次の出しゆつ港こうの際に情報が届いたことにします。──以上」

　苦労掛かけるねえ、と酒井は言う。そして、

「マクデブルクの方には？」

「浅あさ間ま様さまが通つう神しん関係を担当しているので、浅間神じん社じやからの暗あん号ごう通神で連れん絡らくを飛ばしました。正まさ純ずみ様、ネシンバラ様との判断を行うそうです」

「成なる程ほどねえ。まあ、どっちにしろすぐ割れる情報だから、隠していても仕方ないだろうね。それを先に摑つかんでいたということで、自分達の能力の証明とする、か」

　でもまあ、と酒井は口くち端はから煙管キセルを外した。そして頰ほお杖づえついて南の空を見ながら、

「……まあ、そんな小こ細ざい工く、ルターの婆ばあさんには効かないだろうけど、でも、微笑ほほえましいとか、そんな好こう感かん度どは得られるかねえ」

「……酒井様は、ルター様とお知り合いで？」

　酒さか井いは頷うなずき、南の空を指し示す。

「あの雷かみなり雲ぐものとこにいる馬ば鹿かとやりあった時、ここを通して貰もらって瀬せ戸と内ない海かい行ったからね」
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　酒井は、

「いろいろ世せ話わになったもんだよ」

　苦く笑しようで言って、しかし彼は、南の空から視し線せんを外さない。

「あの、さ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何でしょう。──以上」

「Ｊｕｄ．、まあ、昔にはいろいろあってね」

　と、酒井は言葉を作り始める。

「あの馬鹿と戦う時さ。ストレートに大おお坂さか経けい由ゆでK. P. A. Italia入ると警けい戒かい網もうに引っかかるからさ。だから江え戸どに行く振りして、義よし経つね頼って北に上がってね。

　義経は巴ともえ……、ルターの婆ばあさん嫌きらいというか、意識しすぎるから佐さ藤とう兄弟が話つけてくれてね。後はM. H. R. R.神聖ローマ帝国 から瀬戸内海行き。

　松まつ永ながのオッサンが俺おれのこと支持してたもんだから、イノケンなんかは大坂方面に十字軍ぐんの解かい釈しやくで出てきててさ。俺はその背後に南なん下かして攻こう撃げき──」

　手て振ぶりで位い置ち関係を示しながらの酒井は、〝武蔵むさし〟がこちらを見ていることに気付く。

「おや、何だい〝武蔵〟さん、そんな風ふうにこっち見て」

「酒井様が昔のことを楽しそうに語るのは初めて見ましたもので。──以上」

「いや、楽しくないけどねえ。凄すごく苦労したし」

「勝つための苦労は、充実しているものかと統とう計けい的てきに判はん断だん出来ます。ともあれ、……教きよう皇こう総そう長ちよう様達が無ぶ事じだといいですね。あと、……少々宜よろしいでしょうか？　──以上」

「何か質問？」

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵〟が頷いた。彼女は、重力制せい御ぎよで屋上の入口近ちかくにおいてあった可か動どうテーブルを引き寄せながら、酒井に問いかける。

「大坂にいる教皇総長様を背後から突いたと仰おつしやいましたね？　ならば……、その間、いえ、その後の戦せん闘とうなどにおいても、どこに酒井様は潜せん伏ぷくされていたのです？　松永様の本ほん拠きよは大坂の南、紀き伊いですので、背後を突くのは不可能ですし。

　また、瀬戸内海沿えん岸がんではK. P. A. Italiaの警けい戒かいに引っかかる筈はずです。

　一体、どこに酒井様は潜伏を？　──以上」

「そうだねえ」

　と、酒井は苦笑した。そして、南の方に煙管キセルを向け、

「おそらく、マクデブルクにやってくるんじゃないかねえ。……否いや、今いま頃ごろ、M. H. R. R. の大たい使しがマクデブルクに向かってる筈はずだね。この、何が起きてるか分からないタイミングこそが、それを知っている側としては有利な時だから」

「？　どういうことです？　かつての酒さか井い様の保ほ護ご者が、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の使し者しや？　……正直、よく判はん断だんが付かないのですが……」

「まあ、すぐに解わかることだよ。浅あさ間ま君から話、来るだろうしね。さっき正まさ純ずみ君には通つう神しん文ぶん送っておいたから、今いま頃ごろ、出迎えの時間じゃないかな」

　だから、

「正純君にはちょっと頑がん張ばって貰もわわないとなあ」
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　マクデブルクにおいて、その影に最初に気付いたのは、城じよう塞さいの街を囲む者達だった。

　南の空に昇のぼる暗あん雲うんではない。それとは別の、やや南西から来る航こう空くう艦かんの影だ。

　接近する航空艦の視し認にん情報はM. H. R. R.の旗はたを掲かかげた天てん幕まくの間にすぐ伝わった。そして、エルベ川の辺にて、釣つった魚を焼いていた成なり政まさと勝かつ家いえは、広こう報ほう委員の報告でその影の意味を理解したのだった。

　M. H. R. R. の大たい使しが、航空艦でマクデブルクに来たのだと。

「成なる程ほどな」

　と、勝家が、魚を一口で頰ほおに押し込み、串くしをしごくように抜いた。

「大使が来たってか。マクデブルク側に降こう伏ふく勧かん告こくなりするんだろうが、これからの動きがどうなるか、だな。……まあとりあえず、マクデブルク側としちゃあ、時間稼かせぎをしておきたいってとこだろうけどよ」

「しかし……！」

　と声をあげる成政は、既すでに立ち上がっており、両の拳こぶしを握っていた。彼は、歯を嚙かみ、暗雲広がる南の空からやってくる大使の船を見ていた。それも、睨にらみ付けるという視し線せんで、だ。

　そんな後こう輩はいを見る勝家は、仕方ねえ、という吐と息いきつきでこう言った。

「落ち着け小こ物もの。こう言う時に大使を送るのは国家間かんのルールみたいなもんだ」

「くそ……！」

　一ひと息いきついて、成政が河原かわらの石を蹴けりつけた。

「茶ちや番ばんだぜどう考えても！　御お館やかた様も、解ってんだろうな、これは……！」

「解ってても御館様はやらせるだろうし、解ってなくても、あのジジイは勝かつ手てにやる。御館様はいろいろな可能性を求めて。そしてあのジジイは、単に、──引っ搔かき回したくてな」

　だから、

「成政、貴き様さま、少し抑えろ。どうせいずれ首は取りに行く」

「だけどよ……！　解ってんだろアンタ！　あの船、ジジイだけじゃなく、もっととんでもねえ……、アイツが乗ってるって！」

　成なり政まさは、急速に頭上へと近づいて来る巨きよ大だいな艦かんを、右の手で指さした。

「ほら、見ろよ！　こっちの大たい使し、松まつ永ながの主しゆ艦かんシギサンだ！」

　そして成政は、眉まゆを立てて勝かつ家いえに振り向いた。

「あの松永のジジイが、かつて誰だれと組んで酒さか井い・忠ただ次つぐを支援し、教きよう皇こう総そう長ちようを敗北させたか、解わかってんのか!?　それの再さい来らいだぞ！」

「あのジジイが二度目の謀む反ほんを起こした時、俺おれと貴き様さまで勝てばいいだけだろうぜ。──あのジジイ、逃げ足も滅めつ法ぽういいが、ここらで引いん導どう渡すのも悪くねえ」

　頭上、風を動かす音をもって、平ひら蜘ぐ蛛も型がた航こう空くう戦せん艦かんシギサンがゆっくりと降こう下かする。まるで、マクデブルクに鉄の蓋ふたをかぶせるように、だ。
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　午後五時三十分、マクデブルクの大だい聖せい堂どう前にて、正まさ純ずみは各国の代表と共に客を迎えていた。

　こちらにいるのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ代表のマザラン、パレ・カルディナル肩かた上うえのアンヌ、そしてM. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタント代表のゲーリケと巴ともえ御ご前ぜんという四人。

　対する客は、二人いた。

　一人はシギサンの城じよう主しゆである松永・久ひさ秀ひでだ。彼はこちらを見ると、

「おおう、男だん装そう姉ねえちゃん、あの全ぜん裸ら兄にいちゃんはいねえのかい？　落ちたの、まだ戻って来てねえのかよう？」

　……知ってるだろうになあ。

　そう思いながら、首を横に振ろうとすると、いきなり次の言葉が来た。

「──公こう主しゆ隠かくしの謎なぞ追って、ルドルフ二世せいのトコに向かうってかい」

「え……？」

　思わず疑問詞しが漏もれた。

　……まさか、公主隠しのことを、理解している？

　視し線せんの先、ハハ、と松永が笑う。

「義よし経つねから聞いてんだ。俺もちょっとは調べてるよう」

「そうなのか？」

「教きよう導どう院いんの重じゆう鎮ちんなら、大体は情報を集めて来てるだろよう。そのくれえ、ちょっと異常な状態だあな。──そっちのちっちゃいのと透すけてる姉ちゃん。アンタんとこのリシュリューも食われたんだろ？」

『そのようね。私、あのおじさん、結けつ構こう苦にが手てだったけど、有能だったし、御お菓か子しいつもくれたから、惜おしいわ』

　いいねえ、と松永は笑い、そして不ふ意いに、一歩を横にずれた。

　もう一人の客が、こちらに姿すがたを現す。

　それは、極きよく東とうの制服を僧そう服ふく仕立てに着た初しよ老ろうの男だった。だが、中ちゆう東とうの人間であることを示す浅あさ黒ぐろい肌はだの身は背せ筋すじを伸ばして揺るがない。長身の身は肩かた幅はばの割にやや薄いが、ドデカいターバンを巻いた頭の下、太い眉まゆがこちらを見ている。

「お初はつにお目に掛かる」

　声は低く、深い。対する皆の内、自分と巴ともえ以外はわずかに身じろぎするが、彼は目を細め、

「安心して欲しい。今は引いん退たいの身だ。──武蔵むさし副ふく会長、酒さか井いから話は聞いているね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、聞いている。一いつ向こう宗しゆうの長おさである僧そう侶りよ、本ほん願がん寺じ・顕けん如によ……、否いな」

「古い名で、呼んでくれるかね？　──信のぶ長ながに剝はく奪だつされた名で」

　Ｊｕｄ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「元オスマントルコ大だい総そう長ちよう、──スレイマン陛へい下か」
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　正純は、胸に手を当て、軽く頭を下げた。

「瀬せ戸と内ない海かいの島や、九きゆう州しゆう北部のアフリカ地域に存在するムラサイ勢力に支援して頂けたこと、酒井学長が感謝していたことを伝えておきたい」

「そして彼は、何と？」

[image: ]

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは顔を上げ、頷うなずいた。そして右の手を差し出し、酒さか井いからの通つう神しん文ぶんを表ひよう示じすると、その手をまっすぐ相手に差し出した。

　言う。酒井の告げてきた一文は、

「頼めば何でも応えちゃうオヤジだから、存分に毟むしってくるといいよ、って」

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、スレイマンが顔を手で押さえ、笑い出す。

「はは、全くあの少年は、──若い時代を思い出させてくれる」

　言葉とともに、彼が、こちらの手を取った。硬く、傷きず痕あとの多く残る手だ。表面は冷たく感じるが、しかし内側からの力は強く、

「Ｊｕｄ．、──世界最さい大だいの帝てい国こく、オスマントルコを築いた男は、もはや僻ひがみの老ろう人じんでケチになったとも。だから、どんな今の若さを見せてくれるのか、ああ、……期待しよう」

　彼は言った。巴ともえの方にちらりと視し線せんを向け、苦く笑しようを作ると、

「会議だ。──話をしようじゃないか。それぞれの話を」







[image: 第六十一章『囲まれ場所の指揮者達』]
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　夕の光を、窓に映す部屋がある。

　教室だ。

　早めにつけられた灯あかりの下、黒板の前には、三さん要ようという名な札ふだを付けた小こ柄がらな女おんな教師がいた。彼女は、極きよく東とうの近きん畿きから中ちゆう国ごく地方の概がい略りやく図ずを手早く黒板に描き、その北岸を軽く拳こぶしで叩たたいた。

「さて、武蔵むさしは現在、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の北部、阿蘭陀オランダとの国こつ境きよう付近にいます」

　一度、三要はまた北岸を叩く。そして手を回して示される中国地方寄りの地域が、

「ここがM.H.R.R. ですね。前の授業でやりました、八～九世紀を掛けてカール大たい帝ていが欧おう州しゆうを統一して作った〝カールの帝てい国こく〟。その本ほん拠きよがここ、M. H. R. R.にあったわけです」

　ただ、と三要は言った。

　……ここ、難しいところなんですよねー、

　と思いながら、三要は黒板に〝カールの帝国〟と書く。

「あのカール大帝の作った大だい帝国は、神しん聖せいローマ帝国とは呼ばれませんでした。

　大帝の戴たい冠かんは西ローマ教きよう皇こうが行い、カールを〝ローマ皇こう帝てい〟と呼びましたが、当時のローマは教皇派はの西ローマと皇帝派はの東ローマに分かれていて、ローマ皇帝を擁ようする東ローマ帝国はこの戴冠に対し〝皇帝位いの簒さん奪だつ〟と非ひ難なんしたんです」

　しかし、カール大帝はその偉い業ぎようゆえ、後の時代、今においても英えい雄ゆうだ。

　リバイバルとしての物語は何度も焼き直されるし、欧州では〝皆の父〟のようなイメージを持たれてもいる。騎き士しの時代には誰だれも彼かれもが先せん祖ぞをカール大帝と言って己おのれに箔はくをつけようとしたため、〝それにつけてもオヤジはカール〟という物もの言いいが流りゆう行こうしたと聞く。

　……昨さつ今こんは新しん大たい陸りく産のコーン菓が子しにもなってますよねー。カールオヤジさんってキャラで。

「──ですが」

　と、いろいろ感かん慨がい深く思いながら、三要は９６２、という年ねん号ごうを書く。

「９６２年、これが大事な年号です」
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　いいですか、と三要は言う。

「９６２年、〝カールの帝国〟の分ぶん裂れつ後、後のM. H. R. R.となる東フランク帝国において、遂ついに神聖ローマ皇帝として戴冠を得るだけの力ある人物が出ました。それがオットー一世せい。──マクデブルクの主あるじで、マクデブルクのマウリトス大だい聖せい堂どうには彼の墓ぼ所しよがあります」

　……しかし、皇帝に至るまで、オットー一世は苦労してるんですよねー……。

　彼は、まず東フランク帝国の王となったが、しかし反はん乱らんする諸しよ侯こうや兄弟に対して戦い続けることとなる。

　母と弟に裏切られ、敵を味方に組み込んで東フランク帝てい国こくの統一を行ったオットー一世せいは、弟と和わ解かいした後、今度は嫡ちやく子しの裏切りを経て、イタリアの制せい圧あつを行うこととなるのだ。

　そして嫡子の裏切りは、それに同調した盟めい友ゆうの一人コンラートをも敵とし、しかしオットーは敵であった弟の協力を得て共に戦うことになる。

　その後、制圧したイタリア側での反はん乱らん者が教きよう皇こうを攻めた時、オットーは危き機きに陥おちいるが、先の戦いで裏切ったコンラートが駆かけつけ、彼の死を経て勝利に至ることとなる。その戦いの功こう績せきでオットー一世は神しん聖せいローマ皇こう帝ていの戴たい冠かんを得るのだが、

　……騎き士し道どうここにあり、ですよね。

　このあたり、漫画草そう紙しなどでは最大の盛り上がり場所となる。が、

　……よく考えればこれだけ裏切られまくるオットー一世にもかなり問題がある気が……！

　と、三さん要ようはひと息吐いて、黒板上じようの地図を叩たたいた。

「ともあれこのように皇帝を頂き、成立したM. H. R. R.神聖ローマ帝国 ですが、皇帝位を確実とするには長い時間が掛かりました。戴冠権けんをローマ教皇に握られていたため、神しん聖せいローマ帝てい国こくが王としての皇帝を欲しても、好きには出来なかったんですね。

　だから、空くう位いを生じないよう、各かく領りよう邦ほうが、とりあえず皇帝ではなく〝独逸ドイツ王おう〟を得る制度として諸しよ侯こうによる選挙制せいを決め、選せん帝てい侯の制度が始まりました。やがてこれは形けい骸がい化かし、更さらには諸侯が牽けん制せいしあって独逸王が選出されなくなった大だい空くう位い時代もあり──」

　迷ったが、三要は言った。

「皇帝の威い光こうは、単に称しよう号ごうだけの、力のないものとなりました」
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　教室内の皆が、動きを止める。

　M. H. R. R.から武蔵むさしに来た生徒や家か系けいも結けつ構こういるのが実じつ情じようだ。だからこの手の話題は難しいのだが、沈ちん黙もくに対して物もの怖おじしていても仕方がない。

　踏み込もう、と三要は思い、自分も段だん々だん武蔵のやり方に慣れてきているのかなあ、と考え、

　……え？　それって、マズいような……。

「先生！　先生！　何かあったんですか動き止めて！　また結けつ婚こん関係で!?」

　また、って何なに一いつ体たい。

　ともあれ三要は息を吸って復ふつ帰きした。さて、と前置きを付けて、

「皮ひ肉にくなことに、威光を失った皇帝位ゆえ、もはや教皇も戴冠権けんにこだわらなくなりました。そして十五世せい紀き、戴冠権をM. H. R. R.が独自に行こう使しするようになると、名めい門もん家系のハプスブルク家が、実じつ質しつ上、皇帝位を世せ襲しゆうしていくこととなります」

　ふむふむ、と板ばん書しよを取る者もいれば、既すでに知っていて頷うなずくだけの者もいる。肩をすくめている者は、やはりM. H. R. R.出身で、このようないざこざから極きよく東とうに流れてきた家系だ。

　……いろいろ大変ですよね、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 は。

　そして三さん要ようは、M. H. R. R.の最新とされる陣じん容ようを黒板に書いていく。





・総そう長ちよう　　：ルドルフ二世せい：〝狂人ヴアージンニンガー〟。現在、プラハの幽ゆう閉へい先から、マクデブルク郊こう外がいに。

・生徒会長：マティアス　：ルドルフ二世の弟で、幽閉の実行人にん。大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手。

・副ふく長ちよう　　：柴しば田た・勝かつ家いえ　：P. A. Oda副ふく長ちよう。ティリー将しよう軍ぐんの二重襲しゆう名めい。聖譜顕装テスタメンタ・アルマ使用者。

・副ふく会長　：羽は柴しば・藤とう吉きち郎ろう：P. A. Oda五ご大だい頂ちよう、六ろく天てん魔ま軍ぐんの一人。詳しよう細さいは不明。

・書しよ記き　　：ルター　　　：霊れい体たいで巴ともえ御ご前ぜん。宗しゆう教きよう改かい革かくと、改派プロテスタント思し想そうの生みの親。

・会計　　：前まえ田だ・利とし家いえ　：P. A. Oda五大頂、六天魔軍の一人。霊体。






「──とまあ、こんな感じですけど、M. H. R. R.が、教きよう譜ふ的に敵のムラサイ勢力であるP. A. Odaと協きよう働どうしているのには理由があります。

　武蔵むさしが将しよう来らい関わることになるヴェストファーレン条約、欧おう州しゆうの覇は権けんを得るための三十年戦争の終しゆう結けつにおいて、M. H. R. R.は敗北するからです」

　その敗北はタチが悪いものだ。何な故ぜなら、

「ヴェストファーレン条約は、世界初の国こく際さい条約とも言われるもので、……ここでの敗北の認にん定ていは二国間かんなどではなく、国際的に決定され、強きよう制せいされるものだからです」

　全ぜん世界という基き準じゆんの中で、敗北する。全ての国に対しての発言力りよくは低下し、回復は至し難なんだ。

「だから、M. H. R. R.の生徒会長マティアスは、そういった運命に抗あらがおうとしているわけです。羽柴はそれに応え、自分の派は遣けん団だんではムラサイを捨て、旧派カトリツクに置き換えています。

　そして彼らは、──史し実じつ通り、〝皇こう帝てい〟の夢に遊んで現実を見ない〝狂人〟ルドルフ二世を幽閉し、力がないとはいえ、その皇こう帝てい位いを半なかば自分達のものにしているのですね」

　ただ、と三要は言った。窓の外に見える夕の空に視し線せんを向け、

「言い換えるなら、──この生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうは、手段を選びません。武蔵と私達の今後を考える意味でも、そのことは忘れないようにしないといけません」

　と、そこまでを言って、三要は窓の外を見た。

　南の空には、遠く、暗あん雲うんが広がりだしたのが見えている。その雲の下にあるのは、

「マクデブルク……、副会長の本ほん多ださん達は、ちゃんとやってるでしょうか」
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　その空間は、夜と緑に満ちていた。

　ただただ平たく広い草原とまっすぐに区切られた森があり、やはりまっすぐに渡る小川がある。この、起き伏ふくの無い世界において、

「これ、……〝花園アヴアロン〟だな」

　正まさ純ずみは、辺りを見回している浅あさ間まの横で、呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　そしてこちらの横を、ゲーリケが行く。彼は自分を含む皆の前に行き、軽く腕を広げて周囲を示した。そのようにして告げられる言葉は、

「英国イギリスから送られてきていた資料などを基き礎そとして再現した物だ。そして──」

　と、ゲーリケは〝花園アヴアロン〟の一角を手で示した。そこにあるものは、

　……ストーンヘンジ？

　それは、英国の地ち脈みやくを司つかさどる巨きよ岩がん建築型制せい御ぎよ器きのことだ。今、円えん組ぐみや列れつ組ぐみの石いし群ぐんで構こう築ちくされるストーンヘンジよろしく正純の眼がん前ぜんに並び立つのは、しかし白く光る薄い板の群だった。

　その光を、こちらの横に立つ浅間が、左の義ぎ眼がんを細めて眺ながめ、

「……凄すごい密みつ度どの流りゆう体たいですね」

　Ｔｅｓテスタメント．、とゲーリケが頷うなずいた。

「以い前ぜん話した末まつ世せの障しよう壁へき〝半はん球きゆう〟だ。試し験けん段階として、構築保ほ持じ力りよくを幾いくつもの形で試しているので半球構こう造ぞうではないのだが、そこは少々見み逃のがして欲しいところだな」

　彼は頷き、腕を組んで解説のための口を開こうとする。が、先にマザランがアンヌの映る表示枠シーニヤカドルを掲かかげながら、

「ではヘンジの方へ行きましょう、御お嬢じよう様さま」

　無む視しされたゲーリケが言葉を失うのを、皆が同情の目で見た。

　……意い外がいと、うちの環かん境きように似ている気もするんだが……。

　と、正純が浅間共とも々ども頷いていると、後からスレイマンがやってきた。彼はやはりヘンジの方に歩いていき、しかしゲーリケに振り向く。と、

「──あの末まつ世せの壁〝半球〟が如何いかなる物か、パンフレットか何かはあるのかね？」

　あるとも、と懐ふところから紙の束たばとポケットティッシュを出し始めたゲーリケに対し、皆が引いた。

　……独逸ドイツ人じんってスゴイなあ……。

　半なかば感かん心しんしつつ、スレイマン達と共にパンフレットを受け取ると、ゲーリケが小川の源げん流りゆうの方を指ゆび差さした。そこには、大きさ五メートル四し方ほうの鍋なべ蓋ぶたのような機械がある。

　下を移動式しきの台だい座ざに載のせられたその機械は、

「あれが、〝半球〟の本ほん体たい、発はつ生せい器きだ」

　彼は、その発生器を手で示し、こちらに視し線せんを向ける。そして、

「──武蔵むさしが戻り次し第だい、武蔵にあれを譲じよう渡とする」
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　ゲーリケの言葉は、正純の予測していないものだった。

　先さく夜や、ホライゾンを含めた会議にて、〝半球〟は共同開かい発はつとなった筈はずだが、

「あれを、何な故ぜ、私達に？」

　問うた先で頷うなずいたのは、ゲーリケの横に並んだ巴ともえだ。

　彼女は肩をすくめ、

「──マクデブルクの掠りやく奪だつがどういう形で進むかは解わからないが、街が無事で済む筈はずも無いだろうよ。そうなった場合、〝半はん球きゆう〟を旧派カトリツクやP. A. Odaに奪うばわれる可能性もあるし、なによりも再さい建けんする街の中では、今までのような環かん境きようで〝半球〟の研究が進まないよな。だから──」

　だから、と彼女は改めて言い、真まっ直すぐな視し線せんをこちらに向けた。

「〝半球〟はそちらに退たい避ひさせ、こちらはこのゲーリケを中心に、武蔵むさしと連れん絡らくを取りながら、机き上じようの開発もしくは、別の試し作さくを開始する。そういうことだよ」

　Ｔｅｓテスタメント．、とゲーリケが頷うなずくということは、改派プロテスタント代表の巴との間で話がまとまっているということなのだろう。ならば、と正まさ純ずみも頷き、

「有あり難がたく頂こう。──お互い、いい結果に繫つながるように」

「Ｔｅｓ．、そうして頂けると有り難い。何しろP. A. Odaの創そう世せい計画、そして君達の大罪武装ロイズモイ・オプロと、……末まつ世せ解決の手段は確かにある。私達の〝半球〟は解決に至らぬ方法だが、もし君達の方で末世解決がなり、私の〝半球〟が少しでも助けになったのならば──」

　と、ゲーリケがパンフレットを皆に掲かかげた。

「世界は悪いことばかりではない。創世計画も大罪武装もあるならば、私達は末世を前に前向きに戦うことを検討したいと、この会議の参加者には憶おぼえていて欲しい」

「うちの会計あたりに聞かせたら、どう検討しようかで跳ね回りそうな台詞せりふだ」

　まあそれも有りだな、と正純は言葉を追加して、前を見た。

　行き先は、〝半球〟の壁が作るヘンジの中央だ。

　浅あさ間まと光の円えん列れつの中に入り、辺りを見回せば、ゲーリケ、巴、アンヌの映る表示枠シーニヤカドルを掲げたマザラン、スレイマンに松まつ永なが、そして自分と浅間が、それぞれの顔を見渡せる位置にいる。

　だからここで会議だと、そういう意味で、正純はまず一人、先に腰を落とした。

「そうだな」

　続いて座った浅間と共に、見上げるように皆を見て、正純は言った。

「会議に呼んで頂いて幸いだ。ともあれ、──話をしたい。それでいいか？」
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　正純は、座る草の尖とがりが尻しりや脚あしを浅く搔かくくすぐったさを感じる。

　その感覚を、己おのれの焦あせりではなく、余よ裕ゆうだと解かい釈しやくし、座りを深く、腰を落ち着けた。

　そして皆の見下ろすような視し線せんを受け、正純は言った。

「この会議に武蔵が参加する理由、それを言った方がいいか？」

　いいとも、とスレイマンが頷き、皆が首を下に振った。そして松永が苦く笑しようし、

「実際よう、ちょっとしたイレギュラーのお前さん達の動きや意見をいろいろ聞きてえって思ってたわけよなあ。どうせいつものメンバーで集まっても、話すことは知れてるしよう。

　──だから、どんどん喋しやべっちまって構わねえぜえ」

　感謝する、と正まさ純ずみは答えた。浅あさ間まに視し線せんを送り、記録を開始させてから、

「では、率そつ直ちよくに言おう」

　言う。立ったままの皆を一度見回し、

「──味方が欲しい。端たん的てきに言うと、そういうことだ」

「？　……それは、武蔵むさしの姫の意志なのかな？　ん？」

　スレイマンの問いに、Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。だがその上で、

「私も含めて、武蔵の総そう意いととって欲しい」

　どうだろう、と自分で自問する物言いだ。何しろ今の武蔵は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに防ぼう戦せん一方で、P. A. Odaの主力に対しても、武蔵むさし野のの艦かん橋きようをぎりぎり護まもれたという塩あん梅ばいだ。

　市民の側でも、末まつ世せは救いたくても、戦いは避けたいという意見は多い筈はずだ。

　このところ、ネシンバラが会議などに参加せず、市民に対するスポークスマンとしてそのあたりをフォローしているが、

　……勝利ではない結果が、こちらを追いつめていくのは確かだ。

　ならば少なくとも、自分の仕事である会議において望まれることは一つだ。それは、

「改めて言おう。──武蔵は、味方を得たいのだと」
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　正純は、座ったまま、正面の空間を見た。口を開き、まず作られる言葉は、

「──私は、この頃になってようやく、知識ではなく事実として理り解かい出来てきたことがある。

　私達は三み河かわで大おお騒さわぎをして、英国イギリスで歴史に関わってきたが、──英国も、三征西班牙トレス・エスパニアも、六護式仏蘭西も、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 も、K. P. A. Italiaも、清しん武たけ田だも、恐らくはまだ見ぬ上越露西亜スヴイエート・ルーシや、P. A. Oda、他ほか諸しよ国こくも何もかも、……そんなことは当然、ずっとやってきたのだな。

　ただ、極きよく東とうが、暫ざん定てい支配ゆえ歴史再さい現げんを管理され、しかしそれがために自分達は何もせずとも各国が極東の歴史を動かしてくれていた。それだけのことだったのだと」

　だから、こう思う。

「──各国は、単に力を持って、単純な利り益えき解決のために争っているのではない。

　覇は権けんや、各国間かんにおける有利な位置を得るために常に戦い合っており、そのために力をつけ続けているのだ。自分達の力と意志で選択をして、な」

「それが、どうしたのかな？」

　立ったままのスレイマンの言葉に、正純は座ったまま、見上げもせずに頷うなずいた。

「私達も、ずっと、今後、強くなり続け、常に戦っていく道を選ぶということだ」

「私達を敵とするのかね？」

　どうだろうな、と正まさ純ずみは前置きした。

「──こちらを支配しようと、戦せん闘とうや懐かい柔じゆうを迫る相手と戦っていきはするだろう。

　だから私は、早急に、武蔵むさしを世界の中に飛び込ませて泳がせ続けたい。

　英国イギリスで行ったように、歴史のスポット参さん戦せんをするのではない。──各国と対等な存在として、常に存在し、歴史を動かす存在となりたい。そのために──」

　正純は言った。

「味方を得たい。──それがこの密みつ室しつ会議に武蔵側がわとして私が参加する理由だ。

　ならば貴き国こく、貴き勢せい力りよくは一体、対 P. A. Odaと旧派カトリツクのこの会議で、武蔵に何を望む？」
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・竜　犬：『馬ば鹿かですかこの男だん装そう。こういう場では、強い要求を言って、相手が通そうなら儲もうけもの。そのくらいのゴネ得気き分ぶんでいくのが良りよう策さくだと判はん断だん出来るのですが』

・ＡＮＡ：『小しよう国こくがゴネ得やったら倍ばい返がえしくらうわよ？　それに、ゴネ得は、ナメて掛かって充分な相手に対し、「本来ならば力ずくでも奪うばえるんだけど、それをせずに代だい償しようを得ることで勘かん弁べんしてやろう」っていう方法。

　──他国も同席する場で行えば、国ごとに態度を変える必要が出るから成り立たないわ。

　そんなことやっていたら、関係した国々から敵てき愾がい心しんを得て、いずれ包ほう囲いされ──、あ』

・竜　犬：『何でしょう、アンヌ様』

・ＡＮＡ：『御ご免めん御免。今の、貴女あなた、こっちをいい意味で煽あおってくれたのよね？　調子乗のって説せつ教きようするような口く調ちようになっちゃって御免』

・竜　犬：『いえ、アンヌ様が昔ながらの物もの言いいが可能と解わかって安心致いたしました。このリュイヌ兼マザラン、アンヌ様の会かい議ぎ参加を全面的に認め、支援するものであります。しかし──』

・ＡＮＡ：『Ｔｅｓテスタメント．、しかし？』

・竜　犬：『では、何な故ぜ、武蔵副ふく会長は、手ての内うち明かして救きゆう援えんを？　アンヌ様』

・ＡＮＡ：『Ｔｅｓ．、いいわね、昔みたい。──でまあ、リュイヌの疑問に応えると、これがほぼ準備のない密みつ談だんってことなの。──知ってるでしょ？　基本、各国間かんの会談を行う時は、先に各国の大たい使し達が連れん絡らくを取り合い、事前に〝こういう話題をする・こういう結果を得たいんだけどどうか〟って情報交こう換かんと根ね回まわしをして、無む駄だや決けつ別べつの確かく率りつを低くするのをね』

・竜　犬：『実際の会談は、確かく認にんの場であることが望ましい、というわけですね』

・ＡＮＡ：『Ｔｅｓ．、それで武蔵では、暫ざん定てい議会の大人おとな達や、各かく委員がその役目を負っていたのね。でも、今の武蔵の場合、聖せい連れん諸国とはとりあえず敵てき対たい関係だからしっかりした根回しまで行えない。だから、交こう渉しようの場においては、根回しがないものとして、己おのれの意見を言わねばならない。教きよう皇こう総そう長ちようとの相あい対たいや、英国での会議がそうだったでしょ？　でも──』

・竜　犬：『この会談の場は、本当に根回しなど何もない。ゆえに、手の内を明かしておかねば話が進まないと、そう判はん断だんしたわけですね？』

・ＡＮＡ：『そういうこと。下らない駆かけ引きよりも話を進めることを選んだということは、厄やつ介かいね。半はん端ぱな見せ物は叩たたき切って来るわ。根ね回まわし有りだから出来る腹はら芸げいも通じない。

　──リュイヌ……、いえここではマザランね。座ってマザラン、こっちも言うだけを言っておかないと、話の速度が合わなくなるわ』
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「──ふむ」

　と、思し考こうの間を早く終えて腰を落としたのはスレイマンだった。

　続く動きでゲーリケと巴ともえが座り、最後に、

『少々、草に埋まってしまうのが難ですが』

　マザランが頭上にアンヌの映った表示枠シーニヤカドルを掲かかげた姿し勢せいで腰を落とした。

　そして皆が武蔵むさし副ふく会長に視し線せんを向けた時、巴が口を開いた。成なる程ほどな、と彼女は前置きし、

「では皆、この度たびの会議は、対P. A. Odaとしての経済や歴史再さい現げんの計画などもだが、まずは緊きん急きゆうの議ぎ題だいとして、──不ふ意いの客である武蔵の動どう静せいを主としたものとしたい」

　皆が同どう意いで頷うなずく中、巴は、彼らの視線を受けている武蔵副会長に対し、こう言った。

「武蔵は対P. A. Odaとして、我々の味み方かたか敵か。──その答えについて聞きたいものだ」







[image: 第六十二章『円陣の担い手』]
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　空に闇やみを浮かべた昼の花園アヴアロンがある。

　座る者達、反P. A. Odaともいえる各かく勢力の代表者達たちは、まず一ひと息いきをつき、それぞれの表示枠サインフレームなどを会議用ように調ちよう整せいした。

　彼らと並ぶ正まさ純ずみは、しかし皆を見つつこう思う

　……対P. A. Odaとして敵になるか味み方かたになるか、その答えを聞きたい、か。

　その答えには利り害がい関係や言げん質ちがつきまとう。だから正純は、まず仲間に問うた。

・副会長：『ネシンバラ、ここにいる代表者達の傾向で、私に言うことはあるか？』

・未熟者：『まず、君の方から言ってみてくれ。君の方が政治は詳しい』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は言葉を送る。そして、ふと浅あさ間まに視し線せんを向け、

・副会長：『タイピング遅いんだが、ツキノワって補ほ助じよ出来るのか？』

・あさま：『オプション追加になりますけど、払いはハイディ達だから全ぜん然ぜん関係ないですよ？　舌したや喉のどの動きを感かん知ちして文章化かするオプションがあるので入れときますね？　──ハイ』

　便利な世の中だなあ、と思いつつ、正純は口の中で言葉を作ってみる。

・副会長：『こんららんりでいいいっのらららああ』

・賢姉様：『やだこの子、馬ば鹿かの子になっちゃったのね……！　エクセレント!!』

・あさま：『あ、変へん換かん干かん渉しよう率りつをもっと高くしますね？　どうぞ』

　仕方ないなあ、と思いながらもう一度言う。こんな感じでいいのかな、と。

・副会長：『斯か様ような感覚にて宜よろしいので候そうろう？』

・あさま：『──あ、干渉しすぎました。もうちょっと下げますね？』

　不ふ便べんな世の中だ……、という半はん目めを浅間に向けると、ハナミが踊って誤ご魔ま化かしていた。

　ともあれ、と正純は言葉を作る。大体、こんなところだろうな、と。

・副会長：『とりあえず会議の参加者の望みと、動どう向こうの予測や抱える問題を示しておく』





●アンヌ・ドートリッシュ（六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ）

　：六護式仏蘭西と、ルイ・エクシヴの覇は道どうの安定を望む。

　：毛もう利り側がわの羽は柴しばへの服ふく従じゆうと、関せきヶが原はらの決戦における敗北が問題。

●ルター・巴ともえ御ご前ぜん（M. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタント）

　：M. H. R. R.旧派カトリツクへの対抗を望む？

●スレイマン（ムラサイ勢力？）

　：P. A. Odaへの復ふく讐しゆう？

●松まつ永なが・久ひさ秀ひで（P. A. Oda）

　：不ふ明めい。



・●　画：『ほとんど、何しに来たかが不ふ明めいね。まあ、だからこれから聞くんだろうけど』

・賢姉様：『どうなの？　先に己おのれを明かした方が勝ちかしら？　後からの方が勝ちかしら？』

・未熟者：『難しいところだね。僕の方で補ほ足そくすると、こんなところかな』





●アンヌ・ドートリッシュ（六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ）

　：六護式仏蘭西の今後は、K. P. A. ItaliaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の戦せん闘とうの結果次し第だいで大きく変わる。

●ルター・巴ともえ御ご前ぜん（M. H. R. R.改派プロテスタント）

　：旧派カトリツクを排しても、羽は柴しば側が残るため、P. A. Odaの支配からは逃れられない。

●スレイマン（ムラサイ勢力？）

　：ムラサイの多数派はと、仏ぶつ道どうのコネを持っているのは大きい。

●松まつ永なが・久ひさ秀ひで（P. A. Oda）

　：トリックスターなので、上う手まくこちらに興きよう味みを持つよう誘ゆう導どうしたい。






・●　画：『また随ずい分ぶんとテキトーな助じよ言げんが出てきたわね。私が後こう輩はいに絵の描き方教おしえる時に〝グっと曲げてスっと抜くの〟とか言うより酷ひどいわよ』

・未熟者：『どうしてそんな比ひ較かくで酷いって言えるんだよ!!』

・蜻蛉切：『無む視しするで御ご座ざるが、──ムラサイの〝多数派は〟って何で御座るか？』

・賢姉様：『Ｊｕｄジヤツジ．、──多数派はクルクル回って少数派は世せい紀き末まつ大好きなのよ』

・ベ　ル：『え？　え？』

　あー、微び妙みように合ってるかもな、と正まさ純ずみは吐と息いきする。

・副会長：『ええと、昔にムラサイは始し祖その血けつ脈みやくが内ない乱らんで失われてさ。

　現実的に、首しゆ長ちようなどを争わずに始し祖その教えを護まもっていこうというのが多数派。

　始祖の末まつ裔えいが世界の終わりの際に現れて救いを得る、という血脈重じゆう視し派はが少数派なんだ』

・未熟者：『Ｊｕｄ．、──ムラサイはTsirhcツアーク旧派とかと違って、教きよう譜ふの教えはあるけど、それを管理と強きよう制せいする教会組そ織しきのような権けん力りよくが無いから、どっちが異い端たんということはないね。

　でまあ、多数派は神しん秘ぴ主義が結けつ構こうあってね、術じゆつ式しきとかも多いんだ。さっきの葵あおい姉あね君が言っていたのも、神と一体になるために回り続けるスーフィーダンスってのがあるんだよね』

　フォローがあると有あり難がたいなあ、と思いつつ、

　……そうか。

　頼れる仲間がいるのだ。だから、解わからないことは頼ればいい。

・副会長：『ネシンバラ、この全員に共通していることは何だ？』

・未熟者：『君が聞いた通りだよ。──P. A. Odaを敵だと思っている』

　ならば、と正純は思った。彼らを味み方かたにしたいのならば、まずこれを言わねばならない、と。

「では、一声をあげさせて頂こう」

　右手を軽く上げ、正まさ純ずみは改めて会議の始まりを告げた。

　既すでに身み構がまえるように沈ちん黙もくしていた皆に対し、正まさ純ずみは言葉を作る。

「まずコンセンサスとして、武蔵むさしの現状を説明したい」

　今、会議の主しゆ題だいとなっているのは、武蔵が対P. A. Odaとしてどうするつもりか、だ。

　しかし、その答えを作る前に、自分には為なすべきことがある。

　……各国の利り害がい関係や、迂う闊かつな言げん質ちを取られぬように、先に牽けん制せいと様よう子す見みが必要だ。

　だから、正純は告げた。

「──本日未み明めい、我が武蔵は、P. A. Oda、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツク陣じん営えいの代表の威い力りよく偵てい察さつを受け、これをM. H. R. R.改派プロテスタントとの協力にて撃げき退たいした」

　息を吸い、正純は周囲の皆にゆっくりと言うる。

「P. A. Oda、M. H. R. R.旧派に対し、──武蔵は現在、敵てき対たい状態にある」
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　ふうむ、とスレイマンは、顎あごに手を当てた。

　……極きよく東とう人じんらしい話運びだな。P. A. OdaとM. H. R. R.旧派を同列で扱あつかうか……。

　欧おう州しゆう、そして各国に浸しん透とうしつつある超ちよう大たい国こくP. A. Odaとは違い、M. H. R. R.旧派はM. H. R. R.内の一いち勢力だ。だから欧州各国は、M. H. R. R.旧派をP. A. Odaの傀かい儡らいと考えている。

　ゆえにこの会議は、P. A. Odaをどうするか、に終しゆう始しするかと思っていたが、

　……この武蔵副ふく会長は、M. H. R. R.を視し界かいに入れていくつもりか。

　M. H. R. R.は大罪武装ロイズモイ・オプロを所しよ持じしている。それがために、視し野やから外すわけにはいかない。そういうことだろう。

　M. H. R. R.旧派とP. A. Odaという二に勢力への対たい処しよを前ぜん提ていとするのは面めん倒どうだが、それは、羽は柴しばと旧派の脅きよう威いを前にするM. H. R. R.改派や六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとっては大きな意味を持つ。しかし、

「──ふむ」

　どうだろうか、とスレイマンは、皆の視し線せんを淡く受けつつ思った。

　……保ほ身しんを駆かけ引きに使うところも、また極東らしいやり方だ。

　何しろ、〝武蔵と、M. H. R. R.旧派、P. A. Odaとの敵対状態は、両国からの威力偵察を受けたからだ〟と、武蔵副会長はそう言ったのだ。

　それは、敵対状態の原因がP. A. OdaとM. H. R. R.側にあるということだ。

　逆に言えば、武蔵は本来、P. A. OdaやM. H. R. R.旧派に対し、敵対の意志は持っていないと、そう言っているのに等しい。

　駆け引きだ。

　こちらが無む理り難なん題だいを押しつけようとするならば、P. A. OdaやM. H. R. R.旧派と和わ解かいするぞと、そんなことを保険として掛けてきたのだ。

　極きよく東とうらしい、とスレイマンは思う。用よう心じん深く、ありとあらゆる可能性を捨てようとせず、そして、大だい前ぜん提ていとして保ほ身しんを忘れない。そうやって自分達の身を守ることを優ゆう先せんとする一方で、自分達が正しいという姿し勢せいを持たないのが、更さらに極東らしい。

　だが、とスレイマンは思った。

　……試してみるかな。あまりいいことではないが……。

　相手の実力を計りたい。だから、簡単にテストをしようと、スレイマンはそう思い、

「いいかな？　武蔵むさし副ふく会長、……つまり君達は、自分達から望んで敵てき対たいしたわけではない、ということかな？　──ならば場合によっては、P. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクと和解することもあり得ると、そういうことかな？　武蔵副会長」

　もし、そうならば、

「私達は、この場で、武蔵に対する警けい戒かいを得ることになるのだが、な」
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　スレイマンの言葉に、ほう、と口の中で小さくつぶやいたのは、巴ともえだった。

　今、このムラサイの代表であった男が放った問いかけによって、確実に場が一いつ瞬しゆん冷えた。

　しかし、緊きん張ちようがあるのはいい傾向だ、と巴は思う。だから、巴は改派プロテスタントの表示枠レルネンフイグーアを出し、

・午前様：『ゲーリケ君、スレイマン氏が改派に恩を売りに来たようだ』

・半球男：『……書しよ記き、それは一体どういうことで？』

・午前様：『教えない』

　ゲーリケが見開いた目をこちらに向けてくるが気にしない。人間、考えることをやめてはいけないし、先せん人じんは成長してない連れん中ちゆうを助けねばならないのだ。谷たに間まに蹴けり落とすつもりで。

　……しかし、スレイマンも相変わらず尊そん大だいだ。

　何しろ、いきなり〝私達は〟だ。

　誰だれがいつ貴き様さまの同志となった。一応は異い教きようだぞ。

　だがスレイマンが武蔵に対して〝P. A. OdaのみならずM. H. R. R.旧派との和解を牽けん制せいした〟というならば、それは両りよう勢力に敵対するM. H. R. R.改派こちらに対しての配はい慮りよであり、貸しだ。

　そして、彼の物もの言いいには、試しがある。武蔵が、敵対状態にあるP. A. Oda、M. H. R. R.と和解する可能性があるかどうかを問うたのならば、

　……武蔵副会長は、さて、どう答えるだろうか？

　和解はしないと言うならば、ここにいる皆は、言げん質ちが取れたとして、武蔵を最大限に利用する方法をぶちまけていくだろう。

　対し、和解をするかも知れないと言えば、ここにいる皆は、武蔵を警戒する。

　この二に択たく、どちらを取っても武蔵側の負ふ担たんが大きい。

・午前様：『無む論ろん、切り抜ける方法は、あるのだが……』

・半球男：『それは、一体？』

・午前様：『教えない』

　ゲーリケが見開いた目をこちらに向けてくるが、顔かお芸げいだと思えば気にすることはない。人間、芸を追求するのはいいことだ。ともあれ、武蔵むさしがこの二択を切り抜けるには、

　……武蔵副ふく会長が、自分の望んだことの意味を、理解しているかどうかが勝負だ。

　武蔵副会長は、保ほ身しんと可能性を得ようとして、その足あし下もとを試されることになった。

　どう答えるだろう、と巴ともえは武蔵副会長を注ちゆう視しした。
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　幾いくつもの視し線せんを受け、正まさ純ずみは息を静めていた。今、頭の中で思うことはただ一つ、

　……初しよ手てからこれか!!

　根ね回まわしなど一切のない、本ほん音ねの激げき突とつだ。

　言葉は要求に直ちよつ結けつし、確かく認にんは今のように否定か肯こう定ていかの二択を求めるものとなる。

　何かを答えればそれは言げん質ちとなって、その後の全てにつきまとうのだ。それも、武蔵を始めとした、極きよく東とうの全てが、だ。

　プレッシャーは、ある。とんでもない連れん中ちゆうを前にしている、とも思う。しかし、

　……落ち着こう。

・あさま：『お、落ち着きましょう正純！　いいですか！　落ち着くと言っても、変なオチを狙ねらったらだめですからね!?　そんなことしたらこの空間が落ちるかもしれませんし！』

・副会長：『変なオチなんか狙ったことないんだが……』

・●　画：『あ、御ご免めん、つい聞き間違えてベタこぼしちゃった。──言い直してくれる？』

　やかましい。

　ともあれ、今、間違いなく自分は試されている。

　P. A. OdaとM. H. R. R.に対し、和わ解かいする可能性があるのかどうか。その是ぜ非ひをスレイマンに二択で問われたが、実じつ際さい問題は、こちらが〝どう答えるか〟が聞きたいのだろう。

「つまり、私達のP. A. Odaに対する態度を、正しておきたいというところか」

　Shaja、とスレイマンが言った。

「末まつ世せの解決を掲かかげ、英国イギリスと繫つながりを得た武蔵は、聖せい連れん側につこうとしている。そう見える。──だが、元々、三み河かわが聖連とP. A. Odaとの仲ちゆう介かい地ちであったように、史し実じつでは松まつ平だいら家けは織お田だ家けとの同どう盟めい関係にあった」

　ならば、

「歴史再さい現げんを盾たてに、P. A. Odaとの同盟を行う、もしくはまた中立となって、P. A. Odaの欧おう州しゆう侵しん攻こうを見み逃のがす、ということになられては、少々厄やつ介かいだな。うん」

　だろうな、と正まさ純ずみは思った。元々、松まつ平だいらとP. A. Odaは敵ではない。今朝けさの威い力りよく偵てい察さつも、聖せい連れん諸しよ国こくからしてみれば、〝聖連側との繫つながりを持とうとする武蔵むさしに対し、P. A. Odaが警けい告こくに来た〟と、そう取られている向きもあるのだろう。

　……だからこそ、スレイマンが二に択たくの確かく認にんを振ってきたのだな。

　P. A. Odaの敵になるのか味み方かたになるのか。

　敵になると言えば利用される。味方になると言えば警けい戒かいだ。良い答えはあるだろうか。

　正純は考え、そして、今のスレイマンの言葉と、ここにいる皆のことを思い、

「────」

　気付いた。

　……あるよ、な。
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　この会議ならではの答えがあると、正純は悟さとった。

　……これって……。

　思い、言葉を心の中に作った。だから、

　……落ち着け。

　浮かれるな。

　今、内ない心しんで悟ったこの会議の進行のやり方に、喜ぶな。

　自分がここでなすべきは、自分の悟ったものに喜ぶことではなく、それが正しいかどうかを確かめる行為だ。だから、

「いいだろうか」

　正純は息を吸い、喜びに震え掛ける喉のどを抑え通して、こう言った。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ」

　マザランとアンヌ・ドートリッシュに視し線せんを向け、正純は言葉を送る。

「武蔵が、P. A. OdaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクに対して敵てき対たい状態を保つとしたら、貴き教きよう導どう院いんから武蔵には、どのような援えん助じよをして頂けるのだろうか？」
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　松まつ永ながは見た。横のスレイマンが笑いの口を隠かくすように俯うつむき、肩を震わせて声を押し殺したのと、向かいの巴ともえが、同じように片かた頰ほおに笑えみを作って目を伏せたのを、だ。

　松永は、彼らに対して頷うなずき、こう言った。

「フラれたなあ、おめえら」

　全くだ、と巴が言い、スレイマンが肩の震えを大きくする。

「やってくれる」

　その通りだ、と松まつ永ながは思った。

　スレイマンが武蔵むさしに二に択たくを振ったのには、意味がある。それは、

　……武蔵が、本当に俺おれ達たちの助けを欲しているかどうか、ってことだよな。

　根ね回まわしも何も出来ないここでは、何か問われたら、利り害がい関係国と話し合う必要がある。

　それなのに、もし武蔵が自分で自分のことを全て決定してしまうなら、武蔵は他国との利害関係を共有していないことになる。

　だから、スレイマンは試した。武蔵が他国との利益を共有しようとしているのかを。

　スレイマンにとってのベストな答えは、武蔵副ふく会長が「どうしたらいいか、私に皆から教えて欲しい」だろう。

　そう言う持ちかけならば、各国は武蔵に対して要求ではなく、提案しか出来なくなるし、各国同どう士しで利害関係を巡って牽けん制せいしあうことになるからだ。

　だが、武蔵副会長は、スレイマンの言げん動どうを逆さか手てに取った。スレイマンが行った二択の問いかけを、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに対しての取引として持ちかけたのだ。

　武蔵側は、自分の意志を示していない。ただ、スレイマンの言葉を借り、六護式仏蘭西に問いかけているだけだ。これではスレイマンも何も言えない。こちらの質問に答えろ、とでも言おうものなら、「他国の意見を聞いてからだ」と返されるだけだ。更さらには、

「各個撃げき破はかよう」

　こちらの言葉に、スレイマンが気づき、ややあってから頷うなずいた。そして彼は、こちらにだけ聞こえる声で、こう言った。

「私達を一気に相手にするのは、会議に不ふ慣なれなこともあり、難しい。だから、全員を個別に相手して、意見を統とう合ごうするのだろう。だが、一番先さきに選んだのが六護式仏蘭西というのが興きよう味み深いところだ。何な故ぜなら──」

　何故なら、

「アンヌ・ドートリッシュ。彼女もなかなか、攻こう撃げき的なのだからな」
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　正まさ純ずみは、アンヌを最大の敵と考えていた。スレイマンや久ひさ秀ひでには未み知ちの部分もあるが、彼らには一つ、明確に敵だと言える理由が無い。

　だが、アンヌにはそれがある。それとは、つまり、

『そうねえ、最初に選んで貰もらえて光栄ね武蔵副会長。──そして、武蔵がP. A. OdaやM. H. R. R.旧派カトリツクと敵対を保つとしたら、どんな援えん助じよを、……ってね』

　アンヌが、表示枠シーニヤカドルの画面の中で笑う。だが、彼女の笑いはこちらを見ていない。視し線せんが向いているのは、スレイマンの方だ。胡座あぐらをかいて、顎あごに手を当てた彼に対し、アンヌは笑う。

『馬ば鹿かじゃない？　武蔵副会長も、スレイマンのおじさんも。

　だって──、アリアダストが羽は柴しばと戦い、この極きよく東とうの覇は権けんを握るのは既き定てい路線。歴史再さい現げんに従うならその通りになることなのよ？』

　そうよねえ、とアンヌは笑った。

『それなのに、武蔵むさしが〝P. A. OdaやM. H. R. R.旧派カトリツクとの和わ解かい〟を私達相あい手ての駆かけ引きに使うなんて、馬鹿らしくて話にもならないわ。いい？　アリアダストはいずれ必ず羽は柴しばと敵てき対たいする運命なの。P. A. Odaであり、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派の羽柴と、ね。

　──それにね、大体、六護式仏蘭西が武蔵を援えん助じよする筈はずがないじゃない』

　だって、

『──この中で私達、六護式仏蘭西だけが、武蔵と敵対する歴史を持っているんだし、ね』
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　……やはりそう来たか！

　正まさ純ずみは思った。六護式仏蘭西と、他の国、教きよう導どう院いんとの明確な差は〝敵対〟だ、と。

　敵として考えるならばP. A. Odaの松まつ永ながもいるが、松永自体は歴史再現において信のぶ長ながに謀む反ほんを起こし、茶ちや釜がまの平ひら蜘ぐ蛛もと共に爆ばく死しする。

　それは早い時代のことで、松永と松まつ平だいらの関係として見てみれば、

　……松永公こうが松平と敵対する歴史再現は無いのだ。

　だが、六護式仏蘭西と毛もう利り家けは違う。史実に於おいて、天てん下か分わけ目の決戦となる関せきヶ原はらで敵となり、そこで松平側がわの東とう軍ぐんが勝つことによって、毛利は服ふく従じゆうし、衰すい退たいする。

　まず最初の関係が、敵対から始まる。そんなお互いなのだ。

　そして、敵が言う。

『武蔵は、別に私達の世界に加わる必要もないわ。──羽柴退たい治じと末まつ世せ解決を終えたら、毛利を衰退させる前に昔の武蔵に戻りなさい。そのための援助なら、してあげるわよ？』

　一切の拒きよ否ひ。そうともとれる言葉を、正純は聞いた。しかし、

　……？

　違い和わ感かんを、正純は感じた。
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　正純は思った。何な故ぜ、この女性は、交こう渉しようの一切を拒否するのだろうか、と。何故ならば、

　……交渉を拒否するならば、ここにいる意味はない。ここは交渉の場なのだから。

　では何故だ、と自問する答えは簡単だ。

　……私が、間違えたのだな。

　アンヌは、こちらの申し出に対し、反応しただけだ。こちらが言ったことに対し、飲めないからこそ、拒きよ否ひをした。言い換えるなら、こちらが、向こうの飲めることを言っていたならば、アンヌは拒否をしなかったことになる。

　ミスをしたのだ。

　根ね回まわしが無いため、相手の裏うら事情を理解出来ていない。それゆえのミスだ。

　ならば、と正まさ純ずみは思う。自分は何を間違えていたのかと。

　己おのれが言ったのは、こういうことだ。つまり、

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに対し、武蔵むさしがP. A. OdaやM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクと敵てき対たいするならば、何か援えん助じよが貰もらえるだろうかと……。

　と、そこまで心の中でつぶやき、

「……あ」

　正純は気付いた。己のミスに、だ。





●






・竜　犬：『気け配はいが、変わりましたね』

・ＡＮＡ：『流石さすがは戦せん闘とう系けい出身の自じ動どう人形だわ。解わかるのね』

・竜　犬：『Ｔｅｓテスタメント．、武蔵副ふく会長は、先ほどまで迷っていたがため、全身の軸じくがやや不安定で、どちらかというと下側気ぎ味みでした。今は、緊きん張ちようで起き上がり、こちら向きになっています。

　──これは厄やつ介かいです』

・ＡＮＡ：『厄介って、どういうこと？』

・竜　犬：『Ｔｅｓ．、──武蔵副会長は、腰を落としつつ、攻こう撃げきのために身体からだを起こしたのだと判はん断だん出来るからです』

・竜　犬：『──来ます。武蔵副会長、頷うなずきが入りました』
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　正純は、草の上で身を起こした。

　相手をまっすぐに見み据すえ、そして口を開く。

「アンヌ・ドートリッシュ、──少々、誤ご解かいを生んだようだ。改めて提案させて頂きたい」

　初しよ心しん者しやの取り繕つくろいだな、と思うが、仕方ない。初心者なのだから。

　気をつけよう。

　先さき程ほどのアンヌに対しての提案は、言うべき言い方が違ったと、今はそう理解出来ている。

　アンヌ・ドートリッシュに対しては、どう言うべきか。

　……武蔵がP. A. OdaとM. H. R. R.旧派に対し敵対状態を保つとしたら、ではない。

　正しくはこう言うべきなのだ。

「武蔵が、ルイ・エクシヴ、そして毛もう利り・輝てる元もとと友ゆう好こう状態を保つとしたら──」

　……貴き教きよう導どう院いんから武蔵に、どのような援えん助じよをして頂けるのか、……でもない。

　正しくは、これも、こう言うべきなのだ。

「貴女あなたから、ルイ・エクシヴと毛もう利り・輝てる元もとに、どのような提てい言げんをして頂けるだろうか？」
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　空に浮いた影の向こうに、夜の闇やみが満ち始めた。

　上空に〝平ひら蜘ぐ蛛も〟を浮かばせたマクデブルクの中、篝かがり火びがあたりを照らす大だい聖せい堂どう前にて、五つの影が集まっている。石段に座る喜き美みが出した表示枠サインフレームを中心に、二ふた代よと、ナルゼと、アデーレ、そして義よし康やすがいるのだ。

　そして義康が、喜美の表示枠に書かれた文字を見て首を傾かしげていた。

「何な故ぜ、……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズではなく、アンヌやルイ・エクシヴ、毛利・輝元達たちといった個人を話の主しゆ軸じくに持っていくのだ？」

　生徒会長としては情なさけない質問だと思うが、

　……まあ、外がい交こうの勉強だな。

　武蔵と行動を共にして一日足たらずだが、人じん外がい級きゆうの出来事と言げん動どうの他にも、極ごく小しよう確かく率りつでこういう機会があるから侮あなどれない。だが、この、目の前にいる武蔵総そう長ちようの姉とかいう奇き人じんは、

「フフ、このアンヌって女はね、覚かく悟ごを決めてるのよ。解わかってあげなさい。覚悟の悟ごの字じは立りつ心しん偏べんを口くち五個で責めまくりよ!?　何コレ多人数プレイ!?」

　言っている意味が全く解らん。白魔女ヴアイスヘクセンが気にするなと手を左右に振っているが、コヤツもさっきこちらのことを魔術陣マギノフイグーアに描いて「浅あさ間まとだと……、マンネリね。違う手を考えないと」などと言っていたからつまり同類だ。

　ともあれ、会議の内容が理解出来ないのはいけない。このあたりの知識などは、

　……義よし頼よりにもよく言われ──。

　そこまで思って、やはり考えるのをやめた。あの男に内ない心しんでまで説せつ教きようをされるのは避けたい。

　だが、義康は思い出す。先ほど、こちらの手を引いたアンヌの覚悟とは、

　……何だ？　……一体。

　思った時だ。横に立つ従じゆう士しが首を傾かしげる。

「あの、喜美さん、……六護式仏蘭西前ぜん暫ざん定てい総長の覚悟って、この場合、何ですか？」

　そうねえ、と、皆の中央にいる踊り子が、こちらに振り向いて苦く笑しようを作った。そして、

「いい？　アンヌの覚悟はね、──自分が、もう、いなくなるってことなのよ」
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「────」

　言われた言葉に、義康は即そく座ざの反応が出来なかった。

　……いなくなる、か。

　それ以上を思えなかったのは、個人の命と、国を支える教きよう導どう院いん間かん交こう渉しようというものが、頭の中で上う手まく繫つながらなかったせいもある。が、最大の理由は、

　……姉ねえさんのことを……。

　姉は、死を得る時に、やはり覚かく悟ごがあったのだろうか。

　今、アンヌも同じだとしたら、

「……すまん」

　思わず口から漏もれた言葉に、皆が振り返った。

　何事？　という皆の視し線せんに慌あわて、今の台詞せりふを恥はずかしく思い掛ける自分がいる。

　だが、義よし康やすは頭を左右に振って、思し考こうを改めた。そして聞く。これは、姉あねのような人のことなのだと、そう心に刻んで、

「アンヌは、死を前にしたこの交渉で、……何な故ぜ、武蔵むさしに敵てき対たいしたのだ？　そして武蔵副ふく会長が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ相手ではなく、彼女とルイ・エクシヴ達を相手に交渉再さい開かいしたのは何故だ？」

　そうねえ、と踊り子が頷うなずいた。

「単純な話、この女は、もう引いん退たいしてるのよね。その場合、国や教導院にどう関わるの？」

　踊り子の問いかけに、従じゆう士しが即そく座ざに答えた。

「摂せつ政しよう、もしくは院いん政せいですよね。……多くの場合は」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と踊り子が言う。そして彼女は、こちらを改めて見上げ、

「アンヌの場合、そこまではいかないけどね。何しろ、引退してマクデブルクに自分を置くくらいだもの。自分の価か値ちはもう無い、って言っているようなものだわ。だけど──」

　だけど、

「そこまでのことが出来たのは、全てを兄のルイ・エクシヴに任せてたからよね？　毛もう利り側がわが羽は柴しばに侵しん攻こうされるにしても、兄ならば何とかするだろうと、そう信じてる。

　兄なら、妻の家を護まもるだろう、ってね。

　だから、六護式仏蘭西のことをアンヌに言ったら、アンヌは敵てき対たいするわ。だって、自分が信頼して任せた兄を、こっちが信用してないってことになるものね」

　どういうことだ、と義康は思う。そして、疑問の原因を、眉まゆをひそめて問うてみた。

「──解わからぬ。アンヌは、どうしてそこまで兄を信しん頼らい出来る？　聖せい譜ふ記き述じゆつゆえか？」

「あら、解らないの？」

　こちらの疑問を止めるように、踊り子が問いかけを鋭く横よこ目めで刺してきた。思わずこちらが引きかけたくらいの口く調ちように、向かいの白魔女ヴアイスヘクセンが半はん目めで踊り子に言う。

「アンタ、大たい体たい理由解るけど、結けつ構こうアンヌに肩入れしてるでしょ？」

「フフ、愚ぐ兄けいと愚ぐ弟ていじゃ可愛かわいさ全ぜん然ぜん違うのにねえ」

　と、踊り子が小さく笑った。そして、あのね、と彼女は前置きする。

「アンヌは、兄を単純に信しん頼らいしているわけじゃないの。己おのれへの自じ負ふなのよ、あれは。

　だって、……己おのれが支えた兄を自分で信頼出来ないなんて、そんなの、自分のやったことに自分で疑問を抱いているのと同じだものね。

　自分が死んだ後に起きるありとあらゆることに対して、不安はなく、自信しかない。そのような国くに造づくりをし、万ばん事じに対たい応おう出来る兄を育て、支えてきたという自負だけがある。

　──そういう女だわ、このアンヌ・ドートリッシュは」

　彼女の笑えみが、自じ嘲ちようとも言える苦く笑しようとなった。

「……私なんかとは違い、随ずい分ぶんと支えてやらないといけない状況だったんでしょうね、多分。

　だから、少なくとも、己が失われる時、この女に後こう悔かいはないんだわ。──余よ程ほど、兄の出来が良くて、それを自負出来るんでしょう。何しろ、自分ではない女を妻に選んだ兄を、そこまで信頼出来るんだものね」

「だったら、……どうするべきなのだ？」

　解わからない？　と踊り子が問い返してきて、しかし言葉を確かにくれた。

「──あれは、私とは違う、花を護まもって朽くちる花か樹じゆのような女だわ。

　いいわ正まさ純ずみ、そのまま教えてやりなさい。私は、朽ちるアンタじゃなくて、アンタが支えた花に水をやりに来た、って。それがその女の望むことよ」

　だから、と、喜き美みは、胸の間から走狗マウスウズィを出す。

　そして彼女は、通神テレビ用の術じゆつ式しき鍵けん盤ばんを表ひよう示じさせ、

「正純、──いい？　いい女はね、相手する相手を間違えちゃ駄だ目めよ」
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　正純は、喜美から来た言葉に、目を通した。

・賢姉様：『いい!?　いい!?　向こう、妹キャラなんだからお兄にいちゃんムラムラって感じでアンタもビシっと理解しなさいビシイ──！　解らなかったら浅あさ間まの胸むね揉もんで理解よ!!』

　本ほん気きで解らないんだがどうしたらいいんだろうか。揉めば解る仕掛けでもあるんだろうか。

「え？　な、何です正純？　こっちのこと見て」

「いや、うん、……多た分ぶん無いよなあ」

　奇き人じんのアドバイスは相変わらずだが、既すでに理解出来ていることがある。アンヌ・ドートリッシュはこの会議における自分の相手として、最大の敵ではあるが、

　……彼女の守ってきたものを、共きよう有ゆう出来る筈はずだ。

「多くは望まない。──アンヌ・ドートリッシュ、貴女あなたに頼みたいのは一つだけだ」

　正純は言った。

「現状、武蔵むさしと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの関係は休きゆう戦せん状態だ。これを正式に終しゆう戦せんとさせたい。そうでなければルイ・エクシヴと毛もう利り・輝てる元もとと私達が友ゆう好こうを結ぶことも出来ない」

『確かにそうね』

　アンヌが、言葉を作ってきた。その一ひと言ことは短いが、

　……初めて、こちらの言ったことに対して同意をしてくれたか。

『だけど』

　と、警けい戒かいを示す言葉が笑えみと共にやってきた。思い通りにはいかないぞ、とでも言いたげな口く調ちようを付けて、だ。

　理由は解わかる。何な故ぜなら、こちらが初しよ心しん者だからだ。ビギナーであるからこそ、各個撃げき破はの交こう渉しようを展開していたわけだが、それは、

　……一つの国との意見をまとめようとしても、利り害がい関係国からの横よこ槍やりが入るのだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと武蔵むさしが友ゆう好こうになって、困る国はどこか。それは、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 を忘れて貰もらっては困るな、武蔵副ふく会長、アンヌ・ドートリッシュ」

　巴ともえが、腕を組んだ姿し勢せいで、こちらに身を向けた。

　……来たか。

　スレイマン、アンヌに続く第三ラウンドだ、と正まさ純ずみは思った。

　そして巴が、こちらの思いを裏うら打うちするように、言葉を告げた。

「少し、私達、M. H. R. R.と話をして貰おうか」







[image: 第六十三章『共同体の抵抗者』]
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　巴ともえは、一いち度ど頭を振って、武蔵副ふく会長と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのマザランに告げる。

「聞け。──武蔵と六護式仏蘭西の一方的な友ゆう好こうを認めたらM. H. R. R.神聖ローマ帝国 には救いが無い。

　言っておくが、M. H. R. R.改派プロテスタントはマクデブルクの掠りやく奪だつによって旧派カトリツクと敵てき対たいするが、根こん本ぽんは旧改合わせてM. H. R. R.という共同体だ。旧派と利害を共にしていたからこそ、マクデブルクの掠奪まで敵対していなかったのだと言うことを忘れて貰もらっては困るな」

　だから、

「もしも武蔵が六護式仏蘭西への友好の証あかしとしてM. H. R. R.旧派との敵対行動を取るならば、M. H. R. R.は三十年戦争において本ほん来らい以上の被ひ害がいを受けることとなる。これは、武蔵が後方支し援えんに回ったとしても同どう様ようだ。ゆえに──」

　息を吸い、

「武蔵が、六護式仏蘭西との友好のためにM. H. R. R.旧派への敵対を交こう渉しよう材料とすることを、M. H. R. R.改派は遺い憾かんとする」
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　正まさ純ずみは、手元に来た表示枠サインフレームからナルゼの言葉を見た。

・●　画：『こんな面めん倒どうくさいババア無む視しして話進すすめたら？』

　横で、浅あさ間まが慌あわててログを消しに掛かる。そして、浅間の吐と息いきが聞こえると同時。

・あさま：『──と、でも正純、ナルゼの言う通り、無む視しという選択肢しは無いんですか？　M. H. R. R.は羽は柴しばで、敗はい戦せん国こくにもなるんですよね。だったら何を言われても無視というのは、酷ひどい選択だとは思いますが、政治家の選択肢としてはストックしておくべきなのでは？』

　そういうのも有りかなあ、と正純は思う。だが、

・副会長：『無む理りだ。何な故ぜなら、──ヴェストファーレンはM. H. R. R.にあるのだから』

・約全員：『──あ、そっか』

・未熟者：『え!?　僕、今の〝約〟に含まれてないよ!?　気付いていたよ僕は！』

・眼　鏡：『また君はそういう見み栄えを張る……』

・未熟者：『いいじゃないか別に！　って、どうして混こん神しん出来るんだよ!?』

・あさま：『え？　ああ、だって、改派の都市ですから。──浅間神じん社じやの意い地じに掛けて』

・未熟者：『よ、余よ計けいなことを！　余計なことを!!』

　だったら切るように浅間に頼めばいいのになあ、と正純は思うが、それをしないということは、ネシンバラもシェイクスピアと決けつ別べつを望んでいるわけではないのだろう。

　……M. H. R. R.の改派と旧派も同じようなものか。

　敵対はしているが、旧きゆう改派の共同体として領りよう邦ほう国家の体ていを成しているのがM. H. R. R.だ。

　内部抗こう争そうは行っても、外部との抗争に於おいては一いつ致ち団結する。マクデブルク以降、改派プロテスタントと旧派カトリツクが敵てき対たいするのは、マクデブルクの掠りやく奪だつで旧派が敵対の一線を越えたからだ。だから、

　……基本的には改派であっても、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 全体としては旧派と協きよう働どうか。

　一つの国としてみたら、旧派が受ける損そん害がいは改派の負ふ担たんになるのだ。

　だから、もしも三十年戦争において、武蔵むさしの行動によってM. H. R. R.が本来の歴史再さい現げん以上の損そん失しつを受けるならば、M. H. R. R.改派は武蔵を支持しない。

・未熟者：『ゆえに、改派は武蔵の旧派に対する敵対をやめろと言うわけだね』

・義　　：『──もしやめなければどうなる？』

・賢姉様：『あら、ヨッシーも参加設せつ定ていされてたのね。ククク、どいつもこいつもタイピングしている筈はずなのに〝……〟とか〝──〟とかノリのいい連れん中ちゆうで素す敵てきよ！　トバすわよ!?』

・眼　鏡：『誰だれ？　ヨッシーって』

・●　画：『長ちよう寿じゆ族ぞくで貧ひん乳にゆうで他校の生徒会関係者で現在武蔵在ざい住じゆうよ……!!』

・未熟者：『うわあ──!!　何を危険なこと言ってんだ君は!!』

・眼　鏡：『……ああ、別にいいよ。──ああ、うん、この人か……。ちょっと調べものするから後でね』

・未熟者：『勝かつ手てに〝後〟とか決めるなよ！　あと国際問題起おこすなよ!?』

・約全員：『♪ヒュ、ヒュ──ヒュ──？』

　ホラーものが始まった気がするのは気のせいだろうか。ともあれ、

・義　　：『というか、話戻して欲しい。旧派への敵対をやめなければ──』

　その場合、話は簡単だ。だから、正純はツキノワの力を借りて言葉を作った。

・副会長：『ヴェストファーレン会議において、M. H. R. R.改派の支持を失うことになる。最悪の場合、M. H. R. R.改派に同どう調ちようした阿蘭陀オランダなどの改派諸しよ国こくが敵対するだろう』
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　三十年戦争とヴェストファーレン会議に対し、出来れば武蔵を戦せん勝しよう国こく側にしたいと、正純はそう考えている。それも、戦勝国側に恩を売る形で、だ。

　武蔵が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや阿蘭陀、そう言った戦勝国側についていれば、大罪武装ロイズモイ・オプロや武蔵の暫ざん定てい支配からの脱だつ却きやくなど、いろいろな話が通しやすくなるからだ。だからそのようにしたいが、

　……M. H. R. R.旧派に敵対すれば、M. H. R. R.改派と協きよう調ちようした改派諸しよ国こくを敵に回す、か。

・未熟者：『戦勝国となる阿蘭陀がまずいね。阿蘭陀は改派でM. H. R. R.改派と協働しているから、武蔵がM. H. R. R.を負かして戦勝国になっても、武蔵と敵対出来ることになる。──協働しているM. H. R. R.改派に歴史再現以上の負担を掛けさせたと、そんな難なん癖くせでね』

・副会長：『そうなると、他の戦勝国も同じ流れに続きやすい。歴史再現を盾たてにして、な』

・●　画：『だったら、M. H. R. R.旧派と敵対しなければいいじゃない』

・未熟者：『それは出来ない。──朝、激げき突とつした連れん中ちゆうを憶おぼえているだろう？

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクとP. A. Odaはもはや僕達の敵なんだ』

・蜻蛉切：『複雑になってきたので一ひと休やすみに御お菓か子しタイムはどうで御ご座ざるか？』

・約全員：『自分に素直だな!!』

　昔から二ふた代よはそうだからなあ、と思いつつ、正まさ純ずみは思し案あんする。

　今、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、羽は柴しばとM. H. R. R.旧派の合ごう同どう戦力の脅きよう威いに晒さらされている。

　だから、その合同戦力に敵対すれば、六護式仏蘭西に恩を売れる。

　しかしM. H. R. R.改派は、共同体である旧派カトリツクに対して武蔵むさしという新しん勢力の敵てき対たいが加わるのは避けたいと言う。

　……ならば、羽柴とM. H. R. R.旧派を分ぶん離り出来ればいいのだが。

　だが、どうやったら、分離出来るのだろうか。

　……物理的？　役割的？　政治的？　いや……。

 いろいろ思し案あんしつつ考える。どうしたものかと。

「……そうだなあ」

　こういう時、馬ば鹿かだとどのように単純な結けつ論ろんを出してしまうだろうか。正純はそう思い、

　……手はある、な。

　あるのだ。単純な、しかし大きな危険を生む解かい決けつ方法が、だ。
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「M. H. R. R.改派代表である、M. H. R. R.書しよ記きに提てい案あんしたい」

　武蔵副ふく会長が言葉を作るのを、スレイマンは聞いていた。

　武蔵副会長は、今、草くさ群むらの上で組んだ胡座あぐらを前に傾け、両の手を軽く広げて見せていた。そして彼女は、わずかに、苦く笑しようとも自じ嘲ちようとも見える笑えみを作りながら、

「まだ、漠ばく然ぜんとした提案だ。M. H. R. R.旧派と、P. A. Odaの羽は柴しばを完全に分ける方法が一つだけある。──無む論ろんそれは、今後の武蔵の動きによって証明されるものなのだが」

　その言葉に、巴ともえが無む表情に頷うなずいた。

「言え。その後で諸しよ処しよの判はん断だんを下す」

　そうとも、とスレイマンは促うながしの言葉を思った。そして彼はこう考えた。もし、次にくる言葉がこちらの思っている通りならば、

　……この極きよく東とうは、少なくとも、全面的な警けい戒かい状態にならざるを得ない。

　しかし、とスレイマンは続いて思った。既すでに彼らはその決けつ断だんをしている筈はずだ、と。

　……問題は、彼らが、その決断を自じ覚かく出来ているかどうか、だな。

　だからスレイマンは武蔵副会長を見て、心に言葉を疑問した。これから、自分の望んだ通りの回答が来たならば、自分は、どのような反応をするだろうか、と。

　そして視し界かいの中、武蔵むさし副ふく会長が、一度だけ息を吸った。次の瞬しゆん間かん、緩やかに聞こえたのは、

「いいか？」

　来た。

「ヴェストファーレン会議より先に、──武蔵が極東勢ぜいとして羽は柴しばを滅ほろぼす」
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　正まさ純ずみは、提案した。

「旧派カトリツクや改派プロテスタントではなく、極東勢として武蔵が羽柴を滅ぼす」

　そうすれば、

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクと羽は柴しばを分ぶん離り出来る。これは、羽柴側がわに敵てき対たいする歴史を持った、武蔵のみが可能なことだ。──そして、ヴェストファーレン会議より先に羽柴を滅ぼせるならば、会議の席において、戦せん勝しよう国こくはP. A. Odaの存在を気にすることなく戦勝国としての要求が出来、敗はい戦せん国こくは敗戦国としての都つ合ごうを語れる」

　それは、この会議の始まりに、問われた答えとなる。つまり、対P. A. Odaとして、

「武蔵はP. A. Odaの敵だ」

　そして、

「武蔵が、羽柴を担たん当とうしよう」
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　笑い声が響ひびくのを、浅あさ間まは聞いた。身を前に折って笑うのは、僧そう服ふく仕し様ようの極きよう東とう制服を着込んだスレイマンだ。彼は、笑い、息を整えもせず、しかし右の平ひら手てをこちらに向け、

「いや、すまん、失しつ敬けい、し、しかし、……その意見を笑ったのではない」

　では何を？　と、正純と視し線せんをかわし合う横、スレイマンが荒れた息を幾いく度ども吸った。

「いや、何だろうな、──私もまだまだ面白い部分が残っていた！　そういうことだな！」

・あさま：『〝私〟？　正純が面白いんじゃないんですか？』

・副会長：『おいおいおい、何だその誤ご解かいを生みそうな物言いは……』

・賢姉様：『そうよ浅間、正純が面白いなんて、そんな誤解を生んだら駄だ目めよ……！』

・副会長：『あれ？　今、私、虐しいたげられてないか？』

・●　画：『じゃあ、阿蘭陀オランダ、って言葉でギャグ言ってみて？』

・副会長：『え？　──阿蘭陀のチューリップは誰だれも手た折おらんだろう』

・●　画：『あ、何ヨッシー笑ってんのよ！　同どう人じん誌しにするわよ!?』

・義　　：『ええ？　な、何だか貴き様さまら厳きびしいぞ!?』

・賢姉様：『ククク、これだから娯ご楽らくの少ない戦せん闘とう系けい教きよう導どう院いんの貧ひん乳にゆうは駄だ目めね！　芸げい神しん神じん社じやの体当たり系独どく房ぼう寄よ席せにぶち込んで鍛きたえないといけないわ……！』
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　ともあれ、と正まさ純ずみは、スレイマンが落ち着くのを見計らって口を開く。スレイマンの笑いの意い図とは解わからないが、不ふ評ひようを得たのではないということは確かだろう。だから、

「方法は解らない。まだ発はつ案あんというだけだからな」

　何しろ、

「羽は柴しばは、その最さい期ごを、戦せん闘とうではなく、往おう生じようで迎える。単純な戦闘で羽柴を滅ほろぼすことは歴史再さい現げんに則のつとるならば不可能なことなのだから」
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・未熟者：『そうだね。羽柴は寿じゆ命みようで死ぬんだ。羽柴が天てん下か統一を為なし、戦せん国ごく時代の幕まく引ひきを行ったと、……そのように評ひよう価かされる要よう因いんだね。彼は戦いの中ではなく、自ら作った平和の中で天てん寿じゆを全まつとうしたのだから。

　松まつ平だいらは、その後に生じた羽柴側がわの乱れを突くように策さく謀ぼうし、そして天下を手しゆ中ちゆうにするんだ』

　と、踊り子の表示枠サインフレームに映る文字を見て、義よし康やすは首を傾かしげた。

「……羽柴を討うつと言っても、誰だれもその死を強きよう制せい出来ないではないか。どうするのだ？」

「方法はあるわよ？」

　と、踊り子が苦く笑しようした。

「──力があればね、歴史再現を盾たてに、他人に死を強制もする時代よ、今は」

「まさか力をもって死を──」

　馬鹿ね、と踊り子は苦く笑しようを濃くし、しかし表示枠を指ゆび差さした。そこには武蔵副ふく会長の言葉が、文字となって流れている。

・副会長：『羽柴を滅ぼす方法は定かではない。だが、やり方自体は解っている』

　それは、

・副会長：『歴史再現のルールを用い、羽柴の歴史再現を終わらせることだ』
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　……出来るのか!?

　義康は武蔵副会長の言葉に息を詰め、思い出した。

　ほんの少し前、三み河かわと、英国イギリスでも、似たようなことがあったのだ、と。

　あれは、しかし、歴史再現に基づく〝死の強制〟だった。

　……あの時、神啓筐体ラジオからの音声を、皆、里見の居きよ室しつで息を詰めて聞いていたものだ。

　そして、武蔵の総そう長ちよう兼けん生徒会長が、橋きよう上じようでの相あい対たいを終えて階段を下りていった時だった。あの男、義よし頼よりが、居室から一人、出ていったのだ。最後まで聞かぬのかと眉まゆを立てたものだったが、義よし康やすは後に、姉の墓に新しい花が捧ささげられているのを見ている。

　彼が、三み河かわでの武蔵むさし総そう長ちよう兼けん生徒会長の決けつ断だんを見て、何らかの思いで捧げたのだろう。

　自分には、その意い図とが解わからない。

　……だから──。

　だから義康は、自分に対する苛いら立だちを心の中に飼いながら、問うていた。あの男が興きよう味みを持った武蔵ならば、

　……あの男が心を動かしたような状況を、どのように行う!?

　死の強きよう制せいではないならば、どうするのだと、そう思いながら、そう考えながら、

「武蔵は、どのようにして羽は柴しばを〝討うつ〟のだ!?」
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　方法は解らない。が、方針ならば、あると、正まさ純ずみはそう心に言葉した。

「いいか？　──武蔵の意い向こうとして、三河で我々が強制され、英国イギリスでも同どう意い上じようとして行われ掛けたような、死を以て歴史再さい現げんと為なすことは行わない。

　これは、武蔵の姫、副ふく王おうアリアダスト・ホライゾンの意向であり、皆の総そう意いだ」

　だから、

「暗あん殺さつなどではなく、極きよく東とう側の歴史再現を押し進め、動かし、羽柴に〝もはや再現するものが無い状況〟にまで追いつめるのが基本となる。つまり我々は──」

　以前、英国で妖よう精せい女じよう王おうが似たようなことを言っていた。それは、

「我々は、歴史を動かし、その結果すら武ぶ器きにする」
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　武蔵副ふく会長の言げん動どうに、巴ともえは内ない心しんで苦く笑しようした。

　……これはまた、随ずい分ぶんと厳きびしい者が極きよく東とうについたものだ。

　羽柴側をM. H. R. R.神聖ローマ帝国 から引き剝はがすため、羽柴を〝終えさせる〟と来た。

　そのための方法は、今ここにいる者達ならば幾いく手しゆ段だんとなく考えているだろう。

　だが、もし本当にM. H. R. R.から羽柴がいなくなるならば、事じ態たいは大きく変わる。旧派カトリツクの弱体が強くなるため、少数派はである改派プロテスタントは旧派に対して大きくものが言えるようになるし、ヴェストファーレン前にそれが為されるならば、

　……ヴェストファーレンで、M. H. R. R.が叩たたかれる一方になる、ということもないか。

　三十年戦争が終了しても、まだ羽柴がいるのだとしたら、各国はヴェストファーレン会議でM. H. R. R.の権けん限げんを奪うばうだけ奪おうとするだろう。しかしそうでなければ、ヴェストファーレン会議は歴史再現を前ぜん提ていとした講こう和わ会議となる。M. H. R. R.は、羽柴を導き入れた生徒会長マティアスの処しよ分ぶんが必要だろうが、被ひ害がい者しやとして振る舞うことも視し野やに入れられるのだ。

「その場合、ヴェストファーレン会議までに、旧派カトリツクと改派プロテスタントをまとめ、国力をどれだけ回かい復ふく出来るかが、会議での発言力りよくにも繫つながるわけだな」

　マティアスの処分をスケープゴートとして旧派と改派の和わ解かいとするならば、まとまりも早いだろうと、そんなことを考え、

　……全く。

　巴ともえは思う。かつてのことを、だ。
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　巴には過去がある。

　ずっと昔、自分も、スケープゴートとして処分された経験があるのだ。

　源げん平ぺい合がつ戦せんの時代だ。自分は、夫である源みなもと・義よし仲なかとともに、義よし経つねや、その兄の頼より朝とも達と手を組み、平へい家けの討とう伐ばつを行った。だが自分達の軍ぐん勢ぜいは何なに分ぶん荒っぽく、京きように入って後、乱れた日々を送ることとなったのだ。それは歴史再さい現げんゆえもあったが、

　……まあ、いろいろと楽しんだものだ。

　同じ頃、頼朝と義経の不ふ和わは少しずつ表面化かしつつあり、そして、平家討伐を行っていく源げん氏じが力を付けるに従い、貴き族ぞく達は平家に代わる新たな脅きよう威いが生まれたことを悟さとった。

　だから、幾いくつもの問題のスケープゴートの意味をもって、自分達、京に入った義仲一いつ派ぱは義経によって討うたれた。

　恨うらみに思ってはいないと言えば、噓うそになる。歴史再現としても、納なつ得とくのいかぬ部分もある。何よりも大事な夫、義仲を討たれたのだ。

　だから生き延びようと、そう思った。初めは、義経に対する恨みを以て大たい陸りくに渡り、義経がいた元げんに対たい抗こうした。西方、そして東とう欧おうへと侵行してくる騎き馬ば民みん族ぞくに対し、反はん義経を掲かかげて抗あらがい、東欧や露西亜ロシアにて幾いくつかの襲しゆう名めいも行って戦い続けた。

　やがて元は滅ほろび、元から分ぶん派ぱした騎馬民族諸しよ国こくも形を変えたり、潰ついえていった。

　それは、義経に勝ったと、そう言っていいことなのか。それとも歴史に従っただけなのか、解わからないまま、しかし、巴は確かに当時、こう思ったのだ。

　戦う意味を失った、と。

　だが、その頃には、この欧おう州しゆうの地で、自分を知る者が多く出来ていた。特に、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんでの重奏世界崩ほう壊かいの際は、自分を頼る者が多く集つどった。

　そして選んだのが、ここ、マクデブルクだ。

　マクデブルクは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の皇こう帝ていの始し祖そである、オットー一世せいが眠る場所だ。

　彼は、この地を東からの騎馬民族や蛮ばん族ぞく達たちに立ち向かう前ぜん線せん基地としたと聞く。それに自分を重ねるのはまだまだ源平の英えい雄ゆう気分が抜けていないと思うが、

　……味み方かたになろうと、そう思ったのだ。

　重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんの後、まだ更こう新しんされていた聖せい譜ふは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 から生じる宗しゆう教きよう改かい革かくを告げていた。そして、改派プロテスタントが虐しいたげられながら、しかしその地位を獲かく得とくすることも、だ。

　成なる程ほど。

　昔、自分達は荒れて、粛しゆく清せいされた。

　今、清くあろうとした者達が、粛清され、しかし、残るのか。

　ならばと思い、結果として、今、自分はここにいる。

　今はときたま、義よし経つねと顔を合わせる機会もある。あの馬ば鹿か、いつもこちらを煙たがって喧けん嘩かを売ってくるのは、恨うらめと、そうしていいのだと、そんなつもりなのだろう。

　さて、と巴ともえは思った。心を過去から今に入れ替えよう、と。

　立場は違えど、マティアスをスケープゴートとして処しよ分ぶんするのは、今の私には出来ぬことだ。だが、流れる血を無しに旧派カトリツクと改派をまとめるのは難なん事じだろう。しかし、

「大事なことを為なすという、……そんな私の役目が出来ると、そう考えていいのだろう」

　巴は言った。

「面白い提案だ。可能性として一いつ考こうに価あたいする」
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　巴の声を、正まさ純ずみは聞いた。

「羽は柴しばの歴史再さい現げんをヴェストファーレンまでに終了させると言うことは、あと四ヶ月ほどでそこまで歴史を進ませると言うことだ。これは難事だが、武蔵むさし側の問題だ。私達はそれが出来るかどうかを見ていることを基本とし、武蔵がそれを出来なければ叩たたけば良い」

「言うねえ、巴の婆ばあさんよう」

　あァ？　松まつ永ながに牙きばを剝むいた巴の横、ゲーリケが正せい座ざのまま後ろに身体からだ二つ分スライドした。

　……おいおい頼むから戦せん闘とうは勘かん弁べんしてくれよー……。

　正純は思うが、ツキノワが表示枠サインフレームを出してくる。

・賢姉様：『うん、今のは怒っていいところね』

・●　画：『そうね、今のは怒っていいところ』

　あれ？　そう思わなかった私、女として駄だ目めなのかなあ、と、正純は内ない心しんで自分に首を傾かしげる。が、巴は松永に舌した打うちを一つ送ってから、身を正す。

　そして彼女は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの二人へと視し線せんを向けた。

「武蔵の提案、そちらの方としても矛む盾じゆんはないと思うが？」

『Ｔｅｓテスタメント．、そうね、羽柴を早期に潰つぶしてくれるなら、毛もう利りが羽柴に服ふく従じゆうする期間が短くて済むもの。いろいろ言われてものらりくらり逃れてる内に服従終しゆう了りよう、ってなったらいいわね。

　そして後の関せきヶ原はらなどでも、武蔵がうちの兄や輝てる元もと達と友好的でいてくれるなら、幾いくつもの手が打てる筈はず。──マザラン、会計的にはどう？』

　Ｔｅｓテスタメント．、とマザランが頷うなずいた。

「会計として計算しますが、服ふく従じゆう期き間かんが短ければ臣しん従じゆうの証あかしとかで搾さく取しゆされるものも少なくなりますし、また、関せきヶ原はらでも松まつ平だいら側とのコネや談だん合ごうが使えるなら安く済むかと判はん断だん出来ます』

　……率そつ直ちよくだなあ。

　と思う眼がん前ぜんで、だったらね、とアンヌが頷いた。

『有りだと思うけどね？　だけどいい？　武蔵むさし副ふく会長。貴女あなたの提案には問題が三つあるわ。

　一つは、羽は柴しばの歴史再さい現げんには、他の武ぶ将しよう達の歴史も大きく関わってくるから、〝羽柴の歴史再現だけ進める〟ということにはならないということ。下手へたすると羽柴関かん係けい者しやどころか極きよく東とう全て巻き込んで大だい戦争よ？　その理解が出来ているのか、ということ。

　もう一つは、歴史再現を行うにしても、どこから進めていくことが出来るのか、ということ。だって、やろうと言っても、スタートも出来ないんじゃだめだものね。

　そして最後の一つは──』

　アンヌが言った。

『それを成せるだけの国こく力りよくが、武蔵にはあるのかってことね』
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　いい？　とアンヌは言った。それも、武蔵副会長ではなく、

『松まつ永ながのおじさん』

「おおう。いきなり何だえ？　お嬢じようちゃんよう？」

『──羽柴、いえ、信のぶ長ながに、この会合の中身を伝えるんでしょう？

　だって、今朝けさ、P. A. Odaは武蔵に警けい告こくしたものね？　P. A. Odaに関わろうとすれば、どうなるか、ってのを、ごく簡単な触りを見せる方法でね。あれ、羽柴の指さし図ずでしょ？』

「待ってくれ」

　と、武蔵副会長が右手を挙げた。何？　とこちらが視線を向ければ、彼女は眉まゆをひそめ、

「まさか羽柴は、この会議の内容を予測し、武蔵が敵対すると判はん断だんしたからこそ、佐さ々さ・成なり政まさと柴しば田た・勝かつ家いえ、そして滝たき川がわ・一いち益ますに威い力りよく偵てい察さつをさせたのか？」

『御ご明めい察さつ。──羽柴側、P. A. Oda側としても、武蔵がどのくらい出来るかを知るにはいい機会だったでしょうしね。だから……』

　寒さむ気けが、不ふ意いに来た。眉をわずかに歪ゆがめるが、

　……大だい丈じよう夫ぶ。

　まだ充分に時間はある。そう信じる。少なくとも今、ここで朽くちて消えることはないのだから、そのことを大事に思え。そして言うべきだ。厳きびしく聞こえようとも、

　……後あと先さき考えずに言えるのは、私の特とつ権けんなんだから。

『羽柴の歴史再現を進めようとすれば、羽柴関係者の歴史再現に関わっていくことになるわ。だけど、今朝けさの状態じゃあ、勝かつ家いえや、佐さ々さあたりにも歴史再さい現げんを押し込んでいくことは出来ないんじゃない？　それにね』

　言う。

『羽は柴しばを〝終えさせる〟には、羽柴の仕える親おや玉だま、──織お田だ・信のぶ長ながを〝先に終えさせる〟必要があるのよ？　……それが出来るの？』
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　正まさ純ずみは、アンヌの言葉を聞いていた。

『難しいわよ？　信長は、未いまだ姿すがたを見せぬ割に、P. A. Oda重じゆう鎮ちん達の信頼は堅かたい人物。

　そして、信長が立ち上げた創そう世せい計画は未だどのようなものか不ふ明めいだけど、ステルス結けつ界かいに包まれた琵び琶わ湖こでは何か巨きよ大だい建けん造ぞう物ぶつの工事が行われていたと言うし……』

「他にも、何かあるのか？」

『公こう主しゆ隠かくしよ。──英国イギリスで前まえ田だ・利とし家いえが見せ、言ったように、彼らはあれについて何か知っている筈はずなの。貴方あなた達が追うべき何かを、ね』

　アンヌの言葉を浅あさ間まがハナミの音声入力で皆に送った直後。反応がすぐに来た。それは、

・未熟者：『副ふく会長本ほん多だ君。リシュリューについて改めて聞いてくれ。

　公主隠しで消えたリシュリューは、アンヌ・ドートリッシュの時代と、それ以前の時代に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ会計をやっていた人なんだ。だからアンヌだったら、リシュリューのことについて、何か知っていると、そう思う』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と返答して、正純は視し線せんをアンヌに向けた。話としては脱だつ線せんではあるが、公主隠しについて調べることは末まつ世せ解決になると、三み河かわで元もと信のぶ公こうがそう言ったのだ。だから、

「リシュリュー卿きようの公主隠しについて、詳しよう細さいを聞かせて貰もらえるか？　後ででもいい、情報をまとめたものでもいいから」

『別に、いきなり消えてしまっただけよ。ねえ、マザラン』

『Ｔｅｓテスタメント．、私に会計引き継ぎの手続きをして、サインするからちょっと待ってくれと──』

・未熟者：『榊さかき原ばら様と同じだ！』

　ネシンバラの言葉の意味は、即そく座ざに理解出来た。酒さか井い学長が三河で榊原・康やす正まさの消しよう失しつに立ち会った時、似た状況があったのだ。あれは、水を用いた、

「メッセージを何か、残していなかったか？　リシュリュー卿は」

　送った言葉に、マザランが眉まゆを上げた。そしてマザランは、抱えた表示枠シーニヤカドルを覗のぞき込む。すると、アンヌが頷うなずき、小さく笑った。

『どうやら、──極きよく東とう側でも、本当に公主隠しが起きているのね。正直、このテの話は半はん信しん半はん疑ぎだったけど、そうね、……〝公主隠しが完了するまで、わずかな間がある〟がゆえ、それを食らった者はメッセージを残せるのよね。そのことを知っているなら、本ほん物ものだわ』

　だから、と彼女は言った。

『ずっと昔ね、これ、人から聞いた話なんだけど、……リシュリューは、襲しゆう名めい前に行方ゆくえ不明になっていたことがあったんだって。三年ほどね』

　……え？

『聞いたこと、あるでしょう？　同じような話を』

　正まさ純ずみは知っている。公こう主しゆ隠かくしにあった者が過去にも行方不明になっていたということを、確かに聞いた事があるのだ。それは、

　……クロスユナイトから断だん片ぺんを聞いて、メアリから正式に聞かせて貰もらったのだ。

「──Ｊｕｄジヤツジ．、確かに聞いたことがある。……ヘンリー八世せいと、キャサリン王おう妃ひとアン・ブーリンが、襲名前に一年間、行方不明になっていた、──と」

『リシュリューは、高等部在ざい席せき時じだったそうよ』

　待て、と正純は思った。いきなり情報が追加されて、理解が追いついていない。

　しかし、相手は理解より先に、こう言った。

『リシュリューは、最後にこう遺のこしたわ。──〝公主には親がいる〟と』





●






　浅あさ間まは、聞いた言葉に違い和わ感かんを得た。

　……あれ？

　何でしょうね、と浅間は思う。そして、通神帯ネツトで調べてみようと表示枠サインフレームを開いた時だ。

　不ふ意いに、アンヌがこちらに目を向けて来た。

　アンヌの動きは、術じゆつ式しき鍵けん盤ばんを構えたこちらの手を見るもので、しかし、

『────』

　こちらの目に見えるように、アンヌが笑えみを送ってきた。その顔に思わず会え釈しやくを返した浅間は、自分と相手が疎そ通つう出来ていることに気づき、

　……え？

　アンヌの笑えみが、まるで、正解に至った者を褒ほめるようなものに見えた。だから浅間は、

　……え!?　ちょ、ちょっと!?　私、何も解わかってないですよ!?

　マズイ、と、素直にそう思う。今、間違いなく、アンヌは、己おのれの言葉に潜ひそませた謎なぞを、こちらに振ってきている、と。だから、

　……え、ええと、何でしょうかねコレ。ともあれ、まずは通神帯で検けん索さくを──。

　しかし武蔵むさしから離れている上に、ここは西洋側の改派プロテスタントの街だ。武蔵の情報領域データバンクは使えないし、検けん索さくを掛けるならば独逸ドイツ弁べんへの変換が必要だ。だから翻ほん訳やく術じゆつ式しきを立ち上げながら、〝公主には親がいる〟と打ち込み、

「……!?」

　浅あさ間まは、アンヌの隠かくした引っかけに気付いた。それは、

「極きよく東とう語ごなんですか!?　そのメッセージって!!」
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『そうね。私が今、言った通りに、そう書いてあったわ。だって、──リシュリューは極東出しゆつ身しんの帰き化か者しやでね』

　そして、

『行方ゆくえ不明になったことを暇ひまつぶしに聞かせて、って、病室のベッドで頼んだ時、リシュリューは笑ってたの。もう中ちゆう年ねん過ぎの準ジジイでね。いつもは私と、歴史再さい現げん上しょうがないんだけど敵てき対たい的で嫌いや味みも噓うそも言い合ってたんだけど、でも、その時、彼としては冗じよう談だんめかして言ったつもりだったんだろうけど、ちょっと違ったの』

　アンヌが、武蔵むさし副ふく会長に対し、言葉を作った。

『──実は、どこにもない教きよう導どう院いんに行っていてね、って。懐なつかしそうにそう言ったのよ』
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「どこにもない教導院……？」

　疑問した正まさ純ずみは、しかしアンヌの言葉を受け止め、そのままにしておこうと思った。

　……まとめると、こういうことかな。


・公主には親がいる。

・リシュリュー達が行方不明の時期にいたのは、〝どこにもない〟教導院。



　この二つの情報について、ここで分ぶん析せきをしてもしょうがない。だから、

「有ゆう益えきな情報と、これからの武蔵の指し針しんについても、重要な示し唆さを得た。──礼を言う」

『Ｔｅｓテスタメント．、──でもどうするの？　武蔵はこれから、本ほん気きで羽は柴しばの歴史再さい現げんを外から進めていくつもり？　それは、信のぶ長ながとの衝しよう突とつを免まぬかれ得ない選択よ？』

「して貰もらわないと、困るな」

　言った声は、スレイマンのものだった。

「私の目的は、故こ郷きようの奪だつ還かんでな。──比ひ叡えい山ざん、そしてムラサイの聖せい地ちを取り戻す。そのために、……この松まつ永ながとも交流を持っているのだが」

「現地はまあ、俺おれの担たん当とうみたいなもんだしなあ。紀き伊い半島はよう」

　だがよう、と松永が言った。彼は小さな笑い声をつけ、

「とりあえず、一応言いっておくかよう。現在M. H. R. R.神聖ローマ帝国 麾き下かに臨りん時じで組み込まれてる俺のようなのがここに来た理由ってのを」

　それは、

「開かい戦せん前の定てん型けい的なもんだけどよう。

　──今回のマクデブルクの掠りやく奪だつに対し、条件付きの降こう伏ふくってえのを、お前さん達が認めるかどうか、そういう話だよう」







[image: 第六十四章『暗き道の探り手』]











●






　暗い、木々の群がある。

　その中に、黒の衣い装しようをまとった数人の影があった。

　先せん頭とうに、背の高い女を立て、その後ろに少年や少女といった姿すがたを連れた集団だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウと、武蔵むさしの数名によるルドルフ二世せいの謁えつ見けん団だんだった。

　その中の一人、ミトツダイラが、隊たい列れつの最さい後こう尾びで背後を振り返る。既すでに闇やみに満ち始めた森を、彼女は目を細めて見通し、

「縄なわ張ばりの外まで来ましたし、ユニコーン達は去りましたわね……」
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　ミトツダイラは、闇を見ることで皆に背を向けながら、内ない心しんで吐と息いきした。

　……結けつ構こう走って、確かに速かったですけど、まだまだ先は長いですわね。

　問題なのは、総そう長ちようを巻いていた蔦つたの加か護ごが切れたことだった。走ってる最さい中ちゆうだったのでそのまま総長を蔦で引きずることになり、本ほん人にんはヒャッハー喜んでいたがこれでは騎き士しと言うよりも処しよ刑けいライダーだ。

　メアリに再さい加護を掛けて貰もらったが、蔦が疲ひ弊へいしていたため、先ほど途と中ちゆうから切って土に植え直してやった。

　しかし、このあたりはいい蔦が見つからず、

　……まあ、ユニコーンで移動するのはここで終わりですし。

「でも御お母かあ様、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の国こつ境きようを越えたとはいえ、ここから先もまだ森や谷などある筈はずですわ。どう致しますの？」

　振り返る先、母は平へい然ぜんとした微笑でこう言った。

「次の〝足〟が来るまで少々待ちますわ。久しぶりに呼ぶので、少々遅れてますけど」

　しかし、と人狼女王は言って、懐ふところから羊よう皮ひ紙しとそれに付ふ属ぞくする表示枠シーニヤカドルを出して首を傾かしげた。

「マクデブルクではアンヌ達が機き密みつ会議してるんでしょうね。……まあ、大体は内容が推すい測そく出来ますけど、P. A. Oda側も組み込んだM. H. R. R.の大たい使しが、何を言い出すものでしょうか」

「……恐らくは定てい型けい的てきな降こう伏ふく勧かん告こくになると思うので御ご座ざるが──」

　忍にん者じやの言葉に、女じよ装そうが反応した。

「幸福姦かん国こく……！　どこだ！　どこにあるその国は!?」

「人狼女王、あれは無む視ししていいで御座るよ？　で、降伏勧告に御座るが──」

　そうですわねえ、と人狼女王は頰ほおに手を当てた。

「〝慈じ悲ひ〟を示すために降伏勧告をするにしても、条件を付けるでしょうね。マクデブルクを攻める、と考えると、それはもう、この手紙でアンヌが告げる通りなら……」

　ええ、と彼女は言った。

「まず、証あかしとして、マクデブルクの半はん球きゆうを資料も何も無む傷きずで提出させることでしょうね。何しろソレは、武蔵むさしの力になってしまうものですもの。それに──」

「それに？　何で御ご座ざるか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と告げた人狼女王レーネ・デ・ガルウの次の台詞せりふが、皆の動きを止めた。

「同どう様ようのことを考えるなら、──武蔵の姫と、大罪武装ロイズモイ・オプロの提出も、でしょう」

「────」

　言葉を失った皆に対し、人狼女王はそれ以上を言わない。

「さあ、私達が為なすべきは、急ぎルドルフ二世せいのところへ行くことですわね。それからの問題をここで話しても仕方がありませんわ。──だから、ほら」

　と人狼女王が、森の奥を見る。

　そしてミトツダイラも同じ方向を見て、

「あ……」

　来たのだ。ユニコーンに続く次の〝足〟が。それは闇やみに響ひびく蹄ひづめの音を立てた、

「夜ならば、ユニコーンよりもこちらの方が速いですわ。欧おう州しゆうの夜の恐きよう怖ふを代表する魔ま物もの。──首くび無なし馬に牽ひかれた、万ばん里りを駆かける馬車ですわ」

　その黒い馬車は、風かざ音おとと蹄の音をたてながら、しかし風も土つち埃ぼこりも立てずに、横に来る。

　そして首無しの馬が、人狼女王に対して前足を挙げ、こう言った。

『お久しぶりに来たでメア』

「お、御お母かあ様！　何ですの昨さつ今こんのタマゴモンスターシリーズ!?」

「失礼ですわね。可愛かわいいじゃあありませんの。断だん面めんに青い炎ほのおが掛かっていて断面マニアにはちょっと残念ですけど。でもまあ、皆さん、文もん句く言いのうちの子は最後でいいから、とっとと乗って下さいましね──」

「俺おれ一番──！」

　ドアが開くと同時、馬ば鹿かが先せん頭とうに乗車していくのを、あらあら、と笑えみで母がエスコートする。そのことに、自分の出で番ばんを取られたような気がしてミトツダイラが不満を感じていると、馬鹿が黒いソファを両手で叩たたき、

「ネイトも来いよネイトも！　窓まど際ぎわだぜ！」

「え？　横……？」

　位い置ち関係に騎き士しと王のいろいろを思った時だ。目の前の母が、腰に手を当て、

「嫌いやなら、私、座ってしまいましょうか？」

「……そんな危険なことさせたら特とく務むの恥はじですわ！」

　と乗り込もうとするこちらの横、あらあら、と笑み声を作るのはメアリだ。彼女は口くち元もとに手を当てて笑みを隠かくし、そして一ひと息いきを入れて東を見た。

「マクデブルクの会議も、こんな風ふうに楽しく進んでるといいのですけどね」
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　マクデブルクの中、花園アヴアロンの夜空の下で、正まさ純ずみは松まつ永ながの言葉を聞いていた。その内容は、降こう伏ふくを認める際に、P. A. Oda側から提出しろと言われるものについてであり、

　……やはり、半はん球きゆうの提出と、ホライゾンを含めた大罪武装ロイズモイ・オプロの提出か……。

「P. A. Odaにとっちゃあ、創そう世せい計画に仇あだ為なすもんだからよう」

　仕方ねえよなあ、と松永は言った。

「降伏勧かん告こくの交こう渉しよう、決けつ裂れつだあなあ」

　その言葉に、ゲーリケも、アンヌも頷うなずいた。そして正純も、

「ホライゾンの身から大罪武装を取り出すことは、彼女の分ぶん解かいを意味する。──流石さすがにその申し出は受けられないな」

『通りそうもない条件を出して、しかし〝譲じよう歩ほの慈じ悲ひは見せた〟って言ってるようなものね。まあ、条件つけて降伏しろってのも凄すごいけど。

　──ある意味、P. A. Odaも力が欲しいってことなのね』

　アンヌの言葉に、ゲーリケが頷うなずいた。

「創世計画を前面に押しつつ、大罪武装を持っていれば、もし創世計画が失敗しても保険が利くことになる。そういうことか」

「まあ、俺おれあそこらへん良く解わからねえけどよう。だけど──」

　松永は苦く笑しようして言った。

「ちと、武蔵むさしの姫には会って見たかったなあ。いろいろとさあ」

　だろうなあ、と応じるこちらの横から、しかし、不ふ意いの言葉が来た。

　ゲーリケだ。彼は正せい座ざのまま、前に半はん身しん分ぶんスライド移動し、

「──ともあれ、マクデブルクの掠りやく奪だつに対する降伏勧告に対し、マクデブルク暫ざん定てい市長の私が言わせていただく」

　告げた後、しかし、目を伏せ、吐と息いきをするように彼は言った。

「降伏を認めることは出来ない。──降伏自じ体たいが、歴史再さい現げんには無いことであるし、な」

　決けつ裂れつだ。
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　ゲーリケの決けつ断だんに、皆が言葉を作れなくなる。

　だが、無む言ごんが嘆たん息そくになりかけた時、スレイマンが口を開いた。

「ならばまあ、既き定てい路ろ線せんというか、今まで通りの進行と考えた方がいいな」

　他人ひと事ごとのような物もの言いいだと、正純はそう思ったが、彼にとっては正まさしく他人事だ。そしてよく考えてみたら、

　……武蔵むさしも、協力はするが、基本的にはオブザーバーだよな。

　ここに来ている松まつ永ながも、羽は柴しばの戦せん士し団だんが多た面めん作戦で不足しているために臨りん時じで羽柴の麾き下かに入っているものだろう。実際の歴史再さい現げんとは無む関係な人間だ。

　……だからこそ、このような場に大たい使しとして送られるわけだ。

　そのことは、この場にいる皆も理解している筈はずだ。だから正まさ純ずみは肩の力を抜き、

「戦せん国ごく時代で言うならば、松永公こう、貴方あなたをここで人ひと質じちにとって羽柴と交こう渉しよう、というのも有りなのかもしれんが」

「物ぶつ騒そうだけど嫌きらいな提てい案あんじゃねえよなあ、そういうのよう。……でも、俺おれあ基本的にこの戦いでは〝外〟の人間よう。いずれ信のぶ長ながに二回目の謀む反ほんを働いて自じ爆ばくする歴史再現もある。──ここで捕らわれたって放っておかれるのが普通だなあ」

「おいおいそれでは私はどうやって帰るのかね」

　スレイマンの苦く笑しように、松永が小さく笑った。

「ここの外にゃあ佐さ々さもいるし、オメエさんやりにくかろうよう」

　……佐々とスレイマンは知り合いか……。

　いろいろ繫つながりがあるのだな、と思い、ふと、松永とこちらの繫がりも思う。

　しかし、そんな脱線を思う段になったならば、

「──対P. A. Odaとして私達、武蔵を取り扱う大体の会議は、これで終わりか」
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　皆に確かく認にんするように正純が問うと、ゲーリケや巴ともえ、アンヌが首を下に振った。そして、

「んー、まあ、なあ。こっから先はそれぞれの国同どう士しでの遣やり取りだけんどよう」

　歯切れの悪い言葉を、苦にがい笑えみと共に松永が作る。

　そして彼は、ややあってから、

「マクデブルクの後、うちのところ通過するってだろう？　本ほん気きで来るのかあ？　上のシギサン出すぞ？　いいのかよう」

「平ひら蜘ぐ蛛もを私達で破は壊かいするわけにはいかんから、強きよう敵てきだな」

　苦笑で言ったこちらに、松永が己おのれの苦笑を弛ゆるめた。

「しかしよう」

　彼は言う。

「羽柴の歴史再現をするというなら、俺もそろそろ引いん退たいかねえ。謀反、やっかねえ」

　どうしたもんかだよう？　と、松永が誰だれにともなく言った。

　だが、その問いかけに、正純はふと一つの光景を思い出した。それは、一昨日おとといの夜、IZUMOで見たものだ。軽けい食しよく店てんのカウンターで酒を飲む松永と、厨ちゆう房ぼうで調ちよう理りする全ぜん裸らがいて、

　……ああいうのが、これから先、あってもいいのかな。

　だから、提てい案あんとして、正まさ純ずみは告げた。

「御ご自分の役目を終えたら、武蔵むさしに来てみるというのは、どうだろう？　松まつ永なが公こう」
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「はあ？」

　と、松永は、自分の喉のどから漏もれた声に、こう思う。

　……おいおい。俺おれぁ、何なに情なさけねえ声出してんだよう。

　だが、いきなりだった。

　……俺を、受け入れるだあ？

　馬ば鹿かな、と思い、無む理りだ、と思い、その理由として、

「おいおいおいぃ……、俺ぁ、相当に極ごく道どうだぜえ？　俺がいるなんて他国に知れたら、そりゃあいけねえ。差し出せって言う連れん中ちゆうや、武蔵を信用しなくなる連中だっているんだぜ？

　将しよう軍ぐん殺しに東とう大だい寺じ焼き討うち。そういうのやった破は壊かい者しやってやつよ破壊者ってやつ」

　信のぶ長ながというものを自分が認めて下に就ついているのは、そういうものでもある。

　信長だって、将軍を傀かい儡らいとし、比ひ叡えい山ざんを焼き討ったのだ。

　……破壊者としては、俺が先せん輩ぱいで、ヤツが後こう輩はい、そんな感じだな。

「俺は必要とあったら殺す。壊こわす。そういう人間だあよ。だがお前らは、……あの馬鹿も姫も三み河かわで選択した通り、殺したり壊す必要なんてあり得ねえ、って考え方だ。相あい容いれねえよう。

　それに──」

　言って、松永は小さく笑った。

「極きよく東とうは十八歳さい超えたら学生やってらんねえじゃんかよう」

「そのルールを壊すのが貴方あなたというのも、また面白いのでは？」

　武蔵副ふく会長の言った台詞せりふに、スレイマンがこちらの肩を肘ひじで小こ突づいてきた。

「モテるなあ、松永」

「素そ質しつよう、素質」

　二人のやり取りに、武蔵副ふく会長が苦く笑しようした。

「まあ、そういう提案だと思って頂きたい」

　そして彼女は、苦笑を笑えみにした。

「うちの馬鹿と姫の方針は、失わせないことだ。松永公、貴方は、見ている限りでは結けつ構こうなトリックスター気き質しつだと思っている。つまり〝こちらの思い通りにはならない〟と。

　だから無む理りには誘わない。旅行きの途と中ちゆうで寄ることがあったら、という程てい度どで頼む」

「そう思った通りにすらならないかもしれねえぜえ？」

「だから提案だ。うちにくれば──」

　笑えみが、また苦く笑しようとなる。そして告げられるのは、

「こういう方針を決めた馬ば鹿かと酒飲んで話が出来るし、姫にも会えるし、酒さか井い学長達たちもいる。──エロゲだろうが何だろうが自由だぞ？」

　言った副ふく会長の肩を、横にいる補ほ佐さが半はん目めで軽くつつく。彼女が表示枠サインフレームを渡してみせると、ややあってから副会長がこちらに笑みを作り直し、

「法律の範はん囲い内ないでな？」

「結けつ構こう厳きびしいっぽいなあ……」

　しかし、松まつ永ながは、胸を震わすような笑みの咳せきを一つ得た。ヘ、と笑って、

「成なる程ほど、あの馬鹿小こ僧ぞうと姫は、〝失わせない〟って方針な訳だあな。面白え。しかし……極ごく道どう者ものが行く末を心配されてちゃあ、いけねえよなあ」

「はは、──松永公こうは、そういう態度の方がいいかと」

「あんま持ち上げんなよう。なあ」

　だけど、と松永は言った。

「どうすんだよう。……武蔵むさし、国力ねえだろう？」
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　そうだなあー、と、正まさ純ずみは松永口く調ちように釣つられた思し考こうでそう思う。だが、

「一昨日おとといの夜の会合で、大体、そこらへんは気付いているんだ」

　口調が軽くなってしまっているのを、まだまだ未み熟じゆくだとそう思う。しかし、隠かくしていても仕方のない場所だ。だから言う。

「昔は、英国イギリスからM. H. R. R.神聖ローマ帝国へ行き、ヴェストファーレンを臨むつもりもあった。だが……」

　だが、

「英国行きでは、武蔵の歴史再さい現げんへの干かん渉しよう能力を証明出来たが、実際、英国が理解者となってくれただけだ。その後に三週間以い上じようの補ほ修しゆうを必要としているし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、P. A. Odaの主力に対しては、力不ぶ足そくだとは思う。

　今の武蔵は、歴史再現を行えて、一国の主力とは戦えるが、……そこまでなんだ。世界全体に飛び込んで、ずっと巡じゆん航こうしていられる〝国〟ではない」

・蜻蛉切：『すまん、正純』

・副会長：『お前の責任じゃない。このところの戦せん闘とうは相あい対たい戦せんでもないしな。総そう合ごう力りよくだ。そして、総合力が足りなければ、局きよく地ち的てき勝利は得られても最終的な勝利に至るのは無む理りだ』

　そのくらいは、自分でも解わかることだ。だから、

・●　画：『な、何アンタら、真剣なムード作って！　私にネームを切らせる気ね……！　いや、そろそろペン入れ入ってもいいかしらね……！』

　うるさいよ馬鹿。ともあれ、と正純は心の中で息を吐き、口を開いた。言うべきは、武蔵の今後の方針だ。それは、

「武蔵むさしは、マクデブルクの掠りやく奪だつから人々を救う援えん助じよをした後、清しん武たけ田だの協力をもって関かん東とうに行く予定だ。大おお坂さか湾わんから、そこの松まつ永なが公こうの土地を強ごう引いんに抜けた後だが、な」

　正まさ純ずみは、皆の顔を見渡した。

　誰だれも彼かれもこちらを見ている、が、そこには真しん剣けん味みよりも興きよう味み本ほん位いの方が多いように見える。

　試されているのだな、と改めて思い、自分だけではなく、武蔵全ぜん体たいがそうなのだと思い直す。だから、彼らの試しに応えるための方針を、正純は告げた。

「関東に行き、清武田、里さと見み、北ほう条じよう、を始めとした諸しよ国こく。出来れば上越露西亜スヴイエート・ルーシとも協議を行い、彼らをこちらの陣じん営えいに引き込もうと思っている。──総合的な国こく力りよくとは、武蔵本ほん体たいのものだけではなく、関係国こくとの協きよう働どうで得られる戦力や発言力りよくなども含まれるからな」

　そして、

「関東に行く途と中ちゆう、清武田と協働で三み方かたヶ原はらの戦いを再現する」

　ほう、と言ったのは巴ともえだ。

「随ずい分ぶんと、義よし経つねも思い切ったことをするな。三方ヶ原の戦いをもって、あの馬ば鹿かが襲しゆう名めいしている信しん玄げんは死ぬというのに」

「そのおかげで、私達は歴史再さい現げんを進めることが出来る。そう、……スタートラインはそこだ。信玄公こうが亡なくなり、武田が滅ほろびる長なが篠しのの戦いの直前、だな」

　武田が滅びれば、信長もその死が近い状態になる。京きようへの出入りを行い、しかし天下府ふ武ぶを為なす前に、本ほん能のう寺じで家か臣しんの明あけ智ち・光みつ秀ひでに討うたれることになるからだ。

「清武田には随ずい分ぶんと恩を得ることになるな」

　だけどよう、と松永が首を傾かしげた。

「いっつも里見や北条、清武田がくっついてるってわけにもいかねえだろよう。武蔵自じ体たいの総合力りよくだって、やっぱ必要だろう？」

「その準備も、現在、手て配はいを進めている」

　そこまでを言って、正純は右手を振った。

『まー』

　そして右手の先に表ひよう示じされたのは、一枚の表示枠サインフレームだ。映るのは線せん画が状態の、

「急ぎで作らせたものだが、武蔵の改かい修しゆうプランだ。関東IZUMOで行う」

　ほう、と皆が息を作ったのには理由がある。直なお政まさ作さくの設計案あんとして映る武蔵には、あるものがついているのだ。

「主しゆ砲ほうを含み、武ぶ装そうを行う。──武蔵を戦せん闘とう可能な艦かんとするプランだ」
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「おいおい、武蔵は武装解除じゃあねえのかよう？」

「──防ぼう衛えいのための戦せん闘とうは辞じさない。そして傭よう兵へいとしての仕事もあるし、何よりも末まつ世せ解決のために大罪武装ロイズモイ・オプロを得る際、その手段が戦闘になることもあると、英国イギリスでそう理解したのだ。

　だから、武蔵の改かい修しゆうを行いながら関かん東とうの地じ盤ばんを固め、その後にまたこちらへと戻ってくる。

　今いま言った程てい度どのことは通せる国こく力りよくを携たずさえて、な」

　その時はまた、

「──また、私達を試してくれ。貴方あなた達が懸け念ねんする武蔵の国力。こちらに戻ってきた時には、充分なものとなっていると、私はここに約束する」

　言葉を送った先、皆はすぐに頷うなずきも否ひ定ていもしない。だが、ややあってから、巴ともえがまず動いた。彼女はそのまま胡座あぐらの膝ひざに両手を置き、一度深ふかく頷いてから、

「充分だ。──先に期待するだけの場であったと、そう思う。だから、ここでもう──」

　閉へい幕まくと行こう。と、正純は巴の言葉を想そう像ぞうした。が、その時だった。

「？」

　不ふ意いの表示枠サインフレームが顔かお横よこに出た。書かれているのは、ネシンバラの台詞せりふだ。

・未熟者：『そこにいる皆も含みで、落ち着いて聞いてくれ。K. P. A. ItaliaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の戦闘が、終しゆう結けつしたという報告が来た』

　皆が、はっとして振り向く先、終結の内容は、たった一言で言えるものだった。

・未熟者：『厳いつく島しまが落ちたんだ』
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　厳島が落ちた、という意味を、正まさ純ずみは考える。それは、

　……K. P. A. Italiaが敗北した？

　教きよう皇こう総そう長ちようとガリレオ、他にも立たち花ばな・道どう雪せつを始めとして、有力な者達がいた筈はずだ。

　だが、ネシンバラから送られてくる状況報ほう告こくは、

「浮ふ上じよう島とうの厳島が、……撃げき沈ちんされ、中央から二つに割れただと？」

　昨日きのう、IZUMOの一部が砕くだけ落ちたのを見た。

　厳島はIZUMOよりやや小型の浮上島ではあるが、

　……あれを、どうやったら割れる？

　疑問はある。しかし、広こう報ほう委員の手による映えい像ぞうでは、暗あん雲うんの下、海に落ちた巨きよ大だいな塊かたまりがもはや二つの島のようになっているのが解わかる。周囲、生じた津つ波なみなどによる被ひ害がい状況報告も出ており、K. P. A. Italiaの残ざん存ぞん戦力が抵てい抗こうを続ける声せい明めい文ぶんも出している。

　うわ、と浅あさ間まが言った。

「通神帯ネツトが、一気にパンク寸前に──、あ、すいません。ちょっと地域限げん定てい状態にします！」

　幾いくつもの表示枠が彼女の周囲に出て、ハナミがその幾つかを手で叩たたいて縮めていく。

　そして皆がそれぞれの顔を見渡し、今後の判はん断だんをお互いに窺うかがった時だ。

「随ずい分ぶん、情報が遅く届いたもんだよなあ。俺おれあ、ここ来る前に知らされてたけどよう」

　松まつ永ながが、足を広く崩くずして言った。

　そして彼は、〝花園アヴアロン〟の空を見上げ、

「じゃ、大たい使しとして、最後の通つう達たつをしとくかよなあ」

「それは──」

　Shajaと、松永は言った。空に、まるで煙草たばこの煙を吐くように、

「羽は柴しばがよう、ちと、こういうことにしようと、そう言ったわけよう。〝武蔵むさしが戻ってくる際、マクデブルクへの補ほ充じゆう物資や傭よう兵へいを運んでくる可能性もある〟ってな。

　だから、会議が終わる時に、〝こう言ってあげて下さい〟ってな？

　つまり、──マクデブルクの略りやく奪だつを、前まえ倒だおしにするってよう」

「……!?」

　驚くなよう、と彼は言った。

「一日早めて、今日の午後八時。あと、二時間後ごだよなあ。うん。──あと二時間で、ここに、外にいる包ほう囲い戦せん士し団だん三万人が突っ込んでくると、そういうわけだあよう」





●






　そして午後六時十二分。大使としての仕事を終えた松永がスレイマンを連れ、己おのれの主しゆ艦かんシギサンにてマクデブルクを離れると同時、マクデブルク周辺地ち域いきの通つう神しんがM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクの結けつ界かい工こう作さくによって遮しや断だんされた。

　浅あさ間まとマクデブルク教きよう導どう院いんの協きよう働どうによって市内の通神環かん境きようは神しん道とう基き盤ばんで復ふつ帰きしたものの、外部との連れん絡らくはとれず、マクデブルクは夜よ闇やみの中で目も耳も奪うばわれた状態になったのである。

　ただ、遮断前まえに送られてきていた通神から、幾いくつかの情報がサルベージ出来ていた。

　一つは、K. P. A. Italiaの現状であった。浅間経けい由ゆで皆に伝わったそれは、

『拝はい啓けい

　　初夏の折、皆様いかがアーメンでしょうか。

　　当とう国こくも皆様の御ご指導のおかげを持ちまして、本日は誠に敗はい戦せんいたしました。厳いつく島しまは撃げき沈ちんされ、教きよう皇こう総そう長ちようが行方ゆくえ不明となっておりますが、鋭えい意い益ます々ますもって穏おん健けん派はは和わ解かいを、抵てい抗こう派はは野に下って抵てい抗こうを開始する次し第だいに──』

「……これ、自分が思いますに、実はもの凄すごい嫌いや味みなんじゃないでしょうか」

「フフフ、微び妙みように恨うらみ節ぶしに見えるわね……。薄うす型がた政治家、アンタの見立ては？」

「──教皇総長が行方不明というのが異常な事じ態たいだな。旧派カトリツク勢せい力りよく、そして聖せい連れん諸しよ国こくのまとめ役が、不在となっているんだ。各国は確かく認にんと策さく謀ぼうの動きをとる必要を強いられているだろう」

　それはつまり、

「欧おう州しゆう、Tsirhcツアーク系けい諸国が、連れん動どうをとれなくなる。──羽は柴しば達の介かい入にゆう余よ地ちが充分に生まれるということだ」

　そしてもう一つの情報は、武蔵むさしの現状だった。

　通神が遮しや断だんされる前にマクデブルクの掠りやく奪だつの前まえ倒だおしを伝えた際、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 上空を航こう行こう禁止された武蔵は未いまだ阿蘭陀オランダ国こつ境きよう沿ぞいの街におり、避ひ難なん民みんの降こう下かを行っている最さい中ちゆうだった。

　その場所からマクデブルクまで、曳えい航こうでは八時間。午後六時半に出しゆつ立たつしたとしても、到着は翌よく日じつの午前四半はんとなる。通神遮断の直前に武蔵から送られて来た通つう神しん文ぶんは、短く、

『急ぎ到とう着ちやく出来るよう、最さい善ぜんを尽くします。──以上』

　というもので、マクデブルクの武蔵勢ぜいは、その言葉をそれぞれの中で計るしかなかった。

　果たして午後六時三十分。マクデブルク全ぜん域いきは防ぼう備びの見直しと再さい構こう築ちくに奔ほん走そうすることとなり、非常事じ態たい宣せん言げんを出すとともに、

・未熟者：『敵てき戦せん力りよくの増ぞう強きようなど、悪い事じ態たいはいろいろ考えられる。だから、武蔵の方が早めの帰き還かんをしてくれるかどうか。そのあたりが生命線せんだろうね』

　それまで、マクデブルクが保つのかどうか。

　武蔵勢ぜいの皆の思いを代だい弁べんするように、浅あさ間まがつぶやいた。

「トーリ君達、今いま頃ごろ、どうしてるんでしょうか……」







[image: 第六十五章『微熱帯の唸り屋』]
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　暗く、揺れる部屋がある。

　狭く、前後に長い部屋。馬車の客室だ。部屋の中には長なが椅い子すが二つ向き合うように仕込まれ、左にはカーテン付きの窓が、右にはこれもカーテン付きの両開きの扉とびらがある。

　部屋の中に聞こえる音は、車しや輪じくの回る音と、幾いくつも重なる蹄てい鉄てつの響ひびきと、正面にある分ぶ厚あついカーテンの向こうからの、

「さてテュレやん。このまま、ルドルフ二世せいの幽ゆう閉へいの塔とうまで行けるんだよね？」

「そうですわね。あと一時間ほどですわ。でもマルゴットさん、……馬車の扱いお上じよう手ず」

「うん、うち、実じつ家かがちょっとそういうの扱う関係もあってねー」

　と、御ぎよ者しや台だいの方から響く声がある。

　その声を聞きながら、客車内ない、後こう部ぶ座席に座っているミトツダイラは、動けずにいた。

　女じよ装そうの馬ば鹿かが、こちらに寄りかかって熟じゆく睡すいしているからだ。

　……ね、眠りを妨さまたげてはなりませんわ……！

　自分の方は、獣じゆう人じん型がた異い族ぞくの特とく質しつで、夜になった方が気分が冴さえる。だから眠れないし、また、いろいろ思うこともあるからだ。

　……先ほど、休きゆう憩けい地点で母が夜や鳥ちようから受け取った手紙の内容……。

　それは、K. P. A. Italiaの敗北と、マクデブルクの略りやく奪だつが前まえ倒だおしされ、約一時間半後ごの夜八時になると決まったということだ。
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　厄やつ介かいな状態ですわね、とミトツダイラは思う。

　情報の確かく認にんを取りたくても、傍ぼう受じゆを恐れて広こう域いき、拠きよ点てん通つう神しんは行えない。更さらには、マクデブルク方面に近づくに連れてM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクが用いた通神遮しや断だん結けつ界かいが効果を現しており、今では顔が見える距離での相そう互ご通神ですらノイズが入る状態だ。

　休憩地点での母の話では、マクデブルク郊外のルドルフ二世の塔まであと三十分ほど。残る一時間でカルロス一世大だい総そう長ちようのメモを得て、点てん蔵ぞうが言うには、

「マクデブルクに自分達も突とつ入にゆうし、合流するのが手で御ご座ざろうな」

　そのような危険なことをする理由は一つ。

「恐らく、K. P. A. Italia方面にいた羽は柴しばとM. H. R. R.旧派の艦かん隊たいが南から来るで御座る。

　狙ねらいは、マクデブルクの掠奪の延長としての武蔵むさしの撃げき沈ちん。──教きよう皇こう総長が不ふ在ざいで、聖せい連れんが動けぬならば、止めるものも理由も無いで御座るからな。

　武蔵はマクデブルクに停てい留りゆうしている時間を最さい小しよう限げん短くする必要が御座るがゆえ、……自分達を外で回かい収しゆうする余よ裕ゆうは御座らぬかと」

「王を護まもるため、別べつ行動で後に合流するのは？」

「武蔵むさしが行くのは関かん東とう、江え戸どに御ご座ざる。──自分らが再さい合流をするためには、途と中ちゆうのP. A. Odaを通過せねばならぬかと」

　成なる程ほど、と頷うなずいたのは母だった。彼女は御ぎよ者しや台だいに乗りながら、笑えみの顔で、

「では、その方針で参りましょう。まあ、幾いくつか私どもの方でも手助けの動きがあると思いますわ。だから無む理りならば、ええ、……武蔵が関東から東とう北ほくなどを治めて欧おう州しゆうに戻るまで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの保ほ護ご下かに入るというのもありですのよ？」

　流石さすがにそれは避けたいが、万まんが一いちの保険としては確かく保ほしておく手段だろう。

　だが、馬ば鹿かが真剣な顔をして「御お菓か子しの家で豪ごう遊ゆうかあ」などと言っていたが、

　……あ、あの匂においの中でずっと我が王と暮らしたら、私おかしくなって──、

「……っ」

　記き憶おくの中に、匂いが染しみついてしまっている。母と父は随ずい分ぶんと幸せな時間を過ごしたのだろうと思うが、つまり昔むかし話ばなしは直接描びよう写しや抜ぬきで事実だったわけだ。子供の頃に「どうして気持ちいいのにキャンキャン泣くの？」とか聞いていた自分が恐ろしい。「大人おとなになれば解わかりますわよ？」などとマジ答えしていた母もどうかと思うが。

　ともあれ、とミトツダイラは、女じよ装そうを肩で支えたまま、客車の闇やみの中で一ひと息いきをついた。

　目的地に到着するまであと三十分弱、どうして過ごそうか、と。

　向かい合わせとなる正面の座席には、点てん蔵ぞうとメアリがいるが、二人とももたれ合って眠ってしまっている。初めは点蔵が「少々、睡すい眠みん時間を稼かせいでよう御座るか？」とのことで、

　……第一特とく務むがそのようなことを自分で言い出すのは、相当なんでしょうね。

　少なくとも、自分は初めて聞く。ただ、昨夜も、森の中で寝ずの番を続けていたのだろうし、これからのことも考えると、

　……私達といるのが安全と、そう思って頂けるなら、少しは自惚うぬぼれますわね。

　母が敵に回っていない、というのが一番大きな要因だろう。そして、初めは彼を支え、こちらと言葉を交わしていたメアリも、やがて船を漕こぎ始め、今は二人で緩い人ひとの字じだ。

　点蔵がメアリの胸に下から食い込んでいるのだが、それは既すでにナイトが記録した。どう考えてもこの数日の記録量りようは武蔵帰き還かん後ごの点蔵をオーバーキルするものだと思うのだが、

「小こ出だしにするから大だい丈じよう夫ぶだよミトっつあん！　テンゾーもレベルアップ出来るよ！」

　レベルが上がるなら仕方ない。しかしまあ、

　……ルドルフ二世せいの幽ゆう閉へいの塔とうですわね。

　謁えつ見けんの交こう渉しようは、我が王が行い、自分と点蔵が補ほ佐さと言うことになるのだろうか。ろくでもないことになる気もするが、いざ実じつ力りよく行使となったら、母か、自分の番だ。

「──どうなることでしょうか」

　ミトツダイラは、馬車の窓から外を見た。

　外は、密みつ集しゆうした木々の黒い森だった。複雑な山やま肌はだともいえる落ち葉の堆たい積せきや倒とう木ぼく、木き群むれの中を、首くび無なしの馬車はしかし、丸いが、軽く揺れるだけで何も当たることなく突っ走る。

　否いな、馬車が当たらないのではない。実際は木枝が馬車に当たる前に道を開け、大木すらも身を避けるのだ。岩や斜面、段だん差さや亀き裂れつは全て青い炎ほのおを吹く車しや輪りんが飛び越え、

「……！」

　いななきと共に、風が浅く馬車の中に入ってきた。

　……どうやっていなないているんですの？

　疑問に思ったら負けな気もするが、ふと見た窓の向こう、銀色の髪かみが踊っているのが見えた。

　母だ。
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　ミトツダイラは、窓から視し線せんを外し、前方、御ぎよ者しや台だいにいる母を見た。

　欧おう州しゆうにおいて、首無し馬の馬車は不幸を呼ぶ精せい霊れいの形だが、その力を抑え、我が物として扱えるのはそれよりも上位の者のみとなる。つまり、

　……人狼女王レーネ・デ・ガルウだからこそ扱える存在ですわね。

　これらの存在が、手続きは必要だが、呼べば現れる。それが上位異い族ぞくの王おう族ぞくの特とつ権けんだ。

　そして元々、人狼女王達たちは国こつ境きようなどに従うことなく森や山さん岳がくに住んでいたため、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのみならず、国こつ境きようを越えたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 側の森や山についても詳しい。

　今の周しゆう囲い状況を母に言わせれば、

「本来なら、M. H. R. R.旧派カトリツクによる警けい戒かいが森林側がわにもある筈はずですが、マクデブルクとK. P. A. Italia側に集中しているため、西側となるこちらが留る守す気ぎ味みですわね。

　だったらマクデブルクの近くにまでまだ森がありますので、伝っていける筈ですわ。いざとなったら河か川せんの上を突っ走る手もありますしね」

　とのことで、

　……速いですわね。

　一いつ瞬しゆん、森から峰みねに移ったり、谷を飛び越える時に夜空が見える。

　相当な速度だ。まるで、下り坂で停まらなくなっているような疾しつ走そうが続く。

　母が自分達の道みち案あん内ない役やくとなった理由が、今いま更さらながらに理解出来る。異族の中でも高位種しゆ族ぞくの王族が味み方かただということは、国境など無む関係に行き来出来るということなのだ、と。

　見れば、母の横、ナイトが魔術陣マギノフイグーアにM. H. R. R.内の手書き地図を表ひよう示じしてナビゲートしている。地図はかつてナルゼが空から見た風景を描いたもので、地図ではなく風景画がとして赦ゆるされているものだ。

　M. H. R. R.の土地勘かんがあるナイトが展望視し覚かく術じゆつ式しきで旧派集しゆう団だんや航こう空くう艦かん船せんの無い位置を探り、母が迂う回かいによって遠とお回まわりとなる道どう程ていを稼かせぐように速度を上げる。

　谷を飛び越え、着ちやく地ちと同どう時じに馬車は加速する。すると木々は除よけ、時とき折おり、逃げた精せい霊れい達たちが恐れに対する強がりから甲かん高だかい声で笑う。

　すると、御ぎよ者しや台だいの方から母の小さな笑い声がして、精霊達が静まりかえる。

　だが、母は、そのまま鼻はな歌うたを流し、

「ふふふ、マルゴットさんがいて助かりましたわ。私一人でしたら、面めん倒どうだから一いつ直線に行って、検けん問もんから何から食い散らかしてやろうと思ってましたのに」

「あー、ナイちゃんのこれも、後ろのテンゾーのアドバイス込みだから。

　テンゾーがIZUMOから落下する時にM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の方の地形や船の動きを確かく認にんしててさ。最さい短たんの行き方割わり出してたんだよね」

　ナイトが小さく笑う。

「ま、テンゾーのいいところと、テュレやんのいいトコ混ぜたのが現状ってとこかな。お互いの引っかかるところが無くて、速度二倍ばいってことだとナイちゃん思うんだよね」

　……上う手まくまとめますわね……。

　ナイトをナビゲーターにつけたのは点てん蔵ぞうの指し示じだが、母に行き先を指示出来る人物と判はん断だんしたからだろう。何しろ、母だけだと、わざと検問に突入して〝遊ぶ〟可能性が高い。更さらにはナイトは速度慣なれしているため、母に、

「もっと速度出だそうよ速度！」

　と、煽あおるため、母も暴ぼう走そう行為が面白くなっているフシがある。

　……あれ？　私、実は一人で冷静な分ぶん析せきしてませんの？

　それは馬車全ぜん体たいが冷静ではない証あかしのような気もするが、考えても無む意味なので放っておくことにする。

　しかし、ナイトの話を聞いた母が、御者台の上で頷うなずく気け配はいを作った。不意にカーテンを開け、ちらりとこちらと、眠っている点蔵とメアリを見て、

「彼、頼りになる人材ですわね。……実際、私が飛び降りた方角など全て計測して、短たん時間で距離を詰めてきましたし。正直言いえば、昼ひる頃ごろに到着するかと思っていたのですけどね」

　それに引き替え、と、笑えみの目が、こちらを見た。

「ネイトったら、王様の布ふ団とん代がわりにもなってあげられない薄うす身みっぷりで」

「な、何なに言ってんですの御お母かあ様！　そっちはそっちで談だん笑しようしてればいいじゃありませんの！　こっちに嫌いや味みをわざわざ振らないで頂けます!?」

　こちらが歯を剝むいて言うと、母は、まあ、と両の頰ほおに手を当ててくねくねして、

「うちの子ったら、私が同級生と話してるのを嫉しつ妬としちゃって……！」

　両りよう頰押さえたために手た綱づなが手放されて馬車がバウンドした。慌あわててナイトが手綱を摑つかんで母に手渡すが、一いつ瞬しゆんだけ谷底が見えたのは見み間ま違ちがいではあるまい。

　……あ、危なっ……!!

　気分屋やに命を預けている意味を今いま更さらに知る。

　しかし、車体が安定を取り戻して一ひと揺ゆれした時だ。横の彼が、がくりと揺れて大きく寄りかかってきた。え？　と思うより早く、こちらの肩から胸あたりに頰ほおを預けられ、

　……えええええ!?

　ウイッグつきで、少女と見まごう顔が露あらわになる。だが、

「……？」

　匂においが違う。否いや、新しい匂いを、ミトツダイラは彼から感じたのだ。

　母の匂いだった。
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「……!?」

　ミトツダイラは、己おのれの眉まゆが歪ゆがむのと、下した唇くちびるに思わず力が入るのを自覚する。

　彼から漂う母の匂い。

　彼から来るのは、いつもならば彼と喜き美みの匂いと、そして最近はホライゾンの匂いだ。特にホライゾンの匂いは、〝青雷亭ブルーサンダー〟由ゆ来らいとして、それはまた壮そう絶ぜつなまでの総そう菜ざいパンやベーコンやバターの匂いなので空くう腹ふく時じには堪たまりませんの。

　ともあれ、浅あさ間まや鈴すず、正まさ純ずみや何だか犬っぽいのとか、そこらを押しのけるようにして母の匂いがある。それも、唇の匂いだ。

「く……」

　昨さく夜や、何があったのかを訊きくのは、騎き士しの領りよう分ぶんではない。

　だが、喜美やホライゾンの顔が思い浮かんで、気分は誠に遺い憾かんな状態だ。何だか〝奪うばわれた〟とも〝汚けがされた〟とも言える思いが胸の底に上がってきて、悔くやしさという言葉を思う。

　だから鼻を寄せかけ、

「…………」

　前を見ると、母はナイトと談だん笑しようしている。

「まあ、あのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 放送委員の人気神肖テレビ番組〝世界の火か刑けいショー〟って、やっぱり生なま録どりでしたの？　すんでの所で逃げ回るの、リハ無しでしたのね」

「来週は英国イギリスでケルト式らしいからどうなるかなあ。匠たくみが最近ちょっと躁そうっぽいよね」

　などと、あまり触れたくないことを話しているが、あとは、

　……第一特とく務む達は……。

　正面では人の字じが崩くずれかかって、点てん蔵ぞうの顔が胸に押し潰つぶされている。窒ちつ息そくの危険と引き替えにいい夢でも見ているのだろうか。あとでナイトを呼ばねば。

　それに、今はこちらにもすることがある。

「ん」

　ミトツダイラは鼻を動かし、彼の匂においを探たん知ちする。強く匂うのは昔を思い出すような母の料理の匂いだ。香こう辛しん料りようは塩とハーブ頼りで、肉は鹿しかや猪いのししが主体。だが、それらの奥にあるのは、

　……あ。

　身体からだには、抱きしめたような形で母の肌はだの匂いがある。脚あしを浅く絡めたようだが、

　……身、身を重ねたわけではないようですわね……！

　我が母と王に対して想そう像ぞうが行き過ぎてはいないかと思うが、片方は気分屋でケダモノで片方は馬ば鹿かで全ぜん裸らだ。後者の方がヒロインな気もするが、現実はなかなか厳きびしい。

　ともあれ嗅かいで解わかるのは、母の唇くちびるの匂いが彼の額ひたいや頰ほお、首の方にだけあるということで、唇などに重ねられてはいないということだった。だから、

「…………」

　ミトツダイラは安あん堵どの吐と息いきを深くつく。何よりもまあ、王と共通の秘ひ密みつを抱えることにならなくて良かったと思い、しかし

　……この、御お母かあ様の匂いは……。

　間違いなく、顔を寄せて舐なめ、唇を這はわせたのだろう。

　そんな匂いが、有る、というだけでも鬱うつ陶とうしく、それが自分の王に有るのも腹立たしい。

　自分の王に、他者からマーキングされたみたいで、己おのれに感じる不ふ甲が斐いなさが憤いきどおりに転てん化かする。

　ゆえに母の匂いを消すために、ミトツダイラは彼の顔に唇と舌したを寄せ、しかし、

「────」

　やめた。

　肩を落として身をわずかに引いた。
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　……私は、騎き士しですものね。

　獣けものではないし、本来寄より添そうべき姫でもなければ、支える家か人じんでもない。このメンバーの中で考えてみても、自分の本ほん分ぶんは戦せん闘とうにある。

　武蔵むさしに戻ったら喜き美みに頼んで風ふ呂ろに入れさせるか、智ともに頼んで御祓みそぎさせればいい。

　これは自分の本分ではないと、そう己に言い聞かせた時だ。

「ん」

　彼が身を揺らして更さらに寄りかかってきた。メアリのようにフックとなる胸が当方に無いため、彼の身がこちらの胸むね前まえをストレートに落ちようとして、

「……!?」

　慌あわてて、仰あお向むけになりかけの彼を両腕で抱える。と、その姿し勢せいは、

　……何!?　この学がく芸げい会かいで王おう子じと姫がやりそうな姿勢!!

　昔、小しよう等とう部ぶの時、白しら雪ゆき姫ひめの劇を学芸会で演じたのを思い出す。あれは当時から背が高かった浅あさ間まが王おう子じ役やくで、当時から邪じや悪あくだった喜き美みが何な故ぜか姫役だったのだが、

　……森の中で毒どく林りん檎ごを食べて息を止めた姫が、何故か王子に「さあ！　心しん臓ぞうマッサージよ！マッサージ！」と迫る危険な劇でしたわねえ……。

　あまりの急きゆう展開に浅間が台詞せりふを忘れておろおろしていると、幕の向こうから馬ば鹿かが来た。馬鹿は全ぜん裸らにチョコを塗りたくって、頭にしろ菜なを束たばで着けた姿すがたで、

「俺おれは木！　森の木だよ！　だけどおしべの木だ！　さあ！　ちょんまげえ──」

　などと無む差別に始めたために浅間が射しや撃げきし、世界が平和になったところで劇は終了した。

　今のこの姿し勢せいは、あの時に姉が揉もまれなかったことへのリベンジだろうか。

　……い、いえ、落ち着きなさい私！　これは偶ぐう然ぜん！　偶然!!

　思い、姿勢を直そうとする。だが、

「……ん」

　彼が眠っている息が聞こえて、ミトツダイラは身から力を抜いた。

　……まあ、王が安あん堵どしてるならいいことですわ。

　そして、ミトツダイラは、もう一度あたりを確かく認にんし、誰だれも自分に意識を払っていないことを確かく認にんすると、

「…………」

　彼の額ひたいに、己おのれの頰ほおから喉のどをゆっくり這はわせた。

　まるで猫や犬のマーキングだと、そう思いながら、母の匂においに己の匂いを重ねていく。

　武蔵むさしに戻ったら、喜美や智ともに頼んで、消して貰もらおうと、そう思いながら。
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「──人々の退たい艦かんがようやく終了しましたか」

　本ほん棚だなが並ぶ場所、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いん一階右う舷げん側がわの図書室だ。カウンター前の椅い子すに座っていたホライゾンは、やってきたハイディからの連れん絡らくを受け、本を閉じた。

　図書室の中には既すでに灯あかりがついているが、未いまだに子供達がいる。マクデブルクの住民の退たい避ひと、物資の運び込みなどで武蔵艦かん内ないが慌あわただしく、未だに親が帰らぬ家が多いのだ。

　子供達のために〝青雷亭ブルーサンダー〟から持ってきたビスコッティなどを分けながら、ホライゾンはハイディに問いかける。

「で、いつ頃、マクデブルクへと戻れますか？」

「出しゆつ航こうまであと二時間、ってところじゃないかな。輸ゆ送そう艦かんを下ろして、人々下ろして、物ぶつ資し下ろして、となると、結けつ構こう掛かることになると思うから」

　だとすると、とホライゾンは顎あごに手を当てる。彼女は、ハイディがエリマキを頭の上に載のせるのを見ながら、

「マクデブルクまで合ごう計けい十時間ですか。……その頃には、前まえ倒だおしになったマクデブルクの掠りやく奪だつは終了、ついた時にはK. P. A. Italiaからの敵てき援えん軍ぐんが待ち構えているというわけですね」

　そうだね、とハイディがつぶやく。彼女はカウンターに腰を預けて南の空を見ながら、

「あそこにいる人員。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのアンヌ・ドートリッシュ、マザラン、改派プロテスタントのルターこと巴ともえ御ご前ぜんに、半はん球きゆう製作者のゲーリケ市長、そして、武蔵むさしの面めん々めんっしょ。

　あそこで、半分消すか、〝保ほ護ご〟するだけで、欧おう州しゆうの今後は大きく変わっちゃう」

「やりにくい話ですね」

　と、吐と息いきつきでつぶやいたホライゾンに、ふと、ハイディが首を傾かしげた。

「？　……ホライゾン、変わった？」
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　変化を問われた台詞せりふ。

　それに対し、ホライゾンは首を傾かしげていた。

「？　……何がですか？」

　あ、いや、とハイディが表示枠サインフレームを出して諸しよ処しよの手続きをしながら、言葉を作る。

「トーリ君を救いに行こうとしたり、今も、焦あせってるよね？」

「焦り……、ですか？　それも、今〝も〟？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とハイディは苦く笑しようを微笑に変える。

「強欲と悲嘆の影えい響きようなのかな。悲嘆を得ないように、強欲で焦ってる？」

「……実感はありませんが、外から見るとそうなのですか」

　しかし、とホライゾンはハイディに問いかける。

「ハイディ様も、そのようなことになったことが、おありですか？」

「ホライゾンを救いに行こうとした時、皆そうだったんじゃないかな？」

　問われ、ホライゾンは視し線せんをハイディからゆっくりと外した。

　ややあってから、彼女は、一つ頷うなずき、

「──Ｊｕｄ．、成なる程ほど、不ふ可か解かいだった部分が、判はん断だん保ほ留りゆうからいきなり答えを得た状態です」

「あ、今、実は凄すごい瞬しゆん間かんを作っちゃった？」

「Ｊｕｄ．、……正直、当時を思い返してみても、トーリ様がとっていた不ふ規則言げん動どうがかなりカモフラになっていて、真しん意いなどを判断出来なかったのですが」

　その言葉に、ハイディがわずかに視線を逸そらした。

「……だろうねえ」

「ただまあ、──あれもトーリ様なりの焦りや、他、未いまだホライゾンが得られぬ感情などによるものだったのでしょう」

「トーリ君が戻ってきたら、それ、言ってあげるといいよ」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷いた。そして彼女は、またハイディに視線を向け、

「ハイディ様は、個人的に、そのようなことがおありですか」

「んー、私よりも、シロ君の方が……、あってくれると嬉うれしいかなあ？」

　？　と首を傾かしげたホライゾンに、ハイディは笑えみを見せる。

「昔ね？　ホライゾンがいない間に、ちょっといろいろあったのね」

「いずれ、お聞かせ願えますか？　ホライゾンがいない間の出来事となると、聞くことが必然ではないものですので」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンがまた感情得えたら、その使い方のヒントになるかもしれないし」

　と、鍵けん盤ばんを叩たたいていたハイディが、エリマキの頭を軽く叩たたく。すると新しい表示枠サインフレームが出て、しかしハイディがその内容を確かく認にんして眉まゆをひそめた。

「うあ……、輸ゆ送そう艦かんの降こう下かパターン変えて時間短たん縮しゆくしようとしたら逆に増えた……」

「ああ、青雷亭ブルーサンダーでも、新作のパン作ると竈かまどにどう並べようかでやりますね、似たようなの。最初に入れたやり方が一番多く入ったんだけど、再現しようとしても不可能という……」

「うーん……、どうしたもんかな。今だとマクデブルク到着までに合計で十時間掛かかるから、今が夜七時として、到着は午前五時？」

「まあ、マクデブルク掠りやく奪だつが八時からという話ですから、九時間も後ですか……」

　とホライゾンが眉まゆをひそめた時だ。ハイディの顔かお横よこに表示枠が出た。それに映っているのはシロジロで。

『ハイディ、商しよう工こう団だんを抑え込んだ。──物ぶつ資し輸送は無しだ。代わりに武蔵むさしの出しゆつ航こう時間を二時間早める』

「え？　どういうこと？」

『マクデブルクの人々を下ろした際、使用した輸送艦に武蔵用ようの物資類るいを搭とう載さいして戻すつもりだったが、それを中止する。輸送艦はここに放ほう棄きし、人々の仮か設せつ住宅の基礎として貰もらう。

　そうすることで武蔵はすぐに動ける筈はずだ。スケジュールの組み直しをしてくれ』

　ホライゾンは、二人の応答に首を傾げた。

「輸送をやめて金を稼かせがないなどと、シロジロ様は気が狂われましたか」

「シロ君！　シロ君！　あんなこと言われてるよ!?」

『言っておくが金のことを忘れた私ではない』

　シロジロが、腕を組んでつぶやいた。

『放棄した船はこちらで買い取った。所有者はそれを元もと手でに関かん東とうIZUMOにて新型の輸送艦を買うという算さん段だんだ。──関東IZUMOの輸送艦は既すでに私が全て買い取っているがな』

「やったシロ君！　鬼き畜ちくで素す敵てき!!　どす黒いからこそ金の色が綺き麗れいに見えるよね!!」

　会計コンビは表示枠越ごしに力を込めた円マークを指で作って掲かかげ、応答を終える。

　そしてホライゾンの眼がん前ぜん、ハイディが吐と息いきして、計算用の表示枠を手元に新設する。

「こりゃちょっと、パズルみたいに頑がん張ばってみるしかないかな」

　だけど、とハイディがつぶやいた。

「結局、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 上空が航こう行こう出来ないと、二時間減げん少しようしてもマクデブルクまで八時間だよねえ……」

　と、ハイディがカウンターにもたれかかった時だった。

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、それをどうにか出来る方法というものを、ホライゾン、模も索さくしてみましょうか。

　適てき役やくというものがあるならば、少し、思い当たるフシがあるのです。

　それまでハイディ様は皆様のとりまとめを御お願ねがい致します」

　え？　と疑問するハイディの前、ホライゾンが小さく頷うなずいた。彼女は無む表情に、

「──苛いら立だちというものがあるならば、それを収めるために動くのもいいものかと」
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　その塔とうは、ただ立っていた。

「何か、もの凄すごく、でっち上げっぽくね？」

　女じよ装そうが言う正面。夜に突き立つ鉄の塔は、基き部ぶの直径三十メートル、高さにおいては、

「……五百メートルはあると聞いたで御ご座ざるな」

　しかし、と点てん蔵ぞうは辺りを見回した。

　ここは丘の上だ。見晴らしよく、丘の下には森と町がある。森にて馬車を降りた自分達は、道を数分歩あるいてここまで来たのだが、

　……防ぼう壁へきも無いで御座るか。

　警けい備びのものか、塔の周りには装そう飾しよくの付いた小こ屋やが幾いくつか点てん在ざいし、それぞれを垣かき根ねで結んでいる。更さらにその外から垣根がもう一重して塔を囲んでいるが、防壁にはなり得ぬ低いものだ。

　ふうむ、と点蔵は腕を組んだ。そして、同じように塔を眺ながめている人狼女王レーネ・デ・ガルウに対し、

「人狼女王殿どの、……M. H. R. R.神聖ローマ帝国 は、ルドルフ二世せい総そう長ちようを保ほ護ごする気は無いので御座ろうか。旧派カトリツクの総長を、このような改派プロテスタントの土地に〝引っ越し〟とは」

「そのあたりは、貴方あなたの持っている情報と事実は大たい差さないと思いますわ。家いえ柄がらで総長役やくと生徒会長役を押しつけられた兄弟の内、兄は史し実じつ通りに政治から目を逸そらし、魔術テクノマギや芸術に没ぼつ頭とうして幽ゆう閉へいとなり、しかし弟は傀かい儡らいともなりながら三十年戦争に向かう……。ですけど」

　人狼女王が、肩をすくめる。

「この〝引っ越し〟。……ルドルフ二世もノリノリだったそうですよ？」

　そうなんですか？　とメアリが横に並ぶのは、彼女も幽閉に等しい生活を一時なりとも望んだことがあるからだろう。

　そしてこちらの腕を抱く彼女が、人狼女王に問いかける。

「……ルドルフ二世総長は、自分が要いらない人間だと、そう考えているんでしょうか？」
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「どうなんでしょうね？」

　メアリの言葉に、ふと、人狼女王が目を細めるのを点蔵は見た。

「自分は要らない存在だと、そう思ったことがない者の方が、少なくありませんの？　と、私はそんな風ふうに思いますの。──まあ、個人的な人生論ろんですけどね？」

　そんな風にこちらに言われた言葉を追うように、点蔵はメアリを見る。

　すると、メアリは数すう瞬しゆん考えていたようだったが、やがて頰ほおの傷を弓にして頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御座います。──そうですね。ルドルフ二世総長も、人狼女王様さまや私達と同じ、普通の人なのだと思います」

　Ｔｅｓテスタメント．、と人狼女王レーネ・デ・ガルウも目を弓にした。彼女はメアリに笑えみを向け、

「まあ特に、ルドルフ二世せいの出しゆ身しん家けであるハプスブルクの人間は、ね。あの家か系けいは、他た家けからその血を欲されるがゆえに、人格が無む視しされても仕方のないところはありますものね」

　そうで御ご座ざろうなあ、と点てん蔵ぞうはメアリと共に首を下に振る。

　……ハプスブルク家に御座るか。

　ルドルフ二世や弟のマティアスを輩はい出しゆつしたハプスブルク家は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 南部の領りよう邦ほうや、三征西班牙トレス・エスパニアの家系の基盤を為なす瑞西スイス方面出しゆつ自じの名めい家かだ。

　国にこだわらず、〝家いえ〟として各国間かんにまたがった一族繁はん栄えいを目め指ざしているのが特とく徴ちようで、

　……ある意味、国ではなく、血ち筋すじによる欧おう州しゆう統一を目指したとも言えるで御座るな。

　戦せん乱らんの多い欧州においては、同じ家出身であれば国家同どう士しの繫つながりが強く持てる、という利点もあった。ゆえにハプスブルク家の治める国家は、政せい略りやく結婚を通して各国にハプスブルク家の人間を送り、同どう家け同どう士し、戦争をなるべく避け、協きよう働どうで発展を望む施し策さくをとっているのだ。

　その発展の基礎にあるのは、血筋故ゆえの、

「多た産さんの家系……、と言うことで御座るな」

　ハプスブルク家の女は多産、ということが言われている。だから、その家か訓くんは、

「〝戦いくさは他家に任せればいい。幸いなるオーストリア、汝なんじは結婚せよ〟で御座ったか」

　これを言ったのは、ハプスブルク家に皇こう帝てい位の世せ襲しゆうを確立させたM. H. R. R.総長、マクシミリアン一世だ。傭よう兵へい達が戦せん場じようの主役であった中ちゆう世せい後期、傭兵達の支持を得た彼は、やはり今でも中世ジャンルのエロゲで人気だ。最新のタイトルは〝中性最さい後ごの騎き士し〟だったが、今の家訓などは、選択肢しを失敗して独ひとり身みエンドなどになった時に必ず出るのがお約束だ。

　……特に寝ね取とられエンドの時は心に響ひびくで御座るなあ。

　と、横のメアリがこちらの腕を引いた。何事？　と振り向けば、

「点蔵様さま、今の言葉が書いてあるゲーム、持ってらっしゃいましたよね？　私、詳しく見せて頂いたことはないんですが、今日のためのお勉強を？」

　感動したような表情を向けられて、点蔵ちょっと困るで御座る。ほら、メアリ殿どのの背後、ミトツダイラ殿とナイト殿が〝ちょっと裏に来い〟のジェスチャーをして御座るし。

　ともあれそれを無む視しして、しかし点蔵は人狼女王とミトツダイラを交互に見る。

「しかして六護式仏蘭西は、M. H. R. R.系の影えい響きようが強いハプスブルク家の介かい入にゆうを嫌い、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ王おう家けであるブルボン家による王おう朝ちようを確立したので御座ったな」

「Ｔｅｓ．、ゆえに、三十年戦争でもマジに戦えるわけですわ。中世以い後ご、欧州を家系によって支配しようとしたハプスブルク家を六護式仏蘭西が止める。──そんな戦いですわね」

　成なる程ほど、と女おんな衆しゆうが頷うなずく。メアリやミトツダイラにとっては、他国への縁えん組ぐみや、襲しゆう名めいなどもあるから、己おのれに密みつ接せつした話題でもあるのだろう。

　こういう話題も、今後は避けず、茶でも飲みながら瓦かわら版ばん片手に行うのがいいのかもしれぬと、点てん蔵ぞうはそんなことを思い、

「ともあれまあ、ルドルフ二世せい総そう長ちようは、ちょっと複雑な御ご仁じんっぽいで御ご座ざるな」

　塔とうを見上げれば、窓があるのは塔外がい周しゆうを回る階かい段だん部分だけで、最さい上じよう階かいは壁だけしかない。

「どうしたもので御座るかな、トーリ殿どの……」

　言って視し線せんを向けた先。女じよ装そうの馬ば鹿かがいない。おや？　と思い、辺りを見回すと、塔の入り口の方、垣かき根ねのところに女装がおり、

「おーい、オメエらとっとと来いよ！　入り方教おしえてくれるって!!」

「うわあ──！　何勝かつ手てに動いてるで御座るか!?」
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　点蔵はメアリの手を引いてそちらに向かう。

「一応ここ敵てき地ちで御座るから勝手な個こ人じん行動は危険で御座るよ!?」

「ああ!?　勝手な行動だ!?　オメエだって勝手に動くとこあんだろ!?　部屋の隅すみで体育座ずわりしてニヤニヤしながらメアリの裸はだかを想そう像ぞうした時とか」

　まあ、とメアリが顔を赤くして頰ほおに手を当てるが、肘ひじを挟んでくる胸同どう様ように、背後で録ろく音おん始めたナイトが危険だ。だから点蔵は、メアリにだけ聞こえる声で、

「メアリ殿？　ちょ、ちょっとまあ、事実で御座るが、その、はしたないことで御座るので」

「え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　や、やはりそういうものですよね。表だっては、ええ」

　了りよう解かいが取れたので、建たて前まえの否定が可能になった。だから、

「そ、そんなことしないで御座るよ!!　そうで御座るなメアリ殿！」

「そ、そうですっ、点蔵様はそんなはしたないことしませんっ。妻の裸など全く興きよう味みのない、私の着替え中などもゲームにばかり集中されてる方ですっ。見て頂いて構いませんのに」

　ミトツダイラとナイトが〝ちょっとお前こっちへこい〟とこちらにジェスチャーをした。

　すると人狼女王レーネ・デ・ガルウも、まあ、と少し注意する口く調ちようで言ってくる。そして彼女はこちらを見て、

「妻の裸を想そう像ぞうしないとは何事ですか？　いいですか？　基本として、愛する者を見たら、服を着ていても部屋が離れていても匂においで全ぜん身しん想像して、今夜どころか五秒後くらいからどう絡もうか口にしようか捧ささげようかと想像が止まらなくなるくらいでないといけませんっ」

「ちょ、ちょっとお母かあ様！　レベルが！　レベルが違いますわ!!」

　しかし、横のメアリは、意味が解わかっていないのか、首を傾かしげた。しかし彼女は、こちらの横で頰を赤くし、人狼女王に笑えみを見せた。

「でもまあ、想像して頂かなくても構いません。だって、いつでも見て頂けますから」

　それとも、と、メアリがこちらから視線を少し逸そらした笑えみで問うてきた。

「まだしっかりお見せしたことはありませんけど、……ひょっとして、私が気付かぬところで見て頂いてますか？　私、寝ね相ぞうあまり良くないんですけど、毎朝布ふ団とんがずれてませんので」

　……詳しよう細さい知らずにその台詞せりふは超ちよう危険──!!

　ふうん、とメアリの背後でナイトとミトツダイラが半はん目めになる。ナイトが超棒ぼう読よみで、

「ナイちゃん──、テンゾーがそんな優しいなんてチョ──意い外がい──」

「寝ている時だけ見るなんて、……汚けがらわしいですわね」

　ち、違うで御ご座ざるよ！　コボルドの女子連れんに一晩五円で布ふ団とん直し頼んでるで御座るよ！　自分見てないで御座るよ！　というかメアリ殿どの、抱き癖ぐせあって布団抱だくで御座るからなあ。時たまコボルドが抱き閉じられた布団に包まれて脱だつ出しゆつ不能になるのも、

　……いとをかしで御座るなあ。

　しかし気付けば、メアリの背後でナイトが記録しており、ミトツダイラが半目でチェックをしている。そして向こうから、

「おーい、早く来いって……！」

　女じよ装そうが呼んでいるので、点てん蔵ぞうはメアリの手を引いて行くことにする。
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　ミトツダイラは、横のナイトの「テンゾー逃げたあ」という声を聞きつつ、塔とうを囲む垣かき根ねの方へと足を急がせる。すぐに馬ば鹿かが見える位置につき、

「……で、何ですの総そうちょ……、じゃなくて、ええと」

　女装しているのだ。趣しゆ味みではなくて身分を隠かくすためだと信じたい。だからどう呼んだものかと迷っていると、

「おいおいネイト！　俺おれの名前は生なま子こだよ！　生子って呼べよ!!」

　総そう長ちようじゃなくて生徒会長の方の〝生〟だったら生せい子こでは？

　しかし、塔の前、横に並んだナイトが、

「〝タリーン・ノウ〟とか、そんな名前でどうかな」

「ああ、今、私、〝馬鹿子こ〟とか、ダイレクトなの考えてましたわ」

「結けつ構こううちの女おんな衆しゆうは厳きびしいで御座るな……」

　しかし、馬鹿は、垣根の間、塔へと至る内うち道みちの中央で塔の者と話をしている。彼の向こうに立っているのは、ミトツダイラの目から見れば、

　……貴き族ぞく？

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の女子制せい服ふくをドレスとして着込んだ女性がいる。人の良さそうな笑えみを浮かべた彼女の背後、開きっぱなしの塔の入口辺りには、やはり女の影がある。これはまるで、

「娼しよう館かんみたいじゃないかな？」

　ナイトの懸け念ねんに、女じよ装そうと相あい対たいする女が笑みで頷うなずいた。

「そのくらいの覚かく悟ごで来たのでしょう？　ルドルフ様が夜な昼なに御お相手を求めてますから、もはや近きん隣りんの都市に急きゆう募ぼの張り紙をしても来ない状態が続いてましたけど」

　奥、入口の前にて、番をするように立つ長身の体格いい女が頷うなずいた。

「ルドルフ様の方針でな。来る者は拒こばまず、だ。──お慰なぐさめ申すなら、早く行け。それとも、誰だれかを取り戻しに来たか？」

　彼女は、そこまで問うて、苦く笑しようする。

「軽い御お相手と思って来た訳わけでは無かろうな」
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　……え？　これって……。

　思わず硬い唾つばを飲んだミトツダイラは、

「……えええ!?　今回、そういうミッションですの!?」

　振り向くと、こちら側に戻ってきた馬ば鹿かが手て招まねきしている。

　ミトツダイラが駆かけていくと、馬鹿はスクラムの用意をして、

「おっし来たな来たな。よーしステイステイステイ」

「ネイト、貴女あなた武蔵むさしでどういう扱いを……」

「ち、違いますっ、違いますからねっ」

　ともあれ、馬鹿も母も含めて皆で作さく戦せん会議のスクラムを組んだ。まず母が、冷静な顔で頷うなずき、

「とっとと昇のぼってブチ殺してきましょうか」

「ど、どうしてお母かあ様は派は手でな方に考えたがりますの!?」

「じゃあ、ネイト、貴女行きますの？」

　言われると沈ちん黙もくせざるを得ない。すると馬鹿が、

「しょうがねえ、俺おれが行くしかねえか……」

「え!?　な、何なに言ってるんですの総そう長ちよう!?　武蔵むさしの総長が他た教きよう導どう院いんの総長とカマ──ンな関係になったり国際SHUDO黒くろ帯おび持ちみたいな状態になったら支持率りつガタ落ちですわよ!?」

「オメエたまにエンジン掛かる時がねえ？」

「まあ、そうなったらなったでナイちゃん思うけど、いつものソーチョーの身体からだ張ったギャグだと思われるんじゃないかな」

　同意し掛けたが踏みとどまった。しかし馬鹿は頭を搔かき、こちらをちらりと見てから、

「まあ、そうだわな。……でまあ、ちょっと何かあっかもしんねえけど、ママンはマジになると強すぎるし、テンゾーはハナから相手にしてねえしー」

「な、何か棘とげのある言い方で御ご座ざるなあ！」

「ああ!?　悔くやしかったら女じよ装そうしてからもの言えよオメエ!?　女装の出来ねえ帽ぼう子し男の貴き様さまに対し、俺おれは今、間違いなく人生のアドバンテージを持っている……！」

　人間的には下向きのアドバンテージですわね、とミトツダイラは思った。そして、

「総長、それで、あの」

「生なま子こって言えよ生子って……。約束だろう？」

　皆で睨にらんで静かにさせてから、背を叩たたいて言葉を作らせた。すると馬ば鹿かは、

「でもまあ、……これだとどう考えても、メアリは駄だ目めだろ？」

「？」

　メアリは意味が解わかっていないようだが、まあ仕方あるまい。そして馬鹿は、

「金きんマルも駄目だろうしなあ」

「ガっちゃんいるしねえ……」

「な？　だとしたら俺おれだろ？」

　と、馬鹿がスクラムから離れて背を向けた。そして彼は塔とうを見て、脚あしを蟹がに股またに開いて股こ間かん部ぶ分を引っ張ってポジションを直すと、尻しりを一つ叩き、

「うっし、ちょっと行ってくっか。帰りは遅くなるけどメシは待っとけよ？」

「外げ、外げ道どう！　外道で御ご座ざるよこの男！」

「いえ、あの、ちょ、ちょっと待って下さいな！」

　ミトツダイラは、慌あわてて声を掛ける。既すでに母に舐なめ回された彼が、ここで更さらにそっち系けいにまで持って行かれることになったら、騎き士しの名な折おれもいいところだ。だから、考えた結果と言うよりも、反射的な物もの言いいを、ミトツダイラは放っていた。

「──私が行きますわ!!」
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　思わず叫んでしまったミトツダイラは、

　……あ。

　しまった、と少し思ってしまう自分が情なさけ無い。

　しかし、こちらの視し界かいの中央で、女装が振り向いた。

　女装は、こちらを見て、眉まゆ尻じりを下げ、

「ネイト、オメエ……」

「な、何ですの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と馬鹿がうなだれた。そして馬鹿は、こちらの肩に両の手を乗せ、そのまま下に向かわせ、揉もんで来て、

「胸が説得力りよくねえからなあ……」

　打ち下ろしの打だ撃げきで、ミトツダイラは馬鹿を地面に沈めた。
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　夜の闇やみにたゆとう瀬せ戸と内ない海かいの前。

　砂浜に着ちやく地ちした航こう空くう艦かんの前では、戦せん勝しようの祝いが行われていた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の制服を着た者達と、P. A. Odaの制服を着た者達による祝いだ。

　M. H. R. R.旧派カトリツクと、羽は柴しばやP. Aodaの南面戦せん士し団だんによる、K. P. A. Italia攻こう略りやくの戦せん勝しよう祭さいだった。

　砂浜の上、国や教きよう譜ふの枠わくを超え、多くの影が篝かがり火びを浴び、祝い用の花火術じゆつ式しきによってガルーダやジンを飛ばしながら賑にぎやかにやっている。

　教譜差さゆえ、食える料理には一部差があって屋や台たいの配置は分かれている。が、それぞれの話題の行き来はあるし、砂浜は今回の戦せん闘とうの見直しを図ず示しするには最さい適てきだ。

　自じ慢まん話ばなしも冷静な話もあり、しかしそれぞれは、まずは騒いでの開放感を望んでいた。

　音楽も踊りも充分だ。ときに女子グループが絡まれたり殴なぐり返したりで歓かん声せいを浴びている。

　だが、下の騒ぎとは対たい照しよう的てきに、砂浜に停てい泊はくした艦の上には灯あかりもない。

　ただ、中央に停てい泊はくした大型艦かんの舳へ先さき側、手て摺すりの傍かたわらに用意されたテーブルには、

「マティアス、今日はお疲れさまでした」

『おつかれー』

　マティアスがいた。

　彼は懐ふところから抜いたナイフで爪つめを削けずりながら、やってきた赤の制服に振り向く。

「お疲れと言われても、まあ、社交辞じ令れいだろうけど、うん、私は何もしていないよ、前まえ田だ君くん。

　君達の方が活躍だろう。……九く鬼き君？　随ずい分ぶんと負ふ傷しようしていたようだが、大だい丈じよう夫ぶかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、現在では既すでに止し血けつも終え、腕をどうするかを保ほ健けん委員と話し合ってますよ。再生にするか新しん造ぞうにするか、で。ともあれ、マティアスが気き遣づかっていたと聞いたら、それを光栄に思える人だから、お気になさらずに」

「君ら、本当に凄すごいよな。で──」

　甲かん板ぱんの縁へり、自分で運んで来た椅い子すに座ったマティアスが、赤の制服姿すがたに聞く。

「前田君は、私と同じで、これから北へ？」

　利とし家いえは肩のまつと共に頷うなずいた。彼は、わずかに光を帯びた身体からだを甲板縁に寄せ、

「マクデブルクの方、マティアスは無む理りして行かずともいいんですよ？」

「いや、兄のことが気がかりだしね。兄は私に会ってくれないと思うが」

「難しいところですね。……ですが、僕の聞いた限りでは、ルドルフ二世せい総そう長ちようの方から距離をとったんだと思いますよ？」

「まあ、名めい誉よ欲も何もない兄の方が正常だよ。私の方がいけない。史し実じつでは、ルドルフ二世は騎士道や魔術テクノマギ、そして芸術や美術に傾けい倒とうして国を顧かえりみなかったというが……」

　マティアスは、腕を組んで苦く笑しようした。

「騎士道や王様ごっこなら、私の方が好きだったということだ。そして、ついでにいうと、戦せん国ごく武ぶ将しようごっこも好きなようだね。何しろ……、これから下げ克こく上じようまでするんだから」

「マティアス、……ルドルフ二世総長は……」

　Ｔｅｓテスタメント．、とマティアスは頷うなずいた。

「兄は簡単に死ぬような人間じゃない。何しろ、ハプスブルクの歴史が生んだ。一つの完成形けいなんだ。それも、……誰だれにも理解出来ないような、ね。

　だからこそ、人は兄をこう呼ぶ。──〝狂人ヴアージンニンガー〟と」

　さあ、とマティアスは言った。

「行こうか、マクデブルクへ。着いた頃には終わっているかも知れないけど、それによって、終わらせに行くんだ。──兄の時代を、ね」
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　幽ゆう閉へいの塔とうの中は、鉄で出来ていた。床も、壁も、階段も、廊下や踊り場に置かれた椅い子すさえも、全てが硬い金属だった。

「随ずい分ぶんと徹てつ底ていしてますわね……」

　と言うミトツダイラは、己おのれの声と足音が金属の螺ら旋せん階段に響ひびくのを聞く。入口の衛えい兵へいともいえる体格のいい女から、中に入るのは一人ずつだと言われ、結局一人ひとりでの出場だ。

　……しかし、幽閉のためとはいえ、もの凄すごい堅けん牢ろうですわね……。

　篝かがり火びの松明たいまつと、椅子などに掛けてあるカバーの布だけが金属ではない。そして他、鉄ではないものがあるとするならば、

　……階段を上っている自分と……。

　時たま、踊り場や展望用ようの廊下の椅子に、伏している姿すがたがある。

　服を乱し、肌はだを露あらわにし、息も絶え絶えとなった者達だ。

　……こ、これって、ええと、あれですわよね？

　静かな廊下と階段に、床や椅子に伏して喘あえぐ息と、か細い声が聞こえている。声は緩く、酔よったような揺らぎを持って壁に反はん響きようし、

「ルドルフ様……、素す敵てき……」

「もう、あんな激しくされるなんて……」

「身が、崩くずれてしまいそうに……」

　……えええ!?　本ほん気きでそっち系けいですのコレ!?

　う、と、思わず歩みを止めそうになる。が、彼女達のいるところだけそそくさと横を通り過ぎ、ちらりとその身を窺うかがったりもしながら、

　……こ、交こう渉しよう！　交渉ですのよ！　話せば解わかりますわ！

　しかし、メモと引き替えにこの身を要求されたらどうするか。

「それは──」

　名乗り出た時、覚かく悟ごは決めたつもりだった。これは騎き士しの仕事ではないが、王や、他の婦人を汚けがすことを赦ゆるすのは、やはり騎士の本ほん分ぶんではないからだ。

　だが、そうは思っても、気乗りがしない、消しよう去きよ法ほう的てきな仕事であることは確かだ。

　だからだろうか、行こうとしたことを後こう悔かいし掛けた自分に対し、彼はこう言ってくれた。

「おい、ネイト、別に行かなくてもいいぞ？　俺おれも、気乗りしないヤツに無む理り言う男じゃねえ。なあテンゾー？　ジュース、三分な？」

「む、無む茶ちや苦く茶ちや前言撤てつ回かいしてるで御ご座ざるよソレ！」

　しかし点てん蔵ぞうが塔の横にあるターレス型自じ販はん機きで紙コップ入りのジュースを買ってくるのを受け取り、ミトツダイラは彼に言う。

「行かなくてもいいなんて。それだと公こう主しゆ隠かくしの資料が手に入りませんし、……大体、公主隠しについての調査は、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの依頼でもあるんですのよ？」

　気にすんな気にすんな、と彼はひらひら手を振る。

「マクデブルクの掠りやく奪だつ？　何かエロゲの鬱うつ系けいイベントみたいなのが終わったら、ルドナンタラはいなくなっちまうんだろ？　この塔とう、廃はい棄きされるんだろうけど、その後でメモは外げ道どう商人に頼んで買わせてもいいしよ。でまあ、本人がずっと持ってるってんなら、捜して見つけて、イトケンに体操してもらうって手もあんだからよ。魔術テクノマギ傾けい倒とうしてるらしいから、イトケンちょっとディスペルされるかもしんねえけど」

「そうなったらうちのクラスのカオス度が減へりますわねえ……」

　と、そんな言葉を交わしている間に、行く気になった。行かなくてもいいという言葉を聞けたことよりも、王がこちらの身を案じているということが解わかったからだ。それを名めい誉よに思いつつも、自分が未み熟じゆくだから心配されるのだとも思い、

「だからまあ、〝出来る騎き士し〟だという証明のためにも来たわけですが……」

　階段を上がりながら、ミトツダイラは、は、と息を吐く。

　……五百メートルでしたかしら？

　時とき折おり見える銃じゆう眼がんや展望の窓からは、遠くの夜景が見えている。その形がどんどん広がっていくのが解って、高くなっていくのが知ち覚かく出来るが、

「登山しているようなものですわね……」

　精せい霊れい術じゆつ関係らしい昇しよう降こう機きも一階にあったのだが、どこに連れて行かれるのかという警けい戒かいから使わなかった。そして各階の昇降機は控えの間の住人専用らしく、専せん用よう鍵かぎがついており、つまり自分は最初の選択を間違ったと言うことだ。

　……徒と歩ほでこれだけの高さを昇のぼるなんて、いつ振りでしょうか。

　武蔵むさしの全ぜん高こうは約百六十メートル。訓くん練れんで武蔵野むさしの艦かん橋きようを駆かけ上ったりもするが、もっと上下の移い動どう訓練をやった方がいいとミトツダイラは心しん底そこ思う。

　は、と息をまた吐き、ミトツダイラは、踵かかとを左右それぞれ床に打ち付けて力を入れ直す。

　壁を見ると「ルドルフ二世せい総そう長ちようの居きよ室しつはすぐソコ！」と金属の看かん板ばんがあった。

　そして階段を昇り終えれば、

「──確かに、すぐそこですわね」

　正面、緩やかなカーブを描く廊下の先が、突き当たりとなっている。そこには昇降機の出入り口と、やはり鉄で作られた大おお扉とびらがあった。
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　は、とまた息をつき、ミトツダイラは軽く真ま上うえにステップ。

　跳び、着ちやく地ちして、少し身体からだに力が入らなくなっていることを悟さとる。

　随ずい分ぶんと昇のぼってきたせいもあるが、少し急ぎすぎたのも確かだ。ともあれ、奥の昇しよう降こう機きを確かく認にんして、窓から下を覗のぞいてみたりもする。

　……あら、意い外がいと低いですわね。

　と、そんなことを思うのは、武蔵むさしからの視し界かいに慣れているせいだろう。視界が低かった頃よりも気分が楽に感じるあたり、自分も武蔵の人間だということか。

　……昔は、そうではないと、自分に言い聞かせてた頃もありましたけど。

　一ひと息いき吐いて、新たな大気を吸いながら、ミトツダイラは大おお扉とびらのノッカーに手を掛ける。武蔵の代表としての挨あい拶さつは必ひつ須すだろうと、そう思い、

「さて……」

　とノッカーを引いて、前にノックした時だった。

　その、軽い動作に応じて、ノックより先に大扉が奥へと動いた。

　開く。そして、目の前に闇やみが広がる。

　……え？

　鍵かぎが掛かっていないどころか、戸と締じまりもちゃんとされていない。前に振られていく扉とノッカーに引かれるようにして、部屋の中にミトツダイラは数歩入った。そして、

「……あ」

　しまった、と思ったのは、大扉を勝かつ手てに開けたように誤ご解かいされないだろうかという懸け念ねんからだ。来らい賓ひんとして、訪問の態度を失敗したように思われるのではないかと。

　しかし、ミトツダイラの嗅きゆう覚かくは、その匂においに気付いた。

　血と、体たい液えきだ。
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「……!?」

　全身が総そう毛け立だったのは、感じた匂いが牛や豚ぶたの物ではなく、人間のものだったからだ。

　人の、血や肉、そして内ない臓ぞうの零こぼす汁しる液えきの匂いが、人間一人ひとり分ぶんなどというものではなく、

「──く」

　警けい戒かいのために、急ぎ後ろに下がろうとした。だが、背に当たる物があった。

　扉だ。いつの間にか、閉じている。その事実に気づき、全身が警けい戒かいの震えを一度帯おびた。今、間違いなく、自分は危険な状態にある、と。

　だからミトツダイラは身を低くし、周囲の知ち覚かくを素す早ばやく行う。

　ここは直径三十メートル弱の部屋だ。窓はなく、中央にはどうも巨きよ大だいなベッドのようなものがあり、それよりも気になるのは、

　……何ですの、この匂い……。

　気付けば、ここにあるのは血や汗といった体液の匂いだけではない。壁から何からを構こう築ちくする金属の匂においの中に、嗅かぎ慣れた匂いが濃のう厚こうに混じっているのだ。それは、

「整備油？」

　それも武ぶ器きなどに使うもの。武蔵むさしでは恒こう常じよう的てきに嗅ぐものだ。

　どうしてそんなものが濃厚に、とミトツダイラが思ったと同時。不ふ意いの光が来た。

　天てん井じようの中央。仕掛けられた聖せい術じゆつ式しきの投とう光こう板ばんが、部屋の中央にあるものを照らす。

　光の下にあるのは、ベッドではなかった。四角く、四し方ほうにポストの短い柱を持った舞台だ。鉄で出来た台だい座ざのような舞台は、ポストを結ぶ縦たて三本並びの鎖くさりによって四方を囲まれている。

　そして中央に、太い人ひと影かげがあった。バランスの取れた、と言っていい、彫ちよう像ぞうのような盛り上がった肉体が、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の制服を着込み、こちらを見ている。

　野の太ぶとい、という顔立ちと身体からだだった。髪かみは、長い金きん髪ぱつで、口には髭ひげを蓄たくわえ、鋭い眼がん光こうがこちらを見ている。

　だが、男は、一つだけ、M. H. R. R.の男子とは違うところがあった。

　女子の制服を着ていたのだ。

　……え？

　ミトツダイラは、疑問と言うよりも、驚きから、問いを一言で作っていた。

「……男？」

「フ、よく来たわね新たなる挑ちよう戦せん者しや……!!」

　女子の制服を着た筋きん骨こつが、大きな動きで腕を組み、胸を張る。

「私がM. H. R. R.総そう長ちよう、ルドルフ二世せいよ──!?」
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「マティアス、じゃあ、出しゆつ航こうしますよ」

『しゅっぱつー』

「ははは、前まえ田だ君くん達はいつも仲がいいなあ」

　そうですねえ、と、浮ふ上じようの震しん動どうを得た甲かん板ぱんの上で、利とし家いえがマティアスにこう問うた。

「前から疑問してたんですが、ルドルフ二世総長の〝狂人ヴアージンニンガー〟って、どういう意味です？」

「ああ、あれね。あれはまあ、いろいろあるけど」

　マティアスは懐ふところに爪つめ削けずり用のナイフを収めながら、笑えみでこう言った。

「兄はね？　──本ほん物ものの変へん態たいなんだ」
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　ミトツダイラは、狂人を目の前にしていた。

　……ええと。

　どういうことですの、という思いが心の中を占めていて、目の前の男の名乗りに対して反応が出来ない。しかし、女じよ装そうのルドルフは、溜ためのある動きで組んでいた腕を解き、両の人ひと差さし指ゆびでこちらを指した。

「武蔵むさしの第五特とく務む、人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめであるネイト・ミトツダイラね？」

「!?　……どうしてそれを」

「あぁ──ら、能のう動どう的てきに幽ゆう閉へいされてるとはいえ、ここの塔とうは高いから、流体通つう神しんとかガンガン入るのよぉ!?　今は通神遮しや断だんだけどね!?」

　でもまあ、

「私、貴女あなたがボロ雑ぞう巾きんのようにされたのも知ってるわあ」

　ルドルフが、頷うなずき、眼めを細めて言葉を続けた。

「──可哀想かわいそうねえ」

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 総そう長ちよう」

　ミトツダイラは、軽く右手を挙げて相手の言葉と呼びかけを切った。

　相手は狂人ヴアージンニンガーだが人間だ。嫌いや味みが言えるなら、こちらの言葉も通じるだろうし、挑ちよう発はつに付き合う必要もない。何しろこちらには公こう務むがあるのだ。だからミトツダイラは片かた膝ひざを付き、

「本日は、武蔵総長兼けん生徒会長及び六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの依頼で参さん上じようしました。──国際的な問題となりつつある末まつ世せの解決のため、それに纏まつわる公こう主しゆ隠かくしの真相を追うため、カルロス一世せい総長のメモの貸たい与よを御お願ねがいしたく思います」

「まあ、貴女、随ずい分ぶんと──」

「──如何いかがでしょう？」

　相手の言葉を断つ自分の中に、ミトツダイラは確かな苛いら立だちを感じる。視し線せんでちらりとルドルフを確かく認にんするが、

　……筋きん肉にく質しつではありますけど……。

　筋肉のボリュームで言えば、ペルソナ君の方がある。力で言えば、ウルキアガのような存在だって身み近ぢかにいるのだ。戦せん闘とうになっても、恐れる部分は無いと、そう思う。ただ、

　……この、血や体たい液えきの匂においは、何なんですの？

　心当たりがあるとすれば、魔術テクノマギだ。ルドルフ二世が魔術に傾けい倒とうしているならば、供く物もつなどに頼る方法で動物の血けつ肉にくを必要とするだろう。

　が、ここにある匂いは、人間のものだ。人間を、ここでバラしたとしか思えない。しかし、

「────」

　視し界かいの中にいるルドルフは、そういうことを行える男なのだろうか。

　……どうなんですの？

　解わからない。だから、いざとなったら力でねじ伏せるつもりで、ミトツダイラは言った。

「重ねて御願い致します。カルロス一世の──」

「これでしょう？」

　と、しなを作って翳かざされるのは、一枚の羊よう皮ひ紙しだ。ルドルフ二世せいは、四角い顔で頰ほおずりした上で、こちらに視し線せんを向ける。

「あげないわあ。……条件次し第だいで考えてもいいけど」

　条件、という言葉に、眉まゆが歪ゆがんだ。途と中ちゆう、階段や廊下に伏していた者達を思い出し、

「あ、あの、……つまりそこで、身体からだを……」

「ええそうよ？　身体。──体を張って貰もらうわ」

　……ええええ!?

　正直、半歩くらい引いた。だが、視線の先にいるルドルフは、鋭い眼がん光こうをこちらに向け、

「ええ、そう。──私とね？　真剣に試し合あって貰もらうの？」

「──は!?」

　思いがけない言葉に、心は疑問して、身体は反応した。

　試合う。その一いち語ごに対して、どういうことかと思う一方で、身は立ち上がり、だが、

「────」

　正面の舞台の上から、ルドルフ二世の姿すがたが消えていた。

　どこへ、と思う間もなく、ミトツダイラは、いきなり背後から衝しよう撃げきを受けた。
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　その攻こう撃げきは、ミトツダイラの知ち覚かく能力からしても、いきなりのものだった。

　食らってから、高速の掌しよう底ていだと気付く一いち撃げきで、

「!?」

　吹っ飛ばされたミトツダイラは、疑問詞しを宙で放っていた。

　何な故ぜなら、背後には誰だれもいなかった筈はずなのだ。こちらは大おお扉とびらの前に立っていたのだから。

　更さらには、背を反らせる一撃は、ルドルフ二世せいではなく、女の手によるものだった。

「伏ふく兵へい!?」

　か細く、柔らかささえ感じさせる掌てのひらの一撃は、しかしこちらの身を確かに舞台の方へと飛ばした。そして、ミトツダイラは空中で身を回して姿し勢せいを制せい御ぎよする。舞台の近く、距離三メートルほどの床に身を回し、踵かかとを突き刺すように着ちやく地ちした。

　身み構がまえ、彼女は、あたりに対して警けい戒かいの視し線せんを向ける。

　……伏兵がいますわね!?

　身を振り回し、三百六十度を見渡した。照らされる舞台が光を反射しており、その周辺にあるものが見えている。

　部屋を放ほう射しや状じように飾るのは、武ぶ器きの群だった。長ちよう剣けん、槍やり、ハンマー、メイス、モールも大おお鎌がまも、何もかもが、陳ちん列れつの鉄製ストッカーに立てられている。

　全て、中央の舞台から、すぐ手の届くような距離に並び、列を作っているのだ。

　気付くのは、先ほど嗅かいだ整備油の正しよう体たいが、これらの表面から来るものだということだった。それは、ここにある武器類るいが、使用され、手入れされていることであり、

「……な、何ですの!?　これ！」

「解わからないの？」

　右後ろから、女の声が響ひびいた。はっとして右に振り向こうとした時、逆の左腕を摑つかまれた。

　……逆!?

　左手をホールドするのは、明らかに男の手。それも太い指の両手てだ。更さらには、

「フェイントで失礼するわよぉ？」

　ルドルフ二世の声とともに、ミトツダイラは舞台の側面に叩たたきつけられた。
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　舞台は、鉄の塊かたまりだった。その側面に背中から激げき突とつしたミトツダイラは、

　……く！

　衝しよう撃げきにバウンドするよりも先に、身を前に、舞台から逃げるように跳ばす。が、

「逃げるなんて、いけないわあ」

　背後、舞台側から聞こえたのは、また別の女の声だった。

　……何人伏ふく兵へいがいるんですの!!

　思うと同時に、舞台からこちらに跳ぶ音が来る。

　対するミトツダイラは、まず、右の背後へと高速のバックハンドで貫ぬき手てをぶち込んだ。

　右へ来る、と判はん断だんしたのは、床に落ちる影だ。舞台直ま上うえの天てん井じように投とう光こう板ばんがあるため、舞台を背にすれば影はこちらへと落ちてくる。そして今、床には、こちらの右に跳ぶ影が有り、

「……そこ！」

　容よう赦しやの無い、肘ひじから先をまっすぐに突き伸ばす一いち撃げきが走った。しかし、

「いいセンスしてるわねえ」

　右背はい後ごで、風が下に動いた。着ちやく地ちと同時に腰を落とされたのだ。

　かわされた。

　己おのれの貫手が、相手の頭上を抜ける。そして己の腕に引かれながら確かく認にんした相手の姿すがたは、

　……やはり女!?

　知っている。塔とうの入口にいた、体格のいい女だ。ならば、

「伏兵とは卑ひ怯きような……！」

「卑怯じゃないのよねえ、これ」

　女が前に、タックル姿し勢せいでこちらに突っ込んでくる。だから、

「……っ！」

　貫手を更さらに加速し、それに引かれるようにして、ミトツダイラは敵の方へと身を回した。

　腰を先に捻ひねり、左膝ひざを相手に対して掲かかげ、そこからの踏みつけるような蹴けりを打ち込む。狙ねらいは相手の顔面。カウンターだ。

　強ごう引いんな身の捻りをこなした一撃は、確かに当たった。

　ひっぱたくような高い音が響ひびいた。

　直後、足あし裏うらに来る敵の勢いと弾だん力りよく。膝の力を利用して、ミトツダイラは背後の宙へと飛ぶ。

　手て応ごたえ、否いな、足あし応ごたえは充分にあった。確実に、顔を踏み砕くだいたという実感がある。人狼ルウガルウの脚きやく力りよくだ。相手が吹っ飛ばず、堪こらえたことこそ賞しよう賛さんに価あたいするし、だからこそのこちらの跳ちよう躍やくだ。

　そして宙にいる間に、ミトツダイラは身み構がまえを直して相手を見た。

　……どうですの!?

　カウンターを食らった相手は、一いつ瞬しゆんだけ身を床に転がし掛けていた。だが、

「いいわねえ！」

　クラウチングスタートに近い姿勢で彼女は踏みとどまる。顔面を押さえた右手て指ゆびの間から、細い血が糸を引くように床に落ちた。

　見れば、彼女の顔が崩くずれていた。右の半はん顔がんが、靴くつ裏うらの形で耳の側にずれている。顔がん筋きんが顔の骨から剝はがれ掛けたまま、衝しよう撃げきに対する緊きん張ちようで固まったのだ。靴裏の縁ふち線せんは眉み間けんから顎あごまでを走る肌はだの亀き裂れつとなっており、そこから血が零こぼれ、

「そうねえ……」

　女は、曲がった鼻を手て指ゆびで強ごう引いんに直し、前に、こちらに突っ込んできた。

「容よう赦しやなくやって頂くわあ!!」

　その言葉に応じるまでもなく、ミトツダイラは容赦しなかった。着ちやく地ちしながら、設置された武ぶ器きのストッカーから鉄てつ槍やりを引き抜く。長さ三メートルの装そう飾しよく入りだ。

　手指の中で、ミトツダイラは槍を強引に回す。鉄の重みは半デミ人狼ルウガルウの握あく力りよくの中では木き枝えだと同じだ。鉄の柄えがしなり、高速に振り回されるが、穂ほ先さきが正面を向くタイミングで、

「……望んだからには自じ己こ責任ですわよ！」

　柄から手を離し、素す早ばやく後ろに回した掌てのひらで石いし突づき部分をホールドした。そのまま、石突きから穂先を一いつ直線に前へと押し込む形で、

「食らいなさい！」

　顔面狙ねらいで発はつ射しやした。
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　次の瞬しゆん間かん。ミトツダイラは敵の動きを見た。

　こちらの投じた槍の向こう、女がその身をわずかに右にずらす。砕くだけて歪ゆがんだ半はん顔がんで槍を捉とらえ、身を伏せて回かい避ひするかと思えば、

「ふふぅ……!!」

　女は、身を浅く捻ひねるようにして、槍へと飛び込んだのだ。

　当たりに来る。

　……は!?

　伏せると思って次の動作にシフトしていたこちらにとって、意い外がいな動きだった。

　だが、敵の動作は完かん遂すいされた。右の鎖さ骨こつから飛び込んだ槍は、一いつ瞬しゆんで右脇わきへとその穂先を貫かん通つうさせる。そして敵は、走るために振る腕の動きで、脇に突き出た穂先を摑つかみ、

「──っ！」

　槍の勢いが消えない内に、そのまま背後の宙へと抜き捨てたのだ。

　肉から物が抜ける湿った摩ま擦さつ音おんが鳴り、巻き込まれて押し出された血が噴ふき出した。

　しかし槍は女の背後の宙へ抜け、更さらには、

「いいわあ……！」

　その突とつ撃げき速度が落ちない。受けた衝しよう撃げきは全身の勢いで潰つぶし、痛つう覚かくに至っては、

　……痛みを受けてない!?

　鋭い、瞬しゆん間かん的な攻こう撃げきを受けた時、神しん経けいの伝達が間に合わなかったり、神経そのものが震えてしまい、ダメージを痛みとして感じないことがある。

　だが、この女は、身の中に入った槍やりを自己意い思しで引き抜いたのだ。抜く、という動作のために神しん経けいが動くならば、槍の抜ける痛みなども受けている筈はずだろうに、

「それが無いならば、……無む痛つう覚かく!?」

「そうよお……！　今いま更さら気付いたの!?」

　当たり前だ。このような相手とは初めて相あい対たいする。しかし、ミトツダイラは知識としてそのことをよく知っている。何な故ぜならば、

　……ネシンバラの変な小説でよく出ますものね！

　無痛覚者しやとは、身体からだの神経系けいが痛みを伝えない者達のことだ。

　そして、無痛覚者の特とく徴ちようの一つとして、力に対する加か減げんがない、ということがある。

　人間は、何かをする時、本ほん能のう的に自分の身体を気き遣づかう。鋭いものを握る時、手の皮ひ膚ふに痛みがあれば込める力が緩むのは、痛覚と自己防ぼう衛えいの連れん動どうによるものだ。

　しかし無痛覚者は自分の身体に対する痛みや反発を感じられないため、人間が本ほん来らい出してはならない、自らの身体が壊こわれるほどの力をいきなり出すことが出来る。

　先ほどの蹴けりに対する堪こらえがそうだろう。槍を抜いたのも、この突とつ撃げきもそうだろう。

　だから、ミトツダイラは迷わず次の動きを敢かん行こうした。ややタイミングがずれるが、それは力任まかせの動作で補うことにして、

「……全く！　流石さすがは伏ふく兵へいですわね……！」

　ミトツダイラは、陳ちん列れつストッカーから大型ハンマーを引き抜き、突っ込んでくる女の横よこ面づらに右からフルスイングした。

「ありがちなネタを……!!」

　手て応ごたえがあり、女の全身が捲ねじれるように回り、左横のストッカー群に激げき突とつする。
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　ミトツダイラの左手側で、激げき音おんが響ひびいた。

　左に並ぶ金属のストッカーが、幾いくつもひしゃげ、曲がり、基き部ぶから外れて堅い重じゆう音おんを立てるほどの打だ撃げきだ。ストックされていた武ぶ器き類るいが宙に飛んで輝きを誇こ示じするが、

「……まだまだ!!」

　ミトツダイラは容よう赦しやしなかった。

　無痛覚者は、痛みを感じないがゆえ、戦せん闘とう復ふつ帰きを即そく座ざに行ってくる。だから攻こう撃げきするならば連続し、物理的に行動不ふ能のうにしなければいけない。つまりは、

　……身体を破は壊かいする!!

　全ぜん骨こつ格かくが砕くだけ、全筋きん肉にくが千ち切ぎれ、五ご感かんが壊こわされれば、無痛であろうと意味がない。だから、

「ふ……！」

　ミトツダイラは右横のストッカーを摑つかみ、床から引き剝はがした。が、狙ねらいはストッカーをぶつけることではない。欲しいのは武ぶ器きだ。ストッカーを振り上げ投げて天てん井じようにぶつけ、反動で宙に散ったハンマーの群へとミトツダイラは手を伸ばす。そして手て頃ごろな一つをまず摑つかみ、

「一つ……！」

　力ちから任まかせに宙から引き下ろし、左の武器列れつを砕くだいて停まった敵の身体からだにぶち込んだ。轟ごう音おんが、先に砕けていたストッカーや武器群ぐんを巻き込んで重じゆう奏そうとなり、

「二つ……!!」

　ミトツダイラは身を回し、宙にある柄えを握っていった。床に当たってこちらに跳ね返ってくる武器群を波なみ飛沫しぶきのように膝ひざで飛ばし散らしながら、

「三つ……[image: ]」

　四つ、五つ、六つ、七つから先は数えなかった。

　ただ、快かい音おんと跳ね上がる破は片へんや武器の音が重なり、そして停まらない。

　恐らく合計十五本。最後には天井から落ちてくるストッカーを両手で摑つかみ、

「どうですの!?」

　叩たたきつけて叫び、金属の打だ撃げき音の余よ韻いんに荒れた息を吐いた。

　そして、は、と息を吸い、振り下ろした身を正し、背せ筋すじを伸ばした瞬しゆん間かんだ。

「こっちの方がいいわねえ」

　右横よこ、舞台の側から声がした。
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　ミトツダイラは、女の声に振り向いた。

　先ほどの女とは違う声。しかし知っている声だった。それは、

　……塔とうの下で、総そう長ちようと言葉を交わしていた女……!?

　伏ふく兵へいが二人いたのか、と思うなり、女が笑顔で舞台から跳ちよう躍やくし、高速の貫ぬき手てを放ってきた。

　速い動きだ。だが見えている。だから対するミトツダイラは、冷静に対たい処しよをした。

　空中。先ほどの打撃と連れん撃げきで飛び散ったものがある。

　砕かれたストッカーに立てられていた武器群ぐんだ。

　長ちよう剣けんがあった。宙に浮くように、ゆるりと回っていた刃やいばは、切きっ先さきをこちらに向けている。

　構わなかった。

　ミトツダイラは手を振り、人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびで刃の切っ先を摑む。そして後は、手首を先に振り抜くようにして、女の貫手へと長剣をスナップした。

　落とすように、刃で打つ。

　正面から来ていた女の貫手は、こちらの刃を指の間に食った。

　鈍い、木を打ったような音が響ひびいた。

　一いつ瞬しゆんで、長剣の刃が、相手の伸ばした爪つま先さきから手首へと抜けた。重みのある刃は肘ひじにまで割り進み、上じよう腕わんで骨を嚙かんで停まる。

　骨を刃やいばが打つ冷たい音が響ひびいた瞬しゆん間かん。ミトツダイラは長ちよう剣けんを指から離した。

　……もう、この女の貫ぬき手ては使えませんわね！

　実際、こちらに突き込まれていた貫手は、その動きに捻ひねりが組み込まれており、

「────」

　割かれた手て先さきの、親おや指ゆび側がわが下へ、小こ指ゆび側が上へと螺ら旋せんを描いて分かれた。

　そして一ひと呼吸が生じ、緩んだ血管が外へと血を噴ふき出す。眼がん前ぜんで血ち煙けむりが上がり、しかし、

「え？」

　ミトツダイラの視し界かいの中で、女は未いまだ、こちらへと動いていた。

　使えない筈はずの、分かたれた貫手から、長剣が下に落ちていく。

　だが、ミトツダイラの視界の中、

「傷が──」

　女の分かたれた腕が、急速に繫つなぎ戻っていく。まるで服の袷あわせを閉じるように、腕を浅く上に掲かかげる動きに合わせ、傷が埋まっていく。

　見れば、腕は波打ち、肘ひじから手首へと急速に貼はり合わされ、手首を返す頃には、

　……高速再さい生せい!?

「甘いわねえ」

　声と共に、ミトツダイラは寒さむ気けを感じた。女の貫手が、こちらの胸に届いていたのだ。

　細いとも言える敵の手て指ゆびが、こちらのスカーフを

　……く……！

　仰のけ反ぞり避けようとしたが、摑つかまれた。

　だからミトツダイラは、摑んできた敵の腕を、両手で下から跳ね上げようとした。全力で肘を下から打てば、骨折は狙ねらえるだろうと、そう考えたからだ。

　そして己おのれの腕を発はつ射しやしようとした瞬しゆん間かん。ミトツダイラの眼めは、あるものを見た。

「!?」

　あり得ないもの。それを見たがゆえに、一いつ瞬しゆんだけ動きが止まった。

　直後。ミトツダイラは、腕うで一本で宙へと大きく投げ飛ばされていた。
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　遠く、空から響く重い音に、幾いくつかの視し線せんが上を扇あおいだ。

「始まったかなあ。ネイト、大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「うちの子は、いろいろそそっかしいですものねえ」

　という女じよ装そうと人ひと妻づまの前、垣かき根ねの横に立つ笑えみの女が頷うなずいた。

「ですが、ルドルフ様が既すでに動かれているのは非常に珍めずらしいです」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいたのは、塔とうの入口に立っていた体格のいい女だ。

「どれだけ、……否いな、ルドルフ様を満足させることが出来る存在であればいいのだがな。何しろルドルフ様は、完かん璧ぺきな〝狂人ヴアージンニンガー〟で変へん態たいだからな」

「おいおい姉ねえちゃん達、ルドルフってのは、そんなすげえのかよ？」

　ええ、と、笑えみの女が頷いた。

「だって、変態ですから。──ええ、それがルドルフ様の全てです」

「いや、さアンタ、……ネイト、結けつ構こう強えぜ？　総そう長ちようとかバラしちまうかもしんねえぜ？」

　あら、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが喜びとも驚きともとれる声をあげるが、笑みの女性は意に介かいさない。

「バラすなんて、無む理りでしょう。……だって、ルドルフ様は、変態の狂人なので」
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　舞台の上に放り投げられたミトツダイラは、かろうじて着ちやく地ちに成功していた。スカートを広げるようにして、膝ひざ付つき姿し勢せいでの着地だ。すぐに動けるよう、両の踵かかとを上げて身み構がまえてみれば、正面、東側の柱の上に影がある。

　ルドルフ二世だ。女じよ装そうで、腕を組み、胸を張ってこちらを見下ろしている。

「よぉーうこそ！　私の大事な大事な聖なるリングへ!!」

　リング、という言葉に、ミトツダイラは周囲に視し線せんを送った。

　……確かに！

　ここは舞台ではない。上がってみれば、四し方ほうに天てん使しを象かたどったコーナーポストと、チェーンを張った格かく闘とう用ようのリングだ。

　だが、ミトツダイラは、すぐに視線をある一点に送った。東のポストに立つルドルフ二世の、その右肩かたへ、だ。

　彼が着ている女生徒制せい服ふくの右肩には、穴が開いている。そして、右脇わきにも、だ。

「その穴は──」

　ミトツダイラは歯を剝むき、眉まゆを立てて叫んだ。

「先ほど、私が槍やりをぶち込んだ穴ですわね!?」

「ふぅうん？　──それが何だと言うのよぉ？」

　問いかけに、ミトツダイラは理解した。目の前にいる男の正しよう体たい。それは、

「狂人……」

　狂った人間。だが、その意味が違う。人間として狂っているのではない。人として、存在が狂ってしまっているのだ。その正体は、

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、いえ、欧おう州しゆう本ほん土どよりも、英国イギリスの魔ま物ものに似たものがいましたわね。

　だからミトツダイラは言う、立ち上がり、右の手を挙げ、指で差す。

「──〝変態野郎シエイプシフター〟。それが貴方あなたの正体ですわ！」
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「全く、兄は、完成形けいとも言える存在でね」

　夜空に浮ふ上じようする船の上から、下の浜で騒ぐ皆を見ながら、マティアスはつぶやいた。

「ハプスブルク家の家か訓くん、〝戦いくさは他家に任せればいい。幸いなるオーストリア、汝なんじは結婚せよ〟という言葉、……つまり、多た産さんの女という条件を叶かなえるため、オーストリア系けいハプスブルク家は、その家か系けいに長年の人体改かい造ぞうを加えたんだ。知ってるかい？　前まえ田だ君くん」

「……聞いたことがありますね」

　利とし家いえも、眼がん下かを見る。肩を組んでP. A. M. 校こう歌かとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 校歌を歌い合い、こちらに見送りの手を振っている集団を眺ながめながら、

「如何いかなる種しゆ族ぞくとも交こう配はい出来、そして子を産むにおいて死ぬことのない体を作る。それがゆえに作られたのは、無む痛つう覚かく、高速再さい生せい、そして──」

「己おのれの姿すがたを相手の好むものへと変へん態たいする。──それが完かん璧ぺきに出来るのは、皮ひ肉にくなことに、ハプスブルクの女達ではなく、その子であった兄だけだ」

　と、マティアスは、懐ふところから一本のナイフを出した。そしておもむろに、

『だめー』

「いいんだよ。──と」

　自分の右手首に突き立て、縦に裂さいた。鈍く、しかし千ち切ぎれの音がするが、

「ほら、血は……、あ、少し出るか。痛みもそこそこある。……私は失敗作さくだからね」

「……失敗作ではないんじゃないですかね。僕から見たら、余よ程ほど、人間ですよ」

「有あり難がとう前田君。でも、私は兄ほど完璧ではないんだ。身体からだも、心もね。何しろ──」

　眼下、わ、と声が上がった。医い療りよう関係を行う船から、片かた腕うでの無い魔ま神じん族ぞくの姿すがたが下りてきたからだ。残った腕を振り上げて見せる影に、皆が同じ腕を振り上げて応じる。

「いいな。否いな、いい、と言ってはいけないのかな。しかし、──彼らも君達も、痛みを感じ、他人が受ける同じものを想そう像ぞう出来る。

　だけど私は、そこらへん、凄すごく中ちゆう途と半はん端ぱでね。だから私は、君達の傀かい儡らいでいることが凄すごく安あん心しん出来る。私が他に与える痛みも何もかもが、世界を動かしていて、その、動かすことで、私は世界に対して正常なのだと思えるから」

「では、ルドルフ総そう長ちようは……」

「兄は優しすぎてね。痛みを感じないがゆえ、しかし想像してしまうんだ。何しろ子供の頃、私は間違いを犯して親から叩たたかれたけど、完成作さくの兄はそれすらもなくてね。だから──」

　だから、

「兄は、自分をこう思うことにしたんだ。自分は、人ではないのかも知れない、と。ゆえに神を知ろうとして、それに近づこうとして、魔術テクノマギなどを学んで更さらに自分を強化したのさ。

　兄がマクデブルク方面への〝引っ越し〟を望んだ理由が解わかるかい？　改派プロテスタント領りよう邦ほうであるならば、英国イギリスとの交流を持っているから、英国式魔術テクノマギや異い族ぞくの勉強が出来るからだ。

　つまり、……本ほん場ばのシェイプシフターや、亜あ神しん達の、ね」

　さあ行こうか、とマティアスは立ち上がった。

「下の皆に手を振り、私達は行こう。──次の戦せん場じようへ」

「いいのですか？」

「いいとも。これが運命だ。そう思うことにしているよ」

　マティアスは、出していたナイフを、己おのれの懐ふところにしまった。それも、上うわ着ぎの下、己の胸に深く刺す方法で、だ。

「兄が子供の頃、教えてくれた方法だ。無む論ろん、僕は血ち塗まみれになって、でも、兄は[image: ]しつ責せきされたけど、叩たたかれなかった。叩いても通じないからね」

　だけど、

「兄は、だから解らないんだ。──自分が、人の子なのか何なのかを」
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「解るぅ!?」

　コーナーポストに立つルドルフの声が、金属の広間に響ひびき渡った。

　リング中央に立つミトツダイラの視し線せんの先、彼は両腕を下に広げ、

「私はねぇ……！　今まで一度も、痛みを得たことがないのよぉ！　どれだけ自分を刻んでも、潰つぶしても、溶かしても、焼いても、すぐにこの身は元もと通どおりになっちゃうのぉ!!」

　解るぅ？　と彼は、背から一本の長ちよう剣けんを抜いた。

　背負っていたのではない。背せ肉にくを貫つらぬくように収めていたものだ。

　そして、不ふ意いの動きで、彼は己おのれの右手て首くびを裁たち落とす。果くだ物ものを割るような涼すずしい音がして、切れた手首が床に落ちるが、

「ほうら」

　落ちる間に、分ぶん解かいされていく。血ち煙けむりとも見えるものに、五ご指しの先から変わっていき、彼がもう一度右みぎの手を振る頃には、既すでに断たれた筈はずの手首がそこに生じている。わずかに血煙を纏まとっているところから見るに、

　……術じゆつ式しき系けいの、分ぶん解かい再生加か護ごですわね。

　解る。オーストリア系ハプスブルク家に伝わり、研究され続けてきた再生術式だろう。

　術式を身体からだに埋め込むように掛け続け、子という形で為なすことで定着させる。それを何なん代だいも続けて作り上げられた術式生せい物ぶつと言っていい存在だ。

「これがまたねえ、……すごいのよぉ」

　と、ルドルフが、また刃やいばを動かした。己の首を、水平にした刃で左右に貫いたのだ。

　頸けい骨こつを抜き、動どう脈みやくを断ち切る太い音がした。しかし、

「解わかるぅ？」

　理解は出来たが、言葉にならなかった。何な故ぜなら、

　……呼吸器き系けいを寸すん断だんして、循じゆん環かん器き系けいも切り割ったのに、……喋しやべれている!?

「もうねえ、……一応、人間の形はしているし、四し肢しなんかもそのように再生されるんだけどねぇ？　──呼吸も循環も、飾りみたいになっちゃってんのよねぇ。体を動かすための能のう動どう神しん経けい系と筋きん肉にくだけで動いてるみたいだけど、そこらも人とは違うみたいなのよぉ」

　だからねぇ、

「死なない私って何なのかしらぁ？　父も母も[image: ]しかってくれない私って、特別なんじゃないのぉ、って。そうねえつまりは、……神なんじゃないのぉ、って。

　そう思って、体を鍛きたえまくって、ほら、彫ちよう像ぞう？　ルネサンスみたいなの、あるじゃないのねぇ？　ああいう感じで鍛えたんだけどねえ……」

　ふふぅ、と、ルドルフ二世せいが、スカートを摘つまんで上げた。

「調べていったら、太たい古この神々は、雌し雄ゆう同どう体たいだって言うじゃない？　だから凄すごく閃ひらめいたの。男の方はもう鍛えまくって彫像の神様と等しくなったから、次は女ね、って」

　言っている間に、ルドルフ二世の姿すがたが変わる。初めに表れたのは、塔とうの入口にいた体格のいい女で、次は垣かき根ねのところに立っていた女で、次は──、

　……階段や、廊下に伏せていた女達……！

　それだけではない。めまぐるしく、一いつ瞬しゆんで、速度を上げて切り替わっていく女達は、

「素晴らしい人達よぉ？　何しろ、私に、痛みを与えようとしてくれたの。──このリングの上でね？　武ぶ器きや薬で、私を刻んだり潰つぶしたり割ったりしてくれて、でも、でも──」

「でも……？」

　ええ、とルドルフ二世が、肩を落とした。

「誰だれも、私に痛みを与えられず、膝ひざをついてしまうのよぉ……」





●






「姉ねえちゃんとか、結けつ構こう強そうだけど、駄だ目めなのかよ？」

　トーリの声に、体格のいい女は頷うなずいた。彼女は、立つ入口の脇、そこの陰から一本の槍やりを引き出して手に取った。旧派カトリツク領りよう邦ほうを代表する神しん聖せい騎き士し団だん鉄てつ鋼こう会かいのロゴがついたそれは、

「私もまあ、実のところ、旧派領邦の方で、ルドルフ様の暗あん殺さつを依い頼らいされた身でな」

　しかし、と、女が槍を抱いて、首を横に振った。

「私が知る限りの、どのような方法を用いても出来なかった。痛みすら与えることが出来ぬ」

「そうですね、私も実は毒どく殺さつを頼まれたんですけど、……効かないのですよ。再さい生せい能力と防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきの加か護ご能力が高すぎて、汗かん腺せんからそれを吐き出してしまいますし」

　と、笑えみ顔の女の表情が、眉まゆ尻じりを下げた笑みになる。

「この塔とうに住む百十二人、全員が、ルドルフ様の命を狙ねらいに来た者達ばかりで、毎日、毎時間のように試し合あってるんですけどね」

「……ルドルフ二世せいってのは、アンタ達に、優しいのかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ルドルフ様は、旧派カトリツクの加か護ごを受けた皇こう帝てい、そして己おのれを神に等しくさせようとしているため、今や雌し雄ゆう同どう体たいに近く、……男性も女性も超ちよう越えつしたものとなってます。史実でもそうでしたが、女性というか、性に対して興きよう味みがないのですよね」

「ネイトママンと逆だなあ」

「もうっ。う、うちの人とだけですのよ？」

　否定しないんだ……、とつぶやくナイトの前、両頰ほおに手を当ててくねくねしていた人狼女王レーネ・デ・ガルウは、しかし目の前にいる旧派の女二人を見た。

「……二人とも、ルドルフ総そう長ちようをお慕したいしてますのね？」

「Ｔｅｓ．、何しろ、……私達の力が全く敵かなわず、しかし、私達を駆く逐ちくしないのだ」

「戦せん闘とうの形を取って下さいますが、ね。全てを出し切って、しかし敵わないのです」

　笑みの女は、また、眉尻を下げてこう言った。

「ええ、敵いません。……ルドルフ様の寂しさと、それを払ふつ拭しよく出来ない私達を、それでも認めて下さる御み心こころには」

　彼女は、塔の上を仰あおいだ。

「ゆえに私わたし共どもは、全ての技をルドルフ様に捧ささげ、共に鍛きたえ合っています。素晴らしいですよ、ルドルフ様は。──私達の技を、私達の身体からだを利用して、しかしそれ以上に行います」

　だから、

「どうなんでしょうね？　貴方あなた達の使し者しやは、……ルドルフ様に痛みを与えられますか？」
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「痛みなのよぉ……！」

　ミトツダイラの視し界かいの中、ルドルフ二世が、コーナーポストから跳ちよう躍やくした。

　高い。天てん井じよう近くにまで至る助じよ走そう無なしの跳躍だった。五ご体たいを広げて高く跳んだ身を見上げ、ミトツダイラは急ぎチェーン際にまで回かい避ひする。

　そしてルドルフ二世が轟ごう音おんと共に鉄のリングに激げき突とつした。

　五体を全て同時に鉄の表面にぶつける行いは、

　……まさか、これって……。

「どれだけ神に！　どれだけ四し方ほうを守る天てん使しに対して全力で五体投とう地ちしても！　……痛みが全く来ないのよぉ──!!」

　ルドルフ二世が、膂りよ力りよくだけで跳ね起きた。見れば、金属で出来たリングの表面には神の図ず像ぞうがあり、その上には人ひと型がたの淡い窪くぼみが幾いくつもある。

　それは彼が今のような全力五ご体たい投とう地ちを幾いく度ども繰り返した証あかしの跡だ。

「見なさいよぉ──！」

　ルドルフ二世せいが、東の天てん使しのポストからもう一度跳とんだ。

　激げき突とつする。が、すぐに彼は西の天使のポストに走り、トップから一いつ回転の宙ちゆう返がえりを入れて、

「──!!」

　激突し、跳ね上がってから次は南、そして続いて北の天使のポストから高く跳ぶ。

　轟ごう音おんが連続した。今いま更さら気付くが、リング周辺のフロアには天てん界かいの図が彫り込んであるのだ。

　ここは、神と天使と天界に、全てを投げ出し願う神しん聖せいなリングだ。

　彼は幾いく度ども跳んだ。身を回し、加速して、己おのれの全身を連続でリングの天界に打ち付ける。

　だが、幾らやってもリングの底に至ることは出来ず、

「どうしてなのよぉ──!?」

　彼は膝ひざを突いたままで身を起こし、両腕を外に振って天を仰あおいだ。

「だから！　だから！　こんな、人の痛みを解わかることの出来ない不ふ出来な私だから！　初めは神に見み捨すてられたのだと思い、もはや魔術テクノマギに頼ろうと思ったのよ!?　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の術じゆつ式しきを収め、そして魔女達テクノヘクセンの住まう英国イギリスに行こうと思ったわ！　そのために英国弁べんも勉強して、悪い汚い魔術師テクノヘクセンにでもなってやろうと思ったわ！　だって……」

　だって、

「M. H. R. R.は今、大変な時期なのよぉ!?　だから！　だから私なんかよりも、もっともっと人間的で頭のいい弟の方を皇こう帝ていにすべきじゃないのよぉ──!?　だから！　だから私はそう思って、消えようとしたら……」

　言葉の先は解る。

「まさか、……皇帝に、されたんですの？」

「……そうよぉ？」

　ルドルフ二世が、頷うなずいた。

「それも、形けい骸がい的てきな選挙すら無しで、……ただ、歴史再さい現げんに相応ふさわしい家か系けいで、しかも兄弟の内の兄だからという、そんな理由だけでねえ」

　あはぁ、とルドルフ二世が笑った。おかしいじゃないぃ？　とも言った。

「どうしてそんな時だけ解かい釈しやくもせずにルール通りにするのよぉ!?」

　解らない筈はずも無い。三十年戦争を控えたM. H. R. R.だ。他国からの干かん渉しようを避けるために歴史再現は急ぎ遵じゆん守しゆすべきで、ゆえに皇帝として、能力や資し質しつや意い思しではなく、家系に近しい彼が選ばれたのだ。

　この時代、選せん帝てい侯こうの選挙は形けい骸がい的なものとなっていたという史し実じつも、利用されたのだろう。

「何な故ぜよぉ──!?」

　ルドルフとしては、自分が皇こう帝ていに足りないとして、

「弟を皇帝にすべきじゃないかったのぉ──!?　それが出来ないなら、頭の悪い私なんかじゃなくて、極きよく東とうの生徒会みたいに……！」

　解わかる。極東は、聖せい連れんの横よこ槍やりもあるが、生徒会選せん挙きよで生徒会役やく員いんが選ばれるのだ。だから、ルドルフはまず自分を除外の上で、候補者選せん挙きよによる皇帝を求めたかったのだろうが、

「何な故ぜぇ──!?　何故選挙エレクチオンしないのよォ──!?」

　掛ける言葉もない。眼がん前ぜんにいる男は、己おのれの存在に疑問しながら、それを他者に理解されることなく、時代に利用され、自由を奪うばわれたのだ。

　しかし、敵は、息をついてから身を起こした。

　そして敵は小さく笑う。ふふぅん、と、だ。でもねえ、と言葉を続けもして、

「まあ、いいのよぉ？　もうすぐ、自由になれるんだしねえ。──だって、私ねぇ？　ここで死ぬことになってるのよぉ」

　は？　とミトツダイラは疑問した。このような存在が、どうやって死ねるのかと。その自問に彼女は思し考こうし、はっと気付く。

「──何かによって、〝死んだこと〟にするつもりですのね!?」

　ここはマクデブルク近きん郊こうだ。もし何かがあるとしたら、

　……マクデブルクの掠りやく奪だつ？

　否いな、とミトツダイラは思う。マクデブルク近郊とはいえ、ここはマクデブルクの街からは南西に離れた場所だ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の包ほう囲い戦せん士し団だんもここまでは届いていない。

　だが、とミトツダイラは思った。ここを戦せん場じようにする方法が一つある、と。

　まさか、という思いは、有る人物を思うことで、しかし確信になった。それは、

　……御お母かあ様！

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズですのね!?」

　ミトツダイラは、眉まゆを立てて声をあげた。

　何故、母が自分達の先せん導どう役やくをしたのか。

　そして何故、母は、自分達をここに連れてきたのに、未いまだに帰き還かんもせずいるのか。

　……その理由は……！

「六護式仏蘭西は、M. H. R. R.のマクデブルク掠奪に対し、越えつ境きようの上で攻こう撃げきを仕掛けるつもりなんですのね!?　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、それと合流するつもりなんですわ！」

「それはどういうことか、理解出来るのぉ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。

「六護式仏蘭西とM. H. R. R.、今まで睨にらみ合っていただけの両りよう教きよう導どう院いん間が、遂ついに三十年戦争を本格的に始めると言うこと……！」

　それは、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 という二に大だい教きよう導どう院いんが、ヴェストファーレンに向けて動き出したということですのね!?」
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『そういうこと。マクデブルクの掠りやく奪だつの前まえ倒だおしについては、兄にいさん達の方に伝わっているから、急ぎ準備を整え、こちらへと侵しん攻こうをして来てる筈はず。そして、人狼女王レーネ・デ・ガルウと同どう道どうしている貴女あなた達の総そう長ちようは、兄さん達の戦せん士し団だんの突とつ撃げきに乗じてここまで来られるだろう、ってわけね』

　闇やみに、篝かがり火びで照らされるだけの大だい聖せい堂どうの前、正せい座ざする銀色の武ぶ神しんの肩の上で、アンヌ・ドートリッシュがそう言った。

　周囲、石のベンチに座る正まさ純ずみは、横の浅あさ間まが渡すホットの甘あま酒ざけを竹コップで受け取り、

「……六護式仏蘭西の、一時的なM. H. R. R侵しん攻こうか。改派プロテスタントとの協きよう働どうを示し、M. H. R. R.を牽けん制せいするためとしては思い切った行動だ」

『六護式仏蘭西としては、ここでM. H. R. R.旧派カトリツクの包ほう囲い戦士団を叩たたき潰つぶし、その戦いをもってマクデブルクの掠奪とする、という〝解かい釈しやく〟にしたいのよね』

　だが、と正純は、向かいのベンチに座るゲーリケを見た。

　するとゲーリケも、腕を組んだままこちらに頷うなずきを見せる。そして彼はアンヌに顔を向け、

「何な故ぜ、その侵攻を先に出して頂けなかった？　マクデブルクを六護式仏蘭西が救うというならば、もっと早くに動いて頂ければ良かったのだが」

『仕方ないわ。K. P. A. Italiaの敗北と、武蔵むさしの動きがあったからだもの。──本来ならば、マクデブルクの掠奪の際、義ぎ勇ゆう団だんとして六護式仏蘭西がその避ひ難なんを請うけ負う案もあったのよ。昨日きのう、IZUMOに展開した六護式仏蘭西の主力。あれは、その用意でもあったんだもの。

　ただまあ、松まつ永ながの手引きもあって武蔵がここに来ることになったから、武蔵の手並みなど拝はい見けん、という形だったのね。下手へたに六護式仏蘭西が介かい入にゆうすれば、聖せい連れんがまた何か言い出すし』

　でも、とアンヌが言った。

『K. P. A. Italiaが落ちた以上、聖連や欧おう州しゆうの指し導どう国が急きゆう遽きよ必要になっちゃったわけ』

　……そのために必要なのは、何か。

　正純は、考えながらこう言った。

「P. A. Odaに対たい抗こう出来るという証明か」

『Ｔｅｓテスタメント．、マクデブルクの掠奪への介入は、それを満たせるわ。前倒しになって武蔵が動けない以上、そこに駆かけつければ〝救い手としての英えい雄ゆう〟のイメージも得られるしね。

　だからゲーリケ市長、半はん球きゆうは今後、武蔵との共同開かい発はつになると思うけど、それに六護式仏蘭西も加わらせて欲しいわ。これから起きる戦せん闘とうで、半球の避難先さきとしては、間に合わない武蔵よりも六護式仏蘭西艦かん隊たいの方が適てき任にんでしょうし』

　……自分達で戦闘起おこしておいてよく言うよなあ。

　心しん底そこそう思うが、言わないでおく。言ったところで、倫りん理り観かん以外に解決されるものはないのだ。まずは行動し、後からその成果も含め、話し合うべき案件だろう。

　そしてアンヌが、ゲーリケに念を押すように言葉を作った。

『上う手まくいったら〝解かい釈しやく〟の口くち添ぞえを御お願ねがいね。ゲーリケ市長』

　言葉を投げかけた先、ゲーリケが、ややあってから頷うなずいた。

「Ｔｅｓテスタメント．、否定する理由がない」

　有あり難がとう、とアンヌが笑えみとなった。そして、

『────』

　ふ、と一いつ瞬しゆん、力が抜けたように見えたのは、錯さつ覚かくだろうか。

　だが、ゲーリケも、横の浅あさ間まも、そしてアンヌの横に上がろうとしていたマザランまでもがその動きを止めていた。しかし、

『御ご免めんなさい。久しぶりの外なので、いろいろ考えてしまうわ』

　アンヌが身を起こし、仮か想そうの息を吐いて肩をすくめる。気にするなと言う促うながしだ。だから正まさ純ずみも、ややあってから了りよう解かいの頷きをとった。

「Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさし側がわとしてもいろいろと有り難い話だ」

　だが、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの到達はいつになるんだ？　マクデブルクの掠りやく奪だつが前まえ倒だおしによって一時間後ごの八時となると、それに介かい入にゆうするのは相当急いそぎになるだろう？」

　そうね、とパレ・カルディナルがアンヌの声で言った。

『──恐らくあと三十分。掠奪開かい始しの三十分前ね。……既すでに、協力的な改派プロテスタント領りよう邦ほうの上をステルス航こう行こうで通過してきている筈はず。すぐそこよ？　時間に於おいても、距離に於いても」
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「三十分後、……十九時三十分に、六護式仏蘭西がマクデブルク西に到着で御ご座ざるか!?」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの告げた時刻に、点てん蔵ぞうは疑問と抗こう議ぎを放っていた。

「武蔵が戻るのは明日あしたの未み明めい！　それに比べてあまりにも早う御座る！」

　だが、言葉を飛ばした先、人狼女王はただただ笑みで頷いた。そして、

「でもまあ、マクデブルクの掠奪が始まるまであと一時間となりましたから。

　六護式仏蘭西としては、この戦いでいろいろ得るつもりもありますものね。

　ゆえにもう、先ほどの連れん絡らくが来た時には、六護式仏蘭西の艦かん隊たいが出しゆつ立たつしてた筈ですわ」

「しかし、随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがのう御座る……」

　呟つぶやきながら、しかし点てん蔵ぞうには理解出来た。

　今、六護式仏蘭西が早めの行動をとるのも、

「マクデブルク包ほう囲い戦せん士し団だんに対たい抗こうするだけの布ふ陣じんを展開するのには、時間が要いるからで御座るな？　だから掠りやく奪だつの三十分前、十九時半に到着して六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの戦せん士し団だんを降こう下か、恐らくその十五分後ごくらいに展開を完了した後、攻こう撃げきを開始する、ということに御ご座ざるか」

「Ｔｅｓテスタメント．、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 のマクデブルク包ほう囲い戦士団とて、無む能のうではありませんわ。

　総そう員いん三万人、突とつ撃げき師し団だんは五千人、その内の一千人が都市制せい圧あつ用の高速機き動どう殻かくですの。

　マクデブルクのような街ならば、十五分で機能停てい止し状態に出来ますわね。

　だから、先に動き、介かい入にゆうする必要があるのです」

　しかしまあよくお解わかりですわね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは頰ほおに手を当ててこちらに笑えみを作る。

　自分の横、メアリが、己おのれが褒ほめられたかのような笑みを返すのが内ない心しんでこそばゆい。ああ、でも腕を抱えるのは感かん触しよく的てきに感かん涙るいで御座るメアリ殿どの。

　ともあれ、と一ひと息いきついて、点てん蔵ぞうは表示枠サインフレームに全体の流れを記した。





・三十分後ご　　　：十九時三十分　：六護式仏蘭西：マクデブルク到着。

・四十五分後？　：十九時四十五分：六護式仏蘭西：展開し、マクデブルク包囲戦士団に突とつ撃げき。

・一時間後　　　：二十時　　　　：M. H. R. R.旧派カトリツク：本来ならばここで掠奪を開始。

・一時間十五分後：二十時十五分　：M. H. R. R.旧派：本来ならばここで掠奪を完かん遂すい。






「──と言ったところに御座るか」

　点蔵は思し案あんする。M. H. R. R.旧派のマクデブルク包囲戦士団三万人は、大変で御座るな、と。

　……迂う闊かつに動けば、マクデブルク市と六護式仏蘭西の挟きよう撃げきを食らうで御座るからな。

　だが、もし撤てつ退たいして六護式仏蘭西をマクデブルク市に入れさせれば、K. P. A. Italiaからの援えん軍ぐんが来てもマクデブルク市を陥かん落らくさせるのは至し難なんとなる。

　挟撃覚かく悟ごで決けつ死しの掠奪か、後の陥落不ふ能のうを覚かく悟ごで援軍を待つか。

　どちらにしろ、必ひつ死しの戦せん闘とうを彼らは余よ儀ぎなくされるだろう。

　……六護式仏蘭西の戦せん略りやくを、見事と言うべきに御座るか。

　事じ態たいが、六護式仏蘭西の予定よりも早く動いたのは確かだ。だが、それを上う手まく利用して、彼らは今の切せつ迫ぱくした事態を自分達の〝得〟に結びつけてきた。

「どうですの？　──武蔵むさし側がわとしても、結けつ構こうな安全が図られることと思いますけど。

　まあ、M. H. R. R.旧派は、ストレス解かい消しように武蔵をつけ狙ねらうかもしれませんけどね」

　でもまあ、と彼女は言って、己の身を抱いた。

「何か間違いがあったとしても……、私がいれば、貴方あなた達を護まもることも、六護式仏蘭西側にて保ほ護ごすることも可能ですのよ」

　そうで御座ろうなあ、と点蔵は思った。だが、ややあってから、

　……こう言うしかないで御座るな。

「その申し出、身み分ぶん違ちがいでは御座るが、──お断り申す」
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　点てん蔵ぞうはわずかに身み構がまえながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウの笑えみに拒きよ絶ぜつの言葉を投げかけた。

　と、彼女の向こう、塔とうを護まもる女達に珈琲コーヒーを淹いれて貰もらっていた女じよ装そうが首を傾かしげた。

「あれ？　テンゾー、ネイトママンに護って貰った方がよくね？　楽じゃね？　巨きよ乳にゆうだし」

「最後無む視しするで御ご座ざるが、それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに借りを作ることになるで御座るよトーリ殿どの。

　そこらの政治的判はん断だんは正まさ純ずみ殿を通すまではなるべく〝無いもの〟と考えるべきで御座るし、万まんが一いちをここで言うのは失礼で御座ろうが、──そのまま六護式仏蘭西側に〝保ほ護ご〟とも限らぬで御座る」

　と、メアリがこちらの横に立った。彼女は二本の王賜剣エクスカリバーをこちらと己おのれの左右に浮かせ、人狼女王にはっきりとした口く調ちようで言う。

「──私がいても、〝保護〟をなさいますか？」

「英国イギリスに借りを作るのも、また面白いものではありませんの？」

　……強つわ者もので御座るなあ。

　最大の利益を得ることに対し、躊躇ためらいがない。傲ごう慢まんとも言えるが、捕ほ食しよく者しやが餌えさとなる相手を気き遣づかわないのと同じだ。

　彼女とこちらは同じ存在ではない。

　それを傲慢というのは、こちらの甘えでしかないだろう。それならば、

　……抵てい抗こうする時は、力で為なすしか無いで御座るか。

　ミトツダイラに早く戻ってきて欲しいと思う。が、しかし、

「おいおいテンゾーもママンも、俺おれ措おいて話すんなよ」

「しかしソーチョー。ナイちゃん思うんだけど、さっきのテンゾーの話聞きいてた？　途と中ちゆうからママンの胸を横から見て視し線せんで立りつ体たい計ったり、向こうに座ってる槍やりのお姉ねえちゃんのスカートの中とか凄すごく気にしてた気ーするんだけど」

　慌あわてた動きで槍の女性がスカートの裾すそを直すのを、女装はちらりと振り返って確かく認にんした。

「あ、くそ、──って金かねマルはそういうの言うなよ!?　俺おれの隠かくれた趣しゆ味みが台だい無なしだろ!?」

「で、先ほどの忍にん者じや少年の言げん、聞いてましたの？」

　ああ？　と女装は眉まゆを歪ゆがめた。

「き、き、聞いてたよ!?　聞いてたに……、きま、決まってんじゃん？」

「トーリ殿、視し線せんを下に逸そらさず言っていただきたいので御座るが」

　と、言っている間に、メアリがこちらの袖そでを引いた。

「先ほどの点蔵様のお話、短く言うとどうなるんでしょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──勝かつ手てな判はん断だんすると正純殿が超ちよう怒おこるで御座る」

「うっわすげえ解わかりやすい……」

　と頷うなずき、馬ば鹿かが頭を搔かいた。あー、と前置きまでして、

「そんなわけでネイトママン、ちとセージュンに聞かないと頼れねえわ。御ご免めん」

「謝る必要はないんですのよ？　私が強ごう引いんに引っ張っていけばいいだけですので。抵てい抗こうするなら、ちょっとそちらが苦労することになるかと思いますけど」

　ね？　と人狼女王レーネ・デ・ガルウは笑えみを向けた。

「貴方あなた達は、私達の保ほ護ごを受けないなら、この王を連れてどこへ行くのかを思し案あんなさい。私は個人的な協力ならある程てい度どして差し上げますわよ？」

「……そういう申し出ならば、有あり難がたく受けさせて頂くで御ご座ざる」

　しかし、と点てん蔵ぞうは、塔とうを見上げた。

「……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの突とつ入にゆうによってルドルフ総そう長ちようが〝死んだこと〟になるならば、カルロス一世せい総長のメモを得る機会は、今しかないので御座るな」

　それを見み越こして、六護式仏蘭西はここに自分達を派は遣けんしたのだろう。

　さて、と言ったのは、人狼女王だった。

「私、これに関しては手伝いませんけどね。何しろ、……これ以上、うちの子のプライドを砕くだいてしまってはいけませんもの」

「どうだろうなあ」

　と、声がした。それは、腕を組んで塔を見上げる女じよ装そうの姿すがただ。

　彼は、小さく笑って、こう言った。

「ネイトも、ママンが思うよか、結けつ構こうプライドに意い地じ張はるんだぜ？」
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「さあぁん？　どうしましょうかねぇ？」

　リングの中央で、ミトツダイラはルドルフ二世の声を聞いた。

　正面、彼は東のコーナーポストにその身体からだを預け、こちらに剣を放り投げる。

　宙を飛んできた一本を、ミトツダイラは右手で引っぱたくように受け取った。

「これで、痛みを与えて見ろ、と？」

「余よ興きようよぉ？　私が自由になるまでの、ねえ……？」

　と、ルドルフ二世が己おのれの懐ふところにメモをしまい込む。文字通りに胸に収めて、だ。そして彼は、

「マクデブルクの掠りやく奪だつが一時間後ごに前まえ倒だおしになり、それに焦あせった六護式仏蘭西が来るまで、報告によるとあと三十分」

　でも、

「それまで私は神に等しいM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の神しん聖せいローマ皇こう帝てい。そして総長。だからそれまでは、貴女あなたに機会をあげるわぁ。私からこれを奪うばい取る機会をねぇ……」

　戦ってやろうと、そういうことだ。M. H. R. R.皇帝総長の座を嫌きらっていた身が、しかし最後の仕事として、〝敵に協力はしない〟として、戦う気なのだ。

　随ずい分ぶんと高こう潔けつですわね、とミトツダイラは思う。だが、

「痛みを与えて奪うばい取ることが出来なかった場合は？」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの突とつ入にゆう前まえに、私はこの塔とうから出て立ち去るわねぇ……。行き先は英国イギリスかしらねぇ……。でも……」

　胸を軽く叩たたいた。

「このメモは、……持っていくわあ。だって、万まんが一いちの時の保険になりそうだものねぇ……」

「……最悪の事じ態たいですわ、それ」

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の前まえ田だ・利とし家いえが英国で示した公こう主しゆ隠かくしの重要性を、力不ぶ足そくから手にすることが出来ず、持ち去られるのだ。

　そのようなことが生じれば、武蔵むさしの評ひよう価かは地に落ちる。避けねばならない。

　そして、全ての判はん断だんは自分に掛かっているのだと、ミトツダイラはそう思い、

　……痛み、ですのね。

　どうやって与えようかと思った瞬しゆん間かん、左手側がわに風が来た。

　笑えみの女がそこにいた。

「もう、始まってるのよぉ？」

　攻こう撃げきが、貫ぬき手ての形で飛んできた。







[image: 第六十九章『鉄塔の諦観者達』]
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　リング上の戦せん闘とうは、打だ撃げきと回かい避ひの交こう差さから始まった。

　お互いがまず行ったのは、左右に位置を取ろうとする相手を追うことだ。

　両者が追い合うために、舞ぶ踏とうのように、しかしどちらも高速にフックとバックハンドを用いて身を回し、相手に致ち命めい傷しようを与えるために貫ぬき手てを突き込んで行く。

　だが、お互いが、攻こう撃げきがかわされた際の保険も忘れない。花咲くような回転の中には、コンビネーションの攻撃が後から重なって走るのだ。

　止まらない。

　敵の突とつ進しんを穿うがつために蹴けりを放ち、己おのれの上じよう半はん身しんに敵の意識が来れば高速の下げ段だん蹴げりを放つ。

　足あし捌さばきは、踏み込みと、直後の回避を基礎とするものとなっていた。全力で踏み込んで、すぐに捻ひねって身を飛ばす動きだ。

　回り、攻撃しては踏み込んで回避し、また前に出ては回り続ける。

　両者の位置はめまぐるしく変わり、時とき折おり、距離をとったルドルフ二世せいが、

「ふうぅん」

　チェーンに身を振り、反動を付けて高速の突とつ進しん技わざを送ってくる。

　対するミトツダイラは、ラリアートや膝ひざ蹴りのポイントを見切り、踵かかと蹴りや長ちよう剣けんの斬ざん撃げきを叩たたき込む。が、砕くだいても切っても即そく座ざの再生と無む痛つう覚かくがルドルフ二世を停まらせない。

　風が巻き、打撃音おんが響ひびき、血が散り飛ぶ。

　広い鋼こう鉄てつの空間の中で、ただ光に照らされたリングの中央で、しかし高こう密みつ度どの動どう作さが音を打ち鳴らしながら重なり続けていく。

　その動きと音は、停まることなく、速度を上げつつあった。

「──！」

　どちらともなく、声が漏もれた。愉ゆ悦えつとも、憤いきどおりとも聞こえる唸うなりが生じ、

「……！」

　打撃の音が一ひと際きわ強く鳴り始めていく。
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　……何て厄やつ介かいな!!

　ミトツダイラは、相手の攻撃を右手の長剣で弾はじきながらそう思った。

　敵が用いるのは打撃だけではない。時折手て指ゆびを開き、膝ひざ裏うらや手首を絡めるようにして関かん節せつを取りに来る。投げられそうになったことは二に度ど三度ではなく、実際に身を浮かされたことも幾いく度どかある。そのたびごとに床を蹴り、投げをこちらから加速して逃れねばならない。

　こちらが不利だと、そう思う。

　弱気になるなと、そう心を[image: ]しつ咤たするが、事実は事実だ。

　何しろ、負ふ傷しようの回かい復ふく速度が違う。こちらは腕を折られれば大きく不利になるが、向こうは瞬しゆん間かん的に回復してしまうのだ。

　今も、ミトツダイラがルドルフ二世せいの突とつ進しんの膝ひざに対し、

「……！」

　打ち下ろしの踵かかと蹴げりで破は壊かいした。が、これもまた砕くだいた瞬間から再生された。

　逆にミトツダイラが、ルドルフ二世の膝ひざに乗せた己おのれの踵を裏から押されて宙を舞う。

　彼女は空中でとんぼを切って姿し勢せいを制せい御ぎよするが、

「厄やつ介かいですわね……！」

「〝化ばけ物もの〟って、そう言わないのが素す敵てきよぉ……？」

　言葉と共にルドルフ二世の速度が上がった。こちらの左に回り込むその姿すがたは、

　……女!?

　見知らぬ女性だった。茶ちや色いろい髪かみを靡なびかせた姿は、しかし、

「男の時よりも速い……！」

　理由は解わかる。ルドルフ二世の身体からだは男の状態の時、運動に対して理想的な形を持っている。だが、男の身体は全身にくまなく筋きん肉にくがついていて大おお柄がらだ。

　筋肉も、万ばん能のうという意味でバランスを考えた場合、加速に向いた筋肉だけではなく、持じ久きゆう力りよく重じゆう視しのものもついてしまう。

　高速動どう作さをとるには、万能型がたの男性体たい型けいは無む駄だが多くなる。

　それは結果として、初しよ速そくが遅く、小こ回まわりが利かなくなるということだ。

　対し、女性の方が細ほそ身みで小こ柄がらで、小回りが利いて柔じゆう軟なんだ。

　このような狭い場所では、男性よりも女性の方が高速で戦える。しかも、

　……見た目とは違う筋肉密みつ度どでしょうに！

　素もとは、ルドルフ二世の肉体だ。それが小柄な女性になる時、全身の密度は上がっている。

　男性並なみの爆ばく発はつ力りよくを内側に収め、小回りが利く女性だ。

　男性の時は、大きな動きで。女性の時は瞬しゆん発ぱつ力りよくのある精せい密みつな動きで来る。

　この二つの使い分けは、戦いの中でどんどん高速で為なされるようになっていた。

「く……」

　左横よこに飛び込んできた女に対し、ミトツダイラは左のバックハンドを叩たたき込む。それも、手て指ゆびを揃そろえて鴨かも首くびのように曲げた指し突とつだ。

　だが、女が更さらに加速した。視し線せん一つ分ぶん小柄な女に変わって、背後へと跳ぶ。

「……！」

　反射的な動きで、ミトツダイラは前へと身を跳ばした。

　すると、すぐ後ろ。首のあったあたりで、拍はく手しゆにも似た音がする。

　床に落ちた影の動きは、ルドルフ二世せいが男の姿すがたでこちらを捉とらえようとしたものだ。両の手を大きく合わせるようにして、首を取りに来ていた。

　牽けん制せいとして右に握った剣の先を後ろに靡なびかせながら、ミトツダイラは全身で振り返る。すると両の腕を真ま下したに振り、そのまま上じよう半はん身しんを前に倒したルドルフ二世が、

「行くわよぉ──！」

　男の姿で加速した。が、次の瞬しゆん間かん。彼の姿は槍やり持もちの女になり、笑えみの女になり、見知らぬ女になり、どんどんと身を前に倒しながら小こ柄がらになっていき、

　……あれは……！

　自分だった。銀の髪かみ、金の瞳ひとみ、ただ違うのはM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服の右肩と右脇わきに穴が開いているということだけで、

「大体、解わかってきたわぁ……ん、貴女あなたのことぉ……！」

　言葉とともに、もう一人の自分が高速で突っ込んできた。
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　ルドルフは、走りながらの貫ぬき手てを発はつ射しやした。

　……いい身体からだねぇ……！

　異い族ぞくと人間の交こう配はいによって生まれた半人狼デミ・ルウガルウの娘むすめ。それも、情報によれば人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘だ。

　その身体は、相手を狩かるために出来ている。人間と同どう様ようの動かし方をしても齟そ齬ごが無い上に、手首の関かん節せつや骨こつ格かくの各部は攻こう撃げき動どう作さに向いたバランスだ。

　貫手を突き込むだけでよく解る。普通の人間ならば〝貫手を突き込む動作〟を行う必要があるのに対し、この身体はただただ〝身に任せて攻撃する〟だけでいいのだ。

　筋きん肉にくを無む理りに捻ひねる必要もなければ、関節を回す意識も要いらない。相手に向けて爪つめを突き刺したいと思って手を振れば、自動的にそうなる。

　獣けものの身体だ。

　まだ完全に関節や筋肉の位置などを読んだわけではないが、この状態でこれだけ動けるというならば、完全に読めた場合、どれほどになるのだろうか。

「素晴らしいわぁ……！」

　そしてルドルフは届いた。相手との詰め切れぬ距離を、一気に縮めたのだ。
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「!?」

　ミトツダイラは、驚きと、疑問に心を奪うばわれていた。

　……速い!?

　向こうが自分の身をコピーしたのは解る。しかし、

　……どうして私よりも速いんですの!?

　初しよ速そくの乗りが大きく違う。最初の踏み込みに関しては、男の状態から順じゆん次じその身体からだを小こ柄がら化かしていったので加速力りよくが溜たまったのだと思うが、その後において、ずっとこちらと同じ姿すがたをしながらも、相手の速度が落ちていない。

　否いな、敵の速度は上がってすらいる。

　戸と惑まどいを得つつも、ミトツダイラは、

「……っ」

　敵の攻こう撃げきに対し、広こう範はん囲いのカウンターとなる長ちよう剣けんの逆ぎやく袈け裟さ切ぎりを放った。

　その下を、自分の顔が潜くぐってきた。瞬しゆん間かん的なかい潜りだ。こちらを見上げてくる顔には笑えみがあり、そのまま、笑み顔が胸むな元もとへと上がってくる。

　速いと、そう思った。何な故ぜだとも、重ねて思った。

　初速が違う。伸びの部分は同じかも知れないが、初速が圧あつ倒とう的に違う。

「言っておくけどねぇ。今の筋きん肉にくの配はい分ぶん、なるべく、貴女あなたに近いようにしているのよねぇ」

　つまり、

「今、貴女と私は、その作り方の部分において同じなのよぉ？　ただ、──筋肉の質で言って、私は人間の強化版ばん、貴女は人狼ルウガルウの半分入はいった天てん然ねん物もので、ええ、貴女の方が上の筈はず」

　自分の声で告げられた言葉に、ミトツダイラは疑問を思う。

　……それで、どうして私より速いんですの!?

　問いかけの答えは、別の言い回しで返ってきた。

「つまり、私の方が、身体の使い方を心得ているってことねえ。今まで多くの人間を模も写しやして、体のつくりを勉強したもの。だから、……ええ。相手よりも上う手まく、相手の身体を使って勝ち、凌りよう駕がする。──それが私なのよねえ」

　更さらには、と眼がん前ぜんに迫る己おのれの顔が、波打つように歪ゆがんだ。歯を見せ、笑いとも抗こう議ぎとも見える顔を見せて、

「私は何者なのかしらねぇ……!?」

　そして攻撃が来た。
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　遅い、とルドルフ二世せいは敵を見てそう思った。

　まるで身体を使いこなしていない、ただ基本性せい能のう任せの戦い方だ、と。

　それでは、強いかも知れないが、重じゆう戦せん車しやのようで、女性の利点が全くない。だから、

「そうじゃないでしょぉ……!?」

　貫ぬき手てをぶち込む。それも連れん打だで、だ。

　右を入れ、引く動きで身を逆に回して左を入れ、そこから前に出した左を外に跳ね上げ、身体を左に回しながら下段からの右を回し打ち込む。

　足は素す早ばやく突き刺すように前へ前へと踏み込み続けることで、こちらの貫ぬき手ての発はつ射しや台だいとして確立させながら、相手を左右側がわに逃がさぬ牽けん制せいとした。

　相手はただ下がることしか出来ず、時とき折おり大きく跳ちよう躍やくして逃げようとする。だから、

「……ふぅ！」

　貫手の手を広げ、摑つかもうとして見せる。すると跳躍しようとして身を低くした相手は、その硬こう直ちよく時じに摑まれることを避け、即そく座ざにまた小さく下がる。

　いい反射神しん経けいねぇ、とルドルフ二世せいは思う。関かん節せつ技わざや投げに対しての知識もあるようだ。

　恐らく、仲間達との訓くん練れんで身につけたものだろう。特に、投げるために摑もうとしたり、摑んでから崩くずしを入れる瞬しゆん間かんに、上う手まく逃げる。

　だからこそ、摑もうとするフェイントが効き、移動の制せい御ぎよが容易たやすく行える。

　しかし、相手はこちらの攻こう撃げきをかわし続ける。更さらには、カウンターで時折、打だ撃げきを中心とした攻撃が来る。回かい避ひ防ぼう御ぎよを中心とした戦せん術じゆつにシフトしたようだ。既すでに剣もリング上に捨て、攻撃は小こ回まわりの利く素す手でだけに絞しぼっている。しかし、

　……後が無いのよぉ……!!

　西側のコーナーポストがすぐそこだ。そこに追いつめれば逃げられはしない。

　距離は、あと三歩、そしてすぐに二歩、続くように、

　……一歩……！

　一歩分ぶんの間があるが、そこでルドルフは仕掛けた。強ごう引いんに前に出たのだ。

　直後。こちらの動きを待っていたかのように、敵が動いた。

「誘ってたのぉ……!?」

　回答はない。敵の目はまっすぐにこちらを見み据すえているだけだ。

　そして、踏み込んだこちらに対し、それだけを狙ねらっていた動きでカウンターの右みぎ貫手が来た。位置は下段からの逆ぎやく袈け裟さ。視し界かいの中に入りにくい、見えない一いち撃げきだ。
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　ルドルフ二世は、強引に身を捻ひねった。

　武蔵むさし第五特とく務むが飛ばす逆袈裟の一撃。こちらの左下から右上に走ってくる攻撃に沿うように、身を右後ろに傾けたのだ。

　右にのけぞってかわす。攻撃の距離は見切れている。だから、

「──!!」

　かわした。左の頰ほおを大きく抉えぐられたが半秒で治る負ふ傷しようだ。傷つけた本ほん人にんも心を痛めることはないだろう。

　回避したら、次はこちらの攻撃だ。

　右後ろに傾けた身体からだを利用し、右足を外に、左足を前に踏み込む。そして身体を前に振り込みながら、コーナーに相手を追いつめるように、左の貫ぬき手てを一いつ直線に前へと発はつ射しやした。

　狙ねらいは相手の胸むな元もと。中央だ。

　瞬しゆん間かん。相手が、空から振ぶりした右手を首もとにまで至らせてガードとした。

　良い判はん断だんだ。身体の中心と首を護まもっている。

　だが、構わないと、ルドルフ二世せいはそう思った。

　……貴女あなたの力なら、己おのれの身体を引きちぎるくらいは余よ裕ゆうなのよぉ……！

　ガードを突き破って、貫手を背まで貫かん通つうさせる。

　こちらの腕も破は壊かいされるが、それは高速再さい生せいでどうにかなる。

　勝利だ。

　そう思い、ただまっすぐに、ルドルフ二世は貫手を射しや撃げきした。

　直後。ルドルフ二世の視し界かいは見た。

　正面にいた相手の姿すがたが、いきなり消えたのだ。

「……!?」

　何な故ぜかは解わかる。

　敵の速度が上がったのだ。だが、

　……どういう仕掛け!?

　と、そう思った時には、貫手があるものを穿うがっていた。

　追いつめた先にあった天てん使しの形のコーナーポストに、こちらの手首までが突き刺さった。

　そしてルドルフ二世は知ち覚かくする。背後へと、敵が回り込んでいる気け配はいを、だ。

　だが、思うべき事があった。これまで遅いと言えた敵が、いきなり高速になったのは、

　……どうやってなのよぉ……!?
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　ミトツダイラは、身を軽くしていた。

　コーナーポストを抉えぐったルドルフ二世の背が目の前にある。己と同じ姿の背だ。

　違いと言えば、制服だけだ。

　ルドルフ二世はM. H. R. R.神聖ローマ帝国 女子の制服を着込んでいた。だが、ミトツダイラの方は、

　……外させて頂きましたわ！

　ルドルフ二世の背の向こう、コーナーポスト近くの宙に浮いているものがある。

　制服だ。M. H. R. R.制服の、ハードポイントパーツまで含んだ上うわ着ぎやスカートが脱ぎ捨てられている。

　先ほど、回かい避ひの直前に外したものだ。

　速度を考えた時、ミトツダイラは一つの答えを思いついていた。

　着き慣なれていない制服で戦うのは危険だ、と。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の女じよ子し制服は金属系けいパーツも多く、防ぼう護ご能力に優れている。だが、いつも着ている極きよく東とう制服は元より、私し服ふくの戦せん闘とう用ようドレスのベースとなっている六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの女子制服は、身体からだのしなやかな動きが取りやすいようになっている。

　この違いは大きい。

　だから、逆ぎやく袈け裟さの腕を振り上げる時に腰のハードポイントパーツとスカートを。そして首に回した手をガードに見せかけながら、首のハードポイントパーツと上うわ着ぎを脱ぎ捨てた。

　今、着ているのは、インナースーツのワンピースとタイツのみ。下した着ぎか裸はだかにならない限りはこれ以上の身み軽がるは無いという格かつ好こうだ。

　着慣れていないものを、ぎりぎりまで削けずって、そして行う攻こう撃げきは、

「……！」

　リングに落として置いた長ちよう剣けんを拾いざまに、

　……首!!

　こちらに振り向こうとするもう一人の己おのれに対し、ミトツダイラは、浮き上がるような横よこ切ぎりの一発をぶち込んだ。

　肩の上。首の中央だ。

　疾しつ走そうするように叩たたき入れた斬ざん撃げきは、木を断つような音とともに、

「どうですの!?」

　己の首が、宙に飛んだ。
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　……やった！

　いつもと違う服を着ていてくれて救たすかった、とミトツダイラは思った。

　戦せん闘とう系けいの役を持つ者は、訓くん練れんで家か畜ちくの処分や生物の解かい剖ぼうなどを学んでいる。ゆえに攻撃の手て応ごたえや結果に対しては嫌けん悪お感かんを得ないが、

　……相手が自分となると、前ぜん例れいがありませんものね。

　ゆえに、差があってくれて良かったと、宙に飛ぶ己の首を見てミトツダイラは思う。

　ともあれ、これで終わりだと、そう思った。

　首を刎はねれば、体は動かなくなる。先ほど、断たれた腕が血ち煙けむりと変わったから、遺のこされた身体は全て血煙となって首の方へと至る筈はずだ。

　それは、敵が身体を失うと言うことだ。ならば、

「その隙すきに、メモを頂きますわ！」

　敵を動作不ふ能のうにしてメモを奪うばう。それがミトツダイラの描いた勝利の方法だ。

　元々、メモだけが目的なのだ。だからそれさえ得てしまえば、後はどうでもいい。戦う必要すらない。これは騎き士しらしからぬ考えだと思い、恥はじも感じるが、

　……正直、勝てるとは思えませんもの。

　実力というか、〝力〟が違う。異い族ぞくの血を引く自分が言うのも何だが、変へん身しん能力に無む痛つう覚かくに高速再さい生せいなど、魔ま物ものでもあり得ないほどの反はん則そく能力のオンパレードだ。

　戦いに勝つよりも、別の勝利を望んだ方がいい。

　だから、ミトツダイラはその通りに動いた。前へと踏み込みながら、宙に飛んだ首を自由にさせないよう、

「……っ！」

　もう一人の己おのれの首を下から刃やいばで突き刺し、動けぬようにしようとした。

　しかし、ミトツダイラの視し界かいの中に、色が弾はじけた。

　赤の血ち煙けむりだ。

　それはルドルフ二世せいの身体からだが再生する時に生じる、術じゆつ式しき的てきなもの。

　だが、発生した場所が、予測と違った。ミトツダイラの心の中では、

　……首の落ちた身体の方が、消えて無くなる筈はずで──。

　違った。

　消えたのは、宙に突き込んだ剣の先。跳ね飛ばされた己の首だった。

「頭部が分ぶん解かいされる……!?」

「そうよぉ。……私の身体はねぇ？　常に、大きい方が本ほん体たいなのよぉ」

　眼がん前ぜんにあった首くび無なしの身体。その首上にいきなり銀の髪かみが広がった。

　高速再生だ。そして振り返る金の瞳ひとみが見え、

　……だったら!!

　痛みが欲しいと相手は言った。ゆえに、

「これならば……！」

　振り返る己の横よこ顔がおに対し、ミトツダイラは振り上げていた剣を貫かん通つうさせた。

　こ、とも、か、とも言える冷たい堅けん音おんと共に、己の側そく頭とう部ぶから延えん髄ずいまでを、刃が貫つらぬいて、

「……どうですの!?」
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　正面、死体にしか見えない己がいると、ミトツダイラはそう思った。

　突き刺してから即そく座ざに三歩を離れたが、長ちよう剣けんから手は離している。

　そして正面。もう一人の自分が動きを止めていた。こちらが鍔つば元もとまで突き刺さした長剣は、その刃の大だい部分を彼女の顔の向こう側に突き出している。

　ゆえに首は向こう側に傾き、しかし、

「──重いわねぇ」

　自分が、こともなげにそう言った。そして小さく笑い、

「惜おしいわねぇ、この発想。……非常に惜しいわぁ」

　そうよねぇ。

「頭部も分ぶん解かい可能だと言っても、目で見て、耳で聞いてる。そうなると、身体からだに命令を出しているのは頭部で、そこに攻こう撃げきを加えれば止まるかもしれない。その場合、やるなら、神しん経けい系けいの中央。身体に命令を出す脳から延えん髄ずいに掛けて一いち撃げきをぶち込み──」

　目の前の自分が、こちら側の側そく頭とう部ぶから突きだした鍔つばを軽く叩たたく。

「突き刺しっぱなしにしておけば、神経を常に抉えぐり続けて激げき痛つう、そんなところでしょぅ？」

　その通りだ。それ以外に方法はないと、そう思う。

　しかし、ルドルフ二世せいは、あるものを示してくれた。彼は、おもむろに刃やいばと肌はだの間に爪つめを幾いく本ほんか差し込み、

「ええと、と」

　引き剝はがすようにして押し広げ、隙すき間まを作ったのだ。

　刃やいばと、頭部の断だん面めんが割り開けられ、中なか身みが見える。

　……無む茶ちや苦く茶ちやな……！

　だが、確かに見えるのは、

「どう？　断面。綺き麗れいでしょぉ？」

「────」

　軽く吐き気を感じる光景だが、確かに言われる通りだ。断面は見えているが、血も、体液も、何も出ていない。まるで柔らかい硝子ガラス張りが為なされているようで、

「まさか……、刃が突き込まれた瞬しゆん間かん。その断面部ぶが再生能力でブロックされるんですの？」

「どっちかっていうと、変態能力シエイプシフトの方よねえ。……断たれ、しかし刃が抜けない場合、〝こういう形の生物だ〟って、そう、変態するみたいなのよぉ」

　ふふぅ、と笑って、もう一人の自分は刃と隙間を戻した。

「たしかに脳や延髄にこういうの叩き込まれると、一いつ瞬しゆんだけビクってきちゃうわねぇ。……でも、それは痒かゆみみたいなもので、痛みには発展してくれないのよぉ。もしやるとしたら──」

「常に新しい刃を叩き込み続けろ、と……？」

　不可能な問いに、しかしもう一人の自分は頷うなずいた。そして敵は、首を下に振る動きを利用して頭に刺さった長ちよう剣けんの柄つかと刃を下からつかみ、

「と」

　骨を割り砕くだく音を付けながら、まるでカチューシャでも外すかのような動きで、ルドルフ二世は刃を上に抜いて外した。その動きを見たミトツダイラは、一つの理解を得る。

「今……、刃が頭の中で動き続けても、痛みは感じてませんでしたわね？」

「今の程度の速度じゃあ駄だ目めよぉ？　端はなからすぐにブロックしちゃうからぁん」

　それにね、と、ルドルフ二世せいが、剣を投げ捨てた。

「今まで誰だれも、そんなこと、成功したこと無いの。私に痛みを与えるなんてのは、ねぇ」

　剣が、ゆっくりと落ちていく。その間に、ルドルフ二世は身体からだをこちらに向け、

「さて、そろそろ、解わかったわぁ」

「何を、ですの？」

　解っているが、聞かざるを得ない。それが〝本ほん物もの〟のプライドだ。そして聞こえる声は〝偽にせ者もの〟が、それだからこそ放つ。

「貴女あなたのこと。──ええ、大体読よめたのよぉ」

　言葉と共に、もう一人の己おのれが、こちらへと身を放った。

　今まで見たことがないような速度だった。
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　ミトツダイラは、迷うことなく下がった。

　こちらは身み軽がる。向こうはフル装そう備び。そしてこちらは、

　……全力で退たい避ひ！

　下がる。それもバックステップではない。背を相手に向けての全力疾しつ走そうだ。一歩目の初速から全力を乗せて、行く先はやや右手側、距離三メートルほどの位置にある、

　……西のコーナーポスト！

　あれを飛び越え、先行して着ちやく地ちする。相手が追ってくれば着地の隙すきを狙ねらうことが出来るし、その危険を察さつ知ちして止まるならば距離をとって体勢を整えることが出来る。だから、

「……っ」

　腿ももに力を込め、三メートルのショートダッシュを掛けた。

　眼がん前ぜんに自分が飛び込んできた。
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「!?」

　純じゆん粋すいな驚きがあった。

　こちらは身軽で、距離も空あいていた。全力で走ってもいたのだ。

　それなのに、もう一人の自分は目の前に割り込んできた。

　……どういう速度ですの!?

　一いつ瞬しゆん思い出したのは、母のことだ。IZUMOでの戦せん闘とうの時、母もこのような、異常な瞬しゆん発ぱつ力りよくをこちらに見せつけてきたのだ。

　そして八年前に心に刻まれ、つい先日にぶり返した思いをミトツダイラは心の中に得る。

　母には敵かなわないと、そういう思いを、だ。

　だが、そうではなかった。

「どうしたのぉ？」

　敵かなわないのは、母だけではなかった。

　仲間であればまだ良かった。だが、今の相手は敵だ。そして、自分は、自分自じ身しんをコピーしたものにすら、

　……駄だ目めなんですの!?

　思った瞬しゆん間かん、左の脇わき腹ばらに衝しよう撃げきを受けた。こちらの正面に回り込む動きを利用しての回し蹴げりを、モロに食らったのだ。

　打だ音おんが全身に響ひびき、身が床から剝はがれるように跳ね飛ばされた。
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　身み軽がるな身体からだを受け止めた鎖くさりが、重なる鳴り音を打ち立てた。

　鎖を支えるコーナーポストが、金属でありながらもしなるほどの勢いだった。

　反動で鎖は戻り、受け止めていたミトツダイラをリング上の高い宙に放り出す。

　そこに、もう一人の銀ぎん狼ろうが跳ね上がった。

　鉄のリング。そのマットの床面すれすれまで身を低くし、そこからの膂りよ力りよくで敵が飛び上がったのだ。全身のバネを限界まで使った跳ちよう躍やくは、しかし高さではなく速度となって発はつ揮きされ、

「行くわよぉ……！」

　広げた脚あしの、右が、宙に放られたミトツダイラをまず下に打った。

　激げき音おんが響き、ミトツダイラの身体が下向きに曲がった瞬間だった。下から跳ね上げられたもう一人の銀狼の左ひだり脚が、曲がった身体を天てん井じよう方向へと蹴り飛ばした。

　空中二に連れん脚きやくによって、破は裂れつにも似た音が響き、両者の身体が空中でずれる。

　二発目めを下から蹴られたミトツダイラは上に、もう一人の銀狼は下に行く。だが、

「まだまだよぉ……！」

　偽にせ物ものの銀狼が、ミトツダイラを蹴り上げた反動を利用し、己おのれの身体を一回転していた。

　膂力の加速を用いた、伸しん身しんの踵かかと回まわし蹴りがミトツダイラに上からぶち込まれた。

　空中三さん連脚。

　肉を打つのではなく、肉に杭くいが刺さるような音がして、ミトツダイラが斜め下した方向に勢いよく吹っ飛んだ。そして偽物の銀狼も、天井を蹴ってミトツダイラとは逆の方向に飛んだ。

　斜めに、西と東に高速で飛び落ちる二人の行く先には、リングを囲むチェーンがあった。

　落ちる。

　ミトツダイラと銀狼は、同時に鎖に受け止められた。ミトツダイラは全身を衝撃に震わせたまま、浅い大の字に、しかしもう一人の銀狼はまるでソファに座り込むように堂どう々どうと、

「つ・づ・き」

　片方が宙に投げ出され、片方が宙に舞って、そして交こう差さした。

　交差は、まず偽にせ物ものの銀ぎん狼ろうが宙で横になって身を縮め、

「……っ！」

　弾はじき返すようなドロップキックを、ミトツダイラの身に打ち込んだ。

　ミトツダイラの身体からだが、また鎖くさりへと飛ばされる。

　既すでにミトツダイラは、衝しよう撃げきの連続で身体の制せい御ぎよを失っている。

　が、もう一人の銀狼は容よう赦しやをしなかった。そのまま宙で一いつ回転してリングに降り立つと、またチェーンに弾き返されてくるミトツダイラの下に回り、

「じゃ、メインイベントいくわよぉ──！」

　偽の銀狼は、ミトツダイラの足首を摑つかんだ。

　瞬しゆん間かん。ミトツダイラの顔にわずかながらの意い思しが戻る。何な故ぜならそれは、

「ふふぅん。……貴女あなたのお母かあさんみたいなことはしないわよぉ」

　言いつつ、偽物の敵は身を回した。床の上、右の爪つま先さきで立ち、左の手でミトツダイラの右足首を摑んだ状態で銀狼が行うのは、

「ハーフ式、ジャイアントスイング……！」

　回った。風を切り、偽物の銀狼は、ミトツダイラの身体をまるで旗はたのように振り回す。

　加速した。

　三回転目めで豪ごう音おんが鳴り始め、五回転目で風が部屋を震わせた。九回転目でストッカーに立てられた武ぶ器き類るいが震しん動どうして鳴き出して、十五回転目で、

「速度マックスよぉ……！」

　そのまま、銀狼は手の中にあるものをぶん投げた。それも、スイングからのサイドスローではなく、全身を強ごう引いんに前に折り曲げてのオーバースローだ。

　一本背ぜ負おいにも似た、床に額ひたいが着くほどの前ぜん屈くつから、偽の銀狼はミトツダイラを発はつ射しやした。

　行き先は、

「そこ、行きたかったんでしょう？」

　西側のコーナーポストにミトツダイラが激げき突とつする。
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　ポストが基部から曲がり、鎖が弾け飛んだ。

　金属の音が波のように響ひびき回り、鎖の粒つぶが光に反射して飛沫しぶきとなる。

　そして背からの衝撃を受けたミトツダイラは、ぼんやりした視覚で、それを見ていた。

「さて、これだけ小さく細ほそ身みだと……、少し打だ撃げき力りよくで劣るわねぇ」

　だったらこうしましょうかあ、と、ミトツダイラの視し界かいの中、リングの中央にいるもう一人の自分が両腕を左右に振り、その姿すがたを変えた。

　……あれは──。

　銀の髪かみ。長身。鋭い金の瞳ひとみに巨きよ乳にゆう。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだった。
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　ミトツダイラは、母の姿すがたに心を震わせた。

「────」

　今、己おのれの身体からだは衝しよう撃げきに震え、自由にならない。脳のう震しん盪とうが生じており、更さらにはスイングによって三さん半はん規き管かんも体の重じゆう心しんも崩くずれている。

　立つことも出来ず、傾かしいだポストから、身体は尻しりからゆっくりと床にこぼれ落ちつつもある。だが、ミトツダイラの目は見開かれ、それを見ていた。

　母の偽にせ者ものが、母と同どう様ようの瞬しゆん間かん的な加速を見せ、しかし、

「……っ！」

　こちらの胸に、両足を揃そろえたドロップキックをぶち込んだ。

　痛みはもはや感じない。ただあるのは、

　……駄だ目め。

　負けた、という思いを、どうにかして堪こらえようとする。それを思ったら本当に負けだ、と。

　しかし、身体は堪えなど何も出来ず、ただ衝撃を背後へと伝える媒ばい介かいとなっただけだった。

　背を支えていた西側のコーナーポストが基き部ぶから砕くだけ、

「──っ」

　ミトツダイラの身は、背後へと吹っ飛ばされた。
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　宙に天てん使し型がたのコーナーポストが飛ぶ。

　その下では、銀ぎん狼ろうの名を持つ少女の姿が、リングから弾はじき飛ばされていた。

　軽い体は、しかし、リングの周囲を囲む金属の武ぶ器きストッカー群に飛び込み、

「──!!」

　砕くだいた。それも一つではない。まるで波が走るかのように幾いくつもの武器ストッカーが破は壊かいされ、宙に刃やいばや打だ突とつ部ぶを持った柄えが舞い上がる。

　そして次の瞬間、彼女が飛んでいった先、丸い部屋の西側そく壁へきから、激げき突とつの轟ごう音おんが響ひびき渡った。ミトツダイラの全身が、内うち壁かべにまで届いたのだ。それも、砕かれた武器ストッカー群に埋もれるようにして、だ。

　ただ残るのは、リングの上に立つ人狼女王の偽者だけだった。

　宙に舞っていた武器や破は片へんが、床や、先に落ちていた部品類るいに当たって高い音を立てる。

　その音は重なり合い、まるで雨や、拍はく手しゆのような音を作っていた。
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「音が、止まりましたね」

　塔とうの下。垣かき根ねの入口にて、笑えみの女がそう言って頷うなずいた。

　そして、塔の入口にて、槍やりを持っていた女が、首を深く下に振る。

「ルドルフ様の得意の連れん携けいだな。最後まで入れることは滅めつ多たにないが」

「貴女あなた、食らったんじゃありませんでしたか？」

　いや、と槍持もちの女は苦く笑しようした。

「ポストに叩たたきつけられて、フィニッシュを眼がん前ぜんで止めていただいた。それも貴女の姿すがただ、あれは。全くもって訳わけが解わからない展開だったものだが……」

　成なる程ほど、と笑みの女が呟つぶやいた。

「でも、今のはどうも最後まで行ったようですね。それも、相当な高こう速そく連携だったようで。……だとしたら、私の姿ではなかったでしょうね。私だと軽すぎますから」

　彼女の言葉に頷いたのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウだった。

　彼女は嘆たん息そくし、

「あの子、ついていけなかったでしょうね。トロいところありますもの」

　と、人狼女王は片かた頰ほおに手を当て、吐と息いきを深くしてつぶやいた。

「昔から、頭が良くて真ま面じ目め過ぎるんですわ。──だから、トロいんですの、考えすぎて」

「？　ネイトってそんなトロいか？　俺おれにはよく解らねえんだけど」

　そうで御ご座ざるなあ、と、塔の上を仰あおいで呟いたのは点てん蔵ぞうだった。彼は、己おのれの腕を心配そうな表情のメアリが抱えているのを見て、安心なされと会え釈しやくを送る。そして、

「……速度で言うと、ミトツダイラ殿どのはあまり速くない方に御座る」
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　厳きびしい言い方だが、事実に御座ると、点蔵はそう思う。

「ミトツダイラ殿があまり速くないというのは、攻こう撃げき速度においても、移い動どう速度においても、で御座るな。──二ふた代よ殿や宗むね茂しげ殿のように計けい測そく不能な方々は別として、我々特とく務むの中では、直なお政まさ殿に次いで遅い筈はずかと」

「……点蔵様は、やっぱり速い方ですか？　耐たい久きゆう力りよくも関係有あるんでしょうか？」

「自分はまあ、そこそこ速い方で耐久力もそこそこ……、これも録音するのはどうかと思うで御座るよナイト殿!?」

　ともあれ、と点蔵は女じよ装そうに視し線せんを向け直して言う。

「まあ、ナイト殿やナルゼ殿を見れば解るで御座るが、戦せん闘とうにおいてはまず反はん射しや速度が重要で御ご座ざる。ただ、全身を使用する前ぜん衛えいは、やはり攻こう撃げき速度や移い動どう速度が重視されるもので御座るな。直なお政まさ殿どののように武ぶ神しんを用いるなら別で御座るが。

　なお、ミトツダイラ殿は先せん述じゆつの通り、攻撃速度と移動速度では直政殿よりもやや上と言った程てい度どに御座る。これは計けい測そくに御座るが」

「じゃあ、ネイトが前ぜん線せんで戦えるのって、どういうことだ？」

「銀ぎん鎖さによる多た面めん連続攻こう撃げきと、怪かい力りき、そして耐たい久きゆう度どに御座るよ」

　速度がないからこそ、四本の銀鎖で護まもり、連れん続ぞく攻撃を間かん断だんなく行う。

　……その銀鎖が今はないので御座るなあ。

　それでも、一般学生達たちを相手にするならば、怪力と耐久度でどうにかなる。特とく務むクラスを相手にするのでも、戦い方次し第だいでどうにかなるだろう。

　だが、副ふく長ちようよりも上のクラスとなると、そうも行かない。技術、速度、力と、全部が揃そろい始めるのがそのクラスだからだ。英国イギリスのダッドリーのように、戦せん士し団だんのまとめ役として、地ち位いの意味で副長になる指し揮き系けい副長でもない限り、副長以い上じようのクラスは規き格かく外がいと言っていい。

　現状、ミトツダイラは不利な状況にあると、点てん蔵ぞうはそう思う。

　……しかし……。

　点蔵は、内ない心しんで首を傾かしげた。ミトツダイラとは同級生として長い付き合いであるがゆえ、点蔵は彼女の速度については理解している。だからこそ、

「ミトツダイラ殿の速度について気付いていたから、実家の方で銀鎖を送り与えたので御座るかな？　そのあたりどうなので御座る？　人狼女王レーネ・デ・ガルウ殿」

「言ったでしょう？　──あの子は、真ま面じ目め過ぎるんですわ。だから、私が持つ銀ぎん十字よりも、銀鎖の方が的てき確かくだと思っただけですの」

「？　真面目とは……」

　何か、引っかかるものがある。確かにミトツダイラは真面目だ。クラスの中ではそれが行き過ぎて保ほ守しゆ的になったり、喜き美み達にからかわれたりもする。

　……それはまあ、過去においての、いろいろがあったことも御座ろうが……。

「真面目すぎると、どうなので御座るか？」

「解わかりませんの？　……真面目過ぎる者は、考え過ぎてしまうんですのよ？」

　どういうことか、解らない。ミトツダイラと人狼女王の中だけで通じることなのかと、点蔵がそう思った時だ。

　点蔵は不ふ意いに、腕を引かれた。見ればメアリが首を傾かしげており、

「あの、先ほどからミトツダイラ様が遅いと仰おつしやられてますが……。ミトツダイラ様は充分に速いと、私は思いますよ？」

「え？　あ、いや、必要とされる速度の基準が違って御座ってな」

「戦せん闘とう中ちゆうですよね？　だったら昨さく夜や、充分なものを見ましたから」

　あ、と、点てん蔵ぞうは言葉を失った。昨さく夜やと言えば、あれはミトツダイラが戦せん闘とうで見せた、

　……あの、高速の投とう擲てきに御ご座ざるか。

　こちらの思し考こうに頷うなずくように、メアリが微笑でこう言った。

「昼間、泉いずみで水浴びしている時、何か考えてらっしゃったようですけど、多分、それがそうなんでしょうね。だから、ええ、……私は大だい丈じよう夫ぶだと思います」

　何な故ぜなら、と彼女が言った。

「考え込んで、でも、考えるだけじゃなくて、答えを求める人は、──どこかで必ず、その答えを得るのですから」
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　ルドルフ二世せいは、リングの上で息を吐いた。

　最後の一いち撃げきから、既すでに二分が経過しており、しかし部屋の隅すみにまで吹っ飛んだ相手には、動く気け配はいが全くない。

　……終わったわねぇ。

　神しん聖せいローマ皇こう帝ていとして、最後の仕事が終わったと、そう思う。

　否いな、正確には、今までろくに仕事をしてこなかったのだ。だが、今、それだからこそ、

　……神聖ローマ皇帝として、総そう長ちようとして、他ほか教きよう導どう院いんの者に、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の一部を与えるようなことはしなかったわねぇ……。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの姿すがたのまま、ルドルフ二世は制服の右の胸を軽く叩たたく。そこにカルロス一世のメモが封じられているのだ。

　M. H. R. R.皇帝として、自分は、先せん々せん代だいの大だい総長の記録を確かに護まもった。

　そして、このところで各かく教導院の話題に上る武蔵むさしだが、その一いつ派ぱを退しりぞけたのだ。

　各教導院間かんを見た時、総長が武蔵の一員を歯し牙がにも掛けなかったというのは、

「弟にとって、少しは出来た兄だったと、そう思って貰もらえるかしらねぇ……」

　敵は動かない。

　だが、油ゆ断だんはしない。相手は人狼女王の娘むすめだ。手て応ごたえから言っても、打だ撲ぼくや脳のう震しん盪とうなどはあっても、骨折や致ち命めい的てきなものは受けていないだろう。それが動かないのは、

　……心が、抗あらがえなくなってしまったのねぇ……。

　敵かなわないと、そう思わせてしまったのだろう。

　こちらが高速の連れん携けいを始めたあたりから、彼女の動作には覇は気きが感じられなくなっていた。特に、人狼女王のこの姿を見せた時には、表情に驚きとも諦あきらめとも見えるものがあって、

「可哀想かわいそうなことを、したわよねえ……？　本当にねぇ」

　だが終わったと、そう思い、ルドルフ二世は部屋の出入り口に身を向けた。

　……結局……。

「私が何かなんて、皇こう帝ていの身であっても、解わからなかったわねぇ……」

　つぶやいた時、音が聞こえた。

　金属の鳴る音だ。

　そして視し界かいの隅すみで、ルドルフはそれを見た。部屋の西側。壁かべ際ぎわの位置で、ゆらりと、銀の髪かみが立ち上がっている。

　戦せん闘とうはまだ、決けつ着ちやくしていないのだ。







[image: 第七十章『鉄塔の相対者』]
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　戦せん闘とうは続いていた。

　戦うものがおり、お互いが立ち上がる限り、それは終わらないのだ。

　だが、立ち上がったミトツダイラは何も理解出来ていなかった。ただ心の中にあるのは、

　……御ご免めんなさい。

　また、母に[image: ]しかられたと、ミトツダイラはそう思う。

　母は優しくて、楽しくて、大好きだけど、怒ると凄すごく怖こわい。滅めつ多たなことでは怒らないが、危険なことをしたり、やるべき事をやらないと凄く怒る。

　逆らえば、地面に叩たたきつけられるだけだ。

　勉強をしなければいけないと言われ、しかし遊んで帰った時、やはり怒られた。遊ぶのは駄だ目めなの？　悪いの？　と泣いたのは、遊びを今こん後ご全部奪うばわれるようで、怖かったからだ。

　……だけどその怖さを、母は理解していたんでしょうか。

　解わからない。ただ、母を怖く思い、なるべく怒らせたくないと、そう思った。

　怒らせたくなかったから勉強をするようになったのだ。

　八年前もそうだ。少しは自分が通じるかと思って、しかし叩き潰つぶされた。

　あの時、絶対に謝るものかと決めていたのに、

　……御免なさい……。

　そう言わされて、何もかも失った。自分のプライドも、それによって得ていた友人達も、評ひよう価かも、何もかもを、だ。勘かん違ちがいかも知れないが、確かに自分はこう思ったのだ。母に逆らったから失った、と。

　そして先日も。更さらには、今も、だ。

　今、眼がん前ぜんに、リングから降りてくる母が見える。

　……御免なさい。

　地面に伏して、謝るべきだと、そう思う。

　敵かなわない。身長も、スタイルも、力も、速度も、技も、何もかも敵わない。

　昔から母に憧あこがれて、化け粧しようだって、母の真ま似ねや、教えて貰もらうところから始めたのだ。

　敵うわけがない。だけど、

「…………」

　だけど、ミトツダイラは、こう思う。

　何な故ぜ、自分は、立っているのかと。

　身体からだに芯しんはない。まっすぐ立っているかどうかも自信がない。ただ脚あしがあり、それに力を入れていれば立っているだろうと、そういう状態だ。

　視し界かいも震えていて、焦しよう点てんすら定かでないし、全身だって、熱があるとしか感じられない。

　何な故ぜ、立ったのか。地面に伏して、寝て、謝って泣いていれば済むことではないか。

　敵かなわないのだ。だから、負けてもしょうがない。

　皆は見ている筈はずだ。自分が、八年前と先日の二度に渡って敵わなかったのを、だ。ゆえに皆には話せば解わかる筈だ。敵わなかったから、駄だ目めだったと、そう言えば、きっと、皆は──、

　……違いますわ。

　ふと、ミトツダイラはこう思った。

　……しょうがないなんて、そんな諦あきらめは、──違いますの。
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　そうではないと、ミトツダイラはそう思った。

　敵が強いからと言って諦めるのは、どこかで間違っている、と。

　……その間違いとは──。

　自分は、知っているのだ。

　たとえ敵が強大で、敵わなくても。そして、諦めた方がいいと皆が諭さとしても。

　……そういうの、全く解らない人が、いるんですのよ。

　そうですわね、と、ミトツダイラは心の中で、頷うなずいた。

　ほんの二ヶ月ほど前、三み河かわで、久しぶりに見た。

　どう考えても無む理りだろうという願いに対して、一人でも行こうとした馬ば鹿かがいたのだ。

　己おのれの王だ。

　彼は、自分がここに来ようとした際、こちらの身を案じてくれた。だが、今、ここから先も自分が諦めずにやると決めたならば、彼はきっとこう言うだろう。

「無理はすんなよ？　危なかったら帰ってこいよ？」

　だけど、

「やれるんだったら、やってこいよ？」

　……ええ。

　匂においがある。服の襟えり。馬車の中で母の匂いを削けずる代わりについた王の匂いだ。それが先ほどからこちらの目を覚まし、

「────」

　動いて。御お願ねがいだから動いて。

　今、目の前に母が来ている。蹴けりの足を振り、こちらの身を吹っ飛ばそうとしている。

　だけど、だけど、だけど、だけど今は違うの。

　……御お母かあ様のことじゃない……。

　母のことを思って謝るのではない。

　……我が王のことを思って動いて、私の身体からだ……！

　直ちよく撃げきした。
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　轟ごう音おんが連続して響ひびき、部屋に並ぶストッカーが波打ち、十数の砕くだきを宙に飛ばした。

　銀ぎん狼ろうの五ご体たいは、砲ほう弾だんのように全てを壊こわして部屋の壁に激げき突とつする。

　それが直撃の結果だ。

　対し、枯かれ葉のように舞い散る刃やいばやストッカーの破は片へんの中、蹴けりの残ざん身しんを終えたルドルフ二世せいは、しかし、

　……これは……。

「驚くほどの耐たい久きゆう力りよくねえ……」

　正面に、敵の姿すがたがある。

　それは無ぶ事じではなく、不ふ動どうでもない。ただ這はい蹲つくばり、床から起き上がるだけの姿すがただ。

　今、人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめは、起き上がろうとしていた。力の入らぬ手で床を確かめ、震える肘ひじを何とか天てん井じように向けて、そしておぼつかない動きで尻しりを掲かかげ、膝ひざを滑らせながらもついて、

「────」

　敵であるこちらに追つい撃げきを受けることも、無む防ぼう備びであることも忘れ、ただ立とうとする。

「本ほん能のう？　いえ……、反はん復ぷくの訓くん練れんや生活による、条件反はん射しやよねぇ、これ……」

　ダメージも、劣れつ勢せいであるかどうかも関係ない。身体からだが動く内は、何が有ろうとも立つのだ。

　人狼ルウガルウの耐久度どと、回かい復ふく力任まかせというだけではない。

　きっと、訓くん練れんをしているのだ。身しん体たい的にも精神的にも。だから、

「立つのねぇ……？」

　立った。

　敵は、傾かしいだストッカーにもたれかかり、半はん顔がんを血に染そめている。右の肩が脱だつ臼きゆうしているのか、力ちから無なく下がっている。息も荒く、汗も酷ひどい。全身だって震えていて、呼吸に応じて幾いく度ども身が揺れるのが見える。

　だが、立っている。

　何が彼女を立たせているのかは解わからないが、一つだけ理解出来ることがある。

　彼女は、今のやり方では、倒れ伏さないのだ。

　意識を刈かり取ろうとしても、人狼の回復力がある以上、復ふつ帰きは早いだろう。

　考えられる対たい処しよ法ほうとしては、絞しめ技わざなどによる酸さん欠けつからの気き絶ぜつなどもあるが、何をされるか全く解らない状態で組み合うのは避けたい。

　もっと確実な方法があるだろう。たとえば、武ぶ器きを使用して、首でも刎はねればいいのだ。

　もはや試合ではなくなるが、向こうも同どう様ようだ。何しろ、〝負ける〟という、試合にとって最も重要な勝敗ルールを、彼女は己おのれの中に許していないのだ。だから、

　……腕の一本でも落として、出しゆつ血けつ多た量りようにすればいいわよねぇ……。

　血を失えば、気も失う。その方針で行こうと、しかしルドルフは手に槍やりを握った。

　向こうが最初にこちらへとぶち込んだものと、同じ槍だ。

　それを構え、ストッカーに寄りかかって立つ彼女へと放った。

　全力で、だ。
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　ミトツダイラは、視し界かいの中で、母の動きを見ていた。

　……ああ……。

　あんなに怒らせてしまったと、ミトツダイラはそう思う。

　何しろ自分は母に対して、言うことを聞かず、伏しもせず、謝りもしていないのだ。

　だから母は槍を投じてきた。地面に叩たたきつけるのではなく、命を奪うばうために、だ。

　仕方ない。何な故ぜなら、自分は母に逆らっているのだ。今の自分は、母ではなく、違う者のいうことを聞いていて、それがまた、己おのれの信しん条じようと合がつ致ちしているから困る。

　今、思うことは一つだ。

　……諦あきらめませんの。

　我が王からその言葉を聞いたのは、いつのことだったろうか。

　槍が飛んできた。

　腹を狙ねらっている。食らったら、無ぶ事じでは済まない。

　だが、身体からだが動かない。

　先ほどと同じだ。動いてと願っても、動く状態ではないのだから。だから仕方ない。

　ただ、ミトツダイラは、こう思う。

　……諦めませんわ。

　そして、もし、次の瞬しゆん間かんに槍を受けても、母には逆らい続けようと、そう決めた。

　何故なら、思い出すことがあったのだ。

　先日、母に捕まって謝しや罪ざいを強きよう要ようされた時のことだ。

　王は、何も出来ない自分に、こう言ってくれた。

「謝るな」

　そして、

「オメエは俺おれの騎き士しなんだから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、だから、貴方あなたの騎士である以上、もはや貴方には謝りませんわ。

　貴方には、別の言葉を送ることしか致しません。

　しかし、身体が動かぬ状態で、致ち命めいの場所に一いち撃げきを受けたならば、どうなるのか。

　……そうですわね。

　謝るなという、その言葉に対し、自分は、何と返すことが出来るだろうか。

　……ええ。

　諦あきらめませんわ。だから、言うべきは一つだ。戦うのでも、護まもるのでもなく、

　……行きます。

　戦うことも、護ることも、全て内ない包ほうするものとして、

　……行ってきます。

　その言葉を、昔、言ったことがある。

　かつて父や母と暮らしていた時。勉強をして、遊びに行く時だ。

　為なすべき事をしたならば、心が軽い。そして今、為すべきことはやっただろうか。

　やりましたとも。

　……ええ。

　諦めず、立ちましたわ。だから、

　……だから──。

「行ってきます」
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　快かい音おんが響ひびいた。

　発はつ射しやされ、大たい気きを穿うがって飛んだ槍やりが、命めい中ちゆうした音だ。

　但ただし、槍が打ったのは銀ぎん狼ろうではなかった。彼女の背後の壁だ。

　当たらなかった。だが、

「────」

　ルドルフ二世せいは見ていた。今、銀狼が立っている、その場所を、だ。

　彼女の位置がおかしい。

　先ほどまで、彼女は奥の、壁かべ際ぎわのストッカーに寄り添そったままだった。

　だが、いつの間にか彼女の位置は、そこから一メートル弱、右に移っている。

　槍を投げた直後、彼女の位置が、ずれたのだ。

　疲ひ弊へいと負ふ傷しようの銀狼は、今、砕くだかれたストッカーと落ちた武ぶ器きの間、通路の中央に脚あしを立て、ぼんやりとした表情で突っ立っている。しかし、

　……は？

　ルドルフ二世には、彼女がいつそこに移動したのか、解わからなかった。

　それは、大おお股またで一歩の距離だ。だが、

　……どうやってよぉ……？

　解らない。見えなかったのは確かだ。それは油ゆ断だんがあったのだと思うが、

「…………」

　こちらの視し界かいの中で、ふと、銀ぎん狼ろうが揺れた。膝ひざから崩くずれそうになり、しかし、

「────」

　また、彼女の位置がずれた。

　銀狼は一度消きえ、しかし、先ほどとは一歩離はなれたところに、不ふ意いに再さい出現したのだ。
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　ルドルフ二世せいは、それを見ていた。

　今、銀狼が、焦しよう点てんの定まってない視し線せんを上げ、近くのストッカーに手をついて息を吐いている。だが、

　……何、これ。

　手をつく動きも、息をつく動きも、そのまま咳せき込む動どう作さも、

　……何？　何なのこれ……！

　全てが、途と中ちゆうを飛ばしている。動作の起き点てんは見えるのだが、次の瞬しゆん間かんには既すでに動きは終しゆう点てんに到達しているのだ。

　だから、ストッカーに手をつく動きは、肩を動かした初しよ動どうから、いきなり手をつき終えたものとなり、咳をする動きは、息を吸う初動から、既に咳を終えて身を折ったものへと飛ぶ。

　間の動きが見えない。

　そしてまた、銀狼が動いた。

　砕くだきによって生まれた通路の中央、銀狼が、焦点の定まらぬ目のまま、身を不確かに揺らし、しかし、

「────」

　また消えて、再さい出現した。恐らくはストッカーにもたれようとしたのだろう。だが、次に見えた銀狼は、通路の中央側で両の手を上に掲かかげて揺れていた。

　意味不ふ明めいな動きに見えるが、ルドルフ二世は気付いている。彼女の身体からだが向いた先にあるストッカーが大きく揺れており、軋きしみの音を響ひびかせているのを、だ。

　彼女の動きの内、見えなくなっている間の動作部ぶ分ぶんで、しかし確かに激げき突とつしたのだろう。

　……これは……。

　ルドルフは、今のことで理解した。

　……馬ば鹿かげた瞬しゆん発ぱつ力りよくの爆ばく発はつだわぁ……。
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「速く動く、ということには、実はコツがあるので御ご座ざる」

　メアリから、ミトツダイラの昨さく夜やの状態と、彼女が泉いずみで石を投げていたことを聞き、点てん蔵ぞうはようやくの理解を得た自分を恥はじた。

　……成なる程ほどで御ご座ざるなあ。

「ミトツダイラ殿どのは、恐らく、そのコツに気付きつつあったので御座ろう」

「それは、どういうことなんです？　点てん蔵ぞう様さま」

「力で御座るよ」

　点蔵は、拳こぶしを握って見せた。メアリにそれを掲かかげ、促うながすように振ると、メアリも同どう様ように空あいている手で拳を握る。が、

「もっと強く握って下され」

「え？　あ、はい、このくらいがいいですか？」

「そう、そのくらいで」

　点蔵は、メアリの顔がん前ぜんに握った拳を掲げ直し、肘ひじから軽く振って見せた。

「──とまあ、こんな風ふうに肘からのスナップで、手首を振れるで御座るか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが、握った拳の手首を振ろうとする。だが、幾いく度どかやって、

「一応、触れるんですけど、角度が大きく振れないですね」

「角度を広く振ろうとすると、意識せねばいかんで御座るな。そして、遅くなる、と」

　しかし、と点蔵は掌てのひらを広げた。五ご指しをひらひらと振って、

「これならば？　──肘からのスナップで手首を振ってみて下され」

　Ｊｕｄ．、とメアリが手を広げて振ってみせる。その動きと、どうです？　と正解を求めるメアリの表情こそが正解だ。Ｊｕｄ．、と点蔵は頷うなずき、

「手を広げると、手に力が入らないで御座るな？　しかし、その方が、手首を振るのには楽で、更さらには速く振れるので御座る。──何な故ぜなら、手首を振るというのは、実は手首の動きではなく肘の動きなので、先せん端たん側がわの手首が軽ければ軽いほど手首は速く振れるわけで御座るな」

　それは、とメアリが言葉を繫ふさぐように言った。

「動きの先端側に力を入れない方が、手て先さきや足あし先さきの動きが軽く自由で、速いのですか？」

「Ｊｕｄ．、力を入れるのは始まりの一いつ瞬しゆん。それも動きの起き点てんから先端にかけて順じゆん次じに御座る。──剣を振る時も、肩、肘、手首と順に加速を乗せて振っていくで御座ろう？」

　Ｊｕｄ．、とメアリが納なつ得とくの顔で頷いた。つまり、

「速いというのは、力を抜いた状態が基礎にあって出来ることなのですね」

　その通りに御座ると、頷きながら解ったことがある。昨夜のミトツダイラは、痛つう覚かく遮しや断だんによって身体に力が入っているかどうか解らない状態だったのだ、と。

　……ゆえに昨さく夜や、思いがけぬ速度を、何かで体たい感かんしたので御座ろう。

「ミトツダイラ殿は、今までパワー型としての力の使い方しか知らなかった筈はずに御座る。

　つまりは常に、全てに力を込めるという、……重量物ぶつを持ち上げたり、壁に徹てつする時のような方法に御座るな」

　先さき程ほど、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、ミトツダイラを〝真ま面じ目め〟と評した。

　お堅く、力んで、軽く動くことが出来ない。コレは確かに〝真ま面じ目め〟だ。そして、

　……ミトツダイラ殿どのは、自分にパワー型という役目を、またこれも〝真面目〟に課すタイプで御ご座ざるしなあ。

　だから、と点てん蔵ぞうは拳こぶしを握って見せた。

「これが、今までのミトツダイラ殿に御座る」

　しかし、と彼は掌てのひらを広げて見せて、肘ひじの動きで手首をスナップし、

「……もし、気付いたならば、これが今後のミトツダイラ殿になるで御座る」

「その区別は、……どのように？」

「簡単で御座るよ」

　と、点蔵は、また広げた手を振った。が、今度のそれは、単に広げっぱなしではない。長い距離を振って加速しながらも、起き点てんでは広げ、終しゆう端たんでは握るというものだ。

「打だ撃げきを考えるとこうで御座るな。発はつ射しやした時は速度重じゆう視しなので拳を握らずに楽に構えておく。しかし、溜ためや、長く振って加速した後、当たる位置では拳を握ってダメージを大きくする。

　だから、高速で放たれるこれを見た者は、起点と終端しか知ち覚かく出来ないかと」

　息を吸い、

「もし、ミトツダイラ殿がこれを体たい得とくしていたならば、──ミトツダイラ殿の移動も何もかも、その始まりと終わりしか見えなくなっているで御座ろうな」
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　ミトツダイラは、自分に何が起きているか解わかっていなかった。

　……あ、あら？

　もの凄すごく、バランスが悪い。ふらついているのか、もつれているのか、とにかく身体からだががくがく動いていて、不ふ安定だ。横のストッカーにもたれかかろうとすると、思わぬ勢いでぶつかってしまい、みっともないと、そう思う。

　身体には上う手まく力が入っておらず、頭もはっきりしていない。大体、何な故ぜ、ここに母がいるのだろうか。自分は、

　……ええと。

　憶おぼえていない。ルドルフ二世せいにメモを貰もらいに来て、そして戦せん闘とうになった筈はずだ。手ひどくやられたのだとは思うが、随ずい分ぶんと意識を飛ばされたらしい。とはいえ、都つ合ごうの悪いところが頭の中から飛んでいるのは、自分らしくないが有あり難がたいことでもあろう。

　ただ、身体が関かん節せつだけで動いているようなこの状態はあまりよくない。足首や膝ひざがふらついていて、身体も前ぜん傾けいで、あまりにも騎き士しの堂どう々どうたる姿すがたとは違う。こんな姿は我が王に見せられませんわと、そう思い、ふと、床に置いてあるものに気付く。

　制服のパーツだ。どこかのタイミングで外したものだろう。腰と首のハードポイントとスカートと上うわ着ぎ。自分の身から外れたものだとしたら、これが無ければ防ぼう御ぎよ力りよくが落ちるというのに、いつ外したのだろうか。

　……よく解わかりませんわね……。

　と、ぼやけた頭で思っていると、

「？」

　母が来た。あ、いけませんわ、とミトツダイラは思う。何しろ母の動きがいけない。こちらの右を通り過ぎざまに、右腕をフックの動きで爪つま走ばしらせようと言うのだろう。

　直ちよく撃げきしたら、身体からだに穴が開きかねない。我が王だったらエロギャグのネタにしますわね、と内ない心しん半はん目めで思いつつ、母の攻こう撃げきを避けようと、ミトツダイラはそう思う。

　だが、どう考えても間に合わない。身体も大きく動かせない。それだけ、母の接近は速く、こちらは後ろに下がるくらいしか出来ず、しかし、

「──と」

　気付くと、母が右手前にいて、腕を振り切っていた。

　彼女の爪は、こちらに当たっていない。

　あら、とミトツダイラは思う。外すとは、母にしては珍めずらしい。警けい告こくか何かのため、わざと外したのだろうかと、そんなことを考えた時だ。

　身体、左側が、ストッカーに緩く当たった。

　あら？　とミトツダイラはまた思う。このストッカーは、さっきぶつかったものだと。

　二歩分後うしろにあった筈はずだが、

　……いつの間に、このストッカー、勝かつ手てにこんな近くにきたのでしょう──。

　思い、そこでミトツダイラは気付いた。

「……え？」

　何かがおかしい。
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　ミトツダイラは意識を醒さまして気付いた。

　今、何か、自分の身におかしなことが起きている、と。

　だがその瞬しゆん間かん、

「く……！」

　不ふ意いに、全身に重みが来た。麻ま痺ひしていた身体が覚かく醒せいし、それゆえに痛みや重さを感覚として取り戻したのだ。

　……これは……!!

　思い出す。ここまでの間に、何があったのかを。

　そして、力の抜けていた身が、急の重量の実感に腰から落ちそうになり、

「醒さめたのねぇ？」

　確かく認にんとも安あん堵どともとれる口く調ちようで、母が来た。

　……いえ、違いますわ!!　母ではありません！

　ルドルフ二世せいだ。

　明確な敵が、[image: ]よじった全身を戻す勢いで、高速の爪つめを再度こちらにぶち込んだ。
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　……どうしますの!?

　ミトツダイラの判はん断だんは一いつ瞬しゆんだった。

　受ければ、恐らく貫つらぬかれる。

　今までの戦せん場じようでやってきたように、耐たい久きゆう度どと、踏みこたえる膂りよ力りよくに頼っていては負ける。

　この敵には、力ちから任まかせで当たったならば、力負けするのだ。

　……ならば──。

　ミトツダイラは、己おのれの身に先ほどから起きているものを実感した。

　高速の移動。自分で制せい御ぎよすることすら至し難なんの、超ちよう短距離加か速そくだ。

　どうやっているのか、細かい部分は解わからない。だが、思い出せることは確かにある。

　昨さく夜や、負ふ傷しようの抜けていないふらついた身で石を投じたこと。

　そして今、打だ撃げきによってふらついた身で、この速度が来たこと。

　両者に共通なものは何か。

　それを思った瞬しゆん間かん。ミトツダイラは、

「──!!」

　ルドルフ二世の爪が激げき突とつした。
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　打撃音おんが響ひびいた。

　ルドルフ二世は、腕を振り切った己おのれの姿し勢せいを確かく認にんする。いい動きだわ、と。

　……だけど……！

　視し線せんの先で、獲え物ものであったものが宙に舞っていた。

　しかし、今までとは一つ違うことがある。

　獲物であったものが、獲物ではなくなっていたのだ。

　吹っ飛ばされ、宙を大きく跳んだ銀ぎん狼ろうは、しかし壁かべ際ぎわにて、

「っ……！」

　踵かかとを滑らせながら、ガード姿し勢せいのまま、敵てきが立っていた。

　倒れはしない。

　今、彼女の防ぼう御ぎよに掲かかげた左腕は、服が裂さけ、下の肌はだも裂かれて血をこぼしている。

　狼おおかみの全身は緊きん張ちように震え、痛みと未いまだ残る麻ま痺ひによって大きく揺れていた。息も突然の動きに荒さを強くし、視し線せんも、未だ焦しよう点てんを定かにはしていない。

　しかし彼女は身み構がまえ、立っていた。

　こちらの攻こう撃げきを凌しのぎ、立っている。

　彼女を見るルドルフ二世せいは、人狼女王レーネ・デ・ガルウの姿すがたで、

　……私、痛つう覚かくは無いけど、でも、視し界かいなどから感じる〝手て応ごたえ〟が、違ったわね。

　先さき程ほど、壁かべ際ぎわまで叩たたきつけたドロップキックの時は、こちらが与える衝しよう撃げきに抵てい抗こうしようというものがあった。

　だが、今の一いち撃げきに対しては、

　……抵抗せず、逆に、受け流すように下がったのよねえ。

　ええ、とルドルフ二世は分ぶん析せきをつぶやいた。

「つまり、今までのように、耐たい久きゆう度どと力ちから任まかせの踏みこたえに頼らず、……先ほどから行っている妙みような高こう速そく移動で下がったのねえ？　それも、攻撃を受けてから」

　その事実が示すものは一つだ。

「攻撃を受けた、……その瞬しゆん間かん的なタイミングで下がるなんて芸げい当とうが、出来たってことねえ」

　ルドルフ二世が言葉を向ける先。銀ぎん狼ろうはしかしその台詞せりふを聞けていない。

　彼女は大きく荒れた息を幾いく度ども繰り返し、顎あごから汗を落としていたのだ。

　極きよく度どの緊きん張ちようから抜けた証あかし。今、自分が為なしたことが、賭かけに近いものであった証しよう拠こだ。

　……上う手まくいくかどうか解わからないけど、やってみた、って感じね。

　だが、銀狼は、やがて別の動きを得た。息を大きく深く吸い、

「ん」

　彼女は、一度身体からだを右に傾け、

「っ」

　即そく座ざに戻した。その高速の動きで、力ちから無なく揺れていた右腕が肩に強く引かれて伸び、

「────」

　こ、とも、か、ともとれる短く乾いた音と共に、抜けていた肩が繫つながった。瞬しゆん間かん的に握る手も、曲げた肘ひじも、顔前に掲げた手首も、そして、

「痛あ──[image: ]」
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　……醒さめましたわあ──!!

　内ない心しんで、やるんじゃなかった、と言葉を重ねながら、しかしミトツダイラは復ふつ帰きした。

　意識の覚かく醒せいに、今のでようやく身体からだが繫つながった、

　痛みがある。

　疲労もある。

　震えも鈍さも熱も何もかもがあり、ただ、

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　ミトツダイラは理解した。先ほどから受け続けた打だ撃げきなどによって、

　……身に、余よ計けいな力が入らなくなってますのね。

　抵てい抗こうしても無む駄だなレベルの打撃だ。母や、ルドルフ二世せいのクラスになって初めてこちらに加えることの出来る攻こう撃げき。それによって、抵抗しようと力を込めていた身が砕くだかれ、

　……ええ。

　上う手まく言葉に出来ないが、

「──軽いですわね」

　つぶやくだけで、痛みが来る。しかし、あいたたた、と目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐう手の甲こうも、全て動いている。

　不ふ備びは多いが、復帰したのだ。

　……ええ。恐らく、短たん時間勝しよう負ぶですが──。

　心に諦あきらめが無い。

　だから戦えると、ミトツダイラはそう思った。

　何しろ先さき程ほど、ルドルフ二世が化けた母の一いち撃げきに対し、

「受け流せましたわ」

　出来るかどうか解わからなかったこと。今まで耐えて踏みこたえてきた動きとは別の動き。

　それは、

　……おそらく、御お母かあ様が用いた高こう速そく移動と同じもの。

　全く同じとは思わない。未み熟じゆくで、その技術の入口を潜くぐっただけのものだろう。だが、

　……出来たなら、出来ていき、出来るようになっていきましょう。

　だから、彼女は、息を吸った。

　そして、は、と吐き、涙を拭ぬぐうと、狼おおかみは金の瞳ひとみで相手を見み据すえた。

「改めて名乗りますわ。武蔵むさしアリアダスト学院総そう長ちよう連れん合ごう、第五特とく務む──」

　顔の血を拭い、指に載のせて唇くちびるで舐なめ、彼女は告げる。

「武蔵の一いち騎き士し、ミトツダイラ・〝銀狼アルジエント・ルウ〟・ネイトと申しますの」
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　Ｔｅｓテスタメント．、とルドルフ二世は頷うなずいた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の神しん聖せいローマ皇こう帝てい総そう長ちようとして、対する騎き士しが名乗ったならば、こちらも応じなければならない。だから、彼は一度、身体からだを男のものに戻し、こう返した。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、神しん聖せいローマ皇こう帝てい総そう長ちよう、ルドルフ二世せいよ」

　そして、ルドルフ二世は、己おのれの身体からだを変えていきながら、身み構がまえる。女性型がたの、最適な形を探しながら、口を開く。言うべきは、

　……皇帝としての態度は崩くずさないわぁ。

「──掛かってきなさぁい？　そこまで皇帝の手を煩わずらわせる気なのぉ？」
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　先に動いたのは、狼おおかみだった。

　そして次に動いたのは、人だった。

　次の瞬しゆん間かんからは、交こう叉さするように動き合い、そしてどちらともなく、

「……っ」

　戦せん闘とうは、止まらなくなった。







[image: 第七十一章『鉄塔の理解者達』]
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　空から、低い音が響ひびき届いてきた。

「勢いが、変わりましたね……」

　と、塔とうを見上げながら言うメアリの言葉に、視し線せんを同じくする点てん蔵ぞうは頷うなずいた。

　……どうなるで御ご座ざろうか。

　戦いが長期化かしているのは確かだ。

　空から響く音は、守しゆ衛えい役やくの二人からすれば「いつもと違う」ようであるし、人狼女王レーネ・デ・ガルウに言わせれば「まだまだですわね」とのことだ。

　しかし、と点蔵は呟つぶやいた。

「ミトツダイラ殿どのの方は、確実に負ふ傷しようしている筈はず。回かい復ふく力りよくがあるとはいえ、長期戦せんは──」

「──あら、あの子は要よう領りよう悪いですけどね？　でも、一つ、言えることがありますわ」

　こちらの言葉を遮しや断だんして、人狼女王が言った。

「人狼ルウガルウ種しゆ族ぞくの基本戦せん術じゆつは短期決けつ戦せんですのよ？」
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　円形の広間は、全域に渡って戦せん場じようと化していた。

　床だけに限らず、ストッカーの上も、カーブを描いた壁へき面めんも、そして天てん井じようすらもが加速と方向転てん換かんの足あし場ばとして用いられ、二つの姿すがたの交こう叉さと追い掛け合いを支えていた。

　交叉する。

　ミトツダイラが敵の突とつ進しんを蹴けりで返してストッカー上に着ちやく地ちする。と、床と天井を跳ちよう弾だんのように数すう度ど跳ねて加速したルドルフ二世せいが突き刺さるような蹴りを上からぶち込む。

　だがその時には、ミトツダイラは背後のストッカーに瞬しゆん間かん的てきな跳ちよう躍やくを見せ、そのまま、

「────」

　身を振るように壁へ飛ばし、その曲面に引っかけるように爪つま先さきを蹴り入れた。それは軽く見える動きだが、連続で交差される脚あし捌さばきは確かに彼女に壁を走らせる。

　回る。

　追うルドルフ二世は砕くだいたストッカーの上から身を傾け、溜ためのある跳躍を行った。壁面に向けて一いつ直線に飛ぶが、身を回して足あし裏うらから壁に着地。身体からだが壁の方に沈む勢いを持っている内にミトツダイラを追つい撃げきして壁面を走る。

　対するミトツダイラは、壁面をバックステップで回りながら、髪かみに手を差し込んだ。

　ストッカーの上に立った時に抜き、髪に隠かくしていた剣を携たずさえる。

　だがその数は一本ではない。両の手て指ゆびを埋める数だ。

　投じる。それは肩と肘ひじを、まるで引っかけるかのような力ちから無ない動きで、しかし、

「────」

　手て指ゆびの絡からめから離された剣けん群ぐんは、瞬しゆん発ぱつ的な勢いでルドルフ二世せいへと飛んだ。

　ルドルフ二世は避けなかった。先せん頭とうを飛んできた一本を指で摘つまむと、そのまま天てん井じよう側がわへと薙なぎ払ったのだ。

「皇こう帝ていが剣けん技ぎを修しゆう得とくしてないとでも思ったのお!?」

　快かい音おんが連続し、剣群が全て打ち飛ばされた。だが、反射する刃やいばの光をかいくぐったルドルフ二世の視し線せんの先では、銀ぎん狼ろうが跳んでいた。壁面を強く蹴けった銀の髪かみが、身を宙で回して逆さにすると、今度は天井を穿うがつようにステップしていく。

　だからルドルフ二世も跳んだ。体が重い分、既すでに身は落下し掛けている。だからルドルフ二世は天井に剣を刺し、それに身を引き寄せながら壁を蹴った。そしてルドルフ二世は、身が剣を追い越した瞬しゆん間かん。突き立った剣を足で蹴けって強く跳んだ。

　追いついた。

　だから力が交こう叉さする。

　ルドルフ二世の貫ぬき手てはミトツダイラに弾はじかれ、ミトツダイラの爪つめはルドルフ二世にかわされ、両者の蹴りがぶつかり、

「────」

　お互いが、宙で一いつ回転を入れながら、部へ屋や中央のリングに降り立った。

　ルドルフ二世が北のポストに立ち、銀狼が南のポストに立つ。

　ルドルフ二世が腕を組んで胸を張り、銀狼が熱の籠こもった息を大きく吐いた。

　直後。

　二人はリングの中央で激げき突とつをした。

　音が響ひびく。そしてまた、連続し、速度を上げた。
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　ミトツダイラは、震える心を必ひつ死しに制せい御ぎよしていた。

　……落ち着きなさい！

　今、制するべきは心だ。身体からだではない。

　身体を制しようとして、力に頼ろうとする思いを、必死で抑え込む。

　何な故ぜならば、自分と母との圧あつ倒とう的てきな差となっていた速度の問題。その答えが、今、身体の中に見えて、捉とらえられつつあるからだ。

　答えとは、結けつ論ろんだけ言えば、力に頼らない、だ。

　気付いた契けい機きはある。昨夜、自じ動どう人形達たちと戦せん闘とうをした時、間に合わないかと思って投じた石が、予よ想そう以上の速度で相手に届き、勝負の布ふ石せきとなったのだ。

　あれは一いつ体たい何なのかと思い、泉いずみで小こ石いしを幾いくつか試したが、思った通りには行かなかった。

　理由は簡単だ。

　泉いずみで投げていた小こ石いしは、最初から最後まで手て指ゆび全体に力を込めたものだった。どうすれば速度が出るのかと気を遣つかい、ゆえに、投げ始めから投げ終わりまで、ずっと力を入れていた。

　それは違う。

　最初から最後まで全てに力を入れているならば、それは、投げるとは言わない。

　……それは、押し出す、というんですわ。

　投げるならば、放たねばならない。

　手指は石のコントロールのために添えておくだけで、肩を振り、そして肘ひじを固定せぬ程てい度どに追加で振って、手首も同じようにする。全ての振りは、初しよ速そく時じのみ力を込め、それこそ石を放るように、各かく関かん節せつを投げる動きだ。

　つまり、肩、肘、手首、指、と順番に振って〝投げる〟。

　更さらには溜ためを作れば、石はもっと勢いよく跳ぶ。

　全身も同じだ。

　身体からだに力を込め続けて前に押し出すのではない。爪つま先さきを床に嚙かませたら、後は力を抜いてしならせた身を爪先で引っぱってぶん投げ、身体を一気に前へと放り出す。

　定じよう規ぎをしならせて飛ばすのに似ている。動く前に溜めて、順じゆん次じ放ち、先せん端たんに向けて初速をどんどん乗せていくのだ。

　……今までとは違う。

　パワー型の戦せん闘とうをするには、踏み堪こたえる必要があるため、踵かかと中心の身み構がまえだ。だが今は、爪先立ち、高速で身をしならせて弾はじき、そして行き先でターンして敵へと手を伸ばす。

　……これは──。

　踊っているようだ。

　まだ、身体はこの動かし方を覚えていない。時とき折おり、身体はがくりと揺れ、速度を失うこともある。

　しかし、これしかない。

　今は、これだ。

　ゆえにストッカーや壁など、爪先を立てる程てい度どのスペースしかない足あし場ばや、失敗したら落ちるような足場を連続した。

　タイミングを間違えれば、放つ筈はずのものが力に引きずられ、身体が震えてしまう。

　移動する時などは、まるで丸い小石の上を跳んでいるような感覚だ。足あし下もとの小石を転がしてしまわないように、しっかりと踏み嚙んで力をそこに溜め、一気に解き放つ。

　そうやって、行為を意識させ、身に憶おぼえさせていく。

　行く。

　ミトツダイラは、己おのれの身体を放ち跳ぶ。

　……全く。

　変な話だ。今まで、ずっと、何をやってきたのかと。

　否いな、今まで、このような動きを必要とする戦いを得ていなかっただけだ。銀ぎん鎖さがあり、力があるならば、身体からだ全てに力を込め続けているだけで、堪こらえる防ぼう御ぎよも、相手を叩たたき潰つぶすことも、何もかも出来てしまうのだから。

　だが、それではずっと力が入った状態になり、遅くなる。

　その戦い方が恒こう常じよう的てきな癖くせとなっていたことに気付いたのは、敵に身体を砕くだかれたからだ。

　身体に込めた力を上回る打だ撃げき。それによって、しかし、身体は抵てい抗こうのために無む意識に入れ続けていた力を放ほう棄きし、

「──軽いですわね」

　ああ、とミトツダイラは、一つの事実を理解した。

　何な故ぜ、母が、自分のことを子供扱あつかいするのか。その理由を、ようやく悟さとった。

「私は──」

　この身一つで、力を〝使う〟方法を知らなかったのだ。

　今までずっと、力を〝出し〟てはいたが、〝使って〟いなかった。

　自覚した。

　情なさけないと、そう思う。それでよく、他者を護まもるつもりでいたものだ、と。

　だが、母は理解しているのだろうか。自分は、身一つで戦う方法については、今いま更さら気付いたものではあるけれど、しかし、それよりも先に、

　……私……。

　諦あきらめずに立ち上がることは、もうずっと以前から、出来るようになっていましたのよ？
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　ルドルフ二世せいは、敵との戦せん闘とうに手て応ごたえを感じていた。

　己おのれと敵と、両者の攻こう撃げきと速度の遣やり取りの中で、敵が急速にその形をはっきりとさせていくのが解わかるのだ。

　……まあ……。

　感かん嘆たんを内ない心しんで漏もらすほどの勢いで、未み熟じゆくな存在が、しかしそれでも急速にその力と手段を明らかに、確かにしていく。

　初めは十回に三回は戸と惑まどった動きで攻撃を引き戻していたものが、いまや戸惑いは二十回に一回から、三十回に一回というペースになりつつあり、更さらには攻撃の精せい度どすら上げてきている。

　……いいわねえ。

　恐らく、こちらとの遣り取りで己の身体の活かし方を摑つかんだのだろう。

　それは今まで、ここで戦ってきた者達と同どう様ようだ。誰だれも彼かれも、こちらとの戦闘で自分自じ身しんの性能の極きよく限げんを知り、だからこそ戦せん闘とう後ごもこちらに感謝をしてくれるのだ。

　だが、一つ、彼女達と、目の前の銀ぎん狼ろうには違うところがある。それは、狼おおかみは確実にこちらを超えようとしているということだ。

　諦あきらめない。

　そして不ふ屈くつの狼を前に、ルドルフは感じた。彼女の成長を示す攻こう撃げきと速度の手て応ごたえが、未いまだ完成されていないことを、だ。

　未み完かんだ。

　完成されてないがゆえに、諦めない。

　……否いな。

　それだけではあるまい。この少女は、自分が未完であると悟さとる前にも、立ち上がってきたのだ。もはや意志とは関係なく、本ほん能のうに刻んだ生き方として、だ。

　……羨うらやましいわねぇ……。

　ルドルフ二世せいは思った。自分は、どうなのだろうか、と。

　姿すがた形かたちを変え、自分の性能を可か変へん出来る自分は、やはり未完である筈はずだ。しかし、

「────」

　ルドルフ二世はこう思った。私は、諦めているのよねえ、と。

　自分自じ身しんを受け入れて、しかし諦めて、そこから上を望まなかった。

　理由はある。

　何な故ぜならば、自分は、自分が誰だれであるなのかも解わからず、親は親として振る舞ってくれず、だから他人のことも想そう像ぞうでしか理解が出来ず、そして己おのれの地ち位いさえも他者に与えられたのだ。

　自分自身がどこかにいたことはない。

　自分は、常に、自分のものではなかったのだ。

　……似ているわね。

　目の前の少女と、要素だけは似ている。この少女だって、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから武蔵むさしに送られ、親は敵にすらなったのだ。だが、それなのに、

　……羨ましいわねぇ……。

　自分を諦めない彼女を、ルドルフは、その一点だけであっても、羨ましいと思った。

　そして今、己の手応えの中で、不屈の姿すがたが更さらに変わっていく。

　生まれたばかりの獣けもののようだ。完かん成せい形けいを求め、生きるために、小さな獣が四し肢しで立ち上がり、歩くことや吠ほえることを憶おぼえるように、

「────」

　変化していく相手に対し、ルドルフ二世は、己の心で頷うなずいた。口にすべきは、

「……勝つのは私よぉ!!」

　変化する。

　この少女が、どこまで行くというのか。

　敵が、変化をして己おのれを高めて行くというならば、こちらはそれを上回る最適になればいい。

　己を変えることを武ぶ器きとするのは、こちらの方が先せん達だつなのだ。だから、

「……！」

　ルドルフ二世せいは、変へん態たいした。





●






　ミトツダイラは、猛もう然ぜんと言う言葉を視し界かいに収めた。

　変わる。

　こちらの攻こう撃げきはおろか、動どう作さや速度に合わせ、ルドルフ二世が変化し続けていくのだ。

　速度においては身み軽がるを。力においては体たい格かくを。技術においてはそれを持つ者を。

　高速で己を切り替え、こちらに全ぜん対応する。だが、こちらだって、

「────」

　速度を奪うばった。技術を食った。全力を超えた。

　幾いくつものを要素を、相手から跳ね返るように得て、更さらに自分に上うわ乗のせする。

　息が上がる。汗が出る。しかし、

　……まだまだ!!

　まだ、母には遠い。体感して、破れ、ぼろぼろにされて、それは解わかっている。しかし、

　……届きますわ!!

　諦あきらめが心の中から消え、決意がそこに嵌はまり込んでいるのが解る。

　戦っている。

　そのことを確信して、ミトツダイラは決めた。目の前にいるこの敵を倒そう、と。倒すことで、皇こう帝ていであり、総そう長ちようであったこの人に、完かん璧ぺきではないという刻こく印いんを与えてやり、楽にさせよう、と。

　痛みを与える方法は、思いついている。この金属の塔とうの中では、すぐに思いつくことだ。

　だから、機会を得次し第だい、そのようにしようとミトツダイラは思った。

　そして速度を上げ、弾はじき飛ばす攻撃の力を上げ、

「っ！」

　踊り、鉄のリングに靴くつ裏うらの音を鳴らして捌さばき合う。

　疲労はある。負ふ傷しようもある。しかしそれらは息を吸うごとに熱と化して、自分の身体からだがそこにあると教えてくれる。

　ああ、とミトツダイラは思った。身体に掛かる負の部分ですら、今は全て意味がある、と。

　お互いが速度を上げ、攻撃を送り、防ぼう御ぎよをするたびに、自分が出来ていくのが解る。

　まるで、戦いを食って、自分を育てているようだ。

　そしてミトツダイラは見た。変化を高速で連続するルドルフ二世せいの姿すがたが、

　……変わらなくなってきている……？

　そうではない。段だん々だんと、ルドルフ二世の変へん形けいが、一つの形を取りつつあるのだ。

　それは、ルドルフ二世が思う、ありとあらゆるに立ち向かうための姿すがただろう。

　きっと、恐らく、今まで作り得ることのなかった。頭で描くのではなく、身体からだが必要とする、本当の意味での己おのれの理想型けいだ。

　どんなことがあっても、一人で、絶対に生き抜けると思える己の姿。

　それを、ルドルフ二世がここで作っていくのだとすれば、

　……まさか……。

　この人も、また、未み熟じゆくだったのだ。

　だから、ミトツダイラは手て応ごたえを送った。そして、

「──！」

　不ふ意いに、正面で風が爆ばく発はつした。

　何が起きたかは解わかる。

　ルドルフ二世が、己の姿を完成させたのだ。そして、まだ未熟なこちらを一気に上回り、

「……!?」

　背後を取られた。
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　ミトツダイラは、振り返る視し覚かくの中で相手を見た。

　金色の髪かみ。長身の身。青の瞳ひとみ。巨きよ乳にゆう。第一特とく務む。いや、違う。連れん想そうゲームじゃない。

　ただ、相手は、こちらの視し線せんよりも速く動いた。全身を低く、しかし振って、

　……っ！

　こちらのターンよりも速く、背後へと飛び込んできた。

　風に抱かれる。

　……しまった！

　姿し勢せいを低くした敵が、こちらの腰を後ろから抱え込んだ。そのまま、敵は己おのれの腰を上げるようにしながら身を反らせ、こう叫んだ。

「ジャーマンスープレックス……!!」





●






　ルドルフ二世せいは必ひつ殺さつの一いち撃げきを放った。

　その技は、投げるのではなく、放るのでもなく、腕のクラッチを解かぬままに身を反らせ、後ろへと相手を落とすものだった。

　後こう頭とう部ぶから鉄の床に激げき突とつさせて打ち込み、敵の意識を吹っ飛ばす。

　ルドルフ二世の策はそれだ。

　どんなに諦あきらめない敵であっても、意識を完全に跳ばされれば、行動不ふ能のうだ。相手は諦めないだろうが、次に目覚めた時には、もうこちらは去っているだろう。

　……勝負は貴女あなたに捧ささげるわぁ……！

　しかし、試合に勝つのはこちらだ。

　勝利を確信して、ルドルフ二世は一気に行った。

　後頭部から相手を落とすには、しっかりと弧こを描いたブリッジを造ることが肝かん要ようだ。そうしなければ、自分の頭を床と敵の背の間に挟むようなことになってしまう。

　だから急きゆう角度の反りを決めながら、高速に行く。

　相手を床から引っこ抜くために、己の両腕をクラッチして、

「ふぅ……!!」

　気合いと共に、ルドルフ二世は技を完かん遂すいした。

　己の背後の床へと、腕の中にあるものを後頭部から激突させた。

　だが、一つ、おかしな事があった。

　腕の中に、敵がいなくなっていたのだ。

「これは……!?」

　今、クラッチした腕の中にあるのは、何もない空間。大たい気きだった。

　腕の中に、ミトツダイラはいなかったのだ。

　直後、超ちよう高速のアーチを描いて、ルドルフ二世せいは頭とう頂ちよう部ぶから鉄のリングに己おのれを打ち込んだ。
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　轟ごう音おんが響ひびいた。

　そして、ただ一人、足と頭頂部の三点ブリッジをしたルドルフ二世は、

「ふぅむ……」

　考えてから、この状況の原因に行き着いた。それは、

「こういうことよねぇ……!?」

　ブリッジ姿し勢せいのまま、クラッチしていた腕を広げてルドルフ二世は言う。

「あまりの貧ひん乳にゆうに、フックが足りずにすっぽ抜けたんだわぁ……!!」

　まさにこれは、

「貧乳回かい避ひ……!!」

　次の瞬しゆん間かん。轟音と共にルドルフ二世は天てん井じように叩たたきつけられていた。

　顔を真まっ赤かにしたミトツダイラが、全力の助じよ走そうつき爪つま先さき蹴げりを彼の背にぶち込んだのだ。
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　強きよう烈れつなキックだった。天井に激げき突とつしたルドルフ二世が、八秒ほど貼はり付き、落下してこなかった程ほどの蹴りであった。

　そして、剝はがれ、ゆっくりと落らつ下か状態に入ったルドルフ二世に、

「食らいなさい!!」

　三十八本の長ちよう剣けんが突き刺さった。そして四本の大おお斧おのが風を巻いて飛び、断だん音おんをもって四し肢しを切せつ断だんした。

　斧が天井に突き刺さり、四肢を無くして剣まみれとなったルドルフ二世が、身体からだに刺さった剣を抜くことも出来ずに落ちてくる。体を動かそうにも、下から刺さり重なった刃やいばが関かん節せつの動きどころか、筋きん肉にくの動どう作ささえ阻そ害がいする。

　しかし、断たれた四肢が、宙で血ち煙けむりと化した。身体の方も、刃の深く突き立った断だん面めん部分が加か護ごによって閉じられ、剣が抜け落ちようとする。

　リングにぶつかるより先に、血煙を纏まとった身体は復ふく元げんされ、刃も外れるだろう。だが、

「……？」

　仰あお向むけに落ちるルドルフ二世を、下から打だ撃げきするものがあった。

　衝しよう撃げきにその胴どう体たいを揺らし、再び天井にぶつけたのは、ハンマーだった。
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　ルドルフ二世せいは、再び天てん井じように貼はり付いた自分を自覚した。

　まるで、天地が逆ぎやく転てんしたかのような一いち撃げきだ。

　巨きよ大だいな、石をも砕くだくハンマーが二本、背に打だ撃げき部ぶを食い込ませ、陥かん没ぼつさせている。しかし、

　……痛みは無いのよぉ……!?

　思い、天井に掌てのひらを着いて肘ひじを立てようとした。天井に沈ませるような勢いに反発し、一気に下へと跳ちよう躍やくしようとする。

　だが、腕がまだ再生されていなかった。脚あしも、だ。

　……何!?

　タイミング的には、血ち煙けむりをまとい、四し肢しが戻っていていい筈はずだ。

　だが、そうはなっていない

「何な故ぜ!?」

　背後、床ゆか側がわに視し線せんを向ければ、再生の血煙が眼がん下かにあった。

　まだ、赤の霧きりはこちらに届いていないのだ。

　……まさか、今のハンマーの打撃は……。

「再生の血煙がすぐ私に届かないよう、私を吹っ飛ばしたのぉ?!」

　何故、そんなことをしたのかは解わかる。

　……次の武ぶ器きを拾いに行く時間を稼かせぐため……！

　その思いを証明するように、剝はがれ落ちる己おのれと天井の間に、鉄てつ光こうが飛び込んできた。

　やはり、ハンマーだった。

　しかし、それは、ハンマーだけでは無かった。柄えの部分に巻き付いているものがあるのだ。

「リングの鎖くさり……!?」

　疑問の声を放つと同時に、鎖が下から引かれ、飛んでいったハンマー付きの先せん端たんが浅く引き戻される。それは、天井から再び剝がれたこちらの身体からだを鞭むちのように巻いた。

　ハンマーを重りとして、鎖が、己と刃やいばの群と、背のハンマー二本をまとめて抱きしめてくる。

　刃が刺さり直され、背に食い込んだハンマーが、骨と一いつ緒しよになろうというように、もはや肌はだ肉にくを突き破って身体からだの内側に入ってくる。

「……ふ！」

　絞しぼられる。肺が狭くなり、呼吸が小さくなった。

　だが、とルドルフ二世は思った。別に呼吸などは必要としないのだと。もしも酸さん欠けつになったら、その部分から再生や回復が入るだけなのだから。この絞り込みは意味がない。

　それに、再生の血煙がこちらに来ている。あれが整えば、四肢は復活し、このような鎖などすぐに引きちぎれるだろう。

　そして血ち煙けむりが来て、こちらの四し肢しを作ろうと細い渦うずを巻いた瞬しゆん間かん。

「さっき、こんなこと、してくれましたわよね？」

　下からの言葉と共に、いきなり視し界かいが引かれた。

　鎖くさりによって、

「回りなさい!!」

　血煙が引き剝はがされ、戸と惑まどったように血の渦が空中に崩くずれる。

　直後。

　ルドルフ二世せいの全身は超ちよう重量の重りとともに、壁に激げき突とつさせられていた。





●






　風が唸うなり、破は壊かいが鎖の音で走り、打だ撃げきが塔とうを楽がつ器きとして打ち鳴らした。

　鐘かねだ。

　五百メートルの塔を鐘として、ルドルフ二世を鐘の舌したとして、そして奏そう者しやをミトツダイラとして、轟ごう音おんの鐘が鳴り響ひびく。

「……！」

　ミトツダイラは今こそ全力を用いた。全身を瞬しゆん間かん的に加速させ、鎖を摑つかんだ腕を飛ばす。鎖はまるで棒のように伸び、風かざ切きり音を立て、そして重りを壁に着ちやく弾だんさせる。

　大たい気きが震え、金属が吠ほえた。

　だが、ミトツダイラは既すでに次じ弾だんを放っていた。鎖に弧こを描かせるのも一いつ瞬しゆんで、すぐに張った鎖は重りをわずかに遅らせはするものの、

「……っ!!」

　ストッカーの群を、重りが、まるで紙の林のように千ち切ぎっていく。宙に武ぶ器きが飛び、しかし加速の追つい加か回転を入れられた重りが、それら全てを打ち砕くだく。

　破は砕さいした。

　鉄の破は砕さい音おんが囃はやし立て、金属の雪が巻き起こる風によって吹雪ふぶきとなる。

　嵐あらしにも似た環かん境きようとなった広間にて、ミトツダイラは更さらに加速した。身を回し腕を引き、鎖をたぐり寄せるようにして加速を継ぎまくり、

「壊こわれなさい……！」

　叩たたきつける速度は落ちず、上がり続けながら、その頻ひん度どが一気に上じよう昇しようしていく。
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「……鐘の音ねでしょうか？」

　首を傾かしげたメアリの背後で、ナイトが慌あわてて首を横に振っているのを、点てん蔵ぞうは見た。

　……ど、どう説明したもので御ご座ざろうかなあ。

　見れば、塔の守しゆ衛えい役やくの二人も、え？　という顔で上を見ている。

　ただ、人狼女王レーネ・デ・ガルウは、いつものように頰ほおに手を当てながら、空を見上げ、

　……計っておられる？

　地面を、爪つま先さきが軽く叩たたいている。それは頭上から聞こえる豪ごう快かいな金属音おんに初めは合わせ、しかしすぐに、その間をも埋めたものとなる。まるで、鐘かねの鳴らし手が踏むステップを再さい現げんしているかのように見え、

「……ミトツダイラ殿どののことが、気になられるので御ご座ざるか？」

「あら、有能な人間は短たん命めいですわよ？」

「あ！　俺おれ！　短命！　マジで蚊かみたいに短命だからオッパイ揉もま──、何で守しゆ衛えいの姉ねえちゃん達まで半はん目めになるんだＹＯ!?　俺の人となり知ってんのかＹＯ!?　揉ますぞ!?」

　極きよく東とう全体の評ひよう判ばんを落としかねないので宥なだめることにした。しかし頭上から響ひびく鉄の音は、初めは等とう間かん隔かくだったものが、今や乱らん打だになり、更さらには音が強くなり続けている。

「ナイちゃん思うんだけど、借しやつ金きん取とりが取り立てに来てドア叩いてるみたいだよねコレ」

「つーか、どうなってんだこれ。ネイトだよな多分。ルドナントカ、死んでね？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

　笑えみの女性が、その表情をわずかに曇らせながら、改めて塔とうを見上げた。

「この程てい度どの打だ撃げきなら、ルドルフ様は痛みとして感じませんから」

　だから、

「今、響いている全ては、やがて無む意味となることでしょう」
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　打撃の連続の中で、ルドルフ二世せいは声を作った。

「効かないわぁ……！」

　叩きつけられ、

「効かないのよぉ……！」

　打ち付けられても、

「効いて来ないのよねぇ……！」

　痛みがない。

　速度は上がっており、打撃の力は以前よりも遙かに増している。連れん打だとしての頻ひん度ども素晴らしいと評ひよう価か出来る。

　しかし、

　……痛みがないわ！

　衝しよう撃げきに身が震えた時、確かに一いつ瞬しゆん、痒かゆみにも似たものを感じる。だが、

「痛みとして自じ覚かく出来るものではないわぁ……!!」

　激げき音おんが響ひびく。衝しよう撃げきが抜く。全身が砕くだけるが、鎖くさりの中ですぐに回復する。今だ四し肢しの血ち煙けむりは漂い、高速で振り回されるこちらを捉とらえていないが、

　……無む駄だよぉ、この行為は……。

「形ばかりは派は手でに見えるけど、私に届いて来ないのよぉ……！」

　叩たたきつけられ、破は壊かいされる。が、それは痛みではない。もっと、持じ続ぞく的な、全身が使えなくなるほどの痛みはないのか。だが、

「!!」

　また、叩きつけられた。

　同じことだ。だから、

　……これ以上は、無いのかしらねぇ……？

　思い、違うことを望もうとする。だが、敵はこれを続けるらしい。

　無む意味だ。

　だからルドルフ二世せいは、この状況からの脱だつ出しゆつを考えた。

　身体からだは現在、剣などを食った状態でハンマーごと絞しぼられている。小こ柄がらになって脱出しようとも考えたが、更さらに絞られるだけだろう。それでいて背のハンマー二本が緩かん衝しよう材ざいとなって、完全にこちらを鎖くさりで絞り千ち切ぎったりすることがない。よく考えた捕ほ縛ばく法ほうだ。

　脱出するなら、やはり四し肢しが必要だろう。今、血煙は振り回される動きについてこられていないが、高度は合い始めている。だから振り回しの速度を落とさせればいい。

　……動どう揺ようを誘うのねぇ……！

　ルドルフ二世は己おのれの姿すがたを変えた。相手の心を乱すため、

「ネイト！」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの姿すがたとなった。そして、

「貴女あなた！　親に対して何てことするんですの!?」

　迷い無く壁に叩きつけられた。
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「今、何か今までで一番キツい音したんじゃね？」

「……何か、私、微び妙みように寒さむ気けのようなものを感じたのですけど」

　あら？　と首を傾かしげたのは、メアリだった。彼女は上を指ゆび差さし、

「点てん蔵ぞう様さま。……灯あかりが」

　お？　と顔を上に向けた点蔵と皆は、それを見た。塔とうの外壁に、光の線が千切れ走っている。それは、

「壁が、……砕くだける？」





●






　しまった、とルドルフ二世せいは思った。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの姿すがたになってから、間違いなく相手のパワーが増した。

　……こ、この子、親であっても容よう赦しやないのよねぇ……。

　きっと虐しいたげられて育ったんだわぁ。可哀想かわいそうに。確かに女性としての魅み力りよくが各部において大おお幅はばに足りないものねぇ。私のような変へん態たいだったら良かったのにねぇ……。

　しかし、同どう情じようとは別で、叩たたきつけの速度が上がるのはまずい。それでは血ち煙けむりがこちらに追いつけない。

　だから、ルドルフ二世は、別の相手に身を変えた。

　……これなら行けるわぁ……！

　以前、三み河かわからの中ちゆう継けいで見たことのある武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長に、ルドルフ二世はその姿を変えたのだ。





●






　鎖くさりを全力で振り回すミトツダイラは、水平を飛んで行く鎖の先に、王の顔を見た。

「ネイト……！」

　王が、王の声で言う。それは、いつも聞く声と同じものだ。そして、王は、必ひつ死しと言える顔で、こちらにこう訴えた。

「やめてくれ！」

　懇こん願がんに、偽にせ物ものだと解わかりつつも、ミトツダイラは心を動かす。

　……わ、我が王……！

　動き掛けた心を押すように、台詞せりふが続いた。それはいつも聞く、耳に慣れた彼の言葉だった。

「俺おれが何か悪いことしたか!?」

　心が完全に頷うなずく動きをとったので、ミトツダイラはいつものように叩きつけた。





●






「砕くだけた！」

　と声をあげたのは、ナイトだった。

　塔とうの最さい上じよう階かいから光が生まれ、硝子ガラスの割れるような音が届いてきた。

　夜の天に咲いた金属の裂さけ目は、内側からの光に縁へりを光らせ、散った破は片へんは空に反射する。そして、咲きこぼれた実のように、光る塊かたまりが夜空に放り出された。

　それを見た笑えみの女性が、表情を険けわしくして叫ぶ。

「ルドルフ様!?」
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　ルドルフ二世せいは、地ち上じよう高五〇〇メートル超ちようの空に放り出されていた。

　己おのれの身を束そく縛ばくするハンマー付きの鎖くさりは、今、手放されている。

　こちらは、ハンマー投げ宜よろしく空に放り投げられた形だ。

　だが、今、自分は、剣を三十本以上その身に刺し、二本のハンマーを身体からだに打ち込まれ、四し肢しも無い状態だ。全身のほとんどは衝しよう撃げきで砕くだかれており、しかし、

「ははぁ……ん！」

　女性の、笑えみが最も美しいと思う姿すがたになって、ルドルフ二世は笑った。塔とうの外がい壁へきを突き破り、塔の屋おく上じようを見下ろす高度に至った身で、

　……そういうことだったのぉ!?

「まさか、この高度から叩たたき落とせば私が痛みを得るとでもぉ……!?」

　馬ば鹿かげた話だ。墜つい落らくで地上に激げき突とつしても、それは一いつ瞬しゆんのことだ。

　一瞬では痛みを感じない。それに、この高度からの墜落では、鎖の中の身体も潰つぶれてほぼ全ぜん再生になる。それは体の大部分が血ち煙けむりとなって、鎖から解放されるということだ。

　敵が塔を降りてくるより先に、自分は再生する。

　ならば、敵が降りてくる前に去ってしまえば終わりだ。もう、時間も時間だろうし、地上に降りて仕し切きり直なおしとなれば、お互いの手の内が見えている以上、勝負をつけるのは難しい。

　敵は、わざわざ、こちらの立ち去りを手伝ってくれたようなものだ。だから、

「ははぁ……！」

　ルドルフ二世は笑った。笑って、そして気付いた。己の視し界かいが歪ゆがんでいるのを。

　その原因は解わからない。ただ、心には一つの結けつ論ろんがあった。

　……駄だ目めだったわねぇ……！

　結局、痛みは無かった。この身において、女性として完成に近いものを得ることが出来たが、その中身には、人としての痛みも何も備わっていない。

　人形だ。人の形をしているだけで、人ではない。そして、

　……駄目だったわねぇ……！

　女性の顔、落下に入った己の瞳ひとみから頰ほおへと何かがこぼれ落ちた。しかし、溢あふれるものも何もかも、落ちる速度に負け、全ては風に散っていく。

　塔の方から赤い色が広がるのが見えた。

　血だ。まるで、こちらを慰なぐさめ抱きしめるように、血煙が広がり舞い上がってくる。落ちるこちらを追おうとして、夜に咲いた灯あかりの裂さけ目から、破は裂れつするようにこちらへと飛んでくる。

　その瞬しゆん間かんだった。

　ルドルフ二世は光を見た。夜空。曇どん天てんの下に、塔を飛び出して不ふ意いに来た光がある。

　血ち煙けむりを突き抜けて散らし、こちらを空に追ってきた者。

　見れば、淡い地上の光を下から受けるようにして、銀の髪かみが光っている。こちらに対し、擦すれ違いの半はん身みを跳ちよう躍やく姿し勢せいで見せているのは、

「銀ぎん狼ろう……!?」





●






　銀狼が、夜や天てんに高速で飛び出していた。彼女は塔とうに開いた穴の向こう、リングのコーナーポストに結んだ鎖くさりを手にしており、

「──と」

　ルドルフ二世せいの向こうに至った瞬しゆん間かん。彼女は鎖を引いた。

　戻る。塔の側へと。その勢いは高速で、鎖を手放し、宙に身を投じても速度は落ちず、

「……っ！」

　一いつ直線の攻こう撃げきが、ルドルフ二世を塔へと戻すように放たれた。

　長ちよう剣けんだ。野の太ぶとい刃やいばが、ルドルフ二世の後こう頭とう部ぶを首から眉み間けんへと後ろから前に貫かん通つうする。

　延えん髄ずいを貫つらぬき、神しん経けいを断だん裂れつして、一いつ瞬しゆんだけルドルフ二世の身が震えた。

　勢いを消さぬまま、ミトツダイラはルドルフ二世を巻き込むようにして、塔に突っ込んだ。

　だが、復ふつ帰きしたルドルフ二世が笑った。

「馬ば鹿かねぇ……！　もう塔の裂さけ目は上よ！　一いつ緒しよに落ちる気!?」

　それに、

「その一瞬の攻撃では、痛みにならないのよぉ……!?」
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　ミトツダイラは、構わなかった。

　塔の裂け目から中に戻る気も無い。ここで為なすべきは、斜め軌き道どうで鉄の塔へと激げき突とつしていくことだ。そして、その後のプロセスをもって、

「あなたに痛みを差し上げますわ！」

　まずミトツダイラが行ったのは、懐ふところから出した鎖の破は片へんを、耳に詰めることだった。

　耳みみ栓せんだ。

　周囲の音を遮しや断だんした上で、銀狼はルドルフ二世を長剣で貫いたまま、塔壁へき面めんに突っ込んだ。

　そして壁面に対し、沿うような放ほう物ぶつ線せん軌道で当たる瞬間。ミトツダイラはルドルフ二世から長剣を抜いた。だが、その傷きず口ぐちが埋まった瞬間。

　彼女はルドルフ二世の身体からだを上下逆さかさになるよう壁に蹴けりつけ、

「ここですわね!!」

　先ほど刺した位置を手て応ごたえのガイドとして、鋭い速度で長剣を刺し直したのだ。

　延えん髄ずいを貫かん通つうした。

　同時に、ミトツダイラの足が壁へき面めんに着ちやく地ちした。

　銀ぎん狼ろうが壁に立つ。その姿し勢せいは、壁に対して真まっ直すぐ長ちよう剣けんを突き立てるものだ。

　そして、上下逆さかさになったルドルフ二世せいの身体からだが、一いつ瞬しゆんの神しん経けい断だん裂れつに震えた瞬しゆん間かん。

「────」

　ミトツダイラは行った。剣の切きっ先さきを鉄の壁面に引っかけるようにして、

「……っ!!」

　最大加か速そくで、剣けん先さきで壁面を削けずりながら、五百メートルの垂すい直ちよくを駆かけ下りたのだ。
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　夜のマクデブルク郊外に、強きよう烈れつな金属音おんが軋きしり渡った。

　ぎ、とも、き、とも、か、とも、け、とも粘ねばりうねるような金属の擦さつ過か音おんが、超ちよう高層の塔とうを弦げんとして発はつ揮きされる。

　その直下。塔を見上げていた者達は一いち様ように耳を塞ふさぎ、

「……!?」

　自分達の声すらも聞こえない。そして馬ば鹿かが五ご指しを広げて、球きゆう体たいを包むように構え、

「……!?」

　皆が睨にらみ付けて馬鹿が膝ひざを着いた。

　だが、その中で、ナイトが身を震わせた。

　……うわあ。

　音が翼つばさの羽う毛もう全てをなぞり始めたのだ。くすぐったくも痒かゆくもあるようなそれは、

　……これって、あれだよね……。

　先日、授業中にオリオトライが思い切りやったやつだ。

　……黒板に、ギ──ってやるやつ……！
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　金属の火ひ花ばなと軋らせを、ミトツダイラは直下の走りで敢かん行こうした。

　眼がん下かは垂直。視し線せんの先には地面がある。

　距離五百メートル。

　手には長剣の柄つかがあり、刃やいばには上下逆さになったM. H. R. R.神聖ローマ帝国 皇こう帝ていが突き刺さっている。

　まだ、敵は復帰していない。一瞬の、痛みとして感じ取れないものを得ている筈はずだ。だが、

　……それが長引けば、どうですの!?

　苦にがい高音のうねりが、引っかけ押しつけた長剣と壁の間から鳴り響ひびいている。こちらは鎖を千ち切ぎって作った耳みみ栓せんをしているが、

「どうですの!?」

　後こう頭とう部ぶに水平にぶち込んだ剣の半なかば、ルドルフ二世せいが、天てん上じよう側がわへと靡なびいている。

　そして、ルドルフ二世の身体からだは、暴ぼう発はつしていた。

「あ」

　と微かすかに聞こえる声がある。ルドルフ二世の声だ。それは、鉄の火ひ花ばなとうねりの音の中で、幾いく度ども跳ね、途と切ぎれ、たまに震えて連続するもので、

「あ！　ああぁあ！　あば、ら、ああ、ら！　ら！　ばらら、らあ!!」

　声一つ一つに対して、身体が暴あばれていた。四し肢しはなく、胴どう体たいと頭とう部ぶだけだが、声一つのたびに身体が暴れ、別のものに変化する。

　しかしその変化が壊こわれていた。顔は女でも胴体が男になったり、半はん身しんが違ったり、顔かお半分だけが別のものになったり、涙のようなものを大きく散らせたかと思えば、

「あああ、かあ!!」

　舌したを蛇へびのように長く伸ばし、身を連続して魚のように震わせる。

　制せい御ぎよが利いていない。

　意志がどうとか、心がどうというものではない。身体の全てを司つかさどる神しん経けいに、刃やいばを通して鉄の軋きしらせを注そそぎ込んでいるのだ。身体の神経全すべての基き部ぶを、外からではなく、中から外へ搔かき毟むしっているようなものだ。

　痛みをぶち込む。

　方法は簡単だ。再生の加か護ごなどによって一いつ瞬しゆんしか感じていなかったものを、永えい続ぞく化かさせる。

　ルドルフ二世の加護は自動的なもので、様々なものへの抵てい抗こうパターンが組まれたものだ。神経の断だん裂れつによる痛みなどは、即そく座ざのシャットダウンが為なされる筈はずだし、神経を常じよう時じ痛めるような行為も同じことになる筈だ。

　痛つう撃げきと見なされたものは、遮しや断だんされる。だから、敵は痛みを感じない。ならば、

　……痛みとは見なされないものを、しかし強力に、永続的てきに食らったらどうですの？

　ルドルフ二世は無む痛つう覚かく者しやだ。

　しかしルドルフ二世は、自分の身体を自分の意志で動かせるし、心しん臓ぞうや各部の内ない臓ぞうは自じ律りつしている。それはつまり、神経が生きていると言うことだ。神経は外部からの痛みを受動しないが、しかし、内部からの能のう動どうには応える。それが彼の〝無痛覚〟だ。

　ならば、神経を、内部から震わせ、ルドルフ二世自身に能動的な痛みとなって貰もらうだけだ。

　今、ルドルフ二世の身体が暴れているのは、外部からの力によるものではない。神経が内側から震わされ、ルドルフ二世自身が、自ら震わせてしまっているのだ。

　そして生じるのは、自分の身体が思い通りにならず、驚きと、震えと、呆ぼう然ぜんを感じ、

　……救たすけてくれと、そう言いたくなるような感覚！

　電でん撃げきや術じゆつ式しきでは加護がシャットに入るだろう。刃を刺し通し、震えを得た一瞬から削けずり落ちのかき鳴らしに繫つなげ、そして音おと以上の震えを与えていないからこその技だ。

　筋きん肉にくは勝かつ手てに震え、意志はとりとめもなく暴あばれ、

「あ……！」

　全身を波打たせるルドルフ二世せいが目を見開き、舌したを宙に吐き出した。

「あああ、ら、あああああ……!!」

　泣いていた。嫌いやだと、やめてくれと、赦ゆるしてくれと、そう言っているように感じられた。暴れる全身に対し、何もかもで拒きよ否ひをしているように見えた。

　まるで、自分自じ身しんに駄だ々だを捏こねている子供のようだ。だが、

「────」

　ミトツダイラは加速した。
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　ミトツダイラは闇やみの空を浴びながら、塔とうの壁へき面めんを突っ走った。

　五百メートルの金属弦げんを、刃やいばのピックで搔かき鳴らす。

　行く。

　眼がん下かの地面に向けて、身を弾はじいた。

　一度、二度、三度とショートアクセルを連続で入れる。

　加速のたびに、ルドルフ二世の身体からだが跳ね上がった。縮んで伸び、曲がって戻り、違うものへ違うものへと至る所を変えながら、最さい適てきの対応を探している。

　ルドルフ二世は、もはや身体を制せい御ぎよ出来ていない。意志も白はく熱ねつしたような状態になっているだろう。だが、加か護ごは、ルドルフ二世をそれでも護まもろうとしていた。変へん形けいの加護が、今受けているものに対し、最適な姿すがたを求め、幾いく度どか膨ふくらみ破は裂れつして、または急きゆう激げきに細くよじれ、

「──！」

　しかし、定まらない。身は変形し、組み合わせ、ほどき、形を変え続けるが、

　……最適は無い筈はずですわ！

　何な故ぜならば、

　……この軋きしらせは、想そう定てい外がいの筈はず！

　内側から、ルドルフ二世自身が自分の身を震わせているならば、加護はどうしようもない。ルドルフ二世を消さない限り、この状態は解かい消しようされないのだ。

　そしてミトツダイラは思った。暴れ泣くM. H. R. R.神聖ローマ帝国 皇こう帝ていに対し、

　……あなたの御ご両親は、あなたを随ずい分ぶんと大事にしていたんだと、そう思いますわ。

　叩たたくことはなかったし、他人とは違う扱いがあったかもしれない。だが、彼らの与えた加護は、ルドルフ二世自身が自らを傷つけているようなこの状況であっても、その身を救うことを諦あきらめていないのだ。

　突っ走る。連続で、一歩一歩を弾はじき飛ばして、ミトツダイラは身を前に、下に振る。

　三百メートルを切った。刃やいばの先せん端たんが折れた。

　押しつける。すると、欠けた刃は、今までよりもいい音を立てた。

　……あらまあ。

　こんな音が出来るんだったら、もっと早くにしておけば良かったですわね。

　鎖くさりで縛しばった肉の塊かたまりが更さらに派は手でな跳ね方をするが、これも音の表現だ。音楽の授業は武蔵むさしでも行われるが、結けつ構こう好きな方だし、成績はいい方だ。声がやや高めなので、声せい楽がくの時は張りのある智ともと組むことが多いが、まさかこんなところでこんないい楽がつ器きに出で逢あうとは。

　加速するたびにいい音が鳴るなら、加速しましょう。

「る」

　思わず、響ひびきに声が漏もれた。それは、狼おおかみの唸うなるような音。

「る、る、……が、る」

　人狼ルウガルウ、という言葉の、語ご源げんとなる音だ。

　銀の狼が、夜空の下を、楽器を奏かなでながら唄うたい降りていく。

　いい音が夜に鳴っている。

「る、る、る、う」

　うねり、跳ねる音が、自分の挙きよ動どうと合がつ致ちする。加速すれば音は叫び、火ひ花ばなが宙を飾る。

　動けている。

　そしてミトツダイラは見た。塔とうからの風景を、だ。

　街があり、森があり、その中を川が流れていて、

　……あれが、マクデブルク……！

　北の方に、重じゆう層そうの包ほう囲いを為なされた都市があった。そこには光が幾いくつもあり、囲む篝かがり火びは無む数すうに揺れており、空には影としての船が幾いくつもある。

　仲間がいて、武蔵が戻って来る都市だ。

　そこに自分達も行くのだと、そう思うと、

「るぁ」

　今までの、テンポ良い区切りとは違う声が漏れた。それは、仲間を呼ぶ、狼の本ほん能のうによる、

「るぁぉお……、お、お、おお」

　喉のどを震わせ、銀ぎん狼ろうは歓かん喜きの声を放った。

　ショートアクセルの加速をしながら、狼が全身を振って咆ほう吼こうする。

　もはや風すらも置いていく動きの中。二百メートルを切って、しかし尚なお、その身は前に、下へと連続で跳ねた。

　行く。一いつ瞬しゆんで百に達し、その半分を割り、地上が地面しか見えなくなった時。

　ルドルフ二世せいの身体からだが、己おのれの震えを大きく作った。

　だが、生じた震えは乱れによるものではない。逆に、乱れを消すように、全身を整えるための振り回しだった。

　逃れようとしての、皇こう帝ていを護まもる加か護ごの、最後の抵てい抗こうだった。
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　ルドルフ二世せいの抵抗に、ミトツダイラは、手から剣を離すことで応えた。

　前へと、下へと、剣を両手で突き放す。

　一いつ瞬しゆんだけ、剣が自じ律りつしているかのように、壁へき面めんを自分一人で削けずる。が、それもわずかな間だ。すぐに剣は失しつ速そくし、ルドルフ二世が、身体からだに力を取り戻そうとする。

　瞬しゆん間かん。ミトツダイラは身を飛ばした。しかしその姿し勢せいは、今までのように、壁に垂すい直ちよくになって走るものではない。頭を下に、壁を駆かけ落ちるような姿勢だ。

　ミトツダイラは行った。

　縮めた身を伸ばし弾はじいて、下へと大だい跳ちよう躍やくを掛ける。が、即そく座ざに彼女は空中で身を縮めて回し、足を地面側がわにした。

　足の踏む狙ねらいは、失速した長ちよう剣けんだ。その刃やいばの側面に向かって、

「──さっき、あなた、こんなことしましたわね？」

　ルドルフ二世が送ってきたのと同じ技。ドロップキックを刃にぶち込んだ。

　今まで以上の勢いを与えられた長剣が、大たい気きを裂さくような悲鳴を壁に削けずり立てた。

　ルドルフ二世の身体が、完全に制せい御ぎよを失った。

　一度緩ゆるめられた直後の暴ぼう発はつに、皇帝の全身は耐え切れず、しかし、

「……!!」

　ミトツダイラは見た。皇帝が、拒きよ否ひの声をあげるために伸ばした舌したを、自ら嚙かんだのを。

　自殺に相応ふさわしい女性の姿すがただった。それは、

「痛みを認めたということですのね!?」

　死よりも辛つらいものを味わっている。そういうことだ。だからミトツダイラは、

「皇帝が自じ害がいをしてどうしますの!!」

　ルドルフ二世に刺さっていた剣を、強ごう引いんな動きで下に加速した。

　ルドルフ二世の頭とう部ぶが、嚙もうとした舌ごと、延えん髄ずいからの剣けん戟げきで両りよう断だんされる。

　剣が抜けた。

　両断された頭が、首から貼はり合わされていく。

　そこでミトツダイラはやめなかった。

　下へと加速した剣の柄つかを摑つかみ、真まっ直すぐ天に振り上げたのだ。

　回復されていたルドルフ二世の頭とう頂ちようから股こ間かんに、再び長剣が唐から竹たけ割わりに叩たたき込まれ、

「──その命を救いましょう!!」
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　鎖くさりも何も断ち切る勢いをつけ、ミトツダイラは皇こう帝ていを両りよう断だんした。

　ぶちまける。

　高速で投とう擲てきされた皇帝の開きは、地面に激げき突とつして破は裂れつした。が、肉が爆ばく発はつした直後、皇帝に与えられた加か護ごは、やはり皇帝を護まもった。

　ルドルフ二世せいの全身が、再生の血ち飛沫しぶきと化したのだ。

　剣が砕くだけ、鎖が散り、だが、

「────」

　舞う血飛沫を背景に置いて、銀ぎん狼ろうは壁を蹴けって跳ちよう躍やくしていた。

　身を回し、そして彼女は塔とうを背に着ちやく地ちする。

　その背後にて、全ての血煙が合流し、風を巻いた。

　同じタイミングで周囲の森が爆発した。聞こえていた音や狼おおかみの吠ほう声せいに怯おびえていた鳥や獣けもの達たちが、その響ひびきが無くなったことで一気に動いたのだ。

　夜の底から雲ある天に向かって、溢あふれる量の鳥とり達が舞い上がる。

　莫ばく大だいな量のはばたきと鳴き声と、森から響ひびく無む数すうの遠とお吠ぼえを耳に、そして辺りを渦うず巻まく再生の風かざ音おとを肌はだに得つつ、ミトツダイラは両の腕をゆっくり下ろして叫んだ。

「勝利ですわ……！」
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　ミトツダイラは息をつく。周囲、大きく渦巻く風は夜よ闇やみに黒い血の霧きりだが、湿りはこちらに届かず、匂においも無い。ルドルフ二世が己おのれの姿すがたに戻ろうとする過か程ていの状態なのだろう。

　そして、やや離れたところから足音が聞こえてくる。それは塔とうの入口にいた二人の女性で、

「ルドルフ様……！」

　呼び声の音ね色いろに、ルドルフ二世は彼女達に任せて置こうと、ミトツダイラはそう思った。

　こちらが今なすべきことは、

　……ありましたわ。

　千ち切ぎれて地面に散った鎖や剣の間、制服の散らばりの中に、羊よう皮ひ紙しのメモが落ちている。

　先せん々せん代だいのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 総そう長ちよう。カルロス一世のメモだ。

　ミトツダイラはそれを拾い上げ、

「……？」

　草くさ群むらの地面に、一つの裸ら身しんが倒れているのを見た。

　ルドルフ二世だ。だが、

　……女性……。

　初めに見たような、男の姿すがたではない。先ほど、戦せん闘とう中に完成された姿に似ているが、違う。もう少し、柔らかそうな、堅くない身体からだの女性が、気を失って倒れている。

　自分との戦せん闘とうがあったため、皇こう帝ていの加か護ごが、最さい適てきな女性の姿をとらせているのだろうか。

　それとも、

「本当は女性で、……しかし、幼よう少しようの頃から皇帝となるため、男性の姿をとらされていた？」

　考えすぎですわね、と思い、だが、とも思い、

「────」

　まあいい、とミトツダイラは首を横に振った。今後、ルドルフ二世せいがどのような姿をとるかは、皇帝自じ身しんが決めることだ。

　痛みを得られることを確かめ、人の子になったのだから。

　だから、

　……無む理りのない、自分の望む姿を求められることでしょうね。

　思い、眠る皇帝にミトツダイラは騎き士しとして頭を下げた。

　横、二人の女達が追い抜くようにすれ違う。

「ルドルフ様……！」

　その声に背を向け、ミトツダイラは、視線を前に向けた。

　皆がいた。
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　ミトツダイラは、まるで久しぶりというような感覚で、皆を見た。

　正面、急ぎ足でやってくるのは、

「我が王」

　頭を搔かきつつ、ただただこちらを見て近づいてくる彼に、ミトツダイラは笑えみを見せた。

　ふと、戦闘中に、彼を壁に叩たたきつけたことを思い出し、

「……いろいろと助かりましたわ？」

「何だよオメエ、その疑問形けい」

　そうですわね、とミトツダイラは思った。どう説明しようかを考え、しかし、まずはメモを彼に渡そうと、一歩を前に出た。距離を詰め、懐なつかしい匂においを嗅かいで、

「…………」

　がくりと、膝ひざから、地面に沈むようにミトツダイラは意識を暗くした。

　緊きん張ちようが抜け、意識を失ったのだ。
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　浅あさ間まは、マクデブルクのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタント経けい由ゆで入ってきた連れん絡らくに、一ひと息いきをついた。

　大だい聖せい堂どう前の広場の中、浅あさ間まは皆を見て声を作る。

「今、郊こう外がいの町から夜や鳥ちようの精せい霊れいを使った手紙が来たんですが、それによると、──ええ、トーリ君達が、カルロス一世せいのメモを入にゆう手しゆしたそうです」

　言葉を送る先にいるのは、大聖堂前の広場にあるベンチの上、横に座る正まさ純ずみだ。

・副会長：『まあ良くやったもんだなあ。ミトツダイラが頑がん張ばったのか』

・あさま：『ナイトからの連れん絡らくでは、ミトがルドルフ二世を密みつ室しつでバラバラにして高所から鼻はな歌うた唄うたいながら開きにしてミンチにしたら美び少女に転てん生せいしたそうですよ』

・●　画：『ああ、あるある』

・義　　：『えっ……』

　正面を見れば、こちらからの連絡を共きよう有ゆうしている独逸ドイツ勢ぜいが眉まゆをひそめて顔を見合わせているし、広場の中央に座る銀の武ぶ神しんとアンヌが正せい座ざのまま無む言ごんでこちらを見ている。浅間としては無む視しの一いつ択たくで、重ねて言うべきことがあるとするならば、

・あさま：『ルドルフ二世は親しん衛えいの方達と〝撤てつ退たい〟されたそうです。メモはミトから受け取ったものをトーリ君が人狼女王レーネ・デ・ガルウに渡し、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズからの依い頼らいによるミッションは終了。トーリ君達はこちらに向かっているそうですが……』

・副会長：『六護式仏蘭西の到とう着ちやく予定時じ刻こくである七時三十分まで、……今が十五分だから、間もないな。──だったら連れん中ちゆう、南部方ほう面めんで大人おとなしくさせて置いた方がいいかもな』

・賢姉様：『悠ゆう長ちようなこと言って、〝保ほ護ご〟されたらどうする気？　それにね？　こっちだって危険よ。六護式仏蘭西がガツンと間ま男おとこを殴なぐりに来るって言っても、自分の守りを疎おろそかにする女は駄だ目めな女だし。……街の周囲に対たい空くうの防ぼう御ぎよ機き構こうとか設置してあるの？　どうなのオタク』

・未熟者：『先ほど確かく認にんさせて貰もらった。市し壁へき側がわと、特に河か川せん側に、大聖堂を中心とした対空、対たい地ち防御結けつ界かいが張られるようになってる。出力器きは要よう所しよごとに聖せい譜ふ写しや本ほんの積せき載さい式しきのものが組んであるから解わかりやすいと思う。──ドラゴン級くらいだったら受け止めるんじゃないかな、あれ。反射式と言うよりも受け流し式だし』

・●　画：『随ずい分ぶんと出力あるわね。やっぱ大聖堂にオットー一世と嫁よめの遺い体たいがあるから？』

　言われ、浅間は大聖堂を見た。二本の尖せん塔とうには、今、屋根を外して円えん錐すい状じように聖譜写本が積まれており、空には、

　……流りゆう体たいの傘かさが掛かってますね。

　左の義ぎ眼がん〝木葉このは〟だとよく見える。反射式ではなく、受け流し式なので、傘の中央から全ぜん周しゆうに光の水が流れ落ちているようだ。

　これを垂すい直ちよくの壁かべ型がたとしたものも、街の外がい縁えんには幾いくつもある。だが、

・●　画：『これ、大おお物もの相手にはいいけど、攻こう撃げき食らってるとその箇か所しよの流れが悪くなるのよね……。物を載のせられないようにするワイパー術じゆつ式しきや、瞬しゆん間かん硬こう化かの障しよう壁へき型のも、ちゃんと用意出来てんでしょうね』

・未熟者：『要よう所しよごとにはあるね。ただ、障しよう壁へき型がただけだと隙すき間まがあるから、受け流しの滝たきの表や裏で支えたり、射しや撃げきで粘ねばる、ということになると思う』

　だから、と彼は言葉を続けた。

・未熟者：『あとは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの突とつ入にゆうに対し、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側がどう動くか、だろうね』

　……力の駆かけ引きみたいなものですね。

　と浅あさ間まは内ない心しんで頷うなずいた。

　強きよう国こくと強国の、しがらみや未来を賭かけての駆け引きだ。聖せい譜ふ記き述じゆつというガイドラインがある分、それに迷ったり、頼ったりもするし、利用したり、されたりもする。

「？　──どうしたの浅間？　両腕でオッパイ挟んで。私に手ー突っ込んで欲しいの!?　そうなの!?　そうなのね!?」

　奇き人じんがくねくねしているが無む視ししよう。あと、公園の向こう端はしで女じよ装そう３００人隊たいが「負けないわ！　バストアップ！　アップよ！」と鉄アレイをカール運動しているがそれ胸むな板いた強化では。

　しかしまあ、遠く、西の方からは、大気の震える音がする。巴ともえがそちらを向き、

「六護式仏蘭西の艦かん隊たいが、ステルスを解いて接せつ近きんを知らせたか」

　そうですね、と浅間が安あん堵どの吐と息いきで頷うなずいた瞬しゆん間かんだ。

「……？」

　浅間は、音を聞いた。そんな気がした。
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　浅間は、つと、音の聞こえた方を向く。

　南西だ。

　……今、遠くから、波というか、何だか、そんな音が──。

　また響ひびいた。

「────」

　やはり南西側。そちらに視し線せんを強く向けた自分と同じように、まず巴が反応し、銀の武ぶ神しん、パレ・カルディナルが顔を上げた。そして巴が眉まゆをひそめ。

「──羽は柴しばの軍ぐん師しは竹たけ中なかだったか。即そく断だんが妙みよう意いだな」

　巴の言葉が終わらぬ内に、今度こそ、明確な音がした。

　波に似た、鉄の鳴り響きと重なりだ。まるで地面から沸わき上がるような音の群が、

「東……！」

　エルベの対たい岸がん、東側の大地が動いた。そう見えた。

　そちらにいたマクデブルク包ほう囲い群ぐんが、一いつ斉せいに動き始めたのだ。

　彼らが行くのは南側、マクデブルクの南へと渡ってくるための橋だ。そして彼らだけではなく、既すでに北や南、西側の市外にいた包囲戦せん士し団だんが、

「──!!」

　声を群させ、鉄の響ひびきを重ねて動き出した。

　地じ響ひびきが連れん動どうし、大だい聖せい堂どうのステンドグラスや、近くの家か屋おくの鎧よろい窓まどが震えた。

　音と唸うなりと、大地そのもののような戦せん士し団だん三万人の動き。南側を中心として、四し方ほうから、それも隙すき間まなく全ぜん周しゆうから立ち上がって聞こえてくる音と動きの意味は、

・副会長：『え？　ちょっと待て、これって……』

　浅間は時計を見た。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクの攻こう撃げきは二十時からとのことだったが、

「待って下さい！　──まだ七時二十分ですよ!?　四十分も早いじゃないですか！」

・義　　：『どういうことか解わからないが、〝義ぎ〟の肩かた上うえから見えているものを報告する』

　義よし康やすの通つう神しんが、音の正しよう体たいをはっきりと告げた。

・義　　：『マクデブルク包ほう囲い、三万人のM. H. R. R.勢ぜいが、総員、攻こう撃げき準備態たい勢せいに入った。既すでに突とつ撃げき師し団だん五千人が分ぶん団だんしている。──恐らく十分後ごには交こう戦せん範はん囲いに突とつ入にゆうしてくるだろう』

　敵が、自分達で予告した時間よりも早く来る。その事実に、浅あさ間まは身を震わせた。

　……ちょ、ちょっと待って下さい。ええと──。

「今、十九時二十分ですね？　これから十分後に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが到とう着ちやくしても、同じタイミングで包囲戦士団が突入してきちゃったら……」

　六護式仏蘭西が到着から展開を行っている間に、M. H. R. R.旧派は掠りやく奪だつを開始してしまう。

「その場合は、ええと、つまりこういうことになる筈です」

　と、浅間はこれから起きることをタイプし、皆に示した。

「今が十九時二十分として──」





・十分後　　：十九時三十分　：六護式仏蘭西：マクデブルク到着。

　　　　　　　　　　　　　　：M. H. R. R.旧派：マクデブルクの掠奪を開始。

・二十五分後：十九時四十五分：六護式仏蘭西：展開し、マクデブルク包囲戦士団に突撃？

　　　　　　　　　　　　　　：M. H. R. R.旧派：マクデブルクの掠りやく奪だつを完遂。






「……現状の進行だと、六護式仏蘭西の展開が間に合わないです……！」

　そしてネシンバラが告げた。

・未熟者：『包囲戦士団の突撃師団五千人の内、高速機き動どう殻かくは一千人。そして現代の高速戦せんを鑑かんがみるに、市し壁へきを越えて突入する時間を含めても、マクデブルク程てい度どの大きさの街なら確かに十五分で制せい圧あつされるだろうね』

　掠奪開かい始しまで十分として、今から合計二十五分後。

　六護式仏蘭西が突とつ入にゆうする頃には、掠奪が終了していることになる。

「ど、どういうことなんです!?　何で、敵は前まえ倒だおしの前倒しを……！」

　自分が潔けつ癖ぺきなだけなのか。これこそが戦争というものの駆かけ引きなのか。

　皆が沈ちん黙もくする中、ややあってからアデーレがタイプした。

・貧従士：『……K. P. A. Italiaからの援えん軍ぐんが届くと、彼ら、解わかったんですかね？』

・未熟者：『解っててもすぐ動いてマクデブルクと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに挟きよう撃げきされる必要は無いよ。

　ただまあ、……どういうことなんだ一体。早めた方がこちらの準備も甘いから、挟撃も弱くなるとそう思ったのか、それとも利益重じゆう視しで決けつ死し隊たいか……』

　皆が顔を見合わせるが、誰だれも答えられる者はいない。

　しかし、巴ともえが腰を上げる。そして彼女は、こちらを、皆を見渡してこう言った。

「ともあれ戦せん闘とうだ。──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 包ほう囲い戦せん士し団だん総そう勢ぜい三万人は、早く来た。現実はそれだけだ。こちらは六護式仏蘭西の突入まで、後あと二十五分ほどだというなら……」

　だったら、

「それまで、何とか凌しのぐしかなくなった訳わけだ。──準備は十分！　急ぐぞ！　私の好きな抵てい抗こう戦の時間だ!!」







[image: 第七十三章『包囲都市の集合者達』]
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　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクがマクデブルクの掠りやく奪だつを更さらに前まえ倒だおしした。

　この事実は、マクデブルク周辺が旧派術じゆつ式しきの「静せい寂じやくは神の望むもの」という結けつ界かいによって通つう神しん遮しや断だんされていたがため、周辺地ち域いきの各かく勢せい力りよくには数分遅おくれで知らされることとなった。

　武蔵むさしも同どう様ようで、現状が伝達された時には包ほう囲い戦せん士し団だんが動き出してから四分を経けい過かしていた。

　その情報は、生徒会、総そう長ちよう連れん合ごう関係にまず伝えられたが、

「ハイディ、つまり、どういうことさね。改派プロテスタント各都市の物もの見みと狼煙のろしの連れん携けいによると、マクデブルクでM. H. R. R.旧派が動き出したってじゃないさ。

　それも、十分……、いや、あと五分後くらいには掠奪を開始するんだって？」

　武蔵むさし野のの艦かん底てい部ぶ。機き関かん部ぶ区く画かくの上階に設けられた整せい備び部ぶ区画がある。武ぶ神しんの伽藍ハンガーや輸ゆ送そう艦かんの各部持もち込み修理の他、装そう備び品ひんや機き械かい類るいの補ほ修しゆう作業も行う場所だ。

　直なお政まさは、里さと見み・義よし頼よりの〝八やつ房ふさ〟の修しゆう理りを里見教きよう導どう院いん整備部の者達と共に行っており、そして今、彼女の視し線せんの先にいるハイディは、懸けん架かされたアデーレの機き動どう殻かくに肘ひじをついている。

　と、通りかかった三み科しな・大ひろが、

「あ、それヨシナオ教きよう頭とうが修理中だから、あんま触らないでね」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、とハイディは直政に視線を向ける。どーしたものかなー、と彼女は呟つぶやきながら、

「何かまあ、前倒しの前倒しって感じで、マサの言う通り、今マジにマクデブルクの掠奪が始まりつつあるらしいんだけどね」

「武蔵は出せないのかい？」

　その問いかけに答えたのは、ハイディではなかった。皆の間に現れた表示枠サインフレームに映るのは〝武蔵〟その人で、彼女の背後にはこちらに手を挙げている酒さか井いがいる。

〝武蔵〟は、一いつ瞬しゆんだけ背後を睨にらんで酒井を静かにさせると、こちらを向いて、

『そちらに直政様とハイディ様がいらっしゃいますね？　──以上』

「生徒会と総そう長ちよう連合への連れん絡らくが必要な事じ項こうかい？　上でノリキ達を運んで仕事してるウルキアガにも連絡してやろうか？」

『Ｊｕｄ．、──先さき程ほど、M. H. R. R.旧派から改めて警けい告こくが来ました』

　それは、

『〝武蔵の、M. H. R. R.領りよう土ど上における航こう行こう行為があった場合、攻こう撃げきを加える〟と』
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　直政は、自分の周囲にいる皆が顔を見合わせたのを確かく認にんする。

　そして皆がこちらを見るのに合わせ、直政は表示枠に問いかけた。適てき任にんじゃないのにどーしてまとめ役になるんだろうさねえ、と、そんな事を思いながら、

「武蔵むさし、向こうにとっては曳えい航こうも駄だ目めなんさね？〝航こう行こう行為〟ってことは」

『曳ひき舟ふねを動力とした航行、とみなせるものと判はん断だんしたようです。──以上』

　参ったものさね、と直なお政まさは髪かみを搔かき上げた。

　ここからマクデブルクまで曳航で八時間。どう考えても掠りやく奪だつには間に合わない。が、それすらも封じられたのだ。

　その意味を、ハイディが眉まゆをひそめて告げる。

「マクデブルクに、意い地じでも武蔵を行かせないつもりだよね。昨日きのうのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 内の艦かん隊たい再さい編へん成せいを指し示じしたのは羽は柴しばだから、羽柴にとって、このマクデブルクの掠奪は完かん遂すいさせたいもので、その邪じや魔まとなる要よう因いんを完全排はい除じよに掛かったってわけ」

　それは、

「言い換えるなら、M. H. R. R.はマクデブルクの掠奪を完遂する、ってことだよね」

「はン、商人は、あたし達が行けばマクデブルクの掠奪を止められるように言う」

「乗せるのは商人のスキルだもんねー。気分も物ぶつ資しも、ってね」

　平へい然ぜんと笑えみを作るハイディがいてくれて良かったと直政はそう思う。だが、

「M. H. R. R.旧派カトリツクも六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、随ずい分ぶんと思い切ったことをするさね。

　マクデブルクの掠奪の前まえ倒だおしと介かい入にゆうを巡る先せん手ての取り合いだものな」

「大たい義ぎ名めい分ぶんは、どちらにもあるからだな」

　と不ふ意いの声と共に、〝八やつ房ふさ〟の肩かた上うえに影が立った。

　流体駆く動どう器きを回す重じゆう符ふ式しきプラグを担かついだ義よし頼よりだ。彼は、こちらを見て、

「横よこ入いり申もうし訳わけない。──六護式仏蘭西としては〝掠奪前まえにアンヌ・ドートリッシュを引き取るため〟であり、M. H. R. R.側としては、〝六護式仏蘭西が干かん渉しようする可能性があったので、その危険性を排はい除じよするためにも、六護式仏蘭西到とう着ちやくより早く動くことにした〟だろう。

　M. H. R. R.旧派としては、結果を作ってしまえば勝ちだ。

　恐らく、K. P. A. Italiaからの援えん軍ぐんの接近が早いのだろうし」

　しかし、と直政が首を傾かしげた。

「……だけど里さと見み総そう長ちよう、K. P. A. Italiaからの援軍だってすぐには届かないだろうさ。先に戦せん端たん切って、自分達が潰つぶされたらどうすんのさ」

『そのことについては、私の方に意見があります』

〝武蔵〟と酒井が映っていた表示枠サインフレームに、新しい影が入ってきた。

　誾ぎんだ。

　彼女は〝武蔵〟と酒井に頭を下げ、こちらを見る。

　そして彼女は、表示枠に一枚の概がい容よう図ずを写した。

　それは、南から北に流れるエルベ川の西岸、マクデブルク市を中心とした概容地ち図ずで、

『──昨日きのう、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとIZUMOで向かい合った後、マクデブルク方面における艦かん隊たい編へん成せいが羽は柴しばの指し示じによって変へん更こうされました。

　クラーケン級輸ゆ送そう艦かんを主体とした艦隊編成がマクデブルク北を中心に布ふ陣じんしています』

　彼女の言葉と共に、艦かん影えいが置かれていく。その全ぜん容ようは、

『輸送艦は数にして十八。攻こう撃げき用ようの艦が六と、そんな布陣ですね』

「結けつ論ろん言うといいさ」

　直なお政まさの言葉に、誾ぎんが視し線せんを細くした。そして唇くちびるから結論が述べられる。

『──マクデブルクは早期に落ちます。おそらく、戦せん闘とう開始から十分前ぜん後ごが勝負かと』

「……方法は？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、羽柴が取る戦せん術じゆつは後からやってくる六護式仏蘭西への警けい告こくであり、見せつけでしょう。

　毛もう利り家けが羽柴に屈する時、その居きよ城じようがどのように攻め落とされたか知っていますか？』

　誾が、つまらない言葉を語る口く調ちようで、こう言った。

『──水みず攻ぜめです』
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　マクデブルクを北に望む丘の上、林を抜けた位置で、点てん蔵ぞうは敵の狙ねらいを見た。

「輸送艦でエルベ川を堰せき止めるので御ご座ざるか！」

　と、横に並んだ女じよ装そうが、こちらと同じポーズを取り、

「輸送艦でエルベ川を堰き止めるので御座るか！」

「うわ！　何だか凄すごくムカつくで御座るなそれ！」

　唇と身を捻ひねってこちらを下から煽あおる馬ば鹿かを無む視しすることに専せん念ねんしながら、点蔵はマクデブルクの方を確かく認にんした。

　今、夜の低い位置で、マクデブルクの北側、エルベの下流側に動きがある。大型の輸送艦が八艦。二列となって弧こを作り、川かわ面もへと沈んでいくのだ。ほぼ密みつ接せつした八艦は、手て前まえ側が水に当たって揺らぐも、後ろの艦がそれを支える布陣だ。

　水の激げき突とつと、息を大きく吸うような波は濤とうの音が響ひびいてきた。すると、後から追いついてきたナイトが、望遠用の魔術陣マギノフイグーアを片かた眼鏡めがねのように構えて言う。

「あー、ヤバいね。ナイちゃん知ってるけど、……マクデブルク周辺は一段落おちた土地だし、河か川せん貿易してるから、川面に凄すごく近いんだよ。だから川の流れを堰き止めれば、マクデブルクには川かわ縁ふち側から浸しん水すいすることになるのね。市し壁へきで水は外に逃れられないし」

　成なる程ほど、と点蔵は頷うなずき、メアリに視線を向ける。

「マクデブルクには河川側に術じゆつ式しきの防ぼう護ご壁へきを張る用意があると思うので御座るが……、メアリ殿どの？　こういう場合の都市防ぼう御ぎよ用ようの術式防ぼう壁へきなどは、どうなるので御座るかな」

「Ｊｕｄ．、今回の場合、河川側の術式防護障しよう壁へきに対し、増ぞう水すいした水の圧力が掛かり続けることになります。術じゆつ式しきの防ぼう護ご障しよう壁へきは、何かが当たった瞬しゆん間かんに出力が集中するものですが──」

　言っている間に、マクデブルクの外がい壁へきにまで輸ゆ送そう艦かんのダムが繫つながった。

　沈んだ八艦かんは、すぐに甲かん板ぱんの通つう気き孔こうから水を空に噴ふき、自じ壊かいの完了を夜に知らせていく。

　こちらの横、メアリが眉まゆをひそめて八鑑の動きを見た。

「──どうやら、川底の起き伏ふくや岩がん盤ばん位置などを読んだ置き方のようですね。水の逃がし位置をマクデブルク側に設けていることもあって、艦が流されないようになっています。

　が、……街の防ぼう壁へきの力は、その大たい半はんが水の侵しん入にゆうを防ぐことに使われてしまいます。

　おそらく十分後くらいから水の圧あつ迫ぱくが深しん刻こくになり、土ど壌じよう側がわから浸しん水すいが始まるのでは……？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいたのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウだった。

　彼女が見る西の空には、夜の雲を分けて接せつ近きんしてくる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん影えいがある。だが、接近中の彼らの速度を見るに、

「到着し、部ぶ隊たいの降こう下かから展開を終了するまで、今からだと二十分近く掛かりますわ。

　私の見み立たてだと、六護式仏蘭西は部隊ごとに急ぎ突とつ入にゆうさせて時間を縮めてくるとは思いますが、少々、掠りやく奪だつの開始と浸水には間に合いませんわね。

　しかし、マクデブルク側も、浸水を逆に利用した防ぼう御ぎよ手段をとると思いますが……」

「……これからは時間との戦いと、そういう戦せん闘とうで御ご座ざるな」

「Ｔｅｓ．、だからまあ、──今の内に、貴方あなた達に聞きますわ」

　何事で御座る？　と問うた点てん蔵ぞうの正面、しかし人狼女王は、メアリの背後を見る。そこに浮いた王賜剣エクスリカバーの上、眠っている自分の娘むすめを彼女はちらりと確かく認にんして、

「武蔵むさしの巨きよ体たいと防ぼう御ぎよ力りよく、輸送能のう力りよくならば、ここの制せい空くう権けんを握って人々の避ひ難なんや物ぶつ資しや資し材ざいの退たい避ひも可能でしょう。しかし先ほど、M. H. R. R.が通つう神しんを掌しよう握あくする前に警けい告こくを出しましたわ」

　ゆえに、武蔵はここに来ることが出来ない。だけど、

「──それでも武蔵は来ると、そう思いますの？」
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　人狼女王は、視し線せんを前に、娘の王へと向ける。

　すると、女じよ装そうが首を傾かしげた。

「え？　武蔵なら、……来るに決まってんじゃん」

　何故そんなことを？　という口く調ちようと態度に、人狼女王は一いつ瞬しゆん戸と惑まどいを自覚し、しかし、

　……そうですわね。

　この子を救うために、自分の娘むすめも、他の皆も来たのだ。そして今もいる。だから、

「そうでしたわね、決まっていることですわ」

　微笑が、ふと口から漏もれた。その上で、彼女はマクデブルクを指さす。

「見なさいな」

　皆が、指の示す方を見た。それを見計らってから、人狼女王レーネ・デ・ガルウは口を開く。

「マクデブルクへと向かうルートを、これから教えますわ」
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　いいですの？　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウはそう言った。

「武蔵むさしがマクデブルクへ来たならば、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクの艦かん隊たいが〝警けい告こく無む視しへの制せい裁さい〟を掲かかげて動き出すでしょう。それはM. H. R. R.旧派と武蔵の問題であるので、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦隊が援えん護ごすることは出来ませんわ。だから武蔵はマクデブルクに留まることは出来ず──」

「自分らが、どこか安全な場所で武蔵に拾われる、という選択肢しが無くなった、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、K. P. A. Italiaへの派は遣けん戦せん士し団だんも武蔵追つい撃げきに荷か担たんするでしょうしね。マクデブルクでの救助を終えたら、寄り道している暇ひまはないでしょう。清しん武たけ田だに急ぐというのが得とく策さくです。

　だからそのためにも、貴方あなた達は出来ればマクデブルクへ突入、もしくは武蔵勢ぜいの届くところまで行く必要がありますわ」

　息をつき、人狼女王は、マクデブルクの手て前まえ側がわを指さした。そして、

「そのためのルートは一つ、──西側ルートですわ」

「西、……激げき戦せん区くでは御ご座ざらんか」

　安心なさいな、と前置きをつけた上で、人狼女王はM. H. R. R.の布ふ陣じんなどを示していく。

「私達がいるのはマクデブルクの南西側ですわ。ここから見て、マクデブルクの南にはM. H. R. R.旧派の突とつ撃げき師し団だん五千人。西側には対たい六護式仏蘭西用ように二万五千人が構えてますの」

　しかし、

「西側の包ほう囲い戦士団二万五千人は、六護式仏蘭西を迎げい撃げきするために前に、西側へと出ますわ。

　武ぶ神しん隊たいを前面においた六護式仏蘭西の突撃に対し、下がりながら防ぼう御ぎよするため、前もって前進する必要がありますので。

　──だから西側から行きなさい。前進した敵、二万五千人の後ろを、ね。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の包囲戦士団の陣じん営えいなどを突き抜けて行くことになると思いますが、幕ばく舎しやなどは放ほう棄き状態の筈はず、上う手まく敵のいない場所を見て行きなさいな」

「忝かたじけない」

　と、ニンジャが頭を下げる。が、彼は、英国イギリスの姫の方を見た。

　彼女の背後、王賜剣エクスリカバーの上で眠っている自分の娘むすめがいる。

　既すでに娘むすめの寝ね息いきは落ち着いており、傷も淡あわく熱を持っているだけのようだ。今はただ、戦せん闘とうで自分が得たことを飲むために、アジャストとしての眠りをしているに過ぎない。

　人狼女王は、英国の姫に軽く頭を下げた。

「うちの子に、いろいろと治ち療りようを有あり難がとう御ご座ざいます」

「いえ、当然のことです。ただ……」

「Ｔｅｓテスタメント．、この子、荷物でしょう？　ちょっと目が醒さめるまで私の方で預かりますわ。貴方あなた達は先にマクデブルクへと向かいなさいな」

　言うと、あー、と女じよ装そうが声をあげた。彼は頭を搔かきながら、

「ちゃんとこっちに寄よ越こしてくれっか？」

「そうですわね。ちょっと私の方で話がありますので、その後で、になりますわね。

　ふふ、──親子の団だん欒らんも久しぶりですわ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、片かた頰ほおに手を当て、笑えみで告げた。

「貴方達は、先に行った方がいいですわよ？　だって、──武蔵むさしが来るのでしょう？」
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「後の問題は一つ、どうやってマクデブルクにいくかさね」

　直なお政まさは、改めて髪かみを搔かき上げてつぶやいた。そして心に一ひと息いきを入れ、

　……あ、こういう仕切キャラだから、あたし、まとめ役になりやすいんさね……。

　今いま更さらながらに気付いて内ない心しん感かん心しんした。

　ともあれ直政は感心のままにハイディに問う。

「ハイディ、アンタがここに来たってことは、ここで何かあるんさね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっとこの人に用があってね。ホライゾンと手て分わけで捜してたんだけど」

　と、ハイディが蹴けったのは、アデーレの機き動どう殻かくだ。彼女の行為が示すのは、

　……アデーレ……？　否いな、違うな。

「武蔵王おうか！」

　直政が言った時だ。整備格かく納のう庫この入り口に二つの人ひと影かげが立った。それは、作業着姿すがたの、

「この武蔵王ヨシナオを呼んだかね!?」

　彼の背後には、ホライゾンもいる。

　わ、とハイディが顔を上げ、ホライゾンに手を振った。

「やっぱそっちいたんだ！　武蔵野むさしの艦かん橋きよう！」

「Ｊｕｄ．、ヨシナオ教きよう頭とうも、ホライゾン達と同じことを考えておられました。──では、ヨシナオ教頭、一ついいところを宜よろしく御お願ねがい致します」

　Ｊｕｄ．、とヨシナオが頷うなずいた。そして彼は、〝武蔵〟と酒さか井いの映った表示枠サインフレームを見て、

「これより武蔵全ぜん艦かんをマクデブルクへと出しゆつ航こうさせる。宜よろしいであるかな？」

『……武蔵王おう、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 は航こう行こう禁止ですが。──以上』

　だよなあ、と直政が皆と共にそういう視し線せんで見る先、ヨシナオは腕を組んで胸を張る。

「一つ。方法があるのだよ。M. H. R. R.領りよう土ど上を航行せずに、マクデブルクへと到とう着ちやくする方法が、な。無む論ろん、少々忙いそがしくなることは確かであるが──」

　彼は言った。表示枠サインフレームの武蔵に向かって、

「〝武蔵むさし〟君、ここからマクデブルクまで全力の重力航こう行こうならば何分かね？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、十分前ぜん後ご、──但ただし加速もですが、停止時間が掛かります』

　それに、と彼女は言葉をつなげた。

『マクデブルクの北側にはM. H. R. R.神聖ローマ帝国旧派カトリツクの攻こう撃げき艦かんが控えます。それを抜けるためにステルス航行をするならば──』

「その必要はない」

　ヨシナオが、頷うなずきと共に断だん言げんした。

「これより武蔵は、十分弱じやくの時間をもって、マクデブルクに到とう達たつする」

「────」

　思わず言葉を失ったこちらの視し線せんの先、ヨシナオは眉まゆを立てた笑えみを見せた。

「疑問があるかね？」

「そりゃあまあ、そうさねえ。だって……」

　無む理りだろう、と直なお政まさが言おうとした時だ。

「出来るとも、先ほど〝武蔵むさし野の〟君と向むか井い君に検けん証しようして貰もらってな」

　と、ヨシナオは断だん言げんし、こちらに向けて己おのれの表示枠を展開した。

　どうであろうか、と掲かかげられたそのプランに対し、一番先さきに目を通したのは駆かけ寄ってきた大ひろだった。彼女は、内容を確認してから、すぐに眉まゆと口を歪ゆがめ、

「……え!?　これ、ちょっと、……出来るの!?」

　出来るとも、と改めて言った武蔵王おうは笑みを消さなかった。

　そして彼はこちらを見て、

「さあ、麻ま呂ろの考えたこの無む茶ちやを……、やってみようと、そう思わないであろうか!?」
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　マクデブルクの南。エルベ川上じよう流りゆう沿ぞいの道みち上うえに、列なして行く影がある。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の制服と、P. A. Odaの制服を着込んだ混こん成せい戦せん士し団だんだ。

　高こう速そく型がた機き動どう殻かくの大だい隊たい一千人を先せん頭とうに、突とつ撃げき師し団だんは総そう勢ぜい五千人。

　彼らが行く先は下か流りゆう側がわのマクデブルクだ。

　先頭集しゆう団だんを作る機動殻は、どれも神しん聖せい騎き士し団だん鉄てつ綱こう会かい製せい。独どく特とくの、角かどを落としたラインを持つ白い高速型で、後こう部ぶ加速器きには旧派聖術クラスイツクンストの加速術じゆつ式しきがアイドリング状態で展開している。

　足音が響ひびき、彼らが掲かかげた銃じゆうや槍やりが、しかし鈍く光っていた。

　空にあるのは、雲だった。

　南のK. P. A. Italia側で立ち上がった暗あん雲うんの影えい響きようで、夕刻から夜になるにつれて南からの雲がM. H. R. R.を覆おおいつつあったのだ。

　暗い闇やみの中、下流の堰せき止めによって水の暴あばれる大たい音おんがする。彼らの行く横のエルベ川も、太い川かわ幅はばが揺れて、下流側からの波を幾いくつか持ち始めていた。

　そして、全体を導くように行くのは、黒のM. H. R. R.制服に身を包んだ、鬼おにの男だった。

　勝かつ家いえだ。彼は隣となりに成なり政まさを従え、ランニングしつつ、巻き舌じたの太い声で、

「らぁ──、っせえ！」

　水の逆ぎやく流りゆうを受けて荒れる川かわ音おとに対し、勝家の負けぬ大おお声ごえが響ひびく。と、後こう続ぞくの皆も、

「らぁ──！　っせえ……!!」

　大声に、鬼の横、並んで走るサングラスが半はん目めになって、つぶやいた。

「うわウゼエ……」

　と、後続の皆が、

「うわウゼエ──……！」

「成政貴き様さまあ──!!」

「成政貴様あ──……!!」

「うるせえよ柴しば田た先せん輩ぱいもどいつもこいつも！　統とう制せいとれすぎだろコレ!!」

「いいことじゃねえか別に。で、あー、全員足あし踏ぶみ──！」

　Shaja！　とＴｅｓテスタメント．！　の声と共に、陸りく上じよう戦士団が進行を止め、ステップ状態で整せい列れつした。
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「さあて！」

　と勝家が、マクデブルクに背を向けて皆に振り向く。彼は左手に荒れたエルベ川を置き、遠くの背後にマクデブルクの南みなみ門もんを置くと、己おのれの両手を一つ大きく叩たたいた。

　勝家の横、膝ひざを開いて中ちゆう腰ごしに座り込む成政が、皆に対して手を挙げる。

「ぅーい、そのままで、ええと、このウゼエ先せん輩ぱいがいろいろ言うから、聞いとけ全員」

「このヤロ貴き様さま、やる気がねえのか!?　見ろ！」

　と、勝かつ家いえが、全員に表示枠インシヤコトブを大きく展開して見せた。

「御お市いち様からの心配の通神文メールだぞ！〝勝家様も皆様も御お怪け我がなど無いよう頑がん張ばって下さいませ〟だって！　だってよ！　達たつ筆ぴつだなあ御市様！」

「達筆じゃねえよ!?　改派プロテスタントの作った平ひら仮が名なフォントじゃねえかよコレ！」

「ああ!?　貴様が使ったら汚ぇ字になるんだよ！　解わかってねえな小こ物ものは！　つうか貴様ら、ちゃんと御市様は貴様ら雑ざ魚こを〝皆みな様さま〟と十じつ把ぱ一ひと絡からげで気き遣づかって下さったぞ!?」

「アンタ俺おれ達に喧けん嘩か売ってんのかよ。──おめえらも感かん涙るいしてんじゃねえっ……！」

　おやあ？　と勝家が身を捻ひねって成なり政まさを下から見上げた。

「どうやら貴様も御市様にとって〝皆様〟の範はん疇ちゆうのようですねぇええ？　ナルナルくぅん？」

「こ、この野や郎ろう、最悪の上うわ役やくだ……！」

　いいじゃねえか、と鞘さや入いりの瓶かめ割わりを肩に担になって、勝家が皆の方を向く。そして言う。

「ここんとこで釣つりやったりいろいろで河かわ床どこの状態は理解した。羽は柴しば側にそれ伝えたら、返ってきたのがこの作戦だ。──失敗したら羽柴のせいな？」

「そんな言い方で、羽柴を一番可愛かわいがってんのはどこの誰だれスかねえ？」

「御お館やかた様だろ？　つーかよ？　貴様も結けつ構こう気に掛けてんだろよ？」

「アイツ、無む理りしすぎスからねえ……」

　成政の言葉に、皆が小さくそれぞれ頷うなずいた。だから、というように、勝家が会え釈しやくを返す。

「しっかりやれ、全員。──いずれ、俺が倒されなきゃいけねえヤツが、必ひつ死し扱こいて作った作戦だ。完かん遂すいしてやらなけりゃあ、俺も羽柴も、その程てい度どの実力で争うのか、ってことになる」

　そして彼は、瓶割の先せん端たんで背後を差す。そこにあるのは、川かわ縁ぶち側に水が押し寄せ始めたマクデブルクだ。遠く、堰せき止めの艦かんがぶつかり合う金属音おんが遠えん雷らいのように響ひびいてくるが、その音について、

「堰き止めは揺るぎねえ。──で、マクデブルクは上流から下流にかけて高度差さのある街だ。あと十分くらいで下流側は水深五メートルになるが、まあその頃に、いろいろ仕込みつきで向こうの防ぼう護ご障しよう壁へきを限界にして決けつ壊かいさせる。

　それも利用して内部制せい圧あつだが、後から六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが突っ込んでくるからな。

　帰りの足回りを考えると、十五分程てい度どが限界だ。──十五分で中を始し末まつしてくるぞ」

「あ？　さっきの会議だと五分で決壊出来るとか言ってなかったんスか？　自信ねえから平均タイムに緩めたとか？」

「馬ばぁ鹿か。向こうが対応しやがったんだよ」

　ち、と勝家が舌した打うちする。

「カンのいいのがいやがった。武蔵むさしの書しよ記きだろうな。沿えん岸がんに設置されてた防ぼう御ぎよ術じゆつ式しき機き構こうを近くの家か屋おくの二階なんかに移い設せつしたらしい。こう、上下交こう互ごに設置になって……、解わかるか？」

「ああ、一いつ直線式しきじゃなくて、クロスで構えたんスか。横からの突とつ撃げきには弱くなるけど、押し寄せには柔じゆう軟なんに受ける、ってやつスよね」

「あー、あれって、そういうもんか。──おおい、全員、この小こ物ものみたいに小さいこと一いつ杯ぱし知しってても、このくらいが出しゆつ世せ限界だぞ？　もっと俺おれのようにおおらかに生きろ」

「こ、この野や郎ろう……！」

　うるせえな、と勝かつ家いえは掌てのひらを振って取り合わない。

「向こうも、結けつ構こうやる気ってこった。いいじゃねえか。なあ!?」

　ShajaとＴｅｓテスタメント．の声が応おう答とうとして重なる。

　そんな皆の応答に、勝家は口くち端はに笑えみを造った。いい声だぜ、と言った後で、

「よし……！　どいつもこいつも、御お市いち様さまが気き遣づかってること忘れんじゃねぇぞ……!?」

　いいか？

「命いのち粗そ末まつにすんな！　イージーな仕事かもしんねえけど、死ぬ時ゃ命を有ゆう意い義ぎに使ってから死ね！　御市様が貴き様さまらの墓はかに宇宙規き模ぼの偶ぐう然ぜんで通りかかった時、死し因いん説明出来るくらいの死に方しとけ！」

「Shaja！」「Ｔｅｓ．！」

　全員が首を下に振り、武ぶ器きを縦に構え直した。そして前ぜん列れつ左端はしの男が、空を見上げて叫ぶ。

「右の手に剣を、左の手に聖せい譜ふを！」

　同じように、全員が叫んだ。

「右の手に剣を……！　左の手に聖譜を……！」

　皆の声に、今度は先せん頭とう右端の女が叫ぶ。

「右の剣に勇気を、左の聖譜に正義を！」

「右の剣に勇気を……！　左の手に正義を……！」

　そこから先は、全員で、

「右の勇気に勝利を……！　左の正義に寛かん容ようを……！」

「右の勝利に平和を……！　左の寛容に祝しゆく福ふくを……！」

「右の平和に護まもりを……！　左の祝福に永えい遠えんを……！」

　Shaja、とＴｅｓ．と全員が声をあげ、息を吸う。次に、皆が、空を見上げて咆ほう吼こうした。

「護りのために剣を！　永遠のために聖譜を!!」

「Ｔｅｓ．──!!」「Shaja──……!!」

　誰だれも彼かれもが身み構がまえ、そして、勝家が口を開いた。

「よっし、まだこっちは水が浸ひたってねえ！　下流側がわは障しよう壁へきがバチバチ言ってるらしいけどな！　──機き動どう殻かく隊たい！　三さん分ぶん隊たいで波は状じよう！　羽は柴しばの指し示じ通りに門を開けろ！　そっから先は頑がん丈じような連れん中ちゆうと身み軽がるな連中で水すい没ぼつ都市の市し街がい戦せんだ！」

　言う。

「十五分でカタぁハメんぞ!!」
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　マクデブルク内部、大だい聖せい堂どう前の広場では、中央に表示枠サインフレームを展開して皆が作さく戦せん会議を行っていた。表ひよう示じされているのは、南北に長いマクデブルクの概がい要よう図ずだ。

　まず、ナルゼが、図ず上じようにおける南部の農のう園えん区く画かくに立った。

「ここ、外がい壁へき側がわから川まで、果か樹じゆ園えんとして斜面になってるのよね。起き伏ふくもあるし、うちの魔女テクノヘクセン隊たいが上空から射しや撃げきで粘ねばるから、飛べない連中は西の外壁側からの射しや撃げきを御お願ねがい」

　ナルゼは、借り物の槍やりで農園区画をなぞる。と、表示枠には赤いラインでその軌き跡せきが再さい現げんされる。そうやって彼女が示すのは、南門からの侵しん入にゆうに対し、集中射撃での阻そ止しと、

「誘ゆう導どうね。外壁側に追い込まず、河か川せん側に追い込むわ」

　と、ゲーリケが手を挙げた。

「外壁側となる西側の方が起伏があり、侵しん行こうは難しい。だから河川側よりも、そちらで戦うべきだと思うのだが──」

「起伏があるということは、こちらからも狙ねらいにくいということよ。

　外壁側はどちらかと言うと山側。そして一度山やまに登った敵は、北の市し街がい地ちまでが起伏だらけの下りだと知ったらどうすると思う？　道も無いのだから、小しよう隊たい単位で散さん開かいしてバラバラに市街へと動き出すでしょうね。そうなったら外壁からの射撃では追い切れないわ」

　だから、とナルゼは河川側の道を槍で示す。

「なるべく外壁側に来られないように、射撃で下へと追い込むの。

　高速型機き動どう殻かくは最悪の場合、亜あ音速で来るけど、一いつ直線の道路なら鴨かも撃うちよ。市街地側の建物から水すい平へい射撃ね。やがて水が浸ひたってくれば機動殻の出で番ばんも無くなるけど、でもまあ、そうなったらそうなったで、山側を行ける身み軽がるな連れん中ちゆうが来るわ。P. A. Odaの身軽な連中がね」

　その場合は、とナルゼは言葉を繫つなげ、

「飛べる私達が直上から射撃する。爆ばく砕さい術じゆつ式しきの使用許きよ可かが欲しいわね」

　ナルゼの言葉に、ふと、ゲーリケが眉まゆを動かした。

「その戦せん術じゆつ、対たい異い族ぞくの山さん岳がく部ぶ隊たい──」

「正式には対〝魔女・魔術師テクノヘクセン〟でしょ？　うちの父はそこの出よ」

　鋭く要件だけ述べるようなナルゼの声に、ややあってからゲーリケは頷うなずいた。

「許可しよう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、夏の印刷も頼むことにするわ、それまでに復ふつ興こうしておいて頂ちよう戴だい」

　ゲーリケの後ろにいる人間だけが、ゲーリケが腰の後ろで気合いの拳こぶしを握ったのを見た。

「しかし」

　と告げる声の持ち主は、巴ともえだ。彼女はナルゼが描いた迎げい撃げきの布ふ陣じんを見て、

「魔女テクノヘクセン隊たいは二十人強。敵は突とつ撃げき師し団だん五千人を筆ひつ頭とうに、彼らの後方にて退たい路ろを確かく保ほする連れん中ちゆうが残り二万五千人だ。こちらは数で劣るから、市し街がい地ちへの突とつ入にゆうはすぐだと思った方がいい」

「そうなったら市街戦で御ご座ざろうな」

　と、地図上の市街地に、二ふた代よが立った。彼女が手にしているのは、

「蜻蛉とんぼ切ぎりの修しゆう復ふく、忝かたじけない」

『御感謝──』

　西せい洋よう風ふうの装そう飾しよくが入った蜻蛉切をもって、二代は市街地と農のう園えん区く画かくの間に線を引く。

「ここに、自分やマクデブルクの三百人女じよ装そう戦せん士し団だんなどが布陣して、市街からの射しや撃げきも重ねて敵を遅ち滞たいするで御座る。その上で──」

　と、二代が広場の片かた隅すみを見れば、地面に座ってベンチによりかかっているネシンバラがいた。ネシンバラは、油や泥どろで薄うす汚よごれた姿すがたのまま、二代に手をひらひら振ってみせる。

　対する二代は頷うなずき、

「拙せつ者しやどもが時間を稼かせいでいる間、大だい聖せい堂どう裏うらの自し然ぜん公園にあるマクデブルクの輸ゆ送そう艦かんに非ひ戦せん闘とう要よう員いんは避ひ難なん。また、半はん球きゆうを始めとする資し材ざいの積み込みを御お願ねがいするで御座る。

　自分らの防ぼう衛えい線せんや、資材の積み込みなどが終了次第──」

　二代が、川かわ縁べりに線を引いた。

「エルベ川に面した防ぼう護ご障しよう壁へきを解かい除じよ。その頃にはある程てい度どの浸しん水すいもされているで御座ろうが、こちらから能のう動どう的に水を引き込むことで、敵の深入りを阻そ止しするで御座る」

　つまり、

「我々の手で、このマクデブルクを敵ごと水に沈め、輸送艦で脱だつ出しゆつするで御座る」
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　マクデブルクを自じ沈ちんさせる。

　二代の告げた作戦に対し、そうね、と頷うなずいたのは、地図の北側に座る銀の武ぶ神しんだった。その肩かた上うえ、アンヌが乗り出すように現れて、

『脱出先さきとしては、すぐ西に六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが来ているものね。保ほ護ごは得られるわ。

　まあ、街を沈めるのはどうかと思うけど、破は壊かいされるのと浸水で済ませられるのと、どっちがいいって言ったら後者だものね。──そこまでの時間は、予測だと、どう？』

　そうですね、と彼女の横に並んだマザランが表示枠シーニヤカドルを出す。

『約やく十分後ごです。おそらく、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側も、武蔵むさし書しよ記きの構こう築ちくし直した防護障壁の配置から完全浸水まで十分と見み積つもっており、それまでに決けつ壊かいを狙ねらってくるでしょうが──』

『こちらは、十分より前に自らそれを行う、か。敵の混乱は初期だけだと思うけど、早期浸水が起きることを知ってる分、こちらに人員配はい置ちや逃走経けい路ろの利があるわね。──戦う者達も、もし何かあったら西の城じよう壁へきから西に撤てつ退たいしなさい。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが保ほ護ごしてくれるわ』

　全員が頷うなずいた。その中にいる一人、正まさ純ずみが立ち上がり、ナルゼと二ふた代よに視し線せんを送る。

「細かいこと、現場の判はん断だんは副ふく会長としてお前達に任せる。あと、問題は、武蔵むさしと、うちの馬ば鹿かのことなんだが……」

「愚ぐ弟ていは来るわよ。武蔵もね」

　広場の並木に背を預けた喜き美みが、腕を組んで告げる。

「そうでしょう？　ナルゼ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、マルゴットも一いつ緒しよだもの。きっとこっちに向かってる筈はず。そして武蔵は……」

　ナルゼは槍やりで、北の空を指し示した。

「羽は柴しばが航こう行こう禁止の警けい告こく出したんだってね。そうでしょ？　浅あさ間ま」

　ええ、と、大だい聖せい堂どうから、長ちよう髪はつの影が出てきた。浅間だ。巫み女こ仕し様ようの服に着替えた彼女は、幾いくつもの表示枠サインフレームを従えたままやってくる。そして浅間は一ひと息いきをついて正純に手を挙げ、

「何とか通つう神しん遮しや断だんの直前記き録ろくを拾ったんですけど、武蔵に対して羽は柴しばからの警告が出てました。簡かん単たんに言うと〝飛んだら怒るよ？〟みたいなので」

「フフ、馬鹿ね、──そんなこと言われたら、飛ばすに決まってるじゃないの」

　喜美が、浅間を見て、北の空を見た。

「ただでさえホライゾンは愚弟を救いに行こうとしたのに、……止められたら必ず来るわ」

「僕の推すい測そくでは、それを誘ってる可能性もあるけどね」

「寝てなさいよオタク。防ぼう御ぎよ障しよう壁へきの再さい配置仕し切きって死にかけてるくせに」

　と、喜美が一歩を前に出た。

「フフ、愚弟は来るし、ホライゾンも来る。そしてこれから関かん東とう行ゆき。楽しい旅行になるといいんだけど、──でもね」

　と、喜美は座り込んでいるネシンバラに視線を向けた。

　彼女の鋭い目が向く先、ネシンバラが首を縦たてに振り、

「先さき程ほど確かく認にんした通りだ。──葵あおい姉あね君の口から言ってくれ」

　Ｊｕｄ．、と喜美は一ひと息いきをついて、肩を揺らした。そして彼女は皆を見渡しこう告げる。

「武蔵の乗員。男も女も、町が浸しん水すいを始めたら、貴方あなた達は退たい避ひし、こちらに来なさい。

　愚弟を待つとか、町を護まもるとか、そういうことは一切無む視しして良いわ。何な故ぜなら──」

　何故なら、

「武蔵が到着し、私達が収容される際。そこにもし愚弟がいなかったら、私達は愚弟を置いて江え戸どへと向かうことにするから」

「ちょ、ちょっと、喜美！」

　喜美の台詞せりふに、慌あわてた声と動きを放った者がいる。

　浅間だ。
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　浅あさ間まは、慌あわてて喜き美みへと歩み寄った。

　……トーリ君達を置いていくって……。

　意味は解わかる。トーリであっても、彼を待つことが武蔵むさし全体を危険に陥おとしいれる可能性があるのならば、ここに置いていく。そういうことだ。

　それはミトやメアリ、点てん蔵ぞうをも置いていくということだが、

　……トーリ君だけを告げるのと、その役をかって出るのが喜美らしい配はい慮りよというか……。

　だけど、と浅間は思った。喜美はそれでいいの？　と。だから浅間は数すう歩ほを近づき、

「あの、喜美」

　しかし、距離を詰めきるより先に、浅間は一つの事実に気付いた。

　喜美の下げた手。その右の手が、血の気を失うほど強く握られているのを、だ。

　……あ。

　自然体たいに見せているが、違う。まるで自分が暴あばれ出さないように、押さえ、強く何かを堪こらえている構えだ。

　息いき深ふかく、落ち着けと言うように、緩く肩を上下させた喜美は、

「どうしたの？　浅間」

　笑えみでこちらに問いかけてきた。そして彼女は、小さく笑い声の吐と息いきを追つい加かし、

「大だい丈じよう夫ぶよ。万まんが一いちがあっても、ミトツダイラの母親や、そこのアンヌや、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが保ほ護ごしてくれるわ。だから、──見み捨すてるんじゃないの。置いていくだけ。でしょう？」

　という呼びかけに対し、浅間は内ない心しんで安あん堵どの肩を落とした。

　……相変わらず、喜美らしいというか何というか……。

　何しろ、「大丈夫よ」とか「でしょう？」と問いかける言葉の先に、相手がいない。浅間とか、アンタとか言う呼びかけを続けないならば、それは自分に向けて言っているのだ。

　だから浅間は、幼馴染おさななじみの相変わらずを確かく認にんするため、一応、問うてみた。

「喜美は、トーリ君達が心配じゃないんですか？」

　疑問した先、喜美は、笑みをわずかに揺らした。だが、

「心配よ。──だけど、信じていられない女は厄やつ介かいなだけだもの」

「だったら」

　と、浅間は、喜美の握られた手。その右手に己おのれの手を重ねた。視線を合わせ、手て指ゆびを引き、

「一いつ緒しよに、出来るだけ待ちましょう？」

　手を取ると、喜美はわずかな抵てい抗こうの後に従った。彼女はこちらに手を送り、

「やあねえ、人ひと前まえなのに女同どう士しで手を握ろうなんて」

「だって、繫つないでおかないと、一番最さい後ごに退たい避ひしようとしたり、現場に戻りかねませんから」

「フフ、──ずるい子ね。自分が思ってること言う言い訳わけに人を使って」

「ま、またそういうこと言って！」

　怒らせるのは手を取りやすく、離させないようにさせるためだろうか。

　そんなことを思いながら、浅あさ間まは喜き美みの手を握る。そして視線をあたりに見回すと、控えていた男達や女じよ装そう戦せん士し団だん達たちがこちらに頷うなずきを見せてくれた。隊たい長ちよう格かくが手を軽く上げ、

「武蔵むさしの王が戻れるよう、最さい大だい限げんの防ぼう備びを尽くそう……、ってヤダ、男おとこ言葉出でちゃったわ」

　苦く笑しようする女装達に、皆も小さく笑う。彼らの前、正せい座ざをした銀の武ぶ神しんの肩かた上うえにいるアンヌも同どう様ようだ。彼女は、武神にも小さな笑えみの震えを与えさせながら、

『武蔵総そう長ちようの姉？　……私の方は兄がいるけど、〝同じね〟って言っていいのかしら』

　アンヌはこちらを見た。喜美と繫つないだ手に視線を向け、

『その手を離さないようにしてあげて』

「──え？　あ、はい、Ｊｕｄジヤツジ．」

「えっ、やだもうこの巨きよ乳にゆう巫み女こ、平へい然ぜんと私と連れん結けつ状態肯こう定ていして……！　接せつ合ごう！　接合よ!!」

　やかましい、と、くねくねする馬ば鹿か姉に半はん目めを向けた時だ。

　不ふ意いに、南の方から音が響ひびいた。

　岩を打つような重じゆう音おんの連続だ。この場にいる皆が身体からだを身み構がまえるような音は、

『来たわよ、敵が。あと十分。──忍にん耐たいの見せ所だわ』







[image: 第七十五章『守り場所の突破屋』]
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　侵しん攻こうは、一方的な激げき突とつから始まった。

　エルベ川に沿って走るマクデブルク南の街かい道どうを、白の機き動どう殻かくが北へと突っ走る。彼らは、先行する二人が防ぼう盾じゆん術じゆつ式しきを張り、続く四人が、

「吶とつ喊かん──!!」

　術じゆつ式しき加工で先せん端たん部ぶの硬こう度どを上げた木き杭ぐいを、左右二人ずつで抱えて突とつ撃げきする。

　激突の位置は南の正門であり、近くの壁でもあった。術式加か速そくを利用し、半なかば身を浮かせ疾しつ走そうする機動殻は、激突の瞬しゆん間かんに木杭を手放す。

　ぶつけた。

　轟ごう音おんが空に鳴る。そして防盾の二人が残り、木杭の四人が散さん開かいする。

　だが、彼らの視し線せんの先、打だ撃げき箇か所しよからは箱はこ十字型がたの紋もん章しようが現れて飛沫しぶきに散る。それは、

「硬かてえ！　壁の中も防ぼう護ご障しよう壁へきが通ってやがるのか！」

　続いてきた四人が、弾はじき返された杭を拾い、先の二人の防盾に護まもられながら高速で戻っていく。そんな十人一組のローテーションは止むことが無く、轟音は幾いく度ども鳴る。

　連れん打だする。

　しかし、壁は砕くだかれない。門も打ち破られない。

　そして市し壁へきの上からは砲ほう撃げきが来る。

　マクデブルクを包むのは、外部へと攻こう撃げきを受け流す防護障壁だ。外部への攻撃は、障壁中ちゆう和わ術式を施ほどこした固定砲ほうが担当している。固定砲からの砲撃は追つい尾び弾だんが中心であるため、杭の突撃に対しては弧こを描いた無数の砲ほう弾だんが交こう叉さする形だ。

　その撃うち合いと打ち合いは応おう酬しゆうとなり、どちらも止まることがない。だが、

「段だん々だんと弱ってきたぜ……！」

　マクデブルク上空に、光が現れ始めていた。打だ撃げきの連れん続ぞくと、河か川せん側がわからの水の圧あつ迫ぱくによって、マクデブルクの防護障壁がその発はつ動どうを常じよう時じ化かしているのだ。

　防護の光は河川側にて強くなっている。そして南門側の障壁は、打撃が起きた瞬しゆん間かんに強くなるものの、次の刹せつ那なには内部を澄すんで見せるほどに薄うすくなる。

「弱ってやがるな！　よぉーし！　羽は柴しばの言った通りじゃねえか！」

　南側の街かい道どう中央。追尾砲撃の射しや程てい範はん囲いだというのに腕を組んで立っている勝かつ家いえが笑った。

「俺おれに砲弾が来ないくらいの攻撃密みつ度どを保てよ貴き様さまら！　羽柴の予よ測そくでは三分二十一秒ってたが、それ縮めろ！　あいつも必ひつ死し扱こいて計算したろうが、俺達現げん場ばはまだまだあいつより上だと、そう見せてやんなきゃあな！　そうでなきゃあ……」

　勝家は、逆ぎやく流りゆうによって逆さか巻まき始めたエルベ川の横を、ゆっくりと北へ歩き始めた。全体を引き連れ、押すようにして、前ぜん線せんを己おのれの歩数で動かし、そして、

「──ああ、俺おれを殺す時に、気き遣づかって手て加か減げんしちまうだろうぜ！　あいつの性格だと！」
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　マクデブルク内部では、迎げい撃げきの配はい置ちと、大だい聖せい堂どう裏うらに着ちやく陸りくしたマクデブルクの輸ゆ送そう艦かんへの退たい避ひが同どう時じ進行で進んでいた。

　夜であり、曇どん天てんで星も月も無い夜であったが、マクデブルクを覆おおう防ぼう護ご障しよう壁へきが光を放っているため、どこもかしこも影が生まれるほどの状態だ。

　しかし、輸送艦に急ぎながら光を見上げる浅あさ間まの視し線せんは厳きびしく、

「北東側の水すい位いが、もう町よりも一メートルほど上がってますね。あと一分もすれば、町の半分あたりまでがそのようになりますよ、これ……」

「フフ、下の道の方に行って、防護障壁で水すい族ぞく館かんみたいになってるのを見たかったのにね。でも浅間、──もう手を放しなさいよ？　ねえ、ねえったらあん」

「イヤイヤ表現でくねくねしたって駄だ目めですからねっ」

　行く二人と、非ひ戦せん闘とう要よう員いんの学生達の頭上、光は強くなる一方、断だん続ぞく的な波なみ打うちを見せている。

　そして同じ頃ころ、〝マクデブルクの半はん球きゆう〟を輸送艦に運ぶため、大聖堂前でパレ・カルディナルと共に待機していた〝義ぎ〟は、大聖堂入口から出されてきた直径五メートルほどの鉄の半球を前に、ゲーリケと言葉を交わしていた。

『この街を覆おおうタイプの防護障壁は里さと見みの城でも使用している。……が、ここまで酷こく使しされたものを見るのは初めてだ。予よ定てい時間まで保つのか？』

「出力は充分だ。だから、その点では大だい丈じよう夫ぶだろう。ただ、障壁を保つ燃ねん料りよう自体は大だい聖堂の地下にある流りゆう体たい燃料槽そうから得られるのだが、出力の口が足りないのだ。人工的な河か川せん氾はん濫らんによる〝市し街がいの水すい没ぼつ〟は、歴史再さい現げんに無かったのでな」

　その横では、パレ・カルディナルが肩に乗ったアンヌの指し示じに従い、半球を楽に掲かかげて巨きよ大だいな台だい車しやに載のせていた。台車上にいたアデーレが反動で揺れて尻しりをつき、アンヌが慌あわてて声を掛ける。

『御ご免めんなさいね。ちょっと荒っぽくて。──で、ゲーリケ市長、つまりこういうことよね。歴史再現を遵じゆん守しゆするならば、砲ほう撃げきと侵しん攻こうによる掠りやく奪だつだけが起きる筈はずだった、と』

「Ｔｅｓテスタメント．、無む論ろん、……敵も同じルールで来ると、そう信じていたこちらが甘かったわけだ」

「──あの、いいですか!?　台車に積み終わりましたあ！」

　と、ロープのフックを台車上で確かく認にんしていたアデーレが言う。

　そしてゲーリケとマザラン、他学生達たち三十人強きようが台車に乗ると、〝義〟が台車の前に回り、パレ・カルディナルが後ろに回る。

　砲撃の音と激げき突とつの音が聞こえ、空に光が満ちる町中。ふと、台車を押し始めたパレ・カルディナルが、肩かた上うえのアンヌと一いつ緒しよに小さく笑った。

『御ご免めんなさい。こんな時に。でも、……私、昔はこういうのやってたのよ？　療りよう養ようの小さな町で、ね。でもまあ、戦せん時じじゃなかったし、牛や馬が引く野や菜さいや干ほし草くさ載のせた台だい車しやだったし、それに──』

　と、一ひと際きわ強い音が南から響ひびいた。

　皆みなが硬い顔で振り向いた理由を、アンヌは告げた。

『それにまあ、──家に杭くいがぶち込まれることもなかったしね』
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「──巴ともえの馬ば鹿か達と武蔵むさしの馬鹿が、マクデブルクでM. H. R. R.神聖ローマ帝国 相手の戦せん闘とうに入った？」

　夜の草原にて、一つ、女の声が問いかけた。

　声の持ち主は、西側の遠くにある湾わんの向こうを窺うかがうように見て、

「はン、別にまあ、巴はどうでもいい。あの女、昔から何かに逆らうのが好きな攻められ好きじゃからのう。それで、──佐さ藤とう兄きよう弟だい、武蔵はどうなんじゃ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、義よし経つね様さま」

　と、夜よるの草原に、二人の初しよ老ろうが同時に膝ひざをつく。まず、左の方が、

「数分差さの連れん絡らくですが、それによれば武蔵は全ぜん艦かん駆く動どう状態に移行したと」

　そして右の方が、

「艦かん内ないでは、M. H. R. R.の〝航こう行こう禁止〟を如何いかにするか、議ぎ論ろんしておったものかと。既すでにM. H. R. R.内、北部の改派プロテスタント領りよう邦ほうに旧派カトリツクの艦かん船せんが〝見回り〟として集しゆう結けつしつつあります。

　武蔵が航こう行こうした場合、迎げい撃げきするものかと」

「カカカ、図ずう体たい大きいと悠ゆう長ちようで駄だ目めじゃな。いつまでそんなことやっておるつもりじゃ。

　思い切って来ればいいものをのう」

「──見立てによれば、重力航行の全速ならば、あと三分以い内ないに出なければ戦せん場じようの進行に間に合わぬ筈はず」

　ほう、と義経は口くち端はを弛ゆるめてのけぞった。

「……そうなると、三分後ごには、武蔵の態度が見られるわけじゃのう。この清しん武たけ田だまでやってきて、三み方かたヶ原はらの戦いをなあなあやりながら関かん東とうに行くか、それとも、──P. A. Odaの顔色を窺うかがって、結局はM. H. R. R.から北に行き、欧おう州しゆう航こう路ろへと戻っていくか。

　武蔵が、あの三み河かわの湾を越えてくるのかどうか、三分後には解わかるのか」

　視し線せんの先にある湾は、曇どん天てんの夜の下で黒く、しかし時とき折おりに、

「流りゆう体たい光こうじゃな。──未いまだ荒れておる竜りゆう脈みやくを、竜が昇のぼるぞ」

　言っている間に、細い赤しやつ光こうが、湾から空に走った。それは北の方に歪ゆがみ、しかしやがて消えていく。

「三河の消しよう失しつ、元もと信のぶとやらの言動、そして公こう守しゆ隠かくしも何もかも、不ふ可か解かいなことばかりじゃ。

　正まさ純ずみに言われてちと調べてみたが、古い資料は埃ほこりくさくていかんな」

「言っていただければ私どもで行ったものを」

「趣しゆ味みを邪じや魔まするな、無ぶ粋すい者もの。それにまあ、今は他に為なすことがあったであろう」

　と、義よし経つねは背後を見た。

　そこに巨きよ大だいな砲ほう群ぐんが存在している。

　幾いくつも並ぶ移動砲ほう台だいの向こう、幅にして、彼女の視し界かいに入り切らぬものが一つある。

　土ど下げ座ざしたような形状をした最大の移動砲台。ここにいる総そう員いんを支えるようにあるのは、

「全長三キロ、高さ三百メートルの浮ふ上じよう移動都と市し〝躑躅つつじ〟であり〝弁べん慶けい〟。そして随ずい伴はんする我らが移い動どう国家の浮上市し街がい群ぐん。……いつもは商業区しか見せずに貿ぼう易えきしとるが、全て戦せん闘とう展開した姿すがたを見たらどんな顔するじゃろうかのう。あの正純も、全ぜん裸らの馬ば鹿かも」

「武蔵むさし総そう長ちようの方は、格かつ好こういいと、そう言いそうですな」

　佐さ藤とう兄弟の右の方が言い、左の方が、全ての市街から空に伸びる巨大な長ちよう砲ほうを見上げた。

「武蔵がこちらにやってきたら、いずれ近い内、我々もこれを使うことになるのでしょうな」

「そうじゃな。……三み方かたヶ原はらでわしは信しん玄げんの名を終了。そして来るべきP. A. Odaとの決戦である〝長なが篠しのの戦い〟に、これを投入することになるわけじゃ」

　なあ、と義経は、背に淡い街の光を積み、砲を左右に有した大だい浮上都市に声を掛ける。

「武蔵が来るならば、またいずれ、少し、身み軽がるになるわけじゃのう、──弁慶」

　声に応じるように、伏した形の浮上都市の先せん端たん。反はん円えん柱ちゆう型がたで突き出した部分に、光が灯ともる。

　巨大な浮上都市は、伏した人ひと型がたをしていた。そして、佐藤兄弟が、同時に手て元もとに来た表示枠サインフレームを確かく認にんする。その内容は、

「マクデブルク西にて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが降こう下かを開始したそうですぞ」

「降下から集合、急ぎとなると用よう意い出来た部ぶ隊たいから順に突とつ入にゆうか！　消しよう耗もう激しいぞ!?」

　義経が、弁慶の瞳ひとみを示す光を見て、口くちの端はを笑えみに歪ゆがめた。

「面白いな。──時間ぎりぎりの勝負になるじゃろうよ！」
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　マクデブルクの南に、一いち撃げきが撃うち込まれていた。

　マクデブルク南門脇わきだ。門と市し壁へきの間に、硬こう化か木き杭ぐいが三分の一ほど突き刺さっている。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の機き動どう殻かく部隊が、河か川せんの氾はん濫らんと杭の連れん打だを組み合わせ、防ぼう護ご障しよう壁へきが薄くなった隙すきにようやくぶち込んだ一発だ。

　木杭の周囲の空間では青白い光の飛沫しぶきが弧こを描いて弾はじけ続けていた。防護障壁の術じゆつ式しきが穿うがたれ、障壁を構こう築ちく出来ずに流りゆう体たいが乱れているのだ。

　そこに向かって、一いち度ど距離をとってから整せい列れつしたM. H. R. R.旧派カトリツク機動殻部隊が突とつ撃げきする。

　数は高速型機動殻の一千人。左右に五百人ずつを縦たてに並べ、全員が頭上に旧派の防ぼう盾じゆん術式を構えている。

　そうして作られるのは、光る防ぼう盾じゆんの傘かさの下、機き動どう殻かくの列に左右を護まもられた道だ。

　道を造った彼らは、しかし、南みなみ門もん脇わきに刺さった木き杭ぐいへの突とつ撃げき姿し勢せいを取る。

「構え──！」

　肩かた後ろの聖せい術じゆつ式しき加か速そく器きが、重じゆう厚こうな白の機動殻を浮かせ、

「──Ｔｅｓテスタメント．！！！」

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツク機動殻部ぶ隊たいは、P. A. Oda出身者よりM. H. R. R.旧派領りよう邦ほう出身者が多い。P. A. Oda側から来た学生達との衝しよう突とつがよく起きるが、

「独逸傭兵団ランツクネヒト、七十四の規定……！」

　Ｔｅｓ．、と皆が応じた。P. A. Oda出身の生徒達も、今はShajaではなくＴｅｓ．と言う。その理由は、

「我ら騎き士しの末まつ裔えいは、戦せん事じにおいては傭よう兵へいとして主あるじに仕えるのみ！」

「──Ｔｅｓ．!!」

「敵となれば敵として！　味み方かたになれば味方として徹てつするのが我ら独逸傭兵団……！」

「……Ｔｅｓ．!!」

　誰だれも彼かれも、お互いの出身や、肌はだの色、目の色、髪かみの色も種しゆ族ぞくすらも戦せん場じようにおいては気にしない。もし何かがあるとすれば、

「作戦を乱した者は共同裁さい判ばんに掛けるぞ！　主あるじの立てた作戦のみに殉じゆんじろ！」

「Ｔｅｓ．……！」

　直後に、五百人二列が作った人ひと垣がきの道が、そのまままっすぐ加速した。

　疾しつ走そうする。

　加速器の放ほう出しゆつ口ぐちから聖術紋もん章しようの破は片へんを散らし、彼らは突っ走る。追つい尾びの砲ほう弾だんの激げき突とつはやまず、その密みつ度どは列となった皆を集中して叩たたき始めていく。だが、防盾が砕かれても、着ちやく弾だんの快かい音おんが響ひびいても、それぞれがそれぞれを支え、

「行け……！」

　叫んだ。加速によって、もはや宙を飛ぶような状態をもって、

「我ら一月あたり４グルテンで雇やとわれた騎士の末裔なり！」

「傭兵団だんの歴史を終える独逸傭兵団、最後の騎士団なり！」

「この掠りやく奪だつにおいて、M. H. R. R.旧派の汚お名めいとなる者なり！」

　されど、と皆が頷うなずき、市し壁へき直前で突撃の列を正した。

「我ら、神しん聖せいローマ帝てい国こくの大地を護る最後の騎士団なり！」

　列が整い、そして、

「制せい動どう──!!」

　全員が、加速器を止め、足あし裏うらと身しん体たい能力で急きゆう速そく制動を掛けた。

　滑りながら、最さい前ぜん列れつがマクデブルク南みなみ門もんと木き杭ぐいへと届く。

　五百人の長さの道が出来、

「──いい仕事じゃねえか！」

　その道の中を、突っ走る風があった。全身の各部に百ゆ合りの紋もん章しようを展開し、防ぼう盾じゆんの屋根の下を行く風は、その肌はだも浅黒く、紋章を強く光らせるごとに速度を上げ、

「突とつ撃げきの用意をしろ！」

　叫ぶと同時に、彼は一いつ瞬しゆんで木杭へと到達。疾しつ走そうの足を踏み込みとし、低くした身体からだを振り上げながら、こう叫んだ。

「──百ゆ合り花ばなぁ!!」







[image: 第七十六章『戦場の駆け出し者』]
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　マクデブルクを覆おおう光が爆ばく発はつするように強くなったのを、空から見る視し線せんがあった。

　マクデブルクの西、丘の上に停てい止しした六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ旗き艦かん〝狩猟艦パンシヨン・ヴエルサイユ〟の前部甲かん板ぱん上だ。

　そこに立つ、一組の男女の視線がある。

　木ぼく刀とうを床に突いた女が見る先、マクデブルクの南門は、

「くそ……！　砕くだかれたかよ……！」

　マクデブルク南門が崩ほう壊かいしていた。加速した成なり政まさの一いち撃げきによって、穿うがたれた杭くいをアッパー気ぎ味みに打だ撃げきされたのだ。

　門に斜め下からぶつけるような木き杭ぐいの一撃は、防ぼう護ご障しよう壁へきを引き裂さいて千ち切ぎり、壊こわしていた。

　破は壊かいされた門や壁と共に、障壁に穴が開く。

　穴はすぐに障壁の自動補ほ充じゆう効果で埋まるものだが、先せん頭とう付近の機き動どう殻かく隊たいが自分達の防ぼう盾じゆんを持って飛び込み、補充効果の相そう殺さいに入った。

　後から、P. A. Odaの制服を着た身み軽がるな工こう科か学生が、五百人の道を走っていくのも見える。穴を確かく定ていしようというのだろう。

　内部からは射しや撃げきもあり、市し壁へき上からの砲ほう撃げきは五百人の道を狙ねらい続けている。だが、後こう続ぞくの部ぶ隊たいは防盾の道を急ぎ、道自じ体たいもどんどん後ろから中に入っていき、

「……マクデブルクに侵しん入にゆうしていくぞ！　いいのかよ!?　エクシヴ！」

「フ、落ち着くんだ輝てる元もと。暴ぼう力りよくはいけない。──朕ちんに」

　輝元が、右のヒールを全ぜん裸らの右足に落とした。ひい、と周囲の皆が引き、全裸が表情を失って床に倒れていく前、輝元は半はん目めで、

「あ、悪い。そっちに一歩近ちかづこうと思ったら足があってな」

「え、ええと、輝元様？」

　と、表示枠シーニヤカドルを幾いくつも展てん開かいしてやってくるのはMouri-01だ。彼女は輝元の横に立つと、眼がん下かを手で示した。他の船から下へと降り、展開していく戦せん士し団だんを指して、

「左手の方を御ご覧らん下さい。あれが有名な六護式仏蘭西の特とく殊しゆ部隊、仏式旧派ガリカン起き床しよう団だん〝おはよう部隊〟です」

「ああ、僧そう侶りよは戦闘しちゃならないってんで、〝起き床しようの叩たたき起こし〟として相手を殴なぐるっていう特殊部隊だよな。どいつもこいつも深夜でも〝おはよう御ご座ざいます！〟って武ぶ器きで殴るの。

　──ホントに特殊な部隊だ」

「でまあ、輝元様、現在、突とつ入にゆう部隊は展開しつつあります。これが三割展開になったら順じゆん次じ突とつ撃げき可能です」

「何分？」

「四分ですね」

　言葉に、輝てる元もとは眉まゆをひそめた。しかし、ややあってから吐と息いきする。

「……アンタに怒ってもしょうがねえんだよな」

「……あの、エクシヴ様には？」

　こいつはいいんだよ別に、と、輝元は倒れたエクシヴに蹴けりを入れる。そして、

「つまり、──間に合わなかった、ってことだろ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、私わたし共どもの行動の大たい義ぎ名めい分ぶんは〝アンヌ・ドートリッシュ様のお迎え〟です。

　そうしてマクデブルク市し街がいに入り、〝アンヌ・ドートリッシュ様の安全確かく保ほ〟のため、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 相手に、掠りやく奪だつに対する防ぼう衛えい戦せんを実行する、という予定だったわけです」

「今はもう、それは出来ねえってわけだろ？」

「Ｔｅｓ．、木き杭ぐいが叩たたき込まれたことで、マクデブルクとM. H. R. R.旧派カトリツクの交こう戦せんが確かく定ていしました。掠奪は、両者間かんで行うものとなったわけです。そして、私共の行動理り由ゆうは歴史再さい現げんの重要性よりも低いので、今、干かん渉しようすることが出来ません」

　だよな、と、舌した打うちをして輝元はマクデブルクを見た。既すでに門もん近くの迎げい撃げきは止んでいる。が、光の波なみ打うちが強くなった防ぼう護ご障しよう壁へきによって、内部は確かく認にん出来ない。

　輝元は、横に立つMouri-01に問うた。

「──今は、突とつ入にゆうのために、どのような内容で各国と交こう渉しようしてる？　邪じや魔まになるなら答えなくて作業続つづけてくれ。余よ裕ゆうあるなら頼む」

「Ｔｅｓ．、本来の予定通り、というと何ですが、各国に対しては〝アンヌ・ドートリッシュ様の救きゆう出しゆつ〟のため、という理由で支持を取り付けつつあります。つまり、M. H. R. R.側は歴史再現を悪用してアンヌ様を抹まつ殺さつしようとしている、とするわけですね」

「……どっかで聞いたような論だな」

「Ｔｅｓ．、武蔵むさしが三み河かわや、英国イギリスで用いた論です。前ぜん例れいがあるため、各かく教きよう導どう院いんも同どう意いがしやすいものと考えております。既すでに三征西班牙トレス・エスパニア、英国は同意、K. P. A. Italiaにて発ほつ足そく声明が為なされた抵てい抗こう生徒会なども同意、阿蘭陀オランダのウィレム総そう長ちようと、瑞典スウエーデンのクリスティーナ総長も……」

　表示枠シーニヤカドルが新しく展開した。それを見て、Mouri-01が笑顔を作る。

「五割賛さん同どう超えました。会議で一気に出来ると楽なのですが、個別案あん件けん扱いだと……」

「後の公こう会かい議ぎ、ヴェストファーレンで一いつ括かつ判はん断だんか。そこまでに判断をひっくり返さないように外交やっといてくれ。──ともあれアンタ、優秀で有あり難がたいぜ」

「お褒ほめ頂き光こう栄えいです。ただ……」

「ただ？」

　Ｔｅｓ．、と、顎あごに手を当てたMouri-01が、幾いくつかの表示枠を見る。

「P. A. Oda.に隣りん接せつしている各かつ国こく教導院は、私共の救出行為に条件を付けています。救出の動どう機きを〝危険だから〟ではなく〝アンヌ・ドートリッシュ様が襲おそわれている〟という実じつ際さい状況でなければ、同どう意い出来ないと言うわけですね」

「まあ、〝危険だから〟でM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の突とつ撃げき部ぶ隊たいを潰つぶすとなると、P. A. Odaに隣りん接せつしてる連れん中ちゆうは〝危険だから〟で侵しん攻こうされるかもしんねえもんなあ」

「フ、その点だったら心配はないよ」

　と、声がした。

　床から起き上がる全ぜん裸らだ。
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　輝てる元もとの視し界かいの中、全裸は、前まえ髪がみを払い、ポーズを取った。

　いいかい、と彼は言った。

「アンヌはこの状況を見越して動いている筈はずだ。何しろリュイヌも一いつ緒しよだからね」

「それって、オマエ……」

　Ｔｅｓテスタメント．、とエクシヴが、マクデブルクの光を見下ろした。そして苦く笑しようし、

「──戦せん闘とう状況を覚かく悟ごしているものを〝襲おそわれている〟と言っていいのだろうか。ともあれ、総そう員いん、突とつ入にゆう準備を。アンヌは間違いなく、マクデブルクに敵を全て引き込むつもりだ。

　朕ちん達たちに手て柄がらを取らせるためにね」

「手柄？」

　眉まゆをひそめた輝元に、エクシヴが頷うなずいた。

「マクデブルクを浸しん水すいさせ、M. H. R. R.を巻き込むのがアンヌ達のたてた戦せん術じゆつだろう。

　恐らく、ある段階で障しよう壁へきを外してマクデブルクを浸水させ、自分達はマクデブルクの用意した輸ゆ送そう艦かんで脱だつ出しゆつする筈はずだ。私達は、M. H. R. R.の攻こう撃げき艦かんがアンヌの輸送艦を狙ねらうのを阻そ止しし、そして泥どろに沈むマクデブルクから脱出しようとするM. H. R. R.を突とつ撃げきで全ぜん滅めつさせる。

　全て、〝アンヌに危き害がいを加えようとする敵を討うつ〟、という理由でね」

　全く、とエクシヴが吐と息いきした。

「朕達に手柄をとらせることで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの国家的地ち位いが向上する……。恐らくそういう考えだろう。アンヌにとっては、これもまた、六護式仏蘭西という存在が世界の中でどういう高みに昇のぼっていくかという、そんな行いなんだろうね」

「兄としては、素直に〝救たすけにきて〟って言って欲しいか？」

「君の方が大事だよ、輝元」

　あっさり言ったエクシヴに、輝元が一いつ瞬しゆん言葉を失う。と、エクシヴが振り向き、

「何を顔を赤くしている、輝元」

「うるせえな馬ば鹿か野や郎ろう。話しズラしやがって。Mouri-01も視し線せん逸そらして笑ってんじゃねえっ」

　つうか、な、と輝元はマクデブルクを指さした。

「じゃあ、アンヌはあん中で楽しんでるってか？」

「Ｔｅｓ．、アンヌは、敵てき全体がマクデブルクに侵しん入にゆうするまで姿すがたを見せないだろう。朕達の口こう実じつを正確にするためにね。言い換えるならば、──包ほう囲い戦せん士し団だんが市街へ完全突とつ入にゆうした時こそが、アンヌの〝身の危険〟の合あい図ずだ。それを機に突入する」

　エクシヴは、腕を組み、歯を光らせた笑えみを輝てる元もとに向けた。

「フ、だから落ち着けと言ったではないか輝元。アンヌは完かん璧ぺきなのだから」

「オマエの手て柄がらじゃねえよ……!!」

　彼の左足に彼女が踵かかとを落としたと同時。マクデブルクから轟ごう音おんが響ひびいた。南門の破は壊かいが、更さらに広こう範はん囲いなものとなったのだ。それを見たMouri-01が、眉まゆをひそめて告げる。

「──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 、主力五ご中ちゆう隊たい、三千人が、機き動どう殻かく大だい隊たい千人を先せん頭とうに突入します！」
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　マクデブルクへの侵しん入にゆうに対し、迎げい撃げきは二ふた手てに分かれていた。

　侵入してきた重じゆう装そうのM. H. R. R.機動殻部ぶ隊たいが河か川せん側の道へと移動し、軽けい装そうのP. A. Oda突とつ撃げき隊が丘おか側の農のう園えん区く画かくの道へと移動したからだ。

　河川側では氾はん濫らんするエルベ川の断だん面めんを見ながら、マクデブルク陣じん営えいは射しや撃げきを、M. H. R. R.陣営は機動殻の装そう甲こうと防ぼう盾じゆんのローテーションによる前進を行うこととなった。

　そして農園区画の側では、城じよう壁へきの上と下を基き本ほん位置として、市し街がい側がわに下がりながらの応おう撃げきが連続されていた。

　農園区画は果か樹じゆや畑が元々あった場所だが、現在は果樹も切り倒され、階段状じようの畑もその石組を崩くずされている。全て、市壁の補ほ強きようやバリケードのため、また、敵に隠かくれ場所与えないために切られ、壊こわされたのだ。

　だが、段だん差さの名残なごりはあり、道はある。そしてP. A. Odaの学生達は、

「中ちゆう東とうの熱ねつ風ぷうとは違うが、風は生める！　──行け！」

　ムラサイ教きよう譜ふ特とく有ゆうの、紙や羊よう皮ひ紙しではない布ふ式しきの術じゆつ符ふを、皆は両手に摑つかんで広げた。ある者は額ひたいに巻き、ある者は足あし首くびに巻き、またある者は肩に巻き、

「Shaja──！」

　流りゆう体たいを含ませた霊れい糸しを織り込んだ術じゆつ帯たいは、それ自体が流りゆう体たい燃ねん料りよう槽そうであり、耐たい久きゆう度ども高い。そして術式の内容はTsirhcツアーク系けいの戒かい律りつ重じゆう視し型がたとは違い、戒律を含みつつも、中東という過か酷こく環かん境きようで生き抜くためのものや、商業関係のものが多い。

　今も彼らが用いるのは、

「風に乗れ！」

　両足首外側に、書しよ物もつ型の紋もん章しようが展開してガルーダ達が飛び出した。直後に、

「……前！」

　身を低く、前へと膝ひざで遠く一歩を踏むような姿し勢せいで、P. A. Odaの青い制服姿すがたが飛んだ。地ち表ひようすれすれで、しかし装そう甲こう代用の術帯を幾いく本ほんもベルトのように回した姿すがたが高速で斜面を行く。

　まるで足あし場ばから足場に飛ぶように、起き伏ふくの陰から陰へと、身を回し、軽く斜面に手を付き、踊りにも似た動きで彼らは疾しつ風ぷうした。

　対する迎げい撃げきは、容よう赦しやをしない。敵をそのまま市し街がい地ちまで行かさせず、下の河か川せん側へと追い込むのが迎撃手しゆ達たちの仕事だ。

　市し壁へきの上に設置されていた迎撃用ようの大たい砲ほうが、連続して砲ほう撃げきされる。改派プロテスタントの聖せい術じゆつは旧派カトリツクの強力な使い切り型と違い、威い力りよくは劣るが倹けん約やくによる回数式しきだ。追つい尾び式しきの流りゆう体たい砲ほうは砲ほう弾だん代わりの符ふ筒とう弾だんを先込めする手間はあるが、符筒弾が弾だん倉そうでもあるために連れん射しやが利く。

　弧こを描いて白の軌き跡せきが幾いく本ほんも走り、斜面を削けずり、土つち塊くれを弾はじき上げた。命めい中ちゆうによって吹っ飛ばされる人ひと影かげの多くは、しかし宙で身を翻ひるがえして着ちやく地ちする。その秘ひ訣けつは、

「左側にだけ対たい衝しよう撃げき術じゆつ式しきを集中させろ！　追尾弾はそっちの上からしか来ない！　後は、当たる瞬しゆん間かんに河川側に跳んで威い力りよくを逃せ！」

　反動で風に乗る移動術式が砕くだかれるし、負ふ傷しようはある。しかし動けなくなった者は、呼び出したガルーダやジンに治ち療りようを任せ、射しや撃げきなどによる援えん護ごで砲撃手しゆ達を牽けん制せいする。

　だが、そこに上からの更さらなる攻こう撃げきが来た。勢いよく降って来るのは、

「丸まる太たが来るぞ……！」

　壁の半なかばから吊つるしてあった丸太や岩が、ロープを切られて斜面を転がってくる。対し、P. A. Odaの男達は身み構がまえ、

「何だ!?　単なる質しつ量りよう攻撃じゃねえか！　佐さ々さ先せん輩ぱいのようにはじき返してやるぜ！」

「おお！　ここで受け止めて俺おれ達が英えい雄ゆうだ……！」

「第七、第八小しよう隊たいは防ぼう御ぎよ術式構かまえ──！」

　と、構えて見た落下の丸太や岩には、改派の符が貼はってあった。飛んでくるその内容は、

「──ひいい！〝当たると一年間非ひモテになる女によ人にん禁きん制せい術式〟とか書いてある！」

「こ、こっちは〝一回当たるごとに将来ハゲる確かく率りつ10％増しだが君は抵てい抗こうしてもしなくてもいい剃てい髪はつ術式〟とか書いてある！」

「こ、こっちのは〝逆ぎやく上うえ野の状態になる逆割かつ礼れい術式〟だ……！」

　狼狽うろたえたところに直ちよく撃げきして、一気に十数人が非モテでハゲの危険性を得ながら割礼待ちになって吹っ飛ばされた。市壁上、それぞれの術式を担当したマクデブルクの戦せん士し団だんや女じよ装そうが、

「ははは！　汝なんじ姦かん淫いんするなかれ！」

「まさに富める者はそれを続くこと能あたわず！　──改派の堅けん実じつさを思い知ったか！」

「上野やモロッコ行って出直して参るのよ……！」

　抗こう議ぎの射撃が返り、砲撃の応おう酬しゆうが放たれる。その応おう答とうは対たい等とうのように見え、しかし、段だん々だんとP. A. Oda側が斜しや面めんを下っていく傾向が強くなっていた。

　だが、不ふ意いに、南門側がわの市壁上から金属音おんが響ひびいた。

　破は壊かい音おんだ。

　そして振り返った市し壁へき上のマクデブルク戦せん士し団だんが、

「──が!?」

　衝しよう撃げきと共に、数人単たん位いでまとめて吹っ飛ばされた。

　砲ほう撃げきを食らったのだ。文字通り、吹っ飛んできた大たい砲ほうの直ちよく撃げきを、だ。

　破は壊かいされた南門から、敵が昇のぼって来ている。その先せん頭とう、門側の大砲を破壊してこちらに突っ込んでくるのは、

「佐さ々さ・成なり政まさ……！」

　その叫びは、百ゆ合り花ばなの一いち撃げきで大砲ごと吹き飛ばされた。
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　眼がん下かの斜面から沸わき上がる歓かん声せいに、成政は突っ走った。

　南門側の破は壊かいから市し壁へき上に上がるのは、簡単なようでいて手て間まが掛かった。

　マクデブルクの防ぼう護ご障しよう壁へきが、広げられた穴の縁ふちで渦うず巻まき、破壊跡あと付近に梯はし子ごを架かけることが出来なかったからだ。

　しかし、防護壁へきの上を行けば、敵の迎げい撃げきを掃そう討とう出来、市街近ちかくまで一いつ直線だ。

　それがため、下を皆が行って市壁側の意識を引きつけ、その上で、

「俺おれが助じよ走そう付つきで一気に上がって安全確かく保ほかよ！」

　斥せつ候こうのやる使いっ走りじゃねえか、と、この部分の立りつ案あんをした勝かつ家いえを恨うらみはする。が、

　……ま、指し揮き執とるよか楽でいいか。

　元々、人に命令されるのもするのも好きな方ではない。作戦なども、全体の動きなどを理解の上で「じゃ、俺、ここ」と、自分の理解以上の場を欲さないのが常だ。

　ただ、昔は「貴き様さま、ここな？」と指し示じを受けていたものだ。当時は勝家が上うわ役やくだったが、勝家はあれでこちらをよく知っているせいか、好きに暴あばれたり前に進んでれば成せい果かになるところにしか、こちらを配置しない。

　しかし、六ろく天てん魔ま軍ぐん、五ご大だい頂ちようになってからは、利とし家いえ任せな部分もあるが、全体の訓くん練れんや出しゆつ陣じんの管理など面めん倒どうなことが増えた。一昨日おとといのIZUMOでの一ひと暴れは、マクデブルク行きの集合に行く途と中ちゆうだったから出来たことであって、

　……ホント、ウゼえことが増えたよなぁ……。

　御お館やかた様である信のぶ長ながのことを、信頼しているし、充分に認めている。勝家と同どう様ようにこちらのことを知っており「貴様は、ここだな？」と、的てき確かくな位置をくれるし、やることをやったらあとは自由という不ふ問もんは息がしやすいものだ。

　だが、性しよう分ぶんは譲ゆずれない。

　佐々・成政は、史し実じつによれば、信長の死後、紆う余よ曲きよく折せつしながらも羽は柴しば麾き下かとなる。

　そして、不満を持って謀む反ほんを起こし、自じ刃じんすることになる。

　その役を望んで襲しゆう名めいした理由は、性しよう分ぶんだ。

　何しろ、信のぶ長ながという戦せん国ごく時代最さい大だいの旗はた印じるしがあるのだ。そんな、勢いの塊かたまりである魔ま王おうが、更さらには今、実際に世界をも脅おびやかしているのだ。

　そのおこぼれではなく、現げん役えきについていき、それが滅ほろびたら己おのれの現役も終える。

　後の羽は柴しばの天てん下かなどには興きよう味みはない。そこには勢いも無ければ、勢いがあるからこそ得られる貴き重ちような自由もない。自由の空気は、張り詰めた時代の中だからこそ吸って美味うまいのであり、怠たい惰だな平和の中にある自由は〝暇ひま〟の代だい名めい詞しだ。

　世界を脅かす力となり、しかし、その中で自由に過ごす。それを為なすには、実力が必要だ。世界を脅かす一いつ派ぱの中で、自由に振る舞えるだけの実力が。

　だからP. A. Odaは面白い。成なり政まさはそう思う。が、

「トシ……」

　眼がん前ぜん、次の相手となる敵の戦せん士し団だんがいる。

　敵は、壁かべ上うえの砲ほう門もんを護まもることなく逃げ出した。

　いい判はん断だんだ。

　後方には、梯はし子ごを掛けて上がってきた仲間達の足音も聞こえているのだ。ここで逆らっても数秒すら稼かせげまい。怪け我がをするだけ損だ。

　しかし、こちらを追ってくる足音や、逃げて壁から飛び降りる者達の悲鳴。そして眼がん下かの歓かん声せいを聞きながら、成政はこう思う。

　……悪いな。

「俺おれは楽しいままで、いずれ降りていくぜ、トシよ」

　走り、退たい避ひする敵を追わず、大たい砲ほうに百ゆ合り花ばなの一いち撃げきをぶち込んで吹っ飛ばす。

　破は壊かいの音があり、前ぜん線せんを切り開いているという実感がある。自分が、仲間の誰だれも吸ったことがない最さい前線の空気を貫つらぬいているという意識があり、

「……！」

　前に、成政は走った。しかし、加速の直後に、背後から、

「爆ばく発はつ!?」

　十数歩ほを抜けた位置にあった市し壁へきが、内側から斜面へと爆ばく砕さいしたのだ。

　石が斜面上を行く皆に飛ひ翔しようし、転がり、

「──!!」

　歓声が消え、戸と惑まどいと憤いきどおりの退避を生んだ。

　だが、爆発は一つだけではない。二つ目、三つ目も続き、

「壁上の移動を封じるために市壁を破壊して攻こう撃げきに用いるか!?　やるじゃねえか!!」

　成政は、笑った。ここはただただこちらに自由の空気を飲ませるだけの場かと思えば、

　……自由の価か値ちを上げてくれんのか……！

「テメエの仕し業わざだな!?」

　市し壁へきの横、宙に飛び込んできた姿すがたがある。白の魔女服に黒の翼つばさは、

「武蔵むさしの第四特とく務む……！」

　こちらに視し線せんも向けず、魔女が右手を放って宙を幾いく度ども引っ搔かいた。

　直後。至し近きん距離からの追つい尾び弾だんが飛ひ来らいする。

　市壁が砕くだけ、石が散った。
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　ナルゼは描びよう写しやの手を緩めなかった。成なり政まさに対し、逆ぎやく描がきした集中線せんを三百六十度のラインで強きよう弱じやく付けてぶち込み、稲いな妻ずま効果の雷らい撃げきも重ねて送った。だが、

「……百ゆ合り花ばな！」

　走りながら、成政が市壁に震しん脚きやくをぶち込んだ。石組の壁が明らかに上下にバウンドし、

「……はあ!?」

　ナルゼは今まで見たことが無い現げん象しようを見た。震脚の反動で跳ね上がった壁へき面めん。石組の板とも言えるものが、その組合わせをほぐしながらもこちらと成政の間に立ち上がったのだ。

　波なみ打うつ形で跳ねた壁に、描き放った攻こう撃げきが突き刺さって削さく音おんを奏かなで上げた。

　だが、攻撃は届かず、市壁のシールドが分ぶん解かいされ、

「……っ!?」

　壁の石が、不ふ意いにこちらへと砕くだけながら飛んできた。

　成政が、走りながら、壁を向こうからこちらへと蹴けり込んだのだ。

　……やるじゃない！

　飛来する石の散さん弾だんに対し、ナルゼは飛ひ翔しようで回かい避ひとした。

　もはや震脚当とう然ぜんで市壁を波打たせ、そして砕き走る成政を追い、ナルゼも己おのれの翼を加速した。

　至し近きん距離で、石の散弾と描写の効果線せんが撃うち合いを開始する。

「全く……！」

　叫ぶ。

「これで武蔵が来なかったら、本ほん気きで傭よう兵へい稼か業ぎようになろうか考えちゃうわね……！」





●






「──マクデブルク方面、近きん隣りんの都市にある改派プロテスタント教きよう導どう院いんから報告！　マクデブルクにM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクが突とつ入にゆう、内部にて交こう戦せんが開始されている気け配はい有りと！　──以上」

　武蔵むさし野のの艦かん橋きよう内にて、通つう神しん役やくの自じ動どう人形が声をあげる。そして、

「Ｊｕｄジヤツジ．、では鈴すず様、〝武蔵野〟様、武蔵副ふく王おうとしてホライゾン・アリアダストが指し示じします。──武蔵全ぜん艦かんを、これよりマクデブルクへと向かわせて下さい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と、艦かん橋きよう中央に立つホライゾンに告げたのは〝武蔵むさし野の〟だ。彼女は眼がん前ぜん、ベルト付きのシートに座った鈴すずに対して一いち礼れいし、「失礼を」とその両肩に後ろから手を添そえる。

　そして鈴が、息を吸った。

「む、武蔵むさし……、かん、長……、代理……、むか、い、……ず」

　声が小さくなるが、声の量に意味はない。必要なのは、

「行く、よ」

　鈴が手を伸ばす先、彼女の顔がん前ぜんに、武蔵の模も造ぞうが浮いている。

　武蔵の八艦かんは、それぞれ横並びとなって、垂すい直ちよくに立っていた。

　ホライゾンがつと見る窓の外では、世界が九十度回まわった形になっている。

　ややあって、通つう神しん役やくの自じ動どう人形が言葉を作った。

「全ぜん艦かん、天てん上じよう方向九十度トリム確かく定てい。艦かん体たいストレスは各部浮ふ上じよう海面を四十二カ所に設せつ定ていして軽けい減げん。降こう下か無なし。重力航こう行こう用よう外部隔かく壁へき展開中です。──以上」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷うなずくと同時に、表示枠サインフレームが一つ現れた。それは整備格かく納のう庫こにいる直なお政まさが映ったものだ。地じ摺ずり朱雀すざくの伽が藍らんに、義ぎ腕わんで半なかばぶら下がるようにしている彼女は、

『機き関かん部ぶ良りよう好こう。さっき武蔵王おうがアデーレの機き動どう殻かくと一いつ緒しよに滑って行ったけど無事だったさ。居きよ住じゆう区く域いきも固定用の符ふを宗むね茂しげの旦だん那なと真田さなだの連れん中ちゆうが配はい布ふし終えた』

　しかし、と直政が呆あきれた口く調ちようで言う。

『M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の領りよう土ど上を〝航こう行こう禁止〟と言われたら、IZUMOでやろうとした重力航行ショートダッシュの応用で武蔵をマクデブルクに弾だん道どう軌き道どうで〝発はつ射しやする〟ときたもんさね。──武蔵王、結けつ構こう夢ゆめ見みがちさね』

　直政の背後、やはり伽藍に固定された〝八やつ房ふさ〟の肩を抱いた義よし頼よりがいる。彼は苦く笑しよう顔がおで、

『君ら、いつもこうなのか!?　凄すごい話だな！』

「いつもではありません。垂直になるのは、ええ、──二度目です」

『いつものことになっていく途と中ちゆう段階じゃないさね？　これ。まあいいさ。鈴、早いとこ頼むさね。──行っておくれさ』

　ん、と頷いたのは鈴だ。彼女は、武蔵八艦がどれも外部隔壁を開いていくのを手で下から触れて支え、息を吸う。そして眉まゆを立て、こう言った。

「──武蔵、マ、マクデブルク、ヘ、は、発はつ射しや……!!」
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　夜の空気の沈む位置。M. H. R. R.と阿蘭陀オランダの暫ざん定てい国こつ境きよう沿ぞいの陸りく港みなとにおいて、

「────」

　直上を。暗あん雲うんの空を見上げていた八艦が、その翼つばさとも言える外部装そう甲こうを展開した。

　開いた装甲の内側から、光が発されている。そして、

『武蔵むさし全ぜん艦かん。垂すい直ちよく射しや出しゆつ進行に移行します。──以上』

　告げられた台詞せりふに応じ、高い音が響ひびき始めた。更さらには、風が生じる。

　風は、吐き出されるものではなかった。武蔵の展開装そう甲こう部ぶに、千ち切ぎれた草を散らした風が吸い込まれていくのだ。

　重力航こう行こうの準備として、重力帯たいが生じている証しよう拠こだ。そして光が強くなり、高こう音おんが階段を高速で上がるようにリズムを刻み始め、

『駆く動どう。──以上』

　告げるなり、わずかに、しかし数十メートル単たん位いで武蔵全艦が落ちた。

　落下し、だが、次の瞬しゆん間かんに、破は裂れつが生じた。

　陸りく港みなとのみならず、周囲の森林や山さん岳がくを震わせ、木々を根こそぎ飛ばす衝しよう撃げきが生まれたのだ。大地に白の霧きりが走り、森林を覆おおい、浅い山の峰みねを下から波のように洗い行く。

　そして武蔵の姿すがたは、消えていた。

　ただ、上空の暗あん雲うんに、穴が開いている。向こうの星空を見せる口が空にある。

　大たい音おんが、その向こうから、雲の全てを震わせて聞こえてきた。

　武蔵が己おのれの方向を、南東に、マクデブルクへと変えた音だった。







[image: 第七十七章『水場の改め女』]
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　マクデブルク大だい聖せい堂どうの北側、やや離れたところにある自然公園では、マクデブルクの用意した輸ゆ送そう艦かんへの避ひ難なん者しやの乗り込みや半はん球きゆうの積み込みが行われていた。

　用意されたドラゴン級三艦かんの内、一艦にはゲーリケ達の欧おう州しゆう勢ぜいが、一艦には正まさ純ずみや喜き美み、浅あさ間ま達の極きよく東とう勢ぜいが、そして残りの一艦に、〝義ぎ〟とパレ・カルディナルによって半球が台だい車しやごと押し込まれていった。搭とう載さいはアデーレの先せん導どうと指し示じによって行われ、

「ハイ、あ、そこ！　そこ！　そこですよ──、あ、そっちじゃなくてこっち！」

　その指示と身み振ぶり手て振ぶりを見ながら、〝義〟の中の義よし康やすはこう思った。

　……武蔵むさしは輸送艦の筈はずだが、中ではこんなテキトーなんだろうか。

　横、パレ・カルディナルの肩かた上うえのアンヌとマザランも、

『……御お嬢じよう様、この指示でどうして作さ業ぎよう出来るのですか』

『……そうねえリュイヌ、我ながら人が好すぎるせいだと思うわ』

　しかし、とパレ・カルディナルが〝半球〟を半なかば台車ごと抱えながらこちらに言う。

『随ずい分ぶん時間掛かかったわね。障しよう壁へきの天てん井じようが無ければ、このくらい、飛ひ翔しようして運べるんだけど』

　言われ、義康は障壁の光を空に扇あおいだ。目もく測そくで距離を測り、パレ・カルディナルの背にある大型の六枚翼よく型がた飛翔器きを見る。そして、

『──うちの〝八やつ房ふさ〟と同等の飛翔性せい能のうか』

『それ、機き密みつ事じ項こう？』

　問われ、義康は、ややあってから、

『あ』

　しまったと思う気分を隠かくすため、義康は、苦く笑しようするアンヌを肩に乗せたパレ・カルディナルと共に台車を格かく納のう庫こへと押し込む。そして身を戻し、

『──と。まあ、色々あり過ぎているからな。気が散らかってるようだ』

「あー、すいません、うちの人達が結けつ構こういろいろやりましたし」

　半球の台だい座ざから降りて外に出たアデーレが、こちらに頭を下げる。

　……確かにまあ、いろいろやってくれたもんだが。

『武蔵の妙みような空気に触れて、少し気が抜けているのかもしれないな。里さと見みは小しよう国こくで、政治にしろ経済にしろ防ぼう衛えいにしろ、気が抜けない場所だから。だから、──パレ・カルディナルの出力系けいについては、先ほど手を引いたり訓くん練れんに付き合った時に大体判はん断だん出来ていたのだが、その情報をつい共きよう有ゆうしているものと勘かん違ちがいした』

『いいわよ。共通の秘ひ密みつにしておきましょう』

　ね？　とアデーレや格納庫で作業する皆に、アンヌが促うながしを送る。

　既すでに格納庫内への設置と固こ定てい作業が始まっていたが、皆がアンヌに振り返り、

「────」

　誰だれも彼かれも、彼女に視し線せんを返して頷うなずいた。ある者はＴｅｓテスタメント．、と言い、ある者はＪｕｄジヤツジ．と返す。

　いい雰ふん囲い気きだ、と義よし康やすは思う。こういう光景は里さと見みでもあるもので、自分が〝義ぎ〟の整備を行っていると、昔は姉が菓か子しなど作って持ってきて、昨今では、

　……義よし頼よりが、差し入れを──。

　思い、義康は思し考こうを止めた。姉とあの男を重ねてしまうのは、何な故ぜだろうな、と。しかし、

　……姉とアンヌを重ねても違い和わ感かんが無いのにな……。

　ならば、あの男に対する否定が消せない自分は何なのだろうか。
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　義康は、悪い癖くせを己おのれに感じる。

　何か思う時、姉を殺したあの男が、比ひ較かくや、例えとして出てきてしまう。

　アンヌをちらりと見れば、彼女よりも先に、眼がん下かの従じゆう士しがこちらに気付く。

「どうしたんですか？」

　首を傾かしげて言われて、義康は武ぶ神しんの音声素そ子しでは表ひよう現げん出来ない吐と息いきを内ない心しんだけでつく。

『──いや、何と言うべきだろうな』

　里見の外に出て来て、ふと思ったことがある。アンヌを始めとする指し導どう者しやを見て、そして姉や、あの男と重ねたりする機会を得て、気付いたことがあるのだ。それは、

　……重なるところが多いのも確かだ。アンヌや、姉や、あの男には、な。

　指導者と、そういうことだろうか。

　だから、と義康は思う。この数日の旅たび路じでこのようなことを思うのだから、

『私は、もっと、いろいろと見て、認めていくことが出来なければならないのだろうな』

　はあ、と従士が相あい槌づちとして頷き、銀の武神が振り向いた。肩かた上うえに一人の少女を乗せて、

『いいわね。伸びしろが多くあって。──胸とか』

『別に胸のことだけじゃないっ』

　しかし、言って、少し気が楽になった部分があるのは確かだ。こんな戦せん場じようの中心で思うことではないかもしれないが、

　……義頼が私を強ごう引いんに同どう道どうさせたのは、こういうことなのだろうか。

　義頼本ほん人にんを解わかろうとせずとも、各かく教きよう導どう院いんの指導者達を見ていると、解ってくることがある。それは態度であり、視線の持ち方であり、己おのれの堅さや柔じゆう軟なんさといったものだ。

　姉はいないが、姉のような存在は各教導院を支えている。そして、

　……あの男も、里見にとってはそういう存在か。

　確信として思えないのが、自分なりの抵てい抗こうだろうか。公こう私し混こん同どう、という言葉を思うまでには譲じよう歩ほしていると、自分に対して自じ嘲ちようを得る。ただ、今、砲ほう撃げきの音と空の光を見ながら、

『この戦せん闘とうが終わり、関かん東とうに戻ったら……、少し諸しよ国こくを見て回るのも悪くないな。里さと見みの貿ぼう易えきや政治的繫つながりをもっと外に求めるのも悪くない』

　そうすれば、帰って来た時には、いろいろなものを認められるようになっているだろうか。

　どうだろうかと、そう思う眼がん下かから、従じゆう士しが笑えみで告げる。

「旅行には武蔵むさしがいいですよ？　とにかく輸ゆ送そう費ひ安いんで」

『寝床が毎朝破は壊かいされるのはどうにかならんのか』

『……何、それ？』

　アンヌが怪け訝げんな声で問うてくるのに対し、どう説明しようかと思い、

　……ああ。

　義よし康やすは思った。気が、随ずい分ぶんと楽になっている、と。

　だが、不ふ意いに、聴ちよう覚かく素そ子しに音が飛び込んできた。それは砲ほう撃げきの連れん射しやと、

『……打だ撃げき？　随ずい分ぶんと大だい規模なもののようだが』

『ああ、下の河か川せん側の道で、迎げい撃げきが本ほん格かく的に始まったのね』

　格かく納のう庫こ内部では半はん球きゆうの固こ定てい作業が続ぞつ行こうしていたが、その終わりを待つことなく輸送艦かんが喫きつ水すい線せんから周囲に霧きりを帯び始める。それを見た〝義ぎ〟は、

『準備次し第だい、すぐに脱だつ出しゆつか』

『Ｔｅｓテスタメント．、防ぼう護ご障しよう壁へきを消したらすぐ、ね。──店みせ仕じ舞まいは迅じん速そくに、ってことよ』

『出るか？　下の、河川側の方に』

　いえ、とアンヌが頷うなずいた。

『緊きん急きゆうの有ゆう事じでなければ、ここは本来マクデブルクを護まもるM. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタントの出で番ばん。そして彼らに協きよう働どうする武蔵の出番よ。私達は、どちらにおいても客きやく人じん。里見家けだって、今までの戦闘においては〝里見家の貨か物もつなどが被ひ害がいを受ける〟という理由を持ち出していたでしょう？』

『──すまん』

『責めているわけじゃないんだから謝らないで』

　銀の武ぶ神しんの肩上で、アンヌが笑えみを作る。そして彼女は、輸送艦三隻せきを護るように北へと武神を一歩を動かし、腰こし鞘ざやに手を掛けた。

　するとまた、河川の方から打撃の音が聞こえた。

『いい音させてるわね。流石さすがとしか言いようがないわ』

　その場所の防ぼう御ぎよを担たん当とうする者は、アンヌの言葉に拠よれば、

『M. H. R. R.書記であり、改派代表。──巴ともえ御ご前ぜんの力は健けん在ざいなのね』
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　三百メートルほどの長さで南北に延びた道の幅は、約六メートル。

　西には土の斜面があり、東には、道の縁ふちから天に突き立つ光の防ぼう壁へきと、その向こうには高さ二メートルに達する濁だく流りゆうがある。

　北側、街まちの入口に並んだ砲ほうは六門もん。

　南側の門から道に降りてきたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクの機き動どう殻かく部ぶ隊たい一千人は、川かわ沿ぞいの道を二百メートルほど進行した位置で足止めされていた。否いな、正確には、

「押し返されるな……！」

　先せん頭とうの者達が、削けずられ、吹き飛ばされ、穿うがち潰つぶされて減っていく。

　戦せん士し団だんの減げん少しようは、そのまま隊たい列れつの後こう退たいとなる流れだ。

　削りの後退の原因は、二つある。一つは、連れん射しやされてくる六門の大たい砲ほうだ。が、この砲ほう門もんはどれも角度などが固定で、防ぼう盾けんの構え方と最さい前ぜん列れつのローテーションで何とかなる。

　問題は、こちらの最前列に飛び込んでくる敵だ。

　それは、二本角づのを有する鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの女だった。M. H. R. R.の女子制せい服ふくを着込んだ上から極きよく東とう式しきの装そう甲こうをつけ、白の鉢はち巻まきを風に流すのは、

「巴ともえ御ご前ぜんか……！」

「ルターと呼んでも結けつ構こうだぞ諸しよ君くん。何な故ぜなら──」

　と、巴が、双そうの聖譜ハンマーを持った両腕を左右に振った。その軌き道どう上、狩かり衣ぎぬのように広げられた袖そでから改派プロテスタントの術じゆつ符ふが宙に舞う。それらの術符は落ちることなく、巴の周囲を飾って回り、そして巴が、

「──そうとも、改派聖術モダンクンストは、その基礎を私が作ったのだからな」
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　砲ほう撃げきが六門分ぶん、道を一いつ直線に貫つらぬいた。

　行き先は術符の公こう転てん運動をまとった巴と、彼女と至し近きんで相あい対たいするM. H. R. R.旧派の機動殻部隊だ。機動殻部隊は着ちやく弾だんに備えて聖術の防盾を構えるが、

「おいおい、護まもらず、打って戦おうではないか」

　巴がそこに飛び込んだ。

　敵は三列れつ。まず、己おのれから見て右列と中央列の間に、巴はステップした。

　左右の敵めがけて、下から左右の聖譜ハンマーを振り上げる。

　まず右の機動殻の右肘ひじに、下から右のハンマーで引っかけるように打つ。

　右の機動殻の右肘が折れ、跳ね上がった。防盾が持ち上がり、そこに砲ほう弾だんが直ちよく撃げきする。

　防盾に受けた衝しよう撃げきで、右の一人がのけぞり吹き飛んだ。

　が、中央側の機動殻は、同じように飛んでくる左のハンマーに対し、己を右に、河か川せん側へと身を飛ばして避けた。

　回かい避ひする。その動きで、彼は河川側で防盾を構えていた機動殻に肩から当たることになる。

　そして河川側の機動殻が、当たってきた仲間を肩で受け止めて支える。

　そこに、巴ともえは一いち撃げきを見み舞まった。

　まず、空から振ぶりした左腕のハンマーをそのまま振り上げ、身体からだを空に引っ張られるようにする。

　続く動きで、先に振り上がっていた右のハンマーを、振り子宜よろしく下した回転で左に振った。

　宙に浮いた身体からだを支点に、右のハンマーが掬すくうように回り、

「足あし下もとが留る守すだぞ」

　二発の砲ほう弾だんが背と胸むね下したを抜けるのに構わず、受け止められて重じゆう心しんの浮いた中央列れつの機き動どう殻かくの脚あしを掬い打った。

　打だ撃げき部ぶよりも、ハンマーと柄えの継ぎ目で引っかけて吹っ飛ばす。

　機動殻の身が、防ぼう盾じゆんごと一いつ回転した。

　その背に、飛ひ来らいした砲ほう弾だんが直ちよく撃げきする。

　残った河か川せん側の機動殻は、仲間を支えていた腕に武ぶ装そうを持っていた。

　突とつ撃げき用の野の太ぶとい長なが槍やりだ。機動殻の強化骨こつ格かくによって強力な初しよ速そくを得た一撃が、ハンマーを振り抜いてがら空あきとなった巴の身体へと突き込まれる。

　高速の一撃は、一いつ瞬しゆんで風を抜いた。だが、

「その高さはいけない」

　巴の言葉と同時に、長槍を、街まち側から飛んできた砲弾が殴なぐりつけた。槍が砕さく音おんをもって曲がって弾はじき上げられ、巴の言葉がつまらなさそうに告げる。

「残念だが、砲撃のタイミングは私が決めたのだから、私には当たらない」

　その時には、宙に持ち上がって巴を吊つっていた左のハンマーに、下から回ってきた右のハンマーが追いついた。

　両のハンマーが空に立つ。そして、

「さて」

　ゴルフスイング宜しく身を左に向けた巴のハンマー二本が、河川側の機動殻を襲おそう。

　着ちやく地ちと同時の打撃は二つ同時。構えられた防盾ごと、相手を吹っ飛ばした。

　防盾をかち上げられ、両の腕が跳ね上がった敵の身体に、砲弾が直撃した。

　河川側の機動殻が宙に高く吹き飛んだ。が、そこに、

「……っ！」

　後こう列れつの三人が、突っ込んできた。

　砲弾の発はつ射しや間かん隔かくを狙ねらった行動だ。巴が、両のハンマーを河川側へと下から上に掬うように振り上げた隙すきもある。だから、川の方を向いて上に伸びた彼女の身体に向かって、横から三人が突撃した。

　長槍を左右の二人が構え行き、中央の一人が長ちよう銃じゆうを構えていく。

　最悪でも、左右の二人でハンマーを押さえ、中央の射しや撃げきで安全に仕し留とめる構えだ。

　槍が行き、射撃が飛んだ。

　対し、巴ともえは一つの動きを見せた。

　振り上げた両のハンマーに吊つられるようにして、再び上へと身を縮めて跳ちよう躍やくしたのだ。

　突き込んでくる槍やりの上を、巴の足あし先さきまでが越えた。

　槍を踏んで、巴は軽く追つい加か跳躍。巴の周囲に舞っていた術じゆつ符ふは、確かに彼女についてきた。

　その高さをもって、更さらに縮めた足の下を銃じゆう弾だんが抜ける。

　そして巴はハンマーを手放し、空中に回転させた。

　同じタイミングで、巴は宙にて身体からだを半はん回転後うしろにスピンさせ、敵の群に背を向ける。

　続く動きで上に両手を掲かかげれば、縦たてに旋せん回かい中ちゆうのハンマーがある。

　柄えを摑つかんで前から後ろへと振り下ろせば、あとは自動的に、上から下へ、両足の横を回る一いち撃げきの成立だ。

　宙で放った後ろ向きの二撃は、槍を持って突っ込んできていた二人の顔面を正確に打った。

　堅い打だ撃げき音おんが響ひびき、装そう甲こうが砕くだけ、カウンターを受けた槍持もちの二人が動きを止める。

　そこに砲ほう撃げきが叩たたき込まれた。

　二人が吹き飛ぶ。

　が、二人の間に、長ちよう銃じゆうを捨てた中央の一人が突っ込む。背から長ちよう剣けんを抜き、落下から着ちやく地ちしようとする巴の腰と背を狙ねらって飛び込んでいく。

　一いつ直線だ。

　そんなひたむきな攻こう撃げきに対し、宙で巴が左肩かたから振り向いた。そして、

「持っていてくれ」

　後ろへと振り抜いていた左のハンマーを、中央の長剣持もちの突とつ撃げきに投げつけた。

　だが、長剣の機き動どう殻かくは、飛ひ来らいする打撃武ぶ器きを長剣の振り上げで宙に弾はじく。そのまま、

「……!!」

　彼は、宙で振り返る巴の腹へと、振り下ろしの斬ざん撃げきをぶち込もうとした。

　瞬しゆん間かん。ハンマーを投げ捨てた巴の左手が、宙に指を開いた。

　そして彼女は告げた。

「──発はつ動どう・連続式しき」
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　巴が告げると同時だった。彼女の肩後ろに回っていた術符が光った。

　符に印刷された使用量メーター部分が煙を上げ、そこに焼き印いんを一つ作る。

　そして彼女が、宙にて落下しながら、左の手を振った直後だ。

　術符の四角い焦こげ目の成立とともに、彼女の手の上へと、流りゆう体たいで出来た長大な本が一冊射しや出しゆつされた。

　青白い、流体で出来た装そう飾しよく皆かい無むの本は、六メートル四し方ほう、厚さ一メートル弱の、

「聖せい譜ふ写しや本ほん。──改派プロテスタントにとっては、何よりも大事なものだ」

　巴ともえは、手首の動きで、巨きよ大だいな光の聖譜写本を長ちよう剣けんの機き動どう殻かくにぶち込んだ。

　縦たての一いち撃げきだった。

「聖なる子イエスの像だとか十字架だとか、偶ぐう像ぞう崇すう拝はい好きの旧派カトリツクどもが。そのようなものに執しゆう着ちやくし、聖譜写本が伝える教えと存在を見失ったからには──」

　直ちよく撃げきした。

　金属を砕くだく打だ撃げき音おんが確かに鳴る中、巴は静かに敵に言う。

「聖譜写本に頭を下げろ」

　敵を地面に砕くだきつけて五ご体たい投とう地ち状態にしたと同時。巴は着ちやく地ちした。

　術じゆつ符ふに一回使用分ぶんの焼き印いんが完成するのと、流りゆう体たいの聖譜写本が消えるのは、同じ瞬しゆん間かんのことだった。

　そして巴は前に出た。

　彼女は左手を振り上げ、わずかに下がろうとする敵の列に対し、笑えみを作る。

「読み直せよ旧派ども」

　周囲の術符が一気に光り、道の直ま上うえ、直線上に、七冊さつの巨きよ大だい写本が引き抜かれた。

　光で出来た巨大な聖譜写本の群は、空中に射しや出しゆつされるなり、一いつ瞬しゆんでそれぞれの身を広げた。そして、羽ばたくように光のページが音を立てて捲めくられると同時。

　巴が身を低く、左の手を地面に叩たたきつけ、

「AMEN」

　わ、と声をあげる機動殻の面めん々めんに対し、写本が開いて敵を打だ撃げきする。

　波なみ打うつような打撃の音が鳴り、七なな連れん打だで地面が揺れた。

　破は壊かいの音が響ひびき、苦く鳴めいを持って数十の機動殻が砕かれる。

　破は砕さいした。

　そして巴は、落ちていたハンマーの柄えを左手で摑つかんで引き、前に出る。身を前ぜん傾けいのまま、消えていく巨大写本の光を追うように敵てき群ぐんへと疾しつ走そうした。

　その時だった。

　不ふ意いに、巴の左手側がわ、エルベ川の濁だく流りゆう断面が震えを帯びた。

「……!?」

　巴が視線を向けた直後。

　エルベ川の氾はん濫らんを抑える光の壁が裁さい断だんされ、横よこ一いつ直線の攻こう撃げきが飛んできた。
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　……来たか……!?

　巴は、左手側、通り過ぎ掛けた位置へと意識を飛ばす。

　前方にも敵の群がいるため、前に行く身体からだと意識を左に振り向かせるのは危険だ。

　だが、それ以上に、ここにいきなり飛び込んできた相手の方が、

　……危険だとも！

　川の流れを抑える防ぼう護ご障しよう壁へきを、一時なりとも切り裂さいて突とつ撃げきしてきた相手。それは、

「来たか柴しば田た・勝かつ家いえ！」

　ずぶ濡ぬれの身で、しかし濁だく流りゆうの中を平へい気きで渡り、瓶かめ割わりの一いち撃げきで障壁を割った男。

　鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞく。それも戦せん闘とう系けいの部ぶ族ぞくの男だ。

　彼は道に立つと眉まゆを歪ゆがめ、ちらりと街の方を見て、

「あァ!?　くそ！　街にもっと近えと思ったのに何だコレ!?　小こ物もの共どもを無む視しして市し街がい一番乗りだなんて俺おれ素す敵てきで御お市いち様さまフィーバーの御ご予定だったのに馬ば鹿かじゃねえか!?　成なり政まさの野や郎ろう、俺に対してもっと重りを持っていけって説せつ得とく力りよくもって言うべきだろ普通！」

　そして勝家は、気付いたようにこちらを見た。その上で、おあ？　と首を傾かしげ、

「ああ!?　何でババアがここにいんだよ!?　姥うば捨すて山で寝てろよバァカ！」

「ああン!?　誰だれがババアだコルァ!?　私ゃまだ子供並なみだぞ!!」

　はあ!?　と勝家が身を起こした。ずぶ濡れの服にも構わず、彼はこちらを指さし、

「お前のようなロリババアがいるか!?」

　巴はハンマーの一撃をぶち込んだ。
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　ハンマーと瓶割が激げき突とつし、火ひ花ばなが散った。

　弾はじき合うのは武ぶ器きだけではなく、両者の距離だ。

　距離五メートル。その位置をとった巴は、勝家の足あし捌さばきのタイミングを見て、

　……ほう。

　先ほどの己おのれの攻こう撃げきの初しよ動どうと、勝家の初動が同時であることを、彼女は悟さとった。

　……随ずい分ぶんとやるようになったものだ。

　鬼型長寿族の内、真しん祖そ直ちよつ系けいは自分のような人間に近いもので、勝家のような戦闘系は神かみ々がみが天てん上じようにいた時代に成立したものだと聞いている。

　そしてどちらも、源げん平ぺい合がつ戦せんと後の鎌かま倉くら時代を経て激げき減げんした。

　自分は生き延び、その経験などで己を強化した。

　勝家は、新しい生まれだが、己を改かい造ぞうするように鍛たん錬れんし、強化した。

　戦闘系とはいえ、年ねん齢れいは百を少し超えたあたりの筈はずだ。P. A. Odaに入ったのも、激げき戦せんという経験を得るためだったと聞いている。だが、その程てい度どでこちらと同時の動きを取るとなると、

「密みつ度ど濃こく、よくぞそこまで練り上げた！」

「ガンコ系の飴あめじゃねえんだぞ！　ナメんな！」

　直後。巴ともえは己おのれの身体からだの動きが静せい止ししたことに気付いた。

　原因は一つだ。勝かつ家いえの背、右側のハードポイントに取り付けられた銀の盾たてが流りゆう体たい光こうを帯びているのだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝意欲の慈愛アニムス・カリタス・新代ノウム〟。その、発はつ揮きされる効果の内容は、

　……攻こう撃げきと防ぼう御ぎよという戦せん闘とう行為に介かい入にゆうし、一いつ瞬しゆんだけそれを止める……！

　否いな、と巴は思った。これは〝止める〟のではない。

　躊躇ためらわせるのだ。

　相手を潰つぶしてはならないと、その成長を確かめたいと。まるで親が子供を見るような、慈じ愛あいの視し点てんだ。

　無む論ろん、身み内うちにとっては慈愛でも、敵に対しては危険でしかない。しかし、

　……見事だ！

　同等の速度を持ちながら、手を抜かない。同等なのだから、実力だけで勝負しようなどという、理想をもって剣に臨むのとは違う。

　勝つための戦いだけを求める方法だ。それが、

「下げ克こく上じようの信のぶ長ながが貴き様さまらを率ひきいる理り念ねんか!?」

「そんな難しいこと知るか！」

　勝家が、豪ごう快かいな笑顔で瓶かめ割わりを叩たたき付けてきた。

「勝ちゃ気分がいい！　それだけだババア！」

「だったら私ぁ気持ちがいいなあ!!」

　巴が声をあげた。そして首を回し、振り仰あおぐ頭上には、

「私のこの聖せい譜ふ写しや本ほんは、防御に関しては自動発はつ動どう型がたなんだよ！」

　頭上には、既すでに三冊の巨きよ大だい写本が射しや出しゆつされていた。

　それは、攻撃と防御の行為という、意い思しあるものが行うものとは違う、条件反はん射しやとしての術じゆつ式しき発動だ。

　聖譜顕装〝意欲の慈愛・新代〟は、

「意思あるものとの戦闘しか想そう定ていしていない。──理想家かの武ぶ器きだ！」

　言葉と共に、勝家に巨大写本三さん冊さつが縦たて打うちで直ちよく撃げきした。
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　勝家は、振り仰あおぐ間も無い瞬しゆん間かんの打だ撃げきを、両肩かたと頭部に受けた。

　足が一いつ瞬しゆんで臑すね半なかばまで地面に埋まり、

「うぉ……！」

　臑が土を抉えぐって、膝ひざをつきかける。が、

「──!!」

　堪こらえた。全身が、込められた力によって高こう熱ねつ化かし、汗あせが蒸じよう気きとなって周囲に籠こもる。

　振り仰あおがず、姿し勢せいが仰のけ反ぞっていなかったのも幸いした。曲げた背も首も、上からの打だ撃げきを吸収している。だから勝かつ家いえは、埋まった足首の先、爪つま先さきに力を込め、

「……っ!!」

　勝家は背を跳ね上げた。宙にドデカい本が三冊舞まって光に散るが、目を向ける気も無い。

「俺おれぁ字じの一いつ杯ぱいある本は嫌きれえなんだよ!!」

　未いまだ、巴ともえは動きを回復していない。初しよ動どうを強ごう引いんに止められたため、それを整え直す必要があるからだ。無む論ろん、こちらも攻こう撃げきをやり直しだが、立ち上がる動きと攻撃を連れん動どう出来る分だけ、速度が乗る意味で有利だ。

　瓶かめ割わりを、立ち上がりながら振り抜こうとする。

　と、その時だった。不ふ意いに巴が、こちらの右側に視し線せんを向けた。彼女は眉まゆを上げ、

「あ」

　何かに気付いたような声をあげる。

　フェイントだ、と勝家は思った。こちらによそ見を誘い、その隙すきに攻撃するつもりだ。

　……引っかからねえぜ！

「へ！　何やってんだこのババア馬ばぁ──鹿か死ね!!」

　右の顔面に、右手側がわから飛んできた砲ほう弾だんが直ちよく撃げきした。
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　……危ないところだった。

　巴は思った。砲ほう撃げきのタイミングと位置は自分が決めたものだったので、その飛ひ来らい関連は全てを把は握あくしているつもりだったのにな、と。

　だが、勝家の登場と対応に追われ、砲撃について失しつ念ねんをしていた。だから、こちらに存在を思い出させるように飛んできた一発に、反応してしまった。

　もし、勝家が、こちらの反応から砲撃に気付いてしまったら、砲撃を組んだ自分の失しつ態たいだ。

　だが馬鹿は食らった。しかし、

「無む傷きずか!?」

　体が大きく泳ぎ、目もわずかに焦しよう点てんを結んでいない。それでも、すぐに眉に力が入り、

「く……！」

　意い思しが目覚め、身体からだを強ごう引いんに動かそうとしている。

　脳のう震しん盪とうを起こしているのか、身は後ろに倒れ掛けつつも、瓶割が来た。それも、まるで平ひら手て打ちのような、手首のスナップを利かせた高速の斬ざん撃げきだ。

　見事だ、と巴は改めて思う。戦せん闘とう系けいの鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくとして、

　……よくぞここまで戦闘にこだわる存在となった!!

　思い、迎げい撃げきに入ろうとした瞬しゆん間かん。背後の頭上から、不ふ意いに二つのことが重なって生じた。

　音と光だ。それは、マクデブルク市し外がい上空、大だい聖せい堂どうの裏あたりから発されたもので、

　……輸ゆ送そう艦かんの直ま上うえ!?

　まさか、と振り返った視し線せんの先に、あるものが見えた。

　それは、マクデブルクの空に、航こう空くう艦かんが突き刺さった光景だった。
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　一いつ直ちよく線せんの一いち撃げきだった。

　天の直上に近い位置と角度から、マクデブルクの頭上に航空艦が突き立ったのだ。

　三百メートル級の航空艦。無む人じん航こう行こう故ゆえの躊躇ためらい無い激げき突とつだ。

　轟ごう音おんが響ひびき、鉄が砕くだけた。

　そしてマクデブルクを包む防ぼう護ご障しよう壁へきが真まっ白しろに光り、強きよう烈れつな稲いな妻ずまのフレアを空に発した。
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　ナルゼは、疾しつ走そうする成なり政まさと交こう戦せんしながら、それを見た。

「航空艦を破は城じよう槌つちにしたの!?」

　元もと々もとはクラーケン級、全ぜん長ちよう三百メートル弱のM. H. R. R.神聖ローマ帝国 製の航空戦せん艦かんだ。それが、天の直上から一直線に防護障壁へと激突してきたのだ。

　艦は戦せん艦かんという装そう甲こうと頑がん丈じようの塊かたまりでありながら、全長を半分近ちかくにまで縮めている。寸すん詰づまったフレームは天上側がわに大きく破は裂れつし、砕くだけ散った部品が飴あめのように障壁に散る。

　障壁の光が、手で摑つかめそうな密みつ度どになっているのが見えた。

　……ヤバ……！

　受け流し型の防護障壁は、受けた重量を外に流していくものだ。だが、流し切れぬダメージが蓄ちく積せきされたり、重量物ぶつが載のり続けると、そこに流りゆう体たいが溜たまり、硬こう化かと同じ現げん象しようが起きる。

　……これって、割れやすくなってるってことよね……。

　思っている間に、

「次!?」

　二艦目めが落ちてきたと、ナルゼはそう思った。

　曇どん天てんの黒い空から、二発目の体当たりが降ってきた、と。

　違った。

　次の瞬しゆん間かんに生じた事実は、

「二艦かん目めと三艦目!?」

　二発同どう時じに、破は砕さいの要よう因いんがマクデブルクの天に影を見せた。

　ただひたむきに、降ってくる。
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　空からの重量物ぶつに反応したのは、〝義ぎ〟とパレ・カルディナルだった。

『……いかん！』

〝義〟の視し線せんの先、避ひ難なんの輸ゆ送そう艦かんは既すでに浮ふ上じようを開始していた。敵の襲しゆう来らいと乗り込みを警けい戒かいし、脱だつ出しゆつ時に即そく座ざの機き動どうをとるためのものだったが、ゆえに艦かん体たいは水みず飛沫しぶきに半なかばを覆おおわれ、

『着ちやく地ちは出来ないか!?　──甲かん板ぱんからの脱出は可能か!?』

　だが、艦に呼びかける〝義〟の声に、パレ・カルディナルが制せい止しを飛ばす。

『駄だ目めよ。艦から脱出したら、敵の思う壺つぼだわ。敵が恐れているのは、各かく教きよう導どう院いんの重じゆう鎮ちん達が輸送艦という〝手の届かないもの〟で脱出することだもの。だから上から狙ねらってきたのよ？』

『だとすると──』

　輸送艦が、ゆっくりと機動を開始した。西側の宙へと艦かん体たいを傾け、ゆっくりと身をずらしていく。防ぼう護ご障しよう壁へきが破は壊かいされた時、直ま上うえの残ざん骸がいが落ちてくるのを避けるためだ。だが、

『──まだ来るのか!?』

　音よりも速い速度で、二艦目と三艦目が着ちやく弾だんした。

　そして後から音が来る。叩たたき打つような、平ひら手て打うちを重くしたような響ひびきが防護障壁の光を震わせる。対し、直ま下したにある輸送艦の動きは遅く、着弾の範はん囲いから逃げ切れてもいない。だから、〝義〟は、

『すまん！』

　一番西にし側がわに並んでいた輸送艦の側面に、〝義〟を飛ひ翔しようさせた。

　甲板上にいるゲーリケ達が息を飲むのが見えると同時。〝義〟は右肩かたから欧おう州しゆう勢ぜいの乗る輸送艦に激げき突とつした。

〝義〟は背の飛翔器きを全ぜん展開し、蝶ちようの翼つばさのように広げると、

『……！』

　加速した。少しでも輸送艦を直上からの打だ撃げき範囲より逃すためだ。そして、

『──いい判はん断だんだわ、里さと見み・義よし康やす！』

〝義〟の横に、パレ・カルディナルが来る。

『外側の艦を押し出さないと、極きよく東とう勢ぜいの艦も動けないものね……！』

〝義〟は頷うなずかない。

　ただ、二機は身を小さくするように輸送艦に押し当て、加速する。
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　ナルゼは見る。もはやマクデブルク全ぜん域いきが白のドームに照らされたのを、だ。

　だが、

　……まだ、防ぼう護ご障しよう壁へきが保ってる!!

　白の色は航こう空くう艦かんが激げき突とつした空に集中している。そこに落ちた艦の残ざん骸がいは、光に止められて落ちていない。時とき折おりワイパー用の術じゆつ式しき光こうが波のように空を洗うが、航空艦のような巨きよ大だいな物体が三つも載のることは想そう定ていしていないのだろう。ただ風を起こしているだけだ。

　救たすかった、と、そう思うことは出来ない。

　防護障壁でマクデブルクの直ま上うえに止められた敵てき航空艦の真ま下したには、

　……マウリトス大だい聖せい堂どうと、正まさ純ずみ達の避ひ難なん用よう輸ゆ送そう艦かんがあるのよ……！

　上を押さえられては、防護障壁の解かい除じよは出来ない。しかしドームの天てん井じようまでは距離がないために、正純達の乗った避難の輸送艦は大きな退たい避ひ運動を行えずにいる。

　足あし止どめを食らったようなものだ。だが、

「くそ！」

　壁の上を走る成なり政まさが叫んだ。

「まだ割れねえか！」

　その台詞せりふに、ナルゼは敵の思おも惑わくを悟さとる。まさか、と心の中で前置きした上で、

　……エルベの氾はん濫らんは、防護障壁を緩めて門を抜くためじゃないの……!?

　違う。

　そしてナルゼは、成政に攻こう撃げきを放ちながら悟った。敵がエルベ川を氾濫させたのは、

「街が危険だと思わせ、各国の重じゆう鎮ちん達を一カ所に避難させるためだったのね!?　そこに戦せん艦かんを質しつ量りよう弾だんとしてぶち込んで、一気に始し末まつするつもりだったんでしょう!?」

　この戦せん闘とう自体も、掠りやく奪だつ自体も、各国の重鎮達を一カ所に集めさせた上で、彼らから護ご衛えい戦せん力りよくを引き剝はがすものでしかない。

「本ほん命めいは、街や歴史再さい現げんではなく、各国の重鎮達なのね……！」

　おうよ、と成政がこちらの攻撃に対し、石材を叩たたきつけて回かい避ひしながら言った。

「各国の重鎮達が脱だつ出しゆつ用の輸送艦に乗り込んだら、それを上からの連れん打だで障壁割わって──」

　飛び散る石を、彼は己おのれの拳こぶしで砕くだきながら、前に走った。解わかるか？　と光る空を指さし、

「……輸送艦ごと潰つぶすんだよ！　まあ、それだけで終わらせるつもりもねえけどな！　都つ合ごう良く集合してくれるなら、それを本命にするってのがスジだろ！」

　無む茶ちや苦く茶ちやだわ、とナルゼは思った。エルベの氾濫を行い、これだけの侵しん攻こうを行い、これだけの力ある者達を動かし、しかしそれらが、全て、囮おとりと言うことになる。

　……否いな。

「囮じゃないわ。──やれるんだったら、好きにやっていい。そういうことね!?」

「Shaja、御ご名めい答とうだぜ」

　走りながら、成政が、櫛くしで前まえ髪がみをセットし直す。そして告げられるのは、

「浸しん水すいする。空から艦を降らせる。だけど、御お館やかた様の方針はそれ以上だ。──手て柄がらをそれ以上に上げられるなら、好きにやってこい、ってな」

　はは、と彼は笑った。

「数時間前まえだったら、スレイマンの野や郎ろうもぶっ殺してやれたんだがな。それについてはまたの機会にしといてやる、ってところか」

「────」

　ナルゼは、数すう瞬しゆんの間において、言葉を失う。

　……厄やつ介かいだわ！

　敵の戦せん術じゆつは、こういうことだ。

　……つまり、作戦を立て、それを行った上でのスタンドプレーを許きよ可かするのよね……。

　勿もち論ろん、それが可能なのは、相当の実力ある者達だけだろう。

　だが、そんなことが可能な連れん中ちゆうがいる。

　否いな、とナルゼは思った。自分達だって、役やく職しよく付つきで、そういう力を持っているのだ、と。

　それなのに自分達が作戦を頼りとして、それ以上を行わず、考えもしなかったのは、

「……不ふ覚かくだわ!!」

「P. A. Odaのことを〝いい〟っていう連中のことが、今いま更さら解わかったか!?」

　走り、攻こう撃げきをかわし合う相手からの言葉に、ナルゼは内ない心しんで頷うなずいた。

　……考え方のレベルが違うわ。

　信のぶ長ながという存在を、ナルゼは強く思った。だが、それは、感かん心しんではない。心にあるのは、

「敵として厄介ね……!!」

「だったらここで不足を感じて死ねよ!!」

　成なり政まさの走りながらの震しん脚きやくによって、石いし壁かべが長い範はん囲いに渡って跳ね上がった。
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　ナルゼは加速する。迂う闊かつな速度の低下は石の散さん弾だんを食らうことになるからだ。だからこちらも、

「食らいなさい！」

　集中線せんを逆ぎやく描がきして、石壁を逆に向こうへと破は砕さいする。

　そして石せき弾だんが来た。破は片へんの群が弾はじかれ、飛んできた。

　対するナルゼは、加速して回かい避ひする。

　そのつもりだった。

「──え？」

　石ではない。別の、長いものが、こちらの行き先を封じるように飛ひ来らいしていた。

　大たい砲ほうだ。

　……いつの間に！

　自問の答えは明確だ。成政が先ほど強く震脚し、石いし壁かべを跳ね上げたのは、防ぼう護ごの壁や発はつ射しやする石を得るためではない。この大たい砲ほうを打ち飛ばすのを隠かくすためだ。

「!?」

　回かい避ひのために加速していた身は、大砲をかわすことが出来なかった。

　右肩かたから、引っかかるようにして、ナルゼは大砲に激げき突とつする。

「──！」

　一いつ回転する視し界かいは、二つのものを見ていた。

　一つは、成なり政まさが、こちらに向かって大型の石を強く蹴けり飛ばしたこと。

　もう一つは、

　……空……！

　白はく熱ねつした防ぼう護ご障しよう壁へきの天てん井じように、四発目めの戦せん艦かんが落ちてくる。

　まずい、とナルゼは思った。既すでに輸ゆ送そう艦かん直ま上うえの障壁はその受け流しを出来ず、固まっている。そこに高速の一いち撃げきが今来たら、

「砕くだかれる……!?」
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　巴ともえは、二つの危険を感じていた。

　一つは、戦艦の落下によるマクデブルクの防護障壁の崩ほう壊かい。

　もう一つは、それに気を取られたことによる、

　……瓶かめ割わりへの反応が遅れた！

　今、巴は、瓶割を回避しようとしているが、

「────」

　動きが、戦せん闘とう行動として一いつ瞬しゆん止まる。

　既に防ぼう御ぎよ反応術じゆつ式しきは使用済ずみだ。

　何もかもが間に合わない。

　再回避は当とう然ぜん行うが、それでも胸の下を胴どう体たいの半なかばまで刃やいばが来ると、そう思った。

　直後。巴は一つの声を聞いた。それは、女の、

「──結べ！　蜻蛉とんぼ切ぎり!!」
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　硝子ガラスが割れるような音と共に、聖譜顕装テスタメンタ・アルマの力が割かつ断だんされた。

　道みち上うえを加速して飛び込む二ふた代よが見たのは、倒れ掛けた勝かつ家いえが瓶割を巴にぶち込もうとしているところだった。

　向こう、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の機き動どう殻かく大だい隊たいが二人の戦せん闘とうを避けて斜しや面めんを昇のぼり始めている。

　敵の大隊も気になるが、今とりあえず気にするべきは巴に迫る斬ざん撃げきだろう。

　巴ともえは背後へと、再さい回かい避ひしようとしている。だが、わずかに足りないと二ふた代よは判はん断だんした。

　だから、二代は二人の間に飛び込もうとした。突っ込んで、蜻蛉とんぼ切ぎりで瓶かめ割わりを受け止めようと、そう考え、

「おや」

　速度が乗りすぎていて、止まるタイミングを失していた。巴の被ひ害がい予よ測そくなどを行って気が散っていたせいもある。

　いかん、と思い、二代は一つの解決方ほう法ほうを採った。

　とにかく、勝かつ家いえに巴を切らせぬため、

「危のう御ご座ざる！」

　ダッシュからの直ちよく蹴げりを巴にぶち込んだのだ。
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　勝家は、一いつ瞬しゆんで覚かく醒せいした。

　……ああ!?

　眼がん前ぜんで、信じられないことが生じた。

　巴御ご前ぜんに、蹴けりをぶち込んだ馬ば鹿かがいる。否いな、自分も叩たたき斬きろうとしていたが、

「危ねえのは貴き様さまだあ──!!」

　しかし、巴御前を蹴けり飛ばした反動で、女は行き過ぎの動きを止めた。わずかにステップするような姿し勢せいで、その目と槍やりの穂ほ先さきはこちらを向いている。

　そして振り抜いた瓶割が、火ひ花ばなを散らした。

　女。武蔵むさし副ふく長ちようの蜻蛉切が、こちらの振り抜いていた瓶割を弾はじき返したのだ。

「おもしれえ!!」

　身を起こし、立ち上がり、勝家は一気に前に出た。

　通りを、街の方へと、武蔵副長を押すようにして瓶割を振り行き、

「だけどどうする気だ!?」

　勝家は、笑い、空を顎あごで示して叫んだ。

「とどめの戦せん艦かんが落ちてきているぜ!!」

　言葉に重なるように、四よん艦かん目めの戦艦が来た。

　垂すい直ちよくにマクデブルクへと向かう。輸ゆ送そう艦かん狙ねらいの直ちよく撃げきコースだ。
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「防ぼう護ご障しよう壁へきが破は壊かいされた時に備え、乗のり組くみ員いん以外は甲かん板ぱんに出ろ！」

　輸送艦、三艦の内、中央に位置していた極きよく東とう勢ぜいの艦かん内ないでは、正まさ純ずみを始めとする武蔵乗じよう員いんが慌あわただしく動いていた。皆は、狭い通用路ろを一列に足あし早ばやで行きながら、

「ねえねえ浅あさ間ま、アンタ本ほん気きで私の手を放さないつもり？　結婚でもする気？　というか、上から降ってきたらアンタのズドンでドカンしてボカンすればボインじゃないの？」

「どっからツッコんだらいいのか解わかりませんが、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側が掛けてきた通つう神しんジャミングに対たい抗こうするために、内ない燃ねん拝はい気きを半分近ちかく使ってるんですよ。

　上には三艦かんありますけど、今の状態だと一艦しかぶち抜けないと思います」

　一艦しか……？　と、皆が怪け訝げんな顔をしたが、浅間は無む視しした。人間、誰だれしも基準の違いというのはあるものだ。だから話を逸そらすために、

「と、ともあれ皆、ちゃんと来てます？　正純に喜き美みに、ええと、アデーレは？」

・貧従士：『あ、いますいます。いますよ？』

・あさま：『あ、もう甲かん板ぱんですか？　やっぱり早いですね』

・貧従士：『え？　あ、いや、まだ艦かん内ないで。ちょっと取り込み中で』

・副会長：『？　何か仕事か？　それとも荷物の搬はん入にゆうか？』

・貧従士：『いえ、その、……言葉を選んで言うと、その、洗せん面めん所じよでしてね？　ほら、あるじゃないですか、緊きん張ちようから気が抜けたら一気に来た、みたいなの。それでまあ、輸ゆ送そう艦かんが出るっていうなら、あはは、今が機会かなあ、って、ほら、ありますよね？』

・ＡＮＡ：『そういえば私、武ぶ神しんに合ごう一いつしてからそういうの無いわねえ……』

・竜　犬：『御お嬢じよう様さま。御嬢様には不ふ要ようなことと判はん断だん出来ます』

・義　　：『まあ、そう言われてみると、私も合一中ちゆうはそういうの無いな』

・貧従士：『あー……、いいですねそういうの。機き動どう殻かくじゃ無む理りですもんねー……。──というかですね皆さん』

　何？　と浅間が甲板へ避ひ難なん中の皆と首を傾かしげた時だ。

・貧従士：『修しゆう学がく旅行前まえのですね。ええ、遠とお回まわしに言うと、健けん康こう管理のですね、ええ、提てい出しゆつ物ぶつというかですね。ええ、そこらへんがですね。確かそろそろ提出だったのでは』

・約全員：『しまった……！』

・あさま：『と、とりあえず、戦せん士し団だんの人達が戦せん闘とう後ごに精せい密みつ検査する際、その手のセット使ってましたよね!?　艦内にもあると思うので、戦後にそれで代用を！　アデーレも勝負の後、急いで甲板に来て下さい！』

・貧従士：『いきなりプレッシャー掛けるのやめて下さあ──い！』

　と、アデーレの書き込みが叫んだ瞬しゆん間かんだ。艦内放ほう送そうが声をあげた。

『四発目め、来ました！　直ま上うえです!!』
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　破は砕さいの轟ごう音おんと共に、マクデブルクが天てん井じようの光を失った。

　防ぼう護ご障しよう壁へきが砕くだかれたのだ。

　一いつ瞬しゆんの弾はじけ飛びと風によって、吹雪ふぶきのように防ぼう護ご障しよう壁へきの破は片へんが飛ぶ。が、その直ま下したでは、

「水が……！」

　障壁を失ったため、氾はん濫らんしていたエルベの水が、五メートルを超える津つ波なみとしてマクデブルクを襲おそった。

　同じように、マクデブルク中央、マウリトス大だい聖せい堂どうの裏にある自し然ぜん公園では、防護障壁に支えられていた戦せん艦かんの残ざん骸がい四つが、

「──来る!?」

　落下する。それらの動きは初めは遅く、しかし次の瞬しゆん間かんから加速は始まり、

「……来た!!」

　直ちよつ下か。並ぶ三隻の輸ゆ送そう艦かんへと、破は壊かいされてもなお百メートル弱の大きさを持った戦艦の残骸が、確かな速度で落ちていく。

　風が鳴り、街まちを殴なぐるように押し寄せる波は濤とうの音と共に、空からの大だい音おんが落下した。

　砕くだかれていく。
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　低い空で、鉄が落ちた。

　防ぼう護ご障しよう壁へきの支えを失い、合計四よん艦かん分ぶんの残ざん骸がいがマクデブルクへと降ってくる。

　絡み合うように落ちる四艦の真ま下したには、三隻せきの輸ゆ送そう艦かんがあった。

　西側の一いつ隻せきは二機の武ぶ神しんに横から押され、その後部を引っかけられる程てい度どで済むかもしれないが、後の二艦が間に合わなかった。

　特に、中央にある極きよく東とう勢ぜいの艦が問題だった。それは落ちる四艦の中心に位置しており、その甲かん板ぱんに出てきた連れん中ちゆうが、

「フフ、甲板から飛び降りればいっか、とか思っていたけど、存ぞん外がいにデカいじゃないアレ！　詰つんだ！　詰んだわ私の賢かしこい人生！　このままぐちゃぐちゃになって巨きよ乳にゆう巫み女ことどっちがどっちか区別つかないようになるのよね！　ダンケシェ──ン!!　ほらアデーレ！　インナースーツのお尻しりの据すわり直してないで早くこっち来なさいよ！　死体で巨乳と合がつ体たい出来るわよ!?　スフィンクスのなぞなぞみたいよね!?　朝に貧ひん乳にゆうで昼に貧乳で夜に死体、さてこれは何!?　人間……！　それが人間というものよ……！」

「き、喜き美みはさっきから何言って──って、うわ、確かにコレ駄だ目めかも！　やっばい、私、荷物の中に毒どく味み中ちゆうのエロゲ三本あるんですよ!?　死んだら遺い品ひんを検けん分ぶんされて絶対に変なこと言われますよ！　浅あさ間まさんとこの娘むすめさんは戦せん場じようにエロゲ持ってくほどの真しん性せいレビュアーだったって！」

「あの、自分思うんですが、二人とも最さい期ごくらいは落ち着いた方が……」

　言っている間に、上空の四艦の落らつ下か速度が上がった。

　流りゆう体たい燃ねん料りようが漏もれ、白の光をたなびかせて降ってくる巨きよ大だいな圧に対し、全員が叫んだ。

「終わったあ──!!」





●






　喜美達たちの終了宣せん言げんに、〝義ぎ〟をもって輸送艦を押していた義よし康やすは振り向いた。

　連れん中ちゆうの言げん動どうが狂っているのはいつものことだ。だが、

　……間に合うか!?

　今から飛び込めば、甲板上の二、三人は救える筈はず。

　だから行こうと、そう思った時だった。

　義康は、宙を突っ走ったそれに気付いた。

　霧きりだ。

　薄い、雨の転てん化かした霧が、夜空を水平一いつ直線に突っ走り、

『────』

　鳴き声が生まれた。

　犬の、遠とお吠ぼえではない、戦いの始まりを告げる咆ほう吼こうにも似た音だ。

　そして宙が割れた。霧きりを焼き追って、透とう明めいな陽かげ炎ろうの一いつ直線が揺らぎ走る。

　気付けば音が消えていた。ただ、その沈ちん黙もくを咎とがめるように、声が響ひびくのを〝義ぎ〟は聞いた。それは、聞き慣なれた男の声の、

『──泣け、村むら雨さめ丸まる』
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　夜の空が破は裂れつして、泣き叫んだ。

　切り裂さきの声は、霧とその焼き跡を追って駆かけ抜ける。

　霧の雨が散り、距離約やく一キロ半の切せつ断だん軌き道どうが成立した。それは後を追って巻き上がる村雨の雲と霧に追われて彩いろどられ、

『────』

　宙を落ちる戦せん艦かん四隻せきの残ざん骸がいが、ぶち抜かれて夜空に破は滅めつした。

　砕くだかれ中央から左右に散った残骸は、片方が極きよく東とう勢ぜいの輸ゆ送そう艦かんの傍かたわらに落ち、もう片方が半はん球きゆうを載のせた輸送艦の傍らに落ちた。半球の輸送艦は片側の装そう甲こうを削けずられてバランスを崩くずしたものの、身を緩く動かして、持ち堪こたえる。

　無事だ。

　風が巻き、落下物ぶつが地面に激げき突とつして鍋なべを割ったような音を連続する。

　が、そこで終わりだ。

　ただ後に残り、あるのは、遠くの空にいる、白の武ぶ神しんだった。

　霊れい刀とうであり剣けん砲ほう、村雨丸を両腕で振り下ろした重じゆう武神の名を、迎えるようにマクデブルクの宙に上がった〝義〟が告げる。

『……〝八やつ房ふさ〟!?』
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　ナルゼは、宙に受け止められていた。

　大たい砲ほうの吹っ飛ばしを右肩かたにカウンターで食らい、無ぶ様ざまと自覚出来る一いつ回転をした直後だった。そこを狙ねらうように石の散さん弾だんが飛んできて、少なくとも三発は直ちよく撃げきすると確信した。

　とりあえず利き腕と手て指ゆびは護まもろうと、そう思った。あと顔も。それだけ護ってれば残りの人生お釣つりが来るわね、と考え、ガードを堅めた。だが、

「!?」

　食らった攻こう撃げきは、柔らかくて暖かくて、馴な染じんだ匂においのあるもので、つまりこれは、

「……マルゴット!?」

「あたり──」

　声に確信を得たナルゼが気付けば、今、自分は彼女に抱きかかえられて高い宙にいる。

　市し壁へきの上、二十メートルほどの位置だが、熱ある風が舞い上がる中からは、マクデブルクを中心として何が起きているかを見渡すことが出来た。

　まずナルゼが確かく認にんしたのは、

「輸ゆ送そう艦かん……！」

　大だい聖せい堂どう裏うら手ての輸送艦。

　しかし、これは見る限り、中央の一いつ隻せきの甲かん板ぱん上で喜き美みが祝いの踊りを踊って浅あさ間まを振り回している。つまり平へい常じよう運転でいいことだ。

　そしてこちらを抱きかかえるマルゴットがいると言うことは、

「うちの馬ば鹿か総そう長ちよう達が、戻ってきているの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄジヤツジ．、こっちはそれ伝えるために、ね。まだこっちの方、通神テレビ不ふ備びがあるから直接来た方がいいと思って。テンゾーもメーやんもこっちに走ってきてるから。──それでさ」

　と、マルゴットが、西の方角を見た。

　すると、西側の丘きゆう陵りよう地帯から、突とつ撃げきの勢いが来ていた。

「あれは……」

　見たことがある。ほんの一昨日おととい前、相あい対たいしたのだ。IZUMOにてぶつかり合った彼らの名は、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ……!!」
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「──Vive　La栄光あれ　　XIV太陽王　!!」

　先せん頭とうを切って、六護式仏蘭西の武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいが突撃を掛ける。

　距離にして約二キロ。丘の上から、マクデブルク郊こう外がいに待たい機きしていたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の後こう衛えい部ぶ隊たいを蹴け散ちらすために武神隊は突っ走った。先頭、疾しつ走そうのために軽けい装そう化かした武神隊の隊長が、破は城じよう用の槍やりを右に構えて音声素そ子しから言葉を放った。

『急げ！　あの水すい没ぼつの街にて、前ぜん総長がお待ちかねだぞ……！』

　皆、アンヌ・ドートリッシュの余よ命めいが短いことを知っている。その上で、

『急げ！』

　副ふく隊長が、遠くからも見えるように、校こう旗きを付けた己おのれの槍を真ま上うえに掲かかげた。それは六護式仏蘭西とEcole　de　Parisの紋もん章しようが刺し繡しゆうされたもので、

『Vive　La　XIV……!!』

　武ぶ器きを振り上げ、

『──Vive　La栄光あれ　　Ana!!』

『──Vive　La　Mo──uri!!』

『──Vive──　La……』

　息を吸い、行き先に届けと、全員が声をあげる。

『──Vive　La栄光あれ　　Hexagone　Francaise!!』

　Ｔｅｓテス．、と続き、Testamentテスタメントと叫びが上がった。

『急げ！　我ら武神ルール・デ・マリオネツタ隊たい、前ぜん総そう長ちようが他た国こくと折せつ衝しようを経て作り上げた栄はえある部ぶ隊たいぞ！』

『突とつ撃げきの姿すがたを見せろ！』

　それに続くのは、三さん銃じゆう士しを隊長とした自動人形ベル・デ・マリオネツタの近衛このえ隊たいだ。彼らは武神隊と同どう様ようの高速疾しつ走そうをもってマクデブルクへと下りの丘を駆かけていく。

　突っ走る。

　土を蹴けり上げ、速度を上げる彼らの背後。丘の上には、護ご衛えいの自動人形達たちに護まもられた一組の男女がいる。

　ルイ・エクシヴと、毛もう利り・輝てる元もとだ。

　じっと、無む言ごんで、しかし浅く眉まゆを立てて皆の突とつ撃げきを見送るエクシヴに、輝元が、しかし同じ方向を見たまま声を掛ける。

「見えるか？」

「──否いな」

　エクシヴは、首を横に振り、何かを言おうとして、

「────」

　言えず、沈ちん黙もくした。だからというように、彼の手を輝元が拾うように摑つかんで握った。

「大だい丈じよう夫ぶだ」

　輝元が、息を吸って言う。

「太陽王ロワ・ソレイユの妹は、月の女め神がみだ。──今日はまだ月が出てねえような、暗あん雲うんの空だが、すぐに晴れて見えるだろうよ。何な故ぜなら……」

　答えるように、響ひびきが来た。空の中央。それも高い位置から。大気を揺らし、地面まで鳴めい動どうさせるものがやってくる。その姿すがたは、背後に控えていたMouri-01の叫びに拠よれば、

「……来ました！」

　空が抜けた。暗雲を押しのけてぶち抜き、鉄てつ槌ついのような姿が落ちてくる。

「数は八！　武蔵むさしです！　それも……、垂すい直ちよく状態での下か降こうです!!」
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「あ、……った!!」

　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内部。鈴すずは椅い子すから身を起こし、マクデブルク周辺と武蔵の模も造ぞう図ずを再さい構成し始めた。

　彼女は急ぎ手を動かし、模造を拡かく大だいし、マクデブルクの砕くだかれた門や壁を表現。そして艦かん外がい壁へきの水すい位い表現を一気に上げつつ、落ちていく全ぜん艦かんの形を改めて作り上げていく。

　だが、忘れてはならないのは、

「堪こらえ……、て……！」

　武蔵むさし各かく艦かんは、横並びに、艦かん尾びを下にして高速で落ちている。重力航こう行こうによる垂直射しや出しゆつから弾だん道どう軌き道どうでの〝発はつ射しや〟を成立させるため、阿蘭陀オランダ方面からこちらまで、加速制せい御ぎよ以外の軌道制御や制せい止しを行っていないからだ。

　ゆえに今の武蔵は巨きよ大だいな砲ほう弾だんと同どう様ようで、それを地ち表ひように激げき突とつさせぬように止めるには、

「鈴すず様、落下しながらも全ぜん艦かん体たい、天てん上じよう側に回かい頭とう完了。天上方ほう向こうに重力加か速そくを全ぜん速そくで行い、それをブレーキングとします。──以上!!」

〝武蔵むさし野の〟の言葉通り、武蔵は、地面に落ちぬよう、空に向かって振り返り、加速する。

　その回頭挙きよ動どうは、アルマダ戦にて行った宙ちゆう返がえりを参照にして行われた。ゆえに、動どう作さ自体は可能ではあったが、しかし艦の構こう造ぞうはそれを許きよ容ようしていなかった。

　だから、強きよう烈れつな負ふ担たんを武蔵は得た。

　艦自じ体たいが持つ超ちよう重量が、艦体を下に引き、メインフレームや各ブロックが軋きしみを上げる。

　強度のストレスに対し、反応したのは〝武蔵〟だ。彼女は各艦の得る重じゆう圧あつに対し、

「こちらの持つ制御権を各かく艦かんに分ぶん権けんします。全艦、全力で再加速準備のために現状の艦体ストレスを解かい除じよしなさい。──以上」

　彼女の言葉に応じるように、武蔵全艦が震えを得たのを鈴は感じた。

「……流れて、る？」

　鈴の得た感想は、確かなものだった。

　まず、下側になっている艦尾側の横よこ町ちようと縦たて町ちように、補ほ強きよう術じゆつ式しきの流りゆう体たいが注ちゆう入にゆうされたからだ。

　そして、艦内制御担当の自じ動どう人形が、各町を支えるフレームの可か動どう範はん囲いを徐じよ々じよに最大域へと調整していく。

　その上で、艦尾側に掛かる圧を計測していた自動人形が、〝武蔵〟に言葉を送った。

『艦尾側貯ちよ水すい区く画かくより排はい水すいと吸きゆう気きを行い、荷か重じゆうを抜きます！　──以上!!』

　その言葉に許きよ可かが出たと同時に、武蔵全艦が雲を帯びた。艦尾からの排水がマクデブルクの戦場が起こす気き流りゆうと冷えた大たい気きに当たり、一いつ瞬しゆんで流れ雲となったのだ。

　まるで雲の上に立つ八本の柱のようになった武蔵はしかし、鈴の笑えみが、

「止まっ、た……!!」

　息を吸い、

「有り、が、と……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．……!!　──以上」

　艦かん橋きよう内の全員が応じ、〝武蔵〟が手を振った。

「全艦個別制御しつつ情報交こう換かんを続ぞつ行こう。──マクデブルクより武蔵副ふく会長グループ及び、総そう長ちようグループの集合と収しゆう容よう次し第だい、当とう空くう域いきより緊きん急きゆう離り脱だつします！　──以上」
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　空に突き立つ八本の大おお柱ばしらと、それを支えるように広がった大おお雲ぐもを見る視し線せんがあった。地上に降りたパレ・カルディナルと、その肩かた上うえにいるアンヌの目だ。

『うわお……、見える？　リュイヌ。空を抜いて、神かみ々がみの住まう神しん殿でんが降りてきたわ』

『ルネサンスによく描かれたギリシャ神しん話わの絵ですね。構こう図ずと構こう成せい物ぶつが近きん似じでありますが、偶ぐう然ぜんと判はん断だん出来ます。御お嬢じよう様さま』

『またリュイヌはそう現実的なことを言う』

『申もうし訳わけ御ご座ざいません。まだ、戦せん場じようですので』

　そうね、とアンヌは頷うなずいた。頭上には輸ゆ送そう艦かんが三隻せき浮かび、その内、欧おう州しゆう勢ぜいの艦はゆっくりと北回りで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズのいる西側へと行こうとしている。

　だが、極きよく東とう勢ぜいの艦は、まだ動いていない。

『武蔵むさし総そう長ちようが、まだ来ていないのね』

『同どう行こうしていた仲間が市し壁へき側がわにて先に合流したそうです。武蔵総長は現在、六護式仏蘭西とM. H. R. R.神聖ローマ帝国 が交こう戦せんする中を抜けて来るものかと判断出来ます』

『第一特とく務むが忍にん者じやだっけ。だったら、そういうのも得意そうね』

　言った時だ。頭上にてわずかに高度を上げた輸送艦三隻、その中央艦の甲かん板ぱん縁べりから、見知った顔が見えた。武蔵の副ふく会長だ。

　彼女が一いち礼れいして手を振るのを仰あおぎ見れば、武蔵から護ご衛えいとなる外がい交こう艦が二艦、降りてくる。非ひ武ぶ装そうが基き礎その武蔵なので、装そう飾しよく入いりの装そう甲こうを厚めにしたものだ。

　あれに護まもられながら、彼らは武蔵に帰き投とうするつもりなのだろう。

　……賑にぎやかだけど、お別れね。

　だが、今いま現在、まだマクデブルク全体は戦せん闘とう中だ。

　市壁の西側では成なり政まさ達の軽けい装そう部ぶ隊たいが交戦しているし、東では浸しん水すいする街の屋根を利用して、勝かつ家いえ達が戦闘していると聞く。

　だが、既すでに、この戦闘の終わりと、その行き場が見えてきた。

　ゲーリケ達は退たい避ひの後、浸水で済んだマクデブルクの復ふつ興こうに努めるのだろうし、

『武蔵はこれから清しん武たけ田だ。……行くべきところに、皆が行くのね。松まつ永なが達も、この騒ぎをシギサンの中で見ているのかしら』

『スレイマン様も、一いつ緒しよでしょうか？』

　どうかしら、とアンヌが一ひと息いきついた。

『ともあれ、これにてマクデブルクの掠りやく奪だつの歴史再さい現げんは終わり、M. H. R. R.は三十年戦争を敗北に向かうこととなり──』

　呟つぶやき、

『──私達は、また、時代を一つ、進めたんだわ』

　言葉を終えた瞬しゆん間かん。パレ・カルディナルは膝ひざを着いた。
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　アンヌは、寒さむ気けを感じた。

　以前にあったものと似た寒気だ。このところ、抑えていたように感じたが、

・竜　犬：『御お嬢じよう様さま!!』

・ＡＮＡ：『大だい丈じよう夫ぶよ。まだ、消えてないわ。寒いってことは、私が温かいってことだもの』

　片膝をついた姿し勢せいが、街を見下ろせる向きで良かったとアンヌは思う。

・ＡＮＡ：『兄にいさん達がくるのを、待ってるみたいね』

・竜　犬：『上にいる武蔵むさしの砲ほう撃げき巫み女こに連れん絡らくを取ります！　ジャミングを抜いて、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズへの通つう神しんをすぐに繫つなげるようにと！』

・ＡＮＡ：『不ふ要ようよリュイヌ。──そんなことしたら、兄さん達が失敗したことになるわ』

・竜　犬：『失敗とは──』

　ええ、とアンヌは言った。

・ＡＮＡ：『間に合わないもの』

　解わかるわ。

・ＡＮＡ：『だから見せて。今、私が進ませた時代を行く人達が、どうしているのか』

・竜　犬：『──御嬢様。一つ、進しん言げんがあります』

・ＡＮＡ：『何？』

・竜　犬：『Ｔｅｓテスタメント．、──御嬢様が亡なくなる直前より、この身体からだの主しゆ導どう権けんは私へと戻ります』

・ＡＮＡ：『ああ、そういえばそうね。主導権設せつ定ていにおいて、私の上じよう位い設定は私の危き機き的てき状況じゃないと外れないんだっけ』

　だから、とリュイヌが言った。

・竜　犬：『その時、私がどのような行動をとっても、私を咎とがめるだけにして下さい』

　兄達のところへと行こうというのだろう。そのことが理解出来たので、

・ＡＮＡ：『有あり難がとう』

・竜　犬：『侍じ女じよの我わが儘ままに礼を言うことはありませんよ。御嬢様』

　違うわ、とアンヌは言った。

・ＡＮＡ：『史し実じつでは、リュイヌ夫人は、アンヌ・ドートリッシュの永えい遠えんの友人なのよ？』

・竜　犬：『──永遠とは、また、完かん璧ぺきな表現ですね』

・ＡＮＡ：『ええ、貴女あなたに相応ふさわしいわ』

　言って、腰を落としたまま、アンヌは息をついた。目を伏せると、聴ちよう覚かく素そ子しに周囲の音が届いてくる。周囲は戦せん場じようの音で、幾いくつもの叫びが聞こえているが、上の輸ゆ送そう艦かんからは、仲間を待つ者達の呟つぶやきや、その硬い気分をほぐそうとする言葉なども聞こえてくる。

　ああ、とアンヌは思った。リュイヌ以外、今、自分のことを誰だれも見ていない、と。だけど、

　……初めてかもね。

　こんな静かな時間は、今まで無かったわ、と。

　そして、小さく呟いた。

『神かみ様さま』

　戦場の中、空に浮かぶ柱の下で、アンヌは目を伏せ、

『私は、ちゃんと出来たのかしら？』
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　緩い揺れのようなものに、ミトツダイラは乗っていた。

　波だ。

　呼吸と鼓こ動どうを外から包くるんで、身を柔らかく曲げてくるような淡あわい揺らしだった。全部沈しずんで委ゆだねてしまおうかと思う波に、しかしミトツダイラは、

「ん……」

　微睡まどろみの中で、彼女は古い記き憶おくを呼び起こす。

　昔のこと。

　まだ、武蔵むさしに行く前のことだ。

　ある日、自分は〝旅〟に出たのだった。

　母から昔むかし話ばなしに聞いた御お菓か子しの家に行こうとして、しかし母も父も顔を見合わせて無む理りを唱となえるので、一人で森へと〝旅〟に出たのだ。

　今いま思えば、その森は、母の森とはほど遠い場所だった。母が人狼女王レーネ・デ・ガルウの身分を隠かくすため、己おのれの森から離れた土地に父と住み移ったからだろう。

　母の森に比べれば、小さく、浅い森だ。しかし、子供が迷うには充分な深さの森は、初めの一時間ほどは楽しく、だけど、

　……動物達も、皆、私から逃げていくんですのよね。

　読んでいた絵本では、森の動物達は親切で、道に迷っても助けてくれる筈はずだった。

　そして日が傾く頃には、自分はただ大きな木の根ね本もとに座り込んで泣くだけになっていた。

　誰だれも助けに来ないことは解わかっていた。

　何な故ぜならば、屋や敷しきの近くに住む誰も彼かれも、同い年の人々も、遊ぼうとしても距離をとっていたからだ。

　人狼ルウガルウの家か系けい。母が人狼女王だと言うことは知られていなかっただろうと、そう思うが、

　……食しよく人じんの家系というだけで、恐れられるには充分ですわ。

　森に入っていったのは、人は助けてくれなくても、動物達なら助けてくれる筈だと、そんな期待もあったのだ。

　そんなことは無かった。

〝旅〟に出ることすら、止められると嫌いやだったから誰だれにも言わなかった。

　御お菓か子しの家が、〝無い〟と、そう言われるのが嫌だったのだ。

　そして何もかも、近寄りも、助けもしてくれなかった。

　だから泣き疲れ、もういいや、と木の下で地面に丸まって寝てしまい、次に気付いた時には、波の上に乗っていた。

　母の背だった。

　目覚めた時の驚きもだが、木々の間から見えた星々や月の光や、夜の静けさと冷たさをよく憶おぼえている。

　そして過去に、自分はこう言ったのだ。

「マンマ、凄すごい……」

　母が、この光景に連れてきてくれたような、そんな錯さつ覚かくを得たのか。それとも、迷った自分を容易たやすく見つけてくれた母に言った感謝だったのか、今ではよく解わからない。

　ただ、母は、こちらを背負い直してこう言ったのだ。

「御菓子の家は、大人おとなになってからですわよ？　子供の内だと、虫むし歯ばになりますもの」

「大人になったら、ならない？」

「Ｔｅｓテスタメント．、なりませんわ」

　でも、と幼い自分は確かに問うた。

「人を食べないと、大人になれないんでしょ？　──皆が、そう言ってるの」

「食べたくないんですの？」

　頷うなずくと、母は笑ってこう言った。大だい丈じよう夫ぶですわよ、と。

「──人狼が大人になるのはね？　人を食らった時ではありませんわ」

「いつ？」

「Ｔｅｓ．、……この人は食べたくないと、そう思った時ですわ」

　そんな時が来て、そんな人がいるのだろうかと、首を傾かしげたものだった。

　ただ、あの日の静かな闇やみと月と星は憶おぼえていて、全てが記き憶おくの底に残っていて、

「────」

　ミトツダイラは目を開けた。

　静かな夜ではなかった。

　空には雲があり、砲ほう火かと鉄の激げき突とつと、怒ど号ごうと叫びが混じり合い、

「……!?」

　しかし冷たい夜や気きと、母の背があった。
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　こちらの身を覆おおう母の髪かみと背の間。背負われている己おのれに、至し近きんで母が振り向いた。

　その向こう、今いま自分達たちがいる、森に面した丘の上からは、戦せん場じようとなっている平へい地ちと都市が見えていた。丘の下では、幾いく体たいもの武ぶ神しんと無む数すうの機き動どう殻かくの群が場所を取り合うように交差し続け、川に面した都市では、門も壁も砕くだかれ、水が広く浸ひたり、幾いくつもの場所が火ひ花ばなと火災の朱あけを上げている。しかし、

「……武蔵むさしが、来てますわよ？」

　確かく認にんをとるような口く調ちようと共に、母が足を止めた。母は、こちらの膝ひざ裏うらと尻しりを支えていた腕を解き、だから己が地面に立つことになる。

　足あし裏うらから来る地面の確かさと、身体からだの前面から離れた母の体温に、ミトツダイラは改めて自分の身体を自覚し、

　……ええ。

　寝ね起おきの、少し熱を持った身体は、しかし力を入れれば応える状態になっている。恐らく、寝ている間にメアリが治ち療りようを施ほどこしてくれたのだろう。身体の各部から薬やく草そうの匂においがしているのがその証しよう拠こだ。そして、

「あら？　……私、何な故ぜにいつもの服に着替えて……」

　母を見れば、頰ほおに手を当てた笑えみをこちらに向けている。

　だからミトツダイラは、

「ま、まさか……！」

「ふふ、皆さんと一いつ緒しよに着替えパーティ致しましたのよ？」

　見れば、母もIZUMOで見た時と同どう様ようの六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ制服をベースとした戦せん闘とう用ドレスに身を包んでいる。そして母は、

「でも、殿との方がたは席を外して頂きましたから安心なさいな。ネイトったら、着替えさせる時にくすぐったがって身を丸めたりして、──昔と全く変わってませんのね」

「ちょ、ちょっと御お母かあ様！　物理的個こ人じん情報の漏ろう洩えいですわよ!?」

「何言ってるんですの？　──共きよう有ゆうしたからもう個人情報じゃありませんわよ？」

「さ、最悪！　最悪ですわこの我が道みち理り論ろん!!」

　まあまあ、と母が言う。そして彼女は、短い息を吸い、

「──さて、随ずい分ぶんと状況が変わりましたわね」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、先さき程ほど夜や鳥ちようを経て送られてきた手紙の内容を思い出していた。内容証明つきの手紙文ぶんにあったのは、

　……アンヌが、武蔵むさし側がわと交こう渉しようし、幾いくつかの指し示じを出していたんですのね。

　その最たるものは、

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、武蔵との停てい戦せんを経て、……ルイ・エクシヴ、毛もう利り・輝てる元もとの両名をもって、武蔵との友ゆう好こう的な関係を望むこととなっていましたが──」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、背後の戦せん闘とうを手で示す。

「この状況は、その証明となるものでしょうね」

「……となると、単なる決定事じ項こうではありませんのね？　実行力りよくを証明した、疑ぎ似じ同どう盟めいとも言えるもの。それも、六護式仏蘭西ではなく、総そう長ちようと生徒会長の両名に対する友好、……と？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と言いつつ、人狼女王は内ない心しんで笑えみを得る。武蔵という難しい状況の中で生活してきたせいか、随ずい分ぶんと、言葉というものに敏びん感かんになりましたわね、と。だが、

「アンヌの指示ですもの。──武蔵には、うちの総長と生徒会長二人ふたりに対し、意い地じでも友好的なものとなって頂きますわ」

　それは、一つの意味を派は生せいさせると、人狼女王は悟さとっている。

　……アンヌは、私達のことを気き遣づかったのかもしれませんわね。

　身み勝がつ手てな錯さつ覚かくだろうかと、そう思いつつ、人狼女王は己おのれの娘むすめにこう告げた。

「アンヌが預けた六護式仏蘭西の未来に対し、協力しなさい、ネイト。──武蔵と六護式仏蘭西の王達との友好、それが彼女の望んだものなのですから」

　但ただし、

「貴女あなたの性能証明プルーフが為なされていませんわね」

「それは──」

　Ｔｅｓ．、と人狼女王は頷うなずいた。

「武蔵と六護式仏蘭西は対たい等とう。そうであるならば、──武蔵は、私と同どう等とうの戦せん力りよくを持たねばなりません。……勿もち論ろん、副ふく長ちようの私と第五特とく務むの貴女とは、求められるものが違いますが」

　しかし、

「王の傍そばに仕える者として貴女は自分がどうであることを望みますの？」

　問いかけた先、娘は一つの反応を見せた。

　動かなかったのだ。

　ただ彼女は、身じろぎも、逃げも、下がりもせず、ただまっすぐに、

「────」

　こちらを見つめて相あい対たいした。

　……ええ。

　良かったですわ、と人狼女王は思った。

　己の存在に対し、逃げない娘で良かった、と。

　だから人狼女王は足を浅く広げ、相手の目を見た。

「一分あげますわ。全力で来なさい、ネイト。そしてもし、そこに何も見るものがない。私の劣れつ化かコピーでしかないなら……」

「地面に叩たたきつけまくって、抵てい抗こうの意い思しも何も奪うばって、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに連れ帰る？」

「Ｔｅｓテスタメント．、私よりも役に立たないものが、これからの六護式仏蘭西と武蔵むさしの益えきになるとは思えませんもの。だって私がいれば充分ですものね？　だからその時は──」

　視し線せんを強くする。まっすぐに、もはや、見るのではなく、見み据すえた上で、

「ええ、──誰だれからも必要とされない場所から、お家うちに連れ帰ってあげますわ」
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　母の言葉を受けて、ミトツダイラは、まず、息を吸った。

　……敵ですわね。

　肉親ではあるが、敵だ。何な故ぜならば、

　……私の全てを、剝はく奪だつしようとしているのですから。

　母に対して負けて失うものは、身み分ぶんや、居い場所だけではない。意い思しや誇りも、〝敵かなわないものがある〟という事実の前に全てぼろぼろにされるだろう。抵抗が激しければ、それを押さえ込む力も強くなるのだ。だから、

「場合によっては、死も有り得る、と？」

「そこまでの意い地じを、貴女あなたが張るならば、私も応じるしかありませんわね」

　抵抗の意思を残すことすら赦ゆるさない。ならば、

「完全に服ふく従じゆうしろと、……そういうことですのね」

「ふふ、未み熟じゆくなくせに一いつ丁ちよう前まえのつもりの子供に親が望むのは、そういうことですのよ。

　だからネイト、もしも自分がそうではないと言うならば、今まで何を得てきたのか、見せてみなさいな」

　課題は一つだ。

「私と同等なのだと、証明しなさい」

　言われた言葉に、ミトツダイラは頷うなずいた。

　距離五メートルをもって、母と向き合う。

　今、大地には戦せん場じようがあり、空には八はつ艦かんの柱がある。

　そんな何もかもを舞台の飾りとして、ミトツダイラは改めて夜や気きを吸った。

　冷たい空気だ。

　もはやそれだけが、過去と同じだ。母の背すら無い。しかし、

「見せますわ。未熟なりに、……私が得たものを」

　言葉と同時に、双そう方ほうが瞬しゆん発ぱつした。
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　そして、二人の狼おおかみの戦せん闘とうが、見る者のいない丘の上で始まった。

　林に面してはいるものの、基本は荒れ地の、硬い土の地面だ。上下もなく、障しよう害がい物ぶつも無い。

　ただ、位置の取り合いの巧こう拙せつと、速度と力が勝負を決める場所だった。

　勝負の行方ゆくえは、開始と同時にその傾きを強くした。

　最初の動きは、両者がお互いに向けて身を弾はじくものだった。

　高速に跳ぶ。

　初しよ速そくで上回ったのはミトツダイラだった。

　彼女は身を弾くような一いつ瞬しゆんのショートダッシュを二度放はなって接近した。浅く己おのれを左に振ってから、跳ねるように相手の左手側へと行くフェイント付きの動きだ。

　母は右みぎ利ききだ。だから左手側から行く。自分も右利きだが、仕掛け手としての有利はある。だから左肘ひじを前に肘突つきとしながら、その上を滑らせるように右爪つめの手しゆ刀とうを走らせていく。

　両者がぶつかる動きなので、カウンター効果で威い力りよくが上がる。初しよ手てとしては文もん句くがない。

　だが、インパクトの瞬しゆん間かん。母が消えた。

　否いな、いる。しかし、二メートル先だ。

　……背はい後ご方向に身を弾きましたの!?

　後方への跳ちよう躍やくを入れられた。わずか二メートルほどだが、こちらの攻こう撃げきの拍ひよう子しは外され、相手を捉とらえる視し線せんがずらされた。知ち覚かく外がいに飛び出されたようなものだ。

「泉いずみで私が飛び込んだのを、憶おぼえてませんの？」

　憶えている。上から飛び込んだのに、水みず飛沫しぶき一つたたず、浸つかっていた。

　あれは体重移い動どうと、全身の振りによるものだと、今なら解わかる。その動どう作さを初しよ歩ほ的ながら出来るようになった今ならば、だ。

　だが、今、ミトツダイラは、母と自分の圧あつ倒とう的な違いを視線の先で確かく認にんした。

　胸が違う。というか、あの揺れは、

「お、お母かあ様！　ブラくらいしませんの!?　犯はん罪ざいですわよ!?」

「だって、肩こるんですもの」

　直後。母が一いち撃げきを放ってきた。

　こちらとの間にある二メートルの距離を詰める、身を伸ばした右腕の一撃だ。

　く、とミトツダイラは己の両腕を弾いた。回かい避ひのために下へと、だ。

　身を沈める。が、対する母が、伸ばした身体からだを前のめりに倒し、低くした。

　爪が、しゃがみ込むこちらの顔を追ってきた。

　……よくこんなことをアドリブで！

　息を吐き、ミトツダイラは膝ひざから地面に這はった。

　直後のタイミングで、頭上を爪つめの風が薙ないでいく。

　母は身体からだを伸ばして右の腕を振った姿し勢せい。しかしこちらも腰を引くように身を這はわせた姿勢だ。攻こう撃げきは出来ない。

　だからミトツダイラは、足首を前に弾はじいた。

　爪つま先さきだけで地面を前に蹴けり、背後へと短い跳ちよう躍やくを入れる。

　バランスを取るために腰を後ろへと強く突き出し、全身を引っぱれば、

　……回かい避ひ！

　下がった。

　瞬しゆん間かん的に、一メートルの距離を後ろに稼かせいだ。身の安全は確かく保ほされ、

　……攻撃を！

　思った眼がん前ぜんで、銀の色が回っていた。

　見えたのは、母の髪かみと背の色だった。

　開けた距離を一いつ瞬しゆんで詰められ、先に動かれていたのだ。
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　母の攻撃は止まっていなかった。

　……速い……！

　下がり跳んだこちらに対し、母は、こちらに突き込んだ右腕に引かれるようにして、背の方向からスピンした。更さらには、既すでに左の爪が、バックハンドの貫ぬき手てで宙を突っ走っており、

「……！」

　母が、旋せん回かい中の足あし下もとをこちらに弾いた。長身の身体が、左から振り返るように跳んでくる。それも高速の空中スピン付きで、だ。

　そして、母が放つ左バックハンドの貫手が、一いつ直線に突っ込まれてきた。

　対し、こちらの脚あしは、後ろへのショートダッシュで伸び切っている。腰を引き、前に折った身は低いまま、両の腕も下に弾いた状態だ。

　四し肢しの全てが伸びているため、身を弾く準備としてのしなりを得ることが出来ない。

　……しまった……！

　経験が浅いとは、このことだ。連続して身を弾くことを前ぜん提ていと出来ていない。だが、

「────」

　ミトツダイラの判はん断だんは一瞬だった。

　下に伸びていた左ひだり腕で、前に伸びた左腿ももの裏をクラッチする。そして、

「んっ」

　前に折った身を、全力で後ろへと振り上げ弾いた。

　後ろに振った首に引かれて背せ筋すじが反ると同時。左手が、下から抱えた左脚を後ろに引いた。

　身が左から持ち上げられ、右に回った。

　得られるのは、宙にて、右に身を転がす動きだ。

　それはコンパクトな側そく転てんとなり、地面に俯うつぶせになる姿し勢せいを作らせる。が、確かに身体からだの位置は、一つ分ぶん右にずれた。そして、

「あら」

　母の爪つめが、先ほどまで身体のあった位置を真まっ直すぐに貫つらぬいた。

　肉どころか、骨まで持って行かれそうな一いち撃げきだ。

　風が吹き、高速スピンから着ちやく地ちした母が、俯せで四し肢しをついたこちらの左に向き合う。

　至し近きんだった。

　母は左手をこちらの頭上に突き込んだ姿勢、自分は曲げて着いた肘ひじを弾はじき、起きあがろうとする姿勢だ。

　……行けますわ……！

　姿勢としてはこちらが不利だが、立ち上がりながら左肘で母の左脇わきを穿うがつことが出来る。

　母の迎げい撃げきは無い。何な故ぜならば、母の左腕は、貫ぬき手てとなってこちらの頭上に伸び切っているからだ。だから、

　……行けます！

　母が身を引こうとする動きを見せる。

　だが遅い。ミトツダイラは顔を上げるように身を弾き起こし、左肘を振り上げようとして、

「……え？」

　立てなかった。

　頭の上。髪かみに、後こう頭とう部ぶ辺りを摑つかむように乗っているものがある。

　母の左の掌てのひらだ。

　こちらの頭上に突き込まれていた貫手。その五ご指しが開き、こちらの後頭部を摑んだのだ。
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　ミトツダイラは、身を起こす動きの中で悟さとった。

　母が先ほど一いつ瞬しゆん見せた、身を引く動き。あれは、退たい避ひではなく、

　……貫手で突き込んだ手を、私の頭に位置合あわせするための動き……!?

　そしてミトツダイラは気付く。立ち上がろうとする己おのれの後頭部を上から摑む母の腕。その腕には、一切の力が入っていないことに、だ。

　人狼ルウガルウの加速において、大事なことは、無む駄だな力を入れず、しかし、

　……身を瞬しゆん時じにしならせ、力を溜ためること。

　今、上げていく己の頭に押され、伸び切っていた母の腕は曲がりつつある。

　しなっていくのだ。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、娘むすめの頭を撫なでるように左手でホールドしていた。

　五ご指しを広げた手は、伸び切った腕の先にある。本来ならば、しなりを得ることが出来ないため、攻こう撃げきの初しよ速そくを得られぬ構えだ。が、

「……ネイト、頭上、不ふ注意ですわよ」

　娘が起きあがる動きで、こちらの左腕が押し上げられていた。

　腕がしなり、初速を得る溜ためを得ている。

　それも、娘の起きあがる動きを利用して、だ。

　だから、人狼女王は眉まゆ尻じりを下げた笑えみを作った。

「残念ですわね。ネイト」

　直後に、左肘ひじを弾はじいた。全力で下へ。真まっ直すぐに下ろす動きは、

「幼い時、貴女あなた、──俯うつぶせに丸まって、小さな獣けもののように泣くクセがありましたわね。森の中、迷ってたのを見つけた時も、そうでしたわ。つまり貴女、嫌いやなことがあると……」

　そして、一気に、

「外の世界を見ないようにして、安あん堵どするんですのね」

　薄うす暗ぐらい地面へと、人狼女王は、娘の顔を真ま正しよう面めんから叩たたきつけていった。
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　ミトツダイラは、地面に叩きつけられる一いつ瞬しゆんにおいて、内ない心しんで観かん念ねんを悟さとった。

　敵の実力が高すぎる。貫ぬき手てからこちらの頭を押さえに掛かり、しかも、

　……こっちの頭を上げる動きを利用して力を溜めるなんて……！

　アドリブでされた、という事が一番のショックだ。完全に上を行かれている。

　更さらには、そういった機き転てんだけではなく、機き動どう性せいでも敵かなっていない。

　自分は、人狼の加速というものを、基本的には移動と攻こう撃げきに用いている。

　しかし母は、それを、瞬しゆん間かん的な判はん断だんで移動にも攻撃にも防ぼう御ぎよにも用いることが出来るのだ。しかも単たん純じゆんな加速ではなく、複ふく合ごう動作や逆ぎやく転てん動作としても、使ってくる。

　経験と、鍛たん錬れんの差だ。

　まだ、単純な短たん距離加速と攻撃動どう作きしか出来ない子供が、親にじゃれついて、本ほん気きで返される。それが母にとっての構こう図ずだろう。

　母の言う通り、泣く時や、寂しい時のように、このまま地面に打ち伏されるだけだ。

　そしてミトツダイラは気付いた。地面に伏して丸まった姿し勢せいは、

　……母に負ぶさっている時の形なのですわね。

　ならば、とミトツダイラは思った。

　かつて、目覚めた記き憶おくは、母の背にあるものだった。だけど今、ミトツダイラは、こう思う。私は、親の元を離れてあの武蔵むさしに行った後、どうだったのだろうかと。

　これまでの自分は、かつて森の中で道に迷ったように、

　……私は今まで、顔を上げたことが、無かったんですの？

　己おのれに問うた瞬しゆん間かん。答えは即そく断だんで返ってきた。

「──っ！」

　否いな、と、そう思い、ミトツダイラは動いた。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、左手の方で生まれた動きを悟さとった。

　娘むすめの頭を叩たたきつけようとした左手。その右みぎ下方から、五ご指しの爪つめが跳ね上がって来たのだ。

　先ほど、娘がこちらの左脇わきを打とうとしていた左腕の先せん端たんだ。その手が弾はじかれ加速し、

　……手首を!?

　取られた。摑つかまれたと、そう思った直後。人狼女王は己の左手に引かれるように、

「!?」

　宙を一いつ回転していた。

　わずかな驚きを飲みながら、人狼女王は回る体を加速するために地面を蹴けって跳んだ。

　そして、こちらの回転によって叩きつけから逃のがれた娘は、

「……っ」

　叩きつけられる身体からだを地面寸すん前ぜんで堪こらえ、その反動で全身を左に弾いていた。

　こちらは着ちやく地ちし、向こうは起き上がる。そしてこちらは息を整え、向こうは深く息を吸い、

「────」

　改めて、人狼女王は、己の娘と、視し線せんを強くして向き合った。
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　……そうでしたわ。

　ミトツダイラは息を身に入れ、身体から焦あせりを消した。そしてこう思う。

　……御母かあ様から得たものだけが、もう、全てではありませんのよ……？

　今の技がそうだ。英国イギリスにて、直なお政まさから習った崩くずしからの投げ技だ。

「そう、……ですわね」

　ミトツダイラは思う。自分には、多分、あるのだ。

　上う手まくは言えないけれど、武蔵に来てから、いろいろなことがあったのだ。

　大体はろくでもないことで、自分は結けつ構こう被害者の側だという自覚もあるのだが、それでも一つ、確かなことがある。

「私、──諦あきらめませんから」

「悪い考えですわね。敵かなわない相手に対しては、死しかない時だってありますのよ？」

「ですけど、お母かあ様。──もしこの先、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと武蔵むさしの友ゆう好こうが破れ、我が王達がお母様の敵に回ったら、どうするんですの？」

　そうですわね、と、母が、片かた頰ほおに手を当てて言った。

「改めて、食らいに掛かるというので、いいのではなくて？」

　だったら決まりだ。今、自分には、かつて無かったものが確かにあるのだ。

　護まもるものがある。

　だからミトツダイラは一度身体からだを上下に揺らし、四し肢しから力を抜いた。すぐにでも全てを弾はじいて跳ばすつもりで、

「我が王と、王おう妃ひを護るのが騎き士しの務め」

「それは、こちらも同じことですのよ？」

　ミトツダイラは頷うなずいた。その上で、前に一歩を出た。

　顔を上げていく。昔とは違う自分を意識して、

「────」

　身を弾き、改めて彼女は戦いに行った。
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「ミトツダイラが、母親と交こう戦せんしてる？」

　輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上で眉まゆをひそめた正まさ純ずみに、浅あさ間まは疑問の言葉を投げかけられる。

　ナルゼと共に成なり政まさと戦せん闘とう中のナイトから、前もって用意されていた通つう神しん文ぶんが届いてきたのだ。トーリ達の進行ルートも記されたそれによれば、

「〝ミトっつあん剝むいたりいろいろしてたらママンが母ぼ性せい本ほん能のうに火ーついたみたいでオッパイ大きくなる呪のろいは無いのかとか聞かれたんだけど結けつ論ろんから言って先にアデーレだと思うからママンはミトっつあんを〟試し〝てからリリースするかどうか決めるっぽいよ？〟だそうで」

「……最近、そういうのの意味が通じるようになってきたのって、政治家かとして駄だ目めな方に向かいつつあると思うか？」

　……あっれ、私、凄すごく意い味み通じるんですけど……！

　浅間はそう思うが、とりあえずは笑えみで無む視しすることにした。

　その上で、浅間は過去を思い出しながら、正純に言葉を作った。

「三度目の勝負と、……そういうことになるんですよね」

「……二度目は、この前のIZUMOだよな？　だとしたら一度目は……」

　はい、と浅間が頷うなずいた時だった。近くにいた喜き美みが、んー、と何かを捜すように、甲板縁べりから西の方を見た。彼女は、マクデブルクの外、戦せん場じようとなっている平へい地ちと、その向こうの丘を見み据すえながら、ゆっくりと口を開いた。

「まあ、何というものかしらね。八年前かしら？　私と愚ぐ弟ていは祖そ母ぼの家に行っていて知らなかったんだけど、備び前ぜんIZUMOで同じことがあったらしいのよ」

「何な故ぜ、と、聞いて良いか？」

　そうですね、と浅間は喜美の方を見た。すると喜美も頷き、

「私も、ちょっと聞いてみたいわ。今いま更さらだけどね」

　何しろ、

「人狼女王レーネ・デ・ガルウを倒してミトツダイラがここにやってこられるなら、ミトツダイラも八年前の過去を払ふつ拭しよく出来てるってことだものね。だから、あの時、何があったのか教えてくれる？」

　そうですね、と、浅間は息を吐いた。そして、

「ミトは、──一度、武蔵むさしを降りようとしたんです」
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「ミトツダイラ様が……、ですか？」

　戦場の音が聞こえる場所。しかしその裏うら側がわとも言えるM. H. R. R.神聖ローマ帝国 マクデブルク包ほう囲い戦せん士し団だんの補ほ給きゆう所じよ裏うらを、点てん蔵ぞうはメアリとトーリを連れて移動していた。

　話の内容が内容なので、トーリに聞かせぬよう、こちらは忍にん術じゆつで、メアリは精せい霊れい術じゆつで言葉を交わし合う。トーリに対しては気まずいと点てん蔵ぞうは思うが、

　……トーリ殿どのは……。

　補ほ給きゆう所じよと併へい設せつされた戦せん士し団だんの幕ばく舎しやの中へ、女じよ装そうの馬ば鹿かはするりと入ってするりと出てくる。そのたびに、

「見ろよテンゾー！　洋ようモノ！　ゲルマン系けい十八禁きん！　本からゲームから全部お宝だぜ!?」

「……M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の戦士団。幕舎戻もどってきたらエロ系物ぶつ資しだけ消えて御ご座ざってビックリするで御座ろうなあ……」

「？　洋モノって何です？　点蔵様さま？」

　いやいやいや、と首を横に振り、点蔵はメアリに語ご彙いを教える振りで話題を変える。

「ええと、話し戻すと、──まあ、ミトツダイラ殿も、難しい立場で御座ってな」

「水み戸との松まつ平だいらの襲しゆう名めいのこと、ですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点蔵は幕舎の間に警けい備びなど無いことを確かく認にんした。メアリの精霊術で、遠えん距離からの知ち覚かくは出来なくしているが、やはり油ゆ断だんはならない。そして、点蔵は前に行き、

「それもあるし、……親おや元もと離れた影えい響きようで御座ろうかな。小しよう等とう部ぶが始まってすぐのミトツダイラ殿は、武蔵むさしに来られない母はは君ぎみのことをよく自じ慢まんされ、そして、自分の襲名家か系けいのことも、またその自慢を重ねて御座ったもので」

「……不安だったから、と言うのは、今のミトツダイラ様に対しては間違いですね」

　そしてメアリが、不ふ可か視し用ようの精霊を手て配はいしながら問うてきた。

「それが変わったのは、いつなのです？」

「小等部が始まって半年ほどで御座ったかな。──解わかってしまったので御座るよ。水戸松平、極きよく東とう二位の継けい承しよう権けんを持つという地ち位いで御座るが……」

　一ひと息いきをもって、点蔵は言った。

「──ホライゾン殿が、いたので御座る」
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「そっか、……ホライゾンがいなくなったのは十年前だから、小等部の初めの二年間くらいは一いつ緒しよなのか」

　正まさ純ずみの言葉に浅あさ間まは頷うなずいた。新しい通神文メールや実況通神チヤツトの言葉が来ていないかと、ジャミングとノイズを仕し分わけつつ、

「ホライゾンは、ええと、元もと信のぶ公こうの──、ええ、正式な子供ですけど隠かくし子？　というか、ええ、そんな感じでしたが、武蔵の人達は大体そのことを知ってましたからね。だからミトもそのことを知って、しかし、ホライゾンにこう言ったんです」

　言っていいのかなあ、と、喜き美みを窺うかがってしまう自分が情なさけ無い。

　そして喜き美みを見れば、彼女はこちらに向かって、胸の間に五ご指しを突き込むジェスチャーをしているだけだ。結けつ論ろんだけ言えば狂きよう人じんに構っていると損そんなので、浅あさ間まは言うことにした。

「──貴女あなたは、不ふ認にん知ちの子だから、この極きよく東とうの後こう継けい者しやとして私より下ですわね、って」

「────」

　言葉を失った顔をする正まさ純ずみに、浅間は内ない心しんで焦あせりを得る。え、ええと、と前置きし、

「む、昔のことですからね!?　それからミトも人格かなり矯きよう正せいされてますし、皆もそのこと理解しているというか、過去のキッツいとこだけ今は話してるというか、え、ええと、胸の間に手ー突っ込んでみます!?　中からハナミが引っこ抜けたら術じゆつ式しき契約一回無む料りようで！」

「いやまあ、別に、……子供は残ざん酷こくなとこあるよなあ、って。私もまあ、昔は、心ないこと平へい気きで言ったもんだしなあ……」

「たとえば？」

「うん。……カツラ装そう備びの校長に〝校長先生はどうしていつも頭に隙間エアインテークがあるの〟とか」

・約全員：──審しん議ぎ中ちゆう

「あっ、こら！　何でまた私だけ!!」

　まあまあ、と浅間は言う。そして、一ひと息いきをついた。

　……昔のことは、それぞれにとっても難しいことですよねー……。

　と、そんなことを改めて考える。だが、これを話せるのも、

　……話したことを告げても、気にしないでいいと、そう言われるのが解わかってるからこその関係になってるからですし。

　また余よ計けいなことを、くらいは笑って言われるかもしれないが、そういう仲だ。

　だから浅間は当時を思い出して言う。今のホライゾンは、このことを憶おぼえていないけど、

「皆が、ミトの言葉に青ざめたんですよね。でも、ホライゾンは、ミトにこう言ったんです。何だかもう、安心したような顔で──」

　耳の中に残っている。今でも思い出せる一ひと言ことを、浅間は告げた。

「──〝私は、いなくなっても大だい丈じよう夫ぶなのですね〟って」
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　……そうでしたわ。

　ミトツダイラは、母と交こう戦せんしながら思う。手を振り払い、身を回し、細かく刻むように全身を飛び込ませながら、こう思う。

　……私などよりも、もっと不安を抱えていた姫がいたんですのよ。

　自分はどうだ。

　人狼ルウガルウ家か系けいであることから忌き避ひされ、いることが迷めい惑わくのように扱われたこともある。だから、自分の居い場所を確かにしようと、他から阻そ害がいされぬようにと、子供ながらに見み栄えを張った。

　しかし、己おのれの居い場所にすら、居い難がたい姫が居た。

　自分は何をしているのだと、返す言葉も何も言えなくなって、教室を飛び出した。

　数日、屋や敷しきから出ず、布ふ団とんの中で仮け病びようを使って丸まっていた。

　とんでもないことをしてしまったと。

　私よりも怖い思いをしている人に対して、何も解わかっていないことを言ったと。

　だが、すぐに外に連れ出されることになった。馬ば鹿かが、そう、その当時は姫にくっついてる馬鹿程てい度どにしか思ってなかった馬鹿が、姫と射しや撃げき女おんなを伴ってこう来たのだ。

　……〝川原かわらで焼き肉しようぜー。うちの母かあちゃん主しゆ催さいで。いやだって言ったら、ほら、始し業ぎよう式しきでぶち込んだのと同じのを浅あさ間まがやるってさー〟って。

　破は邪じやの矢やに狙ねらわれるのは、騎き士しとしてあってはならないことだ。

　だから川原に行くことになって、皆が居て、ホライゾンと馬鹿が横に座って、

　……酷ひどいことになりましたわよね。

　息を短く吸って、母を追い、追い続け、ミトツダイラは思う。

　自分は、恐らく、そこから一度、始まったのだと。
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「まあ、賑にぎやかで御ご座ざってな。それでまあ、ミトツダイラ殿どのが、もう、ホライゾン殿に何か言いたそうにしておる訳わけで御座る」

　と、左右確かく認にんしながらのこちらの言葉に、メアリが小さく笑った。しかし彼女は、

「あ、すいません。でも、……そうですね、私も妹が私に対してそういうの、よく見たことありますから。ええ、……別に謝らなくてもいいのに、真ま面じ目めなんですよね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だからまあ、トーリ殿が気を利かせて──」

　点蔵は、前に行こうと手て振ぶりをしつつ、その手を返し、一つの動きを見せる。

　箸はしで摘つまんで、差し出す動きだ。

「仕込みを入れた罰ばつゲームで、ホライゾン殿に、ミトツダイラ殿への餌え付づけゲームをさせたので御座るよ」

「まあ」

　とメアリが振り向いた先。馬鹿はどこからか調ちよう達たつしたザックに収しゆう穫かく物ぶつを詰め込みながら、こっちを追ってきている。

　……充実した逃とう亡ぼう生活で御座るな。

　だが、この御ご仁じんの御お陰かげでいろいろ変わったので御座るなあ、と点蔵は思う。

「あの時、ミトツダイラ殿は、ホライゾン殿とこう約束したので御座る。──実際は私が二位で、騎士なのだから、私には貴女あなたを護まもる役目があるのです、と」

　後ろめたさの払ふつ拭しよくに、責任を感じたので御座ろうか、と点蔵は思う。

　そして、その後にもいろいろあって、馬ば鹿かが作文の授業で将来の夢を述べた。

　……トーリ殿どのの夢に、ミトツダイラ殿は頷うなずいて御ご座ざっただろうか。

　よく憶おぼえては居ない。それも仕方のないことだ。何な故ぜならば、

「しかし、ミトツダイラ殿は、……ホライゾン殿が亡くなられて、武蔵むさしを降りようとしたので御座るよ」
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「え……？」

　メアリの疑問詞しに、点てん蔵ぞうは頷いた。

「ミトツダイラ殿は、ホライゾン殿が亡くなられたあの祭を期待し、喜んで御座ってな？　話によると、元もと信のぶ公こうがホライゾン殿を実じつ子しとして認めると、そう発表することを六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側から聞いており、──式しき場じようの方でそれを待って御座った。

　これでようやく、貴女あなたは本当の一番なのですと、恐らくそう言いたかったので御座ろう」

　だが、

「ホライゾン殿は、式場には終ついぞ来なかったので御座る。そして、トーリ殿も」

　こちらが言葉を止めると、メアリがわずかに俯うつむいた。

　主人の意志が伝わっているのか、左右の王賜剣エクスカリバーもうなだれる。そのことをすまないと思いつつ、しかし点蔵はつぶやいた。

「ミトツダイラ殿は、元信公が後こう継けい者しやを指し名めいせずに居なくなれば、自分が極きよく東とうの後継となることを悟さとり、おそらく、こう思われた。──ホライゾン殿の居い場所を護まもる筈はずの自分が、それを奪うばってしまった、と」

「え？　でも、そんなのは、錯さつ覚かくで……」

「何をどう思うかは、人それぞれで御座ってな」

「……Ｊｕｄジヤツジ．」

　心当たりが自分の中にもあるのか、メアリは静かに頷いた。

　そして点蔵は、あの頃のことを鮮せん明めいに思い出す。

　……結局、ミトツダイラ殿は決めたので御座ろうな。

　幼いなりに、自分の責任を取ろうとして、

「ミトツダイラ殿は、六護式仏蘭西の南部にある備び前ぜんIZUMOにて、武蔵を降りようとしたので御座る。無む論ろん──」

「無論？」

「Ｊｕｄ．、その時、降り口で待ち構えていた人狼女王レーネ・デ・ガルウによって、IZUMOで見たのと同どう様ようのことをされたので御座る」

　遠く、甲かん板ばんから見ていて、子供ながらに恐きよう怖ふを感じた。だが、結果として、

「ミトツダイラ殿どのは、降りることは能あたわず、──となったので御ご座ざるが」

　……そうで御座るなあ。

　それからが、いろいろ、長かった。

「一、二年、ミトツダイラ殿は意気消しよう沈ちんされておられたが、中ちゆう等とう部ぶに入るあたりから段だん々だんと荒れて御座ってな？」

　母にぼろぼろにされた自分のプライドを、どうにか取り戻し、保つためか。否いな、

「──極きよく東とうの継けい承しよう権けんを消して貰もらおうと。自分はそんな出来のいい者ではないと、そんな思いで御座ろうな。ゆえに粗そ暴ぼうになり、更さらには、人狼ルウガルウ家か系けいの血が強く出てきて、力を発はつ揮き出来るようになってきていたので御座るよ」

　今いま思えば、武蔵むさしを降りようとしていたのは、

　……〝異い族ぞく〟になっていく己おのれを皆に見せたくなかったのかも知れぬで御座るな。

「でもまあ、荒れたミトツダイラ殿は、それでも自分らには距離を取って、乱らん暴ぼうはしなかったので御座るよ？　ただ、高こう圧あつ的な先せん輩ぱい連れん中ちゆうには〝騎き士しとして〟叩たたき潰つぶしたりと」

「随ずい分ぶん、女の子達に人にん気きの出そうな立ち位置ですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──未いまだに当時のファンは多いように御座る。でもまあ、中等部一年の半なかば頃、先輩諸しよ氏しの呼び出しが御座ってな」

　その一件は、よく知らない。まだミトツダイラと言葉を交わすことが出来た浅あさ間まがそれを聞きつけて心配したため、ミトツダイラは呼び出し場所を教えたのだが、

　……それが噓うそで御座ってなあ……。

　皆、本気装そう備びでその場所で待っていても何もなくて、どうしたものかと捜していたら、

「まあ……、何だか全くよく解わからないので御座るが、校こう舎しや裏うらの方でミトツダイラ殿を見つけた時には、空そら見上げて泣きじゃくっているミトツダイラ殿と、その膝ひざの上で、血ダルマで倒れている全ぜん裸らが御座ってな？」

「……事件の匂においがする雰ふん囲い気きですね」

　頷うなずくしかない。だが、浅間が治ち療りようの術じゆつ式しきを揃そろえてくるまで、ミトツダイラは全裸の傍そばを離れずにいて、以来、昔の姿し勢せいを取り戻したのだ。

　そのあたりのことを、皆は詳しく聞かない。ただ、解っていることがある。

「きっと、その時、ミトツダイラ殿は本当の騎士になったので御座るよ」
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　……そうでしたわね。

　ミトツダイラは、加速しながら、母の課題を思う。

　自分が何を得てきたのか。それを証明しろと。

　何だろう。何がある。何を得た。

　今までに、いろいろなものを手に入れたという自覚はある。が、全てが繫つながったのは、中ちゆう等とう部ぶに入ってすぐの、先せん輩ぱい達からの呼び出しだ。校こう舎しや裏うらという解わかりやすい位置で先輩達が夕刻に待っていると、ある人が伝えてくれたのだ。

　時間通りに行ったら、ある人が全ぜん裸らで血ダルマになって倒れていた。そして遠くから、泣きながら去っていく先輩達の〝う、訴えてやるから！　最低！　最低だわ!!〟という後ろ姿すがたを見て、大体何なにが起きたのかを理解出来た。

　……全く、それまで、私のことなど放置していたような人でしたのに。

　ただ、余よ計けいなことをと思いつつ抱き起こしてみれば、彼は言うのだった。

「御ご免めんな」

　何がですの？

「昔に王様になるって言って、でもそれからいろいろあってよ。昔に、巨きよ乳にゆうの姉ねえちゃんに〝現実みとけよ〟みたいな説せつ教きよう食くらったりもしてさ。中等部になって、何かまた、皆、大人おとなっぽくなっちまってさ。オッパイ大きくなったりして、オマエとアデーレ違うけど、あ、待て、拳こぶし上あげんな。落ち着け。ステイステイ──拳らめえええ。ってか落ち着け。聞けよ。ええと、だけどな？　だけど──」

　……だけど？

「俺おれ、いつか王様になるから──諦あきらめねえから、それだけは」

　は？

「だから、ええと、そうなんだよ！　……それで、王様になってさ。それで、それでまあ、──ホライゾンがいることが出来たような、そんな国を作るから。だから」

　だか、ら……？

「俺がホライゾンのいられた国を作るから。オメエは俺の国の騎き士しになれよ」

　馬ば鹿かな、と、そう思った。

　憶おぼえている。よく憶えている。自分はあの時、こう、嚙かみ付くように問いかけたのだ。

「貴方あなたは、──私の心の中にある負い目を、全部持もっていくつもりですの!?」

「馬ぁ鹿」

　彼は笑った。

「俺は何も出来ねえような人間なんだから、負い目預あずけられたって構わねえよ。

　だからオメエは、負い目があるなら俺に預けりゃいいんだ。何か暗くなったり、気き落おちしたり、昔むかし思い出して辛つらくなったら、ああ、馬鹿に任せてたんだっけ、って、それでいいんだ。

　そしてオメエは、俺が作る国の……、そうだな、今はとりあえず、この武蔵むさしの騎士をやっとけよ。そんで、出来たら俺が呼んでやっから」

　馬鹿だ、とそう思った。出来っこない、と。だけど、馬鹿はこちらの膝ひざの上に頭を乗せて、笑顔を見せた。

「──その時、俺おれが王に相応ふさわしければ、オメエは俺の国の騎き士しになってくれよ。その方がホライゾンも喜ぶと思うんだ、俺は」

　馬ば鹿かげた話だとは思ったが、気付けば泣いていた。

　自分だって、将来の夢を、昔に語ったのだ。〝きしになってひとをまもりたい〟と。

　護まもりたいと、そう思ったスタートラインは、ホライゾンだったのに。彼女を始まりにして、騎士について学んで、姫や多くの人を護ろうと、幼い自分はそう己おのれに役目したのに。

　だけど、スタートを失ってしまった。

　あの頃から随ずい分ぶんとずれてしまって、仕方ないと思うことで全てを忘れたことにしようとしていたが、しかし、何も忘れていなくて、ずれを戻しに来る馬鹿がここにいてくれた。

「だったら──」

　将来、またここから、違う道に行くかも知れないけれど。

　しかし、夢は捨てないで持ち続けようと、そう思った。だから、

「だったら、貴方あなたがホライゾンのいられた国を作ると決め、私がそこについていくことが出来ると解わかったならば……」

　約束した。

「私が道をつけます、我が王。──貴方が貴方の喪そう失しつを、望めるように、諦あきらめぬように」

　そうだった。

　あれからいろいろあって、武蔵むさしの騎士として活動を始め、高こう等とう部ぶに入った。彼はあれ以来、ずっと何も言わなくて、総そう長ちよう兼けん生徒会長になったものの、そのままなのかと思えば、

　……御ご免めんなさい。そんなことは、無かったんですわね……。

　王は、何も諦めていなかった。

　ホライゾンが生きていたと解っても、変わらない。

　きっと、彼も欠けているのだ。ホライゾンがいなくなった時、欠けたのだろう。

　大事なものを、自分は、失ってしまうのだと。そんな欠けた思いを得てしまった。

　だから、ホライゾンが生きていても、なおそれゆえに、欠け痕あとを埋めようとする。もう二度と、大事なものを喪失しないようにと。

　だから世界を自分のものにしようとする。

「────」

　ミトツダイラは思った。かつてと同じ思いを心に刻んだ。

　……いつか。

　いつかきっと、我が王が、私や、他の皆が預けた喪失の負い目ではなく、己の欠け痕を確かに埋めることが出来ますように。

　そのために道をつけようとするならば、

「……私は！」

　前に出る。斯かかる困こん難なんがあろうとも、王を止めぬために前に出る。ゆえに、

「諦あきらめませんのよ……！」





●






　ミトツダイラは突っ込んだ。

　走る。一歩一歩を弾はじき、高速に行く。

　対する人狼女王レーネ・デ・ガルウも身を弾き、連続で攻こう撃げきを放ってくる。

　ミトツダイラは恐れず、至し近きんを基き礎そとした攻撃と回かい避ひの応おう酬しゆうを選んだ。

　人狼女王も、同様だった。

　風を裂さき、地面を砕くだいて両者はぶつかり合う。

　人狼女王の動作は、瞬しゆん間かん的なもので、貫ぬき手ても爪つめも、相手を確実に追い詰めるものだ。

　狼おおかみの動きだった。

　対し、ミトツダイラは、動きを変えていた。

　基本は母と同じ狼の動どう作さだ。初しよ速そくを上げて移動と破は壊かいの力を上げる。そういう動作だ。しかし、そこで行われる事が、変わり、そして変化し続けていた。

「……！」

　狼から、別のものへと、変わっていく。







[image: 第八十章『狼が望む場所の在る者』]
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　ミトツダイラの選択肢しは、一つしかなかった。

　身体からだを弾はじいて飛ばす動きを、今まで以上に短いものとする。それだけだ。

　腕や脚あしなどを弾いて飛ばす動きを、腕全ぜん体たいではなく、肩から肘ひじ、肘から肩など、パーツごとに区分するのだ。

　細かく動く。

　これは、己おのれよりも大おお柄がらでリーチが大きく、最大速そく度どのある人狼女王レーネ・デ・ガルウの動きに対し、そうせざるを得ないものだった。同じように動いていては、追いつかれ、力負まけするのだから。

　だから、ミトツダイラは己の動きを刻んでいく。

　初めは荒い動きだが、繰り返すごとに変化を加え、しかし不ふ意いに、

「────」

　動きが、整っていく。

　繰り返される動作の中から手て探さぐりで正解を見つけ、コツを摑つかんでいくのだ。そして、

　……摑んだコツは手放さないように……！

　母などに比べ、戦いが得意と、そういえるほどの才は無いと、ミトツダイラは己を思う。

　人狼ルウガルウと人の間に生まれた身だ。身体は獣けものの利点を持っているようで、しかし人に縛しばられる。狼の初しよ速そくを持っていても、人の部分が不ふ都つ合ごうとなる。

　動けば、それが完全に獣の動きとなるわけでもなく、人の動きとなるわけでもない。

　不ぶ器き用ような身だ。

　だから、獣の動きを、人で刻む。

　獣の初速で、人の動きをする。

　腕を振って走り、肘を曲げてガードし、そのままモーションレスの貫ぬき手てを突っ込む。

　脚も高速のショートジャンプだけではなく、走り、ターンを行い、攻こう撃げきの踏み込みとする。

　獣の動きではない。騎き士しとして、戦せん士しとしての戦せん闘とう術じゆつの足あし捌さばきや体たい術じゆつだ。

　それらを全て、全身を通して戦せん場じようへと刻んでいく。

　己を彫ほるようだと、ミトツダイラはそう思う。

　そうやって作られる短く刻んだ動きは、繰り返しの回数を上げるのに適していて、失敗しても補ほ正せいが利く。

　幾いく度どとなく人狼女王の爪つめや貫手、蹴けりが掠かすり、打たれることもあり、今も右みぎ上腕の外を爪が削けずっていくが、

「っ……」

　攻撃が当たる瞬しゆん間かんに身を引き、それを軽けい減げんすることは、憶おぼえていた。ルドルフ二世せいとの戦闘の際、初めて己の動きを理解したのは、このダメージ軽減動どう作さだったのだから。

　そしてこちらが動けば動くほどに、人狼女王レーネ・デ・ガルウの動きも、重なっていく。

　まるで、獣けものが追いかけてくるような動きだ。

　曲きよく線せん的に回り込み、一いつ瞬しゆんでも隙すきを見せれば大きな爪つめが高速の嚙かみ付きを見せる。

　更さらには、そういった攻こう撃げきをフェイントとして、不ふ意いに視し界かい外がいの一発が飛んできたりもする。

　……無む茶ちや苦く茶ちやですわね……！

　思い、幾いく度ども冷ひや汗あせをかきながら、ミトツダイラは反射的に回かい避ひする。

　風を舞い振りながら、彼女は動いていた。

　次の動きを考え、更さらには相手の死し角かくへと身を飛ばす。

　瞬しゆん間かん的てきな判はん断だんで、己おのれの動きを切り替える。

　二ふた代よの連れん動どうによる累るい積せき加速とも違い、宗むね茂しげのような連続加速とも違う。瞬間的な加速と停てい滞たいを短く幾いく度ども行いながら、己を弾はじくごとに戦い方を変える。

　そしてミトツダイラは速度を刻んだ。

　ステップ一つで、違う位置に身を飛ばし、次の瞬間には別のことを行う。

　己を固定せず、摑つかませない。

　そうしなければ、抗あらがえない相手だ。

　己が、劣おとった者だということは充分に解わかっている。だから、

　……だから……。

　全力で、ありとあらゆるをもって、ミトツダイラは抗っていく。





●






「ミトツダイラ様が、御ご母ぼ堂どうと戦せん闘とうを？」

　武蔵むさし野のの艦かん首しゆ甲かん板ぱん上。ノイズ混じりの通つう神しんを受けた〝武蔵むさし〟から浅あさ間まの一いつ報ぽうを聞き、ホライゾンは首を傾かしげた。〝武蔵〟の横、酒さか井いが、垂すい直ちよくの甲板から眼がん下かの戦せん場じようを見渡し、

「どっかでやってんのかねえ……」

「酒井様さま、……酒井様は、ミトツダイラ様の母はは君ぎみが人狼女王だと気付いておられでしたか？──以上」

「おいおい怖こわい口く調ちようだね〝武蔵〟さん。──正直に言ったら怒る？」

「内容次し第だいで、不ふ適てき切せつであったかどうかの判はん断だんを。──以上」

　あー、と酒井は頷うなずき、口に煙管キセルをくわえた。

「言わない方がいいよね」

「妥だ協きようとしていい判断です。酒井様、──以上」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、と酒井は頷き、ホライゾンに視し線せんを向けた。

「どう思う？　ホライゾン。ネイトは人狼女王に勝てると思う？」

「結果は解りません。不ふ確かく定てい要よう素そが多すぎますので」

　うんうん、と同どう意いの頷うなずきを〝武蔵むさし〟が作り、酒さか井いの肩に手を乗せた。

「これが一般的な意見です。解わかりましたか酒井様。見てもいない不ふ確かく定ていな番組の黒くろ盤ばんセットを通神帯ネツト通つう販はんで〝面白そうだから〟と買うような真ま似ねはお控えを。──以上」

「最近の世せ間けん一般は厳きびしいよね」

　と言った酒井の眼がん前ぜん、しかしホライゾンはこう言った。

「ただ、……確定していることが一つあります」

　浅あさ間まの通神文メールによって伝えられた過去のこと。それは、

「ミトツダイラ様は、ホライゾンがかつて存在した時、ホライゾンに約束したそうです。──ホライゾンのことを護まもると。そして……」

「そして」

「ミトツダイラ様の夢は〝きしになってひとをまもること〟だそうですね。

　だから、どうなのでしょうか……」

　ホライゾンが、無む表情に、しかし眼がん下かの戦せん場じようを見下ろして言葉を作った。

「ホライゾンは、その約束を再びホライゾンの中に預かりました。だから、ミトツダイラ様もそれを己おのれの中に持っているならば……」

「ならば？　何だい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ミトツダイラ様は勝ちます。何な故ぜならば」

　何故ならば、

「騎き士しは、約束を違たがえません。全ての本に、そう書いてあります」
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　ミトツダイラは、母と交こう戦せんした。

　母の攻こう撃げきを潜くぐり、己の攻撃を放ち、そしてまた防ぼう御ぎよと回かい避ひを繰り返し続けた。

　動く。

　全ぜん身しん各部に初しよ速そくを入れ、攻撃のための動きを一つ一つ刻んで高速化かする。

　剣けん術じゆつのように流れるものではなく、加速術じゆつのように全体としての速度を上げるものでもない。

　憶おぼえているのは、授業で習った戦せん闘とう術じゆつのみ。

　それを、獣けものの初速で強化する。

　だが、一つだけ、授業とは変える部分がある。

　拳こぶしを握らず、貫ぬき手てとするのだ。

　拳を握るのは、高速の打だ撃げきが当たった時、反はん力りよくで手て指ゆびが壊こわれてしまうからだ。掌しよう底ていを用いるように言われるのも同じだ。訓くん練れんで手にグローブを着けるのも、相手への打撃軽けい減げんと同時に拳の保ほ護ごの意味がある。

　そこを貫手にする。

　人間ならば手て指ゆびが破は壊かいされる。下手へたに引っかければ爪つめが剝はがれもするだろう。

　獣けものは違ちがう。更さらには、

　……マニキュアまで付けてますものね。

　白の手て袋ぶくろの下には、王が選んでくれた色がある。自分の手持ち工こう房ぼうの製品ではないのは、自じ給きゆう自じ足そくではなくプレゼントと思いたいからだ。

　そんな祝しゆく福ふくを爪つま先さきに宿らせて、しかし表おもてには見せぬまま、ミトツダイラは加速の貫ぬき手てを放った。

　速度を細かく刻み入れ、己おのれを彫ほり続けるように弾はじいていく。

　そして、ミトツダイラは更さらに動きを加えていった。

　武蔵むさしに来て自分が得たものを母に示すため、ミトツダイラは、己の攻こう撃げきに幾いくつも手を加え、

「──!!」

　ただ、諦あきらめることなく、前に出た。
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、娘むすめの動きに懐なつかしいものを見ていた。

　それは、人の動きだった。

　幾いく度どと無く、過去に、こちらに向かってきた英えい雄ゆう候補達たちの動どう作さだ。そして誰だれも彼かれも、自分の獲え物ものとなった者達の動きだ。

　食らわれる者の動きだった。

　しかし、と人狼女王は思う。きっと彼らは、正解だったのだ、と。

　何な故ぜなら、それらの動きを基き礎そにして、こちらと相あい対たいしている者がいる。それは獣の血と身体からだを持ち、だが、その力では獣に勝てない小こ娘むすめだ。

　勝てぬと言う意味では彼らと同じだ。

　……しかし──。

　人と獣が混ざって、新しい相対の技と力が生まれていく。

　まるで、襲おそいかかるこちらの攻撃と体たい術じゆつに抱きしめられて育つように、

「──！」

　この子は、弱き者達の技を持ち、しかしどこまで到るのだろうか。

　解わからない。

　ただ、解ることは、この子の背を押しているものの存在だ。

　かつて、夫となる人は、殺さねばならず、死ぬ用意もしていた自分を、救ってくれた。

　そしてこの子の王は、殺されねばならず、死ぬ用意もしていた姫を救った。

　この子は、その王の騎き士しだ。同じ意い思しと視し線せんを持っている。

　変なところで親に似て、と、人狼女王は思った。

　この子の王を、安あん易いに殺さなくて良かった。

　八年前、逆さからい切れずに泣いて謝ったこの子を、きっとその後に歪ゆがんだこの子を、諦あきらめさせないようにした王だ。

　いい王だ。

　……あれはやはり、八年前ですわね。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは思い出す。

　自分はきっと、この子の王が王たるを悩んだ時、関わったことがあるのだと。
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　あれは八年前のこと。

　あの時、自分は酷ひどく疲ひ弊へいしていたと、人狼女王は戦いの流れの中でそう思う。

　己おのれの子を叩たたきのめした備び前ぜんIZUMOの帰り、気分が晴れなくて、実じつ家かである御お菓か子しの家に寄ったのだ。少し休養を取りたい、と。

　そして数日の後、夜に、子供が二人、訪ねてきた。

　IZUMOにいる曽ひい祖そ母ぼの見み舞まいの帰りで、道に迷ったのだという。

　娘むすめと同じ年とし頃ごろの、姉と弟だった。姉はこちらを警けい戒かいしていたが、弟はテンション高く、姉が先に寝た後もいろいろと昔むかし話ばなしをする羽は目めになった。

　彼は騎き士し道どうの話を聞きたがり、何な故ぜかといえば、

「将来、やることがあるから、王様になるんだ」

　ときたものだ。だが、彼は、少し元気を無くした顔で、こうも言った。「仲間になってくれそうなのいるんだけど、何か、皆、変わってきちまってさ。……駄だ目めなのかなあ」と。

　その時、諭さとしてしまった。

　失敗だったと思う。そんなことはないと、認めてあげるのが大人おとなだろうに。「そういう馬ば鹿かげたことは、大人になるに連れ、皆、やめていくものなのですよ」と、そう言ってしまった。

　まるで、夢を抱えている子供に、現実を見ろと、〝殺す〟ような物もの言いいだった。

　少年は何か言いたそうにしていて、しまった、と思った時には「まあ、俺おれは、一人でもやっからさ」と、そう言われてしまった。誤ご魔ま化かすように、先に寝た彼の姉には内ない緒しよの、深夜の御菓子パーティをやったものだが、

　……まさか、まあ……。

　少年は、私などの諭しに、殺されることはなかった。私を含め、多くの者達が〝殺し〟に掛かったろうに。しかし彼は王になって、

　……気付いて良かったですわ。

　一昨日おとといの夜。ベッドで寝ている少年に頰ほおを寄せた時、匂においで気付いた。錯さつ覚かくかと思ったが、彼から匂う別の匂いは、八年前に訪ねてきた姉の匂いと同一だったのだ。

　子ども達はろくに憶おぼえていないことだろうが、しかし、結果は一つだ。

　少年は王になって、娘むすめは騎き士しになった。

　解わかっている。うちの子は、私ではなく、王達との未来を望んだのだと。だから、

「見せてみなさいな」

　自分で選んだ未来の証あかしを、

「何が私に敵かなうのかを！」





●






　ミトツダイラは、右に跳んだ。母の左手側がわに身を弾はじく。

　だが、母は既すでに身をこちらに回していた。

　母の右貫ぬき手てが、こちらの首くび左側を貫つらぬくように飛んでくる。

　受ける。

　ガードではない。払うのでも無い。手や腕でガードしたところで突き破られるし、払ったところで弾き返されるだけだ。

　使うならば、肩だ。

　母の貫手に対し、体たい軸じくに近く筋きん肉にくが束たばになった肩の一いち撃げきならば、対たい等とうに行ける。

　獣けものは肩を使わない。人の防ぼう御ぎよだ。

　左の腰を前に持ち上げるようにしながら、ミトツダイラは、その勢いで左の肩を跳ね上げる。

　削そぐように激げき突とつした。衣服の肩が千ち切ぎられ布や給きゆう鎖さパーツが宙に舞い、そして、

「──っ!?」

　押し切られた。肩すらも弾き、うねった貫手がこちらの首に飛ひ翔しようを続行する。だから、

　……左腕！

　弾かれた肩から先、左ひだり下腕を、突き込まれてくる母の右腕に下から当てた。

　弾くのでは、負ける。だから、

　……巻き付けるように捻ひねる……！

　英国イギリスでウオルシンガムの千本薔薇十字Wars of the Rosesを弾き飛ばすために得た技だ。訓くん練れんの際、幾いく度どと無く直なお政まさによって畳たたみに叩たたきつけられたから、この動きは身体からだに染しみ込んでいる。

　ぎりぎりで貫手を外側へと[image: ]よじって吹っ飛ばした。

　首の後ろ、髪かみを貫くように冷たい風が来る。

　だがかわした。

　そして前に行く。狙ねらいは母の左手だ。今、母の身体は、右の貫手を外に弾かれた状態だ。右手を引き構えるために、仰のけ反ぞるようになっている。

　左の手首をとって、後ろへと捻り投げることが出来る体勢だ。

　投げるということも、獣には無い動どう作さだ。

　だからそれを行い、地面に叩たたきつけて一いち撃げきを狙ねらう。投げることが出来ずとも、手首をとれば関かん節せつ技わざも出来るし、折ることも出来る。

　技はあり、力はあるのだ。

　疲れはない。武蔵むさしの艦かん上じようをアデーレ達とランニングしたり、オリオトライを追い掛けて走り回っている意味は、耐たい久きゆう力りよくもだが、集中力の持じ続ぞくという意味で重みがある。

　行ける。

　だが、母の左手が、貫ぬき手ての形でアッパー気ぎ味みに発はつ射しやされた。

　こちらの右腹ばらを狙っている。

　致ち命めい傷しようを穿うがつか、ガードにしろ弾はじくにしろ、こちらを自分の正面に戻すための攻こう撃げきだ。

　しかし、その左手が欲しいと、ミトツダイラはそう思った。

　だからミトツダイラは動いた。

「掌しよう底てい……！」

　右足から踏み込み、足あし指ゆびから肩までを高速に刻んで加速した上で、五ご指しの先を曲げて構えた掌底を落とすようにぶち込む。狙いは母の貫手よりもやや上。手首の部分だ。

　更さらには、打だ撃げき力りよくを上げるため、捻ひねる動きを肩から先に送りつける。

　打撃した。

　空気が破は裂れつする音が響ひびき、地面に風の輪が当たり、母の手とこちらの一いち撃げきが相そう殺さいする。

　弾かれ合った。しかし、

「……っ」

　姿し勢せいを戻すにおいて、ミトツダイラは全身を初しよ速そくで弾いた。

　戻す肘ひじも、落とす腰も、前にぶち込むために掲かかげる膝ひざも、即そく座ざの初速によって、身が泳ぐような動きを刻んでキャンセルする。

　相手を追うように、風の中、弾かれた母の左手を取りに行く。

　行った。

　だが、その瞬しゆん間かんに、ミトツダイラは視し界かいから色が消えたのを悟さとった。

「──!?」
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　ミトツダイラは、眼がん前ぜんに闇やみを見た。

　目の前が暗い。それまで見えていた母の髪かみや姿すがた、衣い装しようの色が無い。

　あるのはただ、丘の上から見える夜空だけだ。

　母の姿が消えていた。

　……これは……！

　解わかる。何な故ぜならば、それは、こちらが出来ることだからだ。

　人狼ルウガルウの加速よりも、短い時間で行う超ちよう高速の短たん距きよ離り加速。

　狼おおかみと人の合ごう成せいである自分だから出来る、速度を刻んで生む加速だ。

　それを、獣けものである母が行ったのだ。
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　まさか、と思いながらも、ミトツダイラは、己おのれの視し界かいの左隅すみに銀の髪かみの靡なびきを見た。

　母がいる。

　彼女は、回かい避ひで泳ぐ身体からだを再さい加速でキャンセルし、こちらの右に回り込んでくる。

　その動きは、やはりこちらと同じ、刻む加速だった。

「……!!」

　無む茶ちや苦く茶ちやだと、ミトツダイラは母を感かん嘆たんする。

　何しろ、自分と母とでは、体格も重量も違うのだ。

　速度を細かく刻んで入れていくのは、軽い小こ柄がらな身だから出来ること。どう考えてもこちらの技であるのに、母は、それを訓くん練れんも繰り返しの学習も無しの見み様よう見み真ま似ねで行ってきた。

　……何という実力ですの……!?

　人狼だ。

　獣であり、人であるもの。自分よりも獣寄よりではあるが、人であるがゆえに可能な部分を、獣の膂りよ力りよくで力任まかせに行ってきたということだろう。

　ミトツダイラは今こそ相手の字あざ名なを思う。人狼女王レーネ・デ・ガルウという、その言葉を、だ。

　だが、位置がお互いに悪い。

　こちらが母の左の手の方に飛び込んだ状態で、母も同どう様ようの挙きよ動どうだ。

　お互いの利き手である右手が、外にある。

　ならばまず、するべきことは、身を捻ひねり、相手の方を振り向くこと。

　だからそうしようと、ミトツダイラは動いた。地に着いた右の足、その足首を初しよ速そくした。

　そして、次の瞬しゆん間かんにおいて、ミトツダイラは違い和わ感かんを得た。

　視界の隅に見える母が、こちらへ振り返っていないのだ。

　ただ見えたのは、彼女の髪から下へと零こぼれる銀の色だ。折り紙の展開にも似た銀の正しよう体たいは、

「〝銀ぎん十じゆう字じ〟!?」

　母の髪から零れ、その背を支えるように、全長三メートルの銀の十字架かが起き立りつした。
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　そうですわね、という母の言葉を、ミトツダイラは得た。

「人狼一いち族ぞくが、己の存そん在ざい以外に唯ゆい一いつ得たと言っていいもの。それが〝銀の武ぶ装そう〟。

　貴女あなたの銀ぎん鎖さも、貴女の得たものではなく、人狼が得たものですわ」

　ならば、

「……人の側に行くというならば、人から得たものを私に見せるのならば、──人として貴女あなたが得たもので人狼ルウガルウの全てと抗あらがってみなさい」

　意味は解わかる。先ほど見せつけられた、母が刻んだ初しよ速そくの意味も、だ。

　……その程てい度どは、人狼にも出来ると……！

　こちらが今まで得てきたものは、獣けものの身で凌りよう駕が出来る。そういうことだ。

　だからこちらも超えねばならない。

　しかし、咎とがめるように、銀の十字の各部に光が入った。中心の空くう洞どう部ぶに青白い光の板が旋せん回かいし、十字架かの両短たん軸じくが射しや出しゆつ先さきの長ちよう軸じく先せん端たんまで一気に下がり、コッキングした。

　直後に、振り向きの声が聞こえた。

「ネイト、答えを見せなさい」
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〝戦乙女の神鉄槌ワルキユーレ・マルトー〟が発はつ射しやされた。

　大おお石いし弓ゆみのように、十字を砲ほう芯しんとして、光こう杭ぐいが宙にぶち込まれる。

　轟ごう音おんを抜いて空間が殴おう打だされた。

　打だ撃げき力りよくを与えられた流りゆう体たいの放ほう出しゆつ。それによる、空くう間かん打撃だ。

　直ちよつ径けい十メートル。大地を潰つぶして変へん形けいさせる打撃の行き場を、人狼女王レーネ・デ・ガルウは確かに見ていた。

　娘むすめがいる。

　彼女に、今、光が直ちよく撃げきする。

　……どうなんですの？

　もう、何も無いのか。貴女は、人狼に抗えないのか。

　何しろ、銀ぎん鎖さや、この銀ぎん十字も、人狼のものだ。

　先せん代だい人狼女王であった貴女の祖そ母ぼが、友人と認めた者を救えず、その遺い物ぶつとして得た武ぶ装そう。

　祖母の友人は、死ぬべき存在であって、死ぬ用意もあった。

　そして死んだ。

　祖母達たちは救うことが出来なかった。だから森に隠かくれ住み、自分もそれに続いた。

　しかし自分は大事な人によって、人の世に出て、友と言える者も得た。

　……どうなのです？

　問いかけ、ああ、と人狼女王は思った。

　人狼一いち族ぞくが人と交わり得たものが、この武装の他にも確かに一つだけある。それは、

「────」

　人狼女王は、己おのれの娘を確かに見た。

　人と共に、人狼の一族が得たものを。その両の目で彼女は確かに見て、

「……どうなんですの!?」

　問うた瞬しゆん間かん。流りゆう体たいの爆ばく圧あつを上から断ち割るように、それが落ちてきた。

　白の極ごく厚あつの大たい剣けんだった。

　流体を帯びた刃やいばは片かた刃ば。娘むすめを護まもるように、まっすぐに落ちて大地に刺さったものは、

「──王賜剣一型ＥＸ．コールブランド!?」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは悟さとった。この子は、私には難しかったことが充分に出来ているのだと。

　……そう。

　こちらの流体爆圧を切り裂さく刃やいばを、その柄つかを、娘が握り構えるのが見えた。

　……ネイト。

　不ぶ器き用ようで、我わが儘ままで、足りない所ばかりの子だと思っていたけど、

　……友達が、出来たんですのね。
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　爆圧が割られて砕くだかれ散った。

　その中央を、騎き士し達を従えた人の王の剣が行く。それを貸し与えられた騎士が、一いつ直線に行き走る。

[image: ]

　人狼ルウガルウは全力で振り向こうとする。

　しかし、騎き士しの速度が勝った。爆ばく圧あつを前にした時、騎士は、前進を選んだのだ。打ち伏されるかも知れないが、抵てい抗こうを選択するのが己おのれの務めだと言うように。

　突っ走った。

　飛び込んできた刃やいばは、騎士の選択が正解だと示すものでしかない。前進していなければ柄つかを握って支えることが間に合わず、爆圧に刃は吹っ飛ばされていたのだから。

　王の剣は、騎士に相応ふさわしいものに力を貸す。

　その力を、騎士は獣けものにぶち込んだ。

「るぅ……」

　咆ほう吼こうする。

「……ぉ!!」

　狼おおかみの叫びを持つ騎士が、全力の一いち撃げきを叩たたき込む。

　獣の初しよ速そくを発はつ射しや台だいとした、人の動きだった。

　十字架かが空に弾はじかれ、獣が吹き飛ばされる。そして騎士は、叫びを終え、数歩を行き、

「……!!」

　地面に剣を突き立て、膝ひざをついた。







[image: 第八十一章『足らず場所の参戦者』]
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「……終わったみたいですね」

　抱えた王賜剣エクスカリバーの放つ光が弱くなるのを、メアリは見ていた。

　横、そろそろ幕ばく舎しやを抜けるがゆえ、警けい戒かいを厳きびしくしている点てん蔵ぞうが、

「……王賜剣一型ＥＸ．コールブランドが反応したのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウ殿どのの銀ぎん十字に対してで御ご座ざろうか。凄すごい勢いで飛んでいき申もうしたが、ぶっちゃけ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側に見つかってなければ奇き跡せきのような気も」

「あ、え、ええと、ご、御ご免めんなさい。……どうもこの子、ミトツダイラ様の気け配はいを憶おぼえているようで。ええと、その」

　言っていいものかどうか解わからないが、点蔵にはいいだろう。

　だからわずかな躊躇ためらいと照れを感じながら、メアリは言った。

「……私の友人、それも騎き士しの危き難なんを、放っておけなかったんだと思います」

　その言葉に、点蔵はわずかな間を置いた。ややあってから、ふむ、と頷うなずき、

「よう御座った」

「……Ｊｕｄジヤツジ．！」

　ともあれ迷めい惑わくは掛けた。急ぎここから離れることに二人で決定する。だが、点蔵が背後に素早く動き、

「めー！　そこまで大量は、めー！」

「ああ!?　じゃあどっか隠かくしておいて来年取とりに来ようぜ！　これとか間違いなくプレミア付くって！　ほら、この柱に〝ここにテンゾー、エロゲ埋める〟って書いてさ！」

「人の名前騙かたって保ほ身しんとは見事で御座るな！　というか大体これ、初しよ回かい限定版ばんでシリアルナンバー入りでは御座らぬか。受じゆ注ちゆう制せいだと思うので、ジェノバオークションなどに掛けたら足あし着くで御座るよ？」

「おお、すげえ洞どう察さつ力だ！　でもまあ、前にオマエのオヤジ、暫ざん定てい議会の隠おん密みつ任にん務むのついでにチョバってきたエロゲで摘てき発はつされてたもんな！」

　よく解らない会話だが、とりあえずついてきているのは確かなので有あり難がたい。

　そしてメアリは、点蔵と共に、幕舎の間を身を低くして歩き出す。

　しかし、と数歩で彼が言った。彼の分の王賜剣一型が飛んでいったため、少し手持ち無ぶ沙さ汰たを感じているのだろうか。ちらりと、剣の飛んでいった方を見て、

「犬みたいで御座るな。個人の持つ流りゆう体たい反応を捉とらえて御座るのか」

「王を選ぶ剣ですから、でも……」

　メアリは、古い歴史を思い出す。

「Ｊｕｄ．、……〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟は、英国イギリス側によって捕らえられました。その際の捕ほ縛ばく具ぐであった銀十字なども元々は英国製せい。だから……」

　どうなのでしょう。

「ひょっとすると、銀ぎん鎖さや銀ぎん十字と、王賜剣エクスカリバーは、友達になれるかも知れませんね」

「……伝でん説せつ武ぶ器きフレンドパークがうちや近所に出来るのはいいので御ご座ざるが、戦せん乱らんも呼び寄せそうなのが難なんで御座るなあ……」

「あら、大だい丈じよう夫ぶですよ。人狼女王レーネ・デ・ガルウの武器だって、守りの武器です」

　だって、

「〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟も、騎き士しだったんですよ？」

　人狼女王の家か系けいも、百年戦争の中において、そうだったのだろう。騎士として仲間達たちを率ひきい、そして、多くの騎士達と、友であった筈はずだ。

　……私達もそうなれるのでしょうか。

　なれるのか、なっていくのか、選択肢しは色々あるだろう。だが、どれも否定しないようにしようと、メアリはそう思った。王賜剣を抱き、もう一つの持ち手に届くように、

「──良かったですね」
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「あらあら、騎士様も情なさけないですわね。……立てませんの？」

　ミトツダイラは、頷うなずく気すら起きない母の言葉を、崩れた正せい座ざの姿し勢せいで聞いていた。

　しかし、好きで正座しているわけではない。母に一いち撃げきを入れて吹っ飛ばした後、一気に脱だつ力りよくが来て、膝ひざを着いて動けなくなっているのだ。

　立とうにも膝に力が入らない。だから、

「仕方ありませんわね」

　目の前に立った母が、こちらの両りよう脇わきに手を入れ、立たせてくれる。恥はずかしさで顔を赤くしつつ、何とか王賜剣を支えに前を見れば、

「御お母かあ様……」

　母の戦せん闘とう用ようドレスの胸。はだけられた胸むな元もとを、上下に割るように斬ざん撃げきの痕あとがある。母は、それを見て、

「あ、これですの？」

　母は舐なめた指ゆび先さきで胸の間を撫なでる。と、その下には、

「……無む傷きず？」

「当たりましたわよ、ちゃんと。今、痕あったでしょう？　銀十字で王賜剣の流りゆう体たい刃ばが相そう殺さいされ、打だ撃げきになっただけですわ。でもまあ」

　母は、眼がん前ぜんで両の頰ほおに手を当てる。肘ひじで胸を挟むようにして、くねくねしながら、

「両胸で挟んだ分、間違いなく剣けん速そく落ちましたものね。スタイルがいいと防ぼう御ぎよに優れますわ」

「……逆ぎやく属ぞく性せいとして、胸が薄いと回かい避ひ力りよくに優れるのは私の経験で実じつ証しよう済ずみですのよ……」

　まあまあ、と母が言う。地面に突き立っている銀ぎん十字を手に取り、軽く指で回して、

「──銀十字で防いだ分もありますが、踏み込みが甘いですわね。剣けん技ぎの補ほ習しゆうを何処どこかでやっておきなさいな」

　その言葉に、ミトツダイラは一つのことを悟さとる。

「御お母かあ様、あの……」

「私の二勝一敗？」

　問われ、戦いが終わったのだということを実感した。だが、ミトツダイラは、

「いえ、ノーカンですわ今回」

　首を横に振る。その理由は、

「御母様、……獣変調ベト・デ・モデユレシオンしてませんもの」
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　母にはまだ、余よ力りよくがある。それが事実だ。

　獣変調。

　獣に身を変えたり、その要素を身に得る変へん身しんは、人狼ルウガルウにとって満月の晩ばんの技だ。今はその夜ではないし、空は曇ってもいる。

　子供の時、母はよくその姿すがたを見せてくれた。人ひと型がた重じゆう視しの変身をして、耳など触さわらせて貰もらった記き憶おくがある。だけど、

　……私が出来ないということが解わかって、それをしなくなったんですのよね。

「もし、あれを用いて、獣の力を全ぜん開かいにしていたら……？」

「だとしたら、貴女あなたの母親としての相あい対たいでは、無かったでしょうね」

「────」

　言葉を失った。そして母は頷うなずき、

「それにあの姿は、ええ、──お父とうさん専せん用ようなんですのよ、今は」

「……え!?　ちょっ、……〝今〟って!?　まだ!?」

　もう、と母はくねくねした。

「あの人ったら、〝獣属性って言うんだよね！〟って、昔から小しよう動物類るいが好きな人でしたから隠かくれた素そ質しつバリバリで、ええ、……弟がいいかしら？　妹がいいかしら？」

「な、何なに言ってんですの!?　いきなり何を!?」

「言っておきますけどね」

　母が、満足に動けないこちらの両肩に手を置いた。そして真剣な顔で、

「結けつ構こう、異い種しゆ族ぞく間かんの生産には頑がん張ばりが必要ですのよ？　貴女が得られたのって、逆ぎやく算さんすると、御お菓か子しの家での努力じゃなくて、屋や敷しきに入ってからの努力ですもの。ええ、父と母がじっくり寝込んだ大人おとなの味、それが貴女です、ネイト」

「聞いてもどーしようもないこと聞かされまくる夜ですわ……」

　まあいいじゃありませんの、と母が手に符ふを出して、こちらの背や足に数枚貼はった。疲ひ労ろう抜ぬきの符だろう。急速に光の霧きりを発していき、代わりにこちらの身が軽くなっていく。

　そして母は、もう一度、こちらの両肩に手を置いた。

「いいですの？　ネイト、よく聞きなさい」

「……何ですの？」

「貴女あなたが、王についていくことを認めます。色々、面白いものを見せて頂きましたし」

「────」

　でも、と母はこちらに言った。

「あの王、早く食っちゃいなさい」
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「──え!?」

　言われた意味が一いつ瞬しゆん理解出来なかったが、母は深く頷うなずき、言葉を続けた。

「マンマはね？　あの子、結けつ構こう気に入ってしまいましたから、ええ、うちの子にしてもいいですわ。だからまあ、法ほう的てき手続きとか面めん倒どうですから、貴女、嫁よめにしなさい」

「な、何なに言ってんですの!?　大体、嫁じゃないですわよ!?」

「力はないしムードメーカーだし権けん力りよくあるけど足りないしすぐ脱ぐし女じよ装そうは似に合あうしで完全なヒロインじゃありませんの。大だい丈じよう夫ぶですの？　ネイト」

「に、認にん識しき論ろんに持ち込もうったってそうは行きませんわよ！　大体ホライゾンが──」

「側そく室しつルールが極きよく東とうにはありましたわねえ……」

「騎き士し！　騎士ですの私！　水み戸と松まつ平だいらの襲しゆう名めい者しやですのよ!?」

「二重襲名だろうと何だろうと有りじゃありませんの。親としては、娘むすめをとんでもない方向に引っ張った責任取とって頂きたいところですし、ネイト、貴女の方も、身を張って六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと極東の橋はし渡わたしをするというのは、騎士の行いではありませんの？」

「く……！」

　うちの母親は、譲ゆずる気は無い上に詭き弁べんが上う手まくて困る。

　しかしまあ、と母は笑えみになり、こちらの背を押す。

「ほら、早く動きなさいな。──疲れはとれてきたでしょう？」

「いえ、あの……」

　動けない理由を、ミトツダイラは言った。それは疲労でも負ふ傷しようでも気力でもなく。

「お腹なかが減って……」

　言って窺うかがい見ると、母親は、こちらを驚きの顔で見て、ややあってから、

「……ぷは……！」

「わ、笑うことないじゃありませんの!?　ルドルフ二世せいとの戦せん闘とうからこっち、何も食べてないんですのよ!?」

「仕方ありませんわね。……ほら、これ」

　と、母が差し出してきたものがある。ウエハースだ。御お菓か子しの家の壁になっていたものは、

「これ、……総そう長ちようか誰だれかが？」

「いえ、私が取ったものですわよ」

　ふうん、と頷うなずき、囓かじって、そしてミトツダイラは一つの事実を思い出す。

「お、御お母かあ様！　大人おとなじゃ取れないって……！」

「──女は、都つ合ごういい時に子供になったり大人になったり出来るものですわよ？」

　膝ひざを着きそうになった。そしてミトツダイラは、スカートのポケットを探る。

　……ありましたわ。

　恐らくそれは、マルゴットが入れて置いてくれたものだろう。

　一ひと息いき入れてポケットの中から取り出したそれを母に差し出せば、

「ネイト、これ、うちの煉れん瓦がの砂さ糖とう菓子ですわよね……」

　自分は首を下に振り、母は首を傾かしげた。

「貴女あなたの王が、取ったものですの？　非常食しよく、とか？」

「いえ、あの」

　言おうか言うまいか迷ったが、母がそれなら構わないだろう。だから、

「実は、試しでちょっと引っ張ったら丸まる々まる一個取とれてしまって……」

　母が、ややあってから爆ばく笑しよくして、ミトツダイラは歯を剝むく。

「じ、自分は棚たなに上げて！」

「やあん。だって私、──若いですもの」

「御母様？　言っておきますけどね!?　その年ねん齢れいで女じよ子し学生服の前開けてパッツンパッツン見せつけてるのなんて、どこのエロ動どう画がのモデルですの一体!?　犯はん罪ざいですわよ？」

「まあ、ネイトったら、お母さんが他の男に言い寄られるのが心配なんですの？　大だい丈じよう夫ぶ、お母さんはお父とうさん一ひと筋すじですのよ？」

　聞きゃしない。だから、改めて肩を落とした後で、ミトツダイラは息を身に入れ直す。

　そして、眼がん下かの戦せん場じようを王賜剣エクスカリバーで示し、

「ほら、行きますわよ!?　食べながら行きますからね！」

　丘の下は、戦いの場が盛さかっている。だからミトツダイラは、そちらへと、王賜剣を肩に担かつぎ、

「行きましょう、御母様。──皆が待ってますわ！」
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　マクデブルクの外における戦闘は、主にマクデブルク西の丘の下、そこに広がる荒れ地にて行われていた。

　マクデブルクに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ戦せん士し団だんを通さぬよう、包ほう囲い団だん後こう衛えいの一万人が防ぼう御ぎよ隊たいとして壁を作り、激げき突とつを望んだのだ。

　最初に生じた六護式仏蘭西の突とつ撃げきは、武ぶ神しん隊を先せん頭とうとするものだった。

　白の軽けい装そう甲こう武神が八機。丘を下った勢いで、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクとP. A. Odaによって構成された後こう衛えい部ぶ隊たいに突っ込んでいく。

　対するM. H. R. R.旧派カトリツクは、前ぜん線せんに軽けい装そうの機き動どう殻かく部隊を用意していた。

　全員、持つものは肩けん部ぶ装甲のハードポイントに固定するタイプの長なが槍やりや大おお盾だてだが、そのどれも対たい武神防御用ようだ。攻こう撃げきよりも受け止めることを重じゆう視しした盾や槍やりには、衝しよう撃げき吸収用のアブソーバと術じゆつ式しき符ふが仕込まれていた。

　更さらには、

「Shaja──！」

　両の腕や脚あしに術じゆつ帯たいを巻いたP. A. Odaの男や女が前に出る。

　彼らは武神達が接近してくるのにタイミングを合わせるようにして、姿し勢せいを低くした。

「よし……！」

　そして彼らの身体からだを護まもる術帯が発はつ動どうする。

　帯おびの全体が光を帯び、まず、両腕の布ぬの帯おびの甲こう側がわに、腕を模もした立体組ぐみの帯おび型がた紋もん章しようが生じた。

　それは光を外側に大きく投とう影えいし、実体化かする。

　出来るのは巨きよ大だいな光の両腕だ。

　腕は左右どちらも全長四メートルほど。そんな風ふうに出来上がった光の立体を、M. H. R. R.旧派の学生達が横よこ目めで見ながら呟つぶやいた。

「唯ゆい教きようの唯ゆい術じゆつ。──中ちゆう東とうの土ど着ちやく術じゆつと聖せい術じゆつを合ごう成せいして作り上げた、もはや異い教きようの術だな」

「天使顕現術式マラーイカだっけ？　風ふう精せいの腕だとモロ異い教きようで咎とがめられるから、うちへの派は遣けん戦士団では天てん使し型にしたそうだけど」

「まあ、天使呼よんだら、それはそれで旧派にとっては〝畏おそれ多い〟だけどな。……見たところ、旧派で言う力天使パワー級きゆうの腕わん部ぶ顕けん現げんか。武神相あい手てに負けたら旧派がうるさ……、否いな、K. P. A. Italiaが潰つぶれたから、文もん句く言うのはいないのか」

　成なる程ほど、と誰だれかが呟いた。そしてP. A. Odaの学生達を見て、

「だったら気き兼がねするだけ無む意味だな。──頼りにしてるぜ」

　応じるように、P. A. Odaの学生達が会え釈しやくを返す。

「信用するにも立場が色々、面めん倒どうだな」

　ああ、と、誰かが返した。

「しかし、戦争ってのも悪くない。敵があって、作戦があって、任にん務むがあって、戦い勝たねば負けて失うのだとするならば──」

　ああ、と、別の誰だれかが返した。

「それぞれのやり方を守りつつ、建たて前まえを置いたりして協きよう働どうすることが出来る。──平和じゃこうはいかん」

　皆は笑った。

　しかし彼らの正面、白の武ぶ神しん達たちが迫っている。距離は近い。激げき突とつもすぐそこだ。

　だから皆は身み構がまえた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の機き動どう殻かく部ぶ隊たいは、それぞれの機き構こうと術じゆつ式しきを展開し、

「P. A. Oda、お前らが出来ないことは、こちらでやろう」

　応じるように、P. A. Odaの学生達も、巨きよ大だいな鎧よろい付つきの腕を高く掲かかげ、こう言った。

「──ならばM. H. R. R.、私達も、貴方あなた達の出来ないことをやっていこう」

　そうだな、と誰かが笑った。

「俺おれの出来ること、すんなよ？　他に出来ること無いんだから」

　皆が、それぞれの笑いを得る。

　さて、と言って、腰を浮かせた防ぼう御ぎよ姿し勢せいを取る。

　そこに八機の武ぶ神しんが突とつ撃げきを掛けた。

　金属の激げき突とつ音おんと、叫びが響ひびき渡った。
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「……っ」

　武蔵むさし野の艦かん橋きようで、鈴すずは〝音おと鳴なりさん・改かい〟の上から耳を押さえた。

　戦せん場じようでぶつかり合う音。特に最初のぶつかりの音は、痛い音が多くて苦にが手てだ。だから、

「では、鈴様、戦場周しゆう辺へんから抽ちゆう出しゆつ出来る音に平へい均きん化かを掛かけます。──以上」

　ん、Ｊｕｄジヤツジ．、と鈴は頷うなずき、戦いの場から聞こえる音をやや小さめに平均化して貰もらう。

　元は祝詞のりと制せい御ぎよの術じゆつ式しきらしいが、これが入ると、

　……混こん雑ざつくらいに、なるよね。

　祭の町まち中なかに似ている、と考えるのは不ふ謹きん慎しんだろうか。更さらには、

「鈴様、戦場での会話は倫りん理り的に制せい限げんが必要なものが多いため、倫理制限の一いつ環かんとして試験的に情報処しよ理り関係の術式を掛け、戦場の会話に語ご尾び付き再さい生せいを行います。──以上」

　ん、と頷くと、戦場から聞こえてくる声はどれも気き軽がるな音量となり、更には追つい加か語尾処しよ理りで、

『もっと！　もっと増ぞう援えんをこっちに送ってくれみたいな感じ～！』

『くああっ、く、くそ！　いいところに貰もらっちまったみたいな感じ～！』

『第七小しよう隊たい！　指し揮き系けい統とう少し整えろみたいな感じ～！』

　言っている内容に変化はないが、気分的に随ずい分ぶんと楽になるものだ。

　向き合える。

　ん、と頷うなずき、鈴すずは手を動かし、戦せん場じようにおける人々の分ぶん布ぷ図ずを作っていく。

　大体は、皆で硬く固まったり、速く動いたり、大きな腕を振り回したりしている。

　そして対たい抗こうするようにいる大きな、人？　がいる。と、これは、

　……〝武蔵むさし野の〟さん達と、似てる人達。

　自じ動どう人形かな？　あ、武ぶ神しんだよ、ね。

　ともあれいろんな人達がいるものだ。

　それぞれの模も造ぞうを、鈴は手を宙に宛あてがい、軽く叩たたいたり伸ばして作っていく。今回みたいに一いつ杯ぱい人がいると、形を整えるのに少し時間が掛かってしまうが仕方ない。

　それが理解出来ているのだろう、横に立つ〝武蔵野〟が、

「分ぶん隊たいの表現などは、難しそうですね。もう少し、鈴様専せん用ようで、いい表現形けい態たいを模も索さくしてみようと思います。鈴様の方でもアイデアなどありましたら、御お願ねがい致します。──以上」

「ん、有あり難がと……」

　言いつつ、鈴はちょっと気になって、問うてみる。

「……迷めい惑わく？」

「──と、とんでもない！　これが迷惑だったら概がい要よう表現の出来ない自動人形など、迷惑どころか完全な存そん在ざい否定です！　──以上」

　悪いことを言ったらしい。自動人形の幾いく人にんかが俯うつむいてお互いの肩を叩たたき合っている。対する〝武蔵野〟も一つ頷うなずき、

「鈴様、私共どものような規き格かくに則のつとった者達とは違い、人間とは不ふ公こう平へいな存在であると、私共は判はん断だんしています。しかし、不公平というのは、公平ではないというだけであって、それは損な部分だけではない、得な方に不公平な部分もあるのだと判断していますし……」

　彼女は、戦場の模も造ぞうに手を触れ、こう言った。

「己おのれの損なところを、都つ合ごう良く〝概がい要よう〟でまとめて済ませてしまえるのが人間だと判断します。そして、得なところを都合良い〝概要〟で拡大して考え、楽に過ごすことが出来るのも、得なところを〝精せい密みつ〟にして己の武ぶ器きとしていくのも──」

　ええ、

「人間とは、不公平であるがゆえ、誰だれもが規格外がいです。鈴様、その外れ方を存ぞん分ぶんにお分け与え頂ければ、武蔵むさしの運うん航こうは上じよう質しつなものとなると判断出来ます。──以上」

「……ん」

　鈴は、頷いた。

「頑がん張ばる、ね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という言葉を聞きつつ、鈴は思った。自分の、いいトコだけ思えるように頑張ろう、と。少なくとも、ここにいたり、皆といる時は、そう思った方が良い。

　……ホライゾンが、全部、取り戻せるように……。

「ん」

　思い、鈴すずは己おのれの範はん囲いを広げる。

　戦せん場じようは作った。皆の輸ゆ送そう艦かんもある。川も街も丘も森も作り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん船せんもあり、

「……？」

　何だろう、と鈴は思った。

　戦場の動きの近く、下に、何かある気がする。更さらには、

「……南？」

　あやふやな、しかし〝概がい要よう〟と捉とらえていい何かを、鈴は感じた。

　そして、意識を引っ張るように、戦場が声で埋まった。それは、武ぶ神しんの突とつ撃げきを食らったM. H. R. R.神聖ローマ帝国 とP. A. Odaの陣じんが放つもので、しかし内容は悲ひ鳴めいなどではなく、

『迎げい撃げきするぞみたいな感じ──！』
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　衝しよう突とつの流れは、分ぶ厚あつい集まりに、八つの刃やいばが食い込むようなものだった。

　初期の段階において、勢いをもってぶつかっていった六護式仏蘭西の八機は、一気に敵てき集団の半なかばまで突とつ入にゆうする。が、その途と中ちゆうで武神の隊たい長ちよう機きが通つう神しんを飛ばした。

『総そう員いん、位置戻もどせ……！』

　隊長機と副ふく隊長機、他、四機が指し示じを理解して間に合った。身を起こした高速のバックステップで、断ち割った集団から身を剝はがして戻る。

　突撃用の長なが槍やりは、肩のハードポイントから外して捨てた。何な故ぜならば、

『奴やつら、こっちを引き込むつもりだ！』

　攻こう撃げきを受けた敵が、大きく吹っ飛ばされていない。誰だれも彼かれも、盾たてや槍やりをこちらに押しつけ、巨きよ大だいな腕で堪こらえているが、

『身を浮かせて、こっちが押した分だけ下がりやがった！　──こいつら単なる防ぼう御ぎよ陣じんじゃない！　こちらを受け流して包み込むための布ふ陣じんだ！』

　武神達が、全力の突撃姿し勢せいから、身み構がまえた直後だった。

「Shaja……！」

　P. A. Odaの学生達が、仲間が顕けん現げんした天てん使しの腕を踏み台にして飛ぶ。脚あしには風の移動術じゆつを纏まとい、そして、一気に数十人の姿すがたが、ガルーダを撒まき散らしながら、

「……！」

　顕現された天使の腕の打だ撃げきが、身動きの取れぬ武神に対し、その脚や胴どう、顔面などに連続でぶち込まれた。光の腕が砕くだけ、布が散り、しかし、

『構うな！　打ち払え……！』

　武ぶ神しん隊たいは、悠ゆう然ぜんと敵てき陣じんを削けずり割りに行った。二本の剣を下向きに回し振り、近づく敵の槍やりを弾はじき割り、盾たてを抉えぐり、飛ぶ者達を剣の壁で打ち返す。

　武神達たちの突とつ撃げきが進み、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 とP. A. Odaが受けて応じる。武神は力で、人々は量で対てい抗こうし、その力量は拮きつ抗こうしたかに見えた。だが、

『──続いて来たか！』

　武神隊の言葉に応こたえるように、彼らの背後へと追いつく影がある。

　丘から駆かけ下りてきていた三さん銃じゆう士し隊たいが、自じ動どう人形の数百体たいと共に方ほう陣じん体たい系けいを組んだのだ。
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ銃士隊は、一いつ直線に突き進んだ。密みつ度ど高く、しかし、足並みは乱れず、

「自動人形ベル・デ・マリオネツタの統とう制せいによる高速化かを見せろ！」

　先せん頭とうを行く三銃士の一人、女性型のアンリの言葉に、三つの方陣が一いつ斉せいに頷うなずいた。

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　声と共に、戦せん闘とう装そう備びの侍じ女じよ型自動人形皆は、足並を揃そろえた疾しつ走そうを開始した。

　狙ねらうは敵てき陣じん。それも、武神に密みつ集しゆうしたがため、外がい縁えん部ぶが背を見せる形となっている状態の陣じん形けいだ。

　対するM. H. R. R.とP. A. Odaの内、西側外縁部の者達が急ぎ振り返るが、間に合わない。

　武神に対して円形の密集を掛けていたため、一いち方向からの敵に対して振り返ろうとしても、隣りん接せつの者達とはそれぞれの振り返る角度が違い、戸と惑まどいが生じたからだ。

　そこに、銃士隊が突っ走る。

　だが、距離後あと百メートルという位置まで銃士隊が迫った時のことだった。

　不ふ意いに、もう一いち陣じんが現れた。
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「下！」

　南の空に首を傾かしげて雲のようなものを作っていた鈴すずは、小こ走ばしりに戦せん場じように戻った。

　下だ。戦場の下側。そこからもう一陣が来る。

　……知ってる！

　一度だけ、体験したことがある。あれは英国イギリス。こことは違う地面で、籠こもった感覚も違うから、発はつ想そうが繫つながって来なかった。だけど動き出して宙に出るものは、

「同、じ……！　加か賀がの、人の……！」

　敵は、下から来た。

　大地の底の方。百万獄の死者ミリオネンガイストが、地中から這はい上がってくるのだ。
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　それは、北や南、西や東ではない。空から降ふってくるものでもない。

「間に合ってよかった。予算少すくないけど、急ぎでいくよ」

　響ひびいた声と同時に、その陣じんが出現した。それも真ま下した。地面からだ。

「……!?」

　自じ動どう人形達たちが一いつ斉せいに制せい動どうを掛ける足あし下もとや眼がん前ぜんから、白の手がまず這はい出した。

　骨の腕だ。

　そして腕に引き揚あげられるように、硬こう貨か四枚を重ねて額ひたいに埋めた骨の頭が出て、身体からだが出て、持ち上げた膝ひざと腰が出て、最後に残りの足が出る。そうやって出現するのは、動白骨リビングボーンの戦せん士し団だん。その正しよう体たいは、

「〝加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイスト〟、とりあえず一万、──行ってみようか」

　声を作るのは、南の空。そこに艦かん首しゆ側から剝むき出るように出現していく艦かん群ぐんがある。

　どれも、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 とP. A. Odaの紋もん章しようを並べて描いた航こう空くう戦せん艦かんだ。幾いくつかの艦は交こう戦せんの跡を残したまま、しかしどれもまっすぐにこちらへと向かい、降こう下かをしてくる。

　先せん頭とうの艦。四角い舳へ先さきに立ち、肩に小さな妻を、手に金きん貨かを乗せている赤い制服は、

「六ろく天てん魔ま軍ぐん、五ご大だい頂ちようの四─二。──前まえ田だ・利とし家いえ、参さん戦せんするよ」







[image: 第八十二章『崩れ場の使者達』]
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　戦せん場じように、地下からの軍ぐん勢ぜいが参さん戦せんした。

　結果として、包ほう囲い戦せん士し団だんに対して打だ撃げきを入れようとした三さん銃じゆう士しの近衛このえ隊たいは、彼ひ我がの間に白はつ骨こつの軍ぐん団だんを得ることとなった。

　地面より湧わき出す敵は、骨の形をしているが、実際は死し霊りようを宿らせた流りゆう体たいの産さん物ぶつだ。だが、骨の形けい状じようであるがゆえ、方ほう陣じんの外がい縁えんを作っていた長ちよう銃じゆう持ちの自動人形ベル・デ・マリオネツタ達は、

「──射しや撃げき効果が低いと判はん断だんします！」

「ならば中ちゆう核かく隊、槍やり陣じん出ます！」

　長銃の外縁隊が身を揃そろえて翻ひるがえせば、その背後から槍やり持もちの隊たい陣じんが溢あふれるように前に出てくる。戦せん闘とう用侍じ女じよ服ふくの彼女達は腰を落とした安定姿し勢せいで疾しつ走そう。前に突き出し固定した槍で、骨の群にぶち当たっていった。

　砕くだき折る。そして気付くのは、

「骨達の動きは悪く、遅いものと判断出来ます！」

　ならばこれは、

「数に頼りの壁だと、そう判断出来ます……！」

　霊れい体たい数一万人による、遅ち滞たい用防ぼう御ぎよ陣じんだ。

　だから侍女達は一度退ひいた。統とう制せいの取れた動きで、全員足あしを揃そろえて十数メートルを下がると、

「……もう一度！」

　先せん頭とうの一列が当たれば、槍の先せん端たんで流体の白骨達が破は砕さいされる。

　夜の中で白の破は片へんが散り、そして突き込まれた槍が弧こを描いて垂すい直ちよくに立った。更さらには、

「突とつ撃げき前ぜん列れつ、退たい避ひ──！」

　攻こう撃げきを終え、槍を立てた一列が、右に一歩ずれてからそのままバックステップで後こう退たいする。と、その左を、後こう列れつの者が槍を構えて疾走していく。

　ローテーションによる連れん続ぞく突撃だ。

　止まらない。

　一万の総そう勢ぜいに対し、侍女達は約六百。そして突撃の列は百人単たん位いで、長銃隊を除けば四列分ぶんだ。しかし一いち撃げきごとに、彼女達は百近ちかい損そん失しつを確実に相手に与え続け、折り続け、そして、

「行け！」

　両りよう翼よくに残った白骨の部ぶ隊たいを、三銃士が担当する。右には、空中から巨きよ大だいなブレードを四本召しよう喚かんしたアンリがおり、左には地面を本のように持ち上げて白骨ごと閉じるアルマンがいて、そして両翼よくに対し、砲ほう台だいとして左右の腕を広げた武神型自動人形のイザックが立つ。

　彼らの援えん護ごを受け、突撃隊はただまっすぐに槍をぶつけていき、やがて、

「見えました！」

　敵群を薙なぎ払う武神ルール・デ・マリオネツタ達の姿すがたが、確かに見えた。

　だから侍じ女じよ達は槍やりを構え、最後の突とつ撃げきを敢かん行こうした。

　行く。突っ走る。先せん頭とうの列が敵を抜けるのは解わかっているから、だからもはや全員が一いち丸がんとなって押し寄せる。

「全速──!!」

　突っ走り、穿うがっていく。

　そこに、不ふ意いの動きが与えられた。

　彼女達の背後からだ。真ま後うしろより、いきなりの打だ撃げきが加えられたのだ。
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　三さん銃じゆう士しの一人、女性型のアンリは、仲間の戸と惑まどいを共通記き憶おくで知った。それは無む数すうのものだったが、統とう計けい的には〝何!?〟という不明の正しよう体たいを問いかけるものであり、更さらには、

　……背後から!?

　だからアンリは振り返ってそれを見た。

　敵がいた。骨だった。しかし、形が違った。先さき程ほどまで砕くだいていた、力無ないような、人の骨こつ格かくとしての骨ではない。

　骨を集めて作った人ひと型がたが、そこにいた。身長にして三メートル強の、大おお猿ざるに似た姿すがただった。

　流りゆう体たいの骨を寄せて捻ひねり、骨格だけではなく、筋きん肉にくのように組み上げた獣けものがいる。

「これは──」

　視し界かいの下側で、答えが動いている。

　やはり、骨だ。

　砕いて散らばらせた骨達が、ゆっくりと溶けるように動き、寄り集まっていくのだ。

　あるものは腕の筋肉の一ひと束たばとなり、あるものは胸きよう骨こつの一部となっていき、重なっていく。

　そして束ねられる動きの末に、腕が出来、足が出来るが、長さによって不ふ揃ぞろいな骨達はその主張を消さない。完成されるものはところどころから元になった骨の折り痕あとや端はしを突き出し、左右で長さも違ったりする。額ひたいに埋まる穴開あき加か工こうのグルテン硬こう貨かからは、獲え物ものを探す赤しやつ光こうが細く伸びた。

　出来上がりまでは数秒。数にして合わさっていくのは、

「約、百ひやく体たいか……!?」
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　百体の白はつ骨こつから転てん化かしたものの身長は、約三メートル。どことなく大猿にも似た形のそれは、しかし前ぜん傾けいに手をついた二に足そくで突っ走り、更さらには不ふ意いに腕を振り上げ、

「……！」

　高速の体当たりで、自動人形ベル・デ・マリオネツタ達を背後から吹き飛ばした。

　何が起きているのか、理解不ふ能のうであるがゆえに侍じ女じよ達たちの反応は遅れた。そして、白の骨で出来た大おお猿ざる達は、手を抜かなかった。獣けものの動きで飛び掛かり、

「──!!」

　咆ほう声こうを挙げ、侍女達に攻こう撃げきをぶち込んだ。

　破は砕さいの音と共に侍女達が宙ちゆうに舞う。彼女達の槍やりは構えられ、突き込まれたが、

「通りません……!?」

　百ひやく体たい分ぶんの密みつ度どを込めた人ひと型がただ。突とつ撃げき用ようの槍であっても貫つらぬくことは出来ず、折れるものも、折られるものも連続した。

　だが、槍隊たいの代わりに出た者達がいる。

　方ほう陣じんの外がい縁えんを作っていた長ちよう銃じゆう隊だ。彼女達は身を低く、片かた膝ひざを付く姿し勢せいで槍隊と敵の間に飛び込んだ。構え、視線の動作と腕の動きを連れん動どうした簡かん易いスマートシステムで骨の人型を狙ねらう。

　砕くだくのは関かん節せつや継ぎ目。そこに向かって、対たい機き動どう殻かく用の鋼こう弾だんをぶち込んだ。

　射しや撃げきする。

　白が砕け、距離が詰められ、骨が破は裂れつして、幾いく人にんかが辿たどり着かれて地面に叩たたきつけられる。しかし、自動人形達は眉まゆ一つ動かさず、攻撃を完かん遂すいした。

　打ち砕く。

　少なくとも、敵の前ぜん線せんと言えるものを砕き、間を開けた。その間に槍隊が姿勢を整え、敵の後こう続ぞくに対し、

「槍隊、先せん行こう突撃……！」

　敵に比ひ肩けんする勢いをもって当たるため、重力制せい御ぎよで槍の震えを抑え込み、脇のハードポイントに基き部ぶを固定。己おのれを全く揺らさぬことで、今度こそ敵をまっすぐに貫つらぬき通そうとする。

　その時だった。突撃を掛けていた槍隊が、下からの不ふ意いの打だ撃げきに宙を舞ったのだ。





●






「……!?」

　激げき音おんが濃く響ひびき、人形達が砕かれた。空へと吹っ飛ばされた自動人形に対し、突っ走ってきた大猿達が打ち下ろしの打撃や体当たりを入れて、再度の破砕を叩き込む。

　陶とう器きの割れるような音や、糸が切れるような音が連続した。

　そして皆は見る。突撃の槍隊を破は壊かいしてこちらに向かってくる大猿の向こう。槍隊を下から吹き飛ばしたものの姿すがたを、だ。それは、

「武神ルール・デ・マリオネツタ……!?」

　否いな、と誰だれかが共通記き憶おくで叫んだ。あれは武神ではない、と。何な故ぜなら、

『骨で出来ています……！』

　骨だ。流りゆう体たいの骨を練り上げて作った、巨きよ大だいな人形が立っている。数は三体。身長は十メートルを超え、形は左右非ひ対たい称しようで歪いびつな、しかし全てが元々は人の形をしていた筈はずの、

「白はつ骨こつの巨きよ大だい人形です！」
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「その通りだよ。──基本、それがシメなんだけどね」

　空に浮いた戦せん艦かんの舳へ先さきにて、眼がん下かを見下ろす赤の制服が呟つぶやいた。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の男子制服、〝４〟の文字が白く刺し繡しゆうされているのは、

「前まえ田だ君、……あれが君の、手持ちの傭よう兵へい団だんかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、マティアス、あれが僕の本当の傭兵団〝加賀百万Ｇカガ・ミリオネンガイスト〟です」

　言う利家の肩、乗ったまつの背には、流りゆう体たいで出来た白の翼つばさが展開している。彼女の翼を撫なで、まつに目を細くさせた利とし家いえは、横に顔を向けた。

　そこにいるのは、甲かん板ぱん縁べりの手て摺すりにもたれかかって戦せん場じようを見下ろすマティアスだ。

　彼に対し、利家は口を開いた。肩を竦すくめて言うのは、下で戦う彼の〝部ぶ下か〟のことだ。

「まず、一万の傭兵が砕くだかれ集まり、百の精せい鋭えいに再さい構成されます」

　そして、

「そして百の精鋭は、十の大おお型がた人形になるわけです」

「砕かれるほど強くなる、か。随ずい分ぶんと人間らしいね」

「Ｔｅｓ．、砕かれれば終わりの自じ動どう人形とは違う。死し霊りようになっても人間です。それを使し役えきする僕は何なんだって話になるんですが……」

　利家は、腰に手を当てた。そこにあるのは棒ぼう金がねで出来た剣だ。

　彼が棒金剣けんの柄つか頭がしらを指で弾はじくと、巻まき紙がみを剝むかれた柄から穴を開けた銀ぎん貨かが剝むき出しになる。鍔つば代がわりのコインストッカーは正確に四枚を床に落とし、

「四グルテンで雇やとわれ、神しん聖せいなる大地と神に誓ちかいして戦う独逸傭兵団ランツクネヒト……」

　落ちていった銀貨が、拾われた。床から不ふ意いに生はえた骨の腕が、スナップの動きで銀貨を掌てのひらに飲み、消えていったのだ。その光景を視線で確かく認にんした利家は、眼がん下かの戦せん場じように対し、言葉を落とした。

「さあ、久しぶりの生だ。まずは三体、皆一いち丸がんとなって、──その骨ほね身みを削けずって戦ってくれ」
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　先に前に出たのは、アンリだった。

「アルマン！　地面で防ぼう壁へきを作れ！　銃じゆう士し隊たいは骨の猿さるを破は壊かいせずに防ぼう御ぎよ専せん念ねん!!」

　指し示じを飛ばし、彼女は空中に二本の大たい剣けんを追加射しや出しゆつした。先の四本と合わせて合計六本。

　その内、三本を右の手て指ゆびに、残る三本を左の手指に操そう作さ設定する。そして、

「下がれ！」

　退たい避ひしようとする侍じ女じよ達が、大型骨こつ格かくの歩みによって蹴けり砕くだかれ、潰つぶされる。対するアンリは舌した打うち一つで前に出て、中央にいる大型骨格一いつ体たいへと突っ走った。

　まるでナイフを返す手で振るように、先に左の三本を、横よこ薙なぎに叩たたき込む。

　砕さい音おんが響ひびいた。

　光が散って、大型骨格の胸きよう部ぶが割れた。中は空くう洞どうではなく、密みつ度ど高い骨の集まりだ。しかし骨の束たばねは内ない臓ぞうや肉のように動き、全身は胸を砕くだかれてなおアンリへと腕を振りかぶる。

　そこに、アンリはまっすぐ、右の三本を突き込んだ。胸の奥に打ち込み、中なか指ゆび担当の一本を背の向こうに届かせると、

「裂さけろ下げ郎ろうが」

　人ひと差さし指ゆび担当と薬くすり指ゆび担当で、ハの字に胸から脇を破り裂さいた。

　完かん遂すいする。

　砕きの連れん音おんによって、大型骨格は胴どう体たいを上から下にしぼませた。しかし無ぶ事じな腹から下、脚あしは前に進み、背だけで繫つながる肩から上が、後ろへと逆さまに釣つり下がった。

　背後に零こぼれた肩かた上うえに引っ張られ、身体からだが後ろに転てん倒とうする。尻しり餅もちをつくように転んだ両の脚は、しばらくばたついていたが、やがて止まった。そして、

　……消える？

　疑問は、そのまま答えとなった。

　崩くずれ、溶けるように広がりながら、大型骨格は大地に沈んで消えたのだ。

　これで一体だ、と思っている暇ひまはない。他の二体を潰つぶさねばと、アンリはすぐに身を左へと向け、下がっていた仲間に指し示じを出す。

「早く、向こうの武神ルール・デ・マリオネツタ隊の方に行け！」

　だが、反応がない。どうしたことだと視線を向ければ、下がっていた侍女達が目を見開いてこちらの背後を、背を向けた方を見ている。

　……？

　アンリは、左へと走り掛けた身で、背後の方向を見た。

　四体目と、五体目の大型骨格が立ち上がりつつあった。

　……何な故ぜだ!?

　銃じゆう士し隊たいは骨の猿さるを破は壊かいするのをやめた筈はずだ。それなのに何故、大型骨格が立ち上がる。

「あれは──」

　答えは、すぐに確かく認にん出来た。骨の大おお猿ざる達が、共とも食ぐいを始めているのだ。

　大猿達が殺し合い、自らを大型骨格とする。その光景を、アルマンが共通記き憶おくで告げた。

『解わかりやすく、地じ獄ごくだな……』

　応えるように、破壊の音が連続して宙を立ち上る。

　殴なぐり合い、貫つらぬき合い、嚙かみ食い合って、そして数体が絡まり、

「──!!」

　悲ひ鳴めいにも似た咆ほう吼こうをもって、六体目が起き立りつした。

　そして彼らは、殺し合いを始めた大おお猿ざる達たちを手伝った。

　叩たたき潰つぶしたのだ。

　そして出来上がるのは、合計八体の大型骨こつ格かくだ。既すでに先に生まれた者達は動き出しており、彼らを見たアルマンから声が飛んでくる。

『おいおいアンリ、どうもお前のファンらしいぞ。相手してやれよ』

『それがどうも手て応ごたえからするにお前のファンのようでな。アルマン、相手してやれ』

『乞こう迎げい撃げき』

　イザックの声に、アンリが眉まゆをひそめて刃やいばを構え、アルマンが歯を見せて地ち殻かくを振り上げる。イザックは侍じ女じよ達を上に乗せて距離をとり、丘の本ほん陣じんを護まもる防ぼう御ぎよ役やくだ。

　アンリは思う。自分がこの大型骨格を倒せるのは、理解している、と。

　しかし、自分の数が足りない。残る方法としては、

　……巻き込まれるのを承しよう知ちで、後ろの姫ひめ様さま達の艦かんから下方砲ほう撃げきを入れて頂くか……。

　判はん断だんをつけようと、そう考えた瞬しゆん間かんだった。

　眼がん前ぜんに迫ってきていた大型骨格達の内、二体がいきなり両りよう断だんされた。それも、胴どう体たい部を二体同時に真まっ二ぷたつに、だ。

「……!?」

　何事だと、そう思い、身み構がまえすら忘れた正面。まず風が来た。骨が塵ちり芥あくたとして吹雪ふぶき、大風に煽あおられて大型骨格が崩くずれていく。その分ぶん断だんの造ぞう形けいの向こうに見えたのは、二機の武神ルール・デ・マリオネツタだ。

　犬いぬ型がたの頭部装そう甲こうを持つ白の大型と青の機き体たいは、

「里さと見みの、〝八やつ房ふさ〟と〝義ぎ〟か!!」
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　義よし康やすは、刀を左に落として構え、周しゆう囲い状況を確かく認にんした。

　……戦せん場じようが四つあるな。

　一つは、マクデブルク内部。

　もう一つは、外がい壁へき近くにて行われている六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの武神とM. H. R. R.神聖ローマ帝国 、P. A. Oda合同隊による密みつ集しゆう戦せん。

　そしてもう一つは、自分達のいるここであり、最後の一つは、

『空だな』

　砲撃音おんが横を抜くように響ひびいた。雲下の空、K. P. A. Italiaから来たM. H. R. R.の戦せん艦かんと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん隊たいが砲ほう戦せんを開始したのだ。

　見たところ、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 側の艦かん船せんは破は損そんがあり、疲ひ弊へいしている。

　が、士し気きではM. H. R. R.側が上だ。艦かん隊たい戦を行うつもりでやってきた彼らと、地上部ぶ隊たいを主体とすることを想そう定ていしていた六護式仏蘭西側とでは、戦せん闘とうの準備も意い気きも大きく違う。

　M. H. R. R.側の船はエルベの東対たい岸がん、マクデブルクを挟んだ位置に低く布ふ陣じんする動きを取る。艦かん首しゆ側がわを六護式仏蘭西の艦隊に向け、被ひ弾だん面積を少なくする構えだ。更さらには、

　……マクデブルクを盾たてとすれば、六護式仏蘭西も直線的な砲ほう撃げきは出来ない、か。

　丘の上にいる六護式仏蘭西の艦隊は、下に広がる地上部隊とマクデブルクを無む視し出来ない。彼らは、マクデブルクを確実に越える放ほう物ぶつ線せん軌き道どうの砲撃しか行えないのだ。

　が、下に位置するM. H. R. R.側からは、六護式仏蘭西艦隊の腹を直ちよく線せん砲撃で狙ねらえる。

　そのことをこちらと同どう様ように悟さとっている義よし頼よりが、〝八やつ房ふさ〟の身を低く構えて声を送ってきた。

『義よし康やす、マクデブルクに飛ぶ準備をしておくのだ』

『ここを捨てろと？』

『違う。武蔵むさしの学生を救うのだ。──マクデブルク市街で戦闘している者を拾い、輸ゆ送そう艦かんに送るのがお前の仕事だ。

　何な故ぜなら今、M. H. R. R.の艦隊を六護式仏蘭西艦隊が引きつけているが、その隙すきをついて、武蔵からは輸送艦上じよう昇しようの際の壁かべ役やくとなる外がい交こう艦が二艦、大だい聖せい堂どう裏に降りつつある。

　外交艦が到とう着ちやく次し第だい、輸送艦は武蔵に向かうことになるが──」

『──そのタイミングで、マクデブルク市街に残った者を拾って送れと？』

　そうだ、と義頼が言った。

『市街で戦う彼らの敵は、柴しば田たや佐さ々さという、輸送艦クラスなら破は壊かい出来る人じん員いんだ。彼らを輸送艦に寄せぬため、武蔵の副ふく長ちようや特とく務むは戦っている。──それを拾い救うのが御お前まえの役目だ』

　後は解わかるな、と言ってこないのは、こちらの理解力を信用しているということだろう。

　視し覚かく素そ子しの横、〝八房〟が計算したM. H. R. R.艦隊の布ふ陣じん予測位置と、その射しや線せん予測が表示枠サインフレームで送られてくる。それを受け取ったこちらに対し、しかし義頼は、

『すぐには行くな』

　骨があるのだ。それも周囲にてこちらに身み構がまえる七体の大型骨格ではなく、

『初めに生じた、骨の雑ぞう兵ひようが新しく追加か……！』

　数にして恐らく一万。それらは湧わいて来る最さい中ちゆうにお互いを食らい合い、巨きよ大だい化かした。

　敵は数で攻めてくる。だが、

「礼を言う！」

　自分達の攻こう撃げき範はん囲い外がいに、三さん銃じゆう士しの隊たい長ちようが飛び込んできた。六本の巨大な刃やいばを高く振り上げ、中型の敵を連続で狩かり進めて行く彼女に、

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　自じ動どう人形の槍やり隊たいと長ちよう銃じゆう隊が追つい走そうして攻撃を行使する。だから義康は、

『Ｔｅｓテスタメント．、──状況を続行する』

　分ぶ厚あつさを増していく空の砲ほう撃げき音おんの下で、彼女は己おのれの刃やいばを振るいに行った。
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　マクデブルクの攻こう防ぼうは、二カ所に分かれていた。

　一カ所はエルベ川方面、二階まで水すい没ぼつした市街の屋根上で行われる二ふた代よと勝かつ家いえの戦せん闘とうだ。

　そしてもう一カ所は西側、農のう園えん区く画かくから市街地に入ったところ。複雑な路ろ地じ裏で展開される、成なり政まさと魔女テクノヘクセン二人の攻防だった。

　魔女の一人、ナルゼは街の中で羽ばたき、高速に飛びながら思う。

　……随ずい分ぶんと、水が来たわね。

　既すでに西側の市街にまでも、水が満ち、道路は全て沈んでいる。

　だから、前方を行く成政は道を行かない。彼は狭い建物の間を蹴けって跳ちよう弾だんのように宙を舞い、こちらは二人でそれを追って攻こう撃げきを繰り返す状況だ。

　成政の動きは速く、そして鋭い。壁を蹴って向かいの二階の壁に足を着いたかと思えば、そのまま壁を数歩突っ走ってまた向かいの家の屋根に飛ぶ。

　その動きを追うために翼つばさに加速を入れると、横で同じ動きをしたマルゴットが、

「……ガっちゃん。何か最近、誰だれもが壁かべ走ばしりとか、そういうこと出来んだよね、ってふと思ってさ、──無い無いそれは無い、とか改めて思わない？」

「変な連れん中ちゆうばっか見てると人類の基準が狂うわよね……」

「翼で飛んでる連れん中ちゆうが言うんじゃねえ──！」

　成政の抗こう議ぎが聞こえるが、ナルゼは首を傾かしげた。

「だってこれ、種しゆ族ぞく的特とく徴ちようだし」

　あ、私達って常じよう人じんなんだわ、とナルゼは思う。やっぱ他が変なのよね、と。

　そして、無む言ごんになった成政の動きを追って、二人は攻撃を重ねた。

　基本は自分の追つい尾び弾だんだ。

　だが、曲がった町並を這はわすように光の弾だん丸がんを飛ばせば、成政が壁を高速で蹴り跳ねて回かい避ひと先行を同時に行う。

　そこに穿うがつのは、

「速いなあ！」

　マルゴットだ。彼女は通りを遠くまで貫つらぬくように直線弾だんを放ち、建物と建物の間を跳ねていく成政を牽けん制せいする。

　しかし、成政も追われるだけではない。彼は踵かかとで家の壁を砕くだいて跳び、看かん板ばんや石壁を手て指ゆびで千ち切ぎって放り投げてくる。それはこちらへの牽制であり、弾丸を弾はじく防ぼう御ぎよでもあり、更さらには物に頼らず体たい捌さばきのみで、

「……！」

　回かい避ひする。

　街の中は狭く、こちらにとってはやりにくい場所だ。下が水に満ちていれば射しや線せんの通る屋根上が戦せん場じようとなるかと思ったのに、敵は屋根下を行くことを選んだのだ。

　現実は意い地じが悪いわ、とナルゼは思った。同人誌しの方が素直よね、と。

　だが、成なり政まさにとっては、狭い街だからこそ、壁を蹴けり渡る際の跳ちよう躍やく時間が短く、高速で移動出来るわけだ。

　……だからこの馬ば鹿か、街の上側の斜面から降りることを望んだのね。

　壁を蹴って行くならば、街の上側から下に向かって移動した方が速いからだろう。

　その通りに、成政の速度が上がっていく。彼の行き先は、

「ガっちゃん、この先どこ!?」

「マクデブルクのマウリトス大だい聖せい堂どう。その裏うら手てに輸ゆ送そう艦かんがあって皆が全ぜん裸ら待まちだけど、いいデートスポットだと思うのよね。人あまり来ないっぽいし。……いいわよね!?」

「来年来くるまでに復ふつ興こうされてるといいよねえ」

　……暗にオッケー出たわ！　Herrlich！

　術じゆつが暴ぼう発はつした。完全に当て気が無い一いち撃げきは、だからこそ成政を振り向かせ、

「あ、あぶねえなこの馬鹿！　随ずい分ぶんとやる気じゃねえか!?」

「はあ？　何勝かつ手てに決めつけてんのよ？　馬鹿じゃない？　当たればいいのに」

「こ、この女……！」

「うるさいわね。同人誌にするわよ……！」

　言いつつ、ナルゼは魔術陣マギノフイグーアを出して幾いくつかの図と文章を輸送艦へと送った。

・●　画：『浅あさ間ま、ここからなら通じるわね？　ちょっとこの件、──通しておいて！』

　返事も見ずに送りつけ、そしてナルゼはマルゴットの手を空中で引きながら叫ぶ。

「勝ちに行くわよ！」
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「勝ちを捨てたか!?　忠ただ勝かつの娘むすめが!!」

　水すい没ぼつした街の上。黒く流れる水に囲まれた屋根の群の上で、戦場を移した二ふた代よは勝かつ家いえの言葉を浴びていた。

　勝ちを狙ねらわない。そういう意い図との台詞せりふを投げ掛けられる意味は、充分に解わかる。

　防ぼう御ぎよに徹てつしているからだ。

　今、屋根の上で、二代は大聖堂のある北を背にしており、勝家が南だ。彼を大聖堂裏うらの輸送艦に行かせぬよう抑え込み、戦せん局きよくとしての勝利を得るまで耐えるのが彼女の役目。

　その方法は簡単だ。

　敵の攻こう撃げきを、出で掛がかりで潰つぶす。

　何しろ瓶かめ割わりはチャージ型の神しん格かく武ぶ装そうで、刃やいばに映したものを割り砕くだく。ゆえに瓶割が振られ、こちらを向くより先に、

　……迎げい撃げきし、振らせぬ事が肝かん要ように御ご座ざる！

　使用するのは蜻蛉とんぼ切ぎりの先せん端たんだ。ただ瓶割の動きを見て、その刃やいばが振られようとしたら刃の根本に蜻蛉切を打ち込む。すると勝かつ家いえが、

「てめえ……！」

『手て前めえ──』

　金属音が響ひびき、こちらに相当の手て応ごたえが返る代わりに、勝家が瓶割を引き戻す。

　これだけだ。無む論ろん、このやり方ではこちも攻撃は出来ないが、

「勝ちを捨てたか!?」

　そうではない。勝ちの基準が違うという、それだけのことだ。

　……何しろ、作戦として、メガネと正まさ純ずみが何だかいろいろ言って御座ったからのう。

　内容はよく解わからなかったが、メガネがオタクで正純が難しいことを言っていたから、多分、大事なことなのだろう。人間、物もの解りのいいことが大事だ。

　だから二ふた代よは徹てつした。勝家が瓶割を振ろうとすれば、また打ち込んで止め、

「てめえ……!!」

『手前──』

　再び勝家が動けば、それも打ち込んで止め、

「てめえ……[image: ]」

『手前──』

　そして彼女は止め続けた。

　激げき突とつ音おんとも言えぬ、初しよ動どうと差し止めの一いち撃げきが細かく放たれぶつかり合う。

　刃を振る初しよ速そくと、咎とがめる先せん端たんが弾はじかれ合い、生まれた火ひ花ばなが夜と屋根下の水面を照らした。

　連れん打だする。

　鉄の火花が、動く量だけ増えていく。こちらの打ち落とす量も高こう密みつ度どに上がっていく。

　……なかなかこれも、激しい遣やり取とりに御座るな!!

　既すでに槍やりの動きには連れん動どうを重ね、石いし突づきも用いて払う状態だ。槍の方が直線的で速く、両手構がまえの力を込められるが、それでも鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族ぞくの勝家の力に対しては不足を感じる。攻撃を数すう度ど受けると、後ろに半はん歩ぽを押される状態だ。

　その後こう退たいに、二代は危険を感じていた。

　何しろ、戦いの場となっているのは水面に浮いたようにも見える藁わら葺ぶき屋根の上だ。

　良い足場ではない。

　訓くん練れんの際に習うことだが、この時代の欧おう州しゆうでは王おう宮きゆうであろうとも瓦かわら葺ぶきの屋根は希まれだ。

　武蔵むさしでは極きよく東とう側の瓦かわら葺ぶき文化を一部採さい用ようしているため、外がい交こう用の二番艦かんを中心に瓦屋根が多いが、歴史再さい現げんを重じゆう視しするマクデブルクではほぼ全てが藁わら葺ぶき屋根で統一されている。

　切きり妻づまの藁葺き屋根は、下から上がってくる水によって容易たやすく藁が流れる。布ふ団とんのように端はしから浮き上がってくる場合もあれば、水に触れた場所から剝はがれるものもある。

　だから、戦う場所は屋根の中央。棟むね上うえだけとなれば、

　……拙せつ者しやの得意の脚あしが使えぬで御ご座ざるな。

　走り回ったり、飛び回ったりすることは疎おろか、身体からだを左右に振ることも至し難なんだ。前後と、横に一、二歩、それが限界だろう。

　更さらには、屋根が流れ出したら、次の屋根に行くしかない。

　しかし、それは敵も同どう様ようだ。勝かつ家いえも前にしか出られず、こちらを抜かねば進めない。

　だから、二ふた代よは打ち払いに徹てつする。

　そして勝家が、こう叫んだ。

「てめえ……！　それで武蔵の副ふく長ちようか!?」
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　挑ちよう発はつに御座る、と、二代はそう心に断だん言げんした。

　戦わずして、何が副長か、と。

　だが、この言葉に応える必要はない。これも副長の役目として充分だと理解している。何な故ぜなら、今、自分が用いているのは、

　……三征西班牙トレス・エスパニア副長、弘ひろ中なか・隆たか包かね殿どののバント技に御座る！

　相手の出掛かりを潰つぶして下に落とし、バランスを崩くずす。

　隆包のこの技は、英国イギリスへの接近時じに生じた襲しゆう撃げきで存ぞん分ぶんに受けた。

　結局、抜くことの出来なかった技だ。

　だが、あれだけ受けた技だと言うのに、いざこちらが同じように行おうとしても、なかなか上う手まくいかないものだ。三度に一度はただ弾はじくだけになって、相手の前ぜん進しんを赦ゆるしてしまう。

　高度な技だと、改めて痛つう感かんする。

　これを、彼は、無む数すうの相手に対して同時に行っていたのだ。それも多た方向からの、だ。

　自分は未み熟じゆくで、世界は広い。そういうことだ。だが、少しでも、その影を踏めるようになろうと、二代は交こう戦せんした。

　そして、応じるように、勝家が速度を上げてきた。

　攻こう撃げきの初しよ動どうが幾いく度ども多た角度に打ち出され、対する二代は高速の連れん撃げきで止めていく。

「────」

　打ち合いが加速した。
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　そしてマクデブルクの掠りやく奪だつ開始から十二分後。各かく地域での戦せん闘とうはその対たい戦せんを確かく定ていし、それぞれの役割を果たせるかどうかが勝負の分かれ目となりつつあった。

　マクデブルクの掠奪という歴史再さい現げんが、佳か境きようを迎えたのである。

　一方、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの突とつ撃げきに乗じる形でM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の後こう衛えい側がわを抜きつつあったトーリ達は、利とし家いえの放った骨の軍ぐん勢ぜいの余よ波はで、その足取りを遅くされていた。だが、彼らの目には、もはやマクデブルクが見え、武蔵むさしが見えてはいた。

　紆う余よ曲きよく折せつを経ながらも、彼らは、あと一歩の位置まで辿たどり着いていたのだ。







[image: 第八十三章『再会場所の皆』]
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　骨の傭よう兵へい団だんの発生は、戦せん場じようとは別の所にいる者達にも動きを与えていた。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 包ほう囲い戦せん士し団だんが放ほう棄きした幕ばく舎しやの方にて、マクデブルク側へと移動する点てん蔵ぞう達たちだ。

　既すでにマクデブルクの西側、大だい部分が砕くだかれた市し壁へきが彼らには見えているが、

「う、後ろから骨の雑ぞう兵ひようが大量に来てるで御ご座ざるよ……！」

　追われている以上、隠かくれている意味はない。そして点蔵が気付くのは、

　……幕舎周しゆう辺へんに人がおらぬで御座るか？

　骨の傭兵団が湧わき出して以い降こう、マクデブルク寄りの地域から人ひと影かげが消えている。

　……はて、骨の傭兵団に巻き込まれぬためで御座ろうか。

　左、共に走るメアリが、左からやってくる骨達に対して王賜剣一型ＥＸ．コールブランドで攻こう撃げきを送る。

「えい……っ！」

　剣けん筋すじは確かだ。やはり真ま面じ目めな剣で御座るな、と思う間に骨は砕くだかれ、こちらはただただ道を急ぐだけだ。

　走る方角ゆえ、メアリの側から骨が来ることになり、

「大変な場合は交代を！　メアリ殿どの」

「あ、いえ、有ありり難がとう御座います」

　どっちの意味でとっていい返答か困るが、笑えみで言われて位置を交代しないのだから、続ぞつ行こうということだろう。ただメアリは、ちらりと後ろを見て、

「〝湿った手の男ウエツトマン〟様は──」

　点蔵も振り向く。と、女じよ装そうが骨に追いつかれていた。

「あ！　何をトロトロ走って御座るかトーリ殿！」

「ああ!?　馬ば鹿か！　俺おれはオメエの分の収しゆう穫かく物ぶつも持って来てんだぞ!?」

「まあ、有り難う御座います。点蔵様、武蔵むさしに帰ったらうちで謝しや肉にく祭さいですね」

　……エロゲで謝肉祭は危険──!?

　点蔵は、周囲にナイトの魔術陣マギノフイグーアが浮かんでいないかと視し覚かくで検けん知ちするが、大だい丈じよう夫ぶなようだ。魔女テクノヘクセンは去った。しかし今度は馬鹿が全力で足を引っ張り始めており、

「トーリ殿、ほ、ほら、早く捨てるで御座るよ！　本ほん場ばの金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうジャンル以外……！」

「オ、オメエもかなり言ってくれるな！」

　だが、投げ捨てると、骨達がそれに手を皆で伸ばして受け取り、

「…………」

　数すう体たいが、皆でじっと囲んで見つめ始める。それを見る馬鹿が、

「見ろよ、点蔵……。人間の時の記き憶おくみたいなのが少しはあるんだぜ……。何だか、いい光景だよなあ……」

「いいからどんどん捨てるで御ご座ざるよ!!」

「あ、馬ば鹿か野や郎ろう！　それ、銀ぎん髪ぱつジャンルなのに……！　えぐっ、えぐっ、ひ、ひどい……」

「な、泣き真ま似ねまで始めたで御座るよ!?」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。左から敵が来た。

　骨の大おお猿ざるだ。それも、

「二体!?」
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　突っかけてきた大猿型の白はつ骨こつを、点てん蔵ぞうは確かく認にんする。

　左から前後に連なって来るのは、確かに二体だ。

　そして左を走るメアリが、まず、即そく座ざの一いち撃げきを先せん頭とうのものに叩たたき込む。が、

「……っ!!」

　右前まえ足あしを切せつ断だんしたものの、跳ちよう躍やくで逆ぎやく側がわに、こちらの右みぎ手て側へと回られた。

　遠い。自分が対応しようにも、腰の短たん刀とうのリーチよりも外に跳ばれている。

　更さらに気になるのは左へと来る後こう続ぞくの一頭だ。だが、その一頭がメアリに接近するより早く、

「──メアリ殿どの！」

「あ、──はい、Ｊｕｄジヤツジ．！」

　声を掛けた瞬間。こちらに振り向いたメアリが、迷い無くこちらの背後、右へと跳躍した。

　点蔵は即座に左へとステップし、メアリとお互いの位置を入れ替える。

　右の一頭には、メアリが王賜剣エクスカリバーの一撃を。

　左の一頭には、点蔵が腰の短刀を抜き、

「……っ」

　身を低くし、点蔵は下段からの一いつ刀とうを抜き打った。左から突っかけてくる一頭に対し、下から打ち上げるように逆さか手ての斬ざん撃げきを叩き込んだのだ。

　忍にん者じやの剣けん術じゆつとしては、本来、地面などに沈み潜ひそんで馬ば上じようの敵を討うつ技だ。

　……最終訓くん練れんでは、本気で馬を使うので御座るよなあ。

　師し範はんの父が「いいか？　見本を見せよう。何、馬の脚など恐れることは御座らぬ」と言いつつ、五秒後に大地に伏して動かぬ状態になって訓練生せい皆みなを緊きん張ちようさせたのもいい思い出だ。

　ともあれ、訓練の効果は正まさしく発はつ揮きされた。伸び上がるように放った一撃は、

「……！」

　確かに入った。

　右でメアリの放った打だ撃げき音おんが響ひびき、左で己おのれの放った裂れつ音おんが響き、右では潰つぶれの結果が生まれ、左では半はん身しんを断つ結果が生まれた。

　刃やいばを振った勢いを消さず、点蔵はそのまま走りを続行する。

　メアリと己おのれの位置を入れ替えた点てん蔵ぞうは、右を走る彼女に顔を向け、

「では、これからは自分がこちら、左側で」

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御ご座ざいます」

　ヒューヒュー、とか後ろで女じよ装そうが言っているが、ナイト殿どのがいない今、自分、無む敵てきに御ご座ざる。

　うんうん、と頷うなずいている間に、幕ばく舎しやを抜けた。ここからは浅い下りでマクデブルクの北西市し壁へきまで約二キロ。マクデブルク市壁上の砲ほう門もんが生きているならば、それを援えん護ごに市壁まで突っ走るだけだが、

　……市壁西にし側がわで武ぶ神しん団だんが戦せん闘とうしているせいもあり、市壁の上が沈ちん黙もくして御座るな。

　壁かべ自体も、多くの部分で崩くずされているのが見える。

　戦闘が生じているのだ。

　援護がないならば、下りの荒れ地を行く際に敵から追つい撃げきされる恐れがある。だから点蔵はメアリに精せい霊れい術じゆつの隠いん蔽ぺいを掛けて貰もらおうと振り向き、

「────」

　幕舎の外、右みぎ手て側がわ背後から、敵が来た。

　新あら手てだ。

　こちらを追うように、幕舎の外からいきなり起き上がったのは、

「大型骨こつ格かく!?」
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　点蔵は、骨の巨きよ体たいが身を勢いよく起き上がらせたのを見た。

　今まさに構こう築ちくされようとする大型骨格は、その起き動どう途と中ちゆうでこちらに気付き、振り向いた。

　こちらしか見ていない。そんな相手に対し、

「点蔵様！」

　メアリがこちらに自分の王賜剣エクスカリバーをパスし、己は急いで精霊術の準備として手を振りかぶる。そして点蔵も、急ぎメアリと大型骨格の間に入り、

　……起き上がり、腕を叩たたきつけてきたらそれを斬ざん撃げきに御座るな！

　メアリの一いち撃げきと重ねれば、腕一本は奪うばえるだろう。そうなれば後は逃げていい。体のバランスがろくに保ほ持じ出来ない大型骨格は、その移動速度を落とす筈はずだからだ。

　ゆえにメアリをかばうように点蔵は身み構がまえた。

　身を起こし切った大型骨格が腕を振り上げるのを確かく認にんする。その時だった。

　破は砕さい音おんと共に、視し界かいの左から、白の色が広がった。

　……!?

　幕舎だと、悟さとった時には遅かった。大型骨格が、起き立りつし、最初の一歩で近くの幕舎を蹴けり上げていたのだ。それはこちらへの直接的な打だ撃げきにはならないが、広がった幕舎の布ぬの地じは、見上げていたこちらの視し界かいを妨さまたげる。

「……く！」

　敵の攻こう撃げき軌き道どうが見えない。だから確実な防ぼう御ぎよとして、点てん蔵ぞうは王賜剣エクスカリバーを縦たてに、下向きに構えた。逆の肘ひじを刃やいばの背に当て、来る打だ撃げきに備える構えだ。どれだけの効果があるのかは解わからないが、

　……勝負を捨てる気は無いで御ご座ざる！

　力を込めて決意した横、猛もう烈れつな女走りでこちらの背後に回る馬ば鹿かが、

「いや──ん、こわ──い、たすけてえ──ん」

「力が抜けるから棒ぼう読よみやめるで御座るよ──!!」

　叫んだ瞬しゆん間かんだった。打ち下ろしの打撃が来て、しかし、

「その防御姿し勢せい、打撃の軌き道どうからずれてますわよ？」

　言葉と共に、大型骨こつ格かくの右腕が、一いつ瞬しゆんで破は砕さいされた。

　敵の拳こぶしを、幕ばく舎しやごと横に貫つらぬき弾はじき飛ばすものがあったのだ。
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　点蔵は、破は壊かいの原因を見た。

　王賜剣一型ＥＸ．コールブランドだ。

　だがそれは、自分が持っているものとは違う。それを今、預かっているのは、

「ミトツダイラ殿どの!?」

　疑問に応えるように、銀の広がりが視し界かいの前に現れた。

　風に広がる髪かみの向こう、立っているのは金の瞳ひとみの半人狼デミ・ルウガルウだ。そして、

「……何さね！　──良いところに来たと思ったら、ミトがいいとこ取りさね……！」

　言葉と共に、鉄てつ塊かいが空から降ってきた。

　眼がん前ぜんに倒れ転がった大型骨格を、文字通りに上から叩たたき潰つぶすものがある。それは、

「地じ摺ずり朱雀すざく、迎えに来たさ……！」

　打撃の音と、着ちやく地ち用緩かん衝しよう機き構こうのパーツを外し捨てるピンのような音が響ひびき渡る。そして空に広がった幕舎が、骨の砕くだけと共に地へと伏した。

　点蔵は見る。眼前に立つ武蔵むさしの第五特とく務むと第六特務を。

　武ぶ神しんと銀ぎん狼ろう。

　振り向き笑えみを見せる彼女達に、点蔵はメアリと一いつ緒しよに頷うなずきながら、こう思った。

　……合流したので御座るな！
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　ミトツダイラは、直なお政まさが挨あい拶さつもそこそこに地摺朱雀の脚あしにはめた緩衝機構を外し、背の翼つばさを展開していくのを確かく認にんした。

　相変わらず、飾り気のない人ですわね、とミトツダイラがそう思う横、直なお政まさは地じ摺すり朱雀すざくに義ぎ腕わんの指し運うんと言葉で指し示じを与えながら、

「とりあえず四人、あたし入れて五人さね。少しバランス悪くなるけど、マクデブルクの輸ゆ送そう艦かんまでなら、何とかなるだろうさ。──一分待つといいさね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたミトツダイラは、一ひと息いきをつく。

　見れば幕ばく舎しやの向こうでは、〝義ぎ〟と〝八やつ房ふさ〟の背が見えている。地摺朱雀が来たことから、自分達がこちらにいるのを悟さとったのだろう。

　二機はこちらを守るつもりだ。

　見れば〝義〟の方には破は損そんがある。本体には届いていないが、装そう甲こうなどが左右ばらばらに欠けつ損そんしており、

　……激げき戦せんの場ですのね、やはり。

　敵もこちらも必ひつ死しと、そういうことなのだ。

　と、横に立つ直政が、二機の武ぶ神しんに義腕で手て信号を送った。

　彼女は、一分を示す人ひと差さし指ゆびを立て、待て、と掌てのひらを立てて制せい止しの動きを作り、武蔵むさしを示す。

　が、それを見た馬ば鹿かが、

「男性、お断り、あっちへ行け……、か。おいおい義よし康やすはペタだけど女だぞ直政」

「違いますわよ！　一分待って武蔵へ帰き還かん、ですわよ！」

　馬鹿はいじけて、エロゲを眺ながめて円を組んでいる初しよ期き白はつ骨こつ隊たいに新しいものを与えに行く。いいんでしょうか、と思うこちらの心は、しかし、

　……全く……。

　直政がいて、地摺朱雀がいる。それだけのことだが、

　……昨日きのう一昨日おとといと顔を見ないだけで、随ずい分ぶんと久しぶりに感じるものですわね。

　そしてミトツダイラは、落ちた幕舎の中から浮き上がっている王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを両手に持ち、

「メアリ」

　言葉を掛け、彼女の前に立った。

　対するメアリも、己おのれの王賜剣一型を抱いて、こちらの前に立つ。そして首を傾かしげ、

「何でしょう、ミトツダイラ様」

　Ｊｕｄ．、と、ミトツダイラは片かた膝ひざを着き、王賜剣エクスカリバーを掲かかげた。

「──武蔵の騎き士しネイト〝銀狼アルジエント・ルウ〟ミトツダイラ、英国イギリス女王の御ご配はい慮りよに感かん謝しや致します」

「え？　あ、いえ、その」

　と、メアリがいきなり目の前に正せい座ざした。こちらと視線の高さを等しくした彼女は、笑って、

「お構いなく。ええ」

　己おのれの王賜剣を腕に載のせ、こちらの王賜剣と重ねて抱き寄せる。そして彼女は、

「御お母かあ様と、いいお時間を？」

　問われ、応える言葉は一つだ。ミトツダイラも、土の地面に正せい座ざして、口元に緩みが浮かぶことを堪こらえもせず、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、御お陰かげ様で」

　と、手を差し出す。そしてメアリが、王賜剣エクスカリバーを抱き直し、空あいた手を返してくれる。

　だからミトツダイラは、彼女を導くように身を起こす。その上で、

「我が王」

　振り向くと、女じよ装そうが、膨ふくれ上がったザックを慌あわてて己おのれの後ろに隠かくした。がくがくと首を横に振りながら、

「ななななな何だ!?　おおおおお俺おれ、エロゲとか隠し持ってねえぞ!?　んん!?」

　……どうしたものですの……。

　半なかば呆あきれ、半ば感心しながら、ミトツダイラは言葉を作る。

　どのような反応があるだろうかと、そう思いながら、

「戻りましたわ。──我が王」
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　投げ掛けた言葉の先。女装は、まず、己の頭を搔かいた。そして不ふ意いに、

「違うだろ、ネイト」

　言われ、ミトツダイラは、己の間違いに気付いた。

　……そうですわね。

　戻ってきたのではない。言うなれば、改めて、

「Ｊｕｄ．。──ついていきますわ、我が王」

　そっか、と女装が頷うなずいた。そして、そっか、とまた女装は頷き、しかし、

「あのさ、──これ、いつ、外したんだ？」

　自分の首を指差す。そんな彼の動きに、ミトツダイラは自分の首に手を当て、

「え？　いえ、あの、……IZUMO辺りから、ええ」

「あー、そっか、ナイトが着替えさせてる時とか、確かに無かったもんな」

「見、見たんですの!?」

「馬ば鹿か野や郎ろう、見てねえＹＯ！　覗のぞいたんだＹＯ！」

　拳こぶしを握っていると、横にやってきたメアリが笑えみで頷いた。

「そうですね、随ずい分ぶんと御ご心配されてましたし」

　そう言われると、下がるしかない。首辺りから頰ほおの辺りに熱が籠こもってくるのを感じるが、眼がん前ぜんの馬鹿は、うーん、と首を傾かしげ、

「戦せん闘とうで無くしたなら俺のせいでもあんだろうから、武蔵むさしに戻ったら買ってやろうか？」

　……え!?

　反射的に首を縦たてに振りかけたが、慌あわてて息を吸った。肺に冷たい空気を入れ、こう思う。

　……それは、無しですわね。

　以前着けていたものも、王から貰もらったものではない。自分で望んだものだ。だから、

「狼おおかみが首くび輪わを得るとしたら、己おのれの誇りを護まもるため、己で掛ける時だけですわ」

　それに、とミトツダイラは思う。今は、自分と王を結び着けた存在であるホライゾンもいるのだ。王はホライゾンの国を造り、自分は王の道をつける。ならば、

「我が王と妃きさきと、私と……、三人で選びに行きません？」

「……間違いなく、姉ねえちゃんや浅あさ間まや、他のもついてくるぜ……？」

「……間違いありませんわね」

　頷うなずけてしまうのがどうしようもないところだ。

　だが、決めたのだ。ついていき、しかし、道をつけていくと。そして、

「よっし、出来たさね！　──早く地じ摺ずり朱雀すざくの腕に乗るといいさ！　出るさね！」

　直なお政まさの声が響ひびいた。声はすぐに東を。マクデブルクの方を見て、

「向こうも向こうで、まだ大変だろうけどさ。とりあえず、……合流さね！」







[image: 第八十四章『水没都市のサムライ』]
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　浸しん水すいが進むマクデブルクの中では、現在、大きく分けて三つの戦せん闘とうが進行していた。

　一つは、西部の市し壁へきから市街へと移動しつつある佐さ々さ・成なり政まさの戦闘。

　一つは、十五分という期限を前に、市街南なん部ぶの破は壊かいと浸水をもって成果とし、撤てつ退たいを開始したマクデブルク包ほう囲い戦せん士し団だんの撤退戦せん。

　そしてもう一つは、

「くっそ、こっちの攻こう撃げき封じで最後まで通すつもりか!?　本ほん多だ娘むすめ!!」

　浸水した市街の東部。もはや水すい没ぼつし掛けた家か屋おくの屋根の上で相あい対たいする、柴しば田た・勝かつ家いえと本多・二ふた代よの戦闘だ。

　勝家は輸ゆ送そう艦かんへと単たん身しん突とつ撃げきを掛けようとし、そんな彼を立ちはだかった二代が止める。

　大だい聖せい堂どうのある北側を背にして、二代は戦っていた。副ふく長ちようクラスの剣けん筋すじを初しよ動どうで見切り、

「……っ!!」

　フェイントも、力任まかせも、連れん打だも何もかも、二代はただ〝初動干かん渉しよう〟ということにだけ専せん念ねんし、それを遂すい行こうし続けていたのである。

　火ひ花ばなが散り、音が鳴り撒まかれ、動きがしかし進まない。そして、

「面めん倒どくせえ……!!」

　勝家が叫び、火花と音がいっそう激しくなるが、しかし、

「────」

　勝家は前に進めず、動けない。

　ただ、散る光と快かい音おんだけが強くなっていくだけだ。
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　二代は、速度の始まりを捉とらえることに集中していた。

　勝家の攻撃を見切ることが、勝利に直ちよつ結けつするからだ。

　だが、今、正面にいる勝家の身は、人間などを遙かに超える出力の筋きん肉にくを有している。それは厄やつ介かいなことに、

　……単に剛ごう力りきと言うだけでは御ご座ざらぬな。

　剛の力だけでは、攻撃を弾はじかれた時にバランスを崩くずし、隙すきが生まれる。

　だが、こちらの一いち撃げきで瓶かめ割わりを止められた際、勝家は即そく座ざにバランスを取り直し、すぐに次の動きに繫つなげてくるのだ。

　剛の力を放ちもするが、柔じゆうの力をもって瞬しゆん発ぱつの放ちを生みもする。

　自分の加か速そく術じゆつが累るい積せき型がただとすれば、勝家は瞬しゆん間かん型だ。宗むね茂しげに似ているが、勝家の加速は術じゆつ式しきではなく、種しゆ族ぞく特とく性せいであるがゆえに身体からだに負ふ担たんが少ない。

　圧あつ倒とう的な地じ力りきの高さが、勝かつ家いえの全てだろう。

　だが、と二ふた代よは思う。

　勝家の限界は、身しん体たい能力だ。身体からだが出来る以上のことを仕掛けて来ない、とも言える。

　ならば、敵に、想そう定てい外がいの行動はない。

　宗むね茂しげのように、勝利のために脚あし一本を捨てて身を飛ばすようなことはないのだ。

　そう、恐れることはない。今は目の前で生じることだけに対応していけばいい。おかしなことは起きないのだから、この相手はまともだ。変なことをしない。ゆえに、つまり宗茂殿どのは異常で、変なことをする御ご仁じんで──。

　……おや。

　拙せつ者しや、どこで間違えたで御ご座ざろうか……。

　まあいいで御座る、と二代は思った。武蔵むさしの連れん中ちゆうは奇き態たいなのばかりで御座るから、宗茂殿が異常だとしてもすぐに馴な染じむもので御座ろう。アフターケアも万ばん全ぜんに御座る。流石さすがは武蔵。

　そして今も、

「てめえ……！」

『手て前めえ──』

　二代は構わない。ただ、打ち、ただ、押す。向こうが押す分だけ押し返し、屋根の上での等とう距きよ離りを保ち続ける。それはやがて、密みつ度どを上げたものとなり、

「てめえ──!!」

　勝家の叫びが連続した。

「てめてめてめてめててててててめてめてめてめてめてめてててててめめめてめえ！」

『手前手前手前手前手手手手手手前手前手前手前手前手前手手手手手前前前手前──』

　ラップに付き合うとは、蜻蛉とんぼ切ぎりは負けず嫌ぎらいで御座るな、と思うが、いちいち反応する向こうも真ま面じ目めな御仁に御座る。

　うちの父ちち上うえだとこうはいかん。何しろ鹿か角づの様が「御お食事が出来ました」と言っても反応せずに神肖テレビ見てゲラゲラ笑っているので、台所の柱には肉にく包ぼう丁ちようが立てかけて御座ったなあ。

　懐なつかしいことだと、そう思いながら、二代は蜻蛉切で相手を止め続ける。

　押さえて、打って、弾はじいて、

「と……！」

　止める。止めて、止め続けて、止めていく。

　火ひ花ばなが散り、音が鳴って、お互いが前後に踏み込んでは下がった。

　視線はかわされ、言葉は飛ばされるが、しかし、動きを超えるものではない。

　そしてお互いの動作が洗せん練れんされていく。

　結果は初しよ動どうが決めるものとなり、更さらには勝家の肩の動きがどうなるかに絞しぼられた。肩の筋きん肉にくの動きによって、剣がどの角度で来るかを大体判はん断だんし、そこに蜻蛉切を打ち込み、

「？」

　手て応ごたえが、不ふ意いに消えた。

　蜻蛉とんぼ切ぎりが、空を切ったのだ。
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　いきなりのことだった。

　見れば蜻蛉切の穂ほ先さきが、何もない空間を穿うがっている。

　おかしい、と二ふた代よは思った。勝かつ家いえの初しよ動どうは確かに読んでいた。それなのに、何な故ぜ、ある筈はずの手応えがないのか。

　二代は視し界かい全体で捉とらえている敵を知ち覚かくした。そして気付くのは、

「瓶かめ割わりを手放した!?」

「捨てた、って格かつ好こう良く言えよテメエ」

　彼の言う通り、瓶割が勝家の手て前まえ側がわ、一歩先さきに落下していく。

　続くタイミングで、空を穿った蜻蛉切の穂先を勝家が握った。

　引かれた。だからこちらのバランスが崩くずれた。

　そして勝家が蜻蛉切の穂先よりもこちら側に来て、穂先の根ね本もとを脇に挟んだ。刃やいばに己おのれを映さないためだ。同時に彼は、落ちた瓶割を足あし先さきで蹴けり上げて逆の腕にトス。

　手に取り、後は至し近きんで、

「かかれ、──瓶割」
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　瓶割の割かつ砕さい能力が発はつ揮きされる。

　宙が横よこ一いち文もん字じに断たれ、開かれ、そして破は裂れつする。

　対する二代の一いつ瞬しゆんの判はん断だんは、賭かけに近いものだった。

　蜻蛉切の伸しん縮しゆく機き構こうを展開し、身を一気に後ろに飛ばしたのだ。

「……!!」

　下がる、それも石いし突づきのぎりぎりまで、跳ちよう躍やく付つきで、だ。

　勝家が割かつ断だんを受けぬために穂先を脇でホールドしているので、伸しん張ちようは彼からこちらを遠ざける動きになった。そして、瓶割が、下からトスされていたということは、

　……刃やいばは上向きになっている筈はず！

　果たして二代の推すい測そくした割砕の軌き道どうは、ほぼ水平、という形で叶かなえられた。

　蜻蛉切の柄えぎりぎりの位置を、割り砕くだきの力が薙なぎ払った。腰を落とし、柄にぶら下がるような姿し勢せいになった二代は、遅れた髪かみの数すう房ふさを食われる。

　しかし、かわした。が、

　……しまった！

　屋根の端はしに来ている。そして蜻蛉とんぼ切ぎりは伸びており、引かねば攻こう撃げき出来ない状態だ。他の屋根に飛び移ろうにも、長くなった蜻蛉切が邪じや魔までしかない。更さらには、

「貰もらうぜ東とう国ごく無む双そう!!」

　勝かつ家いえが来た。瓶かめ割わりの刃やいばを持ち替え、蜻蛉切の柄えに沿わせるような水平切ぎりで突っ込んでくる。

　だから二代も動いた。蜻蛉切の柄を握り、伸しん張ちようを戻しながら、

「結べ！　蜻蛉切!!」

「馬ばぁ鹿か！　戻すより俺おれの方が早えし、穂先より手て前まえにいる俺には割かつ断だんも当たらねえよ!!」

　構わない。断ち切るべきは敵ではない。

「屋根に御ご座ざる！」
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　二代は、戦せん場じよう自体を割断した。

　刃を左に引きながら下に向け、棟むねを斜めに断ち割った。

　……行け!!

　直後。屋根が中央付ふ近きんから二つに折れた。

　断たれたのは上部。屋根を支える棟と、その近きん辺ぺんの藁わら群むれだった。

　だが、支えを失った中央側は、布ふ団とんのような厚みをもって下へと落下する。

　屋根がＶ字を描いていく中、勝家のいる中央側が下に、端はしにいるこちらが上に持ち上がり、

「……っ！」

　二代は、己おのれを短くする蜻蛉切を、屋根の逆ぎやく端はし側へと押し投じた。

　同時に二代は跳ちよう躍やくする。持ち上がる屋根端の動きを利用し、更さらにはしゃがみ込んで得た己のバネを全開して、

「────」

　大だい跳躍した。

　宙で伸しん身しんして身を捻ひねり、勝家を飛び越え、狙ねらう着ちやく地ち位置は屋根の逆側、南の端だ。

　眼がん下かで、屋根の中央部が水に落ちた。

　水を打つ音がして、割断部ぶを中心に屋根藁が水に広がり流れゆく。

　それを越えて、二代は棟の逆ぎやく側がわ端に着地した。

　脚あしを藁に突き刺すようにして、斜めに傾かしいだ棟むね端はしに立った身は、既すでに振り向いている。

　そして彼女は、投じていた蜻蛉切を宙で摑つかんで手に取った。

　敵を見る。

　勝家が先に行こうとするならば、後ろから一いち撃げきをぶち込むつもりだ。

　だが、対する勝家は、陥かん没ぼつして斜めを向いた向かいの屋根の上で、

　……振り向いて御ご座ざるか!?

　勝かつ家いえが、こちらに目を向けていた。その身体からだもまた、こちらに向いている。

　背を見せる油ゆ断だんはしない。そういうことだ。

　しかし、突っ走った姿し勢せいから、傾かしいだ屋根上で、そんな急速の振り向きが出来るのか。

　その疑問に対し、二ふた代よの目は答えを見ていた。

　勝家は振り向いていなかったのだ。

　鬼おにの身体、その足あし下もとは、向こうへと大きく一歩を踏んだ姿勢だ。

　しかし、背後側がわ、屋根の中央側に置いた軸じく足あしがおかしい。

　それは足首まで強く屋根に捻ひねり込まれ、

　……棟むねの中央側を下に押して御座るか……!?

　勝家は、屋根の陥かん没ぼつを足で踏み進めたのだ。それは屋根をほぼ垂すい直ちよくにするもので、あとは、

「よく見えてんぜ？　──上、じゃねえよなあ？」

　もはや壁のようになった屋根に垂直に立ち、仰のけ反ぞる姿勢で鬼がこちらを見上げている。

　力任まかせだ。

　鬼としての正しい戦せん術じゆつ。ただただ身しん体たい能力任まかせの戦せん場じようの作り方だった。

　そして、鬼は、垂直になった屋根上で身を沈めた。

　動く。だから危険を感じた二代は、蜻蛉とんぼ切ぎりを前に構え、

「結べ、──蜻蛉切!!」

　割かつ断だんを正面打うちでぶち込んだ瞬しゆん間かん。二代はあるものを見た。

　夜空だ。
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「……!?」

　雲を得て、武蔵むさしを浮かせた空がある。

　水平を見ていた自分が何な故ぜそんなものをと、そう思った時、夜空の揺れが視し界かいに入った。

　夜空に見えていたものは、水面だった。

　……これは……。

　理解出来る。己おのれの足あし場ばが垂直に近くなっており、視界が足下側の水面を見ているのだと。

　原因は解わかる。勝家だ。

　彼が、こちらの攻こう撃げきタイミングを読み、屋や根ね中央側を一気に踏み下げたのだ。

　屋根を支える棟が割られても、屋根藁わらなどの他の構こう造ぞう物ぶつは繫つながっている。

　だから勝家側で中央部を踏み下げられれば、連れん動どうしてこちらも傾く。

　……しまった！

　と、二代は急きゆう角度の足場で踏みこたえようとする。

　しかし、視し界かいの中を占める水面に動きがあった。夜を映す水を、下から突き破って出て来たものがあったのだ。

　水に濡ぬれた、屋根の中央部ぶだった。

　勝かつ家いえが、屋根の端はし側がわに置いた足を踏み下げ、シーソーのように中央側を跳ね上げ戻したのだ。

「……っ!!」

　踏み堪こらえようと前に踏んだ足を、跳ね上がった屋根中央部が下から叩たたく。

　更さらには、Ｖ字だった屋根が水平に戻る勢いが、軸じく足あし側にも加わった。

　後ろへと、二ふた代よは、押しのけられるように尻しり餅もちをついた。

　……不ふ覚かく！

　息は出来る。それだけを理解して、二代は起き上がるために前に身を倒した。

　その判はん断だんが命を救った。

　先さき程ほどまで首があった位置を、瓶かめ割わりの軌き跡せきが走ったからだ。

　勝家が、屋根中央部を越えてこちらに来ている。

「──ち」

　舌した打うちが聞こえたが、それよりも二代は、耳に聞こえた剣の風かざ切ぎりに身を震わせていた。

　恐ろしいのではなかった。

　……美しい……！

　耳に届いた勝家の剣けん筋すじは、豪ごう腕わんなのに、一いつ直線の糸を走らせたようなものだった。

　素晴らしい、と二代は思う。力をこれだけ持ちつつも、荒れた剣を用いぬのかと。

　銀ぎん弧こを描いて戻っていく瓶割を視し界かいの中に置き、二代は身を後ろに跳ね上げた。

　屋根の端に立つ。

　勝家が屋根を跳ね上げた余よ力りよくにより、わずかな時間だけ、屋根中央が落ちずにいる。

　その緩いバランスの中で、勝家が二発目を放った。

　対し、二代は動きを放った。

　屋根端に足あし裏うらを置いたまま、後ろへと身を立て、倒れたのだ。
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　……落ちる気か!?

　勝家は、仰のけ反ぞりもせず、ただ棒ぼうのように倒れていく相手を見た。

　敵に対し、こちらが右手で横よこ薙なぎに振る瓶割の軌き道どうは変わらない。

　……やべえ。

　先程まで、敵の胸があった位置を、鋼はがねの直線が突っ走る。

　虚こ空くうを切った。

　その空から振ぶりを確かく信しんした時、敵の身体からだが屋根と水平になった。まるで時計の針はりだ。屋根端に着いた足あし裏うらを中心に、敵が回っていく。そして敵は、棒ぼう立だちに屋根よりも低く回り、

「……そういうことか!?」

　勝かつ家いえは敵の挙きよ動どうを理解した。敵は、落ちて逃とう走そうするつもりなど無い。ただ、

「────」

　屋根の縁ふち下したから、勝家は音を聞いた。

　蜻蛉とんぼ切ぎりを伸しん張ちようさせる音だ。

　解わかる。打つのは壁だ。家の石壁を、蜻蛉切の石いし突づきで突くのだ。

　倒れて回る身を、足を着いた屋根縁べりを軸じくとして、蜻蛉切で押し戻す。

　跳ね返る。

　倒れていった動きを逆ぎやく再生するように、敵の身体からだが起き上がってきた。

　こちらの瓶かめ割わりは振り切った状態だ。戻すより先に、

「結べ、──蜻蛉切」

　声が響ひびいた。
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　二ふた代よは、割かつ断だんの力を放つ言葉を作った。

　狙ねらいは敵の胸、ど真まん中なかの横よこ一いつ直線だ。避けようがない、と、二代はそう思い掛け、

　……違うで御ご座ざるな！

　見れば、勝家が、右の足を後ろに強く踏んでいる。

　屋根をまた、中央側がわに沈めて行こうというのだ。

　こちらが上に行き、向こうが下に行く。起き上がりの動作で、こちらの身体はやや上に引っ張られている。だから意識して身を沈める勝家は視線よりも下に行き、

　……間に合うで御座るか!?

　割断が入らなければ、返す瓶割を食らって負け。否いな、こちらも次の動きを取るべきだ。

　勝つために次から次へと、先を読み、行くべきなのだ。

　そう思いつつ、二代は割断力の放ほう射しやを感じた。

　当たれ、と思い、当たるな、と言う思いも感じる。ずっとこのまま、戦せん闘とうを続けていたいと。そんな危険な願いを思いもする。しかし、

「!?」

　不ふ意いに右みぎ手て側、東の方から、光が来た。

　……砲ほう撃げき!?

　同じタイミングで、勝家が東を見て叫んだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　邪じや魔ますんじゃねえ……！」

　叫びに重なるように、こちらと勝家の間に、一直線の光が飛び込み、

「!?」

　弾はじけた。周囲が明るくなり、

　……何事に御ご座ざるか!?

　光はあったが、何にも当たらなかった。不ふ発はつだと、そう思った時だった。

　破は壊かいが生じた。それも手て元もと側がわ、蜻蛉とんぼ切ぎりが、だ。

　蜻蛉切の刃やいばを支える基き部ぶ。割かつ断だん力りよくの展開を管理する機き構こう部分が、

『過か剰じよう──』

　快かい音おんと共に、内部から破は裂れつした。

　蜻蛉切が破は砕さいしたのだ。
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「馬ば鹿か野や郎ろう……!!」

　勝かつ家いえは、東の方向を見た。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の艦かん群ぐんの中、白の旗き艦かんに二つの影がある。

　こちらを片手で拝おがんで謝しや罪ざいのジェスチャーをしている利とし家いえと、彼の横で、頭を搔かいている、

「マティアス！　てめえ……！」

「すまない勝家君。──試し撃うちのつもりだったんだが、タイミングが悪かった」

　マティアスの手にあるのは、巨きよ大だいな大おお石いし弓ゆみだった。白と黒の、骨にも見えるそれは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ、〝飽食の一撃フイオゴス・ガストリマルジア〟の、ね」
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　……大罪武装!?

　蜻蛉切が破砕したという事実。それに対して呆ぼう然ぜんと仕掛けた二ふた代よだったが、聞こえた言葉は、その意識をすぐに醒さますものだった。

　……今の光は、あの大石弓のものに御座るか！

　効力は、推すい測そく出来る。今はもう沈ちん黙もくしている蜻蛉切が、最後に告げた一ひと言ことがある。

　過剰。そして、飽ほう食しよくの大たい罪ざい。ならば、

「出力過剰にして、内部破裂を誘う大罪武装に御座るか!!」

「仲間巻き込むとすげえ面めん倒どうだから、あんま面白おもしろ半分に撃うつなってんだけどな」

　勝家が、つまらなさそうに呟つぶやいた。

「悪いな。さっきのままでも俺おれの勝ちだったろうが、今のコレは美しくねえ。だけど、──コレ、テメエは俺にとって、単なる障しよう害がい物ぶつだからよ」

　返す動きで、瓶かめ割わりが来た。

　それは発はつ動どう無しの一いち撃げきだったが、充分な速度を持ち、

「背を見せて先さき行いかず、──殺すことで礼れい儀ぎとさせてくれや」
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　勝かつ家いえは、右手を左に引いた。横よこ一いつ直線。右から左に、返した手でたぐるように引いた。

　その軌き道どうには敵の首がある。女だ。興きよう味みはないが、名前くらい聞いておくべきだったかと、そう思い、でも御お市いち様さまに嫉しつ妬とされたらいけねえよなあ、と、そうも思う。

　だから無む言ごんで引き切った。

　だが、瓶かめ割わりの軌道がいきなり変わった。

　背後から、刃やいばを打った者がいるのだ。上うえ方向に、鉄の音がする勢いで打ち、

「──!?」

　瓶割の刃が、敵の頭上を越える。

　新あら手てだ。右みぎ手て側がわの背後。屋根の北側にいるのは、振り返った視線で見れば、

「……立たち花ばなの婿むこ養よう子しか!!」
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　鉄てつ槍やりを手にした男が、瓶割を押し上げた動きでこちらの右を潜くぐり、

「襲しゆう名めい解かい除じよ中ですけどね」

　……面めん倒どくせえ男だぜ！

「だが、面白えな……！」

　東とう西ざい無む双そう。この二人に背を見せるなど、危険な判はん断だんでしかない。

　先に行きたいならば、倒せということだ。マティアスの要いらん厚こう意いで水を差されたところだったが、敵が複数ならばチャラだ。気き兼がねなく楽しめると思い、

「まずはてめえから水を飲め!!」

　立花が、屋根の南側にいる本ほん多だ娘むすめと並ぼうとするのを、右の蹴けりで吹っ飛ばそうとする。

　が、右の膝ひざを止められた。敵、本多の方だ。本多娘が、死んだ神しん格かく武ぶ装そうの石いし突づきでこちらの足を強く弾はじいたのだ。

　しかし、その一いち撃げきには緩みがある。こちらの攻こう撃げきを止めるだけで、勢いが無い。

　……蜻蛉とんぼ切ぎりが破は壊かいされたことに、動どう揺ようしてやがんのか！

　本人は意識していないつもりでも、割かつ断だんが使えなくなったという状況は初めてだろう。そんな状況に対し、どのような対たい処しよと戦せん術じゆつを組むべきかが解わかっておらず、それが迷いとなる。

　だから勝家は、振った刃を戻し、本多娘から始し末まつしようとする。

　と、戻そうとした刃を、鉄槍が打ち戻した。

　立花だ。

　そして立花と本多娘が交差した。

　入れ替わる。こちらから見て立花が左、本多娘が右だ。

　こちらも瓶かめ割わりを右に戻し、更さらには、

「あまり使いたくねえんだけどな！」

　脇わき差ざしを左の手に抜き持った。

　対し、本ほん多だ娘むすめと立たち花ばなが、槍やりを縦たてに構えた。そして同時にこちらに踏み込み、

「──!!」

　初しよ動どうの連れん撃げきが生じた。
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　火ひ花ばなが散り、風が切り結び合った。

　宗むね茂しげが相手をするのは、脇差しという軽い武ぶ器きだ。それは軽量であるが、だからこそ速い初動を重ねてくる武器だ。

　そして宗茂の横、二ふた代よが相手をするのは今までと同じ瓶割だ。しかし蜻蛉とんぼ切ぎりの不ふ備びの分、二代の動きにはわずかな戸と惑まどいが生じている。

　だが、油ゆ断だんは皆かい無むだ。二人は、左右それぞれに位置し、自分の狙ねらいに専せん念ねんすることで、

「……おお！」

　数十の打ち合いの後、両の無む双そうが、勝かつ家いえの武器を同時に強く背後に弾はじいた。

　激げき音おんの勢いで鬼おにの両腕が左右に広がる。既すでに脇差しは欠け、瓶割も表面装そう甲こうに傷の無い部分の方が少ない有あり様さまだ。

[image: ]

　しかし、鬼おにを追う一いち撃げきを、武蔵むさしの二人が作ろうとした時だった。

　勝かつ家いえが息を吸い、強ごう引いんに上じよう半身を後ろへと振った。

　後ろへと弾はじかれた両腕を前に戻すのではなく、自らの上半身を背後側がわに振ったのだ。

　下がった。果たして両腕は、攻こう撃げきを放つための定てい位置へと至り、

「死ねえ──!!」

　叫びと同時に、勝家が一つの動きを取った。

　いきなり腰を落とし、姿し勢せいを低くしたのだ。

　直後。先さき程ほどまで彼の頭があった位置を、高速の砲ほう弾だんが後ろから前に突き抜けていった。

　誾ぎんの〝十字砲火アルカブス・クルス〟による一いち撃げきだ。それを見もせず、〝読み〟で回かい避ひした勝家は、笑った。

　勢いよく立ち上がりながら、両の腕を今や下段からの攻撃に変え、

「……前に見たもんが通じるかあ!!」

　その顔面に、正面から勢いよく飛んできたハンマーが激げき突とつした。

　巴ともえだ。

　二ふた代よに蹴けり飛ばされて退たい避ひした後、戦せん況きようを追っていた彼女が、南側の遠い屋根の上に立っている。彼女は残り一本のハンマーを杖つえ代がわりにして、

「一発目なら食らうと言うことだな。だから、──参考にしてくれ。──人狼女王レーネ・デ・ガルウ」
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　既すでに、勝家の背後で銀ぎん十字は展開していた。

　傾く屋根に対し、初しよ速そくからの重じゆう心しん制せい御ぎよによる音もない着ちやく地ちを行った人狼女王は、

「穿うがちなさい。──〝戦乙女の神鉄槌ワルキユーレ・マルトー〟」

　零ゼロ距きよ離りからの直ちよく撃げき打だを、勝家の背に発はつ射しやした。
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　腹に響ひびく音が生じ、水面を飛沫しぶきに変える。

　そして勝家の身が、水面上をバウンドして飛んだ。行き先は巴のいる方で、彼女は杖にしていたハンマーを肩に担かついで構えると、そのまま持ち上げ振りかぶり、

「死ね小こ僧ぞう!!」

　豪ごう快かいなスイングの一撃を振り抜いた。

　しかし、その攻撃を、打たれるべき被ひ害がい者は飛び越えていた。

　瓶かめ割わりだ。ようやくチャージの成った瓶割を、自分の真ま下したに発はつ動どうさせたのだ。

「かかれ、瓶割……!!」

　水が爆ばく発はつし、風が突き上げる。

　宙ちゆう高く飛んだ勝かつ家いえの身は、巴ともえの頭上を楽に越え、五つ隣となりの屋根の上に着ちやく地ちした。

　生きている。が、勝家の姿し勢せいは膝ひざを着いたもので、口から大量の血を吐いていた。

　その身は、水とは違う、粘ねばるような汗を零こぼしており、全身は衝しよう撃げきに震えている。しかし、

「はは……！　久しぶりだぜ、こんな食らったのは!!」

「黙だまって残さず食えよ、小こ僧ぞう」

「無む理り無理、ペース配はい分ぶん間違えてもう入んね。肋ろつ骨こつボロボロにやっちまってよ。胃にも刺さってんだぜコレ。悪いけどこれ以上は食えねえな。ババアの頼みでも」

　だから、と勝家は言って、口から血ち溜だまりを吐き捨てると跳ちよう躍やくした。東の方、エルベの川かわ面も、対たい岸がんの方へと。

　その姿すがたに人狼女王レーネ・デ・ガウルが眉まゆを立てる。

「逃げるんですの……!?」

「ああ!?　何なに言ってんだ馬ばぁ鹿か！　勝ったから去るだけだぜ！　逃げるとしたら勝ち逃げってヤツだ！　よく憶おぼえておけよ!?」

「勝ち逃げ……？」

　皆の疑問に、もはや闇やみに等しくなれる位置まで飛んだ鬼おにが言う。彼は、黒の空気に身を消していきながら、

「見てると死ぬぜ。死にたくなけりゃあ、……すぐ逃げるんだな！」
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「──東からの音が消えたな。柴しば田た先せん輩ぱいが下がったか？」

　成なり政まさは、街の中を、その宙を突っ走っていた。

　背後から来る魔女テクノヘクセン達の攻こう撃げきは執しつ拗ようで、二人分ぶんだけあって間かん断だんが無い。

　だが、そろそろ終わりだ。街の屋根の向こうに、マクデブルクの大だい聖せい堂どうが見えている。

　あの向こうに行かなければならない。

　大聖堂の背後には輸ゆ送そう艦かんが三艦見みえている。その向こうには、空から落としたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の戦せん艦かんが地面に突き刺さって立っている。

　輸送艦三艦は浮ふ上じようしていた。マクデブルクの生き残りを乗せた艦は西へ行きつつあるが、残りの二艦、武蔵むさし要よう人じんと半はん球きゆうを乗せた二艦は動いていない。

　武蔵総そう長ちよう達の帰き還かんを待っていることもあろうが、

　……武蔵から降りてくる護ご衛えい艦かん代わりの外がい交こう艦を待ってもいるわな。

　乗り込んで何もかもぶち壊こわしてやるべきだが、地上、もしくは近きん辺ぺんの家か屋おくからだと、輸送艦の高さに届かない。

　だから成政は、大聖堂の屋根から直接ジャンプで乗り込む、ということを思い、

「柴田先輩みてえな発はつ想そうだが、仕方ねえか……！　──助じよ走そうつけるぜ！」

　速度を作る足あし場ばを得るため、成政は屋根上に身を飛ばした。大聖堂前まえの広場に面した家屋の並び。その屋根上へと大だい跳ちよう躍やくする。

　着ちやく地ちして見れば、大聖堂は真まっ正しよう面めん、北の方角だ。

　成政は、追ってくる魔女達の射しや撃げきから身を隠かくすように屋根の東側斜しや面めんへ身を移し、

「……さてと！」

　藁わら屋根の上を、一いつ直線に大聖堂へと加速した。
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　成政は行く。

　眼がん下かの広場は浸しん水すいしていた。水深は浅いが、飛び込めば速度は落ちるし、

「大聖堂を回っていく時間もねえだろうな」

　頭上、武蔵から降りてきた外交艦が、大聖堂裏うらの輸送艦三隻へと接近している。

　あれが届いたら輸送艦には逃げられることとなり、つまり掠りやく奪だつの時間は終わりだ。

　だから、急ぎ輸送艦にまで自分を届かせねばならない。そのためには、着ちやく水すいを避け、

　……足場は──。

　あった。屋根から飛び、踏ふみ切きり板ばんとして使用出来るもの。石のベンチが大聖堂の前にある。

　そこから強くバウンドするように大聖堂の屋根に飛べば、大聖堂の壁を一回蹴けっただけで上に回れるだろう。

　後は屋上に蹴けりをぶち込んで、輸ゆ送そう艦かんまで跳べばいい。だが、

「──来たか」

　魔女テクノヘクセンの攻こう撃げきが背後から来た。が、屋根一つ分ぶんずれている。

　左ひだり手て側がわ、屋根の逆ぎやく側がわ斜面が弾はじけて震えを寄よ越こすのを成なり政まさは確かく認にん。着ちやく弾だんを視線で確かく認にんし、こちらに届かぬ事を理解の上で、

「Shaja！」

　成政は屋根端はしから宙に跳んだ。

　屋根が軋きしんだ時には、既すでに身は一いつ回転して大だい聖せい堂どう前まえの石のベンチを強く踏んでいる。あとは身を沈み込ませ、反はん射しやの力を溜ため、

「……百ゆ合り花ばな！」

　足あし先さきと足首、そして膝ひざに百合の紋もん章しようが咲いた。直後に、跳ちよう躍やくし、空を見る。

　だが、成政の視し界かいはあるものを見た。

「航こう空くう艦かん!?」

　来たのは風の圧あつだった。黒い影に見えるそれは、

「速え!?　否いや──」

　武蔵むさしの輸送艦だ。

　大聖堂の裏にある輸送艦ではない。武蔵から離り脱だつされ、一いつ直線に加速してきた艦だ。それはまるで、砲ほう弾だんのようにこちらへと飛ひ翔しようしてくる。

　超ちよう大型の狙そ撃げきだ。

　回かい避ひ不能な一いち撃げきを見て、成政は一つの事実に気付いた。

　……さっきの魔女の砲ほう撃げきは、跳躍の瞬しゆん間かん、直ま上うえに視線を向けさせないためか！

　輸送艦を砲弾として使用するための陽よう動どうだ。そしてこの攻撃は、

「俺おれ達の真ま似ねしたってか!?」

　跳躍した成政に対し、カウンターで輸送艦が直ちよく撃げきした。
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　石が砕くだける音と、地じ響ひびきが、そのまま広場の周囲の建物に反はん響きようした。

　長さ百メートル近い輸送艦は一いつ瞬しゆんで三分の一ほど縮まり、外がい殻かくを突き破った構こう造ぞう材ざいやフレームが四し方ほうに破は片へんを散らす。それらは近くの家に刺さり、窓を割り、街を浸ひたす水に転がり跳ねて波は紋もんとなる。

　そして地面が受けた衝しよう撃げきは、広場を震わせ、周囲の地面を縦たてに震しん動どうさせた。大聖堂の色いろ硝子ガラスや、周囲の建物の鎧よろい戸どが枠わくの中で歪ゆがみ、あるものは外れて飛び、あるものは割れて弾はじけた。

　広場に浸っていた水は、波紋を越えて飛沫しぶきとなり、一瞬の後に周囲を霧きりで満たした。

　全てが、己おのれのいる位置から、外へ、宙へとぶちまけられた。

　弾はじき上がる。

　後には沈ちん黙もくと、跳ね上がった水が作る滴しずくの音だけが残った。

　だが、新しい動きの生まれる場所があった。低い位置の空だ。同じ攻こう撃げきを避けるように、マクデブルクの東対たい岸がんにいたM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の艦かん隊たいが、南へと移動を開始していくのだ。

　しかし、市街側がわの低てい空くうでは、別の動きもあった。

　広場の中央上じよう空くう。そこに二人の魔女テクノヘクセンが到着していたのだ。

　霧きりに満ちた広場の上に羽ばたいているのは白と黒。黒と金の翼つばさだ。

　彼女達は、己の身み構がまえを崩くずしていなかった。

　二人の視線の先、やはり霧に突き立った輸ゆ送そう艦かんの艦かん尾び上に、一人の男が立っているのだ。

　成なり政まさだった。
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　……化ばけ物ものね。

　チャラい格かつ好こうをしているから、身み軽がると勢いだけが売りの人間なのかと思っていた。だが、

「もはや大だい聖せい堂どうの上に至るのは諦あきらめ、上への打だ撃げき跳ちよう躍やくに変へん更こうしたのね？」

「Shaja。百ゆ合り花ばな、──俺おれの〝癒使イスラフイル〟の試験で岩とかぶち抜いたからな。それの応用だぜ」

　言う成政の身体からだからは、蒸じよう気きが上がっている。跳ね上がった水を纏まとったせいもあるが、大だい部分はその右肩から半身を流れる血のせいだ。

　右の拳こぶしが砕くだけ、肩も妙みような形にへこんで、腕が動いていない。肩かた下した辺りから突き出しているのは骨だろう。

　だが成政は、血にまみれたベストから櫛くしを取り出し、それで血を拭ぬぐった。

　髪かみを撫なでつける。そして彼は、割れたサングラスを鼻はな上うえに持ち上げ、

「やるか？」

「……アンタの任にん務むは失敗でしょう？」

「ガっちゃん、挑ちよう発はつやめた方がいいよ」

「……え？　いや、別に普通の会話のつもりなんだけど……」

　言うと、マルゴットはわずかに空を見上げた。ややあってから笑えみ顔を下げてきて、

「……うん！　じゃ、しょうがないか！　うん、前向き前向き！」

「……テメエら自じ己こ完かん結けつし過ぎじゃねえのか」

　だがなあ、と成政が、つまらなさそうに呟つぶやいた。空を見上げた彼の頭上。東と西で、空へと行く大きな姿すがたが二つある。色は片方が朱しゆで、片方が青。地じ摺ずり朱雀すざくと〝義ぎ〟だ。

　どちらも、腕や肩に幾いくつかの人ひと影かげを乗せており、輸送艦への着ちやつ艦かんを行う軌き道どうだ。

「……今からだと、輸送艦乗り込もうとしても武ぶ神しんで迎げい撃げきか」

　成なり政まさが、仰のけ反ぞって後ろを確かく認にんした後、こちらに身体からだと視線を戻した。

　血で撫なでつけた前まえ髪がみが数すう房ふさ落ちるのも構わず、成政は無ぶ事じな片手をズボンのポケットに突っ込む。そして彼は、踏んでいる輸ゆ送そう艦かんの艦かん尾びを蹴けり付け、

「あんま、俺おれ達の真ま似ねしてっと、──不ふ良りようになんぜ」

「は？」

　どういう意味よ、と、言おうとした瞬しゆん間かんだ。

　成政の背後。輸送艦のいる場所に、空から戦せん艦かんが縦たて落おとしに激げき突とつした。

「!?」

　羽は柴しばの戦艦落としには、まだ残りがあったのだ。
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　正まさ純ずみは、空から降るものを風のように感じていた。

　戦艦。それもガレーの高速型がただ。黒くろ塗ぬりのドラゴン級。それは一いつ直線に、

「こっちか!?」

　大き過ぎるために目もく測そくが計れない。

　地じ摺ずり朱雀すざくも〝義ぎ〟も、着ちやつ艦かん直後であり、二ふた代よや馬ば鹿か達を下ろしているために動けない。

　ただ、馬鹿が何な故ぜか女じよ装そうで、

「うわ──！　死ぬ！　ここまで来て死ぬのか！　まるでアクションゲームで最後の穴に操そう作さミスって落ちるような人生だな俺おれ！　テロロレロロ──ン」

　死し亡ぼうＳＥまでつける馬鹿を皆が睨にらみつけると同時に、速度が迫った。そして、

『防ぼう御ぎよします！』

　降こう下かしてきていた外がい交こう艦一隻せきと、東側で上じよう昇しようを掛けていた三隻目の輸送艦が行った。

「待て、三艦目！　危険だぞ!?」

　問うたが、〝半球〟を乗せた三隻目まで防御に入る理由は明確だ。

　……こちらに当たる！

　そのことが、接近の一いつ瞬しゆんで理解出来た。だから両艦が壁を作り、

『乗員急いそぎ退たい避ひ──!!』

　装そう甲こうと、己おのれの身体からだで激げき突とつした。
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　風が起き、落下の敵てき艦かんに対し、壁となった二艦の巨きよ体たいがひしゃげた。

　激突の音と削けずりの音と軋きしみの音が連続し、

『……Ｊｕｄジヤツジ．!!』

　逸そらした。

　外がい交こう艦かんは曲がって、放られるように上空を転んだ。輸ゆ送そう艦は打ち砕くだかれ、落ちる戦せん艦かんの外がい壁へきに弾はじかれて横おう転てんした。

　どちらの艦からも乗員が緊きん急きゆう脱だつ出しゆつし、退たい避ひ場所に準備したもう一つの外交艦や、こちらの艦へと飛び移る。そんな彼らを救うために地じ摺ずり朱雀すざくと〝義ぎ〟が腰を上げた瞬しゆん間かん。

　軌き道どうを逸そらされた敵の戦艦が下へ落ち、地面へと激げき突とつした。

　救たすかったのだ。
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　輸送艦上じようで、アデーレは一ひと息いきをついた。

　大だい丈じよう夫ぶですの？　と声を掛けてくるミトツダイラに頷うなずくだけで精せい一いつ杯ぱいで、合流を喜んでいる余よ裕ゆうもなかなか無い。

　……参まいったもんですねー……。

　すいませんね、とミトツダイラに言っていると、上空の武蔵むさしが外部装そう甲こうに備え付けられた灯とう火かを全ぜん域いきで消したのが見えた。武蔵への敵てき艦かん突とつ撃げきを受けぬようにするためだ。

　……でも、半はん球きゆうは……。

　砕くだかれ落ちた輸送艦と外交艦の皆は、それぞれ無ぶ事じな艦に退避をしている。

　しかしそれは、半球が砕かれ、放ほう棄きされたと言うことだ。

　そして、

「あ」

　自分達の乗る艦が上じよう昇しようを始めた。これ以上狙ねらわれないように、上空に一艦残のこった外交艦に護まもって貰もらいながら上昇を掛けるのだ。

　これから、ゲーリケ達の乗る輸送艦は低てい空くうで西へ行き、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側と合流する。

　戦せん闘とうは、ほぼ終しゆう結けつしていた。

　マクデブルクは水すい没ぼつ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 とP. A. Odaは南みなみ方向への撤てつ退たいを開始しているらしい。

　これは柴しば田た・勝かつ家いえが去ったことによるものだろう。後は、佐さ々さ・成なり政まさとナイトとナルゼだが、輸送艦の動きを見れば飛ひ翔しようで追ってくる筈はずだ。だから、

「終わったんですね」

　呟つぶやいた。その時だった。乾いた、しかし瞬間的な響ひびきが聞こえた。

　肉を打つ音だ。肩を震わせてアデーレが振り向けば、

「喜き美みさん？」

　喜美が、M. H. R. R.の女じよ生徒の頰ほおを張っている。誰だれだろう、とアデーレは思い、だから、

「ええと、誰です？　その方」

「え？　ああ、俺おれ俺、俺だよ」

　聞こえた声に、周囲で作業していた男子学生共とも々ども、アデーレは敗北を感じて膝ひざを着いた。
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　……まあ、結けつ構こう、似に合あいますものね……。

　思うミトツダイラは、しかし、女じよ装そうの背後から喜き美みの表情を見ていた。

　鋭い目付きと口元を揺るがさない彼女は、手を振り抜いた状態で、

「愚ぐ弟てい。とりあえず、巨きよ乳にゆうに攫さらわれて六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ大だい自然ツアーとM. H. R. R.神聖ローマ帝国 幽ゆう閉へい皇こう帝ていツアーまでぶちかましたそうだけど、……皆に言っておくことは？」

「え？　あ、うん」

　頰ほおを押さえていた馬ば鹿かは、皆を見渡した。そして、笑えみ顔で、

「有あり難がとうな。──戻って来られたよ」

　すまないと、そう言わないところが彼らしい。だからミトツダイラは皆と頷うなずき、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──恐きよう悦えつ至し極ごくに」

　応じる眼がん前ぜん、喜美が表情を緩める。彼女は一ひと息いきついて、馬鹿を見て、

「今度から、あんまり、巨乳だからってついてっちゃ駄だ目めよ？」

「うん」

「人ひと妻づまでも、安心しちゃ駄目よ？」

「うん」

「御お嬢じよう語ご尾びでも──」

「ちょ、ちょっと喜美！　一応はうちの母親なんですからその勢いで全ぜん否定はちょっと!!」

「ククク、随ずい分ぶんと親子団だん欒らん戻ったみたいじゃないミトツダイラ」

　否定出来ないのが嫌いやなところだ。

　だが、まあいいわ、と喜美は改めて深く息を吐く。

　そして彼女は馬鹿の後こう頭とう部ぶに腕を絡めて、ゆっくりと抱き寄せ、

「──大だい丈じよう夫ぶ？　怖くなかった？　犯されたり監かん禁きんされたり調ちよう教きようとか洗せん脳のうされなかった？」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　洗脳されてたら、うん、って言わなくね？」

「ククク愚弟、意い外がいとしっかり者ね。ともあれ──」

　喜美がこちらを見て、肩を竦すくめる。

「ミトツダイラ達に、護まもって貰もらったみたいね。そうでしょ？　愚弟」

「え？　あ、うん、ネイトとか、かなりハシャいだっぽいんだけど。……でもまあ何ていうかさ。──姉ちゃんとさ、俺おれ、昔、あの辺り行った気がすんだよな」

　……え？

　思い、首を傾かしげるこちらの眼前。喜美が頷き、問い掛ける。

「御お菓か子しは貰った？」

「あ、うん。──ネイトが砂さ糖とうのデカいの外して焦あせってた」

「な、何で見てるんですのそんなこと!!」

　どうやったら外せるのか、彼に伝わってなければいいのだが、と、そう思った時だ。喜き美みが目を細めてこちらを見た。

「──子供」

「な、何がですのっ！」

　どうして知っているのかは解わからないし、確かく認にんするには喜美か母かとなると難なん度どは激げき高だかだ。どうしたものかと、そう思いながら辺りを見回すと、

「……？　どうしましたの？　浅あさ間ま」

「え？　あ、下にまだいて、佐さ々さ・成なり政まさと向き合っているナイトとナルゼから連れん絡らくで。……何だか気になることがあるって」

　それは、

「武蔵むさし側がわからも、鈴すずさんから報告が来てるんですが、先さき程ほどの戦せん艦かん、最後の一いつ艦かんだけが、ええ、確かに、──ステルス仕し様ようだったんですよね。何な故ぜか」
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　大だい聖せい堂どう前。

　眼がん前ぜんに突き立つ輸ゆ送そう艦かんの残ざん骸がいと成政を置き、ナルゼはしかし、上空の武蔵を見上げた。

　全ぜん艦かん、外部灯とう火かを消しているのは、目もく視し使用の全ぜん域いき警けい戒かい態勢をとっているということだ。希まれなことだが、そこまでをするのは、

　……さっきの戦艦が、ステルス仕し様ようだからよね。

　いきなり落ちてきた。今までのものとは明らかに違った。何しろ、いつも空を飛んでいる自分達にとっても唐とう突とつだったのだから。

「ステルス仕様となると、ベルさんでも捉とらえにくいよね……」

　マルゴットの言葉に頷きながら、しかしナルゼは内ない心しんで疑問を得た。

　……どういうこと？

　ナルゼは疑問する。この一艦のみ、ステルス仕様だったのは何故か。

　まず思い浮かぶのは、非ひステルス艦を先行して落とすことで油ゆ断だんさせ、その後にステルス艦で本ほん命めい攻こう撃げき、という推すい測そくだ。

　しかしそれならば、もっと早い段階で打ち込んでよい筈はずだ。壁となった外がい交こう艦は上空からまっすぐ降りて来ていたから、垂すい直ちよく落下に近い戦艦落おとしの軌き道どうでは結局邪じや魔まになるのだから。

　ならば、

「──!?」

　ナルゼは気付いた。成政の姿すがたが、跳んだのだ。それも大聖堂側ではない南東へと。

　マルゴットが、はっとした動きで射しや撃げきを送るが、成政は相手にもしない。ただ彼は、負ふ傷しようの右腕を後ろに靡なびかせながら、一気に屋根上を疾しつ走そうしていく。

　そしてマルゴットが、翼つばさを小さく動かし、空中の位置を補ほ正せいする。その音が聞こえ、

　……え？

　辺りを見回していたナルゼは、疑問の内容を呟つぶやいた。

「マルゴット。あのね……？」

　問い掛ける。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の艦かん隊たいが、どうしてあんなに東南へ下がってるの？」

　気付けば、周囲から音が消えている。否いな、砲ほう撃げきの音も戦いの音も、あるにはあるが、小さく、遠ざかっており、

「ガっちゃん、これ、敵は撤てつ退たいしてるよね」

　そうよね、と思い、ナルゼは、はっと顔を上げた。

　解わかったのだ。先さき程ほどから感じている違い和わ感かんの正しよう体たいが、だ。それは、

「──M. H. R. R.が戦せん場じようから撤退しつつあるのに、何でステルス艦がぶち込まれたの？　こんなタイミングで不ふ意い打うちの勝利したって、意味が無いじゃない！」

　その答えは、大気が応えた。

　音が来たのだ。一つ、確かに響ひびき、そして続き止まらなくなっていく音。それは、

「鼓こ動どう……!?」
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「おいおいおいおい、参まいったね。地ち脈みやく炉ろの暴ぼう走そうだよ……？」

　武蔵むさし艦かん上じよう、垂すい直ちよくとなっている武蔵むさし野のの甲かん板ぱん上で、酒さか井いは長なが椅い子すから身体からだを起こした。

　と、横に立つ〝武蔵〟が眉まゆをひそめ、背はい後ご方向となる地上側に視線を向ける。

　彼女はしばらく無む言ごんで小さく頷うなずいていたが、数すう度ど目で酒井の方を見る。

「──とりあえず全速で上じよう昇しようの準備を行います。下、輸ゆ送そう艦かんの到着を待ちますか？　御ご判はん断だんを御お願ねがい致します、酒井様。──以上」

「あれ？　俺おれ、最高権けん力りよく者しやじゃない筈はずなんだけどね」

「手て頃ごろな方が近くにおられませんので。──以上」

　成なる程ほどね、と言い、そうだねえ、と言っている間に、鼓動が続く。そして酒井は、

「爆ばく発はつまでどのくらい？」

「K. P. A. Italia方面から届きました情報と比ひ較かく照しよう合ごうするに、一分ほどかと。──以上」

「じゃあ、分ぶん解かい作業してる暇ひまもないし、消しよう滅めつ工作してる余よ裕ゆうもないか。──間に合わないねえ。どう見ても」

　だったらさ、

「輸送艦来てからでいいよ。〝武蔵〟さん。引いん率そつの先生が先に去ったらしょうがないしね」
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「ま、真ま喜き子こ先せん輩ぱい！　地ち脈みやく炉ろの暴ぼう走そうって何ですか!?　何ですか!?」

「あー、御ご免めん、今ちょっと蕎麦そば食ってるから後にしない？」

「うわあ──！　折せつ角かく学がく食しよくが夜も開いてて夕食安く済むと思ったのに、ここで死ぬなんて！」

「まあまあ、落ち着きなさいよ光みつ紀き、──死ぬんだから」

「文章の前と後が嚙かみ合って無いですよ！　どうやって落ち着けと！」

　そうねえ、と、オリオトライは、丼どんぶりの蕎麦を箸はしで手た繰ぐりながら、こう言った。

「食ってりゃ落ち着くわよ。そういうもの」
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　二隻せきの輸ゆ送そう艦かんと外がい交こう艦は、急ぎ上じよう昇しようを掛けていた。

　一艦はゲーリケや巴ともえを乗せ、マクデブルクから離り脱だつをするために。

　一艦は武蔵むさし勢ぜいを乗せ、外交艦と共に武蔵へと向かうために、だ。

　二艦は急速にマクデブルクからの離脱を図っていくが、距きよ離りを空あけようにも、輸送艦の速度では間に合わない。

　落ちた戦せん艦かんの姿すがたは眼がん下かに確かに見えたままだ。そして、戦艦の砕くだけた甲かん板ぱんから外に零こぼれた銀色の円えん筒とうも、ずっと見えている。

　竜りゆう脈みやく炉ろが、そこにあった。長さ三メートル。直ちよつ径けい一メートル強の鉄の円筒だ。わずかに光を帯びたそれこそが、地脈の鼓こ動どうを鳴らしている正しよう体たいであり、

「半径五キロってだけでも、充分こっちまで吹っ飛ぶぞ！」

　正まさ純ずみが叫んだ甲板上では、合流した連れん中ちゆうも集めて皆がパニックを起こしていた。

　浅あさ間まが武蔵側との通つう神しんを確かく保ほしながら、音おん声せい入力を通常として、

・あさま：『ちょ、ちょっと！　何ですか!?　何ですか一体！　地脈炉!?』

・未熟者：『地脈炉？　違うよ、竜脈炉って言うんだよ。知らないのかい？』

・約全員：──この眼鏡めがねの態度について審しん議ぎ中

・未熟者：『な、何だよ！　訂てい正せいしたら駄だ目めなのかよ!?』

・あさま：『と、ともあれ何ですか一体！　三み河かわをドカンしたものがこんなとこでボカンしたら皆ボンしてアレレな感じですよ!?』

・●　画：『何でアンタたまにそんな瞬しゆん発ぱつ力りよく高いの？』

・○べ屋：『やっほー！　こっち武蔵ね！　それでそれで御お願ねがいなんだけど！』

・金マル：『ん？　何かな一体？』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、──あのね？　そっちの輸送艦さ、盾たてになってくんない？』

・貧従士：『おおっとお、来ましたよ!?　来ましたね!?』

・○べ屋：『いやいやマジマジ！　無料でいいから！　それで武蔵むさしを生かす方向で！　いいよお自己犠ぎ牲せい。死んだら本にしてあげるからね？　タイトルは〝盾たてになったウスノロども〟で、印いん税ぜいは私全部で!!　大だい丈じよう夫ぶ、五倍にして返すから！』

・あさま：『あの、すいません、聞かなかったことにするのでもう一度』

・○べ屋：『あ、うん、盾になって死んでいいよ!?』

・副会長：『前より酷ひどいな!!』

　だが、叫ぶ皆の中、はっとした動きを作った者がいる。

〝義ぎ〟だ。破は損そんしたパーツを甲かん板ぱんに落としていた彼女、里さと見み・義よし康やすは、

『義よし頼よりとアンヌは!?』

『私は来ている』

　と、斜め下からの軌き道どうで、白の武ぶ神しんが輸ゆ送そう艦かんの横に並ぶ。その姿すがたに〝義〟は肩から力を抜くが、しかし、すぐにこう叫んだ。

『……だったらアンヌは!?』
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　アデーレは、既すでに眼がん下かに離れた大だい聖せい堂どうの裏うら手てを見た。自然公園があり、敵の戦せん艦かんの残ざん骸がいが転がる場所だ。だが、

　……パレ・カルディナルは、さっき、確か、あの辺りに座っていて……。

　誰だれかがやってくるのを、待っているかのように見えた。だが、

「いません、よね？」

　先さき程ほどまで彼女がいた位置には、今いま何もない。だからアデーレは安あん堵どする。

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの人達の方に、去ったんですよね。飛べる武神ですし。

　だが、とアデーレは思う。六護式仏蘭西の艦かん隊たいがいる辺りも、充分に爆ばく発はつ範はん囲い内だ、と。

　今思えば、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 とP. A. Odaが迅じん速そくに撤てつ退たいしていった意味がよく解わかる。

　羽は柴しばが本当に狙ねらっていたのは、竜りゆう脈みやく炉ろによるマクデブルクの破は壊かいと、要よう人じんの消しよう滅めつだろう。

　早期に侵しん攻こうすることで要人をマクデブルク内に押しとどめ、更さらには内部侵攻することで、六護式仏蘭西に突とつ撃げきの手段をとらせた。

　全てを知って撤退するM. H. R. R.側は、しかし骨の戦せん士し団だんを用いて六護式仏蘭西を足止めし、そこに竜脈炉を叩たたき込むことで全てを消し去る。

　柴しば田た・勝かつ家いえと佐さ々さ・成なり政まさが内部で戦せん闘とうを続けたのも、皆を引きつけておくためだろう。

「……だけど」

　どうしよう、と、アデーレはそう思った。

　敵の狙いが解ったところで、その流れが変わるわけはないのだ。

　今、聞こえる鼓こ動どうはいずれ速くなり、限界に達したところで半径五キロ圏けん内ないが消滅する。

　だからアデーレは皆に振り向いた。とにかく動かねばと、そう考え、

「ど、どうにかしましょう……!?」

　問い掛けた。その時だった。

　眼がん下かで、竜りゆう脈みやく炉ろを運んできた戦せん艦かんに不ふ意いの動きがあった。

　砕くだけた甲かん板ぱん部ぶから外に零こぼれ出していた竜脈炉が、大きく揺れたのだ。

　え？　と皆が気付いて視線を向ける。アデーレも見る。すると、

　……あれは……！

　竜脈炉が動いている。足も無いのに持ち上がり、掲かかげられたようになる。それは、

『──アンヌ!?』

〝義ぎ〟の叫びを、アデーレは聞いた。

『何をしている!?』
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　アンヌは、わずかにぼやけた意識の中で、しかし、己おのれのしていることを自覚していた。

　初めは、叩たたき起こされたと、そう思ったのだ。折せつ角かくいい眠りについていたのに、いきなり布ふ団とんの上から両手で叩かれたような、そんな驚きの目覚めだった。

　病院にいた時、そんな風ふうに起こされたことがある。あれはいつのことだったか。

　……確か、人狼女王レーネ・デ・ガルウが娘むすめを連れてきた時だったかしら……。

　今は違う。だが、先さき程ほどの戦艦の落下はかなり響ひびいた。目が醒さめ、振り向いた時には竜脈炉が地面に零れており、その鼓こ動どうから何が起きるのかを理解した。

　全てが消されようとしているのだ、と。

　K. P. A. Italiaからの報告を聞いた限りでは、この鼓動が速くなり、ピークを迎えた時点で爆ばく発はつする。効果範はん囲いは半径五キロ。上空の武蔵むさしはおろか、西にいる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも巻き込んで消し去るものだ。

　どうにかしなければならない。

　ここには、自分の知る全てがいるのだ。それが消されたならば、

『赦ゆるさないわ……』

　ここにいる多くの者達は、自分が、ここまで連れてきた者達だ。

　兄も、その妻つまも、仲間も、部ぶ下かも、戦せん力りよくも、国こく力りよくも、欧おう州しゆうの流れも、世界の歴史も、武蔵も何もかも、ここに至る分は、自分が関わり、そして、

『彼ら次じ代だいに任せようと、彼らには任せられると、そう思ってるのよ……』

　無む駄だにはさせない。

　自分のしたことを、絶対に、無駄だったことにはさせない。だから、

『リュイヌ』

　背の翼つばさを展開した。六枚翼よく。飛んだことはない。ゆえに、

『手伝って。私の意い思しを送るから、貴女あなたが私を動かして』

　そして、

『私の最後の時間、空に散歩しましょう。でも、──覚かく悟ごは出来てるわね？』

『Ｔｅｓテスタメント．、私はアンヌ様の侍じ女じよですので』

　言葉が聞こえ、すぐに望んだ情報が来る。

・竜　犬：『意識同どう調ちよう。──爆ばく発はつまで推すい測そくで三十二秒。パレ・カルディナルの全速で、やや北西の空に上じよう昇しよう。三十二秒後の位置で竜りゆう脈みやく炉ろを爆ばく発はつさせます』

・ＡＮＡ：『下、街とか無い？』

・竜　犬：『既すでに確かく認にんしております。御お嬢じよう様。なお、羽は柴しば勢ぜいの方にぶつけることも想そう定ていしましたが、距きよ離りが既すでに空あけられているので不可能です』

・ＡＮＡ：『──完かん璧ぺきだわ。貴女』

・竜　犬：『Ｔｅｓテスタメント．、有あり難がとう御ご座ざいます。しかしお嬢様、体調の方は──』

　ええ、とアンヌは頷うなずいた。

　寒さむ気けが来ている。

　身体からだは無いのに、何かが消え落ちて行っている感覚がある。まるで身体が、後ろ側から砂すなと化して散っていく寒気だ。正直、あと三十秒保もつか解わからない。だけど、

・ＡＮＡ：『大だい丈じよう夫ぶよ。──私にまだ、消えられる部分があるってことだもの。だから飛んで、リュイヌ。意思を送るから。誰だれよりも強い意志で送るから』

　ええ、そうね。

・ＡＮＡ：『ずっと、ベッドで寝ていた小こ娘むすめが、どれだけ空を見上げていたか。──その意味を教えてあげるわ』
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　パレ・カルディナルが、天に向けて開いた六枚の翼に光を溜ため、地面に叩たたきつけた瞬しゆん間かん。

　大気を穿うがつ大だい音おんとともに、銀の全身が空へと己おのれを発はつ射しやした。

　戦せん場じようにいた人々は、弧こを描いて夜空に走った光の軌き道どうを見た。

　視線では追いつかない。

　顔を振り向かせ、身を振り仰あおがねば、追いつけぬ速度だった。

　途と中ちゆう、幾いく度どか大気をぶち抜き、その証しよう拠この大音を響ひびかせ、銀の軌き跡せきが夜空を刺していく。

　そして通つう神しんに、声が聞こえた。

『皆、憶おぼえておいて。──これは私の尽きる瞬間の在り方だと。

　私はただ、ただ尽きる時まで、皆を護まもって』

　ええ。

『そして最後まで私は私を使い尽くして、──そして勝つの』

　小さな笑えみまで付いた声は、一いつ直線の光として空に上がった。

　しかし、爆ばく圧あつの直接範はん囲いを免まぬがれたとしても、爆ばく風ふうや衝しよう撃げきは存在する。

　ゆえに誰だれもが、行く光から距きよ離りを取らねばならない。武蔵むさしと合流した輸ゆ送そう艦かん上では、〝義ぎ〟から飛び出した義よし康やすが眉まゆを立て、

「何な故ぜだ……！　お前、あれほどまでに……、兄あに王おう達と会うことを待っていただろうが！」

　息を詰める皆の中央、義康は顔を手で覆おおい、視し界かいを指で塞ふさぎ、

「遺のこされる者のことを、何故考えない……！」

『義康。勘かん違ちがいをするな』

　義康の右横に、〝八やつ房ふさ〟が立った。

『彼女は遺のこすのではなく、お前達を送り、そして行くのだ』

　だから、と彼は、一ひと息いきの間をもって、空を見たまま声を作った。

『見ろ、義康。それが、彼女が我々に望むことだ』

　おお、と、頷うなずくように、応じるように、周囲の者達が声を挙げた。戦せん士し団だんや艦かんの乗員、作業員や、他、誰だれも彼かれもが、北西の空を見上げ、

「見ろ……」

　空に昇のぼっていく銀の一線を指差し、

[image: ]

「夜の空を行く、矢のようだ……」
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　アンヌは、昇のぼりながら、全てを見ていた。

　大気の激げき突とつと切り裂さきに全身が震えているのは解わかる。しかし、視し覚かくにリュイヌが補ほ正せいを掛けてくれるお陰で、アンヌは眼がん下かの全てを見ることが出来た。

　初めは街の周囲とか、河か川せんと森とか、そのようなスケールでしか見えていなかった。

　だが、上じよう昇しようしていくと、街は地域の一部であり、森は山と繫つながりのある木々の広がりであり、河川は曲がりくねってそれらを結んでいるのだった。

　ただ、世界がそこに広がっていた。

　どこまで、これは続いているのだろうと、アンヌは薄れていく意識でそう思う。

　知らないことばかりね、と。

　……もっと上へ。

　高い位置へ上がれば、更さらに遠くまでが見えるだろう。だから、

　……上へ。

　上がれ。何しろまだ、完全に見えていないものがあるのだ。

　……私の、多くを過ごした場所。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。

　西の方角だ。初めての俯ふ瞰かんだが、大体は解る。夜であっても、雲空の下であっても、世界に光が無い訳わけではないのだ。

　リュイヌが視覚に補正を掛けて、見えるものを明るくしてくれる。昼みたいにしてしまうのはちょっとやりすぎだけど、

・竜　犬：『差し出がましい真ま似ねを失礼いたしました』

　そう、そういう風ふうに薄うす暗ぐらい程度だと有あり難がたい。完かん璧ぺきよ、貴女あなた。

　……ああ、だけど、凄すごいわね、これ。

　空から見る地形は、教きよう導どう院いんにあった大おお判ばん地図とそっくりだ。

　海岸線も、山の連なりも、集しゆう落らくの位置も。

　見えた。

　だが、いつも、ベッドで寝ながら見ていた地図には暫ざん定てい国こつ境きよう線せんが描いてあったものだが、そんなものは今、広がる世界のどこにもない。そして、

　……あ。

　遠く、西の方に、森を示す広大な黒い闇やみがあり、その向こうに、集落の光が見えた。

　見覚えはない。が、巴パ里リでは、地図でいつも確かく認にんしていた場所だった。

　……そうね。

　一時期、あの森の近くで療りよう養ようしていたんだわ。

　地元の若わか領りよう主しゆはひ弱で頼りなくて、住民の脅きよう威いであった人狼女王レーネ・デ・ガルウを狩かりに行って、行方ゆくえ不明になったと聞いた。

　あの時、アドバイスをしたのは自分だが、彼と人狼女王の関係に対し、間違った解かい釈しやくをしていただろうかと考え込んだものだ。そして、

　……ああ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの、北岸までが見えてきた。IZUMOがあり、更さらに向こうにある灯あかりの群は、

　……巴パ里リね。

　殆ほとんどは病院のベッドの上だったが、友がいて、信頼出来る仲間がいて、急速に成長していく兄がいた。友は子を産み、兄は恋れん愛あい相談なんかしてきて、迷めい惑わくだと思ったが、人狼女王レーネ・デ・ガルウの時もそうだったのだ。

　モテない運命らしい。

　そのことを思い、意識で苦く笑しようして、視線を眼がん下かに動かした。

　アンヌは皆を見る。六護式仏蘭西の布ふ陣じんと、武蔵むさしを見る。

　補ほ正せいによって超ちよう望遠かつ増ぞう光こう度どされた視し覚かくの中には、武神ルール・デ・マリオネツタ隊がいて、自動人形ベル・デ・マリオネツタがいて、三さん銃じゆう士しがいて、Mouriシリーズがいて、そして、

　……人狼女王。

　やはり、来てくれたのか。こちらをまっすぐに見上げている顔は、いつもの笑えみだ。かつて、森の話をせがんだ時と同じ顔。手元の表示枠シーニヤ・カドルは、〝彼〟に繫つながっているのだろう。

　あまり外に出たがらないのが、よく来てくれた。

　そして武蔵側にいる、胸むね以外彼女にそっくりなのが、娘むすめだろう。

　水み戸と松まつ平だいらを継がせることで、人狼女王の素す性じようを隠かくし、そして、娘である彼女を武蔵に送ることで六護式仏蘭西が掛かる問題の外に置いたつもりだったが、

　……まさか、武蔵が世界に乗り込んでくるとはね。

　大きな誤ご算さんだ。だけど、とアンヌは思う。人狼女王の娘には、いろいろと苦労を掛けたろう、と。しかし、その姿すがたも立ち居い振ふる舞まいも立りつ派ぱになって、

『良かったわ』

　時とき折おり、人狼女王が、武蔵に送った貴女あなたのことを気にしていたなど、彼女は知らないだろう。備び前ぜんにて叩たたき帰し、しかし帰りに実じつ家かで考え込んだ数日を過ごしたことなど。

　あの時、戻ってきた彼女は、困ったという顔でこう言ったのだ。

「あの子が欲しそうな、いい王を見つけたのですけど。……ええ、ちょっと失敗してしまいましたわ。出来れば死なず、意い思しある王としてあの子を見つけてくれればいいのですけど」

　どうなのだろう。

　ただ、私と同じように、人狼女王も、次じ代だいを確かに得たのだろうか。ならば、

　……護まもるわ。

　兄と、その大事な人の姿すがたを見つつ、いろいろなことを思いながら、しかし、

　……護ってあげる。

　思い、上じよう昇しようしようとして、アンヌは気付いた。

　自分の身が、宙に停まっていることを。そして、

・竜　犬：『お嬢じよう様さま。おめでとう御ご座ざいます。──到とう達たつ点です。現在、同どう調ちようにて意識の速度を私達自動人形ベル・デ・マリオネツタ同どう様ようにしておりますので、ええ、……御お命いのちに、三十秒ほど余よ裕ゆうがあります』

・ＡＮＡ：『本当、完かん璧ぺきね、貴女あなた』

　そしてアンヌは、全てを見た。
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　手を広げれば抱けそうな世界に、光や、姿として、自分の作ったものが揃そろっている。

　視し界かいにあるものは、ただただ、自分が今まで得てきたものばかり。

　家族。

　友人。

　仲間。

　隣りん人じん。

　村に街に道に畑はたけに流行も会話も何もかも。この時代の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと、その関係を、自分はずっと引っ張って、ここまで連れてきたのだ。

　無む駄だにはさせない。自分がやってきたことを、自分がいる限り、誰だれにも無駄にはさせない。

「──」

　アンヌは見る。自分を見上げている、自分の大事な者達を。

　彼らの視線や、姿を一人ひとり一人確かめて、

「そうね」

　私は、彼らがここに来てくれるという、そのくらいの生き方をしてきたのだ。

　私が護ってきたもの、連れてきた皆が、今、ここに来てくれた。

　良かった。

　鼓こ動どうが聞こえる。

　竜りゆう脈みやく炉ろではない。己おのれの、最後を告げる一ひと打うちだ。

　ゆっくりとした響ひびきを聞き、アンヌは、己おのれの意識に笑えみを感じた。

　そして鼓動が鳴り終える瞬しゆん間かん。アンヌは、視し界かいの隅すみに、あるものを見た。

　空の水平に、雲の上に浮かぶ神しん殿でんのような、八の柱に見える造ぞう形けいがある。

　……出来すぎだわ。

　思ったと同時に、光が全てを包んだ。
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・ＡＮＡ：『ねえ、リュイヌ』

・竜　犬：『何でしょう、お嬢じよう様さま』

・ＡＮＡ：『変ね。暖かいの。どうしてかしら』

・竜　犬：『そうですね。単純に言って、性せい能のう限界以上の高こう加速を行ったので、機き体たいが必要以上に温まっているのかと』

・ＡＮＡ：『──いや、本気で完かん璧ぺきだわ、貴女あなた』

・竜　犬：『Ｔｅｓテスタメント．、有あり難がとう御ご座ざいます。お嬢様』
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　空に、太陽が生まれた。

　爆ばく圧あつによって暗あん雲うんに穴が開き、それが一気に広がって、空の向こうにあるものを見せる。

　黒の天上に見えるものは、

「月だ……」

　誰だれかが呟つぶやいた。

「月が、太陽を照らしているぜ……」
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　丸く晴れた夜空と、そこに見えた月を扇あおぎ、勝かつ家いえはこう呟いた。

「とんでもねえ女だぜ……」

　南東側に高速で行く戦せん艦かんの甲かん板ぱんで、傷の治ち療りようもせず、彼は己おのれの前に瓶かめ割わりを突き立てた。

　そして勝家は、顎あごで月をしゃくって見せ、

「全員憶おぼえておけ。……あの女は、俺おれ達と同じ時代、自分の最後まで、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを護まもったんだ。つまり──」

　へ、と勝家は小さく笑った。

「御お市いち様さまがいる俺はいいけどよ。──貴き様さまら、あの女にフラれたって、そういうことだぜ」
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　爆圧の風は遠くから生まれ、多くの範はん囲いを薙ないだ。

　直ま下したでは森が潰つぶれ、吹き飛ばされ、しかし、森の木々が風を食ったがゆえ、爆圧は地上を走ることなく、空を押し広げることとなった。

　大気が押され、多くの地域では霧きりが立ち、雨が降り、そして、マクデブルク方面では、

「おい、馬ば鹿か、風が来てるぞ」

　木々をしならせて揺らす風に上うわ着ぎをはためかせた輝てる元もとが、横のエクシヴに声を掛ける。

　だが、輝元は、エクシヴを見上げ、

「────」

　わずかに言葉を失った彼女は、上うわ着ぎを脱ぐ。そして、

「周りから見えるぞ、馬ば鹿か」

　と、彼の頭に、左右から自分の上着をフードのように掛けてやる。

　衣服で身を隠かくすという、そんなことに、しかし、エクシヴは抵てい抗こうしない。ただ彼は、顔を左右から隠されたことによって、ようやく俯うつむき、もはや憚はばかることなく、

「…………」

「おい、馬鹿、顔上げろよ。見てやれよ……」

　言う輝元の声も、震えている。そして彼女は、彼の手を握った。

　二人、男女は手を繫つなぎ、夜空の中央に浮かぶ月を見上げた。

　天上。月と並ぶように雲上には八本の柱がある。

　その全容と全天を見ながら、輝元が告げた。

「あたし達は……」

　震える声で、言葉を空に浮かぶ月に送った。

「アンタがいてくれて良かったと思うよ」







[image: 第八十六章『行く道の待ち受け相手』]
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　垂すい直ちよくを保ち、〝発はつ射しや〟準備を開始した武蔵むさしにマクデブルクからの輸ゆ送そう艦かんが着ちやつ港こうしたのは、空を風が通り抜け始め、雲が散り出したのとほぼ同時だった。

　輸送艦上じようにいた浅あさ間まは、武蔵との通つう神しん設定を行いながら、

　……何だか、色々ありましたけど……。

　前向きに行こうと、それだけをまずは考えた。

「うん」

　無む数すうの思いが心の中に湧わいてくる。それらに、今は囚とらわれないようにしようと決めながら、だが、止めようとも思わない。

　ただただ、浅間は、何も言えなくなっている自分を自覚しながら、着港した多た摩まに降りる艀はしけへと足を向ける。周囲、外がい交こう用ようの港の上は、着港に際する慌あわただしさや光で埋まっており、

　……ええと。

　輸送艦上にいる皆を、引っ張ろうと、そう思った。自分は役やく職しよく付つきではないけれど、だからこそ自由な態度でもいられるのだから。だから、

「──あの」

　と言って皆に振り返った時。浅間は輸送艦の甲かん板ぱん端はしにいる影に気付いた。

「トーリ君……？」

　見れば、トーリが、今は垂直となっている夜空をじっと見上げている。

　隣となりにいる喜き美みが手を繫つないでいるから、大だい丈じよう夫ぶだと思うし、背後にはミトもいる。だけど心には不安があり、しかし、

「浅間」

　トーリが、女じよ装そうのまま、月を見たまま、こう呟つぶやいた。

「楽しかったのかな」

　彼の問いに、反射的に、浅間は、こう答えていた。

「違います」
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　浅間は、告げた言葉に対し、皆がこちらへの注目で返答したのを感じる。

　……でも、違います。

　楽しかったと、そう答えるのが一番だと思う。

　それが、故こ人じんを思うことなのだから。

　しかし、楽しかったかどうかを答えれば、去ったことを認めることになる。それも、自分達との関係を身み近ぢかなものとして、だ。そうなれば、

　……トーリ君は、間違いなく、哀かなしみます。

　それは駄だ目めだ。無む論ろん、トーリもそのことは解わかっていて、しかし、目の前で起きたことに感情移い入にゆうしかけてしまう自分を、どう捉とらえて良いか解らなくなっているのだろう。

　だからこちらに問うてきた。神しん道とうという、冠かん婚こん葬そう祭さいなどに親しく、霊れいや命や、異い界かいを知る自分へと、アンヌがどうなったかを疑問してきたのだ。

　彼女は、楽しかっただろうか。

　……御ご免めんなさい。

　誰だれであろうと、分け隔へだて無く思うことが出来るのが彼なのだから、そうさせたい。が、

「違います」

　これは自分の役目で、だから彼も問うてきたのだと、浅あさ間まは改めてそう思い、こう答えた。

「アンヌさんは、いつものように皆を護まもってくれたんです」

　だから、

「トーリ君は、護って貰もらいましたか？」

　問い掛けに、喜き美みが、彼の手を強く握るのが見えた。だからだろうか、

「そっか」

　彼が呟つぶやいた。

「有あり難がとうって、……今はそう言うべきなんだな」

　言って、彼が、月の方へと勢いよく頭を下げた。

「借りはいつか返すから、宜よろしく頼むぜ……！」

　過去に対してではなく、未来のこととして。そう言って、こちらに、否いや、皆へと振り向いた彼の顔には、力無ないが、とりあえずという形でいつもの笑えみがあった。だから浅間は、一ひと息いき吐いて背後を見た。

　多た摩まの港みなと上じよう、甲かん板ぱん上うえに皆がいた。ホライゾンも、シロジロもハイディも、ノリキや御お広ひろ敷しき、ハツサンやイトケン、ネンジにペルソナ君もいる。彼らを一度確かく認にんした浅間はトーリ達を見て、

「ほら、皆、早く！」

　声はいつも通りに出る。そういう訓くん練れんをしているのが巫女みこというものだ。

　そして皆はやってきて、それぞれがそれぞれを気にしつつ、

「よ」

　と、馬ば鹿かを先せん頭とうに武蔵むさしへと降りた。

　正面。懐なつかしい武蔵の表ひよう層そう部ぶがあり、待っていた皆がいる。そして、

「お帰りなさいませ、皆様」

　正面にいる皆の間から、銀の髪かみが前に一歩を出てきた。

　ホライゾンだ。

　何事かと思うこちらの眼がん前ぜん。やってきた彼女は、トーリの方に手て招まねきする。

「トーリ様、ちょっとこちらへ」
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　え？　と浅あさ間まが思っていると、トーリが小こ走ばしりにやってくる。

　そして彼がホライゾンの前に立ち、何？　と首を傾かしげる。すると、ホライゾンが右の平ひら手てを振りかぶった。

　打つ気だ。そのことが理解出来た女じよ装そうは、しかし仰のけ反ぞり制せい止しの平手を前に出し、

「おおっとちょっと待ったホライゾン！　さっき俺おれ、姉ねえちゃんに張られたばっかだぜ!?」

　ほほう、それでは、とホライゾンが言った。

「トーリ様には二つの選択肢しがあります」

　と、ホライゾンが、背後の空間に手を突っ込んだ。その動きを見た馬ば鹿かが、

「そ、大罪武装そつちじゃない方！　違う方！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、軽い方ですか。では──」

　と、ホライゾンが虚こ空くうから取り出したものがある。それは、

「丼どんぶり一いつ杯ぱいのワカメです。──では、ネタをどうぞ」

「えっ……。こ、ここからのアドリブは難しくね!?　出オチじゃね!?」

　……厳きびしいですよねえ……。

　などと浅間は同意し掛けるが、一応うちは芸げい人にん神しんを奉たてまつっているから理解があっていいんですよね、と内ない心しんで頷うなずく。が、こちらの視線の先、ホライゾンは半はん目めになって彼を見上げ、

「おやおやそれでも芸人ですか？　ホライゾンの感情感かん知ちセンサーには、この芸人、怯おびえてやがるぜとか、そんな風ふうに反応が御ご座ざいますが」

「ま、待て待て、待てよ？　ホライゾン」

　馬鹿が、受け取った丼を抱えながら、こう言った。

「他の連れん中ちゆうは、まあ、後で色々言いっておくからいいとしてな？　──おうい、ネシンバラ、確かこれからちょっと、ホライゾンにとって大事なことがあんだろ？　説明してくれよ」

　Ｊｕｄ．、と皆の中から、ネシンバラが前に出た。

　仕方ないな、と彼は前置きし、言葉を作った。

「これから僕達は、P. A. Oda領りようを通過して清しん武たけ田だと合流。三み方かたヶ原はらの戦いの歴史再さい現げんを行う。それによって三み河かわから相模さがみを通り、江え戸どに向かうんだ」

「……それが、ホライゾンにとって何が大事だと？」

　解わからねえかなあ、と、トーリが言った。

「史し実じつだと、松まつ平だいらの当とう主しゆはな？　──その戦いで逃とう亡ぼうする最さい中ちゆう、恐きよう怖ふ心しんでウンコを漏もらす」

　いいか、と馬鹿が言うのを、浅間は聞いた。

「その分を、とりあえず俺が代だい理りしてやる!!　そう、ここは俺に任せていいんだホライゾン！　……俺おれがオメエの歴史再さい現げんを手伝ってやるからな！」
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　……また、変なことを。

　と、ミトツダイラが思っていると、馬ば鹿かの向こうでホライゾンが首を傾かしげた。

「いや、別にホライゾン、そんなことは」

「おいおいホライゾン、照れるなよ！　俺に任せておきゃいいんだ、俺に！　そうとも、……俺がオメエの代わりに全力で漏もらす！　ああ、そういうことなのさっ、これは……」

「あの、総そう長ちよう、何でそんな使し命めい感かんに……」

　馬鹿は聞かずに踊って流した。が、馬鹿の向こう、ホライゾンが首を傾げる。そして彼女は、自分の背後の虚こ空くうに手を突っ込み、

「別にそれでしたら、これで充分かと」

　出したのは「BIGBEN回かい収しゆう箱ばこ」と書かれた白の木き箱ばこだ。

「──修しゆう学がく旅行用ようのケンベーンですが、それで充分代だい用ようの解かい釈しやくが出来るかと」

　え？　と動きを止めたのは、馬鹿のみならず、自分を含めた輸ゆ送そう艦かん組ぐみの面めん々めんだ。

　そしてホライゾンがこちら側、輸送艦組の皆に言う。

「とりあえず、先日のHRで先生から話があった通り、先生の言いつけで、九時まで……、あと二分ですね。それまでに集めておけと言われておりますが、さて皆様、どうでしょうか」

　……ええと、あの？

　先さき程ほど、輸送艦が上じよう昇しようしている際、浅あさ間まの手て配はいで騒いだ意味があったというものだ。確かに結果は残してあるが、

「ちょ、ちょっと、ホライゾン、こっち、こっちに。え、ええと……、他の皆さんは向こう向いてらして下さいな！　こ、こういうことは隠かくれた場所で！」

　慌あわてて輸送艦組の女性陣じんが、ホライゾンを引っ張って輸送艦の艀はしけの下に回る。

　そして全員でそそくさと、箱に白い小さな紙かみ袋ぶくろを入れるが、

「さてどうしましょうか皆様。箱をシェイクして混ぜておきますか」

「ホ、ホライゾン？　くじ引きしたら駄だ目めですのよ!?〝ほほう、浅間様ですか、特とく賞しようですね〟とか言うのも無しですのよ!?」

「何で私にネタ押しつけるんですかっ」

　と、言った時だ。直なお政まさが、あ、と髪かみを搔かき上げ、

「いっけね、あたし、名前書かき忘れたさね。ええと、ちょっと確かく認にんしていいさね？」

「え？　じ、自分も書き忘れましたよ!?」

　直政が、アデーレの顔を見た。

「……犬のとか、使ってないさね？」

　ああ、うん、と、皆が頷うなずいた。浅あさ間まが特に深く首を振り、

「アデーレ、小しよう等とう部ぶの時にそれやって、凄すごい色々反はん応のう出て、一週間入にゆう院いん食くらいましたもんね。出ちゃいけない人類範はん疇ちゆう外のものとか出て、危うく学校全体が消毒され掛かったという」

「いやあ、あれは貴き重ちような体験でした。──って、い、今はやってませんよ？」

　と言っていると、馬ば鹿かが来た。きゃあ、と皆が引くが、馬鹿は慌あわてた顔で、

「え、ええと、俺おれ、セットとか持ってねえんだけど、誰だれかスペア持ってね!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。彼女は虚こ空くうから茶ちや碗わんと箸はしを出し、馬鹿に渡すと、

「それに出して先生に届けて下さい。どうなるか知りませんが」

「ぬおおおお難なん度ど高えネタが来た！　つうか、あれ？　姉ねえちゃんも出したの？」

「ククク愚ぐ弟てい、完かん璧ぺきな姉がするわけないじゃない！　──姉は出さなくてもスルーよ！」

「いえ、あのですね喜き美み、これ、喜美の名が書いてあるような……」

　喜美が瞬しゆん間かん的な動きで己おのれの名前を消して、〝浅間２〟と書き換えた。

「え!?　な、何で私が二倍出すんですか！　私、そんなに頑がん張ばり屋やじゃないですよ!?」

　どんな人間ですの、とミトツダイラは思ったが、被害が及ぶのも嫌いやなので黙だまっていた。

　すると喜美が、うんうん、と頷いて浅間の肩に手を置いた。

「──いいじゃない浅間。檀だん家かの人間の代わりはするものよ」

「何の代わりですか何の！」

「もうやだ、この女は小さいことをグダグダと説せつ教きようして……。アンタ私のカーチャン？　ああ、でも、おかあさまよね！　おか浅間！　漢かん字じで全部書くと犯おか浅間！　あ、それ」

　喜美が浅間の胸の袷あわせに手て指ゆびを突っ込んで一ひと騒さわぎになった。

　ともあれ、色々皆みなが言い合っている間、そそくさとアデーレと直なお政まさが自分のを検けん分ぶんして名前を書いて戻す。

　その一方では、馬鹿が頭を搔かいて口を開いていた。彼はホライゾンを見て、

「つーか、あのさあ」

　？　と皆が首を傾かしげると、馬鹿がホライゾンに問い掛けた。

「ホライゾンも出すの？」
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「ちょ、ちょーっとお待ち下さい我が王！」

　流石さすがに引いた皆の中から、ミトツダイラは一歩を前に出た。

「最低ですわ！　今のはいけませんわ我が王！　どう考えても変へん態たいの領りよう域いきですのよ!?」

「ウンコネタとか子供は大好きです。……違うの？　そういうもんなの？」

　Ｊｕｄ．！　とミトツダイラは、後ろの皆と共に頷いた。

「あのですね！　女の子には、あまり他人に見せたくない部分がありますのよ!?」

「あー、ゴメン、俺おれ、あんまそういうの無いからな──……」

「……確かに、そう言われてみるとかなりそうですわね……」

　思わず俯うつむいてしまう。背後の皆が、負けた！　即そく負けした！　とか言っているが、でも宇う宙ちゆうの真しん理りクラスなのでどうしようもない気がしますのコレ。

　ともあれ、こちらの眼がん前ぜん、ホライゾンが無む表情に女じよ装そうを見た。

「まあ、何ですかトーリ様、その辺りの話題ですが……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と馬ば鹿かが神しん妙みような顔で頷うなずいた。女装はそのまま、ホライゾンの肩に手を置き、

「──だよな。俺が悪かった。変なことに興きよう味みもって。……そう、女の子はウンーコなんてしませんっ。俺も今、女装だからしませんっ。そういうことだよなホライゾン!!」

　馬鹿の疑問の先、しかし、ホライゾンは無表情に首を傾かしげた。

「──何を言っているんですかトーリ様、ウンーコ出さない女なんてこの世にいませんよ。このホライゾン、本ほん日じつは朝から充実の健康です」

「ぬおおおおおおこの女、かなりやってくれる！　やってくれるな！」

「フ、フフフ、ホライゾン、アンタかなり剛ごう毅きね！　惚ほれ直したわ！」

　喜き美みに対して右の親おや指ゆびを上げるホライゾンに対し、えっとお、と皆が俯いた。

　その時だ。

　……あ。

　足あし下もとが揺れる。武蔵むさしが一度沈み、しかし、

「武蔵を再さい発はつ射しやして、……M. H. R. R.神聖ローマ帝国 を、去るのですわね」

　言葉に応じるように、大だい音おんと衝しよう撃げきを伴い、武蔵が空へと跳ね上がった。
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　雲を抜けた武蔵八艦かんは、浅い弾だん道どう軌き道どうで、雲うん上じようの進しん路ろを南南西に取る。

　重じゆう力りよく加速からの惰だ性せい航こう行こうに入り、速度は高めで安定だ。

　そして、多た摩まの外がい交こう用甲かん板ぱん上には、正まさ純ずみと数名が残った。彼女達が乗ってきたマクデブルクの輸ゆ送そう艦かんは、武蔵むさし野ののバウ上部に設置され、〝発射〟のみならず〝曳えい航こう〟の言い訳わけとして、

「武蔵をM. H. R. R.外まで〝曳航もしくは先せん導どう〟していることになっている、か」

　それによって、M. H. R. R.改派プロテスタント領りよう邦ほうが〝M. H. R. R.にとって迷めい惑わくな艦を領りよう土ど外がいまで運び出す〟ということになっている。

　詭き弁べんでしかないが、M. H. R. R.改派としての看かん板ばんが賭かかっている以上、M. H. R. R.旧派カトリツクも手を出しにくい筈はずだ。

　現在は、M. H. R. R.と、P. A. Odaの羽は柴しば領である東とう欧おうの暫ざん定てい国こつ境きよう上を航行しているが、

　……これでとりあえず、瀬せ戸と内ない海かいまで出るか。

　武蔵は、清しん武たけ田だ領に行かねばならない。

　だが、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 と清しん武たけ田だの間にはP. A. Odaが存在している。ゆえにまず、瀬せ戸と内ない海かいまで出て、P. A. Oda所しよ属ぞくの松まつ永なが・久ひさ秀ひでの領りよう地ちである紀き伊い半島へと向かう。

　松永の領地はP. A. Odaだが、P. A. Oda本体のオスマン朝ちようトルコではなく、元々はサファヴィー朝トルコだ。サファヴィー朝はオスマンに滅ほろぼされたが、その残ざん党とうや諸しよ部ぶ族ぞくをまとめているのが松永と、そういうことになっている。

　オスマンが北、サファヴィーが南であり、間には東西に渡る暫ざん定てい国こつ境きようが存在している。

　その暫定国境を西から東に抜ければ三み河かわだ。そこまで行けば、

「三み方かたヶ原はらの戦いを清武田と行い、関かん東とうへ、だな」

　と、確かく認にんの言葉を呟つぶやいた時だった。艦かん首しゆ方向、武蔵むさし野のの先せん端たん側から、下の雲に向けて赤い光が走った。航こう路ろ証明のためのポイントに打ち込むマーカーだ。

　瀬戸内海が近い。

　空を覆おおう雲が分ぶ厚あつくなり、大気に潮しおの匂においのようなものを感じる。

　……あと一、二分、というところかな……。

　思い、辺りを見回せば、各艦の上にアリアダスト教きよう導どう院いんの校こう旗きが掲かかげられつつあった。

　……三方ヶ原の戦いにおける、成なる瀬せ・正まさ義よしの歴史再さい現げん用ようか。

　これから行う予定の歴史再現、三方ヶ原の戦いは、武田・信しん玄げんを相手にした松まつ平だいら陣じん営えいが大たい敗はいを喫きつするもので、松平の三大危き機きの一つと言われているものだ。

　特に撤てつ退たい時じの被ひ害がいが大きく、有力な武ぶ将しよう達たちが松平の当とう主しゆを逃がすために、ある者は突とつ撃げきし、ある者は影かげ武む者しやとなって散っていった。

　ナルゼのあやかり元である成瀬家け。その武将、成瀬・正義は、松平家けに所属する有能な武将で、しかし、迫る敵に対し松平の旗はたを持ち、影武者となって敵てき群ぐんに飛び込んで散っていったと言われているが、

　……義よし経つねとの話し合いで、ナルゼにその歴史再現をさせなくても良くなったんだよな。

　三方ヶ原の戦いは、最さ中なかにおいて武田・信玄が死し亡ぼうする。清武田にとっても、大事な歴史再現となる戦せん闘とうだ。ゆえにお互いは息を合わせ、上う手まく乗り切らねばならない。そして、

「江え戸どに行けば、関東IZUMOにて武蔵むさしの改かい造ぞうだ。攻こう撃げき力りよくを得て、関東諸しよ国こくとの交こう渉しようも活発になるだろう」

　空に背を向け、背後に振り向く。既すでに皆の多くは重じゆう力りよく航こう行こうのための雑ざつ務むに走っているが、残る者もいる。その一人は、

「ネシンバラ、どう思う？」
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　そうだね、と、こちらの視し界かいの中で、ネシンバラが表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんを叩たたきながら頷うなずいた。

「何から聞きたいんだい？」

　そうだな、と、こちらは呟つぶやき考える。答えが貰もらえるなら、と贅ぜい沢たくな気にもなり、

「マクデブルクの掠りやく奪だつは、結果としてどういう影えい響きようを与えると思う？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにとっては、アンヌ・ドートリッシュの遺い志しが明確になったということから、士し気きの向上の意味が大きい。特に、彼女の最さい期ごは、彼女の兄や、友人達にとって意味の大きいものだからね。

　そしてM. H. R. R.神聖ローマ帝国 改派プロテスタントは、マクデブルクの被ひ害がいを想そう定てい内ないに収めた筈はずだ。しかし──」

「竜りゆう脈みやく炉ろだな？」

　Ｊｕｄ．、と、ネシンバラが、鍵けん盤ばんを叩たたく速度を上げた。肩にミチザネを呼び出し、視線と表示枠サインフレームの動きを同どう期きさせていく。そして、

「M. H. R. R.旧派カトリツクの戦せん力りよくに対し、六護式仏蘭西、武蔵むさし、改派の三勢せい力りよくは格かつ好こう良く努力・友情・勇気で撤てつ退たいさせた、と言いたいところだね。だけど、竜脈炉の存在があると──」

「M. H. R. R.旧派が去ったのは、敗北ではなく、竜脈炉から逃れる戦せん略りやく的撤退……、か」

「Ｊｕｄ．、まあマクデブルクの掠奪で改派が勝ってもいけないからね、それでいいんだけど」

　だけど、

「竜脈炉を、どのくらい羽は柴しばが……、否いや、P. A. Odaが保ほ有ゆうしているのか。そしてどのくらいの期間で生産出来るのか。そこが争そう点てんだ」

「……生産法ほうは、推すい測そく出来るか？」

　簡単だよ、とネシンバラが表示枠を出して告げた。そこに並ぶリストは、

「表おもてに出ているだけだけど、各かく教きよう導どう院いんが所有している外がい燃ねん拝はい気きの貯ちよ蓄ちく槽そうである流りゆう体たい槽……、武蔵も燃ねん料りよう槽として同どう様ようのものを使用しているけど、それを使えばいい。

　──つまり、莫ばく大だいな流体を圧あつ縮しゆくして、それを圧縮状態のまま活かつ性せい暴ぼう走そう化かさせて地ち脈みやくに繫つなげて爆ばく発はつ。そうすれば従来の空間を新しい空間が押し広げて、従来の空間には虚こ空くうが生まれたことになる。押し広げられた分の空間は戻りが悪くて──、聞いてないね？」

「あー、すまん、武ぶ装そう関係は専門的になられると弱い」

『まー』

　慰なぐさめるようにツキノワが頰ほおをすり寄せてくる。よしよし愛うい奴やつめ。

「……何だネシンバラ、その目は」

「いや、こう言っちゃ何だけど、次のイベントは獣けものネタが出ると思うよ？」

「可愛かわいいネタだったらいいんだけどなあ……」

　うーん、と二人で唸うなった後で、ネシンバラがまた鍵盤を叩き出して言う。

「まあ、各教導院が主しゆ教きよう譜ふ用に持つ流体槽なら、何発分ぶんかを作れると言うことさ。今のところ二発。あと何発か、数えるのは怖こわいけどね」

「……だけど」

　正まさ純ずみは、首を傾かしげた。少し、疑問がある。それは、

「教きよう導どう院いんの流りゆう体たい槽そうを使用したら、その国の術じゆつ式しき系けいは弱体化かするだろ？　外がい燃ねん拝はい気きによる術式の供きよう給きゆうを受けられなくなるから」

「内ない燃ねん拝気を、神の力を身に宿す行為として認めてないのはTsirhcツアーク系けいの特とく徴ちよう。ムラサイも神しん道とうも内燃拝気を認めているから、戦せん闘とうの際は外燃拝気に頼るだけじゃない。短たん期き決けつ戦せんなら困らないだろうね。それに──」

　ネシンバラが表示枠サインフレームを一つ見せた。

　それは、紀き伊い半島であるアラビア半島を示したもので、

「P. A. Odaは信のぶ長ながの指し示じの元、比ひ叡えい山ざん焼き討うちの歴史再さい現げんに重ねてムラサイの本ほん拠きよを制せい圧あつ。神しん殿でんにあった地ち脈みやく炉ろを暴ぼう走そうさせることで比叡山を〝焼き討ち〟にした。その時、ムラサイ本ほん拠きよの流体槽を奪だつ取しゆもしくは確かく保ほした可能性がある」

　成なる程ほどなあ、と頷うなずき、正まさ純ずみはふと思った。

　……珍めずらしく、書しよ記きと副ふく会長の会話だなあ。

　ここのところ、忙いそがしくて、情報交こう換かんをしている暇ひまも無かったと言うべきか。時間がないため、急ぎの資料を暫ざん定てい議会などから直接得えて対たい処しよしていたが、本来ならば、それをまとめてこちらに寄よ越こすのも書記の役目だ。今後、関かん東とうに着いたならば、余よ裕ゆうあるスケジュールで、生徒会としての連れん動どうをもった行動が取れるだろうか。

「──助かった。また、色々と頼む」

　と、立ち去ろうと、教導院にでも行こうとした時だ。

「あ、副会長本ほん多だ君。僕からも一つ聞きたい。──いいかい？」

「何だ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラが、言葉を作った。

「冷静に答えてくれ。──この戦いは、敗戦だったかな？」
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　正純は、ネシンバラを見た。

　鍵けん盤ばんを打つ手を止めているということは、記録するということだろう。だから、

「歴史再さい現げんの形式としては敗戦だが、実じつ質しつは勝利だと、そう思っている」

　皆が頑がん張ばり、そして、アンヌが、必要以上の破は壊かいから全てを救ったのだ。アンヌを失ったことを損そん失しつと捉とらえ、敗北というならば、

「あれを勝利と言おうと思うのは、感情的すぎるだろうか」

「君の意見として、記録しておくよ」

　そうか、と正純は頷いた。そして教導院の方を指差し、

「──教導院、橋の上にでも控えとく。義よし経つね達と連れん絡らくを取る必要もあるからな。これから松まつ永なが公こうとの戦せん闘とうになるが、そちらの方はお前に一いち任にんする」

「奥おく多た摩まに行ったら、地下の企き業ぎよう区く画かくにある奥多摩IZUMOも訪ねたらどうだい？　槍やり本ほん多だ君が、蜻蛉とんぼ切ぎりを持って行った筈はずだから」

　その言葉に手を挙げて頷うなずきの代わりとし、背を向ける。いろいろなことがこれから起きるな、とそう思い、

「…………」

　ふと、周囲に霧きりが走った。

　武蔵むさしが重じゆう力りよく航こう行こうの加か速そく時間を過ぎ、惰だ性せい航行に移行するのだ。加速と惰性、これを繰り返すことで燃ねん費ぴの軽けい減げんを行う。惰性航行中は高度も下がっていくが、艦かん周しゆう囲いの風の動きに変化を得やすいため、すじ雲や霧が生まれる。

　まるで霧の巻き上がりはトンネルのようだ。八艦分ぶんの巨きよ大だいな霧の波と、それぞれの艦ごとの渦うずが巻き上がって武蔵むさしを包む。

　……凄すごいものだ。

　そう思い、正まさ純ずみは霧の向こうに周囲の空を見渡した。

　武蔵の下には月光に照らされた雲が広がっている。上から見下ろす雲の背は、下の風に押されて丸い形の群となっている。しかし高度による大気の性質差さがあるため、雲の群は、ある高さから上には存在せず、ただ凹おう凸とつの荒こう野やとなっている。

　……羊ひつじの群のようだと本で読んだことがあるが、本当だな。

　そして、また、赤の光が走った。マーカーを打ち込んだのだ。位置としては、

「そろそろ瀬せ戸と内ない海かい上空か」

　応じるように、武蔵むさし野のの艦かん首しゆ側から鈍い金属音おんが響ひびいた。武蔵野が揺れ、周囲に強い霧が突っ走る。

　マクデブルクの輸ゆ送そう艦かんが、離れていくのだ。

　こちらを瀬戸内海まで届けたと、そういうことだろう。

　一いつ瞬しゆんで、輸送艦の長ちよう大だいな影は艦かん尾び側へと消え、見えなくなった。

　これで、空には武蔵だけとなった。

「あとは紀き伊い半島から三み河かわ行き、か」

　だが、正純の視し界かいは、ふと雲の群を見た。

　西側の空、遠くの位置で、雲が揺らいだように見えたのだ。

「……？」
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　正純は足を止める。西を見る。

　先さき程ほど揺らぎがあったように見えたのは、遠い位置だ。雲くも下したで突とつ風ぷうでも生じて、雲が破れたのかもしれない。しかし、背後からネシンバラが問うてきた。

「どうしたんだい？　副ふく会長本ほん多だ君」

「いや、向こう、かなり遠くの方で、雲の面が下に揺れたように思ってさ」

　その言葉に、反応したものが二つあった。一つはネシンバラの、突とつ然ぜんの大おお声ごえで、

「一次ステルスの外部影えい響きようだ！」

　そしてもう一つの反応。それは、艦かん内ない通つう神しんからの〝武蔵むさし野の〟の声だった。

『──右う舷げん総そう員いん傾けい注ちゆう！　──あ、担当者のみで結けつ構こうになりました！　では右舷後こう方ほう遠えん方ぽう──約二十七キロと判はん別べつしました！　では、一次ステルス艦、大型の感かん有あ──ジズ級と判はん断だん出来ました！　目もく視し確かく認にん担当は補ほ足そくと精せい査さ──正しよう体たい判別出来ました！　──以上！』

「……無む茶ちや苦く茶ちや優秀なんだろうけど、まとめて喋しやべってくれると有あり難がたいんだが」

「自じ動どう人形の速度と、喋り言葉の速度だと、前者の方が圧あつ倒とう的に速いからねえ」

　ネシンバラが静かに言う台詞せりふに被かぶるように、〝武蔵野〟の結けつ論ろんが来た。

『──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 ・羽は柴しば所しよ属ぞく、姫ひめ路じ城じよう〝白しら鷺さぎ〟！　性能に変へん更こう有りと判断するので〝白鷺・改かい〟と名めい称しようします！　打だ撃げき型戦せん闘とう艦です！　ゆえに──』

　言葉と共に、先程揺らぎを見た位置から、光が飛んできた。色は赤、熱の示しめしで、

『ステルス状態のまま砲ほう撃げき来ます！　──以上！』







[image: 第八十七章『追い込み場所の突撃者』]
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　右う舷げん側がわの空に熱が幾いくつも生じたのを、武蔵むさし野の艦かん橋きようにいる鈴すずは感じていた。

　武蔵むさしの右側において、まるで壁のように音が鳴っている。

　砲ほう撃げきが、遠くから届いているのだ。

　南南東に移動するこちらに対し、西からの接近をするのは、

「いる、よ……」

　ステルス状態を示す大きな揺らぎがある。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の羽は柴しばが所有する旗き艦かん〝白しら鷺さぎ・改かい〟だと聞いている。全長は三キロ弱。武蔵が相あい対たいした敵てき艦かんの中では、単たん艦かんとして最大級のものだ。

　鈴が〝武蔵野〟から聞いた話では、

　……上じよう昇しようには、武蔵と同どう様ようの仮か想そう海かい発生を使用するけど……。

　加速には艦の持つ翼つばさから噴ふん射しやする風を用いるらしい。

　変わっているな、と、鈴は床から響ひびく震しん動どうを足あし裏うらに感じながら、両手で持つほどの大きな〝白鷺・改〟の模も造ぞうを移動させていく。

　こちらを見た〝武蔵野〟が、一つ頷うなずき、

「大型の打だ撃げき型戦せん闘とう艦ですが、高速機き動どうが売りの艦です。羽柴のものとなってから高こう々こう度ど用に改かい修しゆうをされていた筈はずですが、遂ついにそれが叶かなったということと判はん断だんします。──以上」

　ふうん、と頷く鈴は、しかし、手にしていた〝白鷺・改〟を手で触れる。

　この艦が起こす揺らぎを捉とらえたのは自分だが、

「よく……、艦の、名、ま、え？　……解わかる、ね」

「加速風ふうの発はつ射しやパターンがステルス空間外がいにまで漏もれており、それを計けい測そくすることで正しよう体たいが判はん別べつ出来ました。多くの艦かん船せんはその航こう行こう時の音などを記録されており、情報として取引されたり、独自に蓄ちく積せきされるものでもありますので。そして──」

　そして、

「〝白鷺〟に関しましては、K. P. A. Italia側から、IZUMO到着時に送られておりました。教きよう皇こう総そう長ちようが〝後あと払ばらい通つう販はん〟で押し売りしてきたとのことで。──以上」

　そうなんだ、と鈴は思った。教皇総長は、三み河かわの一件があるから好きではないのだけれど、向こうはこちらに対して色々な思いがあるのかもしれない。だったら、

　……嫌きらいは、無し……、かな。

　感謝しようと、そう思う。だから、ん、と一つ頷き、

「これから、どう、……する、の？」

　問うた時だ。不ふ意いに、手て元もとにざわめきを感じた。

〝白鷺・改〟が、ステルス状態を解いていくのだ。鈴の知ち覚かくに得られるその姿すがたは、推すい測そくとして〝武蔵野〟が作ってくれた艦の姿に似ている。ただ違うのは、こちらから見て、可か動どう式しきの三胴どうが〝三〟の字を書くように上下段だん差さをもって航こう行こうしており、全ぜん艦かん左さ舷げんの砲ほう門もんをこちらに向けていることだ。

　そして、艦かん橋きよう前部、通つう神しん役やくの自じ動どう人形が、

「〝白しら鷺さぎ・改かい〟より通神要よう請せい！　開きますか!?　──以上」

　その問い掛けに、鈴すずは、皆がこちらに顔を向けたのを悟さとる。

　……え？

　自動人形は、人の指し示じを仰あおぐ傾向がある。そして今、この艦橋内に人は自分しかおらず、

「え？　え？　あ、あの、ちょ、と、……そのっ」

　鈴は慌あわてて、両の掌てのひらを左右に振る。

「わ、わかん、ないっ」
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〝白鷺・改〟の中央艦後こう部ぶ。天てん守しゆ閣かくと呼ばれる艦橋部は、ほぼ無む人じんに見える状態だった。

　前面と左右にある窓の前、術じゆつ式しきによる神肖板モニタや鍵けん盤ばんは操そう作さをされているが、その使い手が見えていない。が、中央、航こう路ろ図ずを床に映す表示枠インシヤ・コトブの手て前まえに、P. A. Odaの女子制服を忍にん者じや仕し様ようで着込んだ女がいる。

　滝たき川がわ・一いち益ますだ。彼女は勝かつ手てに動く操作器き類るいの内、通神系けいの方に視線を向け、

「さて、武蔵の方から何か返答無ないまま？　折せつ角かくステルス解かい除じよして、話をしようってのにね」

　問いかけると、無む人じんの椅い子すが振り向く。人の影はないが、椅子に座り手の重みがあるのは、忍者の隠おん密みつ術じゆつゆえだ。そこに座っている通神役の忍者は、己おのれの姿すがたを見せぬまま、

「Shaja、頭とう領りよう、対たい毛もう利りであるうちら〝白鷺〟の任にん務むは──」

「基本的には大おお坂さか湾わん近辺の哨しよう戒かい。対毛利前まえに〝白鷺〟に損そん害がい受けたら駄だ目めだかんね」

　だから、と一益は肩を竦すくめて言った。

「うちは大坂湾周辺空くう域いきでの指し揮き、情報艦かんとして動く。武蔵が逃げようとしたら索さく敵てき全開で大坂湾半なかばまでは追えるけど、そこから先はクッキー達に交代かな。うちの本業は対毛利だし」

　と、通神器となっている本型の神象板に、白黒で不ふ意いの文字が描かれていく。それは、

「頭領！　武蔵より返信！〝わかんない〟だそうで！」

「……え？　どういう意味だろ？」

「頭領！　情報によると今の艦長代だい理りは鈴って娘こです！　前まえ髪がみ枠わくです!?」

　艦橋中央に、隠かくし撮どりした少女の画が像ぞうが表ひよう示じされた。体育の授業中か、ジャージ姿で座っている彼女を観みて、ほう、と皆が息を吐いた。

「……鈴さんが〝わかんない〟ってかあ」

「こ、こうかな!?　こんな感じで肩すぼめて〝わかんない〟かなあ!?」

　どうだろうなあ、とか、ウゼえ、とか言う皆の中、一益は半はん目めで首を傾かしげる。

「ともあれ話はなし出来ないとねえ。──もうちょっと強く撃うってみよっか。こっちもステルスで盲もう管かん砲ほう撃げきじゃないんだし。ああ、あと、向こうに通つう神しん送っておいて」

　一いち益ますは、言葉を指し示じした。
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「〝白しら鷺さぎ・改かい〟より通神来ました！　──〝言葉通じる？〟だそうです！　──以上！」

「え？　え？　ど、どういう、……意味？」

「鈴すず様、私が推すい測そくを致しますに、──〝言うこと聞けよ？〟という意味では。──以上」

「え？　や、やだ、じゃ、あの、その、──ちょ、と、伝えて」
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「武蔵むさしより通神！〝ごめんなさい　すず〟だそうです！」

「あれあれ？　あたし、何かディスコミュってない？」

　皆が見えないまま艦かん橋きよう前ぜん部ぶ中央に集まって、ひそひそ審しん議ぎを始める。ややあってから、

「頭とう領りよう、──小しよう官かん、不ふ本ほん意いながら敵の通神に胸がちょっとキュンとしたであります！」

「つーか向こうの艦かん長ちよう。天てん然ねん？」

　皆は、またひそひそと、

「──頭領、調査怠おこたりすぎだよな。鈴さんだぜ鈴さん！」

「IZUMOで受けてたインタビュー記事くらいは読むべきだよな……」

「あー、……〝貧ひん従じゆう士し〟じゃないのかあ……」

「お前ら公こう私しの区別ちゃんとつけなよ？」

　Shaja！　の声が来るのはいいことだ。そして誰だれかが、

「まあ、俺おれ達としても、ムサいオヤジが相手の方が、容よう赦しやなく砲ほう撃げき出来て楽なんすけどね」

「可愛かわいい子、グシャっとやっちゃったら寝ね覚ざめ悪くもありますけどさ」

「──でも、敵を敵としか思えない戦せん場じようってのも、また、終わった後に荒すさむんすよね」

　そうそう、と誰かが言った。

「可愛い子グシャってやっちゃうと、〝何な故ぜ、俺達は戦いを止められなかった〟って思うけど、ムサいオヤジをグシャってやっても〝しょうがないよね〟で、自分が相手の死を肯こう定ていしちゃって凄すごく荒むよね。──人の命に対して、鈍どん感かんになっちまったのか、って」

　だから、

「──だから、まあ、撃つし、狙ねらうし、容よう赦しやもしない。だけど──」

　だけど、

「死んでくれるなよ可愛子こちゃん。それは、そっちの仕事の範はん疇ちゆうなんだから、さ」

　ならば、と一益は頷うなずいた。右の手を振り上げ、

「一いつ斉せい砲ほう撃げき！　──これより正式な戦せん闘とうと、大おお坂さか湾わん内での武蔵むさしの監かん視しに入る！」
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「砲撃来ました！　通つう神しんが来ています！〝M. H. R. R.神聖ローマ帝国 上空の航こう行こう行為禁きん止しに対し、それを違反したものとして、貴き艦かんを捕ほ捉そく、制せい止しする〟と。──以上」

　成なる程ほど、と〝武蔵むさし野の〟が頷うなずいたのを、鈴すずは聞いた。

「いはん……？　でも、その、これ、は、発はつ射しや、って……」

「こちらと向こうの解かい釈しやくが違うというのはよくあることです。──以上」

　いやはや、と〝武蔵野〟は表示枠サインフレームを開いた。全ぜん艦かん通神状態に設定し、

『皆様、これは〝発射〟を発はつ案あんした武蔵王おうヨシナオ様のせいではありません。ええ、武蔵王ヨシナオ様のせいでは。では誰だれのせいかと言われると非常に困りますし、精せい査さしたのは自分と鈴様なのですが、ともあれ武蔵王ヨシナオ様のせいでないことにしておきます。──以上』

・武蔵王：『ええい、麻ま呂ろは逃げも隠かくれもせんぞ……!!』

・俺　　：『あー、それ反応としてはすげえつまんねえ……』

・あさま：『あの、トーリ君、一応はそれで私達救たすかってるわけなんで』

　ともあれ参まいった、と鈴は思った。相手を怒らせてしまった、と。だから、

「に、逃げ、よ？」

「……非常に的てき確かくな判はん断だんです、鈴様。歴史上、戦闘開かい始し直後にそう言えた将しようはなかなかおりません。ネシンバラ様も逆の傾向が高くてぶっちゃけ自じ動どう人形的には不ふ吉きつ的可能性を得るものではありますが、ええ、──逃げましょう。──以上」

　同意が得られたのは有あり難がたい。しかし、

「どうや、て？」

　問い掛けに答えたのは、〝武蔵野〟ではない。自分と彼女の間に出た表示枠だ。それはネシンバラから送られてきたものらしく、聞こえる彼の声は、

『──僕だってこの状況は逃とう亡ぼうに同どう意いするよ！　するからね!?』

「え？　何……、で？」

「世せ間けん体ていです。世間体ですよ鈴様。本ほん心しんは〝突とつ撃げき〟〝超ちよう長なが話ばなし〟〝眼鏡めがね〟ですから。──以上」

「あ、じゃあ、しょうがない、……ね」

『……何だか僕のキャラづけがとんでもないことになってきてるけど、話を戻そう。

　向こうは高速打だ撃げき型。まともに撃うち合ったら要よう塞さいを相手にしているようなものだからね、重じゆう力りよく障しよう壁へきと副ふく砲ほうしかない巨きよ体たいでは相手にならないから、急ぎ三み河かわに逃げた方がいい』

　艦かん橋きよう内、皆がひそひそと言葉を交わし始めた。

「ネシンバラ書しよ記きって、……いつも他人ひと事ごとよね。──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、動かしてる私達がいるのに、武蔵の客きやつ観かん的評ひよう価かとかするしい……。──以上」

「あれって、統とう計けい的に女にモテないっていうかあ──。──以上」

　でもネシンバラ君、彼女いなかったっけ、と鈴すずは首を傾かしげる。ネシンバラ君に対して超ちよう親しん身みで超ちよう客観評ひよう価かして超監かん視ししてるような感じの人。だけどまあ、

「どうする、の？」

『Ｊｕｄジヤツジ．、〝白しら鷺さぎ〟は対たい毛もう利り用の艦かんで、その羽は柴しばの毛利侵しん攻こうの再さい現げんに大きく関わってる。だから管かん轄かつ外である武蔵むさしについては本格的な戦せん闘とう行為は出来ない筈はずだ。よってこちらが加速して距きよ離りを離せば、おそらく大おお坂さか湾における指し揮き、情報艦として働き、湾内にいる僚りよう艦かんを補ほ佐さする役にシフトするだろうね』

　あれ？　と鈴は思った。何か、答えが違う。だから首を傾かしげ、改めて聞いてみる。

「どうする、の？」

　え？　とネシンバラが応じるのに合わせ、皆がひそひそと話を始めた。

「ほら、鈴様が操そう艦かんや航こう路ろの現実的手しゆ段だん聞いてるのに、説明を長く語るから……。──以上」

「これだからオタクは……。──以上」

「鈴様が、鈴様がブチ切れられましたわ！　──以上」

「え？　お、おこって、ない、よ？　──こまって、る、けど」

・約総員：『鈴さんを困らせたな……!!』

『ちょ、さっきから何か外野まで騒いでるの聞こえてんだけど、何か誤ご解かいがある！』

　ネシンバラが言う。

『向こうは高速艦だけど、最高速度はこちらが上だ。僕達の第一目的は三み河かわ経けい由ゆで江え戸どに行くことだから、加速して〝白鷺・改かい〟を引き離し、本来の哨しよう戒かい任務に戻させる。

　──〝武蔵むさし野の〟君、これから加速状態を保つと……』

「仮か定ていするまでもなく、関かん東とうまで燃料が保もちません。惰だ性せい航こう行こうが必ひつ須すです。──以上」

『だったら、惰性航行のまま、加速しよう。方法は解わかるね？〝武蔵野〟君』

「……そんな、方、ほ、う、……ある、の？」

「Ｊｕｄ．、あります。鈴様。今だから出来ることですが。──以上」

　と、〝武蔵野〟は艦かん首しゆ側を見て、皆に対して口を開く。

「武蔵全ぜん艦かん、下か降こうします。俯ふ角かく十五度。──下降時の勢いで惰性航行のまま加速。下降後ご、加速を開始して〝白鷺・改〟を振り切ります。──以上」

　そして武蔵が、ゆっくりと傾き始める。その動きの中で、〝武蔵野〟が言った。

「ネシンバラ様、少々の御ご覚かく悟ごを御お願ねがい致します。現在、武蔵は各国や各領りよう邦ほうの暫ざん定てい国こつ境きよう上を通過しており、マーカーも使用しております。

　戦せん闘とうがありましても、武蔵は各国の間の暫定国境しか移動出来ません。つまり──」

〝武蔵野〟が、会え釈しやくと共にこう告げた。

「松まつ永なが領りようまで、航路証明のマーカーを、予測では四カ所、それぞれ打ち込まない限り、我々は敵に対して攻こう撃げきの大たい義ぎ名めい分ぶんを与えることになります。──以上」
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「頭とう領りよう！　……武蔵むさし、下か降こうします!!」

　見えぬ通つう神しん担当の声に、一いち益ますは口くち笛ぶえを吹いた。左さ舷げん前方、月光を浴びた武蔵が、雲を蹴け立たてて下降していく。

　速い動きだ。あっという間にバウが雲に刺さり、喫きつ水すい線までが雲に浸ひたると、そのまま上部の町並もガントリークレーンやデリックなども滑るように降りていく。

「頭領！　御ご指し示じを！　最高速は武蔵の方が上なので、このままだと引き離されます！」

　言われ、一益は応じた。

「高度このまま。下手へたに上下移動せず、武蔵の背後十五につけて全速で追つい走そうする」

「攻撃は止めですか!?　折せつ角かく俺おれ達、男らしく格かつ好こうつけたのに！」

「女のあたしにゃ関係ないよね。──大体、この〝白しら鷺さぎ〟は対たい毛もう利り用だから、大おお坂さか湾わん周辺での哨しよう戒かいしか行動許きよ可かが出ていない。そして向こうは暫ざん定てい国こつ境きよう上しか移動出来ないんだ。こっちには警けい戒かい網もうもあることだし、私達の役目は基本的に監かん視しと追い込みだよ。

　管かん轄かつ範はん囲いぎりぎり、紀き伊い半島近ちかくまで武蔵を捕ほ捉そくし続けるよ。速度出して追いかけな」

　と、一益は、掌てのひらを打った。そして彼女は足あし下もとの表示枠サインフレームに広げた航こう路ろを見て、腕を組む。

「──松まつ永なが爺じいさんの望んだことはよく解わからないけど、爺さんの掌の上っぽいね。

　だけどまあ、こっちはちょっと慌あわただしいね。何しろ、武蔵が抜ける紀伊半島の暫定国境、北は明あけ智ちさんの担当だけど、明智さん、羽は柴しばがマクデブルクへのシフト切ったから京きよう都との護まもり堅くしてるもんね。そうなると、今すぐに表おもてに出せる手は、先行した身軽な連れん中ちゆうと──」

　どうだろうなあ。

「まあ、一人、反はん則そく並の方法で艦かん群ぐん出せるのがいるけど、彼、高速艦かんで下来てるのかな？」

　その問い掛けに、航こう法ほう担当が頷うなずきの声を送ってきた。

「Shaja、後方から追つい走そう中です。あと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクの艦群も、マクデブルクとK. P. A. Italiaにシフトしていたのが、先行は海上にて警けい戒かい網もうを作り、後こう続ぞくも一気に来ています。

　また、P. A. Oda本国側からも、羽柴様の要よう請せいで主力艦が出るそうです。

　──武蔵をどこかで足止めさせることが出来れば、余よ裕ゆうで沈められると思うんですが」

「追つい撃げきは充分、か。そうなると、警戒網とかで武蔵の速度をどう抑えられるか、かな」

　だったら、と、一益は、航路地図上の紀伊半島を見た。

「一番問題なのは、紀伊半島に控える松永爺さんが、武蔵の前進を邪じや魔まするか、それとも武蔵の味み方かたをするかどうか、だね。……どう思う？」

　それは、と皆が呟つぶやいた時だった。航路確かく認にん役やくの声が鋭く響ひびいた。

「武蔵、南南西に進路固定のまま沿岸のマーカーを南に通過！　瀬せ戸と内ない海かいに入り、紀伊半島に向かいます！　紀き伊い半島中央、松まつ永なが領りようの北を通過する最短航こう路ろを選択したと思われます！」

「武蔵むさしがマーカーを打つポイントは、あと幾いくつ？」

「三カ所です！」

　大おお坂さか湾わんを映した航路図ずに、赤の点が三つ表ひよう示じされる。武蔵は現在、大坂湾を北から南東へと浅く渡っている最中だ。航こう法ほう役が言うには、

「一カ所目が進行方向そのまま、二カ所目が堺さかい沖おきから紀伊半島に沿うための南への緩いコーナー、そして三カ所目、……紀伊半島内ない部ぶ側がわ、東へと急きゆう激げきに切れ込むもので、この三カ所目が難なん所しよかと！」
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　南なん進しんする武蔵は、鳴めい動どうを伴って下か降こうした。

　重じゆう力りよく航こう行こう時には緩かん衝しよう制せい御ぎよが入るが、大気に与える影えい響きようは皆かい無むではない。雷らい雲うんが行くにも似た音を立てて、武蔵は黒の内うち海うみへと雲うん上じようから下っていく。

　武蔵の眼がん下かに、闇やみに満ちた海が広がった。

　空が曇っているため、水面はただ黒い。

　しかし武蔵は行った。

　わずかに空の方が明るいため、水平線はおぼろげに見えている。だからというように、武蔵は進路を南に向け、水平をとって加速を入れた。

　行く。

　風を押す音が、空と海の間で強く轟とどろく。艦の下の海に霧きりが生じ、眼下の闇が淡く濁にごった。

　そして武蔵が南へと速度を上げると同時。武蔵の艦かん首しゆ下側から、海へと赤の光が落ちた。

　航路証明のマーカーを放ったのだ。

　それは海に設置されたブイ型マーカーに落ち、次いで武蔵がわずかに軌き道どうを修しゆう正せいする。左さ舷げん側、南南東方向にある紀伊半島へと、だ。

　紀伊半島へ向かうために通過しなければならない三つのマーカー。その内の一つを通過し、二つ目に向かうのだ。

　今、左舷側、東方面の海の向こうに、黒い影が横たわっている。

　海と空の間にある爪つめ痕あとのような影は、大坂から紀伊半島南なん端たんまでの島しま影かげだ。

　だが、島しま影かげの中には小さな光が、しかし無む数すうに存在していた。

　大坂と、堺方面の灯あかりだ。

　その光を左舷に得つつ、武蔵は南南東へ。集しゆう落らくの光があまり無い紀伊半島側へと行った。

　巨きよ大だいな八艦は、下降し、やがて浅く浮き上がってから、全艦の水平を完全に固定。

　武蔵は、しかし速度を落とさない。背後の空に、雲を歪ゆがませて追ってくる敵がいるからだ。

〝白しら鷺さぎ・改かい〟だ。

　距きよ離りは離れたものの、己おのれの存在を誇こ示じするように、敵のいる位置で雲が波立っていく。

　そして左さ舷げん前方の海上から、空に赤い光が伸びた。

　二つ目のポイントが、己の位置を知らせるためのサインを放ったのだ。

　紀き伊い半島に添い、南南東進しん路ろから南に向かうカーブを示す第二マーカーポイントだ。

　海の上、風が強くなり、武蔵むさしの艦かん体たいどれもが冷えた大気による霧きりを纏まとう。まるで波上を滑るように、武蔵全ぜん艦かんが白の霧を蹴け立たててマーカーポイントへと向かう。

　進路は、右へと切れ込んでいくコーナーリングだ。

　武蔵の、展開した外がい壁へき部の内側に光が宿った。重じゆう力りよく航こう行こうの加速を入れる。

　南へ、右へのコーナーリングを行うため、わずかに左舷側の加速から先に入った。

　風を唸うならせ、武蔵は横よこ滑すべりしながら南へと曲がり行く。

　第二マーカーポイントが、武蔵の接近を探たん知ちして赤の光を再び空に放った。だから、というように、武蔵は霧を振り払うように艦かん首しゆを南へと補ほ正せい。

　浅あさ草くさと品しな川がわ、武蔵むさし野ののバウがポイントのある方向を捉とらえるなり、武蔵全体が加速した。

　急ぐ。難なん所しよである第三ポイントでは速度を落とすため、敵を引き離すならここしかない。

　だから速度を上げた。

　抉えぐるような軌き道どうで、武蔵が南南西の向きから南へと身を捻ひねる。

　そして行った。

　武蔵の直ちよつ下か、約千五百メートル下で、消し切れなかった大気の震しん動どうが海を押し潰つぶした。海面がバウンドし、武蔵の左右に広こう範はん囲いの霧を噴ふき上げる。

　第二ポイントを通過する。

　軌道にはわずかなズレがあったが、マーカーの発はつ射しや装そう置ちが斜めに傾き、発射方向を補正する。

　発射した。マーカーポイントが受じゆ神しんを確実とし、反応の光を返す。

　通った。

　そして武蔵は惰だ性せい航行に移行する。加速の勢いをなるべく消さず、しかし次の第三マーカーを安全に通過するために、武蔵は既すでに東方向へと艦を傾けつつある。

　だが、不ふ意いに武蔵の前方に霧が生じた。自然現げん象しようや、武蔵の艦体が作る霧ではない。

　別の艦かん隊たいだ。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の紋もん章しようをつけた旧派カトリツクの戦せん艦かん群ぐんが、先行していたのだ。

　K. P. A. Italiaでの戦せん闘とうの後、マクデブルク方面ではなく、武蔵の進行を予測して配はい置ちされた艦群だ。その警けい戒かい網もうの一つに武蔵は当たったのだ。

　しかし武蔵は緩まなかった。

　前ぜん進しんする。

　対する敵は、一次ステルスから宙に身をいきなり現したため、十八ある艦どれもが白の霧を纏まとい、夜の空にたなびかせた。

　敵である証しよう拠こを示すように、全ての霧きりが破は裂れつして、光を武蔵むさしに送ってきた。

　砲ほう撃げきだった。
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　砲撃の音は、遠えん雷らいのように夜の空を渡り、東へと届いていた。

　海を南に、山さん脈みやくの影を北西に見る大だい平へい原げんの上。篝かがり火びの並ぶ中で椅い子すに座って信しん玄げん餅もちを食っていた義よし経つねは、ふと、西から聞こえた低い音に対して視線を上げた。そしておもむろに、

「重じゆう機き馬ば軍ぐん団だん、戦せん事じ展開しろ。八はつ旗き全てじゃ」

　告げた言葉に、背後で茶ちやを入れ、早い色の梨なしを剝むいていた佐さ藤とう兄弟が眉まゆを上げる。

　が、彼らは、疑問を返すことも無く、即そく座ざに表示枠サインフレームで指し示じを送った。

　数すう瞬しゆんの後、平原上じように、東から西へ移動する照明の光が幾いく条じようも走る。

　重機馬軍団が放つライトの群だ。

　数は八旗の精せい鋭えい、二万七千人。

　先せん導どうとなるのは、対たい空くう用の防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを書き込んだ母衣ほろを装そう備びし、大型二輪型の機馬に跨またがった学生達だ。どれも機殻化カウリングされた機馬は、待たい機き時の四し足そく歩ほ行こう状態から機動用の固こ定てい状態に移行しており、その四し肢しに纏まとう風の流りゆう体たいが夜の中に青白い光を放っている。

　四肢は蹄てい鉄てつ代わりの転てん輪りんを付けられているが、胴どう体たいにつく四肢の位置関係から、前まえ足あし間かんと後うしろ足あし間では流体光こうが転輪に強く重なり、光の車しや輪りんを前後で二つ作っている。

　走る、という動きをしているが、光の二輪は地面より数センチ浮いた状態だ。

　それらが、灯とう火かを前に照らして西へ行く。

　そして続くように、重機馬が来た。

　全長は百メートル強。形は機馬を大きくしたような四輪や八輪型だが、その背や左右に、身の丈たけを超える大型の対たい空くう砲ほうを積んでいる。四肢の外側には発はつ射しや時に身を固定するための術じゆつ式しき杭パイルも幾いく本ほんか装備された重じゆう装そう型だ。

　行く皆の内、機き馬ば隊は各隊の先せん頭とうが、重機馬は二十四機の全てが、背に旗はたを立てた。八色ごとに分かれた八大だい隊たいは、西の空を見るように布ふ陣じんする。

　と、義経の横に、佐藤兄弟が一機の機馬を運んできた。白の、大型のツアラータイプだ。清しん武たけ田だの紋もん章しようが描かれた流体槽そうには、巫女みこ型の走狗マウスが立っている。

　軽く踊って手招きする走狗に対し、義経は笑えみで頷うなずき、

「また頼むぞ、静しずか」

『どこでもいっしょー』

　そうじゃのう、と、義経は、椅い子すを立って静に跨る。彼女は口元についた黒くろ蜜みつを指で拭ぬぐい、その指を唇くちびるで拭うと、

「これ、江え戸ど方面で流通したら、いい商売になると思うぞ」

「武蔵むさしを引き込んだら、流通経けい路ろの開放なども話になるものかと」

　そうじゃな、と頷うなずき、義よし経つねは視線を前に向けた。篝かがり火びの列の向こう、西の空を見る。

「総そう員いん、聞いとけ」

　義経は、言葉を考えながら、口を開いた。

「これから武蔵むさしが来るようじゃ。しかし、羽は柴しばか織お田だか、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 がくっついて来ておる。こちらは三み方かたヶ原はらの歴史再さい現げんがあるので邪じや魔まじゃのう。

　だから佐さ藤とう兄弟が寛かん容ようぶちかましてM. H. R. R.に〝失うせろ馬ば鹿か〟とかやってくれると思うのじゃが、──ああ、するか佐藤？　するよな？　絶対か？　ホントに今の口く調ちようで言うな？　ん？　兄の方がするか？　──押しつけ合うな馬鹿者」

　一ひと息いきを入れる。

「でまあ、連れん中ちゆうを武蔵から引き剝はがすのに、威い嚇かく砲ほう撃げきも出来ないのでは困る。わしゃ砲撃好きだしな。ああ、大好きじゃ。祭の時には祝しゆく砲ほうとか撃うちたくてかなわんぞ。水平にな。

　で、──何を話しておったんじゃろうか。佐藤兄弟。

　ああ、別に丁てい寧ねいな言い方で言わなくていいぞ。──何じゃその口の利き方は!!

　ともあれまあ、アレじゃ。偵てい察さつを働かれる可能性もあるからな。総員、戦せん闘とう態勢で構えろ。馬鹿が来たら撃つ。──あ、いや、撃つのはそこそこの馬鹿じゃ。凄すごい馬鹿が武蔵にはおるからの。あれは撃っても治らん」

　と、義経は、頭の上から後こう頭とう部ぶ辺りを撫なで、一ひと息いきをつく。

　そして、遠えん雷らいに似た音が、響ひびいてきた。先ほどよりも濃い音で、一つ一つの聞き分けも出来るような状態となっている。

　武蔵が、攻こう撃げきを受けているのだ。

　その音に義経は眉まゆを立てた笑えみを作った。

「──武蔵が来たら祝砲じゃな。水平打ちじゃないぞ？　解わかるな？　冗じよう談だんで済む分には、武蔵にも当てて構わん」
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　窓の無い部屋がある。六畳じようほどの部屋だ。

　そこには、二段ベッドがあり、壁には二つの机つくえがあった。

　そして奥の机の前には、車くるま椅い子すに座った少女がいた。彼女はドア側へと鋭い視線を向けている。彼女の目が見るのは、ノートを胸に抱えた眼鏡めがねの少女で、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──それじゃあアデーレ・バルフェット、これで帰ろうと思いますが……」

「いいわ、アデーレ・バルフェット、……事じ態たいは理解出来たから、ええ」

　苦く笑しようして、

「ここにいてもしょうがないし、戻った方がいいわ。忙いそがしいんでしょう？」

　言われた先、しかしアデーレは部屋の中を物もの珍めずらしそうに見渡している。そして、

「しかしまあ、人も、変わると言えば変わりますよね。東あずまさんも、随ずい分ぶんと趣しゆ味みが……」

「いや、それ、私のベッドだから」

「ままのべっどー」

　下段ベッドの布ふ団とんを下から被かぶったまま立ち上がる半はん透とう明めいの少女に、アデーレが微笑する。

「あはは、ママっていうのはこの分だと内ない縁えんの、──っとお！」

　不意に、床が波打つように揺れた。こちらの車くるま椅い子すは車しや輪りん部が自動で動き、リクライニングを揺らしてバランスをとってくれる。

　が、アデーレの方は転び掛け、慌あわてて摑つかんだのが遣やり戸どだったために、

「──と」

　開いた遣り戸に、そのまま三歩ほど引っ張られた。すると向こうに立っていたのは、

「ぱぱー」

　東だ。
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　武蔵むさしが戦せん事じ機き動どうに入るため、部屋の内部を術じゆつ式しきによる固定や大気供きよう給きゆうする必要がある。そのための配はい給きゆう品ひんとして、番ばん屋やで〝高こう機動用家か内ない安全セット〟を貰もらってきた東は、

　……あ、今日あったことの報告か。

　ミリアムはこの部屋で、クラスの皆のとったノートと教科書、そして教員達の作った課題をこなして授じゆ業ぎようとしている。クラスの女子が毎日一人は授業のノートなどを持ってくる習わしで、今日のように色々あった場合は、その報告も持ってくる。

　結けつ構こう、女同どう士しの話もあったり、日常生活や仕事の愚ぐ痴ちもあるらしい。

　ミリアムに言わせると、

「まあ、誰だれも彼かれもあまり変わらないけどね、女の子同士の話す内容なんて」

　ということだったが、そういうものかな、とも思う。

　ともあれ今も、アデーレがこちらに一いち礼れいし、

「ではっ」

「あれ？　もう行くの」

「あはは、御お邪じや魔ま御邪魔、しかしママにパパですか？　いやあ、設定が大人おとなですね、やっぱり」

「アデーレ君、クラスの皆にここんとこで急きゆう激げきに影えい響きようされてない？」

　言いつつ、東はドア上の神かみ棚だなを開け、中にある古い神しん道とう符ふを貰もらってきたものに取り替える。神棚はしっかりしたものだが、他の部屋のものに比べると、

「ここの、他よりも大きいんだよね」

「ああ、ミリアムの部屋だからですよ」

「そうなの？」

　と、部屋の中のミリアムに問うと、彼女はわずかに上を見て、そして頷うなずいた。車くるま椅い子すや、自分の胸に手を当てた上で、彼女は肩を竦すくめ、

「ま、女の一人暮らしはいろいろあったから。というか、今でもあるけど」

　そしてアデーレも頷き、

「とにかくまあ、不ふ都つ合ごう無いように、という感じですかね」

　成なる程ほど、と思いつつ、脚あしのことなど、暗に示してしまったかも、と思いもする。

　……だけど、御ご免めんとか言ったら「そういう情報が来ると思って聞いた訳わけでもないでしょ？　それなのに謝られたら、それって私が常に謝られるような存在ってことよ」とか、確実に返ってくるよなあ。

　だから言葉を重ねず、東あずまは神かみ棚だなの準備を終える。

　アデーレはノートを抱いて走り出そうとしているが、

「……今回、出場は無し？」

「あ、機き動どう殻かくは大だい体たい直ったそうなんですけど、こっから先は艦かん戦せんだろうって、書しよ記きが」

　だからまあ、

「ちょっと激しくなりそうですね」
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　武蔵むさしは夜の海上において、攻こう撃げきを受けながら飛ひ翔しようしていた。

　速度はある。行き先も明確だ。だが、それゆえに敵も配はい置ちを迷い無く行い、小数の艦かん群ぐんで執しつ拗ような攻撃を行って来る。

　惰だ性せい航こう行こう中であるために重じゆう力りよく障しよう壁へきの防ぼう護ごは問題なく行えるが、艦の大気緩かん衝しようが甘くなるために速度の落ちが早い。既すでに高速艦で構成された敵の十八艦は併へい行こうや先行をしており、間かん断だん無い砲ほう撃げきが至る所から来る状態だ。ゆえに武蔵野むさしの艦かん橋きよう部ぶでは、

「一度、武蔵に重力加速を与えなければ危険だと判はん断だんします！　──以上！」

〝武蔵野〟の言葉に、共通記き憶おくで〝武蔵〟が応じる。既に教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようにて流りゆう体たいの花か壇だんの世せ話わをしている彼女は、

『次のポイント通過が難しくなりますので、対たい処しよを講じなさい。その上でならば許きよ可かします。──以上』

　という言葉を寄よ越こし、皆がＪｕｄジヤツジ．の返答を共通記憶内ないに送った。

　だが、艦橋内部で、敵てき艦かん群の位置を捉とらえていた鈴すずは、敵の動きに息を詰めた。

「れ、列……！」

　敵てき十八艦の内、先行していた八艦が、四艦上下列となって前に並んだのだ。

　壁だ。

　前方を押さえ込まれた。そして同時に、

「左右五艦かんずつ、砲ほう撃げき、来ます！　──以上!!」

　打だ撃げきが、左右からの往おう復ふくをもって武蔵むさしを震しん動どうさせた。

　紀き伊い半島を目もく前ぜんとして、P. A. Oda陣じん営えいが武蔵を捉とらえたのだ。
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　P. A. Odaの高速艦かん隊たいは、武蔵への砲撃を開始した。

　武蔵の前を完全に塞ふさいだ上で、左右からの砲撃を連れん打だする。そういう艦隊配はい置ちを取ったのは、先行する艦かん群ぐんの三番艦。その艦かん尾びにて全体を見渡す魔ま神じん族ぞくの男だ。

　右腕を失った九く鬼きだった。

　彼は体のバランスをとるため、右脇わきのハードポイントパーツにM. H. R. R.神聖ローマ帝国 神しん聖せい騎き士し団だん鉄てつ鋼こう会かいの大おお盾だてを下げていた。そして彼は無む手ての左手を前に広げ、

「砲撃を続けてくれ……！　そしてもし武蔵が強ごう引いんに加速して出たならば、先行艦で当たりに行く！　海上で阻そ止し出来るならばそうするつもりで体を張るんだ！」

　言いつつ、九鬼は、こちらを追ってくるような巨きよ大だいな艦かん影えいを見る。

　……何とも巨大な存在感だ。

　しかし、と九鬼は思った。自分は、これに近いことを今日、相手に対して行ったのだ。村むら上かみ水すい軍ぐん、その長おさであった村上・元もと吉よしは、小しよう艦かん群でこちらのガレーに対たい抗こうした。あの小艦とガレーのスケール比は、今のこれに近いものだろう。そして今、自分が行っているのは、

「……私達に対し、彼が使用した戦せん術じゆつに近いな」

　さあどうする、と九鬼は思った。

　負ふ傷しようの身でここに来たのは、純じゆん粋すいに戦せん術じゆつ家かとしての興きよう味みゆえ、だ。

　……正に私し利り私し欲よく……！

　P. A. Oda所しよ属ぞくで良かった。羽は柴しば君は話が解わかりやすくていい、「興味あるんじゃ仕方ないですよね……」と、何な故ぜか視線を逸そらして言われたが、通ってしまえば通ったものの勝ちだ。

　だが、戦せん場じようにおいて、敵と味み方かたに対する興味に勝るものはない。

　武蔵という希まれに見る巨大艦を、戦場においてどのように動かし、動かされるのか。

　……この目で見、この身で体たい感かん出来る機会はそうそう無いとも……！

　と、傍かたわらに表示枠インシヤ・コトブが現れた。映っているのは忍にん者じやの女、滝たき川がわ・一いち益ますだ。

『どうしよクッキー、かなりこっち引き離されてるから、そっち、現場任まかせでいい？』

「ここは私の興味の場だ。余よ計けいな行動を君がしたら、羽柴君は残念に思うだろう」

『〝喜ばないだろうな〟って言わないところがクッキーのいやらしいとこだなあ』

「男基き準じゆんで申もうし訳わけない。だが君がここまで送ってきた捕ほ捉そく情報は有用だった。やはり大型艦かんの情報処しよ理り能力は違うな。そして君の関かん与よとして聞いておこう。──どう来ると思う？」

『下でしょ？　デカブツが上に行くには相そう当とう力いるし。だからクッキーも夕方に下に行ったんだよねえ？　記録見る限りだと』

　Shajaと、九く鬼きは答えた。が、一いち益ますが口の右端はしを釣つり上げる。

『ま。最悪のケースとしては、まっすぐ来るね。私ならそうするかも』

「最悪だ。──装そう甲こうを破は壊かいして、関かん東とうまで行ける、と？」

『行けると思ってるか、こっちが避けると思ってるか、もしくは──』

　一益が言った。

『どっちにしろ、馬ば鹿かが一番怖こわいよ』

　そうだな、と九鬼が頷うなずいた瞬しゆん間かんだ。物もの見みの方から声が上がった。

「武蔵むさし動きます！　──艦かん首しゆ下げ！　降こう下かし、高速でこちらの下に入ろうとします!!」
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　九鬼の判はん断だんは迅じん速そくで、部ぶ下かの動きも同どう様ようだった。

　既すでに同じ流れの戦せん闘とうを経てきた分、結果も解わかっているし、流れも理解している。だから、

「降下！　状況次し第だいでは武蔵を上から潰つぶしに行く！」

　足あし裏うらが浮くような降下機き動どうが開始される。

　正面、こちらに頭を下げていく武蔵が、その上部構こう造ぞうを見せつけてきた。

　だが、と九鬼は思った。

　……こちらの勝ちだ！

　武蔵は巨きよ体たいだ。上下幅はばも大きいがため、こちらの下を潜くぐろうとしたら相当な下降をする必要がある。今、上じよう面めん構造を露あらわにしているような状態では、同様に降下するこちらがその上面に激げき突とつして終わりだろう。

　……その場合、こちらを重じゆう力りよく障しよう壁へきで弾はじくか？　それともデリックで吊つるか？

「どうするのか、見せて貰もらおうか……!?」

　問うた直後だった。武蔵が、いきなり、色を見せた。

　白の色だ。霧きりの色。水の飛沫しぶきの色だった。

　武蔵が、降下突とつ進しん中の艦かん首しゆ部から、浮ふ上じよう用の海を発生させたのだ。

　何をする気だ、という思いと、解答に至る連れん想そうは、同時に起きた。だから九鬼は、自らの中で答えを出し、こう叫んだ。

「そう来たか……!!」
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　武蔵が取ったのは、艦首側に強力な制せい動どうを掛ける行為だった。

　下か降こうによる前への加速を入れ、降こう下か軌き道どうで速度が乗った瞬しゆん間かん。

　武蔵むさしは、艦かん首しゆ側だけに浮ふ上じよう用の海を分ぶ厚あつく発生させたのだ。

　降下する艦首側は、浮上させようとする海に頭から突っ込んだ状態となる。

　強力な前側ブレーキングだ。

　海は艦を受け止め、艦かん尾び側を軋きしませながらも持ち上げる。

　だが、そこに、重じゆう力りよく航こう行こうの加速が入った。

　前につんのめった状態の武蔵は、尻しり側からの加速によって、その艦尾を一気に振り上げる。

　しかし、艦尾側が、てこの原理で持ち上がった時だった。

『浮上用仮か想そう海かい解かい除じよ!!　──以上！』

〝武蔵むさし野の〟の号ごう令れい一いつ過か、艦首側を浮上させていた海が、流りゆう体たいの光と共に消しよう失しつした。

　そして、艦首側の咎とがめを失った武蔵は、一つの運動を得た。

　空中でつんのめり、前まえ上方へとスキッドしたのだ。

　跳ねる。

『艦内、対たい衝しよう撃げき緩かん衝しよう確かく保ほ！　──以上!!」

　艦首部が前上に吹っ飛び、艦尾がそれを追い掛けるように飛んだ。

　尻を高く上げ、まるで獣けものが飛び掛かるような姿し勢せいで、武蔵はショートジャンプを放った。

　風が唸うなり、八艦が息を揃そろえて夜空を跳ねた。

　まるでナイフを前に押し切るように、八艦が初速の強い跳ちよう躍やくで行く。

　下を指し示すバウの先せん端たん下には、降下を掛けていた九く鬼きの先行艦かん隊たいがいる。

　飛び越えた。

　そして八艦は、艦尾側から重力航行の加速を順に入れ直す。

　敵艦を飛び越え、浅く下りながら、一気に武蔵は速度を上げた。

　風が巻き折られ、そして九鬼達が振り向く時には、武蔵は海面ぎりぎりの位置を遠くに去っている。それも、眼がん下かの海を左右に破は裂れつさせながらだ。
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『お見事ですわ!!』

　武蔵野艦かん橋きよう内ない、〝武蔵野〟は、ミトツダイラからの表示枠サインフレームに頷うなずいていた。

　敵の艦隊に囲まれ、砲ほう撃げきを受けている最さい中ちゆうに、ミトツダイラから通つう神しんが来たのだ。

　それは、

「飛び越すことって、出来ませんの？」

　という問い掛けからなるもので、そのやり方を口で言うことは難しいのか、浅あさ間まの矢を手でしならせて遠くに飛ばす実じつ演えんがリアルタイムで送られてきた。

　一発勝負の映えい像ぞうで、回転しながら飛んだ矢が「幼よう女じよ！　幼女の迷まい子ごはおりませんか?!」と甲かん板ぱん上を徘はい徊かいする御お広ひろ敷しきに刺さったが、一応の原理は解わかったため、即そく座ざに機き動どうした。しかし、

「よく出来たものだと判はん断だんします。──以上」

　皆も、練習無しの初の機動実じつ践せんに、随ずい分ぶんと処しよ理り能力を使ったらしい。

　ぶっつけ本ほん番ばんとなると失敗回かい避ひのための演えん算ざんを幾いく度ども行うし、その方向性も定かではない部分が多いために全ぜん域いき計算となって負ふ担たんが多い。しかし、ミトツダイラの賞しよう賛さんと、鈴すずの、

「すご、い……！」

　という振り返りには充分な見返りの意味がある。そして何より、自分達の無ぶ事じと、加速が叶かなったことが素晴らしい。

　このまま紀き伊い半島に飛び込めばいいと、そう思う。

　だが、流りゆう体たい反応を検けん知ちしていた自じ動どう人形が、背をいきなり伸ばして振り返った。

「左さ舷げん中央、約三キロ！　──新しい流体反応が追つい走そうしてきます！　──以上」

「……追走？　──以上」

〝武蔵むさし野の〟は思った。

　今、加速して九く鬼きの高速艦かん隊たいを振り切る武蔵むさしに、どのような艦が追つい送そう出来ると言うのか。

　ならば、と〝武蔵野〟は指し示じを飛ばした。

「〝追走〟してくるものの正しよう体たいを認にん識しきしなさい。──以上！」

　Ｊｕｄジヤツジ．！、という言葉の直後に返答が来た。得られる答えは、

「霊れい体たいです！　──流体を利用した幽ゆう霊れい艦が顕けん現げん！　この反応は……」

　誰だれもが悟さとった。それは、

「前まえ田だ・利とし家いえの〝癒使イスラフイル〟！　──独逸傭兵団ランツクネヒトの航こう空くう戦せん艦かんです！　──以上！」
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　その船せん群ぐんは、宙を波立てて滑っていた。

　流体で全てが出来た幽霊艦は五艦。音もなく、揺れもせず、ただただ五艦は高速で宙を滑って武蔵へと向かう。

　古い外洋船だ。

　大だい航こう海かい時代の、帆ほに受けた風を増ぞう幅ふくして飛ひ翔しよう力とする船で、バウも存在していない。全長も百メートル弱で、現在の輸ゆ送そう艦に似た形状の船だ。

　しかし、流体光こうで出来た帆は破れ、風も受けていない。

　乗っている者達は、破れ千ち切ぎれた船員の衣い装しようを纏まとっているが、骨で出来ていた。

　彼らは風を浴びながら、時たまじっと、武蔵の方を見る動きを作る。

　中央にある指し揮き艦には、朱あけのM. H. R. R.神聖ローマ帝国 制服を着た前田・利家がいた。彼は、右肩の上で光の翼つばさを展開しているまつを見て、

「まっちゃんありがと。僕の方も、マクデブルクで節せつ約やくしておいて良かったよ。太たい平へい洋ようで死んだ連れん中ちゆうをここまで呼び出すのはなかなか骨が折れるからね」

　船幽ゆう霊れい達は、生前の記き憶おくがわずかにあるのか、まずバイコーヌを被かぶった船長が挨あい拶さつに来て、他の皆が順にやってくる。他の艦も、それぞれがこちら側の舷げんにやって来て、ある者は一いち礼れいし、ある者は剣を掲かかげ、ある者は帽ぼう子しを取って見せる。

「有あり難がたいなあ」

　彼らがこのように礼れい儀ぎを払ってくれるのは、金による雇こ用よう契約に、神への誓ちかいが加わる欧おう州しゆう式の霊れい現げん術じゆつを使用しているからだろうか。それとも、自分も霊れい体たいだから、雇やとい主ぬしとしての礼儀を払ってくれているのだろうか。解わかりはしないが、

　……生きている皆を思ったり、霊である自分を思ったりと、僕もなかなか蝙こう蝠もりだ。

　思いつつ、利家は前を見た。

　武蔵むさしが霧きりをたなびかせ、千ち切ぎりながら、紀き伊い半島の影に沿っていくのが見える。

「紀伊半島の暫ざん定てい国こつ境きように飛び込むには、速度が出過ぎてるんじゃないかな？」

　半島に行くには、インコーナー側のこちらの方が近い。だから利家は皆に指し示じした。

「砲ほう撃げき無し。全速に専せん念ねんして、三つ目のマーカーポイントのあるインコーナーを押さえよう。

　紀伊半島に飛び込むための、南なん進しんから東とう進しんに切り替える左九十度コーナーだ。

　そのインコーナーを押さえるだけで、連中はポイントをマーカー出来ずに失しつ効こう。今後いろいろな追つい及きゆう材料に出来るからね」
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　上空、〝白しら鷺さぎ・改かい〟は速度を落としていた。既すでに毛もう利り侵しん攻こうの歴史再さい現げん中である姫ひめ路じ城じようとして、己おのれの管かん轄かつ範はん囲いぎりぎり、紀伊半島の近くにいるからだ。

　だが、その艦かん橋きよう内、参さん戦せん各艦の航こう路ろを統とう括かつ整せい理りしていた一いち益ますは、航路図ず上じようを一いつ直線に加速する利家の艦に感かん嘆たんの声を作っていた。やるねえ、と口くち笛ぶえ付きで、

「凄すごい加速だねトッシー。いや、幽霊船が速いのか。じゃあやっぱ駄だ目めだトッシー」

「と、頭とう領りよう！　ちょっと早いですよ展開が！」

　まあまあ、と一益は利家の航路を確かく認にんする。

「反はん則そく並の速度だね。──海岸での乗り換えから、そこまで追えるんだねえ」

　武蔵の航路が大おお坂さか湾わんの東から出て紀伊半島へと浅くくねった弧こを描いていくのに対し、利家の航路は大坂湾の西から、海岸線に沿って一直線に突っ走っている。わずかな差ではあるが、直線の利家の方が到達が早くなるのは事実だ。しかし、

「頭領。……武蔵の重じゆう力りよく航こう行こうは相当な速度です。それなのに、どうやって利家様の幽霊船がああまで追いついて行けるのですか？」

　航法担当の問い掛けに、一益は、あー、と口を横に広げた。どう言おうかと迷いつつ、

「Shaja、まあ、反則と言えば反則なんだよね。──欧州出身で船乗り出身なら聞いたことがあるんじゃないかな。喜き望ぼう峰ほうで神を呪のろって死んだがため、永遠に海を彷徨さまよい続ける〝彷徨えるfliegende幽霊船Hollander〟の伝でん説せつを、さ」

　はは、と一いち益ますは笑った。遂ついに利とし家いえの五艦かんが武蔵むさしに追い付いたのを航こう路ろ図ずで確かく認にんし、

「──その船は、遠くを彷徨い、近づく時は滑るように追いつき、そして離れない。

　よくある船幽ゆう霊れいの表現だけどね。だけど、船幽霊ってのは、地ち脈みやくを通じて相手の船の〝船という存在〟に共きよう鳴めいして出現するのさ。呼ばれて出る、って奴やつでね。

　だから、幽霊船の速度は、相手の船に依い存ぞんする。自分が呼ばれて出た船に対し、引かれ、必ずついていく。一種の〝影〟みたいなものだね。

　ゆえにつまりはこういうことさ」

　一益は、床に広がる航路図の上、武蔵むさしと利とし家いえの幽霊艦かん隊たいが相あい対たいした事を示す白の交こう叉さ印いんを足で踏んだ。そして彼女は笑って、

「──もはや、武蔵がどんな速度を出しても、引き離せないんだ」

　皆が、姿すがたを見せぬまま、息を飲んだ。対し、一益は肩を竦すくめて言う。トッシーもかなりクセのある戦せん力りよくだよなあ、と思いつつ、

「ま、これがショボい艦相あい手てだったら、幽霊艦も同じくザコになっちゃうんだけどね。しかし、武蔵のような高速艦にとっては、自分に必ず追いついてくる艦ってのは致ち命めい的てきだろうね。

　ただまあ、装そう備びが古いんで決定打だは与えられないだろうけど、たとえば〝白しら鷺さぎ〟や──」

　一益は、改めて、踵かかとで足あし下もとの航路図を蹴けり飛ばした。

　大おお坂さか湾わんの半なかばに、自じ勢せい力りよくを示す光が群である。その数は百を超えており、

「流石さすがはクッキー、抜かれたら抜かれたで、警けい戒かい網もうの艦船を全て集めて武蔵を追い直すつもりだね」

　言っている間に、航路図上の利家の五艦と武蔵が、紀伊半島に入るためのコーナーに向かいながら、その航路を入り乱れさせ始めた。

　紀伊半島に入るコーナーへの、進しん入にゆうコースの位置取り合がつ戦せんだ。

「東へ九十度折れる暫ざん定てい国こつ境きようの紀伊半島行きルート。インコーナーにマーカーポイントがあるから、アウト・イン・アウトで行くのが最も速度落とさずに済む方法だよ」

　だけど、

「インコーナー側をトッシーが取ってるから、武蔵はやりにくいだろ」

　航路の動きを観みていると、今はどちらも速度を落とさず、インコーナーを押さえようとする流れのようだ。

　だが、利家の航路を見て、一益は苦く笑しようする。

　……やっぱ下手へただなあ、トッシー。船、あんま扱ったことないもんなあ。

　それでも利家がここにいるということは、彼が勝ちにこだわっていると言うことであり、九く鬼き達の追つい撃げきを頼りにしているということでもある。だから、

「トッシーに応えないとねえ。相当、無む理りしてるから。──いいとこくれてやりたいよ」

　いいかい？　と、一いち益ますは、自分に言い聞かせるように言う。

「Hollanderは幽ゆう霊れい船せんとも阿蘭陀オランダ人じんとも訳やくせる言葉でね。改派プロテスタントの阿蘭陀人が海かい難なんの末に改派として神を呪のろって死んだならば、ひょっとしたら旧派カトリツクにて〝やり直さない？〟で誘えるかもしれないってんで、喜き望ぼう峰ほう──、まあ九きゆう州しゆうの方とかもよく訪ねてんだよね、トッシー。

　いずれ、九州でナル君が謀む反ほんして自分が制せい圧あつに行くから、その下した見みとか、そんな言い訳わけつけて聖せい連れんに許きよ可か貰もらってさ。……そういうとこ、トッシー自じ虐ぎやく的てきだよねえ」

　だから、

「頑がん張ばれトッシー、機会は必ずあるよ」
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　幽霊艦かん隊たいの五艦と、武蔵むさしの八艦は、空中で位置の取り合いを続けていた。

　南なん進しんする武蔵にとって、目標は前方左手にある紀き伊い半島西にし側がわ沿えん岸がん、半なかばの位置だ。そこを左に曲がれば、東へと紀伊半島を抜ける暫ざん定てい国こつ境きようの入口があるのだ。

　既すでに紀伊半島の影は左さ舷げんに大きく見えている。島しま影かげの西側中央からは、三つ目となるマーカーポイントの放つ赤しやつ光こうが、天に強く伸びていた。

　そして、対する利とし家いえの幽霊船五艦は、小型ではあるが、武蔵をコーナーのアウト側となる右側、南西方向へと押し出そうとしていた。

　幽霊船上の利家は、総そう全長で自じ艦かんの七十倍は下らない武蔵に対して、しかし物もの怖おじしなかった。狙ねらうのは体当たりによる、武蔵の〝押し出し〟だ。

「行け皆！　まずは武蔵に、紀伊半島入口のマーカーポイントをチェックさせないことだ！　まずはそういう成果を確実に得に行こう！」

『トッシー、それって武蔵の航こう路ろミスというか、こっちの妨ぼう害がい行為にならない？』

　一益からの通つう神しんに、利家は頷うなずいた。

「Shaja、──いいですか一益先せん輩ぱい。武蔵の航路離り脱だつの原因は、妨害行為とは別に〝高速航こう行こう〟が入るんです。今も──」

　と言っている間に、幽霊艦が武蔵に激げき突とつしていく。

　その押し出しは、主に左さ舷げん一番艦・浅あさ草くさの艦かん首しゆ側と艦かん尾び側で行われていた。浅草がコーナーリング軌き道どうを取ろうとする度たびに、インコーナー側となる左舷の艦首と艦尾に、幽霊船は激突を仕掛けに行くのだ。

「解わかりますか？」

　高速での機き動どう中だ。外部からの衝しよう撃げきは、艦の挙きよ動どうを大きく乱す。

　武蔵に比べて遙かに小さな幽霊船の激突であっても、武蔵は揺れざるを得ない。

　ゆえに、干かん渉しようを恐れた武蔵のコーナーリングは甘くなる。大おお振ぶりで、動きが悪くなる。

「武蔵むさしは、高速機き動どうしているから、僕の妨ぼう害がい行為ごときでこれだけ揺れる。

　でも、高速機動していなければ、幽ゆう霊れい船せん程てい度どの押し出しで航こう路ろを離り脱だつすることはないでしょう。──言い換えるなら、僕の妨害行為があっても、武蔵は、通常の航こう行こうをしていれば航路を離脱せずに済むわけです」

　それはつまり、

「武蔵は、己おのれの安全確かく保ほのために航路を飛び出し、他国の領りよう空くうを侵しん犯ぱんするような速度で飛んでいる……、そういうことでもあるんですよ」

『詭き弁べん好きだねえ、トッシー』

　ですね、と利とし家いえは苦く笑しようした。

「でも、もし武蔵側の都つ合ごうによる武蔵の航路離脱を認めるならば、今後各国は、武蔵に理由があった時は自じ国こく上空を通過させざるを得ない。──それが武蔵側の虚きよ偽ぎであっても、です。

　戦争中の国や、敵てき対たい国こくがある国は絶対に認めないでしょうね。敵国と協きよう働どうした武蔵が自国に〝航路離脱〟で侵しん入にゆうし、敵国の戦せん力りよくを下ろす可能性もあるわけですから」

　と、利家は武蔵を見た。そして、

「来ますね、武蔵も僕ぼく相手にやる気を出してきました」

　言うなり、武蔵の側そく部ぶ甲かん板ぱんから光が来た。それは、

「砲ほう撃げきですよ……!!」





●






　武蔵は、幽霊船に対して砲撃を連続した。

　対する幽霊船は、小型艦である利と、その高速で回かい避ひに入る。

　時とき折おり、砲ほう弾だんが掠かすり、または激げき突とつしても、

「簡単には沈まないよ!!」

　眉まゆを立てて口の端はを上げた利家が、迷い無く金を落とした。

　銀ぎん貨かの落下により、死者達は湧わき出し、己おのれの身体からだを部品として艦の補ほ修しゆうに入るのだ。

　砲撃の効果は確かにあるが、金によって全ぜん快かいするまでの時間稼かせぎでしかない。

　しかし、多た摩まの甲板上にてネシンバラは砲撃の連続を指し示じした。

「常に接近する一艦に狙ねらいを集中！　一艦は破は損そんさせておくんだ！」

　幽霊船は簡単に沈まない。だが、五艦中、常に一艦が破損されることで、幽霊艦は攻こう撃げきのローテーションを組まざるを得なかった。二艦単たん位いでのローテーションが生まれ、破損艦が、残りの一艦と交代する流れが生まれる。

　しかし、それは、攻撃にテンポを与えてしまうということだ。

『トッシー！　動き読まれてるよ！　もうちょっとランダム性を入れようよ！』

「すいませんね！　今ちょっとテンパってるんで僕！　でも、こういうのって、外から見てると〝何やってんだ馬ば鹿か〟って思いますけど、中でやってるとそれどころじゃないですね!?」

『解わかったら先せん輩ぱい敬うやまって早く対たい応おう──!!』

　だが、幽ゆう霊れい艦かん隊たいが新しいローテーションを組むと同時、武蔵むさしも新しい対応を開始した。

　各かく艦かん個別動どう作さで、左さ舷げん艦かんに上下の機き動どうを与え始めたのだ。

「この速度で回かい避ひ運動をするのか！」

　コーナーリングのための挙きよ動どうは難しくなるが、上下機動自じ体たいを航こう路ろに織り込めば自じ動どう人形達の計算力りよくで補ほ正せいが利く。

　そして巨きよ大だい艦の上下運動に対し、小型の幽霊船は狙ねらった突とつ撃げきを守ることが至し難なんだ。

　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内では、鈴すずが作った航路先さきの気き流りゆう状況を〝武蔵野〟が全ぜん艦かんにデータとして送り、無む数すうの進路パターンを計けい上じようしつつあった。

　対し、幽霊艦隊の旗き艦かんに乗る利とし家いえは、上下運動の武蔵に行く僚りよう艦かんに対し、指し示じを出した。

「これだけ上下に振られると、外がい壁へきをちゃんと押しに行くのは不可能だ！　だけど、この状態だから見えるものもあるさ……！」

　視線が見るのは、風を巻いて上がっていく武蔵の外壁部。展開した加か速そく器きの内側だ。

　そこから生まれていく加速準備アイドリングの光を見て、利家は告げた。

「──武蔵の、足を奪うばいに行こう！」
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　敵艦の挙きよ動どうに気付いたのは、浅あさ草くさ外がい殻かく側がわで装そう甲こう板ばんの運うん搬ぱんをしていたノリキだった。

　敵が来る。解わかっているなら言わなくていい。

　敵が接近する。これも、解っているなら言わなくていい。

　しかし、敵の挙動が変だ。敵艦が、壁に当たりに来るのではない。

　……敵が、こちらの左さ舷げんの下を潜くぐるようにして……。

　何をしたいのか解らなかったので、ノリキは言った。

・労働者：『左舷で敵が変だ』

・約全員：『変!?』

　そう言えば自分は口くち下べ手たと言われたことがあるな、と、ノリキがそう思った瞬しゆん間かん。左舷前ぜん部ぶ側から光が砕くだけ、艦が激げき震しんした。

　幽霊艦が、その身を突とつ入にゆうさせ、自じ壊かいと引き替えに加速器を破は壊かいしに来たのだ。
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「浅草左舷、外殻展開部に敵突とつ撃げき！　敵艦大たい破は消失!!　浅草の重じゆう力りよく航こう行こう加速部、前左舷十一番から十三番が中ちゆう破は！　浅草左舷側の加速力が最大で十二％損失です！　──以上！」

　各かく艦かん連れん絡らく役の言葉に、〝武蔵むさし野の〟は共通記き憶おくで、急ぎ〝浅あさ草くさ〟に言葉を飛ばす。

・武蔵野：『御お調ちよう子しは？　──以上』

・浅　草：『Ｊｕｄジヤツジ．、激げき突とつ前に、英国イギリスでの反省から衝しよう突とつ部ぶ位いをパージしました。破は損そん部ぶが外がい殻かくや内部に与える影えい響きようは軽けい微びと判はん断だんしています。損そん失しつ分ぶんは、内部の流りゆう体たい経けい路ろを犬鬼コボルド達と組み替え中。封ふう鎖さパーツを組み込み、二分以内には五％損失にまで復ふつ帰きします。──以上』

・武蔵野：『見事な学習結果です。後で私達の方にも記き憶おくを。──以上』

　一いつ瞬しゆんの確かく認にんの後、〝武蔵野〟は全ぜん艦かんとしての判断を下した。

「艦かん速そくが今後低てい下かすること、そして今後も不ふ備びを得る事じ態たいがある可能性を考こう慮りよし、ここで速度を得ておきたいところですが──」

　呟つぶやいた時だ。流体反応を確認していた一人が声をあげた。

「再び敵てき艦かん来ます！　左さ舷げん三番艦、青梅おうめ左舷狙ねらいの体当たりです！　──以上」

〝武蔵野〟は眉まゆをひそめた。

　……敵が、艦かん隊たいを削けずってまで相あい打うちを狙ねらうのは、理由がありますね。

「つまり、……背後から来る僚りよう艦かん群ぐんのため、捨て石になるつもりですか!?　──以上」
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「無む駄だな捨て石はしない。捕ほ捉そく役やくは必要だからね。でも、──最大効果の石は捨てるよ」

　利とし家いえは、風の中で武蔵を見た。

　浅草がその左舷から流体光の煙を噴ふいている。

　いい結果だ、と利家は思う。

「こちらには艦隊戦せんの得え手てがいるからね。僕はその準備役でいい。だからこその会計、そういうものだよね」

　と、利家は僚艦を下から青梅の左舷に飛び込ませた。この突とつ入にゆうで左舷側の速度を奪うばえるだろう。武蔵むさし側が応おう急きゆう処しよ置ちを掛けても、浅草の分と合わせれば充分な成果にはなる筈はずだ。

　そして突っ込んでいった僚艦が、武蔵の巨きよ大だいな外がい殻かくの間に滑り込んで行く。

　突とつ撃げきの船ふね幽ゆう霊れい達たちはこちらを見て、十字を切った。彼らを見る利家は頷うなずき、

「──有あり難がとう。旧派カトリツクの懐ふところに眠られますように」

　と、利家が言うと同時に、幽霊船が突入し、

「!?」

　砕くだかれた。
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　利家の眼がん前ぜんで、光が破は裂れつした。それは幽霊艦が破は壊かいされる光であったが、しかし、

「……どういうことだ!?」

　武蔵むさしは無む傷きずだった。

　その事実に対して、どういうことだと利とし家いえは改めて思う。これだけの近きん距きよ離りからの、それも上下の動きがある体当たりならば、敵に砲ほう撃げきなど出来る筈はずもないのに、と。

　更さらには、破は壊かいの時の船ふね幽ゆう霊れい達の挙きよ動どうがおかしかった。幽霊達は、何な故ぜか、

　……万ばん歳ざいをしていた!?

　破壊の瞬しゆん間かん、何がそこまで嬉うれしかったのかと、利家が疑問の記き憶おくを思った時だった。

　破壊された幽霊艦かんや乗じよう員いんの光が天に跳ね上がって昇のぼり消える。それは強力な御祓みぞぎなどによって、流りゆう体たいが消えるのではなく昇しよう華かした証あかしだ。そして、

『ほうげきー』

　まつが言って、上に視線を向けた。

　そして青梅おうめの左さ舷げん甲かん板ぱん上に、利家は敵を見た。

　巫女みこだった。強い風の中に黒の髪かみを靡なびかせ、バインダースカートで己おのれを射しや撃げき位置に固定した巫女がいる。巨きよ大だいな弓を手にしているのは、

「わ、忘れてた！　全ぜん艦かん距離をとって蛇だ行こう──！」

　利家は眉まゆを立て、警けい戒かいを叫んだ。

「武蔵のクリティカル巫女が出てきたぞ！」
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「だ、誰だれがクリティカル巫女ですか!?」

　言って、しかし遠ざかっていく幽霊船三隻せきを見た浅あさ間まは、内ない心しんで胸を撫なで下ろした。

　……よ、良かったあ！　今ので内ない燃ねん拝はい気きカラですよ!!

　ともあれ、と振り返って見た先、奥おく多た摩まの艦かん首しゆ側がわ甲板を女じよ装そうが歩いている。彼は、七しち輪りんを抱えてミトを捜しているホライゾンを横に、こちらに軽く手を挙げた。

　マクデブルクでは通つう神しん関係の術じゆつ式しきを常じよう時じ使用していたために、空から降る航こう空くう艦などに対たい処しよ出来なかった。だが、トーリがいれば拝気の分ぶん配ぱいで内燃拝気の充じゆう塡てんが可能だ。

「……まあ、ひとまず充塡が間に合ってよかったです、ね、と」

　言いながら、尻しりの方を見る。と、二本あるテールバラストの間に、リボンや捲まき布ぬの付きの茶ちや色いろい長ちよう髪はつがしゃがみ込んでいる。

「……喜き美み、何してんですか人の後ろに隠かくれて」

「だ、だって幽霊よ幽霊！　船幽霊よ!?　どうなるか解わかってんのアンタ!?　柄ひ杓しやくを寄よ越こせって言われて、やったらやったでそれで水汲くんで船沈しずめんのよ!?」

「これ航空艦なんで水汲んでもしょうがないというか、今、海も展開してないんですけど」

「いいのよ幽霊だから!!　ゴーストよゴースト！　ゴー！　スト──ン！」

　ゴで尻しりを揉もんで来てストンで下に広げ引いたので張り倒そうとしたら避けられた。

　ともあれ駄だ目めだ。狂きよう人じんには理論が通じない。だから浅あさ間まは一歩横よこにずれて遠くの幽ゆう霊れい船せんを見せた。すると奇き女じよは、くたりと床に転がり、

「あ、危ないわね！　私が気ー失ったらどうするつもり!?　ワッーツハプン!?」

「端たん的てきに言うと、無視していいですか？」

「気ー失わない限りは駄だ目めよ！　駄目！　気を失ったら好きにして良いわよ!?」

「いや、その場合は喜き美みのお母かあさん呼びますから」

「──な、何なに恐ろしいこと言ってんの!?　うちの母さんマジサムライだからシャレ通じないところだと通じないのよ!?　いいわ！　勝負する気ね!?」

　え、どうして？　と心に浮かんだが、付き合ったら引きずり込まれる。

　だから、浅間はまず一ひと息いきを吐いた。

「あのね喜美、落ち着きましょう。船幽霊がいてもですね、私の方が強いから安心──」

　……あれ、言ってて何だか哀かなしくなる気がするのは何な故ぜでしょうね……。

　思った眼がん前ぜん。喜美が床に転がっている。あれ？　と思うが、彼女は綺き麗れいに気き絶ぜつしていた。

　まさか、と思い、背後に振り向いた時だ。

「幽霊船！」

　喜美が転がった原因が、高速にこちらに突っ込んできている。

　こちらの内ない燃ねん拝はい気きが切れていると、距きよ離りをとった上でそう判はん断だんしたのだろう。確かに、ハナミが展開している内燃拝気の蓄ちく積せきメーターは、三分の一を超えていない。トーリの充じゆう塡てんも、今は浅あさ草くさの方などに分ぶん配ぱいされているからだ。

　……だとすると……！

　他、巫女みこの修しゆ行ぎようを行っている学生がいるにはいるが、対たい妖よう物ぶつではなく、対霊れい物ぶつ。それも大おお物もの相手となると別だ。打つ手は、少なくとも今の自分や、自分の関係者にはない。だから、

「〝武蔵むさし野の〟さん！　御お願ねがいします！」

　ハナミが掲かかげていた表示枠サインフレームに、こちらが叫んだと同時だった。

　視し界かいが一気に前へとずれた。

　武蔵が、前へと加速したのだ。
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　逃げられた。そのことを理解した利とし家いえは、くそ、と憚はばかることなく声を挙げた。

「……航こう空くう戦せんというのは、本当に難しいよなあ。〝不ふ慣なれだから〟と、そう強がりを言うよ！」

　利家は、一いつ瞬しゆんでこちらと距きよ離りを空あける武蔵むさしに、必ひつ至しの追つい走そうを掛けながら叫んだ。

　巫女に砲ほう撃げきを行わせ、こちらに距離を取らせる間に、浅あさ草くさの応おう急きゆう処しよ置ちを行う。そして浅草の処置が済んだ後、こちらがまた突っ掛けたら、

　……一気に前に加速、か。

　幽ゆう霊れい船せんは相手の船に追いすがる。が、こちらが上下に突とつ撃げきした時に、水平方向へと加速されたのだ。一時的とはいえ、流石さすがに距きよ離りが開かざるを得ない。

「でもまあ、……追うよ！」

　追い掛けることに意味がある。何な故ぜならば、

「その加速で直角コーナーのマーカーポイントを通過出来る訳わけがない！　ただでさえ難なん所しよなんだからね。……だから追い上げ、速度を落とそうとするなら突っ掛けるさ！」

　だが、不ふ意いに、先行した一いつ艦かんが砕くだかれた。

　……は!?
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　僚りよう艦かんが消しよう滅めつするのを、利とし家いえは見た。

　位置は武蔵むさしの真ま後うしろだ。そこが最も安全だから、という判はん断だんによる位置取どりだ。

　何しろ、副ふく砲ほう群ぐんは側そく部ぶ側がわだし、青梅おうめ前部側にいた射しや撃げき巫み女この射しや角かくでもない。

　しかし、破は砕さいされた。

　削さく音おんが響ひびき、流りゆう体たい光こうが砂すな嵐あらしのように散って、艦かん体たいも乗員も破は壊かいされたのだ。一いつ瞬しゆんの、嵐に揉もまれて消えたような光景は、しかし光の散り方がおかしかった。

　やはり、昇しよう華か型の消え方だ。

　成じよう仏ぶつさせられた。ならば、

「やはり巫女の対たい霊れい砲ほう撃げきか何かか!?」

　目を見開いた利家は、加速して遠ざかる青梅を見る。だが、前部側で巫女が矢を放った気け配はいはない。尻しりに抱きついてくる踊り子を引き剝はがすのに必ひつ死しになっているだけだ。

　……ならば、これは!?

　僚りよう艦かんの破は片へんとして散り消える光を大きく避けた利家は、ふと、匂においを感じた。これは、

「カレー!?」
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「そうですネ──」

　利家は見た。青梅後部。甲かん板ぱん縁べりから、黄色い粉こなを撒まいている二人組がいるのだ。

　一人は矢が刺さったデブで、一人はターバン付きの学生だ。デブの方が、

「やった！　やりましたよ！　カレー除じよ霊れい成功！　これで幼よう女じよからの人気もアップです！」

「カレーは神の国の食べ物ですからネー。邪じや霊れいも何も一発浄じよう化かですネー」

「噓うそだあ──！」

　利家は叫んだ。

「カレーなど、単にスパイスの集しゆう合ごう体たいだよ!!　何なに入れた!?」

　相手は、オゥ、と肩を竦すくめ、首を左右に振ってからこう言った。

「カレーに入るスパイスは全て神の認めたものですネー。文もん句くなど恐れ多いですネー」

「待て！　調ちよう合ごうしたの君だろ!?　まさか、神にでもなったつもりか……!!」

　相手は、フゥ、と肩を竦め、こちらに向かってカレー粉こを投げつけた。

　幽ゆう霊れい達が慌あわてて回かい避ひ機き動どうを船に取らせる向こう。相手は、宙に散って空から振ぶりとなったカレー粉を見送った。そして相手は、こちらに見下ろし視線を向け、

「何な故ぜ当たりませんかネー。……カレーを粗そ末まつにする人は赦ゆるせませんネー」

「鏡かがみ見みろお──!!」

　肩かた上うえ、まつが力強く頷うなずくのを見る頃ころには、敵のカレー範はん囲いからは脱している。

　こいつら危険だ……！　と利とし家いえは改めて思った。

　カレー粉撒まかれたら戦せん艦かんが砕くだかれるなど、あってはならない事実だ。

「これだから航こう空くう戦せんは何があるか解わからなくて恐ろしい……！」

『いやトッシー、それは私もクッキーも知らないって』

　先せん輩ぱい達は霊れい体たいじゃないからなあ、と利家は思うが、次までに何らかの対たい抗こう策さくを取っておかねばなるまい。だから利家は、残るもう一いつ艦かんに対し、

「風かざ上かみから近づけ！　その方法で安全に行ってくれ！　それに──」

　利家は、紀き伊い半島の方に向かって、風の中から声を挙げた。

「そろそろ味み方かたかどうか、計らせて欲しいね。──松まつ永なが公こう!!」
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　奥おく多た摩まの後部、アリアダスト学院に向かって移動中だった正まさ純ずみは、奥多摩表ひよう層そう部ぶの自然区く画かくの中を行きながら、東ひがし方向に振り返る視線でそれを見た。

　紀伊半島の影の中から、虫に似た影がゆっくりと分ぶん離りしつつある。

「蜘蛛くも……？」

　否いや、記き憶おくの中に、あれが確かに見えていた時の形がある。あれは、

「松永公の居きよ城じよう、シギサンか……」

　どうなのだろう、と、そう思いながら、ふと、正純は足を止めた。

　木々の間、石いし畳だたみの道路の上からは、夜空に八艦の付ふ随ずい艦を展開する平ひら蜘蛛が見えている。

　松永公は、IZUMOでも、マクデブルクでも言葉を交わした間あいだ柄がらだ。摑つかみ所が無い人物だったが、それでもIZUMO脱だつ出しゆつの際にマクデブルク行きの手て配はいをしてくれた。そしてマクデブルクでも、交こう渉しようの輪に加わり、色々な対応をしてくれた。

　……味方ではない。が、率そつ先せん的な敵でもないと、そう信じたいが……。

　正純は、自分の頭を軽く叩たたいた。彼がこちらの味方になるとすれば、それは信のぶ長ながに対する謀む反ほんと同どう様ようだ。そして松まつ永ながは既すでに一度、謀む反ほんを起こしており、二度目の謀反となれば、

「平ひら蜘ぐ蛛もの釜かまと共に、爆ばく死しするんだよな……」

『まー？』

　こちらの気落ちを慰なぐさめるのか、頰ほおをすり寄せてくるツキノワに、正まさ純ずみは苦く笑しようした。

　どうなのだろうかと、そう思いながら、

「身み勝がつ手てなことには、理由付けたがってしまうものなのかもな」

　そう呟つぶやいた時だった。松永の答えを、正純は目で見て、音で聞いた。

　松永の出した答え。それは、

「──甘くはないな、松永公こう！」

　砲ほう撃げきだった。

　無む数すうの赤の光こう弾だんが、空を切り裂さき、シギサンからこちらに飛んでくるのだ。







[image: 第八十八章『コーナーの待ち人』]
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　紀き伊い半島西にし沖おきの空、幽ゆう霊れい船せん上の利とし家いえは、武蔵むさしを追う自じ艦かんを高速に右へ走らせた。

　左さ舷げん側がわ、紀伊半島の方から、シギサンが砲ほう撃げきをしてきたからだ。

　武蔵を中心として、二艦の幽霊船が武蔵の右う舷げんへと疾しつ駆くする。

　幽霊船の速度は武蔵の力を借りたものだ。ゆえに、武蔵を中心として、振り回され、公こう転てんするようにして、幽霊船は武蔵の右で大きな弧こを描いて突っ走った。

　そして武蔵がこちらの左舷前方に見えたと同時。利家は眉まゆを立てた笑えみで叫んだ。

「……やってくれたか松まつ永なが公こう！　インコーナー側の妨ぼう害がい処理をお任せする！」

　そして武蔵の左舷全ぜん域いきに、まるで壁のように火ひ花ばなが散った。シギサンの放った砲ほう弾だんが、武蔵の重じゆう力りよく障しよう壁へきに激げき突とつした光だった。

　砲撃は連続し、至し近きんであったがために、幾いく発はつかが重力障壁を抜けた。

　表ひよう層そう部ぶに着ちやく弾だんする。

　一いつ瞬しゆんで武蔵の艦かん上じようから警けい報ほう音おんとしての半はん鐘しようが響ひびき出し、幾いくつかの煙が尾を引いた。

　だが、利家の視し界かいの中、シギサンは攻こう撃げきの手を緩めていなかった。主しゆ砲ほうなども用いた砲撃も間かん断だんなく続けられていたが、

　……マーカーポイントを隠かくすというのか!?

　シギサンのいる位置、ゆっくりと移動する先には、第三のマーカーポイントがあった。

　シギサンは、そのマーカーポイントの前に出ようとしている。

　武蔵にとっては、インコーナーを完全に封じられる位置取どりだ。

　だが、利家は外そと舷げん側からそれを見ながら、声を挙げた。

「ひねくれた判はん断だんだ、松永公……！」
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　……厄やつ介かいかつ、有あり難がたいことになったね！

　武蔵むさし野のの艦かん首しゆ甲かん板ぱん部ぶで、ネシンバラは航こう路ろ図ずを展開しながらシギサンの動きを見ていた。

　視し界かいは悪い。左舷側に打だ撃げきが集中されており、破は砕さいされる鳥とり居い型紋もん章しようの光によって、こちらの表示枠サインフレームの光が搔かき消されそうになるくらいだ。

　現在、武蔵は左舷側へとコーナーリングしながら、そちらへと防ぼう御ぎよ集中だ。

　護まもるのは、英国イギリスでの反省から、まずは外がい殻かく部となっている。重力航こう行こうのためにも、外がい壁へきを破は壊かいされることは避けねばならないからだ。

　……先さき程ほどの幽霊船のような、変に速い小型船のことも今後は想そう定ていだな。

　思い、記録しながら、以前よりも集中して護られる外壁側の光と音の向こうを、ネシンバラは表示枠上の航路図で確かく認にんする。

「現状は──」

　今、シギサンが左さ舷げん前方からこちらに接近しつつある。

　シギサンの狙ねらいは明確だ。武蔵むさしにとってのインコーナーを押さえ込み、アウトコーナーへと軌き道どうを逸そらさせようとしているのだ。

　それは、武蔵に当たることを恐れぬ動きだった。紀き伊い半島を横おう断だんする暫ざん定てい国こつ境きようの入口、そこにあるマーカーポイントと武蔵の間に、シギサンは己おのれを位置しようとして来る。

　武蔵に対し、身を張って阻そ止しする構えだ。

　だが、ネシンバラは口の端はを吊つり上げて叫んだ。

「全く……、噂うわさ通り、天あまの邪じや鬼くな人だ！」

　松まつ永ながは、正まさ純ずみに対し、自じ領りよう土どの国境上での戦せん闘とうを約束してくれた。

　だが、今、松永は、自領土の暫定国境よりも外に出てきている。それは、約束破やぶりだが、

　……このシギサンを抜ければ、国境上は自由と言うことだ！

　暫定国境を、彼は空あけてくれた。しかし、P. A. Odaとしての仕事を放ほう棄きしてもいない。

　ならば、とネシンバラは思った。

「ここを意い地じで抜けて、暫定国境を通過しよう」

　言葉にして、己おのれに確かく約やくする。左舷側の防ぼう御ぎよ、被ひ弾だんした表ひよう層そう部ぶへの指し示じを出しながら、

「行くよ！　欧おう州しゆうからの完全脱だつ出しゆつを！」





●






　利とし家いえは、外回りに武蔵を追いながら、それを見た。

　武蔵が加速したのだ。

「馬ば鹿かな！」

　コーナーへの突とつ入にゆう速度は高たか過ぎると言っていい状態だ。今から加速したら、マーカーポイントをチェック出来ず、聖せい連れんに指し定ていされた航こう路ろを無む視しすることになる。

　それは、武蔵に対して多くの攻こう撃げき材料となるものであり、武蔵に味み方かたしようとする聖連諸しよ国こくを牽けん制せい出来る内容になる。

　だから利家は、はっとして、己の言葉を言い換えた。

「──そうだ、馬鹿でいいんだよ馬鹿で！　もっと加速してぶっ飛んでくれ！」

　利家は、武蔵の考えを推すい測そくした。

　……もはや、とにかく加速して戦せん場じようからの離り脱だつを望んだか！

　一気に関かん東とうまで逃げ切って、関東勢の保ほ護ごを受けるか、己を隠かくすのだろう。航路を無視したことで咎とがめを受けても、欧州中心の聖連の声は関東には届きにくい。更さらには、

「K. P. A. Italiaも、今は力を失ったんだしね」

　だから乱らん暴ぼうな結果を望んだか、と利家は思い、武蔵の加速についていく。外回りに大きく弧こを描き、幽ゆう霊れい船せんは武蔵むさしの加速に振り回され、

「……え？」

　何かがおかしいと、利とし家いえはそう思った。妙みようなことが起きていると。

　……何だ？

　こちらの左さ舷げん側がわには、先さき程ほどから、ずっと武蔵が見えている。視し界かいが振り回されても、武蔵という敵を視し野やの中央に入れておくことは忘れない。そのつもりだ。

　だが、武蔵の向こうに見えていたものが違う。先程までは平行する紀き伊い半島の影が見えていた。だが、今、武蔵の向こうに見えるのは、シギサンの全ぜん容ようと、

「……堺さかいから大おお坂さか!?」

　回っている。

　武蔵が過か剰じような速度を出しながら、しかしコーナーリングの旋せん回かいを果たしていくのだ。

「……無む理りを果たすのか、武蔵は!!」
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　シギサンの中央艦かん。船と言うよりも蓋ふたがついた円えん盤ばんの上に、一つの影がある。

　円い屋上。その縁ふちに畳たたみを敷しき、茶ちや碗わんで酒を飲んでいるのは、松まつ永ながだった。

　彼は胡座あぐらで、茶碗酒ざけを唇くちびるに当てながら、それを見ていた。

　……おおう。

　武蔵が回っていく。

　こちらは砲ほう撃げきを至し近きんで与えており、両者の間には吹雪ふぶきのように光が散っている。

　だが、武蔵は、加か速そく状態のまま旋回を行っていく。加速状態でこちらの懐ふところを、展開したシギサンの足あし先さきを掠かするように回り駆かけていくのだ。

「やるじゃねえかよう……」

　武蔵の高速旋回の理り屈くつは、上からだとよく解わかる。

「こっちの砲撃が利用されたようなもの、ってか」

　こちらの砲撃は、武蔵にとってコーナーリングの内側の出来事ごとだ。だから武蔵は、こちらに対し、左舷側の重じゆう力りよく障しよう壁へきを莫ばく大だいな量で展開する。

　しかし、武蔵は、重力障壁の強化のため、あることを行った。

　左舷側の大気防ぼう護ごなどの緩かん衝しようを、弱めたのだ。

　艦が軋きしみ、鉄が泣く音が聞こえてくる。だが、緩衝を解かい除じよした左舷側は確かに風の抵てい抗こうを受け、速度が落ちた。

「更さらにはそれに対し、右う舷げん側のみで、加速、と」

　視線の先、加速光こうが右舷で爆ばく発はつしていた。

　左で遅くなり、右で速くなる。だから高速で旋回する。

　九く鬼きの艦かん隊たいを飛び越えた時の応用だ。一方にブレーキを掛け、逆ぎやく方ほうで加速する。九鬼に対した時は前と後ろで行ったのが、今は左と右だ。

　……よくまあ飛ひ躍やくして考えた。

「そうでなくちゃあ、いけねえな」

　武蔵むさしは、今、光の急きゆう流りゆうを突っ切る船せん群ぐんのように見えている。松まつ永ながは八艦かんの左右舷げんの速度差さが生む軋きしみの音を浴び、捲まき上がる風と光の破は片へんに照らされながら、その軌き道どうを確認した。

　……このまま行けば、武蔵むさしはマーカーポイントをぎりぎり通過するかよう。

　武蔵の勝ちだ。だから、よし、と松永は言って、膝ひざを叩たたいた。そして叫ぶ。

「シギサン機き動どう！　南に適当にずれろぉ！　武蔵をアウトコーナーに押し出すんだよぉ!!」

　その指し示じの意味するものは、一つだ。

「おもしれえぞ!!」
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　利とし家いえは、武蔵と共に回りながら、状況が続くのを見た。

　シギサンが動く。その縁ふちを回っていく武蔵を、南へと押しのけるように、だ。

　武蔵は抵てい抗こう出来ない。もはや完全にシギサンの円形に沿っており、そして、シギサン自体がインコーナーの弧こそのものとなっているからだ。

　武蔵は、マーカーポイントのぎりぎり上を通過する筈はずだった。

　マーカーの射しや出しゆつ機きを傾け、狙ねらい撃うって、何とか通せるという軌道だった筈だ。

　しかし今、シギサン以上に内側に切り込めないならば、マーカーポイントは通過出来ない。

　そして、地上側、暫ざん定てい国こつ境きようの入口にあるポイント側から、空に赤の光が強く発はつ射しやされた。ポイントの位置と、マーカーを撃ち込む軌道を知らせるものだ。

　位置は、武蔵の左舷前方だった。

　だが、シギサンの存在によって、その軌道に武蔵は届かない。武蔵野むさしの先せん端たんにあるマーカー射出機が通る軌道に対し、下からの光は大きく左側へとずれているのだ。

　外に強くスイングされた利家の視し界かいが、今や紀き伊い半島の西側沿えん岸がんを南北の一いつ直線に見た。

　こちらから見て、武蔵がおり、光が散り、シギサンがいて、遠くに大おお坂さかが見える。そんな構こう図ずになった時だ。利家は、砕くだかれる光の逆ぎやつ光こうの中に動く影を見た。

　武蔵野の先端下部。航こう路ろマーカーの射出機に対し、逆さになって作業している者達がいる。

　マーカーの射出機を、外に出し、人じん力りよくでマーカーを狙ねらい撃とうと言うのだ。
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　作業は、外から行われていた。

　マーカーの射出機は直ちよつ径けい二メートルほどの発はつ光こう器きだ。武蔵野下か部ぶに埋め込まれているが、ある程度の可か動どうが可能なものとなっている。

　その基き部ぶを外して抜き出し、地上のマーカーポイントに向けねばならない。

　作業するのは、足をネンジによって外がい壁へきに貼はり付かせ、腰をイトケンによって支えさせているペルソナ君だった。彼は巨きよ大だいなプラスドライバーをもって、基部のロックボルトを急ぎの動作で外していく。外されたボルトは全て腰のハードポイントから下げたバッグに入れていくが、そのペースは速く、即そく座ざに八本が抜かれた。

　だが、問題が生じた。ボルトを全て外しても、

『まさか、移動する艦かんの軋きしみによって、嚙かんでいるのか!?』

　ネンジの言う通り、射しや出しゆつ機きが外へと出てこない。

　艦の外がい殻かくはコーナーリングで強く歪ゆがんでいる。内部に埋め込まれた発はつ光こう器きの長さは五メートルほどのようだが、その外殻が艦のフレームに嚙まれてしまって外へ出ないのだ。

　ペルソナ君が、補ほ修しゆう用ようの取り出しフックに手を掛け引っ張るが、

「……！」

　揺れ、金属の鳴き声がするものの、数センチと言った単位でしか出てこない。腰を抱えるイトケンと共に引いても同どう様ようだ。イトケンが爽さわやかに笑って、

「これは難しいね！　二人とも！」

　と、周囲に赤の色が付き始めた。地上側から放たれる赤の光が、左さ舷げん側の空を通過しようとしているのだ。あの光が通り過ぎたら、失しつ効こうとなる。が、そこに、

『幽ゆう霊れい船せんであるか……！』

　一いつ艦かんが、南側から全速の体当たりを吹っ飛ばしてきた。

　急速に滑ってくるそれに対し、ペルソナ君は一いつ瞬しゆん視線を飛ばしたものの、

「……!!」

　作業を続ぞつ行こうした。そしてネンジも眉まゆを立て、イトケンも爽やかな笑顔で、

『付き合おうぞ！』

「一いつ緒しよだよ皆！」

　言った瞬しゆん間かんだった。激げき突とつ直前の風を捲まいた幽霊船に対し、頭上から一つの声が放たれた。

「たとえ改派プロテスタントから旧派カトリツクに転てん向こうしたとしても、幽霊は幽霊、ならば──」

　半はん竜りゆうだ。ウルキアガが、巨きよ大だいな鉄てつ棒ぼうを振り下ろして飛び込んできた。全長十メートル超の鉄棒は、一いつ直線に振り下ろされ、

「旧派尋じん問もんセットその４５２。対たい幽霊船撃げき沈ちん装そう備び〝成仏鉄棒パロ・バチズモ〟……！」

　砕くだくというよりも、両りよう断だんの打だ撃げきが行き、光が散った。

　幽霊船が、二つに割れ、一いつ瞬しゆんで破は壊かいされた。

　光が散り、昇しよう華かする。

　その散さん華げと同時に、艦内ない部ぶ、射出機のはめ込まれた外壁の向こうから声がした。

「少しどいてくれ。緩かん衝しよう材ざいを挟んで打だ撃げきする」

　聞こえる声は、ノリキのものだ。彼は身み構がまえの音を立て、

「三発殴なぐって、──航こう路ろを開け」
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　赤の光が交こう叉さするのを、松まつ永ながは確かに見た。

　強ごう引いんだ。こんなやり方、聖せい連れんに知られたら抗こう議ぎの対たい象しようになることだろう。

　だが、行ったのだ。

　行わず、言い訳わけを作って、時間に任せるのでも、無む視しするのでも、逃げるのでもない。

「やりおったかよう、……馬ば鹿か共どもがよう」

　武蔵むさしがこれから用いる航こう路ろは、かつて、武蔵が三み河かわから脱だつ出しゆつした際に用いたものだ。あの時は東から西へ。今からは西から東へ行く。そして、

　……あの時は、葡萄牙ポルトガルの武ぶ装そう商しよう船せん団だんとか、聖連のTsirhcツアーク系けいの船に追われてたもんだが。

　今は逆に、P. A. Odaに追われている。

　その意味と、こいつらが欧おう州しゆうで得てきたものの価か値ちに気付くのはいつになるか。

「ま、馬鹿共だからなあ、こいつらよう」

「こらあ──!!」

　通り過ぎていく光の向こう。中央後こう艦かんの艦かん首しゆ側甲かん板ぱん上で、女じよ装そうが両腕を振り上げている。

　馬鹿は、頭の上にワカメ入りの丼どんぶりを載のせながら、

「このジジイ！　エロゲの貸し借りを約束した仲だってのに、ジジイだからって調子こいて俺おれみたいな可愛かわいい子供に意い地じ悪わるしてると全力でワカメるぞテメエ……！　いいかあ!?　俺のワカメは生なま温あたたかくて戦せん慄りつだぞ！　だから大人おとなしく〝石せつ鹼けん大陸・るいす風ふ呂ろ椅い子す〟の日本史バージョン限定版ばんをタダ貸し──、あ、や、やめてやめてホライゾン。丼重かさねるのやめ、ちょ、間に盆ぼん挟んで三つ？　四つ？　ちょ、無む理り無理無理──」

　何が言いたいのか全く解わからん。だから、

「オメエ本気で馬鹿だろうよう」

　馬鹿が両手を振り上げ直して何か言おうとして丼がひっくり返りながら通り過ぎていった。

　最後まで騒がしい馬鹿だなあ、と思っていると、中央後艦の教きよう導どう院いんが見える。

　教導院前まえの橋の上に、見知った顔があった。

　酒さか井いだ。

　彼は流りゆう体たいの花か壇だんを世せ話わする自じ動どう人形を横に置き、こちらに片手を挙げて見せた。

　……昔と変わりゃしねえ。

　昔もそうだった。スレイマンから紹しよう介かいがあって、やってきた小こ僧ぞうは、業わざ物ものの槍やりを提さげて今のように気軽にやってきたのだ。

　話を聞くと、教きよう皇こうに喧けん嘩かを売りに行くのだという。馬ば鹿かな野や郎ろうだと、そう思った。

　……これでも俺おれぁ、自分、頭いいつもりだからよう。

　いろいろな勢せい力りよくを渡り歩き、世の中の流れを能のう動どう的に変え、新しん発明を行ってきた。武蔵むさしの居きよ住じゆう区くとなっている長なが屋やなどは、自分が考こう案あんした城しろの防ぼう護ご建築の思し想そうが基礎になっているのだ。

　頭のいい人間を、馬鹿はすぐに頼りに来る。

　ウザってえ連れん中ちゆうだよなあ。

　だけど、と松まつ永ながは思う。俺ぁ頭いいから、どんな馬鹿がどれだけ世を変えていくかも解わかっちまうんだよなあ、と。そしてその最大は、

「〝うつけ者〟の信のぶ長ながかよう」

　呟つぶやいた時、武蔵が通過した。光が散り、風が消え、しかし、

「────」

　武蔵が、加速を行う音が聞こえた。燃ねん費ぴ大だい丈じよう夫ぶなのかよう、と思うが、ここから先もP. A. Odaの追っ手は掛かるのだ。急ぐに越したことはないのだろう。

　だが、振り返りもせず、松永は前を見ていた。夜の黒い海と空、間にある四し国こく。そしてそれらを背景にこちらへと来るのは、

「九く鬼きの編へん成せいした追つい撃げき艦かん体たい、──三百隻せき、ってとこかよう」
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　夜の林の中。石いし畳だたみの上で、正まさ純ずみは二つの表示枠サインフレームを相手にしていた。一つは馬鹿の、

『ったく、あのジジイ、今度会あったら承しよう知ちしねえ──！』

「あー、あー、そうかそうか、松永公こうには江え戸どの、イベント？　そこで会えるだろ？」

『ああ、うん！　新作の列に並ぶことになるけどな!!』

　そっかそっか、と頷うなずいている視線は、もう一つの表示枠を見る。そこにはネシンバラが映っていて、彼は幾いくつかの情報を図ず付きで送ってくる。それは、

・未熟者：『──とりあえず航こう路ろは安定した。三み河かわを脱だつ出しゆつした時の逆ルートとすれば、この先も解りやすくて有あり難がたい』

　しかし、と彼は細かく言葉を置いた、

・未熟者：『後ろ。松永公が、シギサンを防ぼう御ぎよ用に展開した』

・副会長：『どういうことだ？　いや、まあ、……何となくは解るんだけど』

・未熟者：『……理由か、これから起きることか、どっちが解るかは聞かないでおくよ』

・眼　鏡：『また格かつ好こうつけて……』

・未熟者：『そんなつもりじゃないよ！　素すだよ!!』

・●　画：『うわ痛タタタ……』

　否ひ定てい出来んな、と思いながら通つう神しん設定を見ると、浅あさ間まが記録を取りながらも葵あおいには今の会話を送っていない。いずれ落ち着いた時に、という判はん断だんだろう。

　……損な役目を浅間には負わせているな。

　だがその一方で、松まつ永ながのことも気に掛かる。とらえ所のない人ではあったが、何か己おのれの方向のようなものを持っていると、そう言える人だった。その人が、今、

「織お田だ勢ぜいに対してシギサンを展開したのは、どういうことなんだ」

　その理由を告げたのは、やはりネシンバラだった。

・未熟者：『知ってるだろう？　──松永・弾だん正じよう・久ひさ秀ひでは、信のぶ長ながに対し、謀む反ほんを二度起こす。一度目は赦ゆるされたけど、しかし二度目は、自じ城じようにて籠ろう城じよう。信長から「名めい茶ちや器き〝平ひら蜘ぐ蛛もの釜かま〟を寄よ越こせば赦そう」と持ちかけられ、それを断って釜ごと爆ばく死しするんだ』

　そして、

・未熟者：『松永公は既すでに謀反を一度起こしている。かつて、信長の臣しんに下った直後にね』

・貧従士：『じゃあ……、まさかこれが、二度目の謀反になるんですか!?』

　正純には、アデーレが叫んだ理由が解わかる。だから、敢あえて正まさ純ずみは告げた。

・副会長：『シギサンを暫ざん定てい国こつ境きようの外に出し、武蔵むさしを通過させた。──それを咎とがめるならば、武蔵が今、何事もなく紀き伊い半島内ないの暫定国境を通過出来ているのは、正まさしく松永公の謀反とも言える行いだ』

　何な故ぜなら、

・副会長：『マクデブルクで、私は言ったのだ。──信長と羽は柴しばを倒すと。そんな武蔵を見み逃のがすのは、つまり松永公が信長と羽柴の滅びを容よう認にんしていると取られてもおかしくない』

　更さらには、

・副会長：『もしここで松永公がP. A. Odaの後こう続ぞくと向き合うならば、これは正しく、謀反と言っていいことになるだろう』
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　正純は、皆の応おう答とうが来ないことを悟さとり、肩を落とした。

　と、顔かお横よこに表示枠サインフレームが一つ出る。

・あさま：『トーリ君に何か言われたら、私が伝えないようにしたと、そう言って下さい』

　Ｊｕｄジヤツジ．と正純は応じて、ネシンバラ側の表示枠を切った。

『まー』

　ああ、気にするな、と、正純は教きよう導どう院いんへと足を向ける。

　行ってどうなるものでも無い気がする。が、

　……何だろうな。

　アンヌが、いなくなった。

　そして今、また同じようなことが起きようとしている。

　……何だろう。

　苛いら立だちのような、煮え掛かった感覚が、腹の中にある。

　今まで、得たことがない感覚だ。

　これは何だろうと、そう思いながら、正まさ純ずみは俯うつむきながら教きよう導どう院いんへと歩みを進めた。

「松まつ永なが公こう」

　貴方あなたは、頭がいい人の筈はずだ。だから、

「……間違ったことだけは、しないでくれ」
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　松永は、紀き伊い半島の入口にて、九く鬼きの率ひきいる航こう空くう艦かん三百隻せきと向かい合っていた。

　相手は全てこちらの前で動きを止め、扇おうぎ形の陣じん形けいを組んでいる。

　三百隻。全ての砲ほう門もんの狙ねらいはこちらについたままだ。

　……そして遠くの空で管かん制せいやってんのは、〝白しら鷺さぎ・改かい〟かよう。

　利とし家いえが武蔵を追い、P. A. Odaの本ほん拠きよである近きん畿き側からは武蔵の追つい撃げき艦かん隊たいが三み河かわ方面へと南進しつつある筈はずだ。だが、今ここで自分がM. H. R. R.神聖ローマ帝国 を機き軸じくとした艦隊と向かい合うのは、

「俺おれのよう、謀む反ほんの──」

『松永公！　否いな、松永先せん輩ぱいと、そう呼びましょう！』

　九鬼が、通つう神しんにて声を送ってきた。

『今、我々が相手にすべきは、今後の羽は柴しばの敵となり、P. A. Odaを脅おびやかすことになる松まつ平だいら、その全てとも言える武蔵です！　ここで同士討うちをする理りはありません！』

「馬ば鹿かだよなあ九鬼ぃ。──理、あるよう？」

　九鬼は応じない。頭のいい奴やつだなあ、と松永は思う。下手へたに応じたら、こっちに引きずり込まれちまうかもしれねえもんなあ、と。だから、

「俺よう。馬鹿なヤツ、好きな？　何しろ馬鹿なヤツって、誰だれも思いつかないことやっちまってよう。それで世界を変えちまったりするからよう」

　だけど、

「梟きよう雄ゆう、奸かん臣しん、裏切り者、そういう連れん中ちゆうと、世界を変えていった連中の差は何だよう」

『時間稼かせぎはやめて頂きたい！　松永先輩！』

　いいから聞けよう、と、松永はシギサンの屋上に立ち、全てを見渡した。

「梟雄、奸臣、裏切り者、どいつもこいつも、旧きゆう来らいのものやしがらみをぶっ壊こわして、しかし、絶対的な勝者になれなかった連中のことだあな。どっかで負けたり、足りなかったから、そんなことを言われちまうんだよう」

『だったら……！』

　九く鬼きが言った。

『ここで消えていったならば、松まつ永なが先せん輩ぱいは梟きよう雄ゆうと呼ばれるだけになります！』

「大だい丈じよう夫ぶだよう。だって、──信のぶ長なががいるじゃねえかよう」

　いいか？

「俺おれぁ、信長の配はい下かなんだぜえ？」
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　九鬼は、高速艦かんの甲かん板ぱん上で、松永の言葉を理解した。

　……そういうことですか……！

　松永・久ひさ秀ひでは、多くのことをしでかした。主しゆ君くんを討うち、将しよう軍ぐんという、武ぶ士し階かい級きゆうの指し導どう者しやを殺して戦せん国ごくの乱らん世せを呼び、更さらには信しん仰こうの象しよう徴ちようであった東とう大だい寺じを大だい仏ぶつごと焼き払った。

　それまであった価か値ち観かんを、ことごとく壊こわして成り上がってきた人物が、彼だ。

　ゆえに彼を良く知らぬ人々の評ひよう判ばんは悪く、しかし、

　……領りよう民みんには善ぜん政せいを布しいているのです……。

　同じような人物を、九鬼は知っている。

「信長……、我らが総そう長ちようですね」

『おうよ』

　松永は笑った。

『比ひ叡えい山ざんを焼き討ちし、俺が潰つぶそうとした将軍家けを傀かい儡らいにして、一いつ向こう一いつ揆きとも戦せん闘とうする第六ろく天てん魔ま王おう。──俺以上の言われ方をしてやがるよなあ』

　だけど、

『それは、俺の延長線上じようにある〝うつけ者〟だろうよなあ』

「だったら……！」

『九鬼よう』

　松永は呼びかけた。

『俺はよう。俺が為なした道の先に、俺以上の壊し屋を見つけたわけだよな？

　そしてそいつが、俺を大事にしてくれるって、……そんなことまで解わかってんだよう。ほら、歴史再さい現げんで一回目の謀む反ほんは赦ゆるされたりするからよう？　まあ、俺ぁ、頭がいいからよう』

　だから、

『俺はまあ、昔は、適当に謀反やって〝解かい釈しやく〟して、引いん退たいもいいかもよう、って、そう思ってたんだよう。……信長が天下を取っちまえば、それは俺が天下取ったのと同じだからよう』

　ああ、と、九鬼は思った。

　……この人は……。

「松永公こう！　貴方あなたは誠まことの忠ちゆう臣しんです！」

　何な故ぜなら、

「貴方あなたは、総そう長ちようを……、総長を壊こわすかもしれない相手を見つけた！　ですが、貴方は、その相手を即そく座ざに潰つぶさず、育つだけの余よ地ちを与え、生かすことで──」

　言った。

「信のぶ長なが総長を、それに勝たせ、あらゆる破は壊かいに対たい抗こう出来る本当の壊し屋にするつもりだ!!」

『ああ、──それが一番、面白えだろうよなあ。破壊者側がわの俺おれとしてはよう』

　いいかあ、と松まつ永ながが笑った。
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　正まさ純ずみは、広こう報ほう委員から届いてきたP. A. Oda内の通つう神しん傍ぼう受じゆを聞いていた。

　そこに告げられるのは、松永の言葉であり、

『P. A. Oda、特に羽は柴しば、ようく聞けよう。──信長は〝うつけ〟だが、ちょっと真ま面じ目めなとこあるからよう。だからひょっとすると、真面目に明あけ智ちに討うたれるかもしれねえよなあ』

　だけど、

『俺を継ぎ、信長を継ぐ連れん中ちゆう。P. A. Oda、羽柴、その仲間達、──オメエらは信長さえもが破壊されるものに勝てよう。──解わかるか？　それ。

　歴史再さい現げんとか何とか、そういう、運命とかってヤツに勝てってことだよう。

　そして俺が差し向ける破壊。──松まつ平だいらの勝利を破壊しろよって、そういうことだよう』

　何な故ぜなら、

『松平が成長すりゃあ、戦せん力りよくとしても、歴史としても、最大の敵になる。

　俺ぁ、見てみてえんだよう。俺の後に続いた連中が、俺の用意した最大級の課題を、ぶち壊せるのかどうかがよう。だってそれが出来るなら──』

　彼の笑いを、正純は小さく聞いた。

『梟きよう雄ゆうだ何だ言われた俺は、──何も、一いつ切さいの合がつ切さいも、過去においても未来においても、何一つとなく間違ってなかったって、そういうことだもんよう』
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　九く鬼きの眼がん前ぜんでシギサンが展開する。

　蜘蛛くも型の艦かん体たいは、付ふ属ぞく八艦の先せん端たんをそれぞれの方向に向け、

『俺は、俺をも破壊出来るようなものを、ここで残すぜえ？』

「ならば、……貴方ほどではない私達は、ここで貴方を破壊し、未来の破壊を今潰つぶします！」

『──Shaja。それでいいんだよう。それがお前達の忠ちゆう義ぎってもんだよなあ』

　と、松永が、表示枠インシヤ・コトブを開いた。それは、

『武蔵むさし副ふく会長、聞こえてるか？』
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　正まさ純ずみは、いきなり展開した表示枠サインフレームから、松まつ永ながの声を聞いた。

『おうい、どうせさっきのも聞いてたんだろうけどよう。いいかあ？』

　一方的に、彼は言う。双そう方ほう向こう状態にしていないのだろう。だから、

『まずよ、あの全ぜん裸らの馬ば鹿かに、俺おれは残ざん虐ぎやく非ひ道どうな噓うそつきだったって言っておけよ？　俺ぁ一番嫌きらいなのはいい人にされちまうことだからな？　乱らん世せの梟きよう雄ゆう、それが俺みてえなのには一番格かつ好こういいんだよう。だから、な？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。そして彼女は、松永を、改めてこう思った。

　……敵だ。

　先ほどの傍ぼう受じゆを聞いていても、その内容は明らかにこちらを敵としたものだ。だが、

　……間違いなく、私達にとって、並行線せんの敵だ。

　お互いのどこかで相あい容いれない。そういう存在だ。

　それが、ここで降り、次じ代だいに戦いを預けることを決めた。だから、

「正せい対たいの者として、見本とします」

　ずっと、大事なことを言わぬだけで、きっと、この敵はまっすぐだった。

　こちらを見極め、自分の次代に繫つなぐため、ずっと真まっ正しよう面めんから見ていたのだと、幾いくつかの会議を思い出し、正純はそう確かく信しんする。

　彼が己おのれを通す意味は一つだ。

　彼が導き、支えたP. A. Odaに対し、最強の敵を与え、そしてそれをP. A. Odaが潰つぶせるかどうかで自分の正しさを証明したい。

　……自分は、妥だ協きようも何もなく、正しかったのかどうか、か。

　ただそれだけだ。そのために、覚かく悟ごを決めさせる意味を持って、彼はここで己を通す。

　敵、という一いち語ごを、正純は思った。

　だが、不ふ意いに松永が言葉を繫げた。

『いいかよう？　お前ら、ちょっと不利だからよう。俺ぁ。ちょっとサービスな？』

「……え？」

　と、問い掛けた瞬しゆん間かんだった。

『P. A. Odaの創そう世せい計画について、一つだけ教えてやるよう』

　それは、

『──それは世界を終わらせて、しかし、終わらせねえものだ」
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　……は？

　正まさ純ずみは、松まつ永ながの言葉に眉まゆをひそめた。どういう表現だ？　と。

　何しろ、終わらせて、リセットする、というのならば解わかる。つまり、その場合は、

　……終わらせて、始める。

　だが、松永が言ったのは、そういうことではない。「終わらせて、やり直す・繰り返す」というループ構造でもない。

「終わらせて、終わらせない……？」

　肯こう定ていと否定の行為が共に語られる、矛む盾じゆんした、嚙かみ合わない言い方だ。

　並行線せんの物もの言いいだ。

　だから、どういうことだと正純は思い、しかし、

「待て！　松永公こう！」

　創そう世せい計画については、まだ何も表おもてになっていない。P. A. Odaでも、実じつ質しつを知っているのは重じゆう鎮ちんクラスだろうと正純は判はん断だんしている。それが、一いつ端たんでも将来の敵である松平側がわに漏もらしたということは、

「……これを謀む反ほんの口こう実じつとするつもりか!!」

　返答は、やはり別の形で来た。背はい後ご方向の空から、遠えん雷らいのような響ひびきが届いてきたのだ。

　戦せん闘とうの音だった。それを聞いた正純は歯を軋きしらせ、

「死ぬ選択だけはせず、抗あらがってくれ、松永公……！」







[image: 第八十九章『行き先の後輩』]
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　戦せん火かが、音と光で打ち合いを鳴らす。

　打ち鳴らす方は、三百の艦かん船せんで。打たれ鳴く方は、八艦の付ふ属ぞく艦を持つ円形の大型艦だった。だが、平ひら蜘ぐ蛛も型の大型艦シギサンは、打たれているだけではなかった。己おのれの随ずい伴はん八艦を組み替え、向きを変え、集中砲ほう火かと集中防ぼう御ぎよをもって敵てき陣じんを破は壊かいしていく。

　松まつ永ながは、その屋上にて、防ぼう護ご障しよう壁へきに護まもられながら、各艦の指し示じを行っていた。

　打だ撃げきは送るが、こちらが受ける方が遙かに多い。シギサンは外側の蜘蛛足あしから破は棄きされ、既すでに随ずい伴はん艦の内、五艦は煙をたなびかせている。

　だが、退ひかない。

「退くなよう、お前ら……！」

『Shaja……！』

　答えには力がある。誰だれも彼かれも、自分を選んでついてきた連れん中ちゆうばかりだ。

　新しいこと好きの、刺し激げき好きの、どうしようもない連中ばかりだ。それを更さらに、今回の出しゆつ撃げき時じには選せん別べつしてきた。

　こうなることを、明めい言げんして、だ。

　そして来ることを望んだ連中は、笑ってこう言った。

「松永さんの下にいたせいで、もう、何度か死んでるようなもんですから」

　無む理り掛けたよなあ、と、今いま更さらながらに思う。

　だから、退かない。

　退かないのは、己おのれの後ろに、道のようなものがあると、そう信じているからだ。

　……俺おれが道を造るんだよなあ。

　時代を変え、造って来たという自じ負ふがある。自分こそが、時代の変へん革かく者しやだと。

　そのつもりで己が通した道に対し、下がることはあり得ない。

　松永の指し揮きの下、シギサンは撃うち、破は壊かいする。しかし九く鬼きの陣じんは柔じゆう軟なんだ。穿うがてば埋めて、切り払えばまた紡つむぐ。だから、

「端はしから食ってけよう！」

　陣を端から潰つぶしていけば、埋められることも、紡がれることもない。これが普通の艦ならば叩たたかれるままになるが、シギサンには随伴艦がある。中央艦で中央の防護を固め、あとは二艦単位で、防護と攻こう撃げきを交互に行いながら、扇おうぎ状の敵てき陣じんを四し方ほうの端から削けずっていく。

　砕くだき、打たれ、しかし破は砕さいし、叩かれる。

　どれだけ落としたか。二十から先は憶おぼえていない。しかし、

「────」

　左上じよう端たんを撃っていたシギサンの随伴一番艦が、火を噴ふいた。
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　松まつ永ながは、炎えん上じようを始めた一番艦かんを見上げた。

　すると炎上艦の艦かん長ちようが表示枠インシヤ・コトブをこちらに送ってくる。既すでに火が回った艦かん橋きよう部ぶにいるのは、P. A. Odaの制服の上に、白の極きよく東とう男子制服の上うわ着ぎを羽は織おった初しよ老ろうだ。彼は、

『盾たては必要ですか？　松永様さま』

「岡かぁ。気にすんな、既すでに籠ろう城じようってえことだよう？　名を上げに行って来いよう」

『SHA──』

　と、そこまで言って、彼は言い換えた。笑えみを見せ、

『Ｊｕｄジヤツジ．、負け戦いくさから拾い上げられ、──ようやくです』

　と、炎上した艦が分ぶん離りし、艦長達たちの一いち礼れいと共に表示枠が消えた。

　炎上艦が行く。そして敵てき陣じんに切り込み、砕くだき、砕かれて行く。

　同じように、

『──お先に失礼を』

　行く者もあれば、

『──私達はここにて、御お傍そばに』

　と、炎上し、自じ壊かいしながらも、盾となって位置を止める者もいる。

　だが、残る砲ほう門もんはあり、まだ防ぼう護ごはある。だから松永は、

「ようし」

　攻こう撃げきを続け、敵を見た。

「ようし……！」

　敵の扇おうぎ状陣じん形けいを削けずり、付ふ随ずい艦が切り込んだため、敵の扇の形が小さくなっている。それは密みつ度どを高くしているということであり、こちらに迫ってきているということだ。

　敵の接近を確かめた上で、松永は息を吸った。

　敵が迫っている。敵の砲ほう弾だんが今や己おのれの近くに着ちやく弾だんし、自分のいる中央艦を削り出している。

　気付けば、随ずい伴はん艦はどれも沈ちん黙もくしていた。
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「ありがとよう」

　最後に自分が残された意味を、松永は思った。

　どいつもこいつも、俺おれのことを理解はしてなくても、誤ご解かいはしてねえ連れん中ちゆうだった、と。

　だから、松永はゆっくりと、手元に表示枠を一つ出した。

　シギサンの自じ爆ばくを許きよ可かするものだ。

　歴史再さい現げんを果たすもの。そのための光が作るサインに、彼は手で触れかけ、

「……？」

　傍かたわらに、一つ、新しい表示枠インシヤ・コトブがある。

　送り元には、自分が認めた相手の名が書いてあった。その内容は、

『平ひら蜘ぐ蛛もの釜かまを私に献けん上じようするならば、このたびの謀む反ほんは一切赦ゆるそう』

　告げられた言葉に、松まつ永ながは笑った。声を挙げ、笑い、

「お前よう……」

　ゆっくりと、松永は手を下ろし、

「──有り難がとうなぁ」

　決けつ断だんした。
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　足あし下もとからシギサンが起こす爆ばく発はつの震しん動どうと光の中で、松永は思った。

　……どうなるよう……!?

　馬ば鹿か共がいる。俺を超える馬鹿共と、俺が認めた馬鹿共の二勢せい力りよくだ。

　俺を超える馬鹿とその仲間は、常に俺を赦ゆるしてくれた。

　だが、俺が認めた馬鹿や、その仲間は、ちょっと違った。何な故ぜなら、その馬鹿共どもの一人は、俺がもし引いん退たいしたら、とマクデブルクで話を向けた時、こう言ったのだ。

「武蔵むさしに来てみるというのは、どうだろう」

　赦すとか、責めるとか、殺すとか、殺されないとか、そういう、何かの判はん断だんではない。

　来て、好きにしろと、そう言ったのだ。

　……全ぜん裸らの馬鹿小こ僧ぞうと姫が言っていた、〝失わせない〟ってやつだあな。

　だが、俺は壊す方だ。何かがあって、それに対して壊すのが俺だ。だから壊し屋だ。

　先にある何かを壊し、それをもって時代を作っていく。そういうのが俺だ。

　だから、失わせず、ただ、好きにして、何か作っていけというのは、俺には駄だ目めだ。

　ゆえにこの馬鹿共を、あの時に認めたのだ。

　あの全裸と姫の下で、俺達には出来ないことをやる馬鹿共だと、そう認めた。

　こいつらはきっと、作っていくのだと。何も無いところからでも、認めて、受け入れて、作っていくのだと。

　俺達は違う。俺達は、認めて、受け入れて、しかし次のために壊していく。

　壊し、得ていくのだ。ゆえに、

　……どうなるよう……!?

　最大の壊し屋が、最大の作り手と激げき突とつしたら、どうなるのか。

　乱らん世せを壊していく俺達が、新しい世を作る連れん中ちゆうと激突したならば、どうなるのか。

　そして、

　……歴史だよなあ！

　歴史を認めて作っていく勝利側がわの連れん中ちゆうに対し、歴史を認めるがゆえに壊こわしていく敗者の連中が、その束そく縛ばく無しに激げき突とつしたら、どうなるのか。

　もし、破は壊かい者しやが勝つのならば。

　もし、作る者が勝つのならば。

　その結果は解わからないが、

「ああ」

　どっちも認めた、俺おれの一人勝ちかもなあ。と、そんなことを思い、松まつ永ながは、

「──これでまた一つ、時代を壊すぜ」

　言葉と共に、シギサンが破壊の二に文字を確実とした。
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「あの小こ僧ぞう、中ちゆう途と半はん端ぱに失うせおって……！」

　夜の平原の上、佐さ藤とう兄弟の作る表示枠の航こう路ろ図ずを見て、義よし経つねは眉まゆを立てた。

「ったく……！」

　言って、義経は静しずかのアクセルを全開に吹かした。駆く動どう器きが鳴り、夜に音を立て、そして周囲全ての機き馬ば達が同じように駆動器の嘶いななきを吠ほえた。

「──!!」

　その音を自然に止むに任せ、義経は呟つぶやいた。

「あばよ松永、地じ獄ごくでも壊し続けろ。それが貴き様さまの在り方じゃ」

　言葉を作り、義経が静のシートに身を置き直した時だった。佐藤兄弟が、新しい表示枠を差し出してきた。表ひよう示じされているのは三み河かわ周辺を示した概がい要よう図ずだが、武蔵むさしの進行ルートに、被かぶってくるものがあったのだ。

　それは、佐藤兄弟のどちらかが言うには、

「航こう空くう戦せん艦かんが三艦、P. A. Oda領りよう内ないから、サガルマータ・天てん山ざん回かい廊ろうの西を回る形で武蔵へと向かっております。おそらく三分以内に接せつ触しよくするものかと」

「艦かん名めいは？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と佐藤兄弟のどちらかが頷うなずいた。そしてもう片方が、

「音おん紋もんによれば、──〝清きよ洲す〟〝墨すの俣また〟〝長なが浜はま〟の三艦。〝清洲〟は信のぶ長なが直ちよつ轄かつの主力航空艦かん。墨俣は高速艦、長浜は元もと輸ゆ送そう艦かんの軽けい打だ撃げき艦。そして、──それらの背後に高速艦が百隻せきほど」

「レパントでももう一回やるつもりかの。……ともあれまあ、現場指し揮きは？」

「恐らく、最も武蔵に近い位置におり、前ぜん線せんとなっている前まえ田だ・利とし家いえかと」

　成なる程ほどのう、と義経は呟き、身を起こした。

　遠く、交こう戦せんを告げる砲ほう音おんが響ひびいている。その唸うなりに対し、彼女は右手を挙げ、

「砲ほう撃げき用意。──武蔵むさしの来らい訪ほうを迎えてやらんとな」
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　武蔵は、北きた方向からの追つい撃げきを受けていた。

　今、進行しているのは紀き伊い半島半なかばの空だ。

　遠くには三み河かわの湾が見え始めてり、湾から時とき折おり昇のぼる赤い流りゆう体たい光こうも確かく認にん出来る。

　全ては三ヶ月前の三河消しよう失しつのまま。放ほう棄きされた土地は、流体の乱れを自然回かい復ふくに任せる状態となっている筈はずだ。

　武蔵は、己おのれの現在の起き点てんとなった場所へと、元もと来た道を一いつ直線に夜空を走る。

　これからの航こう路ろはどうなるか。正まさ純ずみが皆に告げた。

・副会長：『航路はこのまま東、まずは教きよう皇こう総そう長ちよう達と戦った陸りく港みなとに到達する。その上空を抜けたら、今は湾となっている三河市街上じよう空くうを東に横おう断だんし、最さい短たん距離で対たい岸がんに向かう！

　使用する航路は旧きゆう三河市街、荷物搬はん入にゆうのために新しん名な古ご屋や城じよう上空を通過する横断ルートだ。

　　──そして対岸に渡り、三十キロ東に行けば三み方かたヶ原はらだ。清しん武たけ田だと合流すれば、三方ヶ原の戦いの歴史再さい現げんが始まって安全を得られる!!』

・銀　狼：『三河の中立性せいはまだ生きてますの？　三河は武蔵に併へい合ごうされてますし』

・○べ屋：『中立性を放ほう棄きするとP. A. Odaが乗っ取るかもしれないから、聖せい連れんが〝災さい害がい拡大の監かん視しと、三河復ふつ興こうのため〟にそのままにしてるかな』

・副会長：『全く、……教皇総長に、こんなところで感謝することになるとはな』

　しかし、紀伊半島を三河に向かって急ぐ武蔵に対し、北側から抉えぐるような軌き道どうで追つい走そうするものがあった。

　高速艦かんだ。ガレー型のクラーケン級。武蔵に追いつくために側そく部ぶ砲ほう門もんを幾いくつか削けずって、代わりに加速器きを取り付けたのは、

「羽は柴しば所有の高速艦〝墨すの俣また〟と判はん断だんします。──以上！」

　武蔵野むさしの艦かん橋きよう内にてその姿すがたを知ち覚かくする鈴すずは、造ぞう形けいを指で撫なでつけながら、こう思った。

　……軽、い？

　簡かん素そな作りの船だと、そう思った。

　大だい部分は木で出来ていて、居きよ住じゆう区くもあるようだが、手作りという感がある。ネシンバラが実チ況ヤ通ツ神トで言うのを音声化かして聞くには、

・未熟者：『墨俣は、羽柴が新人だった頃ころ、難なん攻こう不ふ落らくな敵の領りよう土どへの足がかりとして作った〝一いち夜や城〟なのさ。当時は城という……、まあ、陣じんを構えるのも大がかりだったんだけどね。羽柴はそれを簡素化かし、城とは名ばかりの、しかし実じつ用よう最低限のものを作って、それまでの伝でん統とうや形式に縛しばられた連れん中ちゆうの鼻を明かし、信のぶ長ながに認められた……、そういうことになってる』

・賢姉様：『ククク、このオタク、歴史解かい説せつじゃなくて、現実に追ってきてる安やす物ものガレーはどうなのよ？』

・未熟者：『簡かん素そな作りだったから、戦後は訓くん練れん艦かんとして用いられていたけどね。逆に言えば、それは改かい造ぞうなんかも楽ってことさ。だから追加装そう備びは加か速そく器きと、……砲ほう門もんかな。ただ──』

　ネシンバラが告げた。

・未熟者：『加速器を積んでも、今の武蔵むさしに追いつくのは至し難なんの筈わざだ。一いち撃げき離り脱だつで武蔵を沈めるとしたら、体当たりくらいしかないだろうけど、この軌き道どうは違うよね？』

・武蔵野：『航こう路ろを推すい測そくする限り、幽ゆう霊れい船せんと合流して併へい走そうするものかと。──以上』

　そうなんだ、と彼らの言葉を聞いている間に、ある動きを鈴すずは知ち覚かくした。

　利とし家いえだ。

　利家の乗る幽霊艦が、振り子のように武蔵の下を回り、左さ舷げん側がわに飛んでいく。行き先は、こちらに急速接せつ近きんする墨すの俣まただ。墨俣は軌道をまっすぐ、こちらと平行に取っていくが、

　……当た、る!?

　疑問に答えるように、利家の幽霊艦が墨俣の艦かん尾びに飛び込んだ。墨俣の持つオール型の加速器、それが後こう部ぶ方向へと固定されたところに、幽霊艦が接続されたのだ。

　直後。墨俣の速度が上がった。

　幽霊艦の特とく性せいである、相手艦への追つい尾びを借りて、墨俣が加速したのだ。

「来る、よ……！」
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　鈴は、敵の接近を理解した。

　鈴が手で動かす墨俣の模も造ぞうは、艦かん体たいを傾け、武蔵に高速で襲おそいかかって来る。

　幽霊船を加速器にしたため、墨俣の速度は武蔵に等しい。ゆえに高速で飛ひ翔しようするクラーケン級のガレーが、武蔵の周囲を突っ走り、砲ほう撃げきを開始した。

　一いつ瞬しゆんで、武蔵の各部において、重じゆう力りよく障しよう壁へきの破は片へんが飛ひ散さんする。

　しかし、武蔵は紀き伊い半島の出口を見た。軌道はやや北東。そこにあるのは、

「……三み河かわの、陸りく港みなと……！」

　かつて戦せん闘とうのあった場所、ホライゾンを救った場所だ。

・俺　　：『おい見ろよ！　俺おれがホライゾンのパイタッチに成功して命を救った場所だぜ！』

・義　　：『お前達、よくこんなのを上に据すえてられるなあ……』

・約全員：『えっとお……』

　言っている間に、通過した。しかし、

・銀　狼：『陸港も、大だい部分が崩くずれてますわね……。湾側がわの土地が広こう範はん囲いに自然浸しん食しよくで崩ほう落らくをしてますもの』

　鈴の知覚にも、それは伝わってくる。陸港は、表ひよう層そうのみならず、地ち核かくの深い部分から湾に滑すべり込んでおり、湾周しゆう辺へんがすり鉢ばち状に窪くぼんでいるのだ。

・あさま：『地ち脈みやくが落ち着いたら、環かん境きよう神しん群ぐんが土地の保ほ持じ性せいを高めて、修しゆう復ふくなり何なりしていくと思うんですけどね……。データをとって、IZUMO側に送っておきます。京きようの方に上じよう奏そうして貰もらえると思うので』

　鈴すずは、ただただ頷うなずくしかない。

　だが、湾わん上じようの横おう断だん航こう路ろを行く時だった。鈴の知ち覚かくはあるものを拾っていた。

　眼がん下かの海。三ヶ月前の地脈炉ろ暴ぼう走そうによる崩ほう壊かいで、かつての三み河かわ市街のほぼ全ぜん域いきが抉えぐれて海となっているのだが、

　……ここ、新しん名な古ご屋や城じようがあった辺り……。

　爆ばく心しん地ちの上空に武蔵むさしがさしかかる瞬しゆん間かん。鈴は足あし下もとに揺らぎを感じた。

　……え？

　下は海で、後の計けい測そくでも泥どろの海底があることが解わかっている。

　ただ、ここでは地脈が大きく乱れており、視し覚かくのある者にとっては、時とき折おりに流りゆう体たい光こうが空へ、少し北の方角に昇のぼっていくのが見える筈はずだった。

　そして鈴は現在、武蔵の感覚素そ子しから、知ち覚かく情報を得ている。

　彼女が得る近くの底、爆心地から不ふ意いに沸わき上がって来たものは、

「……!?」
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　揺れたと、鈴はそう思った。何な故ぜかは解らない。だが、

　……あ、あれ!?

　何かおかしい。この武蔵野むさしの艦かん橋きようが、否いな、

　……何、これ……!?

　幾いくつもの立りつ体たいのような、人ひと影かげのような、声のような、熱のようなものがあり、誰だれかがいて、

「────」

　自分の身が、倒れ掛けている。何かのずれに対し、身体からだが反応して、だけど、

　……ずれて、ない!?

　ずれたのは自分だと、意味のよく解らぬことを思い、しかし救いを求めるように手を虚こ空くうに伸ばした時だった。確かに鈴は感じた。誰かが、こちらの手を取ったのを、だ。

　直後に、

「……!?」

　鈴は、目を醒さました。

　意識が確かになる。水の底から起き上がったように、ありとあらゆる音が確かになり、

　……な、何!?

　気付けば自分は艦かん橋きよう内ないに立っている。汗を搔かいていた。ほ、という安あん堵どの息が漏もれるが、あたりに知ち覚かくを働かせれば、

「〝武蔵むさし、野の〟、さ、ん……!?」

　床に、皆が倒れたり、尻しり餅もちをついている。北側の方、左さ舷げん方向へと誰だれもが腰を落とし、場合によっては軽く吹っ飛ばされもしたらしい。

　つ、と〝武蔵野〟が小さな声を挙げ、慌あわててスカートの捲まくれを直した。そして襟えりを正すと、

「左脚あし付つけ根ねの駆く動どう系けいを少し歪ゆがめてしまったようです。──以上」

「う、うん、今、その」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……流りゆう体たいの乱れが強く出ているのは察さつ知ちしていましたが、あそこまで方向性せいを持っているとは思いませんでした。地ち脈みやくへの破は壊かい力が違ったのだと推すい測そく出来ます。そして──」

〝武蔵野〟が起き上がる。左脚を軽く引きながら、彼女はこちらに来た。そして彼女は周囲の皆が立ち上がるのを待たず、声を放った。

「武蔵むさしの加速が乱れました！　総そう員いん、速度低てい下かの早そう期き回復御お願ねがい致します。

　鈴すず様、敵てき艦かんの捕ほ捉そくを御願い致します。──以上」

　と、〝武蔵野〟の言葉が終わった時だ。不ふ意いに武蔵が震しん動どうした。

　こちらに併へい走そうしていた墨すの俣またが、武蔵の速度低下に伴い、一気にその距きよ離りを詰めて来たのだ。







[image: 第九十章『懐古の空の傭兵』]
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　全く懐なつかしい、と、三河みかわ湾わん上じようの空で、利とし家いえは墨すの俣またの操そう艦かんを指し示じしながらそう思った。

　あまり航こう空くう戦せんを行わない自分だが、この艦には愛あい着ちやくがある。何な故ぜならば、羽は柴しばが名を上げる歴史再さい現げんとしてこの艦を〝敵てき地ちで作る〟ことになった時、手伝ったからだ。

　……あれは、敵側の斉さい藤とうさんとこが、対たい空くう防ぼう御ぎよを結けつ界かい式しきで作っていたせいだっけ。

　歴史再現であったため、航空艦ではなく、地上の〝城〟でも別に良かったのだ。

　パッケージ建築であるならば、セットを巨きよ人じん族ぞくや鬼おに型がた長ちよう寿じゆ族などに運び込んで貰もらい、四時間もあれば陣じんが組める。

　だが、今の時代、武蔵むさしという存在の影えい響きようか、それとも、極きよく東とうの航空船技ぎ術じゆつのためか、極東側においては、居きよ城じようとしての航空艦を持つことが一種のステイタスだ。

　ゆえに羽柴が珍めずらしく、艦の建けん造ぞうに拘こだわった、

　そしてやはり、努力したのは羽柴だろう。

　連れて行ける人にん足そくと、切り出せる資し材ざいと必要時間、そして組み上げにおいて、〝一いち夜や城じよう〟と呼ばれる墨俣城を叶かなえられるよう、自らも頑がん張ばったのだった。

　当時、航空艦と言えば数ヶ月掛かけて作る物を、しかし羽柴は、丸まる太たと布ぬの張ばりで、とにかく浮くという程てい度どの、

　……航空艦というより、航空筏いかだだったよなあ、あれは。

　だが、確かに一日で作り上げた。

　敵領りよう土どの空に浮いたものを見て、敵の多くは塵ごみ屑くずだと笑ったが、織お田だ家けでは誰だれも笑う者がいなかった。一夜で航空艦を作れるということは、敵の防空結界を超える人足と資材さえあれば、奇き襲しゆう用ようの艦かん隊たいを即そく日じつ現地調ちよう達たつ出来るということだったからだ。

「あれ以来、柴しば田た先せん輩ぱいがえらく気に入ったんだよな、羽柴のことを」

　自分は墨俣に面する長なが良ら川がわに、その上流から資材を筏で流し、羽柴に拾わせただけだ。

　羽柴の設計に甘いところがあり、それを補ほ塡てん出来る部品を成なり政まさと共に運び、船せん頭どう付つきで流したのだ。

　羽柴は今でもそのことを言って、こちらに恩を返そうとしてくる。既すでに幾いく度ども手伝ってくれたろうに。だけど「自分の、失敗すれば終わってしまった道を保って下さったのですから、一生報むくいても充分じゃないです」と、譲ゆずらない。

　懐なつかしい。

　今の織田家の共同感かん覚かくを支えるスタートとなったのが、この艦だ。

　今は外がい装そうも何も変わっていて、筏どころか、高速打だ撃げき艦かんとして随ずい分ぶんとまともになっているが、それでも当時の面おも影かげはある。

「さあ、砲ほう撃げきだ」

　砲ほう門もんも、昔は無くて、自分達で個人用対たい空くう砲ほうや術じゆつ式しきを用意したのだ。一いち武ぶ将しようである自分達が、この艦かんの上では、まるで一いつ兵ぺい卒そつのような状況で、皆して笑ったものだった。

「じゃあ、上から、ぐるりと回っていこうか」

　かつては、すぐに失しつ速そくしていたものだったけど、だけど、

「行こう……！」

　その一ひと言ことだけは、かつてと全く同じだと、利とし家いえはそう思った。
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「軽い……！」

　奥おく多た摩ま表ひよう層そう部ぶに出た義よし康やすは、空をぐるりと仰あおいで敵を追った。

　空というよりも武蔵むさしの周囲を、墨すの俣またが縦じゆう横おうに飛ひ翔しようする。上や下、遠くや近く、前や後ろを構うことなく、武蔵の速度を得た幽ゆう霊れい船せんを駆く動どう器きとして飛び回っているのだ。

　墨俣の砲ほう撃げきは追つい尾び式しき。高速航こう行こう中故ゆえに追尾力りよくが甘くなるので、狙ねらいはやや散さん漫まんだ。

　だが、外す砲ほう弾だんは少ない。ほとんどは、散漫だからこそ読みにくい軌き道どうで武蔵を打だ撃げきし、重じゆう力りよく障しよう壁へきの光を散らす。

　……〝義ぎ〟が出せれば！

　武蔵が高速航行中なので、義よし康やすの〝義〟は飛び立つことが出来ない。出しゆつ撃げきすることは可能だが、巨きよ大だい艦と武ぶ神しんでは持じ続ぞく力が違う。武蔵の飛翔に並行していたら、数分と経たたずに燃料切ぎれで墜つい落らくだ。ゆえに、破は損そん部分の修しゆう復ふくという意味もあり、〝義〟は武蔵むさし野のの整備格かく納のう庫こに預け、自分は奥多摩の表層部に出ている。

「教きよう導どう院いんに向かえば多くの情報が得られるだろうと思ったものだが」

　途と中ちゆう、幾いくつかの影が床に座り込んでいるのを見掛けた。負ふ傷しようによる昏こん倒とうではない。異い族ぞく、特に流りゆう体たい系けいの要素が多い者達が、理由不ふ明めいの流体の乱れによる目眩めまいを得ていたのだ。

　……先ほど、三み河かわの湾わん上じようでピリっと来たのがそうか……。

　三河消しよう失しつ時じの流体の乱れがまだ強くあるのだろう。その時に武蔵自じ体たいも大きく遅れ、速度を落としてしまっている。

　そして今、また砲撃が連続した。

　空で重力障壁が砕くだかれ、弾だん丸がんの破は片へんが街に落ち、乾いた鉄の音を立てる。

「どこかに対たい空くう装そう備びはないのか？」

　と、辺りを見回していると、人ひと影かげが来た。振り返ってみれば、綺き麗れいな巨きよ乳にゆうと邪じや悪あくな巨乳だ。

「巫女みこと、踊り子だったか」

「え？　あ、ええまあ、そんな感じで」

「二人ともどこへ？」

「フフ、この長なが耳みみペタ子、そのくらいも解わからないの？　さあ、私に教えてみなさい……！」

「馬ば鹿かは気にしなくていいですからね？　私達は教きよう導どう院いん行きです。そちらは？」

「ああ、情報を集めるためにもやはり教導院に。そちらの副ふく会長が向かったと聞いたので」

　では急ぎましょう、と巫女みこが前を指ゆび差さしたので、三人で小こ走ばしりをもって移動する。

　今も砲ほう撃げきがあり、水平や上方の空に光が散っている。その破は片へんを光こう源げんに義よし康やすは走り、

「今、来ている砲撃だが……。背後には敵てき艦かん群ぐんがこちらを追つい走そうしているのだったな？」

「そうですね。ただ、一応、敵にとっては時間切れです」

　何な故ぜならば、と巫女が言った時だ。湾の向こう、対たい岸がんを越えた遙か遠くの地上から、空へと莫ばく大だい量の光が貫つらぬいた。

「……!?」

　まるで昼の時間が出現したように、地形の形を露あらわにするほどの光だ。

　天に向かって伸びる光は一本ではない。数十の束たばで、逆流れの滝たきのように空に立つのは、

「距きよ離りにして三十キロ程てい度ど向こう……。清しん武たけ田だ、義よし経つね公こうの重じゆう機き馬ば部ぶ隊たいによる対たい空くう砲撃か!!」

　どういうことがこれから起きるのか。その内容を、巫女が告げた。

「あの位置まで行けば三み方かたヶ原はらの戦いです。必要な者もの以外は排はい除じよとなりますが、──墨すの俣またはどう出るか、です」

　何しろ、と彼女は言った。

「P. A. Odaです。何か、いろいろと手を打ってきている筈はずですよね」
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　利とし家いえは、墨俣の甲かん板ぱん上で、まず、指し示じを一つ出した。

「攻こう撃げき続ぞつ行こう。幽ゆう霊れい船せんより砲ほう門もんが使える分、有あり難がたい。表ひよう層そう部ぶではなく、展開している外がい壁へきの周囲を狙ねらい続けてくれ」

　そして、彼は手元に表示枠レルネン・フイグーアを出して正面を見た。

　三み河かわ湾わんの対たい岸がんの向こう、遙か遠くの大地から天に伸びた光は、今はもう消えている。

　だが、そこに清武田の主力がいることは確かだ。

　空を貫つらぬき、大地を照らす程ほどの対空砲撃。それを見せつけるように放った清武田の意い図とは、利家にはよく解わかる。

　……三方ヶ原の戦いを歴史再さい現げんするにおいて、P. A. Odaの接近に対する警けい告こくと──。

「武田家滅めつ亡ぼうの始まりとなる、長なが篠しのの戦い。……それに対する警告でもある、か」

　武田の騎き馬ば軍ぐん団だんを撃うち壊こわす織お田だの長ちよう銃じゆう部隊は、航こう空くう艦かん隊たいの砲撃でそれを再現する、というのがP. A. Odaの方針だ。ゆえに航空船力については増ぞう強きようを重ね、琵び琶わ湖このステルス式ドックなどは色々フル操そう業ぎようで動いている。だが、

「銃持ちの騎馬騎き兵へいを武田も確かに有していたが、それだけの対空砲撃をするとなると、歴史再現の〝解かい釈しやく〟だよな」

　清しん武たけ田だも滅びを甘んじて受けるものではないと、そういうことだ。

　万まんが一いちを恐れ、利とし家いえは武蔵むさしを盾たてとするため、墨すの俣またをその直ま上うえ側に付けた。

　眼がん下かでは海が終わり、三み河かわから駿河するがの土地へと入りつつある。

　真ま下したには大地を。右には海の続きを見て、視線を正面へと向けていけば、

　……清武田か。

　遠くにある闇やみの底に、長ちよう大だいな篝かがり火びと、巨きよ大だいな影が幾いくつも見えてきた。武田の騎き馬ば鉄てつ砲ぽう隊たいの歴史再さい現げんとして作られた重じゆう機馬の砲ほう撃げき部ぶ隊たいだ。

　間違いなく、長なが篠しのの戦いに向けたものだろう。

「その前まえ振ふりとして、手て応ごたえの確かく認にんにされたのでは堪たまらないね」

　と、利家は表示枠レルネン・フイグーアに声を作った。

「清武田！　──こちらはP. A. Oda、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 所しよ属ぞく、M. H. R. R.会計の前田利家、ヴァレンシュタインだ！　現在、墨俣により武蔵を追つい撃げき中。攻こう撃げきの手を止められたし……！」
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「止めろ？　前田とかいう小こ僧ぞう、誰だれに向かって懇こん願がんしとるんじゃ？」

　義よし経つねは、西の空に見えてきた武蔵の影に、視線を上げてそう言った。

　すると、背後の佐さ藤とう兄弟の右の方が、表示枠をもって墨俣に呼びかける。

「──P. A. Oda所属艦かん、貴き艦かんはこれから行われる清武田、極きよく東とう間の歴史再現に割り込んでおります。つまり──」

「佐藤、武蔵にも回せ、──あと、もうちょっと気合い入れて強めに言ってやらんか」

　義経が言うと、佐藤兄弟は顔を一度見合わせ、そしておもむろに、

「あぃゃぁ──！　──P.！　A.！　O！　d！　a！　所・属・艦……！　貴っ！　かっ！　んんんほぁああちょお──！　ほぃやああ──！」

「血管切きれるぞ無む理りすると」

　何か言いたげな顔を向ける佐藤兄弟を無む視しして、義経は静しずかの燃料タンクに脚あしを胡座あぐらで乗せた。彼女はそのまま前方の浅い空を見ると、

「おい、前田とやら、──貴き様さま、歴史再現の邪じや魔まじゃ。失うせい」

　言葉を飛ばすと、佐藤兄弟経けい由ゆで声が返ってきた。

『しかし、義経公こう──』

「わしに挨あい拶さつ無しで喋しやべる馬ば鹿かがおるのう」

『──申し遅れました。お目め通どおり叶かないまして光こう栄えいです。P. A. Oda、M. H. R. R.所属──』

「長い挨拶嫌きらいでのう」

『──では、仲ちゆう介かいの方にまとめて後で御ご送そう付ふ致します』

　よかろ、と義経は小さく笑った。付き合ってきただけは話をしてやろう、と。だから、

「そんなに武蔵むさしが欲しいか？」

　問うと、即そく座ざに答えが来た。いえ、という否定の言葉で、だ。

『武蔵は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の歴史再さい現げんを脅おびやかしました。現在、M. H. R. R.は状況的に複雑なので、そこに外部影えい響きようを与えることは避けたかったのですが、領りよう土ど上を航こう行こうによる移動など、M. H. R. R.側が意い図とせぬ行動を取りました。ゆえに──』

　利とし家いえが言った。

『歴史再現の妨ぼう害がい行為として、武蔵を処しよ罰ばつします』
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　利家は、墨すの俣また上から、更さらに言葉を告げた。

「清しん武たけ田だには、武蔵の処罰のため、M. H. R. R.旧派カトリツクが一時上じよう空くうを通過する許きよ可かを頂きたい。これはマクデブルクの歴史再現の後あと始し末まつなので三み方かたヶ原はらの戦いより優ゆう先せんされます」

「嫌いやだと言ったら？」

『その場合、──聖せい連れんは清武田を処しよ罰ばつするでしょう』

　成なる程ほどのう、と義よし経つねが、顎あごに手を当てた。

　ふむ、と鼻を鳴らし、彼女は考える。そして、

『まあ、だったら──』

　と、義経がそこまで言った時だった。彼女の背後から、佐さ藤とう兄弟が新しい表示枠を差し出してきた。それは武蔵副ふく会長が映っているもので、

『待て！　こちら武蔵副会長、本ほん多だ・正まさ純ずみだ！　少々、今の言い分に言葉を挟みたい！』
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　夜風の吹く丘がある。

　丘を洗う風は荒れた風、荒すさぶ風だ。風は木き枝えだを重く鳴らし、空にある雲を飛ばしていた。

　今、夜や天てんを覆おおう雲は開き、月は見え、澄すんだ光を丘に送っている。

　月げつ光こう降る丘きよう上じようには、幾いくつもの巨きよ大だいな艦かん影えいと、無む数すうの影があった。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの航こう空くう艦かん隊たいと、マクデブルクの輸ゆ送そう艦かん。そしてそれらの乗員達たちだ。

　だが、彼らとは距きよ離りを空あけ、丘の斜面に立っている影がある。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

　彼女は、六護式仏蘭西旗き艦かん〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟よりMouri-01が送ってくる情報を、己おのれの表示枠シーニヤカドル数枚で見ていた。まず、一番大きな一枚に映るのは、M. H. R. R.内や瀬せ戸と内ない海かいにおける羽は柴しばやM. H. R. R.旧派の艦かん船せんの展開図ずと、そこから予測される、

『P. A. Oda領りよう土ど内におけるP. A. Oda航空戦せん力りよくの分ぶん布ぷ推すい測そく図ずです。

　P. A. Oda内部には観かん測そく不能な地域など多くありますので、それ以外の場所などから得られた情報も含みで推すい測そくしておりますが──』

「随ずい分ぶんと清しん武たけ田だ側に寄っている、と、そういうことですのね」

『御ご意見をお伺うかがいしたく思います。特に、……K. P. A. Italia側から送られてきたこの書しよ状じようの内容も含みで、です』

　そうですわね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは、もう一枚の表示枠シーニヤカドルを見た。そこには、一人の女性の手によるサインがついた書面がある。

「聖せい連れん、……Tsirhcツアーク系けい諸しよ国こくに対してのみ、まず極ごく秘ひとして書状してきた、というのが一種の策というところでしょうか」

　人狼女王は呟つぶやき、東の方へと視線を走らせた。目を鋭く細く、夜よ闇やみを見通すようにして、

「武蔵むさしが危険ですわね」

「やはりそう思うか」

　と、丘きゆう上じようから声が聞こえた。人狼女王が振り向けば、風に煽あおられる草くさ群むらの上に立つのは、巴ともえ御ご前ぜんだ。彼女は腕を組み、やはり東を見て、

「義よし経つねの馬ば鹿かも危険だが、……なかなか難しい。武蔵に与くみするものは、とんでもないものを敵にすると、そう思わされることになるだろうな。ここから先で」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずき、人狼女王は幾いくつかの指し示じを飛ばした。鍵けん盤ばんを打つのは慣れぬことだと、そう思いながら、

「Mouri-01、ルイ・エクシヴと毛もう利り・輝てる元もとの証しよう書しよも必要になることかと思います。急ぎ、連れん絡らくをとって欲しい場所がありますの」

『Ｔｅｓ．、それは──』

「……かつて、貴女あなた達の敵でもあった場所ですわ」

　告げて、手て短みじかな計画書を送り、人狼女王は東の方向を見て言葉を作った。

「間に合えばいいのですが……！」
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　教きよう導どう院いんの橋はし前まえで、正まさ純ずみは交こう渉しようを開始していた。

　義経から回ってきていた通つう神しんを聞くからに、現在攻こう撃げきを掛けてきている前まえ田だ・利とし家いえが己おのれの正当性を示して居るようだが、

　……干かん渉しようしておかねば、こちらの立場が悪くなる……！

　砲ほう撃げきが降り、音が響ひびき、空には幾いくつもの光が散る。大だい規模な艦かん隊たいや大型艦を相手にしているわけではないが、墨すの俣または武蔵に常に追いつく幽ゆう霊れい艦の発展形けいだ。

　最大の問題は、攻撃を受けているということよりも、

　……この艦がいる以上、羽は柴しばに捕ほ捉そくされ、交こう戦せん状況が継けい続ぞくされているということだ！

　正純は思う。この戦せん闘とうが終わらぬ以上、羽柴陣じん営えいは、たとえ武蔵が関かん東とう側に逃げても〝マクデブルクの歴史再さい現げんを乱した処しよ罰ばつを行う際、そこに生じた必要不ふ可か避ひな戦せん場じようの移動〟という理由を掲かかげて、武蔵むさしを追つい撃げきし続けることが出来るのだ、と。

　場合によっては、〝武蔵側が、逃げ切るために他国を巻き込もうとした〟と、そう言うことだって追加してくるだろう。

　避けねばならない。

　何な故ぜならば、先ほどの利とし家いえの言げん説せつは、武蔵がM. H. R. R.神聖ローマ帝国 の歴史再現を脅おびやかしたというものだが、

「羽は柴しば勢ぜいは、攻こう撃げきと追つい走そうの責任をこちら側に与えようとしている！　それもこちらの言い分を無む視しした一方的な物もの言いいで、だ！」

　歴史再現を盾たてにされてはいけない。

　歴史再現を持ち出されると、M. H. R. R.や羽柴だけではなく、聖せい連れん諸しよ国こくも敵に回る。だから、

「言葉を挟ませて貰もらおう！」







[image: 第九十一章『分岐点の交渉者達』]
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　武蔵むさしの上空をつかず離れず、回かい避ひと攻こう撃げきを繰り返す航こう空くう艦かんがある。

　追つい尾び弾だんによる砲ほう撃げきを止めず、後部に接続した幽ゆう霊れい艦かんの速度を得て飛ひ翔しようするのは、P. A. Odaの高速打だ撃げき艦、墨すの俣まただ。

　その前部甲かん板ぱん上にて、利とし家いえは、敵の存在を思った。

「言葉を挟むのかい、武蔵副ふく会長ちよう」

　……二度目だ。

　利家は思う、この武蔵副ふく会長と言葉を交わし合うのは、英国イギリス以来、二度目だ、と。

　敵てきがいるのは眼がん下か、否いな、すぐに墨俣が位置を変えるため、武蔵の何処どこか、と言うべきか。こちらが物理的な打だ撃げきを送り、向こうが弾はじく中、どこかにあの敵がいるのだ。

　どこにいる。

　攻撃を交わし合わねば、見ることが出来、直接に声を送り合うことも出来るだろう。だが、攻撃を交換する今だからこそ、言葉を遣やり合う機会が得られる。

「不ふ思し議ぎなものだね、まっちゃん。──距きよ離りが無む意味だよ」

『めんどうー』

　そして、清しん武たけ田だ側の通神帯ネツトを通し、敵の声が飛んでくる。

『M. H. R. R.神聖ローマ帝国 会計、──先立っての武蔵のM. H. R. R.内における移動については、発はつ射しやと曳えい航こうの範はん疇ちゆうを出ていない筈はずだが？　浅い弾だん道どう軌き道どうで航こう行こうしていただけでな』

「僕達には、水すい平へい状態の長い航行に見えたんだけどね。──解かい釈しやくの範疇だと？」

『その通りだ』

　敵が、言い切ってきた。

　……押し通すつもりか。

　そう思うなり、敵が更さらなる言葉を作ってきた。

『ともあれM. H. R. R.会計、──M. H. R. R.ならびに羽は柴しば陣じん営えいに対し、武蔵の代表として、私、副会長である本ほん多だ・正まさ純ずみは一つの誤ご解かいを解いておきたい』

　それは？　などと問うて促うながすことを、利家は選ばない。

　興きよう味みは無いことだと、そう断だん言げんすることが今は大事だ。

　しかし、一いつ拍ぱくの間を置いて、武蔵副会長が告げてきた。

『一昨日おととい早朝、貴き陣じん営えいによる威い力りよく偵てい察さつなどがあったが、歴史再さい現げんによれば、信のぶ長なが公こうが暗あん殺さつされてもない時代、羽柴と松まつ平だいらは敵対していない。それに則のつとったものとして現状は──』

　敵が、言葉を作ってくる。

『武蔵アリアダスト学院は、M. H. R. R.に対し、敵てき対たいの意志が無いことを理解頂いただきたい』
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　ほう、と義よし経つねは口に空白を作った。

　……前まえ田だの掲かかげた歴史再さい現げんを逆さか手てに取ったか。

　前田は歴史再現に則のつとり、武蔵むさしを処しよ罰ばつに来ている。しかし武蔵は、羽は柴しばと松まつ平だいらの歴史では、争う再現が現段階では存在しないと、そう返したのだ。

　領りよう空くう侵しん犯ぱんを解かい釈しやくの範はん疇ちゆうとして押し切り、更さらに話題を変えてしまった。そして歴史再現を己おのれのものとして盾たてにする。

　……しかし──。

　背後から、佐さ藤とう兄弟の声が聞こえる。

「焦あせっておられますな」

「貴き様さまらに言われるくらいじゃあ、まだまだじゃのう」

　義経は、腕を組んだ。そして表示枠を見て、

「護まもるがために、攻めすぎじゃ。──読まれやすいぞ、正まさ純ずみ」
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　正純は、階段の下で、前を見た。

　空に光が散り、音が聞こえる。一いつ瞬しゆんの閃せん光こうが作る自分の影が正面の石いし畳だたみを差す。

〝後こう悔かい通り〟だ。

　その名を思い、正純は、一度だけ肺に深く大気を入れた。身を冷やす。そして、

　……どうだろうか。

　論ろん勢せいとも言えるものを逆転した。それが危険だということは解わかっている。相手が頑かたくなになる可能性もあれば、こちらに対して諦あきらめを感じ、結論を出してしまう可能性もあるからだ。

　自分は臆おく病びようなのか、それとも経けい験けん不足で焦っているだけなのか。どちらかと思い、

「──？」

　前を見る視し界かいに、影が来た。巨きよ乳にゆうが二人に無いのが一人。否いや、浅あさ間まに喜き美みに、義よし康やすだ。そして左ひだり手て側からは、アデーレとミトツダイラもやってくる。自分を入れて薄いのが四人。大きいのが二人。約やく分ぶんして１│２と、そこまで考え、

　……落ち着け!!

　逃とう避ひしようとするな。ともあれ今、考えるべきは、敵の出で方かたであり、

「!?」

　左さ舷げん側、北の方に、光が連続で炸さく裂れつした。そして聞こえる艦かん内ない放送は、

『左舷後方！　P. A. Oda所しよ属ぞくの〝長なが浜はま〟が追いついてきました！　砲ほう撃げき来ます！　──以上』

　追いつかれた。それも三み方かたヶ原はらに入る前に、だ。

　そして、駆かけつけていた皆が脚あしを止め、左さ舷げん側に身構えたと同時。敵がこう言った。

『長なが浜はまは、武ぶ装そう商業艦かんでね。高速化かはしているけど、武装は少な目、しかしとにかく硬いのが売りだ。叩たたくのには時間が掛かるよ』

　プレッシャーを、目の前に見える脅きよう威いに重ねて掛けてきた。更さらに敵は、

『指し揮き権けんは、僕が持つ。──そしてこのまま、追い続けさせて貰もらうよ』

　さあ、と声が聞こえた。

『どうする。武蔵むさし副ふく会長』

「どうする、とは？」

　正まさ純ずみは眉まゆを立てた。

「武蔵は、貴き陣じん営えいと、敵てき対たいの意志は無い!!」

『ならば言おう』

　敵の声が、こう聞こえた。

『敵対の意志有ありとしか、判はん断だん出来ぬ、と』
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　利とし家いえは、ゆっくりと告げた。遠く、長浜に並行させ、砲ほう撃げきを続けるように指し示じしながら、

「いいかい」

　武蔵よりも、これを聞いている義よし経つねに対し、利家は言う。

「領りよう空くう侵しん犯ぱん、改派プロテスタントに対する行動的援えん助じよ、そして現在の逃とう走そう。これのどこが歴史再さい現げんに従う行為だと？　武蔵副会長、君達は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の旧派カトリツクと改派の戦せん闘とう、三十年戦争の行方ゆくえを決めるマクデブルクの掠りやく奪だつにおいて、改派側に大きく肩入れした」

　ゆえに、

「マクデブルクの死者は少なく、また、街は水すい没ぼつしたものの、予定よりも被害が少なく済んだ筈はずだ。──これに関しては聖せい連れん側の代表による査さ察さつをM. H. R. R.旧派は申しん請せいする」

　いいかい、と、利家はまた言った。

「査察の結果によっては、マクデブルクの掠奪のやり直しも、あり得る」
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「無む茶ちやですわ！」

　声を挙げたのはミトツダイラだった。

「市街は市し壁へきも崩ほう壊かい、もう一度やり直すなど、準備にどれだけ掛かると!?」

　その通りだ。ブラフに過ぎない。そう思う。しかし、

　……M. H. R. R.改派に対する牽けん制せいとしては充分だ。

　この交こう渉しようは、今、清しん武たけ田だの通神帯ネツトを介かいしているため、利家と自分、義経の間にしか通じていない。だが、お互いは記録を取っている。ならば、ブラフであろうとも、利とし家いえが言った以上、

　……ここでこのブラフを無む視しすれば、後にこの記録が公表された時、私は〝改派プロテスタントを見捨てた〟ことになるわけか……。

　改派のゲーリケ達が居ないため、彼らにこのブラフをどうするかの確かく認にんも何も出来ない。利家のブラフは、そのまま生かさざるを得ない。だから、

「ならば、どうする気だ？」

『武蔵むさしに敵てき対たいの意志が無いことを証明して貰もらう。──そうだね。もし君達が〝信のぶ長なが公こうが生きている間、我々は敵でない〟というならば……』

　利家が告げた。

『武蔵の改めての武ぶ装そう解かい除じよと、今後、武装を得たり、闘とう争そう行為を起こさぬよう、改めて聖せい連れんの査さ察さつをそちらに常じよう駐ちゆうさせたい。──M. H. R. R.神聖ローマ帝国 からね』

　無む理りだ、と、正まさ純ずみは思った。何しろ、これから関かん東とうに行くのは、正まさしくそれをするためだからだ。

　力を得て欧おう州しゆう側と連れん携けいし、ヴェストファーレン会議を迎える。そのための東とう行こうだ。

　……それらを読んでいるのだな、羽は柴しばは……。

　マクデブルクの密みつ会かいの内容は、出ている者の名で大体解わかるだろう。ならば、そのための牽けん制せいを行いに来たというわけだ。

　だが、

「変ですよ、……ね」

　彼の言葉に、眉まゆをひそめたのは、アデーレだった。

　彼女はこちらの横に来て首を傾かしげ、

「……？　どういうことなんですかね。羽柴はM. H. R. R.旧派カトリツクとくっついてるわけですけど、でも、どうして、ここまで聖連が自分達についていると、そういう前ぜん提ていで話せるんでしょう」

　……それは──。

　考え、正純は一つの連れん想そうを得た。その思いの行き着く先は、

「く」

　駄だ目めだ、と、そう思った。しまった、とも。

　……歴史再さい現げんを盾たてにしたのは、間違いだったか……！

　腹の底から、上に押し上がってくるような唸うなりがある。それを何とか押しとどめ、堅い喉のどで吐き出した言葉がある。口を開き、出る台詞せりふは、

「……M. H. R. R.旧派と羽柴は、聖連の代表とも言える、教きよう皇こう総そう長ちようを手にしたのか！」
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「ああ？　どうやってそんなことが出来んだ？」

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ旗き艦かん〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟の甲かん板ぱん上で、輝てる元もとは敷しいた畳たたみの上に座っていた。尻しりをつけた正せい座ざの太ふと股ももの上には、ルイ・エクシヴが頭を乗せて眠っている。

「あり得ねえだろ!?　M. H. R. R.神聖ローマ帝国 旧派カトリツクが教きよう皇こう総そう長ちようを手にしただと!?」

　と、つい大きな声を出した自分に気付き、輝元は表示枠サインフレームを手元に出す。

　神しん道とう式しきのものだ。彼女はシンプルな鍵けん盤ばんを叩たたき、

・元ヤン：『教皇の選出は枢すう機き卿きようがやんだろうが、どうやって羽は柴しばがそれを？』

・現役娘：『でも枢機卿自じ体たいが動けない。いえ、枢機卿の多くも行方ゆくえ不明ですのよ？　今のK. P. A. Italiaでは。その場合、旧派の代表──、いえ、守しゆ護ご者しやは誰だれになりますの？』

・元ヤン：『は？　その場合、守護者って言ったら神しん聖せいローマ皇こう帝ていだろ？』

・現役娘：『御ご免めんなさいね、先に謝っておきますわ』

　は？　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウの書き込みに対し、輝元は首を傾かしげた。

　……どうして、人狼女王があたしに謝る？

　何かしたっけか、と思い、今の会話の流れを考える。

「……まさか、神聖ローマ皇帝って」

　その呟つぶやきに、横に立つMouri-01が応じた。

「Ｔｅｓテスタメント．、──ルドルフ二に世せい総そう長ちようでした」

　言われて輝元は理解した。その内容を、膝ひざ上うえに頭を預けている彼がゆっくりと呟く。

「フ、成なる程ほど、断だん片ぺん的に聞いていたが、こういうことだね。──ルドルフ二世は、人狼女王の娘むすめとの戦せん闘とうを経て、マクデブルクの掠りやく奪だつをもって行方不明になった。

　よって、暫ざん定てい的に生徒会長マティアスが総長……、つまりは神聖ローマ皇帝となり、集まることが出来ない枢機卿の代わりに新しい教皇総長を指し名めいしたわけだ」

　フ、とエクシヴが、小さく笑った。

「暫定に暫定を重ねた、偽にせ者ものばかりの話だね」

「お前、人の台詞せりふ取るなよ」

　しかしまあ、と彼女は吐と息いきした。

「──じゃあ、これ、冗じよう談だんか何かじゃなくて、本物か」

　言って、輝元は一枚の表示枠を見た。それはK. P. A. Italiaから来た、暫定教皇総長の襲しゆう名めいを知らせるものだ。そこにある証しよう書しよのサインは、

「オリンピア。……史し実じつでは、教皇総長インノケンティウスの義姉あね。今は義ぎ理りの妹だった筈はずだが、それが担かつぎ出されたのか」

「……女だてらに担ぎ出された自分を重ねるかい？　輝元」

「あたしは自分から出たんだよ。──この女はどうだろうな」

　しかし、と輝元は彼の頭を摑つかんで位置を直す。そして表示枠を手元に引き寄せ、

「もうちょい寝てろ。無む理りして起きんな。どうせ忙いそがしいのは明日あしたからだ。太陽王ロワ・ソレイユは夜よる寝とけ。斜しや陽ようの毛もう利りのあたしが、それまでいろいろまとめといてやっから」

「フ、君も無む理りをしていると思うよ、輝てる元もと」

「お前ほどじゃない」

　そして、輝元は肩を落として東の方向を見た。

「さて、武蔵むさしはどうなるか、だ。……下手へたすると、いいように持って行かれるぞ」
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「成なる程ほどのう」

　義よし経つねは眉まゆを動かし、考えた。

　……羽は柴しばが、K. P. A. Italiaを攻こう略りやくし、教きよう皇こう総そう長ちようを傀かい儡らいにしたと、そういうことじゃな。

　教皇総長インノケンティウスは行方ゆくえ不明だと聞く。ならば、誰だれかを別に立てたわけだ。

　……建たて前まえとしては〝聖せい連れんに混乱を与えぬため、暫ざん定てい的な教皇総長を置く〟じゃろうな。

　期限はヴェストファーレン会議終しゆう了りようあたりが妥だ当とうだろう。それまで欧おう州しゆうが三十年戦争で揺れるのだから、そこまでは〝混乱を与えぬため〟という言い訳わけも利く。

　ならば、と義経は吐と息いきした。

「佐さ藤とう兄弟、今は政治系けいの貴き様さまらにとっては、面めん倒どうなことになったようじゃな。そして、……武蔵にとっては致ち命めい的じゃ。聖連の行う解かい釈しやくが、全て羽柴側に理りのあるものとなるからのう」

　それは、無む論ろん、こちらにも掛かってくる。

　……ナメおって。

　教皇総長が行方不明となったのは聞いていた。が、こんな即そく座ざに代だい役やくとは。

　……更さらには、この利とし家いえという男は──。

　そんなこと匂におわせもせずに交こう渉しようを仕掛けてきて、武蔵副ふく会長を釣つり上げたわけだ。

「佐藤兄弟、このままだと、武蔵はどうなる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──聖連の管理下に置かれます。何しろ武蔵は、敵てき意いが無いと言いつつ、敵てき対たいと〝解かい釈しやく〟出来る行動をとりましたから。敵対行動が発生しないよう、聖連が管理するわけです。

　対し、歴史再さい現げんを護まもり、羽柴に敵意がないと言い切った武蔵には、断る理由がありません」

「……まさか、羽柴が聖連を動かせる立場になるとは、流石さすがに思わぬからのう……」

　羽柴と聖連の繫つながりが弱いならば、羽柴が聖連に査さ察さつを依い頼らいしても、武蔵は聖連と交こう渉しようしてそれを蹴けることが出来る。

　だが羽柴と聖連が近しいならば、武蔵が何か言っても通じない。

「話し合いの余よ地ちを持たぬ聖連、か。……他国に対してもよい牽けん制せいになるじゃろうな。

　しかしまあ、査察や武ぶ装そう解かい除じよなど、……昔に聖連側がやっていたことと変わらんのう」

　下らぬ、と義経は苦く笑しようした。が、

「──ならばまあ、こちらが動くとするか。佐藤兄弟。前まえ田だの策に乗りに行く。そして──」

　義よし経つねは、姿し勢せいを正してから、こう言った。

「身軽になりに行く。総そう員いんにそう伝えろ」
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　正まさ純ずみは、言葉を作ろうとした。

　……どうする？

　利とし家いえに対し、自分達は、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 や、羽は柴しばへの敵てき対たい行為を働いていないものとした。

　そして、歴史再さい現げんゆえ、羽柴との敵対の意い図とはないものとした。

　だが、

　……この相手は、こちらの意図を信じない。

　だから敵は、信用させろと、そういう理り屈くつで査さ察さつを送ることと、武ぶ装そう解かい除じよを迫っている。

　しかし、その査察も武装解除も、羽柴の主しゆ導どうを得た聖せい連れんによるものだ。もし受け入れれば、そこには妥だ協きようも、何の軽けい減げんも無い。

　武蔵の力と自由を、羽柴側に抑えられることになってしまう。

　それではいけない。

　何な故ぜならば、関かん東とう行きは力を得るためだからだ。だから、

「──成なる程ほど」

　皆の視線の中、左さ舷げんを中心に連続で受ける砲ほう弾だんの着ちやく弾だんの中、正純は小さく言葉を作った。

「解わかったことがある」

『何がだい？』

　頷うなずき、正純は言った。

「……この交こう渉しよう、決けつ裂れつだ」
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　え？　と周囲の皆が疑問の声を挙げる。が、正純は首を横に振った。

　……初めから、失敗していたのだ。

　羽柴の追つい撃げきを避けるため、羽柴に対して、敵てき意いはないと示そうとした。

　違う。

　羽柴は、こちらを潰つぶすつもりなのだ。だからつけ込まれた。否いな、

　……最初から、そのつもりでこちらを罠わなに掛けに来たのだ。

　してやられた。

　急ぎの状況などもあり、相手の餌えさに飛びついてしまったと、そういうことだろう。

　もっと違う態度で、その場逃のがれではなく、真まっ正しよう面めんから戦わねばいけなかった。だから、

「この交渉。決裂とさせて頂く」

『君のキャリアに傷が付くよ？』

「私のキャリアで済めばいいさ。私の負けと、そう喜ぶがいい」

　自分のミスで武蔵むさしが支配されるより、遙かにいい。

　その上で、言わねばならないことがある。

　……敵だ。

　貴き様さまらは敵だと、そう言うことで、査さ察さつも武ぶ装そう解かい除じよも拒きよ否ひをする。

　……だが……。

　それは、羽は柴しばと完全に敵てき対たいするということだ。まだ信のぶ長ながが失われてもいないのに、歴史再さい現げんを無む視ししていることにもなる。そんな状況を招いたのは、自分のミスでしかないが、

　……いいのか？

　ここで羽柴に対し、敵対を告げていいのか？

　そうすることで、歴史再現を拒きよ否ひし、聖せい連れんを完全に敵に回して、いいのだろうか？

「────」

　正純は目を伏せ、息を吸った。そして、

「よし」

　覚かく悟ごを決めた。
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　ここにいる皆が、こちらを見ている。

　まず、皆に問うべきは、

「墨すの俣またと長なが浜はまを退しりぞかせることは可能か？」

　関かん東とうまで羽柴勢ぜいを敵として連れて行けば、羽柴を警けい戒かいする関東勢にとって松まつ平だいらは保ほ護ご者しやにも壁にもなれないことになる。だからここで、墨俣と長浜を振り落とさねばならないが、

「やれないことはない」

　と、右の通りから、ネシンバラがやってきた。

　そして彼が視線を向けるのは、艦かん首しゆ側だ。〝後こう悔かい通どおり〟を歩いてくるのは、

「葵あおいに、ホライゾンか」

「──おいおい、何かよく解わかんねえけど派は手でじゃねえか。上のしつこいのどうにかしろよ」

　気き楽らくに言うなあ、と思うが、こいつが気楽じゃなくなったら全体が駄だ目めになる時だろう。だから正純がネシンバラに視線を向けると、彼は頷うなずき、

「長浜にはアリアダスト君の大罪武装ロイズモイ・オプロで、墨俣には、浅あさ間ま君の矢が効く。後は操そう艦かんだ。墨俣は狙ねらいをつけられないように機き動どうし続けているし、長浜は距きよ離りをとっている。

　武蔵を少々、ぶつける覚悟で行く必要があるね」

「フフ、関かん東とうIZUMOでどうにかなると思って、そういう乱らん暴ぼうな判はん断だんねえ。──〝痛いけど、後のこと考えてやりましょう〟なんて、女にとっては相当の決けつ断だんよ？」

　まあ、な、と正まさ純ずみは頷うなずいた。その時だった。

「駄だ目めだ」

　馬ば鹿かが、いきなりそう言った。

「セージュン、オメエ、何切せつ羽ぱ詰まってんだよ」
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　図ず星ぼしを突かれた。

　……全くこいつは。

　他人を見ることもだが、それを表おもてに隠かくさず言える。

　味み方かたであっても厄やつ介かいだな、と、内ない心しんで苦く笑しようしながら、正純は大きく首を傾かしげて見せた。

「……はあ？　切羽詰まってる？　私が？　──何なに言ってんだ、お前こそ」

　噓うそをつくのは苦にが手てだと、正純は己おのれをそう思う。

　周囲の、窺うかがうような視線もある。そして状況は進行している。

　既すでに武蔵むさしは大地の上を行き、清しん武たけ田だに入ろうとしているのだ。

　清武田の信頼を崩くずさぬためにも、ここで決断する必要がある。

　……敵てき対たいを告げるのだ。

　歴史再さい現げんを無む視しして、ここで羽は柴しばと敵対する。そして墨すの俣またと長なが浜はまを退しりぞけて関かん東とうに入る。

　無む論ろん、羽柴側との敵対状況を作って関東に入れば、関東勢ぜいは余よ計けいな波なみ風かぜを立てたと言うだろう。だが、その責任は、自分一人が取ればいい。だから、正純は急ぎ、

「この状況を見ろ。打だ開かいが必要だ。だから──」

「駄目だっつうの」

　葵あおいが、いいか、とこちらの目の前に立った。そして馬鹿は、胸からパッドを抜き、

「ちょっと入れてみろ」
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　三秒ほど、誰だれもが沈ちん黙もくした。その後で、息を静かに吸ってから、正純は馬鹿を半はん目めで見た。

「何が言いたい」

　はあ？　と馬鹿が首を傾かしげ、真ま面じ目めな顔で手の物をこちらに改めて差し出した。

「いや、ちょっとでいいから、な？　な？　ちょっと、ちょっとだけでいいから」

「いやだから本気で何が言いたいこの馬鹿っ」

　言った瞬しゆん間かんだ。馬鹿が鬘かつらを外して、そのままの向きでこちらの頭に被かぶせてきた。

　こちらにとっては、後こう頭とう部ぶ側の長ちよう髪はつで顔が隠かくれることになり、

「わ」

　と驚いた視し界かいが金色の房ふさで揺れる。慌あわてて手を掛けるが、サイズがきつめなのと、こちらの髪が嚙かんで、容易たやすく外れない。しかし、

「おいアリクイ、通つう神しん先は義よし経つねか？　今ちょっと見えたけど」

『まー』

『──は？　何じゃ、馬ば鹿かか』

「おお、義経か」

　こら、と正まさ純ずみは呟つぶやいた。が、馬鹿がこちらの頭を摑つかんで表示枠サインフレームから遠ざける。

　そして馬鹿は、こちらを完全に無む視しして、

「おい義経、聞こえてるか？　チンコは後だ。今、女じよ装そう中だからな」

『何が言いたい貴き様さまぁ──!!』

『よ、義経様っ、広い心、広い心をっ』

「爺じいさんども大変だなあ。……で、おい、義経。これ、ちょっと映ってるの見えるか？　チンコじゃない、よく見ろ、コイツ、パツキンだろ？　──セージュンじゃねえから」

『──はあ？』

　何を言う。正純はそう抗こう議ぎしようとしたが、馬鹿は更さらに義経へと言葉を続けた。

「コイツ、どっかの馬鹿が変へん装そうしてそっち騙だまそうとしてたんだよ。そうに違いね。だってよ」

　だって、

「俺おれんトコの副ふく会長は、交こう渉しようの時、いつもニヤニヤしてんだよ。何が楽しいんだこんなキッツイ状況、って時こそ、ホント、すげえいい空気満みちてる顔でな。だから──」

　だから、

「それが出来ねえコイツはセージュンじゃねえ。変装暴あばいたの、見たろ？」

「待て！　葵あおい……！」

　どうする気だ。ここで、どうやって、

　……私のミスを、どうやって切り抜ける!?

「なあ義経」

　馬鹿が、義経にこう言った。

「──俺おれ達ごと、全部撃うてよ」
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　義経は、馬鹿の言葉を確かに聞いた。

『三み方かたヶ原はらの戦いってやつ、この前ちょっと聞いたアレだ。アレ、俺達がかなりボロボロにやられんだろ？　だったら、──それがフツーなんだよな、フツー。武蔵むさしがどうなるか解わからねえけどよ。セージュンが、なるべくそれを回かい避ひさせようってしたのも解わかるんだけどよ』

　でもよ、

『だったら、それ、回かい避ひ出来ないのがフツーなんだよな』

　だからよ、と馬ば鹿かは画面の外に正まさ純ずみを突き出した手を揺らした。摑つかんでいる相手に力を送るようにして、

『だから義よし経つね、俺おれ達を撃うとうぜ！　俺らはまあ、どうにかすっから気にすんな！』

『待て──！』

　と、声を飛ばしてきたのは利とし家いえだ。

『僕達も巻き込むつもりか!?　それは……、敵てき対たい行為そのものとなるぞ!?』

『あ？　何なに言ってんの？　俺達、羽は柴しばと松まつ平だいらはマブダチだろ？　今。

　でも、俺、こうも思う訳わけよ。……俺達がオメエ達に友ゆう好こう友好言いって、オメエ達がそうだねって言っても、ちょっと信じ難がてえよなあ、って。

　だからよ、俺達の友情パワーを確かめるのにさあ……』

　馬鹿は、頭を搔かきながら台詞せりふを繫つなげた。

『──三み方かたヶ原はらの戦いで、一いつ緒しよに撃たれてくれるよな？』
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「待て──！」

『まつ──』

　あ、まっちゃんギャグ言った！　と脳の片かた隅すみで思った利家だったが、

　……無む茶ちや苦く茶ちやだ！

　こちらが武蔵側の非ひ敵対性せいを信用出来ないと言ったら、向こうも同じく友好かどうかを確かめたいと言ってきた。それも、

「何な故ぜ、僕達が三方ヶ原の戦いに巻き込まれねばならない！」

『おーい、シロ』

　は？　といきなりの呼びかけに首を傾かしげた眼がん前ぜん。馬鹿が、画面の左を見た。

『おいシロ。こいつ、傭よう兵へいだからよ。雇やとっちまおうぜ。友情金で買ってさ、なるたけこいつら盾たてにすんだよ。いい作戦じゃね？』

『待て、馬鹿か貴き様さま！　何を言ってる！』

　と、横から入ってきた商人の声に、利家は幾いく度ども頷うなずいた。あまりにも無茶苦茶だよね、と。

　そして武蔵の会計が左から画面に入ってきた。長身の彼は無む表情にこちらを見て、次に背後の馬鹿に身を向ける。その上で、武蔵会計は馬鹿に対してこう言った。

『いいか馬鹿。良く聞け。友情を金で買うなど、とんでもないことだ』

　そう！　そうだよね！　いけないことだよね!?

『──あんなもの、金を払う価か値ちも無い』

「えええええええ!?」

『オメエ……、たまに俺おれの芸げい風ふう突き抜けてどっか行くのやめね？』

　馬ば鹿かが首を傾かしげるのを無む視しして、さあ、と会計がこちらを向いた。

『よし、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 会計、友情はサービスの一いつ環かんだ。いいぞ、サービスは。後あと腐くされもないから騙だましても足がつきにくいしな！　──じゃあサービスで先に死ね貴き様さまらしかも無料で、だ』

「待て待て待て!!」

　どこかで何かが変になった。そして思うことは一つだ。こちらは歴史再さい現げんの遵じゆん守しゆを武蔵むさしが破ったから追っているのだから、その場合は、

　……歴史再現に関する諸しよ事じの優先権けんとしては、これから始まる三み方かたヶ原はらの戦いよりも、今いま進行している僕達の方が優先だ！

　だから、三方ヶ原の戦いを、ここで始めることは出来ない。

　……僕達の、次だ。

　そう思い、彼らの言げんを無視しようと、利とし家いえはそう考えた。

　しかし、不ふ意いに一つの声が聞こえた。それは馬鹿の、

『おいおい、そっち、前まえ田だナンタラ？　赤いの、オメエ、いいか？　オメエさ、そろそろ清しん武たけ田だのトコに入るんだけど……』

　疑問が、一つ、飛んできた。

『義よし経つねに許きよ可か取ってんの？』
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　利家は、冷たい息を詰めた。

　……しまった！

　清武田領りように入るにおいて、利家は、武蔵を処しよ罰ばつするために必要なこととして、まず領りよう内ないへ進しん入にゆう許可を得るつもりだった。だが今、義経は、

『わしゃ、いろいろ聞いたが、許可はまだ出しておらんな』

　……やってくれた……。

　本来ならば、会議の始まりに、義経相あい手てに許可を取っている筈はずだった。

　否いや、そのように話を進めていたのだ。

　だが、こちらが許可を取ろうと交こう渉しようを詰めている中、割り込んできた相手がいたのだ。その相手は、

「……武蔵、副ふく会長!!」
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　頭を鬘かつらごと馬鹿に押さえ込まれ、俯うつむくようにされた正まさ純ずみは、しかし表示枠サインフレームから聞こえる応おう答とうによって、自分が為なしたことの意味を悟さとった。

　……良かった。

　最初に仕込んだ、初歩的とも言える、だからこそ重要な飛び込みが功こうを奏そうした。

　義よし経つねと利とし家いえの話し合いが進んでいなかったからこその行ぎよう幸こうだが、

　……前まえ田だの意識をこちらに向けさせたのは、誇って良いことだろうか。

　と、思った時だ。ふと、頭を揺らす手が、こちらの顔を上げさせ、

「よく解わかんねえけど」

　馬ば鹿かが、首を傾かしげながら、問い掛けてきた。

「笑ってっか？」

「──偽にせ物ものだろ？　私は」

　それ以上の手は打っていないのだ。

　だから正まさ純ずみは、改めて肩を落とした。何しろ、

　……ここから先は、どちらにとっても、厳きびしい結果を押しつけ合うものになる……！
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　利家は、まつが示してきた航こう路ろ図ずを見ていた。

　清しん武たけ田だ領りよう、対たい空くう砲ほう撃げきの列まで、後あと一分ほどの距きよ離りだ。

　このままだと、歴史再さい現げんの処しよ罰ばつ行為中とは言え、領りよう内ない通過許きよ可かをとっていない墨すの俣または領りよう空くう侵しん犯ぱん状態だ。砲撃を受けてもやむなしだが、

　……ここで武蔵から離れれば、三み方かたヶ原はらの戦いを、彼らは談だん合ごうでやっていくことになる。

　武蔵には何の被害もなく、みすみす逃がすことになる。そういうわけだ。ならば、

「よし」

　利家は、腹を据すえた。

　そして利家は、表示枠レルネン・フイグーアの中に見える義経を見て、馬鹿を見て、口を開いた。

「理解の上だと思うが、……清武田に対し、敢あえて言うことにしよう」

　それは、

「──本ほん艦かん、及び僚りよう艦かんは、聖せい連れんの指し示じの下、歴史再現を脅おびやかした武蔵を追つい撃げき中です。

　本艦に対する妨ぼう害がい行為は、聖連と歴史再現に対する妨害行為と判はん断だんし、敵と見なします。

　そしてもし、聖連が敵と見なしたならば──」

　後あと先さきを考えない賭かけで言いそうな言葉だと、そう思いながら、利家は台詞せりふを述べた。

「その教きよう導どう院いん支配地を聖連は制せい圧あつ。武ぶ装そう解かい除じよの後、暫ざん定てい支配地ちとします」
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「強きよう権けんが過ぎますぞ！　聖連の威いを借りて世界を支配する気ですかな!?」

　佐さ藤とう兄弟のどちらかの叫びを、義よし経つねは聞いた。が、彼女は右の手を軽く上げて後ろに振り、

「気にするな。その程てい度どのことが脅おどしになると、そう思っとるのじゃろう。──どうせ世界を支配しても残りの寿じゆ命みようは五十年程度だろうにのう」

　しかし、

　……全く、面めん倒どうなことを押しつければ脅しになると思っておる。

　こちらが武蔵むさしを護まもろうとすれば、聖せい連れんが清しん武たけ田だを攻こう撃げきすることになるわけだ。

　清武田は大国だが、聖連諸しよ国こく全体とP. A. Odaを敵に回して保もつとは思えない。

　そして問題なのは、滅ぼされた後のことだ。

　……その場合、滅ぼされた清武田領りようにP. A. Odaが暫ざん定てい支配で居い座すわることになる、か。

　関かん東とうをP. A. Odaから護っていたともいえる王者が、武蔵を護ることで自らを滅ぼし、更さらにはP. A. Odaを関東に呼び込むことになってしまうのだ。

　だから前まえ田だはこちらに譲じよう歩ほを求めている。武蔵の追つい撃げきについて不ふ問もんにしろ、と。

「ナメおって」

　武蔵さえ護らなければ、武田は滅びず、武田の土地が聖連の暫定支配下かになることもない。

　関東、東とう北ほくの教きよう導どう院いんの多くは、それを望むだろう。彼らの多くは、伊だ達て家を始めとして覇は権けんを争っており、未来の支配者として松まつ平だいらが来ることすら忌き避ひしている筈はずだからだ。

　関東の大部分を治める帝てい王おうとして、自分はどのような選択をすべきか。

「成なる程ほどのう……」

　義経は思った。面白い、と。

　武蔵勢も面白いが、この敵、羽は柴しば勢ぜいもなかなかだ。清武田のあり方そのものを交こう渉しように利用しようと言うなど、なかなか肝きもの据すわった連れん中ちゆうだと思う。だから、

「前田、貴き様さまの挑ちよう発はつ、──少々、乗ってやろう」

『聖連の指し示じによる武蔵の追撃。それを許してくれますか？』

　問い掛けに、義経は口だけの笑えみでこう答えた。

「誰だれが許すか馬ば鹿か者。──聖連やP. A. Odaの威なぞ、知ったことか」





●






「え!?　やっぱ義経、俺おれの味み方かた!?　乗せたから!?　それってつまぐふっ」

　馬鹿が、ホライゾンのショートフックを脇わき腹ばらに食らって地面に転がった。

　皆が、ひい、と引く横、しかし砲ほう撃げきの光を浴びて、ホライゾンが正まさ純ずみに問うた。

「一体、どういうことです？　正純様。──チンーコを乗せたらキャラがデレた。そんな恐ろしいことがあり得るのですか？」

「そっち!?　そっちから話題に入るのか!?」

　まあまあ、とホライゾンは両手で皆を制し、鬘かつらの髪かみを左右に分けている正純に振り向く。

「正まさ純ずみ様。義よし経つね様の選択は、恐らく関かん東とう諸しよ家かに対し、最さい善ぜんのものと考えていいのですね？」

「だろうな。……義経は確かに、最も咎とがめのない歴史の進行を選択した」

　そうなんですか？　と疑問したのは浅あさ間まだ。彼女はホライゾンと正純を交こう互ごに見て、

「武蔵むさしを通したら、清しん武たけ田だは聖せい連れんとP. A. Odaに暫ざん定てい支配されることになるんですよね？　それって、関東諸家にとって、一番マズい結果では？」

「そうならない方法があるんだ。武蔵を最大限保ほ護ごして関東に行かせながら、しかし、聖連とP. A. Odaに関東の暫定支配をさせない方法が、だ。

　無む論ろん、それは、──武蔵にもそれなりの負ふ担たんを強いるがな」

　それは、と正純が言葉を繫つなげようとした時だ。

　義経の声が、表示枠サインフレームから響ひびいた。

『前まえ田だ・利とし家いえ。清武田領りようの通過の条件として、清武田の傭よう兵へいとなれ』

　そして、

『貴き様さまに、三み方かたヶ原はらの戦いの実じつ行こう権けんを与える。その雇こ用よう期限は、──三み河かわという本ほん拠きよを松まつ平だいらが失っているがゆえ、松平が次の本拠に達するまで、とする。

　それまでに双そう方ほうは三方ヶ原の戦いを実行。その完かん遂すい状況を見て、聖連は武蔵を判はん断だんしろ。

　武蔵が歴史再さい現げんを護まもる気があるのかどうかを。

　──歴史再現を遵じゆん守しゆする聖連として、断る理由は無いな？』
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・銀　狼：『──つまりは、江え戸どに武蔵が到達するまでが三方ヶ原の戦いとなりますの!?』

・金マル：『ええと、でも、ガっちゃんの〝成なる瀬せ・正まさ義よし〟討うち死にとかはどうなるの？』

・●　画：『マルゴット、私を心配──、ってヤバ、想そう像ぞうしたら鼻はな血ぢ出て来ちゃったわ！』

・礼賛者：『小しよう生せい思うに、ナルゼ君、今回いろいろハイペースでは？』

　ともあれ、とネシンバラが言葉を打ち込んできた。

・未熟者：『〝成瀬・正義〟の歴史再現など、こちらにとっては好こう都つ合ごうだ。何しろ義経公こうは、清武田側の歴史再現を傭兵としての前田に預けたんだ』

　解わかるかい？

・未熟者：『墨すの俣また一艦かんでは、どう考えても三方ヶ原の戦いとして松平家けを追いつめることは不可能だ。義経公は、聖連代表の前田が武蔵の歴史再現干かん渉しようを咎とがめたことを逆さか手てにとって、彼に三方ヶ原の戦いを失敗させ、歴史再現失敗の咎を負わせようとしているんだよ』

・煙草女：『だったら、このまま江戸に着けば勝ちってわけさね。ナルゼ、浮かれて飛び出すんじゃないさ』

・●　画：『わーかってるわよ。失礼ね。おとなしくネーム切ってりゃいいんでしょ？』

・貧従士：『いや、それもまた……』

　その時、武蔵むさしは眼がん下かの砲ほう群ぐんを通過した。

　皆は艦かん底てい部ぶから来た映えい像ぞうを表示枠サインフレームで確かく認にんする。

「あ」

　と浅あさ間まが声を挙げた。

「下、清しん武たけ田だの人達が、こちらに腕を振り上げてますよ……」
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　義よし経つねは、頭上を行く巨きよ大だいな影を見上げていた。

　手を振るつもりなど毛もう頭とう無い。見送りなど、王のすることではないのだから。だから、

「佐さ藤とう兄弟、手を振ってやれ」

　それだけ言って、また彼女は西を見た。

　前まえ田だも律りち儀ぎだ。頭上では武蔵に砲ほう撃げきせず、通過してからまた始めるとは。

　遠ざかる武蔵と墨すの俣またからは、未いまだに表示枠の映えい像ぞうが届いている。武蔵副ふく会長も、前田も、どちらもこの先がどうなるのかを理解出来ているのか、

「何じゃその堅い表情は」

　応えはない。ただ、わずかながらも沈ちん黙もくの時間が生まれた。

　だからというように、武蔵が通過する闇やみと轟ごう音おんの下で、義経は篝かがり火びと表示枠の光に照らされながら、口を開いた。

「これで、わしの、武田・信しん玄げんとしての役目も終わりじゃな」

　三み方かたヶ原はらの戦いの際に、信玄は病死する。ゆえに、

「三方ヶ原の戦いを始めた以上、わしの指し揮き権けんは無くなった。そして──」

　義経は、遠く、西の空に目を細めた。暗い夜の中、暗あん雲うんのようなものがこちらへとゆっくり近づいて来ている。その姿すがたを確認した義経は、口くち端はに笑えみを浮かべ、

「前田、もしもわしが貴き様さまを叩たたき落としたら、……後ろに控えさせていたP. A. Oda本隊と、松まつ永ながとの戦せん闘とうで生き残った九く鬼きの編へん成せい隊を差し向ける気じゃったろう」

　しかし、と義経は、画面に映る利とし家いえを見た。堅い表情をしている彼に対し、義経は口だけの笑み顔を崩くずさずに言葉を繫つなぐ。

「前田」

『何でしょう？』

　うむ。

「……わしがこのような形に出て三方ヶ原の戦いを行った場合、どう対応すべきか、恐らく貴様らは決めておるじゃろう？

　ここに連れてきた本隊で、──さて何の歴史再さい現げんを進めるかを、な？」

『……それは、何の歴史再現ですか？　私達が、どのような歴史を始めると？』

　解わかっておるくせにのう、と義よし経つねは笑った。何しろ、遠くに見えている艦かん隊たいの影は、今も増えつつあるのだ。

　P. A. Odaの、オスマン側にある既き存ぞん艦隊を全て動員したほどの大だい艦隊。

　小しよう艦も大たい艦も、旧きゆう式しきの、それこそ三征西班牙トレス・エスパニアのようにレパント時代のまで駆かり出した総そう力りよく戦を、向こうは望んでいる。

　そこまでして、なす事。

「受けて立とう。信しん玄げんの死後に生じる、織お田だと武たけ田だの決戦。武田家けが滅びる始まりの──」

　その時が来たのか。

「ああ、──長なが篠しのの戦いじゃな」
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　正まさ純ずみは、通つう神しんから響ひびく義経の決けつ断だんを聞いた。

　いいか？　と、義経が左の方、前まえ田だの表示枠サインフレームの方を見て眉まゆを立てた笑えみを作る。

『羽は柴しば、前田、この相あい対たいは貴き様さまらの負けで、わしの勝ちじゃ。貴様らは駆かけ引きを用い、策を弄ろうし、そしてわしの作った国を奪うばおうとした。しかし、──わしはただ、歴史再現をもって、この清しん武たけ田だの土地を、歴史通りの展開とする』

　と、そこまでを言って、彼女はこちらを見た。

『正純』

　いいか？　と義経が再び言った。

　そして彼女は、笑みを濃くしながら、ふと空を、こちらの方を見上げた。

『知っておるか？　武田が滅びた後、武田領りようがどうなるか。──その残ざん党とうも含みで、いずれ松まつ平だいらの支配下となるのじゃ。じゃからの？　今すぐは無む理りかもしれん。

　しかし武蔵の馬ば鹿か共どもよ。これは今のわしが出来る二つの援えん護ごじゃ』

　一つ。

『東に行き、力をつけて来い。それが叶かなえば我らは力となろう』

　そしてもう一つは、

『長篠が終われば、信のぶ長ながに関する歴史再さい現げんは大きく進む。──貴様らの為なそうとしていることは大だい体たい予測出来るが、その助けになるじゃろう』

　いいか、と義経がまた言った。

『天てん地ち神しん妙みよう。神に等しい王のものを人の小こ賢ざかしさで奪おうとしても、世界は王の物じゃ。貴様らに王は何も従わぬ。好きなように生き、好きなように時代を進める。

　だから武蔵むさしの馬鹿共よ。敢あえてここで言っておく』

　それは、

『わしは今、誰だれにも従わぬままに、ただ貴様らに時代をつけよう、武蔵』

　……時代を進ませてくれると、そういうことか。

　極きよく東とうでも、誰だれかの名前でもなく、義よし経つねは、こちらを武蔵むさしと、そう呼んだ。その事を心に刻んだ正まさ純ずみの眼がん前ぜん。表示枠サインフレームの中で、義経が上を見た。こちらを見上げているのだ。

　そして、義経は、ふとこちらの横に立つ馬鹿を見た。

　彼女は口を横に広げた笑えみを作り、

『もっと、わしのように、自由になってみい。──これがわしの名を呼んだ貴様に対する、帝てい王おうとしての一つの教えじゃ、全ぜん裸ら』

「いや、俺おれ、……今、全裸じゃなくて女じよ装そうネタが旬しゆんなんだけどよ……」

　馬ば鹿か者ものめ、と、一つの苦く笑しようと共に、表示枠が消えた。

　王は見送らない。だからと言うように、義経が通つう神しんを切ったのだ。

　いきなりの決けつ別べつに皆が言葉を失い、身動きを止め、

「────」

　沈ちん黙もくが生じた瞬しゆん間かん。いきなり武蔵が震しん動どうした。

「……!?」

　外からの砲ほう撃げきではない。加速によるものでもない。その震動は内部からによるもので、

『非常……！　各かく艦かん内部を破は壊かいしている工こう作さく員いんが居ます！　──数は七！』

　放たれていく声は〝武蔵〟のものだ。彼女の声が示す数を、誰だれもが憶おぼえている。

『──真田さなだ教きよう導どう院いん所しよ属ぞくの七名！　各艦内ないを破壊しながら逃とう走そう中！　──以上』
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「流石さすが、毎日切せつ羽ぱ詰まった真田の連れん中ちゆうは切り替えが早いのう。ぬるま湯浸つかってる小こ僧ぞう共どもに教えてやれ。今は戦せん国ごくの世なのじゃとな」

　東の空、墨すの俣またと長なが浜はまに追い立てられていく武蔵が、各部から煙を噴ふき上げている。

　搭とう乗じようしていた真田勢によって、破壊工こう作さくを仕掛けられたのだ。

　……武田の滅びた後、真田は羽は柴しば側に付くこととなるからのう。

　小しよう勢力ながら、関東に対する監かん視しの目として、または連れん絡らくや警けい護ご役やくとして働くことになる彼らは、先せん行こうしてその役を果たし始めたと言うことなのだろう。

「しかしまあ、甘い連中じゃ。一いつ宿しゆく一いつ飯ぱん、その恩おん義ぎを、ここで綺き麗れいに壊こわしていくか。──次つぎ会う時は手を抜くなと、そう言っているのと同じではないか」

　使えぬ連中じゃ。

「忍にん者じやともあろうものが、情じようを策に使わず、このような、破は壊かいし切れぬ手を打つとはの。だから〝要いらずの〟などと呼ばれるのであろうにのう……」

　言っている間に、また爆ばく発はつが生じ、武蔵が遠くなっていく。

　幾いくつもの破は壊かいを受けながら、八の巨きよ影えいは、東へと、確かに小さくなっていく。

　その姿すがたを、しかし視し界かいから捨てるように、つと義よし経つねは西の空を見た。

　莫ばく大だいな艦かん群ぐんがこちらに来ている。

「佐さ藤とう兄弟。指し揮きは二人で執とれ」

「Ｔｅｓテスタメント．、義経様は……!?」

「長なが篠しのが始まった以上、わしゃあ指揮権けんが無い。指揮官かんである次じ代だい、勝かつ頼よりの襲しゆう名めいは──」

　佐藤兄弟が、揃そろって頷うなずいた。

「義経様が信しん玄げん公こうを急きゆう遽きよ引いん退たいされたので、臨りん時じと言うことで私ども二人が分ぶん割かつで襲名を。

　──後に生じる〝国こく人じん衆しゆうの反はん乱らん〟から武たけ田だの滅めつ亡ぼうまで、既すでに先行して動かしております」

「責せき任にん重大じゃな。〝長篠さえやらなければ〟と上う手まく嘆なげけよ？　あと、勝頼の最さい期ごである自じ害がいについては、分ぶん割かつによるお互い半はん殺ごろしで手を打てるなら打っておけ。そして──」

　義経は、東に構えられている大型浮ふ上じよう都市〝弁べん慶けい〟を見上げる。その艦かん首しゆ部の視し覚かく素そ子しが光り、こちらに赤い色を向けるのに頷うなずきながら、

「昔むかし通り、好きにするさな」







[image: 第九十二章『別れ場所の宣告者』]
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　武蔵むさしの西の空、幾いくつもの光こう条じようが、更さらなる西の空へと幾いく本ほんも飛んでいく。

　その光を見送るように、武蔵野むさしの表ひよう層そう部ぶを艦かん尾び側へと急ぐ姿すがたがあった。一人は清しん武たけ田だの上うわ着ぎをベスト状に着込んだ男。もう一人は清武田の女子制服にスカート着ちやく用ようで、

「急ぐよ、あんた……！」

「おうよ、才さい蔵ぞう。──他のは？」

　問い掛けに、五つの表示枠サインフレームが彼の顔かお横よこに出る。どれも光ではなく、影で描かれる隠おん密みつ用だ。そこに、やはり影の色で映る一人、派は手でな化け粧しようで鉄てつ扇せん剣けんを肩に担になった女が、

『七番、利り一いち、──現在そっちに向かってる。外がい縁えん、無事なトコ確かく認にんしたから。いつでも飛び降りられる』

　隣となりの表示枠で肩を竦すくめるのは、鬼おに型巨きよ人じん族の僧そう侶りよだ。彼は、苦く笑しようの頰ほおを搔かき、

『三番、三み好よし・晴せい海かい。──僕、ダイブは苦にが手てなのでありますが』

『四番、伊い佐さ、──セーカイそれでよく忍にん者じややってられるよねえ……。ああ、でも、もうお帰りの時間か。もっと洋食三ざん昧まい行きたかったなあ……』

　と、小こ柄がらな娘むすめがそう言って、隣となりの表示枠の、目を伏せた青年が言う。

『五番、穴あな山やま、──猿さる飛とび班はん長ちよう、そちらに集合しますが、手助けは──』

「いらんよ、人狼女王レーネ・デ・ガルウに子供扱あつかいされた連れん中ちゆうめ」

　ええ、と穴山が頷うなずいた。

『でもそれ、そこの十番、筧かけい君の話なので、私は違いますけどね』

　きたねえよ！　と、細ほそ身みの男が言い、皆が笑う。そして穴山が、

『ともあれ班長達も、無む理りをしないように』

「そうだねえ。と、──この辺りで歩ほ数すう合ってる筈はずだよ、あんた」

　と、才蔵が呟つぶやき、佐さ助すけの背を抱いた。

　風に飛ぶ。

　巻かれる動きで二人が行ったのは、表層部に並ぶ企き業ぎよう区画の屋根の上だ。

　霧きりをたなびかせ、風ふう精せいの才蔵に護まもられた佐助は、しかし屋根上に立たない。二人は膝ひざを縮め、並ぶ屋根をゆるりと飛び越えた。そして眼がん下か、斜めに行く先の道を見る。

　道みち上うえを艦かん尾び側へ、奥おく多た摩ま方面へと走る姿が二つある。白はく衣いの少女と、作さ業ぎよう着ぎ姿の男だ。

　佐助は、作業服姿の背を見て頷うなずいた。

「いた、武蔵王おうだ」
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　佐助は、才蔵の風に乗り、無む音おんで道路へと行った。

　武蔵むさし王おうヨシナオは、一いつ緒しよに走る白はく衣いの少女の背を護まもるようにしている。

　だが、彼は、背後に落ちていくこちらに振り向かない。息を切らす少女を気き遣づかっている。

　その首に向け、佐さ助すけは短たん刀とうを抜き、霧きり隠がくれの風となって降り、

「────」

　不ふ意いの蹴けりが、カウンターとして、下からこちらに吹っ飛んできた。
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「──!?」

　短刀で受けようにも間に合わない。

　だから佐助は、身を翻ひるがえした。

　背後からこちらを抱く才さい蔵ぞうの肩を抱き返し、地面へと身を沈めたのだ。

　下から放たれた蹴りを潜くぐるようにして回かい避ひ。

　全ては無む音おん。

　そして伏せた頭上を蹴り足が飛び、そのまま宙に高速で跳ちよう躍やくした。

　……誰だれの攻こう撃げきだ!?

　忍にん者じやであるがゆえに、一度見た相手の剣けん筋すじや身体からだの動きは記き憶おくしている。

　だが、今の蹴りの動きは、知っているようで知っていない。見たことはあるが、どことなく違い和わ感かんがある蹴りだ。

　だから佐助は、身を引いて起こしながら、視し界かいの端はしで相手を確かく認にんした。

　こちらの傍かたわらを、足音も立てずに跳躍し、近くの屋根上へと跳んだのは、

　……水み戸と松まつ平だいらの襲しゆう名めい者しやか！
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　ヨシナオは、走りながら、腰こし剣けんに掛けようとしていた右手を戻した。

　……駆かけつけてきてくれたのであるな。

　共に走る三み科しな・大ひろが、こちらの仕し草ぐさに気付いたのか、浅く振り向いた顔を見せる。

「どしたの？　教きよう頭とう先生。放置してきた固定筐体ＰＣ　のソリティアが気になる？」

　否いや、とヨシナオは答えた。そして、背後に振り向くことなく、こう言った。

「この戦いの後、……見直すべきことが多くありそうだと、そう思ったのである」
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「危ないところでしたわ。……破は壊かい活動に気を取られて、重要人じん物ぶつの保ほ護ごを怠おこたるところでしたものね。しっかりしませんと」

　と、銀の髪かみが企き業ぎよう区画の四角い木もく造ぞう建築の上に立つのを、佐助は見た。

　その時には、こちらももう、向かいの建物の上へと飛んでいる。しかし、

　……人狼女王レーネ・デ・ガルウの娘むすめ、随ずい分ぶん、変わったな。

　IZUMO辺りでは、どことなく浮ついた空気を感じていたものだが、

「これを見ても動じないのは、いい度ど胸きようだ」

　こちらが屋根に降り立った瞬しゆん間かん。周囲に仲間が揃そろった。

　自分を含む真田さなだ十じゆう勇ゆう士しの内、七人だ。

　しかし、こちらに対し、人狼女王の娘は笑った。

「お別れの挨あい拶さつですの？　だったら──」

　彼女の周囲に、その仲間が並んだ。

　武蔵むさし第一特とく務むとメアリ・スチュアート。立たち花ばな夫ふ妻さい。そして第二特務の半はん竜りゆうに、カレー鍋なべを手にした印イン度ド人が立つ。最後はよく解わからないが、多分、隠かくし球だまなのだろう。カレーは隠し味が大事だからな。しかしここにいない連れん中ちゆうは、他の重要人じん物ぶつの警けい護ごに回ったと考えるべきだが、

「世せ話わになった」

　言うと、半竜が応じて頷うなずいた。

「ノリキが残念がるであろう。貴き殿でんら、艦かんの補ほ修しゆうなど、よく手伝ってくれたしな。──その分壊こわしおったが」

　そうですね、と頷いたのは、立花・宗むね茂しげだった。彼は三み好よし・晴せい海かいに視線を向け、

「入にゆう道どうは、子供達ともよく遊んでいた筈はずですが、……なかなか難しいものですね」

「僕としても、ああいう時間をなるべく長く得たいとは思っておるのです。しかし──」

　御ご免めんね、と才さい蔵ぞうがこちらの背から剝はがれて、小さく苦く笑しようした。

「やっぱり、立場があるんだよ。だから、次つぎ会った時は、最初から敵だからね。あたし達にいきなり殺されても、文もん句く言わないでおくれよ？」

「殺されたら文句言うこと出来ないだろうが」

「うるさいねえ、あんたは」

　という才蔵の言葉に、メアリが小さく笑う。そして、彼女はこちらに一いち礼れいして、

「御お達たつ者しやで」

　言った瞬しゆん間かんだ。武蔵第一特務が、攻こう撃げきを放ってきた。

　王賜剣一型ＥＸ．コールブランドを、投とう射しや武ぶ器きとして放ったのだ。

　挨拶は終わりだ。これから、ずっと、敵としての相あい対たいになる。その始まりを告げる一いち撃げきだった。だから、佐助は敢あえて受けた。

　己おのれの短たん刀とうを浅くぶつけ、折られないように火ひ花ばなを生み、

「──じゃあな」

　既すでにこちらは、背後の宙に大きく飛んでいる。

　跳ちよう躍やくし、突っ走り、行くべきは外そと舷げんの縁へりだ。

「ったく、やりにくい敵が出来ちまった」

　言いつつ、甲かん板ぱんから飛び出した虚こ空くうの下。関かん東とうの西側に位置する、真田さなだの領りよう地ちがある。

　黒い山の中、森と谷の底へと落ちていきながら、佐さ助すけは呟つぶやいた。

「若わかや先生達に、何と報告したもんかな……」
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　ミトツダイラは吐と息いきと共に肩を落とした。

　今、自分達は敵の一いつ派ぱを撤てつ退たいさせ、しかしもう一派の敵の攻こう撃げきを空から得え続けている。だが、

「──一つの敵が去ったのは事実ですわ。急ぎ、補ほ修しゆうと迎げい撃げきの続ぞつ行こうを！」

　現在の状況を理解し、ミトツダイラは表示枠サインフレームで指し示じを飛ばす。

〝武蔵むさし〟から生徒会と総そう長ちよう連れん合ごう関係者に送られてくる航こう路ろ情報からするに、

　……現在、武蔵は駿河するが湾わんからやや北に切り込みながら東へと向かっていますのね。

　沿えん岸がん部を暫ざん定てい国こつ境きようとして行くのではなく、一いつ直線に江え戸どへ向かうつもりだ。

　……歴史再さい現げん中だから、暫定国境の航路を無む視しして行けますものね。

　マーカーポイントの存在が無いため、追つい走そうしてくる〝長なが浜はま〟からの砲ほう撃げきに対し、回かい避ひ運動もとりやすい。

・銀　狼：『これからどのようになさいますの？』

・未熟者：『三み方かたヶ原はらの戦いは、追おっ手てを引き離した松まつ平だいら側が自じ城じように逃げ込んだところで一いち段落するんだ。だから敵を江戸までの間に引き離し、関かん東とうIZUMOの専用ドックに飛び込む』

・煙草女：『関東IZUMOの武蔵用陸りく港みなとは浮ふ上じよう型がたさね。地上側にあるものより着ちやつ港こうが早くて済むさ。まあ、相当に荒っぽい事になるけどさ』

・俺　　：『あの、皆さん、ギャグ……、どこかで欲しくありません、か……。駄だ目め……？』

　皆の無む視しする気け配はいが表示枠から伝わって来たので、ミトツダイラもそうした。

　しかし、敵を引き離すと言っても、難しいものがある。大おお型がた艦かんの長浜はともかく、

「墨すの俣またが……！」

　この艦は、幽ゆう霊れい艦として、こちらについてくるのだ。だが、

　……対たい処しよの方法はありますわ！

　そのために、まずは、

『武蔵全ぜん艦かん、重力航行開かい始しします。──以上』

　艦かん内ない放送があり、外がい壁へき部ぶ側から流りゆう体たい光こうの光が届いてきた。

　連れん続ぞく使用のため、展開部は常にアイドリング状態だ。耐たい久きゆう性や燃料切ぎれのことを考えると、そろそろ決けつ着ちやくせねばならない。だから、

「……江戸までに墨俣の撃げき沈ちんを！」

　言葉に重なるように、武蔵の風が動いた。

　江え戸どに向かって、加速を入れたのだ。
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　利とし家いえは武蔵むさしの前進を見た。

　彼の視し界かいの中、巨きよ大だい艦かんはその大きさゆえ、わずかに身を縮めるように軋きしみ、そして一気に前に出ていく。

　幾いく度ど見ても、まるで怒ど濤とうのような力強さだと、利家はそう思う。

　だが、巨大な速度を波として捉とらえるならば、幽ゆう霊れい艦接せつ続ぞくの墨すの俣または波に乗る小こ舟ぶねだ。軽いがゆえに波に巻き込まれず、上を行く。

　だからそうした。武蔵に引っ張られるように速度を上げ、引かれる凧たこのように上に回り、見下ろしながら加速を貰もらっていく。

　速度が乗る。左、北側を行く長なが浜はまが遅れ出す。が、後でこちらが攻こう撃げきを送り続け、惰だ性せい航こう行こうの出力を防ぼう御ぎよ側に回させればいい。そうすれば武蔵の速度は落ち、長浜は追いつくだろう。

　と、いきなりのことが生じた。

　武蔵が、色を得たのだ。

　白の色。

　花のように、火ひ花ばなのように広がった色は、艦かん首しゆのバウを先せん端たんとしていた。

　海だ。武蔵が、加速の瞬しゆん間かんに前面側がわへと海を発生させたのだ。

　水は厚めに設定された物らしく、膨ぼう大だいな飛沫しぶきが武蔵の引き連れる大気にぶち当たって紡ぼう錘すい状に弾はじけ飛ぶ。が、武蔵の艦かん体たいは、水に受け止められ、己おのれの加速を消し、

「しまった……！」
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　墨俣が踊った。

　幽霊艦は武蔵の挙きよ動どうに反応して速度を落としたが、幽霊艦を後部に挟んで推すい力りよく源げんとする墨俣は別だ。軽量艦ではあっても自じ重じゆうはあり、止まろうとする幽霊艦と慣かん性せいで先に進もうとする墨俣の間で、確かな力の綱つな引ひきが生じた。

　結果として墨俣は、幽霊艦を引きずり、下につんのめるようになって、

「……！」

　致ち命めい的な隙すきとなる踊りを宙で食らった。
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　浅あさ間まは、一いつ瞬しゆんの機会を逃さない。

　武蔵アリアダスト学院の橋はし下した、教きよう導どう院いんに上がる階段途と中ちゆうの踊り場から矢を放つ。既すでにバインダースカートはこちらの身体からだを固定しており、尻しり側の後ろに隠かくれている喜き美みが邪じや魔まだが、

「──会いました！」

『拍はく手しゆ──!!』

　対たい霊れいの御祓みそぎ術じゆつ式しきを幾いく重えにも掛けた矢を、追つい尾び無なしの強化と加速重じゆう視しで墨すの俣またに放つ。

　今、墨俣が、挙きよ動どうを安定させるため、幽ゆう霊れい艦かんを一時離り脱だつさせようとしている。

　だが遅い。

　追尾力りよくを捨てて加速を重視した一いち撃げきは、確かに、槍やりのような光となって幽霊艦に直ちよく撃げきした。

　砕くだく。そして光が散り、空に霊れい達たちが光こう霧むとなって昇しよう華かに果てるが、

「──御お願ねがいします!!」

　直後に、武蔵が艦かん首しゆ側に作っていた海を消した。

　間かん髪はつ入いれずの再さい加速が、全ぜん艦かん側そく部ぶの展開部から背後へと叩たたき込まれた。まるで羽ばたくように、現状最さい大だい出力の加速光こうが空にぶちまけられ、宙に踊る墨俣を引き離し、

「……!!」

　武蔵むさしは、己おのれを溜ためた分だけ、一気に前へと身を押し出す。そして、

「──!!」

　八艦の巨きよ影えいは、ある一点から抜けるように前へと突っ走った。
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　空を、東へと、武蔵は単たん身しんでひたむきに速度を追う。

　各部の角かどや先せん端たん部から幾いくつもの白い霧きりの爆ばく発はつやたなびきを引き、武蔵は前に行く。悶もだえるように身を歪ゆがませながら、巨きよ大だい艦は風を潜くぐり、空の深くへ落ちるように速度を上げていく。

　長なが浜はまは追いつけず、墨俣も幽霊艦を失った遅れからついてくることが出来ない。ただ武蔵は、己が突き抜けて押し割った大気を音として、東へと向かう。

　その音を見上げて追うのは、上空に来た敵てき艦かん群ぐんと砲ほう撃げきを交換し始めた清しん武たけ田だの者達であり、

「……行ったか」

　静しずかで、伏せた弁べん慶けいの肩かた上うえに辿たどり着いていた義よし経つねは、降る音と散る炎ほのおや破は片へんの向こうに、去っていった影を見ていた。

　……さて、どうなるか。

　既すでに、長なが篠しのの戦いは始まっていた。

　武田の重じゆう機き馬ば砲ほうの群と、P. A. Oda航こう空くう艦かん隊たいの砲撃戦せんだ。

　周囲は今、音と光ばかりだった。上空の艦かん群ぐんには撃うてば当たるような状況だし、同どう様ように向こうも雨のような砲弾の連れん打だをくれてくる。

　重じゆう力りよく障しよう壁へき、防ぼう護ご障壁、個人のもの、大型のもの、いろいろな護まもりの術じゆつ式しきが光に散り、応おう酬しゆうの砲ほう撃げきが夜空を上下に貫つらぬき合う。

　だが、それらの衝しよう撃げきと光こう爆ばくをよそに、落ちる破は片へん群ぐんを気にもせず、義よし経つねは問うた。

「貴き様さまはどう思う？　──〝死んだ〟わしに連れん絡らく取ってくる酔すい狂きよう者ものめ」

　と、静しずかのタンク上で〝静〟が広げた表示枠を、義経は見る。そこに映っているのは、

「お前の想おもい人びとがおるのだろう。先せん導どう出来るかと思えばフラれたのう。北ほう条じよう・氏うじ直なお」

『死んでも余よ計けいな口を利く王様が居ると、清しん武たけ田だの未来は説せつ教きようくさそうですね、義経公こう』

「口の減らん餓が鬼きじゃのう。──こらあ！　そこ！　もっと大事に撃うて！　佐さ藤とう兄弟が必ひつ死しこいて集めた砲撃触しよく媒ばいじゃぞ！　そんなこと気にせずバカスカ撃つのが大事じゃろうが!!」

『……大事の意味が二に転てん三さん転てんしてませんか？』

　細かいことをいう餓鬼じゃ。と、そう思い、義経は静を右にターン。

　すると、先さき程ほどまで自分のいたところに五メートル四し方ほうの装そう甲こうが落ち、跳ね、また下へと落ちていった。それを見送り、下で佐藤兄弟が慌あわてて避けるのを義経は確かく認にん。

「で、──何じゃ北条？　こっちは滅ほろびるのに忙いそがしい、とっとと済ませろ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と氏直が言った。印度インド諸しよ国こく連れん合ごうはムラサイ教きよう譜ふであり、暫ざん定てい支配側のムガール朝ちようはP. A. Odaの傘さん下かだ。ゆえに普通ならばShajaと言う筈はずだが、

「──何じゃ、聖せい連れん式しきに倣ならいおって一体。……って、こら！　そこの対たい空くう！　こっちの頭上に艦かんを寄よ越こさせるな！」

『取り込み中のようなので、後にしますか？』

「ああ？　どうせすぐ滅ぶ。今にしろ」

　では、と、氏直から手て元もとの情報が飛んできた。

　それは三み河かわの沖おきから相模さがみ方面の海を示した地図で、上に描かれるものは、

『うちの、風ふう魔まの者が観かん測そくした航こう路ろ予測です』

「ほう……」

　そこに記されているものを見て、義経は頭を搔かいた。歯を剝むいた笑えみを作り、

「氏直、貴様が今まで話した言葉、見せたもの、行った振る舞いの中で、これが一番いいぞ……！　里さと見みの総そう長ちようが武蔵むさしに残ったのは、これを察さつ知ちしておったからか！　全くもって──」

　ああ、

「全くもって、世界が動き出す瞬しゆん間かんというのは待ち遠しいのう……！　よくやった！」

『有あり難がとう御ご座ざいます。──うちの部ぶ下かにそう言っておきます』

「それが貴様はいかん。もっと自分を誇れ。わしみたいに」

『義経公こうは何でも自分の手て柄がらにしたがるだけでしょう。聞きましたよ。以前、朝あさ目覚めた時に〝ああよく起きた。世界があるのはわしのおかげじゃな〟とか言ったって』

「人間素す直なおが一番じゃ。貴様も素直にならんか。下くだらぬ」

『素直ですと、あまりいいこともないじゃないですか。何度も騙だまされて』

　たとえば？　と言ったこちらの問い掛けに対し、氏うじ直なおが口くち横よこに掌てのひらを立ててこう言った。

『ちょんまげえ──』

「貴き様さまあ──!!」

　周囲で上空の迎げい撃げきに走っていた皆が振り向き、移い動どう都市〝弁べん慶けい〟の視し覚かく素そ子しが光を向けてきた。だからこちらは、手て指ゆびを外に振って視線を全て追い払う。その上で、

「つまり、こういうことか。──既すでにわしらは敗北している、と？」

『どう持ち込まれるか解わかりませんが、……私達の敗北ではありませんと、そう言いましょう』

「その強がりの理由を聞こうかの」

　Ｔｅｓテスタメント．、と、自じ動どう人形の身体からだを持った鬼おにの姫ひめは、こう言った。

『歴史再さい現げんによる敗北と、そうではない敗北では、意味が違う。そういうことです』

「同感じゃ。だったらまあ──」

　義よし経つねは、頭の後ろで腕を組み、

「こっちは、やるだけやるしかなかろ。ほら弁慶、起きろ。──敵の本ほん隊たいが来ておる。

　一いつ丁ちよう、いいところを見せてやろう」
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　北ほう条じよう・氏うじ直なおは、居きよ城じようとなっている小お田だ原わらの校舎の屋上からそれを知ち覚かくしていた。

　西の方角。

　そちらには箱はこ根ねの山が存在しており、戦争状態の平へい原げんを見ることは出来ない。

　だが、自動人形の氏直は目を伏せたまま、小田原各かく地ちの物もの見み櫓やぐらが送ってくる視し覚かく情報を統とう合ごうしていた。そうして〝見る〟のは黒い雲のように空を翳かざすP. A. Odaの艦かん隊たいと、その動きだ。

　……艦隊は三重編へん成せい、──三段撃うちの構えですね。

　最さい前ぜん列れつの艦は、砲ほう撃げきを一いつ斉せい射しや撃げきし、その反動を利用して後ろに下がる。そして下がった艦が次じ弾だんの装そう塡てんとクーリングを行っている間に、後ろの艦が前に出て砲撃を行う。

　これが二列ならば、撃つ列と待たい機き列という構えになるが、三列ともなると違う。最前列が撃つ時には、続く二列目はほとんど準備が終わっており、即そく座ざの連れん撃げきが放てるのだ。

　そして、この攻こう撃げきが恐ろしいのは、弾だん幕まくもだが、

　……受ける方が、間まを読めません。

　迎げい撃げきする側とて、同じような砲をもって行う。だが、その砲がどれだけ強力であっても、間かん断だんなく来る敵の砲撃に対しては、射撃タイミングを得られない。

　連れん打だに押されて防ぼう御ぎよ一いつ辺ぺん倒とうになるのと同じだ。更さらには、

「主しゆ砲ほう級きゆうの三段撃ちは信のぶ長ながの歴史再現であるため、他国が真ま似ねして対たい抗こう出来ませんしね」

　義経の部ぶ隊たいは、それに対し、引き撃ちで対たい処しよしているらしい。箱根の山さん頂ちよう側から観かん測そくする風ふう魔ま忍にん者じや部の報告では、義よし経つね達の重じゆう機き馬ば隊たいは、押された分だけ、走り引き、間あいだを開けることで相手の連れん射しやを無しにしている。

　敵も追わねばならないから、前に出ざるを得ないが、前に出るということは砲ほう撃げきが出来ない、もしくは不安定になると言うことだ。

　そこに、義よし経つね達は、大型の対たい空くう砲ほうでカウンターをぶち込んでいく。

　この方法で、敵の前ぜん線せんの一いち陣じんを砕くだき、二陣を寸すん断だんまで持って行っているようだ。

　だがそれでも敵の量が多く、義経側が削けずられているのも確かなことだ。更さらには改良を加えて高度航こう行こう可能となった艦かんが、比ひ較かく的てき安全な高こう空くうから攻こう撃げきを繰り返してもいる。

　清しん武たけ田だが不利だ。

　義経達は、正式に長なが篠しのの戦いを準備して望んだわけではない。それなのに、ここでP. A. Oda側の要求を吞んだのは、

「武蔵むさしを護まもり、関かん東とうを占せん領りようさせぬ事で、王の意い地じを見せたこともですが」

　解わかりますよ、と氏うじ直なおは呟つぶやいた。

「三み方かたヶ原はらの戦いは、長篠の戦いよりも小しよう規模。ならば、今の小規模編へん成せいの状態で長篠の戦いを行えば、武田は滅ほろびても、その残ざん存ぞん戦せん力りよくなどを多く残せることになります」

　人員の損そん失しつも何も、少なく済む。それは、反羽は柴しばとしての戦力が関かん東とうに残るということだ。

　この行いを、清武田に護られた各国が忘れることはないだろう。

「全く……、あれだけ、人じん民みんも何も、失われようと気にはせぬと、そう言って」

　氏直は、両の拳こぶしを握って、思った。今、北ほう条じようの土地の北側を武蔵が江え戸ど方面へと行き、西で清武田が滅びるならば、両者に護られたのはこの小お田だ原わらの北条なのだと。

　そのことを心に刻みながら、彼女は言った。

「──義経公こう、貴女あなたは王の器うつわですよ。但ただし……」

　向けた顔の先、空の戦せん場じようは知ち覚かく出来るが、大だい地ち側はよく見えない。

　箱はこ根ねの山が夜を差す峰みねを、北条は見上げもせずに呟いた。

「但し、……馬ば鹿かですけど」

　言った時だ。箱根の山やま影かげの向こうから、巨きよ大だいな気け配はいが立ち上がった。

　空の艦かん群ぐんに届くほどの、しかし短たん軀くとも言える巨きよ体たいが起き立りつしたのだ。あれは、

「清武田の打だ撃げき型対空武ぶ装そう、移い動どう都市〝弁べん慶けい〟ですね！」
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　空からの砲撃が、下がる動きを利用して立ち上がった弁慶に突き刺さる。

　起き上がる全高は約三キロ。横幅も二キロは下らない。

　足あし裏うらに重じゆう力りよく障しよう壁へきを展開し、身を地ち殻かくに沈めぬようにした巨体は、

『き・り・つ』

「おい──す!!」

　広場のような肩かた上うえで、義よし経つねがほぼ同どう高度となったP. A. Oda艦かん隊たいに手を挙げる。

　直後。砲ほう撃げきが来た。

「あ！　器うつわの小さい馬ば鹿か共どもじゃのう!!」

　弁べん慶けいの装そう甲こうは分ぶ厚あついが、だからこそ三段撃うちのほとんどが、立ち上がった巨きよ軀くに向けられた。多くの装甲板ばんが砕くだけ、火ひ花ばなが散り、しかし起き立りつは完全に果たされ、

『み・が・ま・え』

「よっし正面見ろ弁慶！　あれは〝清きよ洲す〟かのう!?　あのデカいの!!」

　義経の問い掛けに、弁慶は答えた。

　静しずかにまたがっている彼女の手て元もと、そこに現れた弁慶は、僧そう兵へい走狗マウスの姿すがたで遠くを眺ながめ、

『せ・い・か・い』

　と、正面、P. A. Oda艦隊の左さ翼よくを担になう全長二キロの打だ撃げき艦〝清洲〟が、弁慶の注目に気付いた。危険を感じたのか、〝清洲〟は砲撃を行いながら慌あわてて下がろうとする。しかし、

「引け、弁慶!!」

　義経が左腕を外に回した瞬しゆん間かんだった。弁慶の左腕、本来は浮ふ上じよう用の左ひだり前まえ側フロントフォークが、高速の動作を見せた。

　制せい御ぎよは、清しん武たけ田だ特とく有ゆうの七しち部ぶ一いつ仙せん道どう。仙道術じゆつにおける千せん里り行こう術じゆつの応用だ。

　人を、一ひと晩ばんで一いつ千せん里り走らせるという術じゆつ式しきが、膨ぼう大だいな量の展開をもって巨きよ大だいな装甲人形の左腕を突っ走らせる。

　腕の、外側に円形の紋もん章しようが幾いくつも生まれた。駆く動どう器きによる駆動ではなく、術式を外部に作って押す外部作さ用よう型がたの駆動システムだ。それを用いた巨大な腕は、左腕を軋きしませるものの、

『…・…・！』

　長さ二キロを超える長い腕が、千里に満たぬ宙を高速に突っ走った。

　その動きは敵てき艦かんのどれも食わない。空から振ぶりだ。しかし腕の速度は一いつ瞬しゆんで音速を超え、

「引いたぞ馬鹿共!!」

　圧あつ倒とう的てきな量の大気の押しのけと真しん空くうが、P. A. Oda艦隊の前に発生した。それはまず、衝しよう撃げき波はをもって艦隊を打だ撃げきし、その後で、真空に大気が埋まるエアポケットを利用し、

「近ちこう寄れ。苦しうない、──ようにしてやる」

　風の爆ばく発はつと、白の水すい蒸じよう気きの長ちよう大だいな軌き跡せき。その中へと、敵艦隊の前ぜん線せんが文字通りに落ちてきた。

　大気の段だん差さとも、空くう隙げきとも言える中に、小型艦はもとより、中型艦までが引き込まれる。

　幾いくつかの艦は激げき突とつし、引く動きを取っていた〝清洲〟も吸われるように巻き込まれた。

　そして義経は、清洲の挙きよ動どうと距きよ離りを測り、静の上で右腕を振った。気取った声で、

「パンチ☆じゃ弁慶……!!」

『ぱ・ん・ち・☆』

　義経の動きを真ま似ねして、弁慶は、気取った動きで水平チョップをぶち込んだ。

　鉄の打だ撃げきは、重じゆう力りよく障しよう壁へきのナックルガードを着け、直径二キロの弧こを描く。

　小しよう艦かん群ぐんが薙なぎ払われ、中型艦も弾はじかれ、そして〝清きよ洲す〟が、

「命めい中ちゆう──!!」

　殴おう打だされた。
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『あ・た・り』

　豪ごう快かいな打撃音が響ひびいた。

　大たい音おんや激げき音おんが重なり、ただ、何かが鳴っているだけのような震えが空を走った。

　交こう戦せん中だった艦群の装そう甲こうの内、剝はがれ掛けていたものが、その衝しよう撃げきで一気に吹き飛び、弁べん慶けいの表ひよう層そう部ぶも、表面塗と装そうに被かぶっていた汚よごれなどがめくれるように吹き飛んでいく。

　直後。清洲が、内部に溜たまった衝撃をぶちまけるように破は砕さいした。

　艦かん首しゆ部から半なかばに掛けてが左から右に三分の一ほど圧あつ縮しゆくされ、そのまま艦かん体たいが傾き、

「おい、支えてやれ」

『て・す』

　弁慶が両腕を伸ばして、傾き掛けた〝清洲〟を支えた。わあ、と乗員達たちが飛び降りていくが、義よし経つねは構うことなくこう言った。左を指ゆび差さし、

「当たり、もう一本」

　言うと、弁慶が〝清洲〟を一本足打だ法ほうで振った。

　打撃する。狙ねらいは敵てき艦群の右半はん面めん。先ほどの引き寄せを食らった上で、水平チョップが生んだ真しん空くうにまた踊らされていた艦群を、弁慶は一気に清洲でクリーンヒットする。

　破砕音が連続し、清洲が曲がり、小艦群を中心とした敵艦が砕くだかれて散り、

『す・と・ら・い・く』

「いや貴き様さま、どっちかっていうとヒット」

『ど・ん・ま・い』

　風が、後を追うように吹き荒れる中、弁慶の走狗マウスが首を傾かしげているのを静しずかの走狗が撫なでてやる。そんな光景を確かく認にんしてから、義経は前を見た。

　こちらから見て右側、敵の左さ翼よくを砕いていったが、

「まだおるか」

　敵の艦群は、厚みを残している。だから、

「行くか、弁慶」

『い・く・の』

　そして、弁慶を、大きく前に進ませた直後のことだった。

　不意に、周囲が暗くなった。
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　夜なのに、尚なお、闇やみとも言えるものが、いきなり義よし経つねの周囲を覆おおった。

「……!?」

　灯あかりとなっているのは己おのれが展開している表示枠と、弁べん慶けいの視し覚かく素そ子しの光だけ。更さらには、

　……周囲にいた艦かん群ぐんが消えておる!?

　否いや、と義経は思った。消えているのではない、と。

「見えなくなったのか……!?」

　気付けば、音もない。ただあるのは、周囲を覆おおう、

　……暗あん雲うん!?

　何かが渦うずを巻く流れがあり、時とき折おり、その表面を雷らい光こうが走り出した。

　風が来る。

「これは──」

　解わからない。だからこそ自然に、口くち端はに笑えみの吊つり上がりが来る。

「面白い……！」

　何が起きたのかは解らないが、何があるのかは解る。今、己おのれを包む暗雲は濃くなり、風は強く巻き上げるようになり、

『…・…・！』

　弁慶の全身が揺らいだ。その姿し勢せいを直し、身構えさせながら、義経は周囲の気け配はいを感じ、

　……予定が少々早まったが、致いたし方かたあるまいのう……！

「聞け……！」

　義経は、言葉を送った。

「聞け！　武蔵むさしの馬ば鹿か共ども！」
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　加速する武蔵の艦かん上じようにて、正まさ純ずみは、表示枠から来るノイズばかりの声を聞いた。

『北へ行け！　伊だ達て、上越露西亜スヴイエート・ルーシを味み方かたにつけるのじゃ！』

　そして、

『正純！〝公こう主しゆ隠かくし〟について、無む関係かも知れぬが、一つ教えられることがあった』

「……何!?」

『返事をせんかい……!?』

　している。が、向こうに届かないのだ。しかし、義経は、それでも言葉を送ってきた。

『公主達、というならば、どこかの組織に属しておるじゃろう。そして、組織とは、教きよう導どう院いんであると仮か定ていしよう。しかし、わしは公主などという者がいる、そんな教導院を知らぬ。

　──じゃがのう』

　だが、

『かつて、この星に人々が降り立ち、世界の動かし方を決めた。その時とき人々を導くために、指導者は集まり〝教きよう導どう院いん〟を作ったと古こ来らいの話にある。それが現在の教導院の始まりだとも。

　そして世界が現げん世せと重じゆう奏そう世界に分かれた後、極きよく東とうにおいて、帝みかどが各地に導きの場として〝教導院〟を造らせた。今はもはやどこにもない教導院。その名は──』

　その名は、

『天あま津つ乞ごい神しん令れい教導院。──歴れき史し初期の過か酷こく環かん境きようの中、環境神しんに雨を乞こうための祭さい事じの場と、わしはそう考えておる。

　わしは見たこともないが、噂うわさには、重奏統とう合ごう争そう乱らんの頃まで続いたものがあったとも聞く』

　行け、と義よし経つねが言った。

『公こう主しゆとは無関係かもしれぬがな、しかし、隠かくれた連れん中ちゆうを追うならば、隠れた組織を捜すのも手じゃろう。北は古くを残した土地。そして過去に、帝の軍が異い族ぞく達を制せい圧あつした土地じゃ。そこには導きの場があった筈はず。わしは興きよう味みがなかったが、きっと過去の足あし跡あとはそこにある』

　行け。

『行け、──極東の、最も新しい教導院である武蔵むさしアリアダスト学院の小こ僧ぞうども。

　最も古き教導院の存在に対し、挑いどんで──』

　ノイズをもって通つう神しんが遮しや断だんされ、正まさ純ずみはただ一つの名を叫んだ。

「義経公こう……！」
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　義経は、名を呼ぶ声を聞いた気がした。

　だが既すでに義経は身構えていた。

　正面だ。周囲を覆おおう闇やみの中、確かに前に力を感じる。何かが来るという気け配はいだ。だから、

「そこじゃ弁べん慶けい！　こいつはアレじゃ！　K. P. A. Italia、……厳いつく島しまを砕くだいた敵じゃ！」

　だから義経は、期待の笑えみをもって、

「行け！　弁慶地じ獄ごく突き！」

『じ・ご・く・☆・づ・き』

　轟ごう音おんを震わせ、前に一歩の震しん脚きやくを踏みながら、弁慶が確かな一いち撃げきをぶち込んだ。

　そして震動が空を吠ほえさせ、破は砕さいの音が響ひびいた。

　重じゆう力りよく障しよう壁へきのナックルガードごと、突き込んだ弁慶の腕が上下に両りよう断だん破は壊かいされたのだ。

「!?」

　……何!?

　攻こう撃げきしたのはこちらだ。

　だが、それより速く、強く、何かが弁べん慶けいを穿うがったのだ。

　これは何だ、と思った瞬しゆん間かん。弁慶の全身が、全面に渡って衝しよう撃げきで弾はじけ飛んだ。
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　……これはまた、単純な……！

　義よし経つねは、敵の攻こう撃げきについて、身を襲おそう震しん撃げきとして感じていた。弁慶の防ぼう護ごシステムが主人としてのこちらを護まもり、静しずかが護り、そして己おのれ自信の防護術じゆつ式しきを掛けてなお、

「……！」

　義経は、砕くだかれた静ごと、宙ちゆうに舞った。

　広場のような弁慶の肩かた上うえを一いつ瞬しゆんで吹っ飛ばされた。

　落ちる。だが、震える手で、暗あん雲うんに飲まれながら、彼女は表示枠を展開した。

　そして視し界かいの中、弁慶の巨きよ体たいが前に出た。敵からこちらを護るつもりだ。だが、

『…・…・！』

　巨きよ大だいな装そう甲こう人形の五ご体たいが、いきなり爆ばく砕さいした。

　破は壊かいされたのだ。

　弁慶が砕かれ、その破は片へんすらも貪むさぼられるように宙にほどけていくのを見ながら、

「はは……！」

　義経は、闇やみの中に落ちながら笑った。

「久しぶりに面白いぞ、我が現げん世せ……!!」
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　正まさ純ずみは、目の前で動きを止めた表示枠を見ていた。

　それはノイズをまとい、わずかに揺れてから、

『まー？』

　光の破片に割れて消えた。

　……あ。

　向こうからの通つう神しんが完全に切れたのだと、そう理解した瞬間。

　遠くから音が響ひびいた。

　西の方の、闇やみの向こうから、金属の砕ける音が、短く、しかし確かに響いたのだ。

　まるで、何かが折れたような、そんな音に聞こえた。

「義経公こう……」

　思わず呟つぶやきを口から生んでしまった。その時だった。

「──正純！　前を」

　瞬間的な動きで、こちらの横にミトツダイラが飛び込んできた。

「江え戸どが見えましたわ！」
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　武蔵むさしの艦かん上じように、歓かん声せいの前まえ振ぶりとなる声の群が上がった。艦かん上じようにて動き、働いていた人々の、期待を持った疑問のうねりだ。それは遠く東の方向に湾わんの形の光を捉とらえ、

「……！」

　まだ気は抜かない。しかし、期待が叶かなうという確信が全員の士し気きを上げる。

　正純は、周囲にいる皆の反応に、安あん堵どと期待があることに気付き、

　……全く。

　このような中で、今後の心配をしているというのは、単に気き苦ぐ労ろう性しようなのだろうか。だが、義よし経つねや松まつ永ながのことなどもあるが、

　……副ふく会長の私が沈んでいたら、皆が続いてしまう。

　ゆえに今は、気を張っておこうと思い、正まさ純ずみは息を吸い、身を正した。

　しかし、正純は周囲を見渡し、

「お前ら……？」

　正純は、周りにいる皆の堅い雰ふん囲い気きに気付いた。そして、見る視し界かいの中、確かに、浅あさ間まも、ミトツダイラも、喜き美みも、他の皆も、

「うお──！　江戸！　江戸だよ！　秋あき葉は原ばら行こうぜ秋葉原!!」

　馬ば鹿かは放っておくとして、誰だれも彼かれもが、表情を緩めていない。

　その中でも、浅間が、東の方向へと視線を回しながら言った。

「……正純、さっき、義経公こうが言っていたこと、ちょっと横から聞いたんですけどね」

　大体、言いたいことは解わかっている。だが、正純は、己おのれの懸け念ねんのためにも問うた。

「構わない。……何か、引っかかるところがあったか？」

「そうですね。どうして、義経公は……」

　迷ったように首を傾かしげた浅間に、ミトツダイラが促うながしの頷うなずきを送る。

　うん、と応じた浅間は、こちらに顔を向け、こう告げた。

「何な故ぜ、北へ行けと、……一番にそう言ったんですか？」
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　……やはり、そう思うか。

　正純は、浅間達との内ない心しんの合がつ致ちを悟さとる。

　皆も同どう様ようなのだろう、浅間が同どう意いを求めるように周囲の顔を見渡し、

「ですよね？　普通、三み方かたヶ原はらの戦いを終えたら、とか、そう言いますよね？　あと、江戸は北じゃないです。東ですよね」

　何な故ぜ、と彼女の言葉が続こうとした。その時だ。

　正面、東にある江え戸ど湾わん上空に、太陽が咲いた。

　竜りゆう脈みやく炉ろだった。
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　それは爆ばつ光こうだった。

　生まれたのは直ちよつ径けい十キロの光こう玉ぎよく。それは内側から剝むかれるように闇やみとなり、莫ばく大だいな空白を作り上げ、全てを飲み込んだ。

　大気が食われて消しよう失しつし、その分、空が動いた。

　江戸方面、東に向かっていた武蔵むさしは、急速に東方向に引き寄せられ、しかし、

『出力、上限解かい除じよして北に転てん舵だします……！　──以上!!』

　強ごう引いんな旋せん回かい軌き道どうをとりながら、北へと、全ぜん艦かん同時に全速を身にぶち込む。だが、

『一部加か速そく器き、負ふ荷か限界超こえます！　──以上！』

　多た摩ま右う舷げん、高たか尾お右舷の展開外がい壁へき内の加速器が破は裂れつした。光が散り、艦が揺れ、しかし、

『──離り脱だつします!!　──以上!!』

　宙を七百メートルほど東に振られつつ、武蔵は抉えぐるような弧こを描いて北上の加速を得る。

　そして背後から、風が来た。直径十キロの空白を埋めるために吸い込まれ、しかし真しん空くうを埋めて激げき突とつした大気の衝しよう撃げきが、殴おう打だするように武蔵を後ろから襲おそったのだ。

　既すでに北に向けて旋回を終えていた艦かん尾びに、風の打だ撃げきが直ちよく撃げきした。

　艦尾側に向いた窓が全ぜん壊かいし、内部にてドアが風に割られ、艦尾側の部屋の内容物が艦かん内ないにて暴あばれて転がった。

　高尾、奥おく多摩、青梅おうめの艦尾が一度跳ね上がり、

『総そう員いん、耐たい衝撃態勢御お願ねがいします！　──以上!!』

　戻る揺り返しの上下動どう作さは、十五メートルを超えた。

　そして風に押し出される最さい後尾艦の追つい突とつを避けるため、各かく前艦が前に出る。

　牽けん引いん帯たいは外され、前側五艦と後ろ側三艦が、交こう叉さするように入り組む軌き道どうを取る。

　奥多摩が武蔵むさし野のを追い越し掛け、しかし、

『凌しのぎました！　──以上!!』

　全艦が、自分を追い抜いた風に届き、砕くだき、抜く。

　全ての艦が一いつ斉せいに霧きりの爆発を抜け、同時に大だい音おんが響き渡る。

　そして艦かん隊たい形状を戻しながら北上する武蔵の上。乗員は三つの事じ態たいを理解した。

　一つは、江戸湾が、その莫ばく大だいな水量を確かに消しよう滅めつしたこと。

　一つは、未いまだ墨すの俣またと長なが浜はまが追つい走そうし、三み方かたヶ原はらの戦いを継けい続ぞくしていること。

　そして最後の一つ、艦尾側の空。風起こる江戸湾の上空に姿すがたを現すものがあった。それは、

「……武蔵むさし!?」
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　そこに出現したのは、巨きよ大だいな艦かん影えいだった。

　一次ステルスの空間を破り出てきた全ぜん容ようは全六艦連れん動どう式しき。構成の中央が長い三さん胴どう艦型で、全長は七キロ弱の準バハムート級だ。

　砲ほう門もんなどを備えた赤と黒の艦かん体たいには、その舳へ先さきにP. A. Odaの紋もん章しようと、艦かん名めいが記されている。

〝安土あづち〟と。

　巨きよ大だい艦、安土は、艦体全ぜん域いきに光を走らせていく。それは、あるものは照明であり、あるものは装そう飾しよくであり、あるものは脈みやく動どうであり、どれも鼓こ動どうを打ち、波打つように強弱し、

『安土、全艦外がい殻かく展開します。──Shaja』

　艦かん内ない放送とともに、割れ音と大気の流りゆう入にゆう音おんが鳴り、そして外殻がずれてスライドした。

　外殻と内ない殻かくの隙すき間まから、空に光の霧きりが漏もれ流れる。

　重じゆう力りよく加速の準備光こうだ。

　北へ、武蔵を追って行く用意を、安土は開始した。







[image: 第九十三章『帰れぬ空の行き手』]
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　北ほう条じよう・氏うじ直なおは、東から来る風の向こうに、北へと走る巨きよ大だい艦かんの姿すがたを知ち覚かくした。

「〝安土あづち〟と、そういう名がありますね……」

　正確には〝安土城じよう〟だろう。織お田だ・信のぶ長ながの居きよ城じようであり、史し実じつでは、戦せん国ごく時代において最大級の城として琵び琶わ湖こ畔はんに存在していた筈はずだ。

　武蔵むさしが数すう都市の意味を持つ〝武蔵の地〟であるのに対し、〝安土〟は城一つでそれだ。

　……琵琶湖を包む巨大なステルス空間内ないで建けん造ぞうしていたわけですか？

　ここに持ち込み、竜りゆう脈みやく炉ろを発はつ射しやしたのは、

「テスト航こう海かいと考えたいところですが……、さて」

　相手を、氏直は見た。

　今、拡大補ほ正せいした視し覚かく情報として得ている、安土中央艦かん首しゆに立つ幾いくつかの人ひと影かげだ。

　光量を増ぞう幅ふくし、拡大して確かく認にんする。

　一番後ろに立つP. A. Oda侍じ女じよ型の自じ動どう人形は安土の艦かん長ちよう型がた自動人形だろう。

　そして前に立つ十人と一人。それは、

「羽は柴しばと、十じつ本ぽん槍やりですか……」

　男も女も、異い族ぞくもいる。だが、誰だれも彼かれもが若いのが特とく徴ちようだと、氏直はそう思った。手て練だれは先せん達だつが揃そろえているのだから、有望な者達を揃えたということか。
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　あとは、羽は柴しばだが、

「女……？」

　小こ柄がらな少女がいた。M. H. R. R.神聖ローマ帝国 の制服をしっかり着込んだ娘むすめだ。

　だが、彼女には、小柄という以外に、二つのある特とく徴ちようがあった。

　一つは、閉じた扇おうぎのような機械の翼つばさを背せ負おっていること。

　もう一つは、フードを被かぶり、芸の舞台で用いられるような、猿さるの面を着けていることだった。

　猿面の彼女が、わずかに息を吸ったように見えた。直後に聞こえるのは、広域通つう神しんの、

『P. A. Oda、M. H. R. R.所しよ属ぞく、M. H. R. R.副ふく会長、羽柴・藤とう吉きち郎ろう・秀ひで吉よし。本日はP. A. Oda旗き艦かん〝安土あづち〟の試験航こう海かいを兼ね、M. H. R. R.会計、前まえ田だ・利とし家いえと協きよう働どうで──」

　言った。

『三み方かたヶ原はらの戦いの援えん助じよと、文ぶん禄ろくの役えきの前倒し歴史再さい現げん、それらを行いに参さん上じようしました』
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「馬ば鹿かな!!」

　武蔵むさしアリアダスト教きよう導どう院いん前の階段で叫んだのは、里さと見み・義よし康やすだった。彼女は階段の上を、見えぬ安土を見上げるように望み、

「羽柴の朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいの一回目を、ここで行うというのか!?」

　馬鹿げている、と里見・義康は思った。文禄の役は、元々、羽柴秀吉が天下を統一した後に行われる朝鮮半島への出兵だ。これは当時、明みんであった中ちゆう国ごくへの侵しん攻こうの足がかりとしての侵攻であり、だから、

　……もっと、後の時期になって行ってくるかと思ったが……！

　前倒しを出来るのは、聖せい連れんに対して支配力を行使出来るようになったからだろう。そして、

「……あ」

　南の空が明るくなった。その明るさを支えるように、音も聞こえてくる。

　爆ばく撃げきの砲ほう火かの音ね色いろだ。

「──!!」

　反はん射しや的に、義康は動いた。階段を駆かけ下り、〝義ぎ〟へと向かおうとして、

「おおお!?」

　下から上がってきていた馬鹿が、全ぜん裸らでこちらの全身を受け止め支えた。
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　義康は、半なかば、宙に浮いた。

　降りようとしていたのに胸を下から馬鹿の顔で突き上げられて身体からだが浮いた。

　対する馬鹿の方も上がろうとしていたのを仰のけ反ぞる姿し勢せいに変えられ、二人揃って、

「おととととと、──と！」

　一段降りることで譲じよう歩ほとして、耐え切った。そして義よし康やすは馬ば鹿かから身を剝はがし、

「な、何をする!?」

　問うが、馬鹿は聞いていなかった。馬鹿は、己おのれの額ひたいに手を当て、こちらの胸に触れ、

「──それでいいのか？」

　フックをぶち込むと馬鹿は一いち回転して七段くらい転がった。

　即そく座ざに、こちらの横に味み方かたが並ぶ。彼女達は馬鹿が起き上がるより早く、

「トーリ君はどうしてそういうこと言うんですか！　義康さんはこれでいいとなんて思ってません！　頑がん張ばってこれなんです！　こういう人なんですから認めないと駄だ目めですよ!?」

「フフフそうね、愚ぐ弟てい、この貧ひん乳にゆう・ペタ子は天てん然ねんものの逸いつ材ざいなのよ！」

　……あれ？　今、私、間違いなく虐しいたげられておるだろうコレ。武蔵むさし副ふく会長もその視線は間違いなく同情だろうよ、おい。というかこの馬鹿がいつの間にか全ぜん裸らなことに疑問は？

　どうしたものかと思いながら、義康は、ふと背後の空を見る。すると、炎えん上じようと、応おう撃げきをしている房ぼう総そう半島が見え、

「──ほら！　うちが襲おそわれてるんだよ！　救たすけに行かねば……！」

「おいおいヨッシー、行ってどうすんだよ。今から」

　決まってるだろう、と振り向くと、馬鹿が、武蔵副会長から取り戻した金きん髪ぱつ鬘かつらを股こ間かんに着けていた。義康はそのプロセスを呆ぼう然ぜんと見た上で、はっと気付き、

「真剣にやれえ──！」

　叫んだ先、馬鹿は、はっとした表情を作る。

　そして馬鹿は、真剣な顔ときびきびした動作で股間に金髪をつけ直した。

「すまなかった！　これでいいんだな!?」

　フックを叩たたき込むと、全裸は転がった後に四し肢しで跳ね上がって立ち上がる。そして馬鹿は、こちらに対して顔を向けた。あのさあ、と前置きし、

「間に合って、オメエが生きて戻ってこられるなら行ってこいよ。そうじゃねえなら行くな」

「馬鹿者！　私は生徒会長だ！　行く責任がある！」

「話ずらすなよ」

　全裸が言った。彼はポーズをつけ、こちらを指さし、

「間に合って、オメエは生きて戻ってこられんのか？　誰だれか救すくえんのか？　まずそれに答えろ」

「それは──」

　無む理りだ。そのことはよく解わかっている。

　羽は柴しばの狙ねらいは、朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいで、該がい当とう地域を担当している里さと見みを潰つぶすだけではない。

　……関かん東とうを、押さえに来たのだ。

　武蔵むさしが関かん東とうに来るがゆえ、江え戸どを消し去り、関東に居い座すわる理由として朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいを用いようとしている。そして、居座られたら、里さと見みはどうしようもないのが実情だ。

　安土あづちの他にも、戦力は来ているだろう。自分が〝義ぎ〟で向かっても、里見に届く前に撃げき墜ついされて終わることになる。

「……里見・義よし康やす」

　と、正まさ純ずみの声が聞こえた。彼女は、額ひたいに手を当て、言葉を探しあぐねながら、

「……果たせぬ条件下で存在する責任は、責任ではない。それは押しつけだ。私はそう思う」

「だったら……」

　私は、どうすればいい。と、そう思った時だった。背後の空から大だい音おんが聞こえた。

　風を打つ響ひびきは、聞き慣れたものを大きく増ぞう幅ふくしたもの。空を行く際に加速する音だ。

　安土が、武蔵を追って加速したのだ。

「──!!」

　振り仰あおいだ背後の安土は、校舎によって見えない。だが、屋上に立つ影があった。

　銀の髪かみを風に流し、右腕に剣けん砲ほうを下げた女がそこにいる。

「アリアダスト・ホライゾン……!!」
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　敵が来る。風を突き抜け、武蔵を追ってくる敵がいる。

　砲ほう撃げきがあり、眼前で幾いく枚まいもの重じゆう力りよく障しよう壁へきが砕くだかれるが、しかしホライゾンは一歩も揺るがなかった。何しろ、

「敵が来ます」

　ゆるりと、時間を掛けることを弛たゆまず、敵は確かに距きよ離りを詰めてくる。

　向こうは最さい新しん鋭えいの戦せん艦かん。こちらは、十年前の大だい改かい修しゆうを得たものの、安土という存在があれば旧きゆう式しきとしか言えない貿ぼう易えき用の輸ゆ送そう艦かんだ。

　まず、屋上に駆かけつけてきたのは、白と黒の魔女テクノヘクセンだった。

　そしてミトツダイラが来て、立たち花ばな夫ふ妻さいが来て、屋上に上がるドアを、全ぜん裸らが開けて女おんな走ばしりで走って来ながら、

「ホライゾン……！」

　抱きついてきたのでホライゾンはステップ回かい避ひ。

　横で馬ば鹿かが一いつ回転して転がったのを合図とするように、敵が射しや程てい距離に入った。

　幾いく枚まいもの、十字架かを鳥とり居い状に組んだ表示枠サインフレームを展開し、ホライゾンは〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟を正面から安土にぶち込んだ。
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　狙ねらいは安土あづち中央前ぜん艦かんの艦かん橋きよう部ぶ。艦の顔とも言える位置だ。

　黒の野の太ぶとい直線が、描かき毟むしりの悲鳴を上げながら、斜め打ち下ろしの角度で飛ぶ。

　しかし、黒の当たる瞬しゆん間かんに、安土が色を得た。

　艦かん首しゆのバウを先せん端たんに、白の息吹いぶきを大きく広く破は裂れつさせたのだ。

　海の障しよう壁へきだ。かつて武蔵むさしが用いたブレーキングを、安土はいきなり行った。

　風が逆さか鳴なり、安土の軋きしむ音が空に吠ほえた。

　だが、速度は落ちた。

　黒の砲ほう撃げきがずれていく。距きよ離りを広げられることで、艦橋部から艦首側へ落ちていく。

　しかし、黒の搔き毟りは届き、

「当たりますわ!!」

　艦首甲かん板ぱん部ぶにいるのは十二の影。大きく揺れる甲板上に何気なく立つ十二人に対し、黒の一いち撃げきが上から叩たたき込まれ、そして消えた。

「……？」

　搔き消えたのだ。

「これは──」

　後には何もない。ただ、行く武蔵と追う安土があり、間に風が流れているだけだ。

　大罪武装ロイズモイ・オプロの打だ撃げきは、完全に消失していた。
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　攻こう撃げき力を失った。

　そんなホライゾンが、風の中で、まず、自分の構えている剣けん砲ほうを見た。

　ややあってから彼女は正面を見るが、速度を落とした安土は、上に乗せている何もかもが無傷のままだ。だからホライゾンは、眉まゆをひそめて首を傾かしげ、

「……[image: ]」

「砲ほう口こう覗のぞいたら駄だ目めですのよ──!!」

　だが、皆は見た。安土の甲板上にて、一つ、動いた影があったのだ。

　十二人の先せん頭とうに立つ羽は柴しばだった。

　彼女が、前に、上に掲かかげていた腕を下げていく。その動作は、屋上に上がってきた浅あさ間まの言げんによれば、

「……何か、武ぶ装そうを持っていた……？」

　成なる程ほど、とホライゾンが頷うなずいた。彼女は手に持つ剣砲を見て、

「本気で使えない武装になって参まいりましたねえ。鳴り物入りだった気がするのですが」

「む、宗むね茂しげ様！　膝ひざをついて、だ、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　しかし、安土あづちと羽は柴しばを見る皆の視線の先で、また一つ、羽柴が動きをとった。

　彼女は、懐ふところからマイクを取り出したのだ。そして彼女はそれを両手で持ち、猿さる面めんに当てないように、面をやや上に傾け、こう言った。

『こ、今こん晩ばんは。──羽柴・秀ひで吉よしです。ここでは前まえ田だ・利とし家いえ様の麾き下かという扱いです』
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　遠ざかりながら、告げられる声がある。それは、わずかに震えを帯び、

『あの、……次に安土が加速を入れ、追いつくまでに決めて下さい。

　私達に降こう伏ふくするか、どうかを。……で、も、もし降伏頂いただけない場合、あの……』

　迷って、

『前田・利家様の麾下として、三み方かたヶ原はらの戦いをもって武蔵むさしを撃げき沈ちんします。──武蔵は未いまだ、本ほん拠きよに到着していないわけですし、だから、あの、撃沈で終了と、……そういうことです』

　宣せん言げんに、武蔵艦かん上じようの誰だれもが反応出来なかった。だが、

「ああ!?」

　馬ば鹿かが、屋上の縁へりに出る。全ぜん裸らは、一度スピンしてから秀吉を両手で指さし、

「オメエ、何なに様さまだ!?　何をそんな偉そうに言ってやがる!?」

『ひ、あ、いえ、その……、寒く、ないです、か……？』

　正せい論ろんだ……！　と皆が呟つぶやいた先。全裸はしかし、首を傾かしげた。

「ちょっと聞かせろ」

　と馬鹿は言った。腕を組み、首を傾げて、

「何でオメエ、……俺おれ達に降伏迫せまってんだ？　俺達が何か悪いコトしたか？」
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　確かにそうで御ご座ざるな、と、屋上にメアリの手を引いて上がってきた点てん蔵ぞうは思った。

　……大体、三方ヶ原の戦いは、松まつ平だいらの降伏で終わるものでは御座らぬ。

「しかも何なに故ゆえ、……羽柴の敵となる我々を滅ほろぼす機会でもあるのに、降伏を？」

　更さらには、と点蔵が思った先のことを、ホライゾンが告げた。

「何な故ぜです？　何故、……竜りゆう脈みやく炉ろなどという大量破は壊かい武ぶ装そうを用いながら、降伏を？　そこには矛む盾じゆんがあります。失わせようとしながら存そん亡ぼうを問うのは何故ですか？」

『それは……』

　問うた先、遠ざかっていく羽柴の声は、弱くなっていく。ただ、広こう域いきの共通通神帯ネツトを使用した震える声が、こう言った。

『それが、……私の、役目です』

「役目？」

　ホライゾンが問うた先で、Ｔｅｓテスタメント．、と、羽は柴しばが言った。

『む、矛む盾じゆんしてようが、力尽つくだろうが……、卑ひ怯きようだろうが、恐きよう怖ふだろうが、な、何であろうが、わた、私が、この極きよく東とうを支配します。そのためには、ええと、さ、逆らう意志も何もかも奪うばい去る。そのつもりです』

「それってよー。ええと、おそおそまさはる？」

『恐怖政治？』

　すげえ……！　と皆が羽柴の能力に感かん嘆たんした。羽柴が、ちょっと肩をすぼめて〝えへへ〟と小さく笑うが、しかし、

『い、いえ、そうじゃなくてですね、というか、ええと、きょ、恐怖政治と言われましても、その、あのですね。──戦国の世も、三十年戦争も、あっという間に終わるんです』

　どうですか、と羽柴は言った。

『早く終わるなら、竜りゆう脈みやく炉ろだって用い、逆らうとどうなるか、……知って貰もらいます。

　生まれた犠ぎ牲せいがあるならば〝戦争が長引くより少ない、必要最さい低てい限げんの犠牲だった〟と、私は、数すう値ちも出して、そう言います。そして全てをまとめ、……信のぶ長なが様と共に末まつ世せを解決します』

「────」

　彼女の言葉に、点てん蔵ぞうは、こちらの手を握るメアリの手て指ゆびに力が入ったことに気付く。

　……そうで御ご座ざるな。

　羽柴の言っていることは理り想そう論だ。竜脈炉を掲かかげ、歴史再さい現げんで里さと見みを潰つぶそうとしても、駆かけつけ戦おうとした義よし康やすがいるように、逆らう意志を消し去ることは出来ない。

　だが、反はん乱らん者を少なくし、竜脈炉を交こう渉しようカードとして、相手を降こう伏ふくさせることは可能だ。

　……先さき程ほどの竜脈炉も、江え戸ど湾わんを消し去りはしたものの、陸地側がわへの直ちよく撃げきでは御座らん。

　爆ばく風ふうで先せん制せい的に防ぼう御ぎよを砕くだき、示し威いを行うのが目的だ。多くの被害が出たろうが、〝警けい告こくだ〟と言える余よ地ちがまだあるのは確かだ。

　その方が、最終的な犠牲者の数が少なくなる。羽柴は、そう結論したのだろう。ならば、

「それも一つの戦争経けい済ざい。──そして、指導者としての一つの覚かく悟ごの在り方で御座るな」

　こちらの言葉に、メアリが頷うなずく意味はよく解わかる。

　こちらと羽柴は、方法は違うし、見ている未来も違う筈はずだ。だが、己おのれの望みを為なすために、自分に掛かる何もかもを受け止めていくと、指導者は覚悟を決める時がある。

　かつてのメアリがそうであり、ホライゾンもそうだ。そこの馬ば鹿かはちょっと怪あやしいが多分大だい丈じよう夫ぶ。その筈で御座る。いや待て、一度詰きつ問もんして……、

「……点てん蔵ぞう様？　何やら真剣な御ご様よう子すで……」

「あ、いや、少々考え事を。メアリ殿どのは立りつ派ぱで御座るな、と」

　メアリが、まあ、と言い、誾ぎんが信じられないものを見る目付きをこちらに向けて来るが、そっちはそっちでかなりな時があるで御ご座ざるよ？

　しかし、声が聞こえた。羽は柴しばの震える声だ。それは、一度息を吸い、

『貴方あなた達は、その後の世界に必要だと、そう思い、ます。だから、生かそうと、そう思い、……ます。だけど』

　だけど、

『……今は無む駄だな存在です。私達が極きよく東とうをまとめ、末まつ世せを解決しますので』

　だから、と羽柴が言った。

『こ、降こう伏ふく、して下さい』
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　どうする、と正まさ純ずみは息を詰めた。

　今、決断を迫られている。だが、

　……あー！　もう、いかんな自分は！

　打だ算さんや交こう渉しようの手て順じゆん、妥だ協きよう点の探り合いや交渉相手の選せん別べつなど、今はまだどうでもいいことばかりが頭の中に浮かんでくる。

　小さいなあ！　おい！　と思わず教きよう皇こう総そう長ちようの口く調ちようで自分を評してしまうが、そうやって実際の部分を詰めて動かすのが己おのれの役目だ。だから、

　……私を動かす大きな決けつ断だんは、どちらのものだ？

　視線を向けた先、近い方に全ぜん裸らがいた。だから正純は無む視しして、

「ホライゾン」

「おいおいおいセージュン！　オメエ、今、俺おれの方ほう無視したろ!?」

「服を着たら見てやる──。で、決めてくれるか、ホライゾン」

　全裸が何か言っているが、ホライゾンが半はん目めを向けたら静かになった。その上でホライゾンは、吐と息いきをついて馬ば鹿かに言った。

「何か言いたいことは？」

「え？　あ、うん」

　馬鹿は、羽柴の方に手を軽く挙げ、こう言った。

「おいサル子、──末世どうやって解決すんの？　俺だけにでいいから教えてくんね？」

「ぅわあ──!!」

　皆が叫んだ。

「言おうか言うまいか迷っていたけど言ったら駄だ目めなことを!!」
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　正純は、目の前の馬鹿が口を尖とがらせるのを見る。

「ええ？　いいじゃんいいじゃん、聞いて解かい決けつ出来るならやろうぜ？」

「ああああああのな？　おま、お前な？　うちがそこらへん見えてないって、思い切り言ってるようなものだぞ？　おい？　ヴェストファーレン遠くなるぞ？」

「おいおいおい今いま全力で手の内うちねえってバラしてんのオメエだろセージュン。つうかよく考えろ、あいつら、テスト航こう海かいとか言って、俺おれ達が欧おう州しゆうでハシャいでいる間、ステルス航海で〝ウヘヘ、見つからないように関かん東とう行きー。関東の連れん中ちゆう、ビックリすんだろなあ〟とかやってたんだぞ？　どう考えてもノリノリだろアイツら」

『そ、そんなこと、思ってません──』

　うんうん、と皆が羽は柴しばに頷うなずいた。

「葵あおい、お前、あんまり他が自分と同レベルだと思うなよ？　お前以い外がいは皆高たかいんだから」

「お、オメエは本当に非ひ道どうな時があるな!!　ともあれ何だ、ええと、羽柴？」

　は、はい、と通つう神しんが応じる。

　そして馬鹿が、こう問いかけた。

「オメエ、……末まつ世せ解決したら、どうすんだよ」
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　羽柴は、彼の問いかけに、わずかな間を得た。

　言葉を失うという、その通りの時間を経て、しかし彼女は口元に笑えみを作り、

「────」

　何かを小さく呟つぶやいた。その上で、下がり掛けていた面めんを上げて羽柴は言った。

「──言えません」

　言えないと、そういうことを、彼らに言った。だから、

『そっか』

　彼が、松まつ平だいらの姫ひめを見て、頷きを交わし合って、こう言った。笑みを作り、

『じゃあ、今は駄目だ』

　顎あごに手を当て、身を前に、屋上の手て摺すりに片足を乗せ、

『俺達は、オメエの敵だ』
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『決めたんだ』

　広こう域いき通神で届く少年の声を、人狼女王レーネ・デ・ガルウは表示枠シーニヤカドルで聞いていた。

『俺、しっかりしねえとな、って。そして……』

「……そして？」

　人狼女王の笑みの前で、表示枠がこう告げる。

『恥はじかかせねえようにオメエのやり方に対して、ちゃんと応こたえてやる』

　まあ、と人狼女王は笑えみを濃くする。そして頰ほおに手を当て、

「その言葉、私が一番に聞いたものだと、そう、得意になっていいですわね？」
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　羽は柴しばは、こう答えた。

　彼と、彼女に向かって頭を下げ、

「お相手、よ、宜よろしく、あの、御お願ねがい致し、ます」

　そして息を吸い、背後の皆に一歩を近づくように下がり、

「きょ、極きよく東とうを支配し、末まつ世せを解決する。──そのための争いならば、勝つのは、その、私達です。何な故ぜなら、あの、私が、先ですから。先に、支配する歴史ですから」

　だから、

「……貴方あなた達は、今は、その、まだ無む駄だだと、そう教えます」
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　羽柴との距きよ離りが離れていくのを、点てん蔵ぞうは見た。武蔵むさしは加速しているが、全力はもはや出せない状態だ。遠ざかって見える安土あづちは、加速によってすぐに距離を寄せてくるだろう。

　だが、

「……？」

　安土と武蔵の間に、割って入ってくるものがある。それは、

「……P. A. Odaの艦かん隊たい」

　清しん武たけ田だとの戦せん闘とうを抜け、こちらに来る艦かん群ぐんがある。多くは傷付いているが、数は空の色の一部を変えるほどだ。南、江え戸ど側から回ってきて、安土を囲むように行く艦隊は、しかし、

　……これでは、安土は速度を出せぬのでは？

　長なが浜はまも、墨すの俣またも、安土を護まもるように宙に控える。そして〝白しら鷺さぎ・改かい〟も、だ。

　その布ふ陣じんの意味を点蔵は考え、はっと気付く。

「ネシンバラ殿どの、これはまさか──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と屋上に上がってきていた姿すがたが応じた。

「……三み方かたヶ原はらの戦いだ」

『あの、宜しいです、か？』

　羽柴の声が届いてきた。

『ぎ、犠ぎ牲せいの意味を、知って頂きます。その、そのために、……ええと、あの、三方ヶ原の戦いの、その終しゆう了りよう方法を、こうしたいと、そう思います』

　その方法は、

『成なる瀬せ……、正まさ義よしさん、の、あの、突とつ撃げきと死し亡ぼうをもって、み、三み方かたヶ原はらの終了とします』

　それが嫌いやならば、

『降こう伏ふく、……お願いします』
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　ナルゼは、皆が一いつ斉せいにこちらに視線を向けたのを見返す。

　……何よ全く……。

　横、マルゴットはずっと羽は柴しばの方を見ているが、こちらの手て指ゆびを強く握っている。離さないという、それを力で確かに伝えてきている。しかし、

　……でもマルゴット、私が御お願ねがいすると断れないのよね。

　そのことが解わかっているから、彼女はこちらと視線を合わせない。無む視しするように、羽柴の方をじっと見つめている。

　だが、馬ば鹿かでも解るのだ。ここで武蔵むさしが逃げようとしても、どこかに逃げ込んでも、ずっと敵は追ってくるのだ、と。

　総そう長ちよう連れん合ごう関係者に送られてきている武蔵の状況を見るに、武蔵の燃料はほぼ尽きている。それなのにどういうことだろうか、自分の心の中には、

「……同人誌しの逃とう避ひ行こうネタしか思いついてこないわ!!」

「オメエそれ口に出して言えるのすげえなあ」

・眼　鏡：『江戸のイベント会場が消えてなきゃいいねえ……』

　表示枠サインフレームの言葉に、ナルゼは辺りを見回した。ネシンバラを見つけ、

「ちょっと、ちょっと来なさいアンタ。大事な話があるから。そう、横、そこ立って」

　ナルゼは、空あいた腕をネシンバラの首に回して身を寄せ、表示枠を出す。

「ハイ、チーズ。……よし、送そう付ふ先さきはシェイクスピア、と……。あ、もういいから。触れた部分がオタクくさくなるから香こう水すい着け直さないと」

「な、何やってんだよ!?　僕の人じん生せい危険度ど上げるなよ!?」

　いいじゃない、と、ナルゼは息を深く吸った。そして、

「マルゴット。──一いつ緒しよに行く？」

「……え？」

　呼び掛けが意い外がいだったのか、彼女が振り向いた。だから、視線が合ったことを嬉うれしく思い、

「白嬢ヴアイスフローレン、本体は明日あした直るのよ。だから、黒嬢シユヴアルツフローレン、後ろ乗せてくれる？」

　その問い掛けに、マルゴットが身を完全にこちらに向けた。

「だ、駄だ目めだよガっちゃん！　いつも言ってるじゃん!?　二人で生きようって！」

「そうよね。だから、巻き込む覚かく悟ごで言うわ。──二人で生きよう、って」

　マルゴットと向き合って、ナルゼは言葉を継げる。

「死ぬ気はないのよ？　ただ、一人だと生きていくのが下手へたで、自信がないの」

　謝るべきがあるとしたら、皆に対してかもしれないと、ナルゼはそう思う。だから、謝らなくてもいいように、

「──突とつ撃げきし、羽は柴しばを討うって、侵しん攻こうを止める。いい機会だわ。──前向きでしょう？」

「駄だ目めです」

　ホライゾンがこちらを見て言う。

「現状での戦せん力りよく差さが明確である上に、敵の手もまだ解わかりません。ナルゼ様を差し出すのであるならば、武蔵むさし全体での戦せん闘とうをホライゾンは命じます」

「馬ば鹿かねえ。……そんなことしたら、もっと損そん害がいが大きくなるわよ、この戦力差じゃあ。

　いい？　私達だけだったら、最悪、トンズラかまして逃げることだって可能なのに」

『そ、その場合、代だい役やくを要求します』

　細かいな!!　と皆がツッコミを入れて、ナルゼも、えーと、と考えた。

「代役っていっても、……武蔵の中で、死んでもいいんじゃねえかコイツっての、いる？」

「待て！　ナルゼよ、拙せつ僧そう、保ほ身しんとして言うが、武蔵の中で死んでいい人間などおらんぞ！　そうだろう、なあ御お広ひろ敷しき！　死んでいい人間などおらんよな！　このロリコンが……！」

「ははは、小しよう生せいも思いますが、死んでいい人間などおりません！　そうですよね、この姉キャラ好きの人じん外がいが……！」

　一部が白はく熱ねつし始めたが、点てん蔵ぞうにはメアリがいるので火ひの粉こが掛からないらしい。

　ナルゼは、皆がぎゃあぎゃあ共とも食ぐいしているのを見ながら、

　……ま、いいか。いつも通りだし。

　ふと小さく笑った。肩をすくめ、

「まあ、勝ちゃいいのよ。──それでね、ホライゾン、私達を庇かばうためにこの外げ道どうどもや武蔵を出して相あい対たいってのは愚ぐ策さくだから、それだけは気を付けるのよ」

　何しろ、

「……それが向こうの望みよ？　アンタがそう言うと解っているから、そうなるように仕向け、武蔵全体を降こう伏ふくではなく敗北と支配に持ち込もうとしてるの。

　だから、……アンタを利用させるわけにはいかないの。アンタの主義はアンタのものなんだから、それを絶対に、他の連れん中ちゆうには利用させない。……それが私達、アンタや馬鹿についてく者の仕事よ」

「おいおい黒マル。だけどオメエのそれ赦ゆるしたら、ホライゾンと俺おれの方針ってガタ崩くずれだろ。──武蔵を誰だれも信用しなくなっちまうぜ」

　だから、とナルゼは言った。

「生きにいくのよ。死にに行くんじゃないわ。殺されに行くのでも、ね。──だから私に命令して。羽柴を狩かって来い。お前達なら出来る筈はずだ、って。それで充分なのよ？」

　どう？　とマルゴットの腕を抱いて、問い掛ける。すると、

『そうだな。──生きに行く。そういうことだ』

　声が、上から響ひびいた。

　……え？

　振り仰あおいだ視線の先。屋上の上がり口の屋根の上に、一つの巨きよ大だいな影が立っている。

　背に飛ひ翔しよう器きを展開した武ぶ神しんが、こちらに背を向けるように、安土あづちの方を見ているのだ。

　その武神は犬いぬ顔がおの頭部装そう甲こうを持っているが、青の〝義ぎ〟とは違い、緑色だった。

　見れば、腰の装甲に〝忠ちゆう〟の白い字がある。それが武神の称しよう呼こだ。

〝忠〟は、屋根のポールを折り、背の飛翔器の隙すき間まに差し込んだ。

　ポールに掲かかげられた武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの校こう章しよう。その校こう旗きを揺らすのは、

『里見・義よし頼より、──成なる瀬せ・正まさ義よしの臨時襲しゆう名めいとして、行かせて貰もらう』







[image: 第九十四章『生き場所の探し人』]
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　里さと見み・義よし頼よりが、成なる瀬せ・正まさ義よしの臨時襲しゆう名めいを行い、突とつ撃げきする。その宣せん言げんに対し、即そく座ざの反応を示したのは、武蔵野むさしの艦かん橋きようにいる鈴すずだった。

　……や、やっぱり……！

　思い至ることがある。IZUMOでのことだ。朝、皆でノリキと氏うじ直なおの会話を覗のぞいた後、やってきた義頼は、こう言ったのだ。いずれ関かん東とうのことを武蔵むさし側と話し合う際に、

　……さ、〝里見〟が、話し合う、って。

〝自分〟ではない。それ以外の誰だれかを示し唆さしていたから〝里見〟と、そう言ったのだ。

　ならば、と鈴は思う。この臨時襲名も、義頼の中では既すでに予測されていたことであり、

　……覚かく悟ご、で、出来てる、な、なら……！

　叫んだ。眼前の模も造ぞうの中、教きよう導どう院いんの屋上にいる皆に対し、

「と、めて……！」
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　……は？

　どういうことだ、と、義よし康やすは現状に対してそう思った。義頼が〝八やつ房ふさ〟のスペアとして〝忠ちゆう〟を持ち込んでいたのは知っていた。だが、今、己おのれの手元に表示枠サインフレームが現れている。そこには莫ばく大だいな文字列れつが並び、流れていくが、

「……な、何だこれは!?　義頼！　どういうことだ！」

　何な故ぜ、

「何故に私に、〝八房〟の所有権けんと引ひき継つぎ情報を送る!?」

　一歩、彼の方に、義康は進んだ。既すでに飛ひ翔しよう器きに発はつ射しやの光を溜ためている〝忠〟に対し、

「何をする気だ！　義頼!!」

　問いかけよりも[image: ]しかるような声に、義康は苛いら立だちを感じる。何故、自分は、彼に対してこうなってしまったのかと。だが、彼は受け止めるように頷うなずき、

『義康。──お前の身を、武蔵アリアダスト学院に預けることにしてある。留りゆう学がく生せい扱いだが、武蔵とともに世界を回り、見けん聞ぶんを広めろ。後の里見の役に立つだろう』

　そして、

『里見の総そう員いんに告げる。降こう伏ふくを望む者は羽は柴しばに降伏し、抵てい抗こうを望む者は、以後、里見の地を離れ、関かん東とう、もしくは全国にてその活動を行え。──里見総そう長ちよう、里見・義頼からの命令だ』

　告げられる言葉が何を示すのか、義康は理解出来る。だから止めようとした。

　しかし、それより先に、全ぜん裸らが叫んだ。

「馬ば鹿か野や郎ろう！　オメエ、言った傍そばからそれか!?　何なに考えてやがる！」
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　義よし頼よりは、武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長と、姫を見ていた。

　こちらに数歩踏ふみ出してきた彼は、まっすぐにこちらの目を指さして声をあげる。

「オメエ、成なる瀬せナンタラの襲しゆう名めいってこた、うちの留りゆう学がく生せい扱いになってんだろ!?　だったら俺おれに従え！　勝かつ手てに死んで解決とか、そんなことやってんじゃねえ！」

　彼の横の姫も頷うなずいているのを見て、義頼はこう思った。ここはいい教きよう導どう院いんだと。だから、

『ああ、……だから言っておこう。確かに、私は臨りん時じの留学生扱いとなっている。が、それは、私が里さと見みの学生であると、そういうことでもある。そして──』

　迷うが、言っておく。

『文ぶん禄ろくの役えきは、私達の責任でもあるのだ』

「はあ？　ぶんろくのえきって、何です、か……、って何なに皆、その目つき!!　悪かったよ！　俺が馬ば鹿かだったＹＯ！　や、やんのかオラぁっ!?」

　皆が睨にらみ付けて、武蔵総長兼けん生徒会長が俯うつむきの体育座ずわりを始めた。だが、武蔵の書しよ記きが、一つ頷いてこちらを見た。

「武ぶ神しん戦力だね？　里見総長」

『Ｔｅｓテスタメント．、いや、今はＪｕｄジヤツジ．か。──その通りだ武蔵書記。私達は防ぼう衛えいのために身に余る力を得た。だからかつて、P. A. Odaが北ほう条じようを通して攻こう撃げきを仕掛けてきたわけだ』

　その戦い、〝八やつ房ふさ〟の初うい陣じんには勝利した。だが、

「だとすれば、やはり……」

　義よし康やすが声を漏もらした。彼女の手元、そこに見える表示枠サインフレームには、詳しよう細さいが映っているだろう。〝八房〟の戦せん闘とう記録と、その運用などに関する情報は全て見えている筈はずだ。

　無む論ろん、彼女の姉の死んだ理由も、だ。

「姉ねえ様は……」

　義康が、青ざめた顔で呟つぶやいた。

「後に続く筈はずだったP. A. Odaの侵しん攻こうを止めるため、引いん責せきの自じ害がいをしたのか……？」
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　表示枠に映っているのは、姉が残したメモのような、日記のようなものだった。

〝八房〟と合ごう一いつした際に思し考こう側から自動的に作られる記録で、整備や諸しよ処しよデータの把は握あくの手助けとするものだ。だが、そこに今見える内容は、

　……姉様が……。

　こちらと里見を、そして彼をどう思っていたのかが記されている。

『すいません』

　死の直前。P. A. Odaの艦かん隊たいを潰つぶして戻る空の中で、姉は彼に、通つう神しんでこう言っていた。

『自じ害がいでは、里さと見みの屈くつ辱じよくとなります。力を得ること自体が間違いだったのかと。力を得ても屈くつ服ぷくせざるを得ないのかと。──己おのれのしたことを、無む駄だに感じることとなります。

　だから、すいません。私を、討うって下さい。──そしてP. A. Odaに対し、貴方あなたの判はん断だんで義ぎ理りを立てたと、そういうことにして下さい』

　まあ、自分で死ぬのも怖いんですけどね、と、姉は笑いの口く調ちようで言っていた。そして、

『前に話した通り、……妹の代だいでは、こういうことが無いといいですね』

　義よし康やすは、夜の中で翼つばさを広げていく〝忠ちゆう〟を見た。

　忠の字は、君くん主しゆや国に正まさしく仕えることを意味する。だから、

「何な故ぜ、私に黙だまっていた！」

　意味は解わかっている。何故ならば、人々は、姉を殺した義よし頼よりに対し、怒りや疑問を抱くのだ。

　それは実際に起きていることだ。だが、

　……理由を知ったら、私は貴き様さまを責められぬ……！

　こちらに何も話さず、里見に住む人々と同じ怒りや疑問をこちらに与えることで、

「私を、護まもったのか……！」

　義頼は答えない。答える筈はずもない。その事実を、ずっと表おもてに出さぬからこその〝忠〟だ。

　そして、義頼が、武蔵むさしの総そう長ちよう兼けん生徒会長と姫に、一つの頷うなずきを送った。

『P. A. Odaは、私達の力を関かん東とう制せい圧あつの危険と見なした。だから、彼らが関東侵しん攻こうも可能とする航こう空くう船せん力りよくを拡充する現在、武蔵、君達とは早く合流する必要があったのだ。里見本ほん国ごくの放ほう棄きをも前ぜん提ていに、……〝八やつ房ふさ〟と義康という、里見の継けい承しよう者しやを君達に預ける意味があった』

　そして義頼が武ぶ神しんの身を縮めた。飛ひ翔しよう前の動作として、いつも見ていた動きだ。

〝八房〟として、己おのれの前に立ち、先に先せん陣じんを突っ走る初しよ動どう。

　何故、そうまでいつも前に立ち、傷を得ても構わぬとしていたのか。

『私は里見総長、里見・義頼だ。──武蔵総長兼生徒会長。これは私の教きよう導どう院いんの問題だ。私達のやり方で片付けさせて貰もらう』

　それは、

『──羽柴を、ここで討つ』

　そして、己の言うべきとして、

『もし失敗したならば、──里見の今後と、義康のことを一切頼たのむ』

　言って、彼は飛翔器きの翼を全開した。

　行くのだ。
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「誰だれかこの馬鹿止めろ……！」

　トーリの言葉に、点てん蔵ぞうは〝忠ちゆう〟へと突っ走った。

　応じるように、二ふた代よも、宗むね茂しげも、ミトツダイラも、他、ウルキアガや、カレーを構えたハッサンやネンジまでもが、身構えを深くした武ぶ神しんへと急ぎ行く。

　止められるかどうかは解わからない。だが、

「お願いします」

　ホライゾンの言葉に押されるように、皆が行った。

　しかし、皆が行く中で、一歩を力無なく遅れた姿すがたがあった。

　義よし康やすだ。彼女は身を前に折り、手を伸ばし、顔を歪ゆがめて、

「嫌いや……！」

　叫んだ。

「……待って!!」

　その懇こん願がんに頷うなずくように、〝忠〟が翼つばさを全開にした。

　直後。〝忠〟の頭上から、一つの巨きよ大だいな影が落ちてきた。

　赤の人ひと型がた。地じ摺ずり朱雀すざくだ。

　屋上に皆を走らせ、注目させた所に、上からの制せい止しを掛ける。地摺朱雀の肩かた上うえにて、直なお政まさは義ぎ腕わんの拳こぶしを握り、

「止めるよ……！」
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　武神の激げき突とつまでのわずかな時間の中で、ふと、直政は義よし頼よりの言葉を聞いた。

『──万まんが一いちは〝八やつ房ふさ〟と義頼を頼む。特に、〝八房〟の研究は役に立つ筈はずだ。何な故ぜなら……』

　何故なら、

『私達の使用する武神の飛ひ翔しよう器きや駆く動どう器、OSは、武たけ田だ側での明みん残ざん党とうとの戦せん闘とうの際、先せん代だい達が得た図面や情報が元になっている。恐らくは、──四し聖せい、朱雀の飛翔器だ』

　……何!?

　思った瞬しゆん間かんだ。地摺朱雀の全身各かく部ぶに、朱雀の紋もん章しよう付つきの表示枠サインフレームが一気に展開した。

　四聖の共鳴によるOS起き動どうだ。だが、それは、〝忠〟に共鳴したのではない。

　……〝八房〟の権けん限げん委い譲じように伴う流りゆう出しゆつ情報に触れた。それゆえの起動か！

　やや不完全なOSの共鳴は、地摺朱雀の背部に仮か想そうの湖こ沼しようを展開させた。

「っ!?」

　落下軌き道どうが乱れ、しかし、それが無くとも関係ないというように、

『有あり難がとう』

　それだけを告げて、直政の眼がん下かで光が爆ばく発はつした。

〝忠〟が飛んだのだ。追おうとする魔女達も吹き飛ばし、一いつ直線に安土あづちへと向けて、だ。
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　飛ひ翔しようの瞬しゆん間かん。義よし頼よりは、義よし康やすの声を聞いた。

「……行かないで!!」

　泣いていた。叫んでいた。こちらに手を伸ばしていた。

　だから、決けつ断だん出来た。

　……ああ、そうか。

　義頼は、こう思った。義康に与えていた誤ご解かいは、もう、無くなっているのだ、と。

　だったら良い。彼女の叫びと制せい止しの懇こん願がんの意味も、自分にはよく解わかる。行かせるのが惜おしいと、自分は、彼女にそう思わせる人間だったということだ。

　いろいろ思うところはあるが、それだけを心に置くのが、己おのれの正解だろう。ならば、

　……約束を果たしに行こう。

　彼女の姉と、最後に交わした言葉。己の腕の中で、力を失っていく身体からだを抱いた時に聞いた言葉があるのだ。それは、笑えみで告げられた、

　……笑って、いつかでいいから。

　今、武ぶ神しんの顔に表情はない。それを作ることも出来ない。

　しかし、笑っていると、そう心が信じられる。

　己の全てにおいて、誤解も何もなく、継ぐべきを継がせ、そして、

　……ああ！

　死なせぬと、そう言ってくれる、そう言ってやれる場所を見た。それは、

　……私には、出来なかったこと、得られなかったものだ!!

　だから義頼は確信した。この場所、武蔵むさしという居い場所において、自分達以上があることを確信した。ゆえに義頼は笑った。一度身を緩め、宙ちゆうにおいて息を吸い、

『安心しろ、私は死にに行くのではない──』

　言った。

『私は、これからようやく、何も諦あきらめず、生きに行くのだ』

　言葉を作るなり、義頼は全速で戦せん場じようへと飛び込んでいった。
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『武蔵総そう長ちよう、聞こえているか』

　動きを止め、言葉を失った皆の正面。そこにある戦場の空を、高速で飛ひ翔しよう光こうが遠くへと抜けていく。それは〝忠ちゆう〟の翼つばさが生む光のたなびきであり、交戦する爆ばく発はつの連続だ。

　今、〝忠〟が、空に爆ばく炎えんの咲く道を作り上げている。その最さ中なかに、しかし落ち着いた声がこちらに届いてくるのだ。

『かつて君は言った。憶おぼえているか？　君は確かに、こう言ったのだ。その姫のことを──〝死ぬしかない人間じゃない。殺されるしか他にない人間じゃない〟と』

　そうだな、と、義よし頼よりが言った。

『私達とて、他の選択がある人間だったのだ』
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　三み河かわの状況を広こう報ほう委員の放送で聞いていた時に、勝かつ手てな思いを理解したと、義頼はそう思っている。姫を救いに行こうとしていた少年が、あの相あい対たいで望んでいたものは、仲間を得ることだけではなく、

　……姫を、自分が救いに行けるかどうか、その可能性を確かめたかったのだな。

　死ぬべき運命など、どこにも無い。ただ、問題なのは、救うことが出来るかどうかだ。

　そして彼には仲間がいた。

　自分と彼女は、どうだったろうか。死ななくてもいい可能性は、あったように思う。

　だが、三河での一件で、こう思った。

　死ぬべき運命など無いならば、私達は、生きていても良かった人間だったのだ、と。

　……だから、義よし康やす、──もう、私達のようなことは無い。

　今、お前がいる場所ならば、私達のように、失う方法を用いない。だから、

『武蔵むさし総そう長ちよう兼けん生徒会長……！』

　己おのれの望むことを、義頼は言った。

『敢あえて言う。──今後の戦いにおいて、君は笑え！』
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　いいか、と里見総長が告げた。

『これから先、如何いかなる損失があろうと、泣くようなことがあろうと、君だけは笑え。

　私のようなものを笑って、君以い外がいの全てが泣いても、戦える限り、君だけは笑え！

　絶対に、どのようなことがあっても笑って……！』

〝忠ちゆう〟が風を完全に突き抜けた。

　全身に大気の揺らぎだけを纏まとい、一いつ直線に行く。狙ねらいは安土あづちの甲かん板ぱん上であり、

『私と彼女のような連れん中ちゆうを救ってくれ……!!』
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　対たい空くう砲ほう撃げきの密みつ度どが上がった。

　右肩が砕くだかれ、左の太ふと股ももも砕かれた。しかし、速度は震えただけで落ちておらず、

『参まいる……！』

　だが、行く前方に飛び込んできたものがある。

　長なが浜はまだ。

　全長二キロの戦せん艦かんは、己おのれの身を盾たてにして羽は柴しばを護まもろうとする。

〝忠ちゆう〟は加速の空中で背の大だい刀とうを抜いた。剣けん砲ほうだ。村むら雨さめ丸まるほどではないが、それゆえ、使用者の実力で威い力りよくが大きく変わる。

　ぶち抜いた。

　賢鉱石オレイ・メタロの刃やいばは、斬ざん撃げき自体よりも、そこに込められた威力を具ぐ現げん化する。〝忠〟の刃に彫り込まれた術じゆつ式しきは〝忠〟という言葉に基づいたもの。

〝忠〟とは、陰から支え、盤ばん石じやくを作るものだ。だから、

『砕くだけろ!!』

　大だい質しつ量りようの、面めんの打撃が、長浜を殴おう打だした。

　破は断だんする。

　元々は輸ゆ送そう艦かんとしての長浜内部。その区画を亀き裂れつの始まりとして、長浜が砕かれた。

　輪切りだった。

　巨きよ大だいな艦を百メートル強のハンマーが打ち、内部の区画を縦たて二列分、一気に持っていった。

　打ち抜きの軋きしみの悲鳴と風かざ音おとを奏かなで、中央部をもぎり取られた長浜が中央から折れた。

　そこに〝忠〟は飛び込んだ。衝しよう撃げき波はを纏まとった身だ。中央部を輪切りにされた長浜の内部、その前後部へと、衝撃波がぶち込まれた。

　外からの攻こう撃げきに耐える戦せん艦かんは、だからこそ、内部から外への衝撃に弱い。外へと突っ張るようなフレームや内ない殻かく構造は、内側からだと外へと剝はがれる力を助長する。

　その通りになった。

　波に内側を打撃されるように、長浜が、開口部から艦かん首しゆと艦かん尾び側に向かって順次破は裂れつしていった。その破は壊かいは、内殻も装そう甲こう板ばんも曲げて内側から打撃し、吹き飛ばすもので、衝撃波が抜けた後、急速に大気が流れ込むことで、

「……!!」

　長浜が、一いつ瞬しゆんの膨ぼう張ちようを経て、爆ばく砕さいした。

　そして〝忠〟は、長浜の破裂に押されるようにして、安土あづちとの距きよ離りを詰めていた。

　無事ではない。

　高速の中で斬撃を放ったため、その全身は己が放つ衝撃波によって砕かれていた。既すでに装甲の大たい半はんは失われ、翼つばさは折れ、しかし、

『……！』

　安土甲かん板ぱん上の羽は柴しばに対し、〝忠〟は突とつ撃げきした。

　だが、不ふ意いに、〝忠〟の身が砕くだけていた。

　安土の主しゆ砲ほうが、火を噴ふいていたのだ。
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　安土あづちの甲かん板ぱん上。そこに対して防ぼう護ご障しよう壁へきを張り、衝しよう撃げき波はなどを緩かん衝しようする頭上。

　三段撃うち用の火ひ縄なわ型がた三連主しゆ砲ほうが〝忠ちゆう〟を穿うがった。

　瞬しゆん間かん的に、武ぶ神しんの右半はん身しんが消えた。そして、打だ撃げきが全身に伝でん播ぱして、

『──!!』

　装そう甲こうが内から弾はじけ、顔面素そ子しなども殆ほとんどが飛び散った。

　しかし、皆は見た。それでなお、犬は、

『お……!!』

　吠ほえ、背に残った破は砕さいの翼つばさに光を破は裂れつさせた。
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　義よし頼よりは行った。

　既すでに右の腕も脚あしも無いが、敵の砲ほう撃げきも、これ以上はない。

　だから、薄れ掛けた意識を前に、彼は己おのれの身をただ前に望んだ。

　……ああ。

　眼前に展開した重じゆう力りよく障壁に対し、折れた剣けん砲ほうを身体からだごと突き刺して砕くだき切る。

　剣が消え、左腕も肘ひじまで消えた。だが、

　……上がれ、膝ひざ……！

　次の重力障壁を、残った左膝からの激げき突とつで砕く。

　大きな音が全身に響ひびき、身体の、根本が無くなったような気がした。

　その代わり、今、正面、見下ろせる位置に、羽は柴しばが見えている。

　こちらには武ぶ器きもない。腕もない。足もない。しかし、背の翼は生きており、

　……そうだな。

　義頼はこう思った。自分達は、かつて、自分達を失う選択をした、と。

　だが、あの時、自分達は、自分達の選択をもって、

　……諦あきらめ、死んで消えようとしたのではない！

　今こそ義頼は理解した。彼女が笑えと言ったのも、自分が彼女の死の意味を隠かくしたのも、

　……生きていたいと、ずっと思える場所を護まもりたかったのだ……!!

　自分達は諦めによる死を望まなかった。そのことを確信し、義頼は行った。

『おおお……！』

　頭から、頭部の犬いぬ顔がお型装甲の牙きばで食らいつくように、義頼は羽柴に突とつ撃げきした。

　大気を突き抜け、何もかもをクリアに感じながら、義頼は気付いた。

　今もまだ、己おのれの意思が、笑っていることに、だ。

　そして羽は柴しばに届く動きの中で、義よし頼よりはこう思った。

　……もしここで生き延びることが叶かなったならば、生きることを恐れずに生きていこう。

　もはや生きることを隠かくさず、笑って、死を後ろに、過去に置いていく生き方をしよう。

　だが、と義頼は思った。視し界かいの中、それが見えているのだ。

　羽柴が、ふとこちらに掲かかげた右腕にあるもの、その形を捉とらえた義頼は、

「あれは……！」

　義頼は叫んだ。前を見て吠ほえ、彼は、ただ一いつ直線に出来うる限りの速度を上げた。

「諦あきらめるものか……!!」
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　次の瞬しゆん間かん、空に爆ばく砕さいの花が一つ咲いた。
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　右腕を下ろした羽柴は、風の中で、眼前にあるものを見ていた。

　それは、巨きよ大だいな牙きばだった。

　立つこちらの左腕、肩から上腕に対し、鉄の牙が大きく抉えぐり、突き刺さっている。

　その根本を見て理解出来るのは、牙の持ち主の正しよう体たいだ。眼がん前ぜん。そこにあるのは、

「〝忠ちゆう〟の、頭部装そう甲こうですか」

　半分を砕くだかれ、しかし大きく口を開けた状態の頭部装甲がある。

　だが、頭部の向こうには、ただ残ざん骸がいとそう呼べるものがあった。

　だから羽柴は、頷うなずき、牙に嚙かまれた左腕を、

「ん……」

　根本から外した。

　機き械かい式の義ぎ腕わんだった。

　そして軽くなった身を揺らしながら、羽柴は目の前にあるものを確かに見た。

　残骸の中に突き立つのは、アリアダスト教きよう導どう院いんの校こう旗きだった。

　羽柴は、ややあってから、その結果に頭を深く下げた。その上で彼女は、

「里さと見み総そう長ちようが、あ、あの、条件をクリアしました……」

　息を吸い、一度身みを震わせ、羽柴は言った。

「こちらは、な、長なが浜はま大たい破は、小しよう艦かん大破十八、中ちゆう破は以下二十一、──軽けい微びです。だから、その、それをもって、三み方かたヶ原はらの戦いを終了とし、ます……っ」

　言って上げた顔が見る先、北の方角にいた武蔵むさしは、その姿すがたを小さくしている。

　羽柴は、一ひと息いきを吐いて、武蔵の背に言葉を送った。

「……また、あの、……どこかで」
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　正まさ純ずみは、呆ぼう然ぜんと言う言葉を感じていた。

　……どうしたものか、な。

　今、自分達は、屋上から降りて、教きよう導どう院いん前の橋の上にいる。屋上にいるとそのまましゃがみ込んでしまいそうだったからだ。だから、泣く義よし康やすを浅あさ間まと喜き美みに支えさせ、

「……何とか降りてきた、という塩あん梅ばいだな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、いろいろありすぎですわ。今日は……」

　肩を落として言うミトツダイラにとっては、特にそうだろう。

　しかし、振り仰あおいでも校舎で見えないが、武蔵野むさしの艦かん橋きようにいる鈴すずからの報告では、南の空に敵てき艦かんの姿すがたが感かん知ち出来なくなったと言う。

　……三み方かたヶ原はらの戦いは終了したとして、羽は柴しばが下がったのか。

「だが、今度は江え戸ど方面が羽柴麾き下かに占せん領りようされたわけだよな……」

　いろいろな問題を一気に抱えた。

　羽柴の侵しん攻こう。武蔵むさしの破は損そん。燃料問題。そして何よりも、

「ネシンバラ、どう思う？」

「以前と逆だね。──評ひよう価かが違うけど、聞きたいかい？」

　言ってくれ、と言うと、橋きよう上じように立つ皆が彼を見た。だがネシンバラは、表示枠サインフレームに記録を打ち込んでいきながら、

「敗戦だ。──それ以外に言いようがない」

　誰だれも何も言わない。ただ、義康の、堪こらえようとして続く泣き声が聞こえている。喜き美みが彼女を浅く抱きしめ、仕方ないと言った苦く笑しようで落ち着かせており、

「フフ、泣く時は泣いた方が良いのよ？　ほら、浅間、二人でオパーイに挟んでダブル落ち着きよ！　あっ、何なに見てるの貧ひん乳にゆう政治家と貧乳騎き士し！　挟んで貰もらいたいの!?」

　狂きよう人じんなりに慰なぐさめ、気を散らしているのだろうと理解し、その上で無視しよう。だが、

「葵あおいは……」

　声を掛ける先、全ぜん裸らは、皆の一番後ろにいた。

　無む言ごんで、何か考えている風ふうで、ただじっと皆の後からついてくる全裸に、

「おい……」

　哀かなしむなよ、と、正純がそう言いかけた時だった。不ふ意いにホライゾンが動いた。

　彼女は、全裸の横に回ると、その首後ろに水平チョップを叩たたき込んだのだ。

　え？　と皆が表情を作る先、肉を打つ厳きびしい音が響ひびき、

「いてえ──！　な、何しやがんだホライゾン！」

「Ｊｕｄ．、哀しくなってコロりといかれる前に、二ふた代よ様直じき伝でんの方法で気き絶ぜつして頂こうかと」

「あ、……ゴメン、俺おれ、心配掛けいてえ──！　ど、どうやったらそんな痛く出来んだ!?」

「おやおやどうしてでしょうねえ。でもまあ……」

　ホライゾンが、確かく認にんするように、こう言った。

「大だい丈じよう夫ぶですか」

　え？　と疑問した全ぜん裸らは、皆を、こちらを、そして全部を見た。

　その上で馬ば鹿かは、ゆっくりと一ひと息いきをついて、しょうがないという風ふうにこう言った。

「……笑えって、そう言ってサル子を討うちに行ったんだぜ、アイツは」

　そっか、と正まさ純ずみは頷うなずいた。だったらいいと、そう思い、正純はしかし肩を落とす。

「だがまあ、いろいろ問題ばかりだ。これから──」

　どうしたものかと、そう言おうとした時だ。不ふ意いに、身体からだを包むような冷気が来た。それは即そく座ざに霧きりとなり、

『皆……！』

　鈴すずの声が、現れた表示枠サインフレームから聞こえた。

『前方、ステル、ス、……何か、い、いるの!!』

「敵で御ご座ざるか!?」

　身構えたのは、無む手ての二ふた代よだった。だが、彼女が視線を向けた先にまず見えたのは、

「霧……!?」
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　水平を、まるで水面のようにたゆとう霧が包む。

　武蔵むさしはその全体を夜よ目めにも白い霧に覆おおわれ、高い位置にあるものだけが上に残る。

　教きよう導どう院いんの橋きよう上じようは、その一つだった。

　しかし足あし下もとまでを浸ひたして流れる霧は深く、底を見通せず、

「これは……」

　と、義よし康やすが、声を作った。力無なく、戸と惑まどいの色がある言葉は、しかし確かに辺りを見回し、

「隠かくれ里ざと……!?」

　は？　と首を傾かしげたアデーレの横、ネシンバラがやはり辺りを見回す。

「レアだ……！　奥おう州しゆう。かつて義よし経つね公こうを匿かくまった藤ふじ原わら家けのある土地だよここは！　その地に住まう直ちよつ系けいの長ちよう寿じゆ族ぞく達は、鎌かま倉くら幕ばく府ふと袂たもとを分かった後、奥州に隠れ潜ひそんだんだ！

　だからいつもは、彼らの下部組織の輸ゆ送そう艦かんと武蔵は貿ぼう易えきするんだけど……」

　と、ネシンバラの言葉に、応えるものがあった。

　霧の底から、無数の影が浮ふ上じようを掛けてきているのだ。

　霧を瀑ばく布ふのように持ち上げてくるその正しよう体たいは、

「これは……、航こう空くう艦かんの集しゆう合ごう都市か！」

　それは、どれも、古い型けい式しきの輸ゆ送そう艦かん群だった。どれも百メートル足らず、数十という数でしかないが、霧きりを滝たきのように零こぼして浮ふ上じようする姿すがたはこちらを迎えるように展開した。

　それだけではない。彼らの向こうから、来るものがある。

　巨きよ大だいな陸地にも見えるそれは、正面にIZUMOの紋もん章しようをつけていた。

　巨大な、浮上ドックだった。

　投とう光こう器きの光を回し、奥おう州しゆうの船せん群ぐんを従えるように、浮上ドックが接近してくる。それは、

「──関かん東とうIZUMOの、武蔵むさし用陸りく港みなととなる浮上ドックじゃありませんの……!?」

　ミトツダイラの言葉に応えるように、全ての艦かん群ぐんの上に、人ひと影かげが現れた。

　奥州勢の船の上には、直ちよつ系けい長ちよう寿じゆ族ぞくの者達が。浮上ドックの上には、極きよく東とうの制服を着た学生達や、白はく衣い姿の者達が立つ。そして、放送による声が、

『──武蔵。こちら関東IZUMO武蔵専せん用よう浮上ドック〝有あり明あけ〟。責任者の三み科しな・翔しよう一いちだ』

　大ひろが、あ、お父とうさん、と顔を上げる。その間にも、相手の声は続き、

『里さと見み総そう長ちようからかねてより意見を頂き、そして本日先さきほど、IZUMO本社より、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの情報を元に敵の接近を知ったのでね。江え戸ど、里見の住民を退たい避ひの上で、こちらに来た。

　奥州勢に匿かくまわれているのは、義よし経つね公こうの計らいで、こちらにとってもハプニングだが──』

　だが、と、彼はもう一度言った。

『よく、生きてここまで来てくれた。総そう員いん、全力で武蔵の改かい修しゆうに取りかからせて貰もらう』







[image: 最終章『集まり場所の燻り手達』]
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　鈴すずは、急いでいた。

　霧きりは晴れ、今は夜の冷たい空がただ上にある。

　夜よ更ふけを過ぎて雲も晴れ、今は月が出ている夜空だと聞く。そんな、寒さむ気けを感じる空気の中を、鈴は走っていた。

〝武蔵むさし野の〟にドック着ちやつ港こうの手続きを預け、鈴が行くのは教きよう導どう院いん前の橋きよう上じようだ。

　そこに皆がいて、じっとしているのだ。

　疲れて眠っているのかもしれないが、ただ、不安があった。

　……大だい丈じよう夫ぶ、だよ、ね……？

　いろいろあったけど、すぐ立ち直るよね？

　信じてはいるが、心配であることとは別だ。

　だから急ぐ。鈴は急ぐ。転ばぬよう、高いステップで、出来るだけの速度で走る。

　通りを行き、階段に辿たどり着き、

「ん」

　早く昇のぼりたいから、手て摺すりに頼る。

　階段の数を数えて空から踏ぶみしないようにして、息を感じながら昇り、

　……大丈夫。

　関かん東とうIZUMOの人達は、言っていた。

　必ず、武蔵むさしは元もと通り以上にするから、と。

「皆」

　ちょっと、ちょっとの間で良いから、我が慢まんして。

「そうすれば……」

　戦う力をくれる。

　急ぐ力をくれる。

　護まもる力をくれる。

　だが、と奥おう州しゆう代表の長ちよう老ろうは言った。使う者の心が死んでいては仕方ない、と。

　戦う心を失った。

　急ぐ心を失った。

　護る心を失った。

　大事な人を失い、敵の力を見せつけられ、そして追いつめられた。

　そのことが解わかっているから、長老は言った。

「何をしても敵かなわないと、そうなっていなければいいんだがのう」

　言いたいことは解る。

　敵には竜りゆう脈みやく炉ろもあり、大きな船もあって、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロさえその威い力りよくを消された。更さらには、各地の有力者達が刃は向むかったけど、敵かなわなかったのだ。

　どうしようもない。だから、

「もし戦いを避けるならば、武蔵むさしをもって、私どもと生活するという手もありますぞ。

　無む論ろん、……こことて、嗅かぎつけられて来るものかと思いますが」

　奥おう州しゆう側の申し出に、少しだけ、いいかも、と思ってしまったのは赤せき面めんものだ。

　だから、大だい丈じよう夫ぶ、と言い切ってしまった。

　珍めずらしく、言葉が一気に全部出た気がする。でも、

　……大丈夫、だよね。

　鈴すずは急ぐ。手て摺すりで身を引っ張るようにして急ぎ、そろそろ一番上うえだと思い、

「え？」

　手摺りが消えていた。

　敵の攻こう撃げきで抉えぐれた場所があったのだ。
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　しまった、と鈴は思った。

　あると思い、いつもあるものだから、尚なお更さら気付かなかった。

　無くなって気付くという、どうしようもない失しつ態たいだ。

　あ、と思った時は遅かった。手摺りを引っ張るようにしていた身は仰のけ反ぞり、手が虚こ空くうを摑つかもうとして泳ぎ、

「……！」

　声にならない悲鳴を上げた。その時だった。

「おいおいベルさん、遅いって」

　手が引かれ、階段に足を戻された。こちらの手を強く引くのは、

「トー、リ、君……!?」

「おう」

　と彼は胸を張って言った。その声には少し力がないけど、だけど、

「皆、上で待ってんぜ。作戦会議ってやつでな」
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　そしてトーリに手を引かれ、ホライゾンに支えられて橋きよう上じように来た鈴は、

　……え？

　熱を感じた。

　おかしなことは、何もない。皆、座り込んだり、立ったまま、ただ視線を交わし合い、言葉を幾いくつか送り合っているだけだ。しかし、

　……何、これ……。

　夏の蒸むし暑い日に、太陽の強く照る土の地面の上に出たように、

　……燻くすぶってる……？

　誰だれもが、何かを言いたげで、動きたくて、だけど全てを堪こらえている。だから、

「…………」

　今はまだ動く時ではないと。皆、己おのれを内側に押し込め、燻っているのだ。

　全員がそうというわけではない。幾いく人にんかは冷えているのは確かだ。

　だけど、と鈴すずは思った

　……憤いきどおって、やる気を秘ひめて、燻ってる人が、いるんだよ、ね……。

　だから鈴は、

「ん」

　……大だい丈じよう夫ぶ。

　そう思った。信じた。心の中に憶おぼえることにした。

　きっと、大丈夫だと。かつてないほど、今までの中で一番、見たこと無いほど、

「……ん」

　鈴は思う。もし、皆が、これから先、全てを確かにしたら、どうなるんだろう、と。

　戦う心を直して。

　急ぐ心を直して。

　護まもる心を直して。

　……そして──。

　戦う力を得て。

　急ぐ力を得て。

　護る力を得たならば。

　……一体、どうなるんだろう……？

「大丈、夫」

　言うと、皆がこちらに顔を向けた。

　え？　という疑問の声があるけど、大丈夫。皆は、自分で気付いてないだけだから。

　だから、

「ん……！」

　鈴は関かん東とうIZUMOや、奥おう州しゆうの人達に言わないと、と思った。皆、大丈夫だった、って。

　そしてトーリが、こちらに顔を向けた。

「なあベルさん、ひょっとして、心配させたか？」

　ん？　と鈴は首を横に振る。

「してたけど、してない、よ」

　大だい丈じよう夫ぶだよね、と鈴すずが思っていると、皆が顔を見合わせた。そして、

「仕方ないわね。じっとしていても、どうしようもないわ」

　と、ナルゼが立ち上がり、一ひと息いきをつく。

　だが、こちらの知ち覚かくには、息をついた彼女の熱がどこにも収まっていないのが解わかる。ただ、彼女は、南の空、校舎の方を一度見て、

「さて、三み方かたヶ原はらの戦いのアフターケアをしないとね」





●






「え？　……まさか、検けん便べん……？」

　腰を引いた全ぜん裸らの横、ホライゾンが茶ちや碗わんと箸はしを無む言ごんで構えた。

　そんな二人を無む視しして、ナルゼが魔術陣マギノフイグーアを出し、ペンを手に取る。

「ウンコ漏もらしはどうでもいいわ。私がやるべきことは一つ、──顰しかみ像ぞうよ」

　さあ、とナルゼはホライゾンとトーリを見て、皆を見る。

「三方ヶ原の戦いで破れた松まつ平だいら公こうは、軽けい挙きよな戦せん闘とうによって失ったものの大きさに気付き、己おのれの憤いきどおりの顔を絵に残させてそれを反省としたの」

「それを、描くの……？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と魔女テクノヘクセンは頷うなずいた。

「全員まとめて描いてあげるわ」

　そうね。

「──生き抜いていった連れん中ちゆうに生かされた、そんな自覚を得た思いと顔を、描いてあげる」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラが頷いた。彼女はゆっくりと橋の手て摺すりに身を寄せ、

「そうですわね。……私達は、自分で気付いていないところも含め、実はずっと多くのものを受け継ぎ、生かされていましたわ」

　そして、とミトツダイラが艦かん首しゆ側に顔を向けた。

　武蔵むさし用の浮ふ上じようドック〝有あり明あけ〟が、武蔵全体を覆おおうように、護まもるように展開していく。

　その動きを前に、ミトツダイラが口を開いた。

　彼女は、何か言いかけ、だが歯を一度軋きしらせ、天を見上げた。

　唸うなるように、しかし、吠ほえぬように、彼女は空の月へと言葉を作る。

「私達は、いずれ必ず、その恩に報むくいましょう……」

　息を吸い、頷いたナルゼがペンを構え、皆に対してこう言った。

「──皆、いい顔してるわ」

　ええ。だから、

「次に歴史を動かすのは、私達の方よ」
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あとがき




　というわけで、境きよう界かい線せん上じようのホライゾン、物語としては序じよ盤ばん終了です。次から中ちゆう盤ばん、という感じですね。このように出来るのも皆様のおかげです。どうも有あり難がとう御ご座ざいます。

　しかし、何とも遠くまでやってきた風ふう味みですが、皆、いろいろと動き出して来ています。それぞれの思おも惑わくなり事情なりあって、賑にぎやかになっていくことかと思います。

　でもまあ、この１５００年代後半から１６００年代中盤あたりまでの世界の動きってのは無む茶ちや苦く茶ちやですやねー……。数百年ごとにそういう周期のようなものがあって、一説には定期的に地球に生じている温おん暖だん期と寒かん冷れい期のサイクルがそれを呼んでいるのでは、などと言われていたりもします。なお、日本で人口が一気に増えたのも戦せん国ごく時代の頃で、温暖期の中、各地の大だい名みようが国力増ぞう強きようのために大だい規模な開かい墾こんと治ち水すいを行ったため、食しよく糧りよう事情もよくなり、人が増えた、という説があったりします。

　ではまあいつものチャット。

「高校生の頃のイタい話、他にある？」

『何で上中下巻かんなんですか。前回が下じゃなかったんですか』

「ははは、オマエはそそっかしいなあ」

『最悪だ……！　貴方あなた、焼き肉パーティやった時、皆で一人頭あたま一キロ食ったあとから〝さあてデザート〟とか言ってデコレーションケーキ冷れい蔵ぞう庫こから出しますよね！　それと同じ！』

「同じだと解わかってるならイタい話するといいよ」

『そーですねえ。高校の時、トイレで立ち勝負終了して、いざチャック閉めたら、考え事していたものか、勢い余って思いっきり巻き込み事故しましてね。体の芯しんに響ひびく激げき痛つう発はつ生せい。それで戻そうとしたんですが、マジに食いついてこれが離れませんで、〝立ったままでは勝てぬ！〟と判はん断だんし、そのまま後ろの個室に高速スピンしながら飛び込みまして』

「周囲の皆、いきなり横のが回転して個室に飛び込んだからビックリだろソレ」

『いやそれでもう、個室内で〝ふおお〟とか雄叫おたけびつつチャック戻そうとしてもこれがまた戻らない。仕方ないというか、人間、火か事じ場の馬ば鹿か力ってありますよねえ。──チャックの上側摑つかんで、ズボン真まっ二ぷたつに裂さきましたよ。戦後、バレないようにベルトで腰から吊つるして、シャツ裾すそから出して凌しのぎましたが』

　ろくな人間いませんな。ともあれ今回のBGMはANUBISから〝Ardjet〟。救い待つ戦せん闘とうシーンのイメージで。ともあれまあ、

「一体、誰だれが一番救いを得たんだろうか」

　と、そんな感じで一つ。では次まで、少々お待ちを。


平成二十二年　六月　いきなり雨の朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる　　
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